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大目 本 窯業 協 會雜誌 第 s 巧壹號 

‘ • (大正 六 年 九 目) 

•(攝 圖誘 明> 農 f 

本 號攝圖 磯 器 上繪付 番茶 器圖 案は 人魚を 資稱 とせる るのに 
して 會 員を 務鑛 一巧の 立案な ろ 

ょ4==^太諭 読 報 又}、^ 

博 山に がける 陶磁器 

靑島 軍政 署調 查， 

一緖言 

山 東 省に 於け る產陶 地を 博 山と す、 あ 來ま那 の陶磯 器は 南 
方に 於て 特に 發 達し 江 西の 景德鎭 、江 蘇の 蜀山鎭 鼎 山 鎭廣東 
の渝頭 及お灣 、福 建省內 のを 地は 古 ホ 有 おを る 產陶地 じして 
就 中景 德鎭は 明 代に 至ら-て ょろ 皇室の 用度 品を 調辨 する 爲め 
御黨を 開設し 毎年 十餘萬 金を 投じて 精 良品を 產 出せし り； り 等 
官 がの 獎勵 甚だ 盛なら しを がて 萬曆 、成 化の 頃 よら 降つ て淸 
朝の 治世に 及； S 嘉慶の 交に 至る 迄は 南 支那に がける 製陶業 最 
も 其 盛を 極めが に 所謂 南京 十 窯と 稱 する 諸 窯には 名工 輩 助し 
て 優良品を 製產 する にまク たるを が V ま那 窯業の 名は 頓に世 


界に著 聞ず るに 至れろ、 然るに 化 支那 地方に 在ろ ては 僅に 直 
隸の 大名 府 、河 間府、 史定府 のを 管下に 少 許の 產ぉあ A たる 
のみなる をな て 傅 山 陶磁器の 需要は 沉く山 東、 直隸 、出 画、 
河南のを 错は 元よ ろ 遠く 滿 州に 迄 其 銷路を 有する に 至れち 
然れ ども 博 山の 陶磁器は 景德鎭 地方の 如く 官府の 特別なる 保 
護を 受け ざろ しのみ ならず 其の 需要 地は 民度の 低き 化 支那 地 
方に 限られた るを がて 優良なる 製品を 出さず 單に飯 碗、 皿、 
壺の 如き 日用品と して 粗製 陶磁器の みを 製產し 更に 民度の 向 
上に 順應 して 品質の 改善 嗜好の 變化 等に 顧慮ず る 所な く义販 
路の 如. 一:一; も 自ら 進ん て 之れ が攒 張を 計らん ともせず 唯 座して 
顧客の 巧る を 待つ のみなる をが て 上流の 需 嬰は 益々 江 西 品 
若く は外國 品に 趣き 大お五 年度に 於け る 靑島灌 陶磯器 輸入額 
は 一千 二百 二十 順、 價額約 十二 萬圆內 外を 算 したろ 元より 此 
の 輸入額は を 部 支那 人の 需要に 應 したる 化 非ざる は 勿論 なれ 
ども 娜拂 茶碗、 花瓶、 巧 化 食用 及裝飾 用の 上等品が 遂 年其需 
用を 增 加し ク 、あるの みならず 中流な T の 家庭に 使用 せらる 
、日常 品に 至る 違 V 次第 じ 外國物 まとして 日本 品に よろ て 供 
給せられ つつ あるは 爭 はれざる 事實 なろ 然れ ども 由 巧 博 山の 
地た る 諸種の 礦 建に 富み 陶 止、 細 藥なひ 燃料の 豐赏 なる を 易 
に 他た 比禱を 求め 難 さの みならず 交 適 運輸の 利に 便なる をが 


て 今 之れ に適當 なる 資本 あ ひ 技術を 加へ て 進歩 改良の 策を 講 
ずれば 現狀 をが 破して 優良品を 作ぅ 產 額を 增 加ず る事决 して 
難事に あらざる べし 故を な V 今 よら 十 年前即 も光潑 一二 十四 年 
(明治 四千 一年 西 曆千九 巧 〇 八 年^ 資本 銀 二 萬 元を がで 博 山 
磯 業を 司 紐 織せられ 品質の 改良、 產 額の 增 加、 徒弟の 養成 等 
を 試み 靈を囑 言れ •ミ」 を 技術 ま 葦、 經營 上の 霞 

等に よぅて 年年 損失を 襲 S 遂に 大お 一一 一年 ホに まろが 業の 已む 
なきに 至ろ たる も是 等は 查く 資襄ひ 知識の 室に もる もの 
にし y 現に 今、 日本人の 手に よら'^ 盛に 製 出せられ ク 、ある 
ま 巨の 如きは 尾 州 常 靈に授 るは 元よ ろ獨逸 製の ものを 
する も决 して 遜色な き 優な 品を 產 出す るに 至ろ たるに 見る も 
博 山に 於け る 陶磯器 業の 前途は 淘に洋 々たる 望み ある ものと 
言 ふを 得べ お 下 項を ちで 懷 山に 於け る 陶磁 雲の 現狀を 
槪說 すへ し。 

U H 場 
ィ 、工場の 所在地 

濃 おし y 傅 山の 陶磁器と いふ も 工場は 博山縣 城の 內 
外な 樽 山 附近のを が 落に 顯 ホす 今 其 所 お 地を 樽 山驛よ 
みの 距離を 示せは 左の 如しで 
'博 山 


山頭莊  驛 よろ 南 五 支 里 
乂随莊  全 東南  二十 支 里 
屋 モ 全 東と 支 里 
窯光莊  全 南ぶ 支を 
•郭 大灣  を 泉 二十 妻 里 

是 等の 村落に をる を 工場は 總て 支那 人の 經營 する 
ものの みなろ しが 最近に 至ろ 博山驛 附近に 博 山 窯業 
工廠なる もの 日本人に よろ て 設立せられ 目下 陶器の 
みを 製造し つ、 あれ ども 遠からず 磁器の 製造を も 開 
始 ずる もに て內 地よ 6/ 技師を 傭聘し 工場を 增築 しで 
食器、 装飾品 類の 優良品を 製產 ずる 豫 をな ろと 云 ふ，。 

口、 工場 數及 職工 數 

陶磯器 製造業 者の 數は 左の 如し。 

傅 山 二十！ 戶 山頭莊  四十 戶 
八踐莊  お 戶屋モ  八戶 
窯光莊 二戶 郭大灣  一二 十戶 
合. 計 巧 0 六戶 

而 して 是等 製造業 者は を 戶に十 名が 上 一二 十 名 巧 外 
ろ 職工を 有ず るを がて 本業に 從事 ずる 職工 總數は 約 
二 千人內 外と 見れば 大差る かるべし 職工の 年 齡は十 


一、 二歲 よろ 甚 しきは 六十 歲が 上に 及ぶ るの あろ、 

’ 職工な を々 其み 技能に 應じ てを 部分的の 仕事を 分擔 
し 中に も 陶± の 混が 及び 燃燒 作業の 如きは 特に 手 加 
减を 要し 斯業 や最を 熟練を 耍 ずる 作業なる をな て是 
■等の 職工は を 然孽巧 的に 従事し 製造業 者の 優遇を 享 
くるる の、 如し、 丽 して お 等 職工の 勞 銀は 支那 人の 
H 摸に 在ろ V は 日 額 若く は巧额 によるを 規の 賃銀に 
. あらず して 製品 賣却 代金の 純益 中の 五 割を 職工の 勞 
銀に 輿へ 之を 其從 業の 難易 技術の 巧拙 等に よら 等差 
を 設けて み 配す る もの 多し、 日本人の 工場に あろて 
は 日 額义は 月額に よろ て 賃銀を 支給す る 事 勿論な ろ 
而 して 是等 職工の 收 入は 一日 最做銅 元十艾 よろ 最高 
五十 文內 外と す ， 

燒窯の數と製造業者の寮本 
博 山 及 附近 所を 地に がける 陶器 窯の 數 左の 如し。 

博 山 二八  山頭莊  五み 
八陡莊  と 屋ぞ  一二 
窯 光莊.  四 郭大灣  凹 一一 
合計 一四 化 

製造業 者は 其 資本の 多少に よろ 窯を 有せざる るの 


及 窯 一個を 有する もの 若く は】 個が 上數 個を 有する 
るみ あぅ 又 窯に る 大小 趨 々あら V T 矩 せず 近く 博 山 
窯業 工廠の 築造し々 る 窯の 如きは 一座の 築造 费に銀 
二 千 二百 圓を 要したら と稱 せら るれ ども 普通 か 窯に 
がろ ては 銀 一一な 圓內 外大鑛 と稱ず 5 ものに をろ で も 
銀 乂巧圓 前後に て 築造す る 事を 得べ し 製造業 者は 窯 
の外陶 主紛碎 ロー  個な 上數 個を 巧す 陶± 粉砕 曰は 窯 
を 有がざる ものる 之を 備付く 粉砕 曰の 築造 费は 普通 
銳 一二 二十 圓巧外 だてを る もの、 如 さも 窯業 工廠は 近 
く 礦お紛 砕 磯及發 動機の 設備を なす 當 なれば 完成の 
曉 には 製造 能力の 增加 すべ &は言 ふ 迄 もな し 支那 人 
は 原 お 敬 砕には まとして 牛馬を 用ふ而 して 窯を 有せ 
ざる ものは 窯を 賃借ず るが おに 唯】 座の 陶止 粉砕 曰 
と 之に 要する 二 頭な 上の 牛馬と をを すれば 足る をが 
て 其 資本は 頗る 僅少な ろ 窯を 有する ものと 雖も銀 S 
百 元 お 上 一一 千元內 かなる もの、 如/、 要するに 憐 .叫陶 
磁器 業者は 少資本の もの、 みに し V 大 資本を 擁する 
ものな し。 

=1 ’原料 

樽 山縣は 到る 處陶 主、 細藥其 他の 原料を 產 出し】 として 之 
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を縣 外に 需シる 必要なし、 今 其 名 稱畏產 地を 列記 ずれば 左の 
如し、 

黃 ± 到る 處に 巧り 
靑立  韻 步王山  驛 よろ 六支畢 
白 燕 巧 昆器山  同 二十 五 支 里 
、 白澤巧  屢擺山  同 二十 お 支 里 
黒. 燕 巧 固山  同 111 十一 支 里 
-紫お  代莊  •同  二十 支 置 
嫌ち  戴莊同  一二 十二支 里 
石灰 巧 .東  山 同 八 支 里 
方 解. お 同 同 同- 
陶± 及び 原 巧の 豐富 なること な 上の 如く 而 して 燃辉 たる お 
炭は 殆ん ど無盡 藏と稱 せらる 天惠 無比と いふべ し、 而 して ± 
人のを として 使用ず る 原料は 黃 ±1 円 ± 、白毅 巧、 黑药 お、 燦 
お、 紫 おにして 嘗て 磯 業を 司の 作業せ る 時は な 上 列記せ る も 
の、 外潛お (驛 よ夕百 六十ち 里を 隔 つる 泰 安山に 產 出す)、 凝 
巧 (驛 よろ 百 十ち 里を 隔 つる 萊燕 よら 產 出す) をを 使用した 
ろ是 等の 原料の 惊價 をの 如し。 

黃 ± 每巧斤  四百 文 
青よ  同 四 君. 文 


白 燕 巧 同 二十 吊 文 
紫 お 同 十吊义 乃至 五十 吊 文 
"黑药 お 同 . 一二 雨 文 乃至 五 吊 文 
綠巧同  同- 
白澤巧  同 二 吊 文 
巧 灰 巧 同 同 
方 解 お 同 二 吊 文 乃至 五 吊 文 
潛巧  同 十二 吊 文 
駿お同  ミ 吊 文 
お 炭 一順  十四 吊 文 
獄炭同  と 吊 文 
ュ f クス 同 二十 吊 文 
備葛巧 文は 銅貨 十 個に して】 吊 文は 銅 農 四十 化 個な ろ 
而 して 銀 一圓は 銅貨 百 十八 個 (.大正 六 年 四月 吉日 公 
を 相瘍： > な るを 3 てな 文は 銀 八 錢弱一 吊 文は 銀 四十 
• 一錢 弱な ち。 

四燒薰 

窯は 總て筒 型に して 其 形 狱は圓 形、 隋圓 形の 二種に 限られ 
たる も其大 さは 一を せダ大 なる ものに あろて は內徑 二十 尺を 
趨 ゆるる 小なる もりに あらては 僅かに お 尺を 算す るに 過ぎず 


王 人は 多く 小 窯を 用； 5 大 窯を 有する ものは 甚だ 少し、 これ 資 
本 及 製品 關 係に 因を する るのを るべき も當 業者は 經 '濟 上大窯 
を 有利なら と稱し 居れろ、 斯の 如く 窯の 大さじ 於て は 蚕く 不 
同 なれ ど 構造に 至らて は 何れも 大同小異な るを がて 最近 憐山 
窯業 工廠 か 築造した る 支那 式 陶器 窯に 就きて 其 構造を 槪述せ 
んに本 窯は 圓錐 形を をし 總 高さ i 一十と 尺 外側は 切 おを なて 積 
み 上げ 內 側の 內卷嫌 おはを 部 耐火 薇 苑を用 ふ、 外壁の 厚さは. 
六尺に して 窯の 向て 前面に 幅 S 尺 商 さよ 尺の 中 Z 入口 (火口を 
兼ぬ) あろ、 出入口を 入れば 奧行 十二 尺の ロスト 八あク "スト 
八は 鐵製 にして 化處化 V 燃燒 をな す、 曰 ストル. ょら 約 一尺を 
高く して 窯ぶ あろ、 窯 床を 圣部 耐火 嫌 あを がて 張 詰め あろ、 
窯の 內 部は 前面 巧て 左を 二十 一尺 奧巧 十八 尺 高さ 十二 尺 化し 
て內 壁の 後方に 二 個 若く は 四 個の 巧 あろて 煙道に 通ず 煙道は 
直らに 窯の 後郞 じある 二 個の 煙突に 遮ず 窯の 前面 左右 兩侧じ 
通風 口 あろて P スト 八の 下部を 通過し 通風 あび お糕搬 おじ 使 
用す。 

窯の 構造は 普通 前記の 如くに して 窯の 大小に よろ 槪 して 其 
の 製品を 異にす、 例へ ば 碗、 皿の 類 及び 其 他の 雜貨の 製造に 
は 多く 小 窯を 用 a 藉 、丈 瞥の 如き 大 なる ものは 大 窯を 使用す 
るが 如し。 


五 製造 方法 

ィ 、陶 ± の殺碎 

陶± はを 製造業 者が 其 家 傳と稱 ずる か 量に ょりて 適度に 
調合せられ 陶± 粉砕 白を 0 て 最初に 粉砕 せらる 陶味 粉砕 白 
は圓 形に して 徑約 十五 尺 混 凝 ± を がて 作られ 其 外 侧に幅 約 
一た 深さ 約 二 尺の 溝 あら 溝は おを がて 作らる、 陶± は先づ 
粉砕 曰の 上に て 白目を 有する 石 製 n ! ラ— にょろ 粉末と な 
る迄粉碎せらる。 }ラ》は牛义は揭をして牽曳せしいるも 
のにして 其 粉 未と なろ たる ものは 白の 外侧 にある 溝 中に 入 
れ 水を 加へ て 攪拌し つ、 之を 溝の 下部 側面に ある 糟 中に 源 
過ず るるのと ず。 

口、 粘 止 . 

斯くて 糟 やに 源 過した る ものは 叟に 之を 別の 大 a に 波み 

.上け 沈 薇せ しむ、 化 殿した る ものは 其 水を 去らて 之を 讓ょ 
ろ 取ろ 巧して】 度 乾燥せ しむ， 其 乾燥ず るを 待 も 更に 之を 
練ろ て 粘 ± となす。 

八、 型 工場 

, 粘 ± の 製造を 終ろ たる 後は 之を 型 工場に 搬入ず 工場 內に 
は 離禮及 乾燥 台 あろ 職工は 搬入せられ たる 粘 止を 離 穗台上 
にある 型に 入れ 之を 姬轉 しつ、 原型を 作々 S 日 乃至 お 日間 
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之を 工場 內 にある 乾燥を 上に て陰モ となし 其 乾燥す るを 待 
もて 釉藥を 塗ろ 再； 3 之を 陰 干と して 乾燥せ しむ 細藥は 普通 
一回 掛けに して 上等 口 g 種 釉藥の 度 數を增 する のとず。 

二、 窯 入 

博 山 陶器は 總て素 燒を爲 さず 原型の 仕上を 終れば 直らに 
釉藥を 施す るのと ず 独藥を 終ろ たる 後は 窯 入を なす 飯 碗、 
茶碗、 皿の 如き 小器は 廿五 個を！ 柱と 稱し 之を 一組と なし 
巧禍に 入れて 窯 入を なず 水馨 大瓶 等の 如 さ 大器は 多くの 場 
を 巧禍に 入れず して 窯 入を なす 此 場合に せらて は 其 接觸® 
に 砂を 撒布して 膠着を 防く、 巧蜗は 之を をる、 製品の 種類 
にょろ て其大 さに 不同 あれ ども 多くは 徑約 一尺 窩さ約 二 尺 
の圓简 形の ものにして 耐火 お 主を なて 製し 千 お 巧 度 巧 外の 
高熱に 堪 ふるもの ならと 窯 入の 數は 製品の 大小に ょな て異 
れ どる 普通 王 人の 使用す る 小 窯に をろ ては 碗、 皿 等の 如き 
小物に て 一 萬個內 外と 見れ げ 大差な かるべし、 而 して 窯 入 
は必 しる 同一の 種類の ものに 限らる、 にあらず して 同一の 
原料を 用； 5 同一の 釉藥 を爲し 同じ 熱度に て燒き 得る ものな 
れ ばを 種ろ ものを 取 混せ て燒 くを 常と す、 但し 火口な 上部 
は 火力 强 きが 故に 高熱を 要する るのを 排列す るか 又はを く 
是 等の 部分を 除 さて 排列ず るるのと す、 窯 入に 要ず る 日數 


は 一日 又は 二日と ず、 斯くて 窯 入れを 終れば 入口を 密閉し 
て 燃燒に 移る ものと す。 

ホ、 燃燒 

窯 入を 終らた る 時は 窯の 前面に 巧る 火口よ ク燃燒 を 初り 
燃 棘は 總て紛 炭を 用. S 1 週間 內外 適當の 火力を 保ら つ、 燃 
燒 を繼續 す、 燃燒 時間は 窯の 大小 及 製品の 禱類 化よ なて 異 
れ ども お 日よ ろ 化 日 迄を 普通と す、 ± 人は 火力 試驗 器を 使 
用す る 事な きが 故に 燃燒 には 最も 苔 必を拂 a 燃燒 時間 及 火 
力は 查く 手加减 のみに 依る ものなる をが て 彼等は 多年の 經 
驗 によ 6 能く 其 呼吸を 呑み 茲み 居れろ、 斯くて 適當の 時間 
巧に 燃燒 終る 時は 密閉した る 入口を 開放し 窯の 上部に 巧る 
圓 形の 冷却器の 蓋を 除きて 窯 巧の 通風を 爲し 窯を 冷却す る 
事 S 日 乃至 五日に して 窯揖 レを 爲 する のとず、 而 して 此燃 
燒に 要する 炭 量は 一顺 乃至 一二 順が 巧な ろ。- 
へ、 窯出し 

斯の 如く 燃燒を 停止して より 一二 日 乃至 五日 間 窯 巧に 通風 
して 窯內を 冷却せ しめたる 後 初めて 製品の 窯岀 しを 爲 する 
のとす、 燃 燒中往 々にして 窯 巧に 積みた る 製品が 倒壊して 
破損せ るを 窯出しの 際發 見す る 事 あろと 云 ふ、 驚 おし も 亦. 
窯 入れと 同じく' 一日 又は 二日を 要する が 故に 最初 陶 主の 獄 


碎に從 事して ょろ 製品と なる 迄には 小形 粗製品と 雖も十 
五日を 要し 上等品に 至ろ ては 二十日な 上を 要ず るるのを 
ろ 0 

ホ 製品の 種類を 價格 

製品は 純然たる 支那 人 向の 粗製品に して まとして 堅牢 且つ 
廉價 なる ものを 製 蘆す、 山 頭莊に 於て は 稍々 上等品を 製作し 
朱 泥 又は 紫 泥に 類す る 茶器 額を おせ ども 品質 も餘ら 優良なら 
ざる 上に 雅致に 乏しく 到底 客用 若く は裝飾 用具た るに 適せず 
多くは 茶黑 色を 帶び たる 陶器 及びな 地に 藍 模樣の 磁器の 極め 
て粗雜 なる もの、 みを 產 がず、 今 其 製品 中の まなる 穗 類あ價 
格 ふ 列記 すれば 左の 如し' 

飯 碗 (蓋な し) 大拾個 紋^ 六十 文 


巧 瓶 (磯 器) 小 播個3^識 一音文 


司 同 

茶碗 

同 


小 同 
大同 
小 同 


皿 (上等品) 大同 
同 大同 
巧 小 同 
茶瓶 (朱 泥る の) 同 
花瓶 (磁器) 大同 


五十 文 
二十 五义 
十五 文 
百 文 
二十 文 
十 文 

二百 文 乃至 五 百 文 
一千 文 


壺 

同 

同 

同 


(同 ) 大同 
(同. ) 小 同 
(黑燕 &0 大 同 
(同  ) 小 同 


巧 文 
八十 文 
六十 文 
十义 

水 a .大同  一千 喜义 
備考 支那 銅貨の 目下の 公定 相 增は銀 一圓に 付 巧 十八^ 
(四月 一二 日} なる をな て 支那 銅貨 十义は 銀八錢 弱に 相 
當 す。 

其 他食盡 、鉢 類、 枕、 水瓶、 茶盆 等を まなる ものと し其愼 
格 も 亦 大差な く 何れも 總て 舊來の 形式を 間 守した る 粗製品の 
みに して お狀 、細藥 等に 改良を 施して 上 中流 向の 優良品を 製 
產 せんが 如き 希望 さへ をを せざる なろ、 獨ろ碟 化 窯業 工廠の 
製 出す る 丈 管は 前記の 如く 非常に 完查 なる ものを 產 出す るに 
至ろ たれ どもな 此じ まれる 迄には 種々 の •苔 瓜と 努力と を經て 
漸く 完全なる ものを 得る に 至らた る ものなる をな て 資本と 技 
術 上の 智識の 益々 必要なる を 知る に をるべし。 

セ 取引 ホ ま 

撕く y 製造業 者に ょりて 製造せられ たる 陶磁器に 販賣 業者 
たる 陶器 問屋 之を 買 取 6 地方 顧客の 來ろ鱗 ふを 待 も决し で 自 
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ら 進ん V 販路を 拓 くが 如き 事な し •而 して 是 等の 陶器 問屋が 
總 V 南 圍モ巧 外よぅ 稅務 街に 軒を 連ね 其數約 四十 戶あ 6 製造 
業者と 異 6 是等の 問屋は 何れも 相當の 資本を をし 義祥 、福 順、 
福祥 、南 惠辭 、化 惠祥 ，一二 合 等 最も 名 あら 製造業 者と 問屋と 
の 取引は 總て 現金 制度なら'、 地方 顧客は 炭 棒に 來ろ 投じ 夫々 
必要 額の 仕 入を 爲し 終れば 炭 樣は是 等の 貨物の 發 送を 請負 ふ 
るの 化して 顧客と 炭踐 との 取引は まとして 貨車 渡しの 契約に 
して 積 込よ ら發 送に 至る 迄は 總て 炭楼に 於て 之を 引受く るる 
のをろ、 而 して 罕に 顧客と 炭 横との 間に 發貨單 の 授受を なし 
炭 棒は 數 量に 對 しての み責 巧を 負 ふべ 5 契約 即ら 顧客の 庭 渡 
しの 契約に て 取引を 爲す事 あらとい へろ、'  炭 横の まなる もの 
は 東茂樣 、悅來 公司、 同が 泰 、福 輿 店、 和祥 店、 泰源調 等最る 
信用 あら > 而 して 問屋と 顧客との 間の 取引は 前金 制 あち、 現 
金 制 あろ、 延 取引 あらて 一 をせ ざれ どる 多くは 現金 取引 をら 
延 取引は 支那 從來の 敢引習 憤なる 一年 S 期の 决算 による もの 
なれ ども 陶磁器の 取引は 延 取引 極めて 少なし.。 

八 お造りを 發送 

荷 造 方法は 頗る 簡單 粗雜 なる るのに して 製品の お ルに よら 
二 個な 上 二十 五 個を 一組と して 堅に 四 筋 横に 一筋 又は 一 一筋 宛 
を蔓 をな て 一括と なした るの みなろ、 前記の 如く 博 山に ては 


二十 五 個を 一 柱と 稱し硫 、皿 類の 如き 小物は 總て 之を 一組と 
し 二十 五 個を がて 取引 單 位と なせろ、 然れ ども 大靈の 如きは 
組合せず 一個を なて し V 何等 砸 包を 爲 さず、 而し V 貨車 穗の 
瘍 合には 車 底に 囊を 敷き 其 上に 製品を 並列し 更に 襲を 敷 さて. 
又 I 段 積 重ね 一段 每に囊 を 敷く のみに して 殆んど 裸 荷と 一友 ふ 
も 差 支な し、 觀 る簡單 なる 荷 造ろ をれ どを 破損 歩合は 頗る 僅 
少なろ と ± 人は 誇ろ 居れろ、 而 して 陶磁器 類の 貨車 積这 みは 
南圍モ 門外に 巧る 引这 線に 於て 爲す ものにして 其 運賃は 濟南 
迄 銀よ 十 一圓 十 錢靑島 迄 六十， 一圓よ 十錢 (何れも 一 革 十五* 
を 積の 貨車を も ノ} なろ。 

南部 地方 まとして 萊 燕、 蒙 陰、 泰 安で 面へ 送らる、 をのは 
總て j 輪 車 積に して 化瘍 合に 於ても 別段の 包裝 なく 唯 桂蔓じ 
で楓 包した る 儘な ち、 耍 ずるに 樽 化の 陶磁器は 其 質 比較的 强 
勸 にして 簾賣 を尙； 5 成る 巧く 諸掛 ぅの 負 擔を輕 からしむ る 事 
を 欲した， i が 故に 從を其 荷 造 方法み 亦從 て簡單 なる ものな ろ 
しならん も 優良品を 塵 出し 遠距離の 汽革 若く は 汽船 輸送を 爲 
すに 至らげ 荷 造ろ 方法の 上に も尙 研究の 餘 地を 有する や 言を 
俟 をず。 

化 販路 及 年度 額 

博山陶磁器の販路は濟南、 周が、 靑州^ 昌樂、 雛縣、 高密 


膠 州、 城 陽、 靑島 等の 山 東鐵遵 沿線を まとし 濟南 よらは 更に 
津浦 線に' よろ V 天津、 德 州、 濟寧 方面に 出て 靑島及 膠 州より 
は 民 船に よろ て 南部 山 東 沿岸 地方に 送られ 又】 輸車 によろ V 
博 山よ ろ南萊 燕、 新泰 、蒙 陰、 泰安 方面へ 陸送 せらる、 を 
の 甚だ 多く 义黃台 橋よ をル淸 河に よちて 潮 海 沿岸のを 地方 及 
滿帅 方面へ 移出 せらる、 もの ホ 少なからず、 斯の 如く 樽化賴 
磁器は 満州 及 天津 方面へ 相當‘ の移沾 あれ ども 要するに 興 大部 
分は 山 東 省內に 需要 せらる V るのと ず、 而 して 其年產 額に 至 
ろて はお 確を る 統計の 據る 可き ものを 旨を なで 今 其の 確實を 
る數 量を 知ら 難き も 樽山驛 よろ 發送 せられた る 大正 お 年度の 
數 量は 八な 貨車 (八 千 巧 十ー ニ 嘲 お} にして 一 革に 積載ず る 製品 
便 格は を 種の 製品を 破 混せ 五 百圓巧 外なる をが て 其 八な 車の 
合計は 四十 萬圓 なら、 之に】 輪 車に よろ て 南部 地方に 陸送せ 
ら る、 數愚及 ± 地の 消費 请約二 千顺內 外にして 其 價格約 十 萬 
圓な るを がて 年產額 合計 お 十 萬圓內 外と 見れば 大差が かるべ 
し、 又とを 窯元 數 よろ 見る も 一 \ 窯に 付】 箇 平均 一二 錢の 陶磁器 
を 一 •回に 一 萬 個 平均に V 燒 くものと し V 1 ケ年 十二 回 驚 入ぶ 
爲す 時は 一窯の 年產額 一二 千 六巧圓 となる、 而 して 窯の 總數は 
巧 四十 九 基なる をが て 其製產 合計は 五十 S 萬 六 千 四 巧圓 とな 
る、 即も博 £1 に 於け る 陶磁器 ーケ 年間の 總產 額は 五十 萬圆と 


推を して 恐らく 大過を かるべし。 ' a 元) 

ATS  M.^1? 

底 石膏 型 製造に 關 ずる 望 思 

巧膏の 使用は 世界を 圃 とも 年を 遂； 3 て 益々 多く、 例へ ば英 
闕に 於て は 一九 〇 四 年には 一年 化 S 萬顺內 外を 6 しが、 最近 
の 調査に ょると さは ーヶ 年に 陶磯器 成形 用 型を 製造ず る 化 
使用 せらる、 ものの みに y 無に 四萬囉 が 上に 達すと いふ。 こ 
れは單 に 一例なる が これを なて 見る も お膏の 需要の 將巧 愈々 
大 となら A ことを 念は ざるを 得ざる なろ。 而 して これら 型 用 
に 供せられ たる お膏は 永久に 使用 せらる、 ものに あらず して 
巧 謂お膏 型の 壽 命と 稱 し， 舉 使用の 目的に 從ひ 一定の 短日月 
の 後に 或は 破損し、 或は 表面に 凹凸を 生じて、 所謂 廢型 とな 
ろ 終るな ろ。 かくて 一且 使用せられ たる ものは、 囘收 せらる 
、こと 極めて 僅かなる 故、 殆ん どを く 消耗す る ものな ち。 さ 
れば 使用の 道 さへ 立 もな ばを の 需要の 大 るる 推して 知る ベ 
し 0 

芭 里に 於て はお 膏は單 に 陶磁器の 型と しての み 使 巧 せらる 
るが 故に、 多くの 陶 業者は 型のを 量を 出來る 限ろ 大 とする た 
めに 理想的の 混合物 卽ら 、型を して 外力に 對 する 抵抗を 强く 
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し 破損、 廢棄の 度を かくし 且つ 尙充 みなる 有孔 性を 保たし い 
るが 如き 他の 成 かを お 膏に加 へんと これ ま V みき 間 種々 試み 
たる こと あれ ど 未だ 十分を る 成績を 擧 r る こと 能は ず。 

お膏 型の 破損は 次の 二つの 方法に 依て 防 r 事を 得。 一は 即 
も 型の 取扱 ひ 及び 乾燥 時に 於け る 注意に して、 二は 即ら 石膏 
を 水な び 其 他の 顿と 混合ず る壤 合、 をれ らの 割合を 出 來婷る 
限ら 最大 强 度を 取る やぅ 選ぶ こと をら。 

乾燥 時に 於て 若し 型が 攝巧 一 1.0 度な 上に 熱せら る、 とさ 
は、 お膏は 砕け 易くな ろ、 殊に 隅 角 部に 於け る剝 裂を 餘 儀な 
くせら るべ し。 郞も陶 磯器搔 上ょ ろ 多み に 吸水せ る 型は 內部 
の 膨脹に ょら 遂に 破壊を 來す をろ。 

お膏型 製造に 關し 從來巧 はれた る諸說 

ホ I プ巧は型の表面を不溶質たらしめ且 つ をの壽命を長か . 
らしむ るた めに 鹽化 バリゥムを 使用す る こと あるを 論じて 曰 
く、 この ものを 型の 表面に 被せる ときは、 もれと 石膏との 間 
に 一つの 化 學的變 化を 起し もの 結果 兹化 硫酸 バリゥムの 外皮， 
を 生ずべ し。 この ものは 非晶質に して 必要なる まを 度を 有せ 
ざるが 故に、 却クて 型の 壽 命を 减 殺ず べしと 論 結 せら。 (T.  A. 
d VoL  XII,  wag。 4940 

アシ •レ f 巧は 娜 砂、 现 IT, 酒石酸を 結合 劑 として 加 ふるの 


可否を 論じて 曰く、 これらを 混ず ると きは 石膏の 凝固を 遲ら 
せ 且つ 陶磁器 用 型と して 最も 必要なる 孔 性を 减ず べしと いへ 

ろ。 (T.A.C.  s.,vol.:s,R77.) 

シム n_r 巧は 鑛茲 あび 狎型 用お膏 型の 壽 命に 就いて 論じた 
れ ど、 型を 作る 方法 及びを の 成み に關 しては 一つ も 論及せ ず。 
而 して 巧 膏と これに 加 ふべき 水との 割合を 示して 曰く、 塑像 
もの 他 裝飾的 器物の 製作には お膏二 •一二 五野 度に 對し水 一 
クォ— 卜 (六合 S 勺餘) を 混ず ベく、 又 實用的 使用の 目的には 
二 •一二と 五 封 度に 對し 同量の 氷を 混ず るが 最も 有効な ろと い 
へろ。 (T.A.C.S.,VOLIX,p.s7) 

ァレンは 石膏の 强 度を 知らん がた め 棒狀體 のが 斷試驗 を 巧 
へ' ろ。 即も 巧は 最初 五 個の 供試體 0 平均 彎巧 率は 一を 方时に 
ク含六 〇 八 封 度なる ことを 見出せり。 この 値は 嘗て グブ ムス； 
レ — 巧に よぅて 與 へられを る 良好なる 石膏の 强 さは 約 六 00 
封 度なら とい ふ說 によく 一致せ ろ。 アレン 巧は な 像 他の 供 試 
體を 種を なる 方法を なて 製作し！ 五 〇〇 封 度 乃至 五 〇〇 封 度 
なる 種々 異なけ る彎巧 率を 得た ろ。 然れ ども 不幸に して 如何 
なる 製作 法に よらし ものが 最良を る 結果を 得たら しかを 少し 
も 語らず。 (T.  A.  C •产  Vo 一.： XVI, 夕 95) 

ゴ ッヶ八 巧は 硬化 促進 潮な 遽滯劑 並に 凝結の 遲 速に 誦する 
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これらの 影響に 就いて 硏究 されたら しが、 これが ため 當然起 
るべき 强 度、 孔蛛 等の 變 化に 關 しては 何等 說调を 與^ず。 巧 
の 曰く、 遲滯劑 としては 常に 動植物 質及ぴ 無機物に 於け る 非 
晶 質を 用 ふるを 得べ く、 例へ ば 膠、 鑛屑 ぶび A 液 等 有効な ろ。 
而 して 巧は 自身 乾燥せ る 仙人掌 及 葵の 根を 石膏 一顺 につき 二 
封 度を 加へ て 好 果を收 め 得た ろと (0。5^ 己 > SBO 旨み さ) 
然れ ども 余の 實驗 せる 處に ょれば、 これら 遲滯劑 を 混 加す る 
ときは、 何れもを の 用 ふる 量に 殆んど 比例して、 お膏 の破壞 
强を臧 ずる ものな ち。 なほ 同 巧は 硬化 促進 劑 としては 結晶 性 
の鹽 類を 用 ふるを 得べ く、 就か 普通の 食禮は 最も 有効なる 化 
進劑 なること を說 けり。 

ィ！  •ポ ゥリ！ 巧は お膏 型の 褐耗の 速 かなる を 歎じ •且つ 日. 
くこの 困難なる 問題る、 み 量の 明繫を 含有せ る 水を がて 巧膏 
に 混合 捏練 する ことに ょら 多少 和 r ことを 得べ しと 說明 をが 
、たろ。 (T'reati  送 on  Ceniniic  wndnsts.) 

サン デマン 巧は 硬き 石膏 型を 得ん と 欲さ ば、 石膏の 量を 增 
し成るぺく水分の量を少なくすべしとぃへク。(^^0す3  0ピ客？ 
rmfaot 扫 3 〇 所 巧 prthemvare^ 

却說紐 育ぶ 於け る 紐 育巧膏 株式 會 社の 製造に 係る^ 印 陶磁 
器用 石膏の 供給を 仰ぎ， 余は みの 二 大目 的を 立て、 これを 遂 


巧 せんと 種々 の 試驗を 巧； 5 たぅ。  ^ _ 

一、  石膏と 氷との 混合 比を 如何に 决 をすべき か。 

二、  お 膏の强 度ぶ び孔 惶に關 する 促進 劑な遲 滯劑の 影響。 

これらの 目的を 達ず るた め 最初 余の 取れる 方法は、 不規則 

の 表面を 有ず る 型を 造り、 これに 對 する 迹± の 影響を 見ん と 
せろ。 卯 も 白色 陶磁器 逐± を 前後 一二 十六 回 鑄 送み、 然る 後 型 
が 如何程 迄 消耗す るかを 見た るな々。 然れ ども この 試 驗は要 
する 處 一つの 比較 試驗に 過ぎず して、 非常なる 長 日 巧を 要し 
加 ふに 各の 結 架た る や 頗る 不確實 なり。 これを なて 余は 遂に 
この ホ 法を 中止せ り。 

次いで 巧 ひたる 方法は 次の 如し。 •即も 要する 調合を 終ろ た 
る 泥 繫狀の 巧膏を 九が 乃至 十四 巧の 錫 製の 鍋に 巧 入し、 凝結 
の 速度を 計る のめ、 泥 渡 中に 寒暖計の 球 部を 埋め、 每み 時化 
於て 溫 度の 上昇 或は 降下を 注 愚し、 最大 溫 度に 達した る 時の 
寒暖計の 讀 みと 時間と を 記入す。 

かくてを く 凝結を 終らた る 時 鍋 ょら 取ら 出 だし 雜；^ 用む て 
塊狀 及び 扁板狀 の 許 多の 供 試體を 製作ず。 卯ら 魂 狀體は 

每に板 狀體は 3XC5X^ 马に 等しく 削る、 を試驗 
體 には 記 號を附 し攝巧 八十 五 度の 溫 度に 於て 四十 八 時間 乾燥 
し、 然る 後 次の 試 驗を巧 ふ ものと す。 
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棒狀體 はが 斷試驗 器に かけ 强 度の 試 驗に用 u みの 式に よち 
て臀巧 率を 溯を する を 得べ し。 

が づ 

みせ bu 纖巧聰  ち U 肆贼 
州 i む 理 0 間 驚 さ 

を硕 

次に 扁 板は 硬さ 及び 孔 性の 試 驗に供 せらる、 るの なろ。 郞 
も 板の 比較的の 硬さを 决を する ために！ の 噴水 器を 裝 置せ 
を。 この 噴か 器は 水銀 巧 一二 十六 巧の 壓 力を なて) み 間た 氷の 
一二 五 〇〇 立方 經を 噴出す るるのに して、 試 驗體の 面よ ろ 十が 
の 距離を 有しを の 面に 對し 直角に 射出ず る樣裝 置せ るるの な 
6。 而 して 今 噴水を 始めて よろ 供 試 板に 孔を 穿つ に 到る ま V ' 
に 要ず る 時間は 即ち 比較的 硬度を 指示す るるの るろ。 

次に 化 性即も 吸水 能を 測を する ために 試驗 板を 前と お 溫度 
に 於て 重量 一を する tv 乾燥し、 をの 重量を 精密 化 測を した 
る 後 豫め數 日間 浸水して 充分 水を 吸牧 せしめし 大 るる お膏の 
.塊を がめ たる 水槽 やに 浸漬 す。 この 瘍合 水糟 やの 氷の 溫 度は 

攝氏二 〇 度に 一を せし む。 而し y か糟 やの 巧膏 塊は 氷に 麻 酸 ' 

お 灰を 飽和せ しめ、 試驗體 をして 水の 溶解 作用よ ろ 免から し 

むる ためな ろ。 


これらの 試驗 板が 一定 重量に 達した る 時、 水ょり 引 さ 上げ 
て 少時 水氣 をき ク揖び 巧 量す 前後の 重量の 差と 乾燥 試 驗體の 
重量との 比よ ろ 吸 氷の 巧み 率を 計算す るを 得る をろ。 本試驗 
に 於ても お膏 に食鹽 、重炭酸曹達、 重ク u ム酸 加里、 疏酸加 
里、 明變 、糊精， トラ ダ タント 讓講 及び 硫酸 等を 種々 の 割合 
に 混 加し、 もの 影響を 見たち。 


もの 結果は 次表に 示す が 如し。 
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前表は 水】 クオ g 卜に對 しお 膏^ 封 度を 混合した る もの、 
孔性大 にして 且つ 强度も 殆んど 最大限に 近く、 最も 好適なる 
割合なる ことを 示す。 而し てこの 割合に 混合せられ たる もの 
にな ほ乂封 度の お 膏を加 ふと 含は 著しく 强 度を 大 ならしい ベ 
しと 雖 も、 孔 性を 减 殺す る缺獻 あろ。 而 して 凝結 時間は 可な 
ク 延長せられ、 溫 度の 上昇は よろ 大 となる。 これに 反して 前'' 
記 調合の ものよ ら乂封 度の お 膏を减 ずる 時は、 非常に 多孔 質 


のる のを 得らる べしと 雖る •强 度は 巧な々 减 殺せら る。 而し 
て 凝結 速度は 多少 遲延し 且つ 此の 襟 合には 前 ニクの 何れの 壤 
なよ ろる 溫 度の 上昇ず る こと 小な ろ。 これら 一二 者の 試 潑の結 
果は 前表 番號 一、 二、 S に 示す が 如くに して、 かくの 如く 調 
合 比を 變化 ずる ことによ ろ、 石膏の 强度 なび 化 性は ある 程度 
まで 左右す る ことを 得るな ろ。 

濃 麻 酸 一〇 立方 極の 作用は 第二 十五に 示した る 如く、 二十 
二分 間にして 最高 溫度 ir 十 度に 達し， 孔性 頗る 大 にして 五 0 
% に 及ぶ と雖 .も、 をの 强 度に 至ろ ては 僅かに 一二 110 封 度に 過 
ぎず。 然るに 十二ぶ の 食鹽の 作用は 第と に 示せる が 如く 四 S 
% の 有 化 率と お 二封 度の 强 度を 生ずべ し。 又！  〇 鬼の 麻 酸 
加里の 作用は 第 十四に 示した るが 如く、 十と か 間にして 二十 
二度の 溫 度の 上昇を 來 し、 有孔 率は 僅か 一一 一六み％ に 過ぎず と 
雖も强 度は 六 二 五 封 度を 示すべし。 

な 上の 事實 によろ これら 一二つ の 試藥は 時間には 多少 相異あ 
ろと 雖も 、同一なる 溫 度の 上昇を をず るを 見る。 然れ ども 孔 
性 及び 强 度に 至らて は大 なる 差異 あるを り。 

前 出の 表に よら 吾人は、 硫酸 加里、 重ク "ム酸 加里 及び 硫 
酸は ち 劾なる 硬化 促進 劑 なること を認 むべ し。 就中 硫酸 加里 
はもの 作用 最も 著しく 而 かもさ 皆 V 强 度を 低下せ ず、 この 故 
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をな て 最も 適當 なる 促進 劑な ろと いふべ し。 化 性を 增加 する 
ものは 强 度を 减 ずるは 一般の 通性なる ことに 注意すべし。 

硫酸は 最も 孔 性を 大 ならしめ 亦 最も 强 度を 小を らしむ。 か 
、るが 故に 隅 角 部に 於て 型を 柔軟なら しめ、 最も 小なる 歪に 
あ ひても 容易に 破壊を 惹起す。 

明變 はが 斷試驗 に 於て 可な ろ試驗 體の强 さを 弱から しめ 同 
時に 僅かに 孔 性を 增ず 上に 効力 あろ。 

重ク n ム酸 加里は 多少 質を 弱から しめ 且つ 孔 性を 增ず 上に 
も 効力な し。 加 ふるに 垄 體に宜 ろ嫌惡 すべ 含を 澤を與 へ 特に 
尖端に 於 V 然 ろ。 これ 乾燥 時に 於ても のこの 部分に 集合 せら 
る、 ためな ろ。 

食 鹽は强 度を 减じ孔 性を 增 すと 離る 其 影響 典に 輕微 なみ。 

次に 遲滯劑 としては トラ ダ カント 護講 、糊精 あび 重 炭酸 曹 
達 等 効力 あろ。  ‘ 

ゴムは 質を 弱から しむと 雖も孔 性を 增 加す。 然るに 糊精は 
質を 弱から しいる となし と 離る 孔 性を 賊 殺ず。 又 重炭酸曹達 
は孔 性を 藏じ旦 つ 甚だしく 强 度を 小なら しむ。 

が 上說述 せる 處 によろ 速進劑 なが 遲滯劑 を 使用す る ことじ 
よろ 吾人は 陶磁器 型と して 共に 必耍 をる 强 度、 孔 性を 同時に 
增加 する こと 能は ざるを 知るべし。 即ら これらを 用 ふれば、 


孔 性を 增加 する 代らに 强 度を 减じ 或は これに 相反ず るの 結果 
を 生ず。 故に これらの 硏究 はを 然 失望に 終ろ たる 如く をれ ど 
も 使用の 目的に ょろ ては、 もの 結果を 善用ず る ことを 得へ 
し 0 

(T'racma を 10CS  American  ooraglc  Isoolety,  \01. X.V1I. ) (積卞 一 

A 粘± 中の 巧 溶 性 臨 皿 類が 化粧 素 
地 及釉藥 にあ ぼず 影響 

化 硏究に 使用せ る 粘 ± は 一二*- デュ グシ I 產の ブラ コッタ 
用粘±にして第四o五乃至四o八號ぶる四種類な.c^、 此等が 
主は 先づ 最初 次の 如 さ 方法に 依ぅ V 可溶性 鹽 類の 試 驗を爲 せ 
ろ。 即 初めの 方法と しては を 粘 出を 稀薄なる 苛性 ソ I ダ 溶液 
中に て 攪拌し 姑 止 粒子を 破壞 すると 同時に 可溶性® 類を 游離 
せしめた ろ。 而 して 淸澄後 液を 取ろ て 中に 含 音る、 可溶性 鹽 
類を 試驗 せろ。 

次 の方法とし て は粘丈 の旣知量を ビ ータ 1中に入れ少量の 
蒸溜 氷を 加へ 常に 水量を】 をなら しむる 爲に斷 ぇず 加水し つ 
、二 時間 煮沸せ ろ、 次に 液を 礁 過し 蒸發乾 固して 其の 殘渣を 
砰量 せろ、 化の 殘渣 は即粘 ± 中の 鹽 類な も、 於是姑 主は おめ 
の處 理法に 化ろ て 一 層 十み に破壞 された るを おれば ア八 カリ 


溶液に 化ろ y 游 離された る鹽 類の 量の 蒸溜 水に 依 $ て游 離さ 
れ たる 量よ ろ も 多 事を 知る ふ 得、 を 蘆の 結果 次の 如し。 


素地と しては 第 四 〇 六 及 凹 0 お 號の粘 主を 撰べろ、 此等粘 

- ♦ 

± は 一つは 硫酸 化物を 含有せ ず 他は 鹽 化物を 含有せ ざれば な 


燒 粉は 締の 一 〇 眼を 通過し VSO 眼に 殘 ろしる のを 用^た 

り 〇 

試 驗體は 2 ミ X3 ミ ミなる 大 さの 小形の 板に 造れろ、 素地 
試驗の 結果は 次表に 示す が 如き ものる り。 
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試驗 せられた る 化粧 素地は 次の 如し。 
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燒紛は 0*0 立％ の C 轰 P を 含有し 居れろ。 

扱適當 をる 姑 ± な燒 粉を 砰 なして 試 磯體を 造りた ろ。 
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試驗體 A には 適量の 炭酸 バブ クムを 加へ V 含有され たる 硫 
酸化物を 中和せ ろ。 試驗體 B は 素地 中に 就に を 巧せ る 硫酸 化 
物を 含有ず る 儘と して 中和せ ず 其 他の 試驗體 には 漸次 割合を 
增 加して casp を 加へ たろ。 此の 一組は 第二 號 素地 第一 號 
化粧 素地 あ 第一 號釉藥 を 使用して 試驗 せる 結果と おに 第ー ニ 表 
に 示ず が 如 含 ものな ち。 

Gasp を 〇 •五 乃至 五％ を 含有せ る 試 驗體の 釉藥は 查部剝 
離せな と雖 これ 僅に 其の 傾向を 示せる に 過ぎず、 而 して 化め 
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剝 離は Ca 泌 P の增 加に 俱 ふて 增 加し 居らず、 試驗體 A を 除け 
る查 部の 釉藥は 甚だ 縮れたら、 是れ實 に 乾燥の 際 試 驗體の 表 
面に 生ぜる 可溶性 駿 類の 被覆に 原因す る 素地 釉藥 間の 結合 力 
の 缺乏に 某く、 試驗體 は查部 最初に 施 細せ る時剝 裂を 示せ々， 
而 して 試驗體 が燒 成さる、 際少 許の 鱗 裂を 生ずるな らい、 是 
は 注意して 施釉 ずると さは 幾分は 除去し 得る ものな ろ。， 

次の 一組は 普通の 鹽 NaCl を 含める ものな ろ， 是は 前述と 
同じ 方法を 0 て 素地に 加へ たろ、 而 して 素地、 化粧 素地 あ釉 
藥は總 て 前者の ものと 同じ、 もを 結果 次の 如し。 

滯 因 細 . 


又 他の 一組に 於て は 乾燥に 隣し 表面に を ぜる鹽 類の 被蕩を 
隊 去した ろ、 化 等の るのは 燒 成せし 時 釉藥が 試驗體 をょ ろ 善 
く 被；^ を 認めたち。 

又 他の 一組に 於て は 次の 如き 細藥を 使用 せら、 是は 他の 實 
驗化 於て 用 a られ たる 離 消 細を ろ。 

豐緣 No4：2 ご ホ！ 夕 令み  - 

so  oao  ^ 

0.35  Bao 

. : 0.3 一と 203  : 1 .菱 さ 

0.09 ジ 10  一 

0」6 夕〇 、 

か 裂み 倾 


。照 を. 0 

諸感 X C 々卜 69.0 

顏 を段聲 7.0 

爵片 39.0 

财な 受 .0 

：7  一 J 乂 I 38.0 

1 一 .5 


次の 試驗 には 前述の 方法と 同樣 にして 硫酸 マグネ シ クムを 
加へ たり、 化し 細 藥は第 四 二號を 使用し 化粧 素地は 前と 同じ、 
ggso4 は剝 離を 生が しめず、 もの 結 お 次表の 如し。 
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結 論 

I 、 テラコッタ 素地に 可溶 徑鹽 類を 加 ふる 時は 釉藥 に剝離 
を 生ぜし， W、 從て ブラ コッタに 使用す る 粘 ± 中に 可溶性 鹽類 
ある 時は 剝離 現象の 一因と なるなら。 

二、 粘 主 中に を 巧す る鹽 類の 量の 多少は 剝 離の 度合には 關 
係せ ず、 鹽 類の 少量 も剝 離を を ずれ どる 其 量の. 增 加に 伴 ひて 
一層 影響の 大 になる とも 見ぇ ざれげ なろ。 

I 二、 炭酸 バリウムの 如 含を 着物を 加 ふる 時は 菌 難を 除ます 
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るを 轉。- 

四、 レ ザ f 硬 素地に 施 軸ず るを 細 藥の剝 離を 免る 准は ず。 

本 試驗に 於て 巧； 5 たる 種々 なる 方法は 何れも 實際 的に 應用 
し 得る ものにして 燒 成の 如き もゼ I ゲ八 錐六番 にて と 十二時 
間 も 費し 冷却 時間る 常に 等しく せろ。 而 して 細藥及 化粧 素地 
は 噴霧器を 用 a て 施し 又 素地は 手に \し 混合し 石膏 型を 用 a 手 
工法に て 成形せ ろ。 

(Trans.  A.  C.  S.  Vol.  X.VJC)  (ま 旧) 

心 鑄を に 就て、 

粘 ± の 鑄 込を をずに まとして 用： S ら る、 藥 品は 苛性 當 達、 
炭酸 曹達、 珪酸 曹達、 お 灰 及び 水酸化 パリ ウム じして をの や 
最も 普通に 使用 せらる、 は曹 遠の 炭酸 臨 I と 珪酸鹽 との 混合物 
\ なろ。 水酸化 バリウムは 强± 中に 溶解性 碱酸鹽 がを すると 含 
は 計ろ 知られざる 價 値を 有す、 何と をれば これ 等の 硫酸 鹽を 
不 溶解 牲の疏 酸 バリウムに 變じ 無害なら しむに 化る。 るし 搔 
± やの 硫酸 趨が 曹達 化を 物なる ときは 水酸化 バリウム はこれ 
等を 硫酸 バリウム 及 苛性 曹達に 變ぜ しめ 後者は 働 ある 化合物 
たるを ろ。 をの 割合は を姑尘 又は 搔± によりて 異 るが がに 實 
際 的 試驗の 上に てを めざる 可から ず。 すべての 傷 合に 於ても 


れ 等は 極めて 少量に て あろ 一 顺の粘 主 又は お出に がき 二十 磅 
を 超 ゆる こと 殆どな く 通常 一曠 じつ 含曹 透と 珪酸鹽 との 混合 
物九磅 にて 充分なら とず。 用 ふべき 水赖化 バリ クムの 量は を 
くを おせる 可溶性 硫酸 鹽の量 じよろ V を 違る。 用 ふべ & 化合 
物と をの 加 ふべ 含 割合と を試驗 すべき 簡單 るる 方法は 密 をる 
をを 有ず る 二分の ー バィン ト .(約 一 合 六 勺 弱) 入の 績に 一. オン- 
スの 粧±^^  たは お ± を 入れ これに 十％  の 苛性 曹達 液 十 滴を 加- 
へ 更に 半 ォンスの 水を 加へ  て禱 巧の 內 容物を 數か間 薇し く 振 
還した る 後 幾何の 圃體が 浮游して 止 を るかを 驗し 次に 同量の 
粘 ± を がて 苛性 曹達 液 若く は 炭酸 臀 達と 珪酸 曹達との 混合物 
をな 前よ ろ餘 分に 加へ て試驗 ぶく ろかへ すじ あ A。 数度の 試 
驗 をな したる 後 粘 ± 又は 还 止の查 部が 浮游し \し 保たる、 混合 
物を 得らる、 なるべく この 混合物が 鑄を じ適當 なる 割合を 
含む ベ 含な ろ。 煩し き 粘 ± に 於て は滿 おなる 鑄 送 用 混合物を 
得る 迄には 數 度の 試驗を 要する をら いも 而も 混合物を 推を 
しもれ をな て鑛这 をを さんよろ は 完全なる 順序 的 方法に て 
進む は 策の 得た る ものな ろ。 化合物 及び 水の 量は 異れ る試驗 
に 於 y 廣 くもの 翰圍を 異にず •へし。 鑄' 込 用 流動物は 正し 含 割 
なと なされた る 際は 粘性 甚だ 大 にして 水の 量 (目方) は 僅かに 
粘 生 又は お’ 主の 量の 半に 滿 たず。 最良なる 結果を 得ん じは も 
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の 流靈は めざる 巧から ず、 をの 故は 冷却に 管 幾み 沈下 

を ばな ぅ。 こか 知 字る 蟹 蓋 墓 護の 繞 身の 摩 管 

主ろ て 得らを ども 非常なる 蠢に 在ろ では 時に 榮に代 ふ 
るに 蒙を する を 利益な なと す。 滿曼る 鑄 & 床 泥繫を 
得た ると きは をち CDO  の ピペット におろ 流出す るに 雙 
やす 醫を蓝 確に 記して をの 粘度を 雲す るを-要ず ょら 正 
確なる 器械は 下端に 直徑 二十 五分の 一 《孔 ぉる 二 时の眞 霞 
穩の 上端に 內徑 をを の 一 时の小 管を 有する 螺旋 鴨を は 
めた る もの f。 化の 大 いさ 僅に 異るも 流出に 要ず る 時間は 
甚 しく 異 るを がて この 器械の 寸法は 正確なる を 要す。 與へ 
を 巧る 器 城を なて ある 特殊の 望に つき 標準の 雷 時間を 
をむ ると きは 他享 ベての 混盒 をして 標準の 粧 度を 保た 
むる は 至つ てを 易な ろ。 か、 •る 器具を 用 ひて 與 へられ やる 姑 

41 蘿 款>见 


ち對 ずを 合 變寡 S ミる 割含蠢 S 致 九ず るは 

時に 有利な ろ。 かくして もし 粘 ± と 水との 量を 一を に 保ちて 
曹達の 割合を 增加 すると さは 泥繫の 最も 稀薄なる 點に 達しを 
れな上 曹達を 加 ふる も 他の ある 時 興に 至らて 泥繫 •る 辞び 濃厚 

となる ま V は 8 の馨 なし。 霊 S 蠢 章ぶ とき 

は 泥繫は 薄き 器物に 對 しては 迅速に 鑄这 をな すを 得れ ども 凡 
を 四々 の一时 にて をの 極限に 達し をれ な 上 厚き 器物を 得る 能 
はず。 もし 曹達 (又は 當 量の 藥 品) が あまろ 少量なる ときは 鑄 
么 をを せる ものは 軟弱に すぎ 龜 裂を 生じ 易し。 弱く 脆き 鑄を 
物は 化合物と おに 曹達の 珪 酸® を 用 a で改 。るを 得べ し。 珪 
違墜 は單獨 にて は滿 をに 使用し 得 ざれ ども 優れたる 結合を な 
ずを 化て なろ。 

(The  B を ish  C1 苗 y 想一片ち ィ〇尸 餐 30 .璧ご (巧 巧) 
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® 科 學硏究 により 工業に 及ぼず 報償 

パ pr 兔ク黯 レ.， モンド、 エフ、 ベ， コン 

「ネ ゲダ」 州 r グ！ ジ ニア」 がの 「サト ロ」 廢 道と 云へ ば モ八巧 セ 八十 年 巧 竣工 せら 
れ たる 有名なる 難 H 事に して 「コムストック」 鑛 脈諸鑛 山の 排水を 兼ねて 同地 ホ 産 


鑛 運輸の 咽喉を 扼 し其隧 口の 巧 圃幾十 ホ ホ哩の 地域 又な 銀の 貴 金 屬に寓 かて 自ら 
一大 鑛 尾を なす 當時 冶な 術の 幼禪 なる 之が 雜鍊 にも 拙 かり しゃ 必せリ 子 頃日 此地 
に 遊び 偶々 を壯 をる 「シア ご 化物 新 製作が の四邊 に巍然 たるを 見る 么れ化 鑛居地 
ホの 產鑛 加工 所と して 新設せられ たる-^ の むれ ども おぶ 後に 至りて 始めて 化 新 製 
作 所は 化 地 ホ 產鑛の 製鍊に 適せざる をを 發 見し 遂に 開業の 機を 父 ひし ものな けと 
をん 之れ 米幽 工業界の 宿弊た る趁大 なる 製作所の 亂設浪 费と完 をなる 嘗門 智識を 
缺 かせる 場 巧の 諸 設備と を 邀憾な < 暴懿 せる 好適 例に して 「ヵン サス」 は 西の 説 州 
幾 巧の ル 都鄙に 「セメント」 H 場の 化ら にお 大 にして 或は 曾て 化 唐の 巧を 雖げ ずぶ 
は 破め て 短期の 運轉 をぶ るに 過ぎ ざリ しもの 巧 化 類なら ざるは なし 化 補の お點は 
全 工業界に 吾人の 巧る 所に して 何れも 皆 今 口の 所 詔 工業 硏 宛の 趣旨に 副は ざる 舊 
式 事業 替理 巧の 溃物 たらずん ば 非るな リ而 して 之と 巧 侧の對 照を なせる ものは 近 
化の 硏兔 的を 慮 即ち 系統的に 計晝 せられ 化 周到に 货 巧せられ たる 硏 なが 如何に 製 
造藥成 巧の 一 火 素 W をな すかを 證叨 せる 幾多の 事例に して】 霜氣 を 祖の 如き 陶巧 
一流の 工業 硏宪邮 に 年々 数十 巧 弗を 投じ 同 硏究邮 の 獲 明に 係る み穗の 「タング ス 
テン」 霜 球に よリて 事業の 擬 娘に 微 なからざる 巧献 をな せし 事は 吾人の 巧に 新な 
る 所な リ现に 此のを 社は 其の 路吿 にがて 常に 自家 硏究 がの 緊樂 むる 事を 吹聴し 居 
わり 加ぶ 絶是ず 自祖の 秋 巧 ある 酌を によ リて 製な の 改一歧 に 腐ム巧 力せ る ことを 廣 
く國 中に 廣吿 せる 會 社は 近 ザ 著しくが 加し ホリー ホ】 殺 社を は硏究 所の 硏究ホ 法 
に 就きて は 何等 理解す ると ころな きも 兎に 巧不 斷の硏 兜に よりて 製造 上の 巧 難を 
排除し 製品の 改 なお 傾に 巧 力せ るを 社は 遊 ホのに して 现今种 學の扶 けに 依る 最優 
巧 品の 製造は 常に 斯の 如き 進步 ののを 社に 於て 之を 則 待し 得べき ものなる 事を か 
悉す るに 至れり。 

がら ば 一を 社の 業が 上の 成功が 界 して 那邊 まで 其の 硏究 所の 巧 動に 俟 つべき ゃ 
之が 詳細は 索よ リ 余の 知る 所に あら ざ、 し， ピも 五十 餘 のを 社が 過去 五 年間に 互り 專 
門の の硏究 部を 社 內に設 おしてが のが 益を をな せし 事は 予の 親しく 調査せ しがに 
して 踩に予 がを 近硏究 所を なする 米闽 工業を 社の 過半に 就き 其の 硏を 所の 發 達に 
細し 調查 せし 結 巧に 化れば 製造 裴に科 寧 的 柳な を應 用す るの 劾 おは 漸く 工業 家の 
認識す るが となりし を 化て 硏究 所々 貫 及び 巧究經 巧に 於て 著しき お 加を ホせ るは 
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予の 期待せ しと ころな りしと 雖も化 等 諸 會祕中 其の 硏を 活動が おがに 數倍 せる も 
の歡 なから ざるを 見る に 至りた るは 予の 聊か 意外とせ しがに して 結局 科 學の硏 を 
は經濟 上より 見る も 收支充 みに 相 償 ふ 事を 結 諭せぎ るを 得ざる なリ。 

然れ ども 予を しで 云は しむれば 系統的 研究の 工業に 對 する 貢献の 眞價が 眞に享 
受 、巧銘 せられた るは 極めて 最近の 事に 屬し 現今 吾人が 科 學的硏 究に關 して 有ず 
る槪 念な び 理解は が も數年 前にが ける 吾人の 廣 吿に對 する 憩 度と 酷似せ るの 感な 
きを 得ざる な リ米國 に 於け る 幾多の 大會 社が 廣吿の 果して 牧 まが 償 ふ ものなる や 
に 就きて 懷疑 的の 態度に 出で 甚だしき に至リ ては 絕對 に廣吿 せざる ことを なて 窃 
に 自祖の 誇と なせし もの 僅々 四、 五 年 前の 事なら ず や 然るに 今や 昔日の 態度は 一- 
變し 自家の 經驗 上より 之を 爭て爲 すに 至り 現代 廣を術 ホ をん ど 亞施种 學の疊 に 摩 
せんとす 彼む 老熟なる 廣吿 取扱 者の 如き 巧妙なる 廣吿に 費やさる、 を 弗は 何が の 
利益を 齋 すかを 精確に 見積り 諸 會祖又 自家の 廣山 吿に投 デる 費用が 將來 一を の 利益 
を 巧す ことを 髓 信して 化 見積書に 基き て數 年に 直る 廣吿戰 に 數十萬 巧を 投寮 する 
ことを 禱蹲 せず とを ふ种學 的硏究 にがても ホ 然リ數 年に 直る 專門 家の 系統的 且つ 
深遠なる 事業に よる H 藝 上の 問題の 解 决が豐 富なる 報償を 確保せ ずん ば 己まざる 
ものにして 巧 到 適切に 硏を 戰に投 ぜられ たる 费 用のを 弗が 必ずや 多大の 利得を を 
む ものなる ことは 吾人の こ、 に斷 言す るに 禪ら ざるが なリ。 

實に 工業 おのを ホ 面に 於け る新發 見は 盡 くるが なく 譬へ 茨賦の 硏究的 才能を 有 
チる 数百の 人出る りて 工業に 關 する 硏 をのを 方面に 其の 生涯を 捧 r る こと ある も 
尙 工業界に 於け る新發 見は 容易に 盡 さる もむ に 非るな リ 之れ 科 學 研究が】 般 事務 
と 其の 趣を 異にする 點 にして 即ち 或るみ 面に がける 硏究の 件數大 なれば 從て 其方 
而 にがけ る 進 步もホ 著しく 製造 上に 新 進展 をれば 從て新 問題は 發现 し新發 見の 機 
會增 加すべし 今鐵な 鋼に 就きて 二、 ご一 の 例を 引用 せんに 化 等 金屬に 他の 請を 屬の 
痕跡を 漉 和し 之に 新 特性を 與 ふることは 最 お著しく 遊 步せリ 例へ ば 銅に 銅の 痕跡 
を游 じて 腐 鈍に 對 する お犹 性を 得る が 如き 又 「グナ デ ウム」 或は 「タングステン」 の 
痕跡を 加へ て 普通 銅の あせざる 新 物理的 性質を 有する 優良 銅を 得る が 如き 之な リ 
义 「マグネシウム」 を 「アルミ ニュ ー ム」 に 混ず る 時は 之に 耐 力と 巧 鑄 性と を付與 
し r アルミ-二 I ム」 の 用途は 今や 廣< 自動車、 飛行機に も あび 居れ リが < 或るを 


屬に 他に 金 屬を加 娘して 之に 新 特性を 興へ 其の 用途を が 大せ しむる か 如き 事は 现 
今の 科學 上の 理論を なて しては 之が 解 釋を興 ふること 不可能に してな 耐と 細、 心と 
をな て 所謂；  0 ミ-旨む す y ; の 應用於 俟夕の 外な かるべし 而 して 各 金屬に 十数 萬 
の 組合せの 巧 能なる ことを を へんか 所謂； 口 S ミ® をで ys  " の 將來も ホ 有望な リ 
と 云は ざるを 得さるな り。 

前述 銅と 銅との 合金の 如き も爾來 迅速なる 發 達を 遂げげ 今にて は 一般に 非 腐 錦 
性 鋼の 幾 造は 偉大なる 工業と なれる も 當初化 新を 金の 發 見され たるは 極めて 偶が 
の 事に 起れ リ 嘗て r メキシコ」 に】 鐵 橋る リ しが 何等 巧 腐を 施さ ピ るに 長年 巧 間 腐 
鉤に堪 ゆるを なて 之が が 料た るを 屬を みがせ しに 初めて 銅を をめ る ことを がるに 
至れり 化て 化合 金を 巧 細に 辭を せし 結が 遂に 銅は 一を のみ 量まで 之を 銅に 加 ふる 
時は 腐 鞠に 對 ずる 著しく 巧 お 性を たに 附與 する ことを 發 見せり 化 例に よりて 見る 
も 今後 數年 問に 特種の 新金發 見せられて 諸 工業に 如何なる 大影馨 をな す や 毫も 測 
知ず る 龍は ざるむ リ踩に 自動車 製造業に 對 しては 最も 有望なる が 如し。 

舊し 過去 二十 年間に がて 化學 者の 硏 なにより 幾多 有 巧なる 銅 合金 銅 施工 術ぶ 盛 
最輕 ，、して 强 堅なる 車 臺纯造 用 合金を 工業が に 提供す る 事な からん か 今日ぶ るが 
如き 近世が の 自動車は 毫も 出現せ ざリ しならん 然も 這般の 驚くべき 改善は 今後 數 
年を 期して 更に 视 業を 一 新し 將來の 自動車は 塊 今の ものと 查が其 建造が 料を 異 
にす るに 至るべき を豫か チる に 難から ず 即ち 比較的® 雕 なる 「アルミ-ー ユ ーム」 
の 新 合金 先づ發 明せられ て自働 車の 諸 局部に 使 巧せられ 別に 耐力 異常 新 鋼 合金 曲 
顯 して 現今の 自働車 銅を 薇を なから しめ 斯 くして 將來 の自働 革は 拼 がの ものに 比 
し 堅牢 輕快 にして 謹 造 費 もホ遙 かに 低廉なる に 至るべし 义化 種の 進步 は獨リ 合金 
0 ホ 面に 止まらず 化學 工業な 機械工業 等のを み 野に がても 之を 見る を 得べ し 例へ 
ば自働 車の 內燃 機關 に波體 燃料の 有効なる 利用 問題の 如き 將來 必ずや 化學 をと 自 
働を 技師との 緊密なる 協議を 必嬰 とすべし 彼ち ガソリ ご 問 超の 如き も 斯界 刻下 
の 緊急 事 巧に して 夙に 自働車 製造 裝侧 にがろ ガソリ ご 代用 物 及 現を 使用の もの 
に 比し】 曆優 質なる 「ガソリン」 を 要望せ るに 现 ホの 「ガソリン」 すら 其 總需耍 高 
を 悉< 石細工 業より 供給す る 能は ざるの 狀態 にを リ加之 r ガソリン」 の 原料た る 粗 
製 おがの 世 巧に がける 産額は おくに 固を し 昨今に ては 却て 減少し つ- 1 あるを なて 
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ホ 國のお 油請會 社は この 拂底巧 場に 應 ぜんとして 極力 努力し 居れ リ然れ ども 予の 
考る ところに よれば 本 問題は 「ガソリン」 化 用 物の 發 見に 腐、^ する よリも 寧ろ 硏究 
所の 化學 者と 自働 車技邮 とが 協議して 粗製 油の 义 部分を 利用し 得る 如き 機關 ぶ 炭 
化裝 置を 考按 する に 若かざる べしと 信ず 然 かも 其の 可能に して 早 晚實魂 さるべき 
事は 毫も 疑を 容れ ざると ころな リ 現に 先見の 工業 家に よりて 建設せられ たる 「才 
八 ィォ州デ1ト ン」 に於ける某硏究巧の如き其の完全なる設備をはて夙に本問題 
の 根本的 巧究に 努め 其 他の 硏究所 文は 之が 解 决に專 念し 居れり 製造業 上の 大發見 
大改 をの 硏究が 一人 或は 一硏究 所の 手に 委せら ホし 時代は 旣に 過ぎ去 リ 吾人は 今 
や 幾多の 挪究所 同時に 共通の 問題を 研究して 互に 工業 發展に 資する の 時代に ある 
なけ。 

上 本稿の 目の 一般には 工業 的 硏究の 充分 收ま相 償 ふ 事を 指示す るに あリ しが 
なに 注意すべき 一事 巧ち リ 他な し總て 工業化 硏究は 其の 方法 旌 しきを 得 ざれば 遂 
に 化 ま 巧 償は ざるに 至る の 虞を る 事に して 現今 此硏究 ホ 法に 關 しては 最も 專門的 
考察を 要す 义 問題と なれり 巧 か 「メ  n ン」 硏究 がの 如き も 其の 設 なを 旨の 第一は 米 
國 製造業 者を して 適な なる 硏究 方を による H 業的硏 究を會 得せし むる にあり しが 
巧が 硏究 所に がて 廣く 採用され つ、 をる 硏究ホ 法は 吾人 么を稱 して 「小規模 製作 
巧 法」 と 謂 ふ ものな リ此ホ 法は 或る 新 問 趣を 硏究 ずるに 常 リホづ 之が 僻みに 關連 
せる 一切の 事 巧を 硏究 室に 於て 硏究す 之れ 即ち 「試 驗管 段階」 ともい ふべき ものに 
して この 段階に 於て 一度 問 题解决 さる、 時は々 に 將ホ速 造 せらるべき 實 際の 製作 
がに 摸して 同一が 料 同一 構造より 成る ル 規模 製作所を 建造し 極めて ル 額なる 經費 
をはて を 速に 赞際 製を 上 及 工事 上の 難易を 經驗 しなて 大規模 工場 遮設の 適否 判を 
を 容易なら しむ 之 かお 水搜 巧た る豫 なをな て 製作所に 投 ずるな 設 費が 往 々にして 
徒費 せらる、 に 至る の 厄 雛を 巧れ しめんが 爲 なリ斯 くの 如きは 製造業を にがてを 
んど 公理の 如く 之を 熟知し々 吏 蝶々 する の必耍 なきが 如き 感 なきに あら ざれ ども 
义廣 くを 國を 大觀 する がは 新 製作所の 速 築な にがて 毫も 速設 ながの 日 的に 副は ざ 
るを 發 見す るの 例に 乏しから ず义 なて 上述の 事棉の 未だ 充分に 现 解せられ 居ら ざ 
る 事を 知る を 巧べ しが 謂 r 試驗替 時化」 よりだち に 裂 作 所の 建設に 移る 場合のを く 
失敗に 了る に 反し 如上の ル 規模 製作所 法は 「メ  D ン」 硏光 所が 過去 六 年問充 みの 成 


巧を 收め 米國 工業 巧に 貫献し ホり しものに して 國の內 外を 問は ずを 嬰なる エ挪究 
所に がて 採用 かられ 居る ものな り。 (工業 評論ょ リ轉 載- 
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門の 雨 人に 命じ 陶器を 造らし む、 之れ 九を 燒の 濫臟 化、 而も 當時 ホど綺 おの 磁器 
を 製 巧す る 能は ず、 第二 化の-藩 ま 利 明 卿に まり 前記 後藤を 肥 前 能津に 遺は し 製法 
を 講習せ しむ、 然るに 唐 律に ては 饌く秘 してが 易に 歎へ ず闷 つてな ホを、 むの 末 傭 
奴と なリ勞 役に 服す る 事 一二 牢 、始めて まを の 借用を 将 妻を 娶リ てみ 化の 意を 巧し 
漸く 許されて 更に 從業凹 年の なをく 秘法を 極め 邱ち斐 子を 拾て、 歸雜す 

な 時 路傍の 陶± をな て試燒 したる 吸 巧の 阿 彌陀佛 は今傳 へて 化沼辭 有が 産た 
リ 、爾後 かを 焼の 技術 大に進 か、 槐 様には 其顷か 名な リし 證人久 隅ず 赏を 招きて 
お 筆を揮は しめぬ、 山中 醫玉 寺所藏 の國寶 金剛 轟 子の 立像は 當 時の 作品 中 最も 上 
乘 なる もの 化、 が 化かを 焼と 碟 して 世人の 貴 盛す る もの 即ち 化 時化の 製造に がる 
其 後一 時蔽 絕に歸 したる が 文化 十一 年火聖 寺の 商人 ま 巧 屋傳ホ 衛門其 業を 巧 興 
し每必 支那を 化 風の 陶器を 製 巧す でを 田燒义 はお 化 谷と 秘し聲 傾 巧 か 谷に みげ‘ り、 
越えて 天 保 六 年 飯 田 屋八郞 ぞ備門 九を 固有の 赤を に化リ •史に 一層の H 巧を 凝らし 
赤锁 料に な 彩を 加へ て 美觀を 逞しぅ す、 之れ 近時 流 巧せ る 赤 絳の曠 矢に して、 爾 
來加贺 一 脚に 於て 産出ず む 陶器は 化て 九符 焼と 刻銘 する に 至りぬ 

现今 化が 燒の度 地は なお 郡に ては 大聖 寺 町， 山 代 町、 刺 使が、 能 美 郡に ては ル 
松 町、 寺井縣 が、 白な がな ぴな棵 市な リ 、海外 輸山 品の 最も 多き は 能 美郡產 にし 
て 金澤產 之に ホぎ 化 沼 郡は まとしての 地 巧の 漱 なを 産出せ リ 、九を 焼は 産地の 異 
るに 從 つて 製品が 其 趣を おにし、 化 お産は な 赞佳度 趣味 高がなる をが'^ 謗りな 澤 
產は清 轟" •取 も觀緻 巧妙に して 鉤爛の 美を 货 ぶ、 能 美 産に 至りて は 生産額 最も 多大 
にして 服 化廣く 海外の 輸出 夕 きを 特を とす、 を 地の 產 何れも 一長一短を りて 僻に 
么が俊 劣を 判じ 難き も、 か來 がの 夕 壁の 离 きに 比して をが の 之に 伴は ざるは 遇憾 
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ならず や 

.最近の 調查に 依れば かを 燒の 製造 戶 敷は 化 お 二 一十 餘 、能 美 一二 巧餘 、金澤 八十 餘、 
計 四す 餘 にして、 職工 數 はな 沼 二な 十餘 人、 能 美 五な 四十 餘人 金澤 みな 餘 人、 計 
一千 四な 餘 人、 其 製産價 がは 化 沼 セ 萬 I 千餘圓 、能 美 十 セ 萬餘圓 、金澤 凹 十餘萬 
圓計 六十 萬 圓巧か 也、 現々' 江 沼 郡に 中が 秋 題、 须巧菁 華、 能 美 郡に をを 巧 平、 金 
澤 市に 石 野 龍 山、 潭水美 山 等 ありて 何れも 斯界に 名高く 殊に 龍の、 佐 平の 技能 最 
も请絕 す、 尙ほ縣 立 工業 學校 にがて 游明 せる 結晶 燒は椎 界の窯 業界を 驚かし 义最 
近靑 磁を產 巧して 見る 可き もの あり 

更に 金澤 市に がて 特記す 巧き は 硬質 磁器 化、 明治 吉 十八 年が 屢み 一二 郞 、友 巧を 
淸 等の 請 氏 之が 製造に 志し 龍 美 郡 鍋を 地 ホに 逸 當の原 おを 發 見して 合 名を 社が 屋 
組を 組織し、 後 四十】 年 遂に 曰 革 硬質陶器 株巧會 班の 設 かを 見る に 至る、 同 品の 
特長は 堅牢に してを 熱の 激變に 耐へ價 が ホ 最も 廉 なる にせり、 擢 類は 律 食器、 挪 
辨 碗が、 護誤廊 等に して 內地 はを ど 無く 上海、 香港、 新嘉坡 、馬 尼剌 、英領 印度、 
化 ホ、 露領等 海外 輸出に 力を 注ぎ、 年產额 六十 萬圓に 及ぶ 古 來の九 谷 燒に巧 敵 
す、 近時 朝鮮 签山 附近に お 陶± を發 見して 分工場を 設 くるの 計 畫るリ 、尙ほ 能 美 
郡 寺 井野 村に がても 井出. 善 太郞氏 最近 破 質 陶器の 製造を 始めたり と 聞く 

(中外 商業 新報〕 

•支那の 御 窯が 競賣 になる 

支那 江 西 省 浮 梁 縣景德 鑛の御 窯と 書く 迄 もない 巧 事 家の 間 
には 唐 燒の產 地と 云へ ば 誰 V も 知らぬ 者のを いところ V、 唐 
燒と稱 する 支郝 磁器の. 今日 貧で 殘 された 唯一の 窯 V 且 支那 磯 
器の 最も おしい 傳統を 有ず る 磯 器の 製造 巧 V ある 其 御 窯が 淸 
朝沒 落な 後 急に 維持 闺 難と をつ V 梟 德鎭の 請 理官產 委員の 手 
を經 て競賣 に附 せられる さう V ある 之れ を 聞いて 當の 支那 人 


ょりは 歐 ホの 美術 鑑賞 家に 大礙媽 を 巧して むる 一體御 窯と 云 
ふのは 歷 代の 支那 嘗廷の 器物の みを 燒 くもの V 此窯 V 燒 かれ 
たものは 製造 當 時の 年號を 明記ず るが 例 V 之を 官 巧と 稱 へて 
民間 V 造る 物と 區 別してむ る 支那 V は 景德鑛 の 外に 江 蘇、 宜 
興 あたろ V 日本人の 所謂 紫 泥、 朱 泥を 造る、 义廣東 •消 頭の 
近く  V 少數 出來る けれど 一は 赏德鎭 の 外には 產 地が なく 十 
萬 人な 上の 職工が 此地 ばから V お 食して ゐ る， 景德鎭 は 唐 お 
時代から 支那 唯一の 窯瘍 だが 御 窯の 出來 たのは 明の 初期 V 爾 
來 今日に 及ん V むる 明な 後 曰 本へ 渡來 した 物で 一品 數巧圆 に 
上る 者が 歡 くない (大勢 新聞) 

@ 陶試國 立 問題 

京都 巿に 於て は 屡 報の 如く 現在の 巿立陶 磯 器試驗 所は 作業 
工場 等に 狹隘を 感じ 不便 歡 からざる ょろ なく 本年度 中に 於て 
追加 豫算を 請求し 元日 吉病隣 跡 巧 有 地に 移轉 せんとの 計畫あ 
-c^て當局に於ても五條阪附あ關係業者の意嚮を探ろつ 、あろ 
し 次第を るが 最近 農 商務省に 於て は 東京、 大阪雨 工業 試驗瘍 
とおに 京都の 陶磁器 試驗瘍 をる 之を 國 立と 爲 さんとの 意嚮 あ 
ろ此程 植田瘍 長、 お 川 助役 並に 松風 嘉 を、 錦 光山 祭 お 衞巧等 
は 農 商務省 侧の 意見を 聽く ベく 東上し 大哲 、局長を び 藏川書 
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記官 施に 國立贊 成 論者た る武井 貴族院 議員と 親し •、會 見の 上 
相互に 意見を を 摸し 歸洛 したる が 該國立 問題は 農 商務省 あび 
せ、 他の 方面に 於て 理想的 見地より 實 現を 希望す る 向 さも あ 八 
ど 之を 實際 問題に 見る ときは を試驗 壤お獨 得の 長所を ちずる 
をな て 諸種の 困難 も 伴 ふべ'^ 隨 つて 今の 處具體 的 計畫も 成ぶ 
せざる が 如しと いふ、 右に つき 大踩 ホ襄の 語る 處 によれば 
京都 巧陶磯 器試驗 場を 國 立と ずるは 巧 理事 者に がても 希 
攀； ずる 所 じて 愈よ 同試驗 傷が 國 立たる じ 至ら ば 巧は 年み 支 
出す る經 費を 要せざる に 至ろ ベく 尙 一® 化 於て 市民 斯業 者 
は ホ 立たる と闡 立たる とに 顯係 せず 依然として 驗瘍に 依 
ち 便宜を 得 利益を 與 へらるべし、 巧 或 者は 現を の 試 驗撫を 
國立 とする と共にぶ 古屋に 移さる^ も尙賛 成す る やと 云 ふ 
もの あれ ど 國立後 依然として 京都に 置かれて こを 賛意を 表 
する も 若しぶ ホ 篤に 移轉 さを、 如 さ あら ば查然 京都市 陶 
磁 業者の 羅針盤を 奪は る、 こと、 なれば 决 して 賛成す る 能 

はず 云々 (巧 都 日の出 新 問) 

@ 新 趣向の 秋田燒  / 

m 

當巧 名物の 陶器 秋旧燒 は是れ ま'' ては まとして 茶器 酒器 等に 
のみ 作られ 又隨 つても の 方の 需用 多 かろし が 昨今 茶器 酒器と 


して 製造 販賣 する の外是 れを飮 食器な 外の 家庭 用 卓上 用の 小 
道具に 應用 ずる こと、 し 一輪 立‘、 灰皿、 卷 煙草 入、 手が 入、 
盛 花器、 ペン 皿 等に 應 W し 型 狀圆案 も 或は セ、 ション 式に 或 
ひは ユ デフ ト 式に 最新 流行の 形式に 模し 新しき 試みを なせる 
が 金子 製造所に ては 秋 田 圆案會 に依賴 して 其の お狀圖 案を 請 
ひ 模様 もが 頗 ぶる 蕭洒 なる のめら V 殊に 巧 形の 一輪 差、 船 形 
の 手が 入、 卷 煙草 入、 卷煙黃 上げ 灰皿 等は 夏向 摩 上 用と して 
極めて 凉 がを 與ふ もの  >みで ある (秋 旧 魁 新閒〕 

® 豪溪燒  、 

備中吉 備郡池 旧が にて は 数十 年 前 ま •て 見延 燒と稱 斗る 陶器 
を 製造し 都 蓬 郡 酒 津燒と 併び 備中 么锁の 一に 算 へられ 居らし 
も 維新 後中絕 せる が 近 巧 豪溪の 奇勝を 探る るの 多き も ±產 と 
ずべ. さ 名物な きょろ 今回 R の 出 旅館 ま 村 木 儀 八 巧は 守旧 隆四 
郞 (水內 が) 巧と 典 同に て 見 延燒を 復活し 豪溪 燒と稱 して 陶器 
エ 摸を 建設す るに 決し 現今 建築中な るが 技 帥と しては 渡邊稔 
(水內 村) 巧を 聘し 昨今 巧 料 止の 試驗 中を るが 從前見 延燒に 使 
用せ る 主脈は 最る 好適なる 事を 發 見せる ょろ 近日 エ播の 落成 
と 機械の 到着を 待ら て閒 業す るを (中 凹 巧 巧) 
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獲 靜岡縣 陶器 製造 現狀 

遠 州の 志 ± 呂燒は 茶壺 德利 等の 素燒 物にしで、 重量の 軽き 
と變 味せ ざると に 依ろ 其 名高し、 其陶 窯は 囊に湊 原 郡 橫岡村 
签屋 ょろ、 森 巧に 移轉 したろ、 又た 彼の 賤機燒 は、 大正 S 年 
株式 會社 組織に なめ、 從 前の 素 燒 物に 意匠を 加へ、 軸 藥を施 
し y 日用品を 製造ず る 事と なろ、 今日に では 靜岡 名物の 一に 
計 へらる、 に 至ろ、 年 產額二 萬 餘圓に 上ろ、 南洋、 巧 度薇洲 
方面への 輸出る かからず 衙ほ 今後' 益ず 發展 の見遂 ある もの、 
如し (萬 朝 報) 

•東京 窯業 創立 

V 

が 忌 窯業と-合併 資本金 一巧 萬圓 
先頃 來靜 岡縣 下田 方 郡 中鄉が 出身 橫濱岡 合名會 社々 長大が 
等 氏 等の 手に V 資本金 五十 萬圓 をな てが 豆 窯業 株式 會 社を 企 
蕾し 京濱 資本 團 V」 協議 中 恰も 中 野武營 男爵 武ザ巧 お 神 原 
伊 S 郞 、堀川 光山の 諸氏 發 起し 資本金 百 萬圓を & て 創立 中の 
東京 窯業 株式 貪 社が 營業 目的 同一なる をが て 合同 交涉の 結果 
伊 忌 窯業が 式會社 側に 於て 株式 四千 株を 引受け 兩社 合併す る 
事と をろ 先頃 來祿式 募集 中 なれば ホる 八月 やに 創立の 運びに 


至るべく エ瘍の 敷地 未だ 決を せざる も 大仁驛 前 或 a は 旧京驛 
若しくは 韭 山が 鳴髓の 吉ヶ 巧の 內 決定すべし 元來が 豆は 本邦 
耐火 嫌克 製造の 嘴 矢の 地 じして 慕 末の 先覺者 江川 お 庵な が 反 
射爐の 建設に 際し 同地 天 城 山 驚の 原 ± を がて 耐火 诚 あを 製造 
したる が 其の 製品は 現今 本邦 第一の 優な 品と 稱 せらる、 品 川 
白 嫌鬼會 社の 製品に 比し 優る とも 劣る ことなし 今回が 一思 エ瘍 
を 設置ず るは 恰も 先覺 者の 遺業を 繼承 ずる ものと 云 ふべ しと 

(靜岡 民を 新聞) 

©常 陸 窯業 設立 

眞獲郡 紫 尾が 大字 柬扣 旧に 於け る 山 旧燒は 今を 去る 八十 餘 
年 前の 創始に 係ろ ± 管 あ « 類を 製作し 巧ら しがを 通の 便を 缺 
ける と 殆ど 副業 的經營 なるとの 爲め大 に 振 ふに 至ら ざろ しも 
尙 年額 S 萬 圓の產 お あろ おく 筑波鐵 道 も布設 せられを 通の 利 
便を をす る 事と をれ るょ ろ 今回 左の 諸巧發 起と なち 株式 組織 
の 常 陸 窯業 會 社を 起し まとして ± 管馨 類の 製造 販賣 をなず 篱 
、でて 廿六日 下 館 晒 新 巴 機に 於て 發起 入會を 開き 資本金 五萬圓 
一千 株 中 六 巧 株は 發起 人に て 引受け 四な 株は 一般 希望者ょ ろ 
募ろ 八 巧廿 五日 迄に 申这を 締切ら 化 月 廿日 迄に 第一 回 拂遂を 
陵ろ 直に 創立 總會を 開く 豫を にて 準備を 進む る 事と なれる が 
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第一 期に 於て 旣に八 千 s 百 餘圓の 純益 ある 計算に て 前途 頗る 
有望な ろと 

化 田 虎一 (筑 渡)、 山 巧 政 雄 (眞 壁)、 巧 上 源太郞 (泉 京)、 江戸 巧、 柴 炼ホ郞 (水 

戸)、 神戶 お、 森を (東京〕、 植 か半藏 、中が 峰太郞 、古が 野' 木 一郎 (眞 壁〕、 

> (いばらき〕 

'•硬質陶器 會社 設立 

硬質陶器 會社 お川縣 硬質陶器 製造 株式 會 社長 松風 嘉を 巧な 
同社 重役 一同の 發 起せる 朝鮮 硬質陶器 株式 會社 資本金 一巧 萬 
圓二萬 株 設立 懿巧 申請書は 愈签山 府廳じ 提出した るが 同社 本 
店は 當地牧 の曠じ 置き 輸出 向 陶器を 製造す る ものにして 第一 
回即も 一一 十五 萬圓 の拂这 みとを し 事業を 開始す る 答な ろ而し 
て 株 數二萬 株の 中 發起人 賛成者に 於て 一 萬 S 千と 巧 株を 引受 
け 居る をな て 一般を 募の 株 数は 六 千 S 巧 株な ろと 

(福 岡 日 目 新聞) 

•淡 陶會 社增資 

兵庫縣 S 原 郡淡陶 株式 貪 社は 資本金を 五十 萬 圓に增 資し 新 
株 八 千 株を 發 巧し 巧 六 千 株は 舊株一 株に 對し 新株 云 株を 割當 
て 避ろ 二 千 株は プ レミ ャム 十一 一圓 五十 錢が上 じて 公募ず る 事 


に决 したる が 增資の 目的は 福 良町舊 練兵 瘍 跡の 拂 下を 受け か 
エ瘍を 新設し 硬質陶器を 更に 多額に 製造す るに 巧ろ と 

(乂阪 新報) 

蠻日本 陶器 創立 

日本 陶器 合名會 社に ては 歐洲 時局の が 影響を 受けて 現 巧の 
製造 能力に ては 到底 一般り 需 嬰に 應 ずる 能は ざる 爲め 更に 資 
本 金を 增 加し 製造 力の 擴 張を 爲し 輸出を 一屬增 加せ しめんと 
の 計畫^ 叫て 去る 四 五月な 巧 之れ が 準備中な ろしが 愈々 資本金 
十萬圆 化て 巧 お 萬圓拂 'みの 日本 陶器 株式 會 社を 創立した ろ而 
して 本店は 名 古屋市 撞木 即】 T 目に 廣き 取締役に 大倉 和親、 
廣瀬實 光、 田 中 幸 一二 郞監查 役に 小 雛 無事 郞の 諸氏 就 化し 陶磯 
器の 製造 及販賣 並に 之れ に附帶 する 事業を 營〇を 目的と ずる 
るの なる が 這は 市外 則武 なる 日本 陶器 合名會 社を 株式 組織に 
變更 し增資 を爲ず 前提と なる ベ. 31； るのに して 遠からず 兩 社は 
合併し 資本金を 百 萬 圆に增 加し 赌 張を 爲 ずに 至るべし とい ふ 
. (名 古屋 新聞) 

® 長 州燒み 工場 竣成 式 

.爲狹 郡 王蓄が 豐田 庄太郞 巧 經營に 係る 長 州 燒窯壤 化 於て は 
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今回 周 餐力家 伯 野 耕作、 巧曼 助、 菁葉郞 一二 氏の 合資 
組織を なて を 昂蠢橋 附近に を® を囊 ずる 事と をろ 昨 
をな 室蠢 に窯瘍 の 霞 H 事 中の 處囊 塞を 吿 げたる を 0 
て 九日 午營 時ょ 4 成 式を 擧で撒 餅 後上 棟披藝 を開懼 
したろ 因に 同み エ瘍 にて は 第一 回に 硫酷瓶 窯 入を 巧 ひ 近く 製 
品を を々 べしと (馬 關晉 新聞) 

蠻 浪花 窯業の 創立 

資本 晝主 萬圓 にて 今回 創立の 運に 至え る 浪花 壑葉祿 
式會 班は 8 毫 S の 中二 千 f&f たたる が 同社は 
一一 一千 六ち 養の 原料 靈 地を 阪神に 接近せ る 有 馬 抑に 有し 巧 

の 質 極め ss つ 製 愛 耐火 隻を 後の 雲 益 盛んなる 

b こ尼騰 巧に 於け る旣 設エ瘍 を買收 して 直 もに 作業を 開始し 
肆る 有利の 地位に あるを ミ 羣藍當 の 如き も 優に 四 割 お 

分な 上に 達すべき 豫算 をろ と (近 江 新聞) 

® 木米會 創立 

彼め 陶工 靑 木木 ホは 後藤す み 郞に亞 いで 九を 燒の 創作に 巧 
勞 多く 其が 品る 當 地に 少 からず 日頃 木 米を 景慕 ずる お 野 龍 
扣 、細 野 申 一二、 友 旧を 淸 、が 田 文次郞 、錦 木 太平、 を 口 ま 次 


郞 、ちり お 之、 溝水 美 山 等 諸氏は 化 程 愈よ 木 ホ會を 起す ことを 
計 畫し蠢 とし V は 今 韋に當 地 某 米作 品 展馨を 開催し 
尙進委 卯 辰 山 & 馨 くは 晉山蠢 に 菜 記 貪を 建設ず 
る 導に て 他に 賛成者 少を ざれば 追 V 發起 人を 决を 着々 と 
して 蠢の 進涉を 謀る でと なり. (化國 新聞) 

藝 陶磁器 業 不振 

昨今 鬟雲 Q たを 種の 職工を# 0 引き 志を なし ク 

、ぁる 覆なる べき 陶 8 業 に 於て i の 引下 
げ 問題の 蓮ず ミ か 如きは 一大 奇 碧を しで 注 貝に 値ず る も 
のなら 即も縣 下 東 春 日 井 郡 瀬 戶吳字 山 B 寡郞 陶磁器 エ瘍 
じて は磬 騰貴 儀不视 のた め去享 日よ ろ 職工 四十 四餘名 
に對し エ眞一一割 を 引下け たるた め 職工 側は 物價 雲の 巧辆二 
割 引下げは 慕 なれば 一割の 引下げに てを せんと 旱交 
涉毫を 之に 陶磁器 業は 馨の たみ— 響を 受けた る— る 
ものを るが 目 中 船腹 不足 じよ 6 輸出 减少 したる によろ 此 結果 
を ホした る ものな ろと (お古 屢每曰 新聞) 

感晦 磁器 不况 

蹇 引續灵 ft 謹 養 《高き が 柄なる に 特に 本 痛 
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は雜貨 中に 於て 破損し 易く 重量、 を 積の 他 品に 比して 大 なる 
をが て 愈々 不 、引合に V 殆ど 輸出 行は れボ 不振は 豫想 外にて を 
窯 おは 休業 同樣 のを 樣 なろ 從 つて 之 等 陶磁器 業に 化 事ず る 職 
H は 當分他 業に 轉 ずる ょら 外な かるべし と (臨 漬質易 新— 報) 

感本鄕 陶器 現况 

火 沼 郡本鄉 卿に 於け る暫津 陶磁器 原料 騰貴 組合に ては 愈々 
農工 銀行ょ らーヶ 年お最 き十ヶ 年賦 年利 六み の 低利資金 二 萬 
五 千圓を 借ろ 入れ 事業の 活動に 資せる が 本年 同 W の景 氣は鐵 
が 暴騰の 爲め新 事業 殆ど 絕 無と 言 ふべ く 電氣用 陶器 注文 薄き 
も 袋物 所謂 ± 瓶 茶器 蓋物は 頗る 需用 多く 格別の 影響を 感ぜ ざ 
るの みか 極み V 前途を 樂觀し 居れら (福 島 新聞 一 

® 陶工 養成 所 

三 垂縣南 勢 陶磁 業 組合は 今春 陶磁器 品評 會を 開懼し 其他斯 
裴 のな を進步 じ付穗 々計 書中なる が 今回 陶磁 業 徒弟 養成 所を 
津ホ內 へ 設置し 十 お 巧 外の 子が を收 をし •义約 四 年闕敎 養し 後 
ーケ 年間の 赞 兴を爲 さしめ 修業の 上は 組な 當業 ぶへ 配置し が 
て 漸次 陶磁 業の 改な增 進を 瑚 せん 計 蕾 じて 組合 長 其 他は 十よ 
日縣廳 にお 頭し 諸般 巧を を爲 せる が 多み 本縣に 於ても 明年度 


が降該 養成 所に 對し縣 費の 補助を 與 ふること、 なるべし と 

(一 二重 新聞) 

參 陶器 學 校近况 

±岐郡立陶磁器エ#^ 學校は近時陶磁器界の巧况に伴ひ當業 
をす 弟の 入學 希望者 激增 し從來 のを 徙は 尋常 小學校 卒業 程度 
の もの 其 多 さを 占め 居た る も 昨今の 狀 勢よ 6 ずれば 巧るべき 
新學 期には 高等 小學校 卒業 者の 入學多 かるべき 模様なる よろ 
隨 つて 學 力は 應じ V 敎授 する の 要 あらとて 山 旧主 岐 郡長は 昨 
日本 縣廳へ 出頭 之が 學則變 •迅 に關し 協議ず る處あ 6 たれば 近 
く其實 行を 見る に 至るべし (岐阜 目々 新聞)  . 

® 帮鄰鐵 器 輸出 

磯题鐵 器は 開 戰後獨 逸品に 代 6 て 支那， 印度、 南洋 方面へ 
の輸凹 漸次 增 加し 一時 非常の 旺盛を 極めつ、 あ 6 しも 今春 巧 
鐵類 暴騰の 結果 輸出 中絕の 蔡を呈 しみ 製造 會 社は 非常の 打擊 
を 蒙もエ 襟を 閉鎖ず る もの さへ あ 6 しが 最近 又な 南洋 方面よ 
ろ 註文 續來 ずるに 至が るよ 6 製 •造 家侧は 化處に 巧ぴ活 氣を呈 
し 巧れ る 爲め巧 料 代用と して 使用 せらる^ 浪板 厚板は 之れ が 
爲め ニー ニ十 錢 方の 厨騰を 示し 昨今 八 尺 物 一が 一二 圆と 十錢 同と 
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た顿 s 圓 五十 錢見當 を 咽へ 居れろ と (大阪 時事 新報〕 

•瑶 鄉鐵 器の 檢査  . 

農 商務省は 近く 省令を な 布して、 輸曲 碟郡鐵 器に 對し 檢签 
を勵 巧す る當 、同省に 於て 內 をし 居る 輸出 檢査 標準は 大要 左 
の 如し  ’ 

不正 おなる もの  <1 を澤鮮 のなら ざる もの 么化 上不 おなる もの 么檢を 器を 用 ひ 
曲尺 一尺 五寸の 高さょり 重 遺 五十な の鐵 巧を 落下せ しめ、 其の 破損 而に 下附 き、 
な 郝の全 <剝 なする もの 么晌义 は 底が 鐵附 ななる がは 之れ を 表 ホす るな め规を 
様 巧の 懐 巧を 見易き 箇所に 貼 かする こと 么厕及 底が 接合な なるとき は 之れ を 表 
巧す る こと •(萬 朝 報〕  • . 

•無 盡藏の 粘 王 

大分 縣拌築 町は 從來 工業 地と し V 何等 見るべき ものな かク 
しが 近 巧 附近 東が に 粘 發 見したり 該粘 ± は 東が を 部に 直 
6 大 神が にも 接する の狀 態とて 無盡藏 なる 寶 庵と いム ベく 徵 
七 メント 、鈴 木 セメント、 淺戟 セメントの S 俞 "社の 如ろ J 早く も 
之に 着眼し 已にェ 傷を 設置し 盛んに 發 掘して を 江 遮よ 6 門 
司、 下關 な津久 見に 運送し 居れる か 今後は 愈 大規模の 下に 工 
事 進 渉すべく されば 梓築师 附近の 有志は 充分 之が 便宜を 圆ろ 
守江雜 を淺澳 せん 計晝 あ- CN と (巧 司 薪 報) 


® 陶磁器 原料 調查 

縣 下に 於て 陶磁器， 原稱 たる ± 類の 產 出を らば 其穗類 (钻 ±、 
白 ± 等に 於け る區 別) 數蟲 及販賣 業者 若し 販賣 業者なければ 
其 所を 現在の 賣買 相瘍等 取調べの 主 至 念 回報 方 馬 渡內務 部長 
よら 郡 ホ 長へ 照會 さる  0 新 お 日報) 

@大 掘騎燒 原料 調查 

双葉 郡大 堀が 特產 物蜘燒 陶器は 近嗦 非常の 好評に て 海外に 
輸出され つ、 あらしが 此程 原が 陶主か 乏し 來ら 目下の 處 斯業 
をが て 生活せ る 者は 殆ど 化 業の 立い なきに 至ろ たるより 化 程 
當 業者 一致して 原料を 無の 鑑定の ため 斯業 技師の 派遣 方を 縣 
化 申請し たれば 佐乂間 工業 お師 出張 實地 鑑定な したる 結 梁 前 
途 有望と 認めた る も郡衙 にて は尙 農贿務 省に 對し專 巧 技師 派 
遣を 申請した ろと (いばらき) 

@陶 主 採掘と 許可 

縣 下瀬戶 地方に 於いては 私有地の 陶± を掘盡 して 陶± の缺 
乏 を* せる より 近 來縣有 地の 採掘 權を 出願す る 者 多く 縣當局 
に 於いては 技師を 同地に 派遣 實地 調を を爲 さしめ 砂防 規則に 


が 


準じて 支隊 無 食 者 k 限ら 許可し 駐れ 6 ( ぉせ ぉ 姑 u 新閒) 

み 製陶 組織 變：奥  - 

么も屋 製陶 合資 會社 はまる 十八 日 福壽 生命 保險貪 社の 樓上 
に 重役 會議を 開催した る 結果 組織を 變更 する に 決し 從 巧の 三 
十 萬圓を 六十 萬圓化 增資爲 ずと おに 新に 四十 萬 圆株数 八 千 株 
內 一一 一十 萬圓 (六 千 襟') を 製陶 所の 株 まに 十萬圓 (二 千 株) は 
伊藤 守 松 氏が 引受く る 歌 じ 爲ク八 巧 二十 二日 新設の 手 續を爲 
し 成立 後は 製陶 貪 社と 合併して 一軒 萬圓の 株式 靜 社と なすに 
決せり 重役の 顔ぶれは 選擧の 結果 社長 じが 藤が 松 巧 副社長に 
上 遠 野 富 之 助 巧 常務取締役 寺澤 留四郞 巧技 帥 長 兼 取締役 飛鳥 
井 孝 太郞巧 取締役 兼 支配人 繩田菊 次郞巧 取締な じ 岡を 淸次郞 
齋藤恆 S 巧 監査役に 離を 助 富 旧 熏肋岡 舒梯二 伊藤 曲太郞 諸氏 
の 名 古尾 一流の 富豪 述を 網羅す る 曲な ろ 吝も ぉ每 日 新閒) 

® 琐鄕鐵 器 創業 

時局の 剌 載を 受け 本邦 工業界の 活況を 呈せ るは 言 ふ 建で を 
なきが 就中 瑶鄰鐵 器が は 異常の 發 達を をせ 6 大阪府 下の 大化 
二 年度 生 逢 力は 僅に 五十六 萬 六 千圓內 外なら しもの 五 年度に 
於では 一蹤約 四な 萬圓 のち 領に 達せる が 浮 田な 道、 み 旧 仁 助 
巧 等は 大阪府 下火 小 五十 四馈 W の 同業を をが なし 一大 貪 社を 


組織 せんとの 計 蕾 あり 先 第一 著 手と しで 井上 嘯と 巧の 經營せ 
る 惠美顯 町、 霞 和、 難 波の SH 瘍 (ーヶ月 生產 能力 六 巧 順) 

を 買收し 去月 中 山 本 新六郞 、岡 島 千代 造、 內藤 爲太郞 、中 谷 . 
徳恭 、竹 中 鶴み 郞お 氏を 委負 として 協議の 結果 資本金 二百 萬. 
圃 をな V- 創立に 決した るが 創立 委員には 巧見忠 と、 字 治ぶ お 
衞 、火 島甚 一二 巧 外 四 名を 遭を し來巧 中旬 踞 表の 述 びに 至る ベ 
しと (國巧 新聞- 

， ® 朝日 窯業 創立 

今回 東 區化濱 ST 目 十二 番地に 創立 事務所を 眞き武 巧 作 
率、 永 旧 S 十郞 、下が 榮次郞 の 諸 巧發お 人と な 6 資本金 巧 萬 
圓 をな V 各種 巧禍 耐火 耐酸 及 普通 嫌 おの 製造 並に 窯業に 觸ず 
ス 製品の 作 出を 目的と する 揭趙會 社を 設立し 株式は 發起 人並 
に贊 成人に 於て 查部 引受け 一般 公募を 爲 さず 事業の 第一 着手 
として 尼 崎 市 端巧禍 製造所を 買 取せ むと する を (大限 巧が) 

- @ 婦津 窯業 計畫 

府下 本庄 和なる 中 谷巧禍 製造所を 某 礎と し 耐火 煉 鬼の 製造 
を 目的と する 資本金 巧萬圆 の攝津 窯業 株式が 社は 中 谷み 次、 

み 延次郞 、犬 島 健次郞 等外 數巧 にょら 計 書せられ 目下 株式 引 
受其 他に つ さ 奔走 中の 由 (大阪 巧 嬰 . . 
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す 奮 記事 >IY 


◎新 乂 會員 

化 佩 

乂阪が 西 區湛屢 町 S 十二 
おを 髙等ェ 叢學校 
長 峰 市 東 濱晒セ 十九 

埼玉縣 草 加が ホ阪窯 
業 蛛が會 社 東を 工場 


職 


業 姓 


ぶ 


廣鞭 耐火 煉お 
製造所 

全校 窯樂夏 ^ 

科が 勤 複本 


修 二君 
茂 ホ 君 

を 社が 乎 火黨お 太郞君 


陶磁器 繪 具み 種 、，— 
化學 工業用 お 料 小 西 
直輸 ん販賣 


◎退會 員 

秋 旧 縣仙化 郡 花舘师 
お 庫 縣おヶ 崎 市 化 硝子 株式 會社 

◎會員 を 動 

瑚鮮京 城 麻 浦 練を エ擦 

を 都 府稻荷 驛深草 村 向川原 ホ徵島 由雄颠 
料 製造所 

愛知 縣瀬戶 ^ 柳の 町 井上が 郞 ホぶ 
お 庫 縣化ケ 崎 ホ 松 島 極東 硝子 株式 會社 
お 京 府下 中 戰町大 を 中 野 一 〇 九 〇 
を 下 溢を 日本が 禍 株式 會社 


紹介 人. 

川 崎 虫が お 
內藤道 太郞お 
平 濱捨ま 君 
糊 米！ 一一 郞お 

佐々 木 永と 助 お 

渡 邊英孝 若 


戶乂 

留 

禍田 
能 勢 
半田 
光を 


ぉ德ぉ 
穗ぉ 
お 尾 菊 
泰彥お 
或 夫君 
秀雄お 


全 大森不 入 斗 四 五一、 長坡方 
么 大 井町 東京 電氣株 ま會社 H 瘍 
京都 巧 五條 お 巧 立 京都 陶磁器 試驗瘍 
お 京 市 深 川區越 中島 邸 工業 試驗所 
名 古屋巿 外則武 日本 陶器 合 名會社 
を 全 
福 阔縣遠 賀郡戶 畑 化 硝子 株 或會社 
全 、 么 日本 耐火 嫌 お 株式 會社 
京都 巧 大和 大路 通 リー ー 1T 目大佛 正門 化 入 
神 奈川縣 保 丈ケ谷 日本 硝子 工業 株式 會社 
◎領收 書目 


おな 的 公報 
のか 商工 時報 
が 陶挪子 新報 
地質 學雜誌 
H み 鑛業會 誌 
陶業 時報 
述築雜 誌 


自 をと 立一號 
至 第 セ 六二號 

第八號 

自 第一 九一號 
至 第】 化 二號 

を 二八 セ號 

を ご 一九 〇號 

自 第二 云ハ號 
至 第一 一二、 八號 
自第 一二 六み 號 
ま 第一 一ー モセ號 


视井乂 制 お 
岩崎議 助教 


川赋 
安田 
姑 川 

服 部 


ぶ 男 君 

武雄君 
匡 君 


工業化 學雜誌 
陶磁を 報 

H 學 
愛知 縣 

おお 陳列 舘が吿 
東洋 玻璃 器 新報 

口丰 陶磁器 時報 
な 上 


木 船 耍太郞 君 
腊 幾乂君 
鳥 山 順 太郞君 
上 旧 氣勝君 

が 二 一一 一四 號 
第 凹六號 
を 四〇號 
を モ六號 

第ニ ハ五號 

自第 一一 一年を 六號 
を 第一 一一が を八號 


•附錄 空洞 稱子 製造 巧は 紙面の 都 含に 擅な 东號 はか 載せり 


磁器 染が 花瓶 


田 川 基一窠 


夕 6 


大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一 一巧 戴號 

(大正 六 年 十目) 

八 婦圖読 巧}^^^# 

本 號掃圖 磁器 染付 花瓶は 京都 陶磁器 試 驗縷圖 案 部 田 川 基】 
巧の 案に か、 る ものな ろ * 

; \f 读 i i 訪 識妄* it  ‘ 

，，'、、山 東の 硝子  苦‘.-、 

•-  ; い 

‘ 靑島 軍政 署調查 

I 緒言 

近時 建築 術の 發 達に 伴‘ 瓜 其 構造 様式 益々 崭 新を 競； 3 ク\ あ 
る 結果 支那に 於で も亦自 から 家屋 建築の 改良 進步を 促し 從で 
室 內裝飾 其 他 諸 器物 類に 對 する 一般的 嗜好る 漸次が 上し 之と 
密接の 關 係を ちずる 硝子 類の 年令 輸入 せらる、 額 頗る 多く 
一义 一四 年には 窓 硝子 二十 五 萬 一一 一千す 六十 八 函價格 九十 八 萬 
と 千 九 巧餘圓 、硝子 器 六十 こ 萬 お 千 S 巧 餘圓の 輸入を 見たち 
是 等は 白耳義 おを 最 とし 埃國 お、 獨 逸品、 英國 品、 之に 次ぎ 
しが 歐洲戰 亂勃錢 し C が ホ 殆んど 輸入 杜絕 の狀 態となら 現 時 
はまと し VB 本晶 之に 代ろ 米 禪品も 多少 供給 せらる、 に まれ 


6 .、而 して 支那 自國の 生 產狀況 は 何れも 小規模の 家 巧 工業に 
して 只舊 巧の 製法を 蹈襲し の 東 省 博 山、 江 蘇 省 宿運に 於け る 
製品の 如き も 其 意匠、 體裁及 品質に 於て 頗る 改善を 要ず 可 さ 
點を する 化る 拘 はらず 依然 舊 式を 墨ず しつ、 あるは 諸種の 理 
を あるに 依るべき も决 して 時代の 要求を 充 たす 所がに あらず 
左れば 現今の 進歩せ る化學 工業の 新 智識を 應 用して 更に 優良 
，品の 製作に 努 いる 巧 あら ば 製品 販路の 開が も 一層 容易なる の 
みならず 义其 聲價に 於ても 一段の 光彩を 發 揮し 彼乾隆 時代は 
製作せられ 今日 甚だ 珍重 せらる、 如 さ 絶好 品の 出現を 見る は 
至る 事必 しも 難き 化 あらざる 可し。 

二 支那に がげ る砸子 製造業の 沿革 
支那に 於け る 硝子 製造業に 就て は 信憑す 可 さ參考 資料 乏し 
き 爲め其 沿革を 審に ずる 能は ず 古代 東漢 光武帝の 頃 製作 せら 
れ たる 硝子の 珍品が 淸朝 皇室に 寶物 として 尊重せ られつ、 あ 
ろしと 云； 5 或は 紀元前 六な 年の 頃粗栄 なる 硝モ爐 を 設備して 
其 製作に 從 事したら と唱へ 傳說區 々にして 眞僞 明か をらざる 
7P 支那 文化の 推移 變 還に 稽 ふる も 斯業の 起原が 頗る 古代 化存 
せし ことは 疑 ふ 可から ず而 して 中世 組の 頃 一時 衰微し 乾隆時 
代に 復興せられ 漸次 基礎を 固めつ、 あろし が 偶* 佛國 宣敎師 
渡 ホし (其 年代 人名 未詳) 比較が 進步 せる 洋式 製造 法を 傅へ 


が 


てな 來茲に 近 化 支那に 於け る 硝子 工業に 確定 的 地盤を 輿へ た 
ろ 現今 支那 人の 營 める 硝子 製造 法は 此方 式ろ 廣く 流布せられ 
たる ものにして 最近 進步 せる 應用 化學の 製法に 比較せば 不完 
查 なること 言を 待たず 义博化 城內に 建立せられ たる 爐神 座の 
お 碑文に 乗 天 博爲物 形：. 咸豐二 年 二月 修 之、 道 光四 年义改 
修 云々 と あるに 見る も此地 己に 古く 贿モ 製造業の 酸娠 なろ し 
を 略 推知ず るに 難から ず 

爐神座 博 山】 老爺の 言に 依れば 化 座は 贿モの 神を 祭祀 
しあろ と 云 ひ 現に 每年 盛大なる 祭典を 施行し 且 現今 硝子 
'同業者の 集談 所たち 

I 二 支那に がける 硝子 品 輸出入が 態 
風俗の 開化と 嗜好の 向上に 從 ひ贿モ 類の 輸入品 も 其 種類 多 
岐 とを ろつ、 あるが 今 板 硝子と 硝子 器と に 二 大別し 千 九 巧 十 
二 年ょ ろ 千 化 巧 十四 年に 至る S ヶ 年間 支那 垄 省に 輸入せられ 
たる 數 量、 價 額を 左に 揭 r 巧し 
^ 板 硝子 支那 輸入額 

一九 一二 年 一九 三 一年  一九. 一因 牟 
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仕出 地 
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佛領 印度支那 
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露國 (陸 始)  ぉ ミ 
同 (太平洋を 港)  5 ハ臺 
同 (黒 龍 江 各 港) 一、 吕化 
朝 鮮 さ 
曰、‘  本 S、 お 1< 
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藻洲等  — 


《四、 ご 化 
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ろな 一一 
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一一、 一ち 
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養 
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壹 、ちか 
云 ゴー、 琴 一一 
气 置み 

う S 九 

一、 一定 

ち、 云-一 
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ミぉ 
六、 養 
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完 、竞四 
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《、二へ 
ニバな 
一一、 曾ち 
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う 四 云 
ニバ兰 
こ 
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音 1 


總輸’ 入 額--. 皇 、丸 岩畜五 •查 ご一三、 さぶ 三 置 ，2 兵 S 更 一、0 ち丟か 
海外 巧餘 出額  養 一 た S ちお  5 四 一 ちた ー ミ、 爱二 

純 輸入額 一室、 査 と査 凹、 ち 化 ゴーニ、 空 U 一、 一 凹 一、 査凹 一一 兰 一、； 《へ 五ぶ‘ たと 

上記の 統計に ょれば 板 硝子の 仕出 地は 白 耳 義を最 とし 填、 
獨 •英 等の 順と ず而し V 普通 板 硝子】 圏は な 平方 趴詰 とず 
硝子器類支那輸入額  (單 位兩- 


年み  一九二 幸 
化 出 地 

を 港 三 二、 置 一 


澳 門 
安 南 
新嘉坡 
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ち 一三 < 

. 一 < 
- S 四 


九 一一 一一 年 
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巧 
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同 (黒 龍 江を 港) 
巧 (太平洋み 港) 
朝 鮮 
日 本 
比律賓 
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其 

總 輸入 衙 
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ゴー 

三云、 章ち 

一一、 お四 < 
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即も板 硝子を 除ました る 硝子 器の 支那 圣國 輸入額は ーヶ年 
五十 萬 乃至 六十 四、 五萬兩 にして 日本 品を 第一と し 白 耳義品 
英國品 之に 次 r 

r 天津、 上海、 芝果 輸入額 比較 
硝子 器の 輸入 灌 たる 可き 上海、 天津、 芝果 一二 灌に 於け る 一 


化 一四 年' 
の 如し 


品 名 
鉱銀 硝子 轉 
無錢銀 硝子 轉 
着を 窓 硝子 
普通 窓 硝子 
屋根 疵子 
其 他 


一九 一 お 年の ニケ 年に がける 輸入額を 擧 r れげお 


化 一四 年 

天津  上海 


品 名 
瓣銀 硝子 縛 
無皴銀 孤子碟 
普通 窓 硝子 
患を を 硝子 
屋根 硝子 
其 他 
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二、§1 不明 


支那 自國製 おにして 諸方に 輸出せ られつ、 ある 數量價 格を 
支那 貿易 統計 報 吿に蟲 き】 化 一二 年が 降 一九 一四 年 迄 ー ニヶ 年 
間 じ 直ら 仕向 地 別に 示せば 左の 如し 
ィ 、支那 產稱子 驗出额 
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柳 も 香 灌に輸 おせらる 、硝子 及 硝子 器 類は 每年 四十 萬兩內 
外にして 是 等は まとして 南 支那を 港に 巧輸巧 せらる、 るの ホ 
歡 少ならず 

又 支那 自國 製品の 販路は 支那 查 省に 普及せ る ものなる が 今 
左に 一九 一二 年よ ろ 一九 一四 年に 至る S ケ 年間の 統計を 支那 
を 地 仕向 地 別に 示せば 左の 如し 
曰、‘ 支那 產硝モ 輸出 額 
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な 一、 賓 ち 

S 0 お 

吉呈  二、 襄 臺 

、養 ー ニ 六、 豎二  一、 一壹 

ち 四 一 へ 


一ぉ 


一二 


皇 

真！ 

二 室 
をべ 
己 
蕾 0 


き 一一 


1、 異一  空 一、 晝 
20111  一 養 rii 呈 

九、 四を  一室  丸バ 00 

八、 10<  一、 11K  13 客 一 
三 客 
5 琶 


亥 气た四 

I riio 


ミへ  二、 夕凶  I 一一、 差 0 

八、 きち 二ち、 八 一一  ち 含 一 量、 二老 


四 山 東 省に がける 硝子 ぉ輸 (を) 出入が 態 

扣東 省に 於け る 硝子 類の 需供關 係を 見る に 需要 額は 年令 增 
加 率を 示しつ、 あるは 勿論なる が 之に 應 ずる 藥造 雜力不 をの 
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爲め をを、 靑 接あ濟 南方 面ょ ろ驗 入せられ つ、 ある 狀 態なる 
が 今 山 東 省 博 山に がける 年々 の生產 額は お 硝モ約 四十 萬圓硝 
モ製晶 、約 S 十萬圓 にして 其 等 製品は まとして 沿線に 供給せ 
ら れ其內 一二 割 乃至 S 割 五分 化は 廣 お、 雲 南、 貴 州、 山 西、 甘 
肅 、湖南、 化 京、 天津、 滿洲 地方へ 仕向けら る 其他濟 南、 靑 
島、 四方 等のを 工場に 於て 製作 甘ら る、 硝子 類 も 0 下 化 省に 
移出す るは 頗る 少額に して 約 八 割は 省內 にて 使用し 費消す る 
が况 なろ 今 左に 出 東鐵道 沿線 化 於け る稱モ 類の 發着顺 數を見 
るに 左の 如し 

大正 四牟 度山鐵 主要 驛 取扱 寫 殼 轉訓 S 

驛名靑 島 膠 州 高を 巧 子 繊縣靑 州 張 巧 巧が 濟南博 山 

發 • 一己、1 ニー— 气 一二、 I.  —气 一ち、 一二ち、 お 二八、 四 

着 一 養、 八 S Hi、 一一 《、五一 八 5 2 2 一一气 一な 2 气お 
又 取扱 囉數巧 別に ょら 硝子 類の 異動せ る 狀況を 大正 四 年 及 
五 年の 兩度 化區 分して 示せば 左の 如し 

大正 四 年度  (軍 位 順化 下 一位) •〜' 
四月 五月 六月 セ 巧 八月 九 巧 十 巧 主 巧 さ 月 一巧 一一 巧 一二 月 
八、 岩ち、 《を、 0 ま、 0 こバ三 五、 一一 一更、 四 夕 、ご 浸、 一一 1 夏、 二皇 、二畜 ぶ 

大お五 年度 

を 三き、 四 さ、 みス 、こ 气〇書 、ご III 一ぶ 養、 一一た、 二 冥、 二 養、 五ホ詳 
山 東省稱 モま產 地た る 博 5: に 於け る 生產狀 態は 歐洲戰 就 勃 


發 して 化 巧 欧洲 口 g 輸入： 牲絕 せし 爲め化 前賦店 サし备 .工場 も j 
齊に第 業を 復活して 爾ホ 製が を持續 しつ、 あら 左に 大あ五 年 
の 中に 於イ 積の 驛 ょり 搬出せられ たる 產 額を 月別に ょら 揭く 
巧し 而 して 是 等の 需要 地のを なる を濟 南、 靑 島* 纖縣 、南 淸、 
上海と し 其 他 支那を 地と す 

博 山 驛お扱 硝子 搬 .出額 爲 位正觸 § 下 年 一 神)  • 

一巧 一;- 巧 一一 一巧 凹 巧 五 巧 六 巧 セ 巧 八 巧 化 巧 十 巧 十一 巧 さ 巧を か 

言 3、0 き、 ぶ责 、里な ハ、 と 置、 へ英 .一二 5、 一 這.' M ミの 三气ご 尝 、一二ち、 一一 一一 賽 、ち 

五靑 島に がける 巧 子 品 輸出入 狀 態_ 

一九 一四 年 十一 巧が 靑島攻 落が 前 迄は 硝子 類の 如き 最も 巧 
逸 製品の 輸入 盛な ろしが 戰後靑 島に 於け る獨 逸の 經濟 的基雜 
の破壞 され •たると 驻 义歐洲 製品の 輸入 殆ん と璧む 可から ざる 
現 時の 狀 態なる との 爲 めに 日本製 品 之に 代 かて 巿 場を® 占ず 
るた 至れ 6 偶々 米國 製品 大 々的 販路 開が を 劃策せ る 形跡 ある 
も 船腹 拂 底と 運賃 高率の 爲め 未だ 其 輸入 多から ず 左に 大正 五 
年中 化 輸入せられ たる 數 量を 仕出 地 別に 區分 すれば 左の 如し 
ィ 、靑島 灌硝モ 輸入額  (單位 嘶な 下 一位) 

地を.. 一巧 一一 巧 己 巧 四月 五月 六 巧 セ 巧 八月 ホ 巧 十 巧 里 巧 さ 巧 合計 
上海 气な气 ち 一八、 五—’  I 0、 二 一、 化 Q、<  1、 一一、 二 一、 お四 一一、 一; 八、 口 
大逆 お 、お气 一一ー ニ^ 八 12 夕 、丸一 畐 、四 S 0、 四 气八 ホ、 一二 四、 おさ、 215 

目 本な、 四 三 13 養、 八皇 、か 癸バ吳 、こ 一、 おち、 S 芸、 ご 13 11 云、 ホた、 0 i ろ 八 
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た 化’  i 一お、お 二、 Q ! つ ご气 か賽 、お 一 1 i 一四、お一お、ロー奠、《 

臺臀  i 1 1 ! — 1 1 I 1 .! 品、 0 10、 〇乏、 0 
天津，、 I ' i — 5、 一 i I.  I 
芝を ！‘. 1 0、 二.—  ！ 1 I 


— 1 1 ミ ー 
I 1 1 气 一一 


i ノ < : 

右 之 如く 靑 島は 硝子の 輸入 避た るは 勿論なる が一 方 ホ 博 山 
硝モ 類に 關 ずる 嗜好 適否の 關係 によ A 或げ 相 摸 高低の 都合に 
より 此 地，^ 經て 他方 面に 輸姐 ホら る、 額も歡 からず 左に 大あ 
お 年.！ 巧な 降 十二月に 至る 間に 於で 靑 島よ な輸が せられた る 
仕向 地 別と 數 量を 示せば 左の 如し 

. 包、 靑島 硝子 輸出 額 (単位 嚷な下 一ち 

地名】 F 二 巧 一一 一巧’ 四 巧 五 巧 六 巧 七月 八 巧 九 巧 十 巧 玉 巧 ま 巧を 計 
上海 タバ 夏、ご芸'。化 怒、1^ タバ 吉一、也 吉、0 ご蓋ぶ き、ぉ 晶、ぉ 袁、ホ 驛、一 を号】 


芝を 


11、九一、か1、《3一10、凹 


大谨巧 八 愛、 ュ气！ お、. 図た 0 芯. 化這バ 夏、 〇臺 、ごち 四 0、ニ ー 皇运 


天津  — -I  I 

牛莊， 1 — - 

日本 气 お.！ ちか 二 气 

た 川 ！ ' 1 - 

ま那淮 1 • — - 

香港 1 广、 個. . 


量、 四 二 四、 一 ちぉ 一 登 ご 一 

— 1 — 32 


气一 f 八 


2 


竞 、二 


! .0、 ち — .わ、 お ■ — I 1 — 1 0、 へ 
1 1 — 0、 一.- 1 1 1 1 — 气一 
! — ‘ 1 1 1 — j 1 1 0、 四 


靑 島に がける 千 化 百 十 年な 降 千 九ち 十 お 年に まる 六 ケ年禪 
の输 巧入數 梟あ價 格を 示せば 左の 如し'. 


S 云 2 S. 岩 S S 

か、 爱 四、 畏 < ir 突 四 一一、 か 一ぶ. 一 這 一、. 薑 
一品 •を皇 、夏 か 一<、 養.. ニニ、 一衰 . 1 ! 


輸入 j を 礎 子 一、 さ, y 
. t 硝子 器 呈、 留 一 

輸巧贿 子 器 3 ぶち 雲ち 賽 か、 窒ち 5 .二、 三 一】 ちた 一二. 
備考 千 九 巧 十四 年は 一巧 ょら 八月 ま V 千 九 百 十五 年は 
化 巧 ょら 十二月 或で とず  . 

ホ 上海、 天津な 芝 e 不槪 が"  ‘ 

上海に 輸入 せらる、 贿モ 類は ま扛 レて 白耳義 品に L て 之に 
次 r を英國 品. 姨匈國 品、 獨逸幽 品と す 板贿モ 輸入額は ニヤ 
五 萬 乃至 一一! 十五 萬 海關兩 にして 支那 總 輸入額の 約 四 割を もめ 
其 內四割 乃至 六 割を 上海に ィ "消 帮し其 他は 長江を 遞化 支那 諸 
灌 南支 福 州 等へ 再輸出 せらる 义滿モ 器 製品 輸入額は 二十 萬 乃''. 
至 四十 二、 一二 萬 海齡兩 にして 支那 總 輸入額の 四 割 乃至と 割を 
占む 歐洲 戰亂 後は 前記 輸入品が 絕 せし 爲め 本邦 製品 之に 代ろ^ 
て殆 んど獨 占の 觀 をな し膊 々少額なる 米闕 製品の 輸入を 見る 
に 過ぎず 而 して 一般 硝子 類 相 壤は戰 前に 比較し 約 二 巧 至 一二 倚 
に 騰貴せ り ... 

芝 巧に 輸入 せらを、 贿ぞ 類は まとして 窓稱モ にし- ィ "'.其 化の’ 
硝子 製品は 頗る 少額を 6 從乘 輸入 窓 硝子 设殆ん ど 白巧義 .製 丢 
瓣紅雙 人が あ 淨牌壽 星が を まとし 是 等な 尘海 商人の 手を 經角 
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して 購入せ られつ、 あろし が 是亦歐 洲戰亂 の 影響に よち 目下 
製品の 輸入 杜絕 せら 然るに 之に 代つ て 輸入 さる、 日本 硝子 製 
品は 粗製濫造 にして 曇 多く 評判 甚だ 面白から ざれば 此膝 優良 
品を 輸入して 販路の 開 巧を 劃策す る ことげ 要に して 且亦最 好 
の 時機なる が 如し 天津は 輸入 せらる、 硝子 類は 窓 稱モを 始め 
其 他の 種類を 種、 を 樣 にして 其 種類 化よ ろて 生 產國を 異にず 
るが なる が 其間义 製品の 良否に よろ 自ら 別して 上下の 二種に 
區 みせられ 白耳義 •.獨 逸、 澳國 、英國 等の 歐洲 品は 何れも 上 
等 品と して 取扱は れつ、 あろ 然るに 近時 查く其 輸入を 絕 つに 
至ろ たれば 此騰 日本製 品は 芝果に 於け ると 同じく 精巧 おを 輸 
入して 日本 品の 聲價 を窩 め歐洲 品に 代つ V 一般の 需用を 滿を 
せし りる 樣 努力す るの 必要 あろ 

セ 山 東 省に がける お 子 製造 化 及 巧 巧 店 
古 ホ 山 東 省に 於け る 硝子 製造 地と しては 先づ 第一に 博 山を 
屈指す 可し 之れ 燃料 豊富、 勞銀 低廉なる ニヶの 工業 的 有利 條 
件を 具有し 殊に 原 斜潤澤 なる 天惠的 好配 劑に 基き 此 地に 硝子 
工業の 起原を 早から しめたる は 自然の 理數 とすべし 而 して 時 
代の 變遽に 伴 ひ 斯業 亦 盛衰を をる 能は ず】 起 一 倒 常な からし 
が歐洲 戰亂勃 發な來 輸入 杜絕の 爲め博 山 硝子の 需耍 著しく 增 
大し每 月 製造 高 六 萬 巧 至 八 萬圓じ 上ら 近時 頗る 活氣を 呈し居 


れら其 製品 種類は 板 硝子を まとし 絲硝モ 細工 お 及 硝手器 類に 
して 其 起原 古く 從 前ょ A 旣に 一定の 聲價を 有し 居ろ し 關係上 
傳山 硝子の 名稱は 支那 查 省に 普及し 化は 遠く 黑龍江 ょら 南は 
遙に 南洋 方面に 及べる 默况 なろ 而 して 博 的に 於け る 硝子 製造 
場は 驛ょ 6 南方 八 下 顏神鎭 に 密集し 少なる 工業 區 域を 形成せ 
ら其 をなる エ壤は 

ぶ 稱 資本 額 職工 數 一日 製藝 

福 源 玻璃 逸 二 〇、 000 が 四 0 人 二〇函 
山 東 玻璃 爐 一 0、 000 が セ 0 人 四〇函 . 
信 成廣爐  一 〇、 000 元 li‘o 人 一お围 
義巧 玻鸡爐  二、 000 元 一 五 人 セ函 
長泰 玻蹲旌  一、 000 元 一 五 人 ，-  化 屈 
義 盛義进  rooo 元 一〇 人 五齒 

にして が 上は 何れも 板 贿モ專 巧 工場なる が此 外は 小規模 エ據 

と あろ 尙 別に 硝子 エ矯 としては 

絲 硝子 製造 工場  一二 十 絲硝モ 細工 場 八 
棒 硝子 製造 工場  四十  從前 子細 工場  五十 

あろ 又 現今 支那を 地に 點在 せる 硝子 エ瘍の 過半は 日本人の 經 
替に 係ろ 現今 山 東 省內に 於ても 邦 人工 壤四ヶ 巧を 算ず 靑岛一 
一、® 方 一、 濟南 二と す 

靑島比 治山 即 化を る福泰 公司 硝モエ 摸は 現今 邦人 職工 八、 
支那 戲エ十 S を 使用し 炼解 遮】、 仕立爐 六を 設備し 製品 穗類 


が 


は多樣 にして 目下 場 類を 主と する る 漸次 爐數 を增し 職工を 如 
へ 板猜子 製造の 計晝 あろ 原料 及が 禍は巧 地な を 燃料は 博 山 お 
を 使用せ ろ 先頃 一度 博の 產出 天然 曹達を 試用せ しが 成蹟 不良 
ならし 爲め爾 來巧地 曹達 灰の みを 用 ひ 0 、 あら  ， シ 
四お驛 ょら 西方 約た T に 化 東 玻璃を 資會社 あろ 現を 邦人 職 
エ 四、 支那 職工 八を 使用し 製品は ホヤ •澄 籠、 場 類、 ヵンタラ 等 
をる え 漸次 ホヤ 製造 專巧エ 類 おらし む 可し と宏 ふ-‘....：’^ 
濟 南に 於け る 邦人 經營の 硝子 H 瘍に山 東 玻璃 製造所 及怡昌 
洋 巧の ニブ あろ 何れも 邦人 及 支那 職工を 使用し 原が 及 巧禍は 
殆ん ど內地 おを 用 ひ 目今 事業 盛大を ちとを ふ 巧から ざる も漸 
を 追 クイ 擴 張のを 圖 あろ 製品は まとして ホヤ 類なる も 其 化 壌 
笠 類の 如き 支那 向 注文 日に 月に 增加 L ク 、あら 尙濟 南に 支那 
人 經營に 係る 扳滿 モ專門 H 瘍 ある も 頗る 振は ず 僅に！ 日二函 
を 製造す るの み 左に 目 本人 經營に 係る 滿モ エ場の 一般を 示さ 
んに  ’ . 


巧 巧 ホ 地 工場を  資本 額 


廣泰を 司 


設立 
年月日 

大正 五 


i ケ年 
裝造离 


裳 品種 類 
醫巧用 化 學巧奪 


鬻^:|辭 靑 島 松岡氏 ミ〇〇〇 慧が ゴ1〇、0〇〇  5黯註 

鐵懿四 ホ 大莲一 〇、 08  1 店】 ち 00 〇ホ 卞其纔 笠 類 


ミ、 000 


六 

同 六 年 


二、 00 0 ホヤ 其 他 場 類 


を 巧 お +1 薑 

怡昌 ホ 巧 お 南 ル 慈 巧 氏 io、 000  ホ^一 一一 0、 000 ホ卞 


.硝モ 品な なお  、 

山 東 省に 於け る專巧 的 硝子 取扱 店は 僅に 靑島濟 南に 二、 I 二 
あるの み 其 他を 地の 取 あは 支那 人が 副業 的に 行へ る ものな 6 
女 博 山に ては 製造 ま -V 注文 者との 盧接 取引に 係る 故に 特化 巧 
子 取扱 巧を し 左に を 地のを をる 取引 店を 列記す 可し 

靑 ....島 

一,'....'. 日を： 人 1, 

高 橋 商 會 がほ 商 行-巧 尾稱子 商店 
支那 人 - 

福 順 泰 德發 巧 義ホ通 ハ； お 裕風ハ 

濟南  、'!. 

日 本 人 - ^ 

玉并 洋行 支店  が隆ホ 巧大國 洋行 
ま那人 

育生 大藥房 ’ —— 

八 原 お 

古來 支那に 產出 する 硝子 原 巧は 頗る 良が を卜 ろとの 說を唱 
ふるもの あるん 之れ 極めて】 小 部分を 指示す る もの 化して 槪 
お 的に 評する 時は 餘が 上等の 品質を をせ ず 到底 優良品の 原料 
たる こと 不可能を ちと 云 ふ 今 左に 珪 お、 硝 お、 蠻 石、 ぶ硝、 
るが 等の 產 地を 列記 せんに 

山 東 省 博 か 湖南 省長沙 附近  ■'直 隸を 巧を 巧 ホ 

なおを 宿遷巧  廣 東を 新を 膝 やお お ホ •一四 川 重を 附近 


が 


.が 化を 巧 昼 府下  奉 天を 巧ち お 附近  福を 省 晴悄地 ホ'’， 

等なる が 就中 量の 豊富と 質の 此較的 良好を るを 山 東な 蘇兩省 
とす 而 して 出 東省產 出の みを 產地 別に ょれは 左の 如し‘ 

品種  產 地 * 

珪お  '化 庄、  挣搔、  西 山、 -東の 
r を お 代庄、  西 山、  黑 山、：  ，ジ' 
皮硝  新 城 縣、. 高 源、  r'.' 
硝石  新 城縣、  . 

を お 歷 城縣、 泰莊、  . 1 . . I 

樽 山 硝子 エ攘 にて 使用せ る 補助 原料た る 曹達は 從ホ英 •獨 
の 製品を らしが 歐洲 戰亂後 相場 暴騰と 輸入 杜絕 との 爲め新 城 
縣 附近 化產出 する 天然 曹達に 幾分の 加工を なして 試用せ る も 
結果 良好 をらざる にょろ 優良品を 目的と するとき は 本邦 大阪 
製品 巧 巧を 使用せ る處 多し 又靑 島、 四方 及濟 南に 於け る 硝子 
工場は 何れも 邦人 經營に 係ろ 從 y 製造 方法，' る進步 せる 方式に 
則ろ 且ま要 原料の 如き 殆 A と內地 おを 用 ひつ、 あら 昨年 靑島 
硝子 工場 化 於 V 曹達 代用品 とん V 博出產 出の 皮硝を 試みし も 
全然 失敗に 歸せ ろと 云 ふ- 

今 左に 博 山贿モ エ場に 於て 調査せ るを 種 硝子 製品 別 じよる 
混合 原料を 示せば 

: L 板滿モ 製造 原料 

摘 巧、 壁 石、 珪 石、 信 お、 孟養 お、 曹達、 硝子 屑、 木炭 


:と絲 硝子 梨 造 厭が  . 

.:硝 巧，‘ 巧 灰" 珪お^ 木炭、 曹達 
に 棒 硝子 製造 原が  . . . 
: 硝 お、 蠻 お、' 木炭、 白藥巧  . 

女濟 南、 四方、 靑 島の 邦 人工® に 於け る 混合 原が 左の 如し 
:ド 無色 稱モ 製造 原料';  > 

珪 巧、- 硝 巧、 ブシ ダン、 石灰、 曹達 灰、 

: ’.V 曹達 灰は 內地 製晶巧 巧擾夺 巧、 •一般に 使用 せらる 
'.ご 一白 色 硝子 製造 原料； .‘  ： ， 

: 珪巧 、硝石、 マンダン， お 灰、 曹達 灰 V 巧 お、 蠻 巧’ 
V 光明 舟、 亞祇 酸、，.：* 

巨 色 硝子 製造 原料  * 、 ..：  ，. 

い珪 お、 硝 巧、 ァシ チモ ニ—、 石灰、 曹達 灰 •测酸 末 
'‘ 着色 硝子は に 製造 原料に 着色 劑を 加味ず る もの 化し V 例 令 
ば 赤色を 目的 甘 ば 金を 硝酸と 鹽酸 にて 溶解した る 金 液を 用 
ゆ； 0 が 如し 又 硝子 梨な が 品質は まどして 原が の 優劣に ょるょ 
は 勿論を るが 其 混和の 割が 如何 も 亦 製品の 强 度、 光澤 •耐火 
力.、" •.烙 解 性 等に 至 深の 影響を 及 保す もの なれば 參考の 爲め現 
時歐 米に 於て 用 ひられつ、 ある 基本的 原が 混和の 割合を 左に 
示すべし  . 'レ 
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品種 i 酸. 夕 .皆 t 卜ぉ 灰 ' 酸化 銳 . f 驚 
上等 恣 硝子 七 一二 一一、 五 S 一一  I 一 
普通窓硝子 セ〇  ; { 二 一1  ニニ  1 一 
硝子 舰類六 〇 ごー  ニ 五 ■ ! セ. 

鉛 硝子 五 〇 ' 1 一 I 1 S 八 0、 五 

にして 娜 酸を 加 ふれば 耐火性を 强 くし 酸化 ァグ ミニ ユ ••ム は 
稱子 强觀の 度合 增 加す 义 着色が 料と しては 3 バ八卜 は 驚色ク 
ロミ クム 又は 銅は 綠 を、. ゥラ ニユ r ムは 黃綠を 又は 蠻 光、 骨 
皮、 雜酸力 V シク ム 或は 釀化 錫は 不遽 明なる 乳白色を 呈 する 
に 用.； 5 らる (ホ 完)  ‘ 

its  變 み^^^ 

.▲素地 原料と しての 潛お 

錐冨  ， V 
素地の 成分 やに 凍 お 又は 潑 巧を 使用す る 事に つきて は 窯業 
書中に 其參考 記事 少なからず。 Dilio 口 巧の 著書 poilaie ご 一一 
一貢に 支那 人に ょな て 此の 鑛物用 a られ たる 記載を ろ、 又 同 
書 S 五 化 頁に も warcesteH にがて 一と 四 六 年頃 用 ひられし 一二 
の 一’‘ の 凍 おを 含有す る 素地に ソ きての 記述 あろ、. 尙 この 鑛 
物が 或 種の 支那 伊太利な 西 班巧邀 品の 成 か 中に 混を せし 事 も 
共 化 記 ぶれ々 ろ。 麥 Tetat 巧は！^ eco 養を Ce ち S ぷ § 第二 卷の 


一一 貫 乃至 一二 頁に 於て 化鑛 物の 使用に つき 述 ぶる 所有ろ。 

Brong  口 art 巧は Traitesdesar を soefa 良ぶ U まの 第一 卷と 一’ 
頁に で 凍 巧は 時み 其 少量が 素地に 混ぜら る、 事 有る も 稀' に 用 
ひらる、 のみと をへ ろ。 同馨 第二 卷 四. 頁には 一‘ <0 と 年 
伊太利 ーピた 口に 於け る 磯 器 製造に 凍石を 使用ず もと 記された 
ク其瘍 合 素地 中 凍 おは 二八％— なる に 粘 止は 僅かに 九％ 化 過ぎ 
ず、 然して や、 黃 味と 半透明 質と をを ずる 攒 良なる 素地を も 
と。 而 して これを 使用せば 熱度の 變化化 抵抗し しかも シン タ 
•- ブング ポィントと メ八 チン グ ポィントとの 間 甚だ 廣き 範圍 
を 有する が 故に 素地に 急激を る變 化を 起す ことな かろ さと。 
又 同氏は 同類 調合 物に て數穗 の實驗 をを しが 結果を 得たら レ 
が此 複合 チュリンの 製法は 一切 探ら ざろ き、 尙 一八！ 一一 年頃 
西 班ずに 於て 製造され たる 含 凍 お 磁器は Tl】ri り產の もれと 同 
樣 なること につきて 記したら。 因 egeinan 巧は Des  Porcell 旨 瓜 
の 一二！ 一一 頁に て 凍 巧が 無 釉磯器 及 5 を opbanie 及 oraqule  glaze 
の 製造に 有用を るよ を 記せ 多。 呂を sa 口 養 一ち ac 巧 cal . pott を y 
一四 頁 化は 六％ の 凍 おを 含める 巧 rencli  IJimog 裘 oh-ina の 
製法を 載せたら。 110 bland 巧は】 九 〇 六 年の S ち echsaa 一六と 
一二 頁に て微 右が 普通の 粘 ± 類に 類似の 性質を 有する ことょろ 
雜器 製造 上に 有効なる を增 へたら、 同 蕾！ 九！  0 年 so お 頁 
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にて は 潛お及 粘 ± の 吸水 量を 比較し 殆ん ど同樣 なること を 記 
せろ。. 

Pu を American  Ceramic  Socie 夕 第と 卷一〇 五 頁に 巧敷克 
の スラ^クス として 滑 おを 使用した るに 良 結果を 得 ざ 6 しを 
報 •をら。 Dauai 氏は 容旨 扫 alofgeology 12二】， をの 一一 一二と 頁に 
が V f お齡石 (潛 お} は 磯 器 製造に 供し 半透明 無釉 器を 製し 得 
ら るれ 共 熱の 些少の 變 化に 對し 脆弱 化」 と 云へ ろ。 

上記を 槪 おする に 吾人は 潛石 又は 凍石は、 有用なる 性質を 
有ず るが 故に 素地 調製に 良好なる 原が として 古くよ ろ 認めら 
れ來 ろし ものなる ことを 知れら。 

實驗 

實驗の 目的に 選擇 された る 素地は 次の 成分を 有す、 


飄か參  V A け 0 ヴ 
ま ： h • S 47.5  た .5  当. 5 
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微 おは 陶器 原料 供給 商人ょ-^ 求めた る ものにして 第一 表に 
記されし 調合 比に て 使用 せら 然して 之 等の 調合 比を を 0 るに 
隙して 潛巧 成々 中 殆んど 其 S 分の 二の 珪酸 量に 對 ずる 斟酌を 
施ず 事 必要 化。 (滑 巧は 珪酸六 二、 八 普 ±s 一二、 お 水 か S、 とバ 
— セントの 成分を 有す) 其 結果と して 珪酸 量の 適當 なる 贼少 
をな せぶ、 從 V 潛 石の 量は 增加 せしめら る。 
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〇 目の 寒冷紗 歸 じて ふるわが がを 覆 ひたる お膏板 上に 均一の 
厚さと して 移さる、 水分の 適量 吸收 され 素地が 操作し 得べ^ 
狀態 じなら たる 時 布に 卷 かれ 濕 ろた る瘍所 にが へらる、 かく 
.して 少く とる 一週間の 日 數を經 さし 0 べき ものと す、 之の 期 
間を 經 過した る 後、 燒成後 高さ 化 .V 四 •お經 TISl 、 直徑お •五 
經 (^7 厚さ 五 乃至 六穗を 有すべ さ 樣碗狀 試 驗體に 製 形す。 然 

る 時は 總て 
の 素地は、 操 
作を 易と な 
ろ强勘 化し 
て 乾燥す る 
とも 弱から 
ず 0-. 

碗 狀體を 
作み たる 外 
.に尙 型を 用 
a て直徑 一二 

入禮聖 

厚さ 一. •二 
五權 (r) の 


第 


二 


圖 


た 

が 


イ 4 

糸 


タザが- . 


觀 板を 造れろ。 此 等は 收縮 及を 化 質の 檢 をに 供す。 尙長四 •六 
泉 蘇) 幅 一又 纏 ぶ 尖 頭 T 一泉 立ょ $ 五泉 立に 至る 

リたたたをを里ご杳一^^，}、 .£11-参月おミ巧£こも^、 お窜り巧扶當ホ 


觀 1 一個 宛反轉 して 匯體に 人れ られた i、 模か然 女。. 

燒 成は、 實驗用 おお 窯に てゼ I グ八錐 六、 八 及. 一】 蕾に で 
巧 はれ 二 〇 乃至 ニニ 時間を 要せろ。 

ゼ 1 ダル 雛た 潭燒成 結果 

色調 一般に 滞 おの 混量增 加は 白色を 與ふ即 著しき 變化懿 
めら れ たろ。 例げ D 類八號 乃至 ニニ 號は 甚だしく 黄 調を 呈す 
るに 反し 一號 乃至よ 號は總 V のぅ も 最も 白色 化 之 等は 熱の 些 
少の變 化に V 當然 起るべき ものと 思は る 何とを れぷ其 等の S 
角錐 を 匿體に 入れられ 同種類 錐の 最大 變 化を 示ず が 故 化。 
尙黃調 呈色の 者は 劣等 半透明 化き。 

破損み に擧 'C るを のが 軟化の 前兆を 示しつ、 乘れ る支臺 
の や、 著しき 狀 態に あらと 雖も しかる 破損す るには 至ら ざろ 
I き。 即 B 類八號 乃至. ニニ 號 C 類八號 乃至 ニニ 號 D 類六號 乃至 
ご 一 j 號 E 類八號 乃至 ニニ 號 素地 之 化、 

，.半透明 及 其 成 生 模狀試 驗體と 一六 觸 電光との 間に 反が 格 
去を 入れて 檢 せられし が滿 足を 與 ふること 能は ざら き。 其 故 
化 木媒の 頂上に 切られた る 格す 內 にして 直下を る 巧に 電球を 
紳 入し 厚さの 均一を 見ん が爲 に測徑 したる 後 格子の 上に 電球 
を 覆 ふが 如くに 碗の 側壁を 置く'、 

其瘍 合に 於け る此 法は、 不充分に して 透明度の 精密なる 比 


較を をす 化かな きも 素地 調合 物の 調合 率の 如 侃を る® にが 
透明度 生じ 又 成み 變化 にょる 如何なる 攘 合に 之れ を增 し又减 
ずる かを ぅな づ かしめ 得たら さ。 尙 一層の 正確を 知らん がで 
めに 光線と 試驗片 との 間に 細き 針金を 禪 入したら しを かの 僅 
かの 半透明 度に ては 針金が 照界を 切ろ て 動かさる、 に 非れば 
認められず 、之 操作に 於て 針金の 番號 を變ぜ しむる 事例へ ば 
細き 線に 代 ふるに 太き 線を なて し 一層 判然たる 表出を 得ん と 
せし 努力は、 無爲に 終れろ 細 線の 影は 殆んど 太 含 線の もの、 
如く 見 ゆるが 故 化。  - 
結果 

A 類、 半透明 狀態 無し。  ‘ 

B 類、 よ號 ょろ】 S 號化漸 時半 透明 質を 增 せどる さ 音で 
著しから ず。 

C 類、 五號は 僅かに 半透明 質、 が 降 僅宛增 加。 

D 類、 一號大 、と號 に 至る 迄漸 加、 乂號 乃至 ニニ 號は僅 

E 類、 〇號は 僅か、 一號 は增漸 加。 

ゼ 1 ダル ーニち 錐 八 番燒成 結を 
色調 潛 おの 增 加に つれで 白色 又はが 色を 呈 す。 

素地 面 C 類六號 乃至 ニニ 號 D 類と 號 乃至 ニニ 號 E 類お號 
乃至 ニニは 發袍 したろ。 


: .破損 
A な 
B 類に 
はなし 
然お潑 
お 混合 
量大を 
る もの 
.、軟化 
は 支持 
ずる片 
狀臺に 
あらは 
る、 故 
にを 易 
に 知ろ 
得べ し 

蓋し 試驗 おは 其 上に 乘 せらる、 化、 C 類 九 號は屈 座す る 傾向 
を 示し】 〇、 一二、 一一 一一 號に 於て 著し、 D 類八號 乃至 ニニ 號 
W は慘 た々、 E 類は ぶ號化 始まらな 下查然 破壊 せら。 


.半透明 度 ’ ‘ =片.％:...0 半 

^ 類、 八號 僅かに あち、 な 降增加 さる。-. r;- 心、： ぃ r 
’ B 類、 四號 におる。 

C 類、】 號化始 る。  . ‘ 

D 類、 〇 號旣に 有す。  ‘ 

次の ものは 殆ん ど同樣 なる 半透明 狀 態を 示 ザり、. 即 A 類 十 
號、 B 類 一一 號 乃至 お號、 C 類二號 D 類 〇號么 也、 E 類 〇號は 
前者 何れよ ろる 大 化。  > ‘ 

•ゼ 1 ダル 錐 十- 番燒巧 結果  -/ 
八番燒 成の 際 甚だしく 損ぜ しものは 缺 く。 

色調 僅か】％ にて すら 潑 おの 增 加は 白色 又は 灰色を 增ず 
素地 面 A 類】】 號 乃至 一二 號 B 類九號 乃至 ニニ 號 C 類 お 
號 乃至】 S 號に 僅かに 雖泡 せり D 類 及 E 類には なし" t , 
破損 A 類は 一二 號よ 6B 類は 八號 よろ C 類六號 D 類六號 
E 類 一二 號よ 6 を漸 時に 始 うり 其 破損は を 急激に 增加 せろ。 

半透明 度 A 類は 八號 よろ 僅かに をせ 類〇號 C 類〇號 
は大、 D 類 一四 號は 甚大、 半透明 度は 何れの 傷 合に も潛 おの 
增加 によつ V 甚だし。 比較 上 之 等の 內少 許を 撰べば、 

A 類 九號及 B 類一號 は殆ん ど同據 なる 半透明 度 化、 

A 類 一二 號な C 類 〇號も 殆んど 同様、 
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總 V の瘍 合に 於て 潛お 混入 實驗は 其 混ぜざる ものょ ち も 一 
層 白を 透 射 光を 輿 ふる 事に 注目せられ たらさ。 

磨剝及 冷却 試驗 

磨剝試驗 前述素地片のゼ^ゲグニー角錐八番あ一 一番に燒 
成した るを 調合 物. 一個 宛を 磁器* 小ボ I 八 ミグ ( ー ガ n ン 入) 
に 入れ 一 0 時間 迴韓 ず、 結果は、 各個の 百み 减 率を 計算して 
得らる、 其瘍 合懿圍 廣さ變 化を 生ぜし が 其 不規則を 調停して 
第二、 一二、 四圖化 示した る 注意 すべさ 曲線を 得た ろ。 

冷却 試驗 得られた る 結果は 甚だ 不満足なる ものにして ロハ 
其方 法の 不完查 を 示した るの み。 先 比較の 基礎と して 通常 家 
庭に て 使用す る バン 燒 用の 白線を 施した る數 個の 妬 器 碗を 求 
めた ろ。 其 等は 異なろ たる 製造 化か、 ろ、 J は 商標を をし、 
他は さる ことなし。 之 等は、 窯 巧に て 一四 〇 度 迄 熱せられ 一 
〇 度の 溢 度を 有する 時 水に 投入 さる、 然る 化釉藥 にず らも 少 
しの 損傷を く數 回のを 覆に も同樣 結果な ろ さ。 前述 試驗 品の 
數 種る 此 法に て試驗 されし が 認識し 得べ さ 影響な からき。 依 
て 此試驗 は 放棄せられ たら 然して' 本， グ八キ グンは 巧よ 〇 度 
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た迄熱せられ巧器碗は巧禍に入れられパ ィゎ メ r 夕 》がを度 
をが したる 時 碗は、 水中に 投入 さる、 此方 法は 一〇 回 反覆 さ 
れ たろ、 八番及 十一 番燒 成の 試驗 品は 僅か 數個 破潭し 巧る の 
みに て此試 驗に耐 へたら。 內慘 たる 破損を 巧した る もの あろ 
之れ 氣 化に 吸水され たる 水分が 急に 水 蒸 氣に變 ずるが ため 化 

之 等の 試 鑛は不 完查に 進みつ、 一を の 水量が 巧 器 碗 及試驗 
•品に 入れられ 烙融 點攝巧 一ニ ニニ 度の 錫 小片が パィ ロ メ- 夕— 
の 代ろ に 置かれた ゎ、 然る 時 水は 蒸 發し去 6 錫は 烙融 せクと 
雖も尙 何の 害 もなか 6 き、 尙 未だ 媛か^ ぅらに 冷水に 浸ず も 
亦 影響な かろ さ、 されば 漸時 此試驗 のはげ しさを 增 さんが 爲 
に 錫の 代らに 亞 鉛の 小片を 用 ひ 之れ が 攝巧四 一九 度に て燦融 
ずるに 至 6 器物は 冷水に 浸されし が 何事を をからき 故に 吾人 
は 此の 目的に 對 して 完查 なる 試驗 法を 硏究 しつ、 あ々。 

然れ共 此の 妬 器 碗 搜試驗 品 (牠 ± に 富める ものを 除き) は 
ゼ t ゲ 八爐にて熱し急冷すれば輪が片に破壞さる 、事を氣附 
けク。 

約言 

素地 原料と しての 滑 巧は 素地 成形 操作 上に 影響す る ことを 
く 粘 ± 混合 量の 代用と して 著 量を 混入し 得る もの 也。 ロハ 僅か 
の 量が 混ぜら る、 のみ にても 製品の 半透明 質を 增 進せ しいる 


に 勘 かすべからざる 効果を 有ず、 光線が かくの 如き 半透明 質 
の 器を 透して 傳 はるは、 其 器物が 白色 良質なる 所な 化。 製品 
の 白色は、 潛 巧の 添加に よつ て】 曆 進み 或る 調合 物に 至クて 
帶灰 調と なる。 

潛 巧は 素地 中に て 其 硝子 化を 增 進せ しむ •而 して 漸時 進み 
て お 灰の 特長た る 急 燦融を 起す こと 决 してな し。 

素地に 對 ずる 潛 巧の 漸 加は、 或る 範圍に 迄 至ろ て、 磨剝 試. 
驗 にて 知 6 たるが 如く 硬度を 增 ず、 此の 增 加は 總 ての 長石 含 
有 物試驗 にがて 注意ず べ&事 化。 この 事は、 K ミ】 ちな 巧 (pro— 
oeedlBg  Co ピ grnss  0^  Applied  ohemistry、  Abs す Juitw 
' E 己 glisli  Ceramic  socie  夕 vol.  vs  一； Pag。 s) の說 とよく  一致せ 
6 即ら 「通常の 石灰 質 陶器は 比較的 破壊し 易し 素地 中 お 灰と 
同量の 菩± の 混入は 巧 又は 壓に對 しで 一層 大 をる 抵抗力を 與 
ふるる の 化」 と 0 

(•Tnlusaction  of  A.  C.  8.  Vol.  X.V.)  (小 林) 

. が I 

|<屬  信 

. セメント 界の 將來に 就て  議 •關 

仙 旧 生 

昨年 初夏の 候よ ら漸昇 的に 上ろ たる セメントの 市價は 昨冬， 
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ょろ 今春に かけ 稍 小康の 觀 あろし が 又もや 反撥 的狀 態を 化て 
奔騰を 續け 今や！ 樽 化つ き 八圓な 上と 云 ふ 高 憤を、 W て 何人も 
之を 怪し 咬ざる 形勢と なれろ、 か、 る 高價は セメント 開 創な 
ホ 極めて 稀に 存在した る 現象に して もれ も 瞬間 的の 事を ろし 
に 今回は 約 半年に 直ち て 之を み續 しし かも 當 分は 低落の 見么 
付 含 難き もの、 如し、 セメント 當 業者と し y は 誠に 結構なる 
次第 をれ ども® V 周圍の 事情を 見れば セメントの 騰貴 程度の 
如 さは 殆んど 物の 數 ならず、 甚 しきは 十倍が 上に る 上ろ たる 
もの あるを 思へ ば戰 亂繼續 中の 現象と して 當然の 事な りと 云 
ふに 過ぎざる べし、 然るに 昨今に 於け る セメント ホ 便の 騰貴 
は 著しく 世人の 注意を 喚び たる もの、 如く 所々 に 新 計 畫の遂 
巧を 見る に 至ろ 從巧 捨て、 顧みられ ざ 6 しお 灰 山が 採掘の 運 
命に 逢會 せんとす るは 人氣 作用の 如何に 現實 なる かを 示して 
餘り あらと 云 ふべ し。 

蓋し 戰爭を 一轉趟 としてを 種の 事業が 發 展の氣 運に 向 ふこ 
とは 從 ホの 例に ょろ 明白に して 產 業界の 隆昌 極めて 慶賀ず ベ 
さ 事 をれ どる、 所謂 戰 爭乂氣 によろ て計畫 せられた る もの、 
巧 何程 かよく 其 目的を 達し 得る やを 考量す ると さは 又 之を 悲 
觀 材料と なさ •、るを 得ず、 畢竟 戰爭 時代の 計畫は 沸騰した る 
人氣を 利用し すべてを 有利に 解釋 して 固を 資本の 割 鳥を るを 


顧みず 又は 製品の 標準 市價を 過大視す る 等 不知 不識 冷靜 をる 
計算を 逸する が爲 、一朝 磋跌 ずると 含は 玉石混淆 終に 崩壞す 
るに 至る をが V なり。  ' 

化 理論ょり 推して 目下の セメント 界を 見る に巧價 騰貴の 結 
果 空前の 好况を 示しで るを 3 て 旣設會 社の み にても 旣に猜 張 
增 設に從 事せ る もの 少 からず、 中には 最早 完成に 近づける る 
の あろ、 若し 之に 新設 計畫 のる のを 加 ふると 含は 實に 莫大の 
供給を 見る 譯 にして 斯界の 爲其 發展を 慶賀 すべさと 典に 半面 
に 於て は 一朝 需給 不 平衡の 時期に 入ら ば慘擔 たる 形勢を 誘起 
せんこと を 憂へ ざる 能は ず。 

試に 旣設會 社に 付て 見る に 今回 增 額した る 資本金を がて 從 
ホの 資本金に 比較 すれば 實に 次の 如き 狀 態を 示せろ。 

鱗 現せ 這惡 現せ  声ェ 引が 加 額 
總 資本金 額 一二〕、 を 置、 浸 0 一ち ホ 全、 02  呈运 0、 含 L 
拂み 資本金 额 与ス 2 〕〕  一 一二’ 1 養、 至 一二’  四、 室 2 お 
ホ 拂込資 み 金額  ニニ、 這 二、 芝 0 凹、 黨 < 、一一ち  八、 开 S、 黃 一二 

即も從 ホの セメント 會社總 資本 額は 千よ 巧 六十 八 萬 五千圓 
なろ しが 現在に 於て は 其と 割 五分を 增 加し VS 千 九十 二 萬 五 
千圓に 上ろ 拂茲 資本金は S 割 五分を 增 加して 千 八 巧 餘萬圓 と 
なれろ、 僅 ミ 半期 間に 於て 此の 如ろ U 急激なる 膨脹を なせし は 
一見 頗 ぶる 猪突 的る るが 如き もこは 從 ホ計畫 したる ものが 化 
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際】 齊に 之を 發 表した ると 周醫の 形勢に 迫られで】 時に 成案 
を 作々 たるる のが 嬌饒 したる 結果に 外なら ず、 而 して 化の 如 
く 旣設會 社の 積極 辦擴 張を なせる にお はらず 更に 新設 會 社の 
發 起せら る、 もの 及. 他穗會 社の セメント 兼營 をる さんと する 
もの あり、 若し 此 等が 一齊に 事業を 開始して セメントの 供給 
をな す 事と ならば、 將來の 形勢は 如何なる 成 巧を 呈 すべさ や 
深く 注意の 要 あるな々。 

昨 大正 五 年に 於け る 我國の セメント 製造 額を 見ろ に 約 四百 
お 十 萬 樽に して 之が 爲に 運用せられ たる 資金は 前記 拂茲資 
本 金額と 借入金 (約 S 巧 六十 餘萬圓 に 上るべし) との 合計 即 
ら約薪 千な お 十萬圓 にして 大擢 みの 計算に ょるみ 其 一 樽當ろ 
資本金 額は 約 五圓に « 當 せろ、 然るに 今年 上半期 末に 於て 挪 
这 まれた る 四な 六十 萬圓の 資金を なて 現に 增設 工事を なせる 
もの 又は 之が 計畫 中の るの 等に つ さ其產 額を 豫 想す るに 約 
巧 五十 萬 樽は 容易 をるべし、 故にを の增設 工事が 查部 完成し 
たる 曉は 旣設お 社の みに て 六 百万 樽の 製品を 市 傷に 供給ず る 
勘を となら 其 時期 亦一兩 年を 出 V ざるべく 即も 大正ぶ 年下 半 
期じ於 ^^は傻に セ メ ン ト年產御六：白萬樽-^稱する化至らん而 
して 之は 單じ 旣設會 社の みに 付 V るるが 其 化の 新設 會が及 兼 
替貪 赴は 此な 外に セメントを 供給 せんず る ものにして 畢覚我 


國 セメントの 需要は 尙 H 摸 新設の 餘地充 みなろ となせ るな.^ 
或は 舊會社 ^ クも 有利に 製造し 得る をが てょ く舊會 社中に 浸 
入して 販路を 開 巧し 得べ しとを せるな ろ、 誠に 其 一例と して 
最近 發表 にか、 る 新設 會 社の 豫 想を 記さん に 次の 如 さ 意味の 
文句 あろ。 

セメント 應 用の 範園擴 大し加 之 海外 輸出 連年 增 加し 年額 
無慮 S 億 萬 斤を 算 ず、 從て 我闕の セメント 界は 空前の 好調 
を 示し 巿價の 騰貴 計ら 知るべからず、 戰 後に まらに 其 需要 
一層 增 加すべ^ を が て セメント 業の 將 ホは 極めて 有利なる 
こと 凝な し •然るに 農 商務省の 調を にょれば 我闕に 於け る 
セメント 製產 額は 年 一二 百 萬檐に 過ぎず 到底 內 外の 需 嬰に 應 
ずる 能は ざるを がて 販路の 開 巧は 極めてを 易なら と 云々。 
右は 必ずしも 新設 會社當 事 者の 意ぶ にあらず して 仲介者 等 
が聊 誇張の 言を 試みた るに 外なら ざるべし と雖 、此の 如き 記 
事は 門外漢た る多數 投資 者を して 潜然 成程と 合點 せし むる る 
の あるべし、 而も 實 際は 此の 如くを 易に 販路を 開拓し 得る や 
否 古 誠に 難事なる べしと 云 ふを 蜡ら ず。 

蓋し 大正よ 年に おて 假に 今日の 如く 戰爭 期間が 繼續 ずると 
し y 新に 增 加した るな 五十 萬 樽の 消化は 左した る 苔 痛を 感 
ぜ ざるべし、 又戰爭 期間が 終媳 せちと も 今日の 景氣 をが てす 
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れば尙 旺盛なる 需要のを 在せ る もの あるを なて 大 なる 困難を 
しに 經 過し 得べ し •然れ ども 問題は 其な 後に あを、 耶も 大正 
八 年後に 至ろ て 如何に 反動 時代を 實 現ずる 乏 なきやに あろ、 
其 際に 至れば 旣設會 社 比較的 資力の 充實 を來し 多年 悲境に 沈 
滴した る もの も 大正 五 年末な ホの 好況に より y 其 基礎を 堅實 
にし、 か々 の 巧擊 には 堪ぇ 得る の餘裕 をを ずべ し 恰も 新設 會 
社の 製品 出 迴らを 見る は 其 頃に して 即ら 割高なる 建設費を 投 
じて 漸く エ瘍の 完成を 見い ざ 出陣と をろ て 供給 一時に 幅湊 
し市價 崩落を 來 ずの 時は 蓋し 大正 八 年に ぶ あらず やと 思 
ふ。 

尤も 今日の 如き 需要 屈 盛の 狀 態が 明年に 持 越さら る、 とを 
波爛 激甚なる セメントの 市 便は 微弱なる 原因に よろ て® 落を 
來 すを きを 保せ ず、 例へ ば 輸出の 形勢が 船腹 あ 運 賞の 關 係に 
よ々 徐 かに 不良に 隋 ると あら ば 自然 內 地の 供給 狀 態に 影響を 
及。 ほし 之を 動機と して 低落 時代を 出現す る や も 知るべからず 
然れ ども か、 る 原因の 恐るべきよ 6 も 恐るべきは 矢 張 新 資本 
の增 加に 伴 ふ生產 額の 膨脹^ あろ、 之が 爲に 供給 過剰を 現出 
'して 八圓 の市廣 が急轉 直下ず るの 時な ろ、 論者 或は 曰く 我國 


の セメントは 戰爭の 爲め歐 溯 品に 代ろ て衷 南洋に 販路を 擴張 
し、 今日に ては 旣に 充分の 根底を 作りた るに あらず や •左ず 
れば戰 後と 雖 必ずや 之を 繼續 して 我 セメントの 好 市場た るを 
得べ し即ら 之に 依て 巧 地の 供給 過剰を 調節ず る こと 易々 たる 
ならん と、 此 議論は 一應尤 には 相違な けれども 化づ セメント 
なる もの、 性質に 付て 考 へざる ベから ず、 元 巧 値嵩の 化き 割 
合に 重量 多く 取扱に 注意を 要し 積&積 卸しに 手數 多き ものは 
自然 運賃に 不利 あろ、 これ 輸出 向に 著しく 弱點 となれ る 所が 
じして、 從て 需要 者 側 にても 近 ホ陸續 として 新 セメント 會社 
の 勃興せ る 所がな-^， 例へ ピ英 顧が 度內 地に 於ても 所々 に 其 
設立を 見る が 如し 故に 輸出と しては 飽く迄 努力すべき 事當然 
なれ ども 多き を 期待す るは 却 で 失望に 陷る なきを 保せ ず、 之 
を おへ ば 供給 過剰の 安查辨 たる 輸 おも 充分 安必な 3 難し、 而 
る內 地に 於て 新舊兩 製造者の 製產 一時に 殺到し 來る時 又 先年 
の 如く 一. 樽 一圓 九 拾 一錢の 最低 價 格を 示す ことなき や 否や、 
か、 る 時 新設 會祖に 於て 果して 其 設立 當 辟の 採算と お觸 する 
ことなき を 得る や 否や、 篤と を 意を 要すべき ならと 信ず。 
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特許 番號 

第！ 一一 1 一一 一八 八號 


み 特許 公報 

發 明名稱 


鷄爐及 類— 


特許 

八 ち 


巧 曰 

セ 日 


特許 權者 

米闡 


ア I サ— 

口べ— ツ 


ネ發 明は 炭化 室に 熱を 與 ふる 熱 瓦斯と を氣 との 混氣の 通ず る 室を ば 一一 一つの 區域 
にかち 其 上 键は熱 瓦斯 化を 氣を有 壓の狀 憩に て 通ず 可き 燃 燒眷を 有する 室 其 中 域 
じ拂 嘴より 出で 燃燒 せられた る混氣 にて 旌 接に 熱せら る 巧き 巧 壁を 有する 室より 
ぶり 其 下がは 中 域よ リ岀 でた る诞氣 をして 其漸 みが 却の 化 態に 達した るに も 係ら 
ず 巧與熱 面を 大 ならしめ 與 熱？ 効力を 大 ならし めんた め 特に 上 邊及下 透に 四を 設 
けたるな 冗よ リ憐 巧せられ たる 空所を 有する 巧 壁より おり 熱 お 斯 をして 漸次を 煉 
瓦に 街 突せ しめは て 十 かなる 與 熱を 施す 巧き おお 爐の 構造に 係り 其 目的と する が 
は 卜-中 下の み 域に がける あ 化 室に 對 する 與 熱を 殆ん ど】 様なら しめな て 石炭を 乾 
なし 破 炭を 製 おする に必 嬰なる 適 常の 温を を不絕 巧た しむる のみならずを 易に 其 
溫 おを 加 巧し 禪 '々鼓 完 をなる 構を を與 へんと す么 にあり 


を 一二 一二！ 八九號 


正 

猿 

裝 

還 

類 弦 
化 炭 
す爐 
る 又 
鹽は 
の 之 

膨れ 

腿に 

八 

巧 

セ 

米國 


ア J サ 

ロバ ー 


ネ發 明は 各极お 旌に獨 立の 加熱 壁を 設けみ 爐 壁には 垂直 ぞ せを 設け 是 等の まな 
の 上部 及 下部は を 遮 壁に 對 する まほの 上部を 結を する 張力 整調 裝糧 並に 各 加熱 壁 
の： 卜に 設けられ たる 應力 がの 各部に 裝 聞せられ 支枉の 下部に 當る 可き 移動 整調 装 
招に てを 加 熟 壁の 兩 端を 常に 麗迫狀 態に 巧た しむる 所の 駭お爐 又は 之れ に 類似す 
る爐の 膨脹 正 整 裝箇に 係り 其 目的と する 所は 爐 壁の 膨脹を 自由なら しめな て 普通 
の 如くが ぶの 述 裂を 生ずる ことなく 且 乾溜 瓦斯の 逃 出の 廣 なから しめたる 最完を 
にして 有 巧なる 裝 置を 得ん ょす るに あり 

第 ミ ー 巧〇五 號 I - A 月 十四日- 關お州 &化康 一 
本が 巧は 独 狀に捲 曲せ る 骨子 片 をを 面 中に 散在ず るを に游 巧せ しめて 「コンク 


リ ート」 を 施工す る ホを にがり 其 目的と する 所は 龜錢發 生の 褒 なく 其を 着 力を 大 
にし 張力の 補給を 計らん とする にぜリ 

ゆ實用 新案 公報 

實用 新案 名稱 


登 錄番號 

第 四 一一 一七 四二號 
第 四 二一 七 五八 號 
第 四 一ニ セ 六 ニー 號 
窠四己 セ 九六號 
第 四 一ニ セ 九セ號 
第 四 一二 八 〇九號 
第 四 一一 一八 一五號 
第 四 =1 八 ニニ ー號 
第 四 一二 八 111 0 號 


お 炭 壓お裝 置を 備 

ふる 「コー クス」 盧 
「ジ ヤガ I ド」 機 用 
八 木 巧 陶推製 ィボ 
け 內式鐵 筋 独 凝 止 
煙突 

架橋 お 硝子 榜融流 
お 裝置窯 

贿子腕 環 製造 機 

新式 踪モ型 開閉器 
筒 硝子 楊 製 用狹持 

小 泉 巧 鐵筋お 凝よ 
井戶侧 

鑽筋 「コンク リ I 

卜」 霜な 


を 錄巧日 

八月 十一 日 


十 ゴー 3 
十四日 
二十 二日 


二十 一二 


實用 新案 權者 

愛知 千 村を 雄 
巧 都 八 木 和 市 
東 巧 か 內太么 助 
乂お淸 お直 行 
大阪淸 をな 行 
東な まが 正巧郞 
福 岡 近 藤 喜代秘 
德島ル 泉ま藏 
東京 か 藤な ま 


•中篇 陶器 界は大 萎縮 


愛知 縣 の、 殊にぶ 古屋 市の 陶磁器 業と 云へ ば 其の 發 透か 
ら 見ても、 其の 現狀 から ぶても おにを 國に 冠たる もの 、'てあつ 
て、 然 かも 其の 資本金の 多き と生產 額の 大 なる 謝とは 他に 
比類を 見出ず 事が 出 ホぬ の。 てあつて、 從て 我國の 陶磁器 經 
濟に 在つ ては 名 古 屋巿は 甚だ 重要なる 地位を 有する ものなる 
は 絮說を 要せざる 處 V あらぅ 然るに 今や もり 陶磁器 業者は 
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お 炭の 暴騰と 運賃の 暴騰 及 船復不 をの 爲 めに、 大お四 年て 半 
期が 巧大 なる 歩合を がて 劇增 しつ、 ある 海外の 注文に 應 ずる 
事が 出 ホす、 目前に 寶の 山を 見ながら 注文 謝 絕の斷 ら狀を 出 
し で 而 かも 休業の 悲劇を 爲し 居る 者 も 幾多 あろ 又よ ろ 多く 現 
はれん とし V 居る ので ある。 試みに お 炭の 生 產原價 に 及 爆す 
影響を 見る に、 一 萬 斤な 八十 圓 (陶磁器の 窯に 使用す る おお 
の 昨今の 相 傷) はお おは 陶磁器 平均 價 格の 六 割、 安物に 於て 
は 實に八 割を 占む るの V 有から 採算を 得る 術がない の V 有る 
されば とて、 本年の 生產 高は 昨 五 年と 等しく 個數に 於では 二 
億 一一 一千 萬 個の 程 なれ ど、 價 格は 昨年よ ろ も 一層の 上騰を 届た 
るに よろ 昨が の お 巧 萬圓 よろ もが 上に 可な ろ 多き 高に 達する 
は 大體に 於て 豫 想を 爲し 得る 處 をる も、 純利 益の 顯に 於て は 
前記 諸種の 失費 比較的 外に 暴騰の 爲 めに 意想外に 減少を 見る 
は をれ ざるべく、 再考を 要する 事に て、 又 他方 お、 即ら燒 窯 
の點 よら 觀察 すれば、 本 燒窯巧 二十 一個、 錦 窯 四 巧の 十二 個 
現在 あれ ど、 昨年は 新設 中の もの 或は 年の 中途に 設立され た 
る もの も あれば 窯 一個の 巧み 比を 割出せば、 本^ 斯業 萎縮 
を 結論と しなけば ならぬ 不幸 V ある。 實に斯 くの 如く、 我國 
の 重要 貿易品の】 なる 陶磁器が、 高い レべ 八の 上に 立 も 居る 
爲 めに 表面は 僅かを 6 とる 例年よ ろ 增牧を 見た る 如く 裝^居 


るを、 實質 にがては 返つ て 萎縮の 兆 あるは を 易 をらざる 事が 
にて、 我轉 としてる 又 愛知 縣ぶ 古屋巿 としても 根本的の 攻究 
を爲 すべき 事に て、 もし 戰後獨 逸の お賣と 華客を 國戰 後經營 
の 不況に 遭遇したならば 必ず 生產 過剰の 出 曾は しいべ から ざ 
る 事なる が 其の 準備 あ 6 や、 日本、 がが、 千 種 陶器 等の 會社 
は 別と しても 他の 個人 經營の 巧は 商品の 運轉 にょろ て 資金を 
運轉し 居る 者 大多數 じて を 原が 屋に 借入金の なさ 者 殆んど 無 
'き 情 態なる が、 之 等が 休業して 商品の 運薛を 化め たを らば 直 
に 破を に 襲は る、 の •て あるが 現を とても 破產を 恐れて 利益な 
きを 知らを がら 奴 引を 續け 居る る あり 又 休業 爲し 今や 破產に 
遇 はんとして 居る 者 も ある 情 態なる に 急激なる 戰 なの 變化來 
たなら ば 如何 (名 古 屋每日 新聞) 

.米 人 嗜好の 變化 

ホ國 にがけ る 日本人 念 日の 調査す る 所に 化る と、 陶器、 玩具、 
骨董品 等の 日本からの 輸入 狀況 は、 歐 洲開戰 後】 二 年間は 遽 
かじ 增 加し、 森が 組の 一手 取引た る 日本 陶器 合名會 社の み V 
さへ 佛圈 、^ヒ ランドの 大工 場に 匹敵す る 積の 有様で あつたが 
最近に 至つ て、 米國 は此歐 洲諸题 からの 輸入 贼 退を 機會 とし 
國內 にがけ る產 業の 獎勵に 努めた の V、 其 結果、 米 國の陶 業 


界は目 ざまし く. 發展 し、 才^ョ f 狮 ，て 日本人 あ師を 使用し 居 
るロブクゥードを始め、 ニユジエラ1奶トレント 巧の グ ノ ッ 
-ク や、 マサ チュ セットの 白 陶器を どは 日本 品を 凌 r やぅを 勢 
となろ、 をの 優良な ものは 美麗な 事に 於 y 佛國 の、^ ビ ランド 
やクモ ，デュょ クる 優れ、 直 段に 於ても 亦 日本の 京都 や 名 古 
崖の ょちる 廉 いと 云 はれる やぅに なつた が、 化 現象は 吾人の 
'大に 注意すべき 事で、 現在の 儘 何等の 改良を 加へ ざるに 於て 
は、 日本 おは ホ國ホ 場から 驅逐 さる、 事と をるべく、 一方、 

米 闕んの 喊日好 も 日み 品^ 去ら 支那 乱に 移ら、 支那から 骨董 晶 
が陸續 として 輸入され ブ f ブ户掛 などの 模樣も 支那の. もれを 
喜ぶ とい ふを 樣 V あるから、 日本 當 業者の 大に 戒必を 要する 
秋で あると 京 ふ。 (都 新聞〕 

■耻 曝の 日本 陶器 

去 八月 册 一日 波斯 丸に て 歸朝サ る 近 藤淸治 巧は _ 米 闕に 於け 
る 陶磁器、 贿モ 、セメント、 煉 あお 等の 製造 法を 視察 抓究 の爲. 
め 留學を 命ぜられ たる 人なる が 其の 硏究の 一端を 語つ V 曰く 
『米國 に 於け る 破 器の 製造は 左程に 發 達せ ざれ ども 實用 的陶 
器即 も英國 風の 硬質陶器の 製造は 其 規模 頗る 大 にして 其產額 
叫 は世界に冠絕す就中ォ 'ノ ィ ヲ洲ィ t ス ト 、 ブ バ ブ I ^巧最る 


ににてを 產 額の 四 割は 同地に がて 產 出され 其 需要 最も 多し 我 
日本よ ろ 輸出す る 陶器は 粗製に し V 破損し 易含爲 め米國 人の 
氣受 宜しから ざる も 到る 處の十 仙 均】 巧に 整列され 顧客を 引 
き 居る を 見受けた ろ、 唯 森が 組の 經營 にか、 るぶ 古 崖 日本 陶 
器 合 名會社 製品の みは 非常の 成 巧に て米國 人間に も 評判よ く 
其 販路 益々 擴大 されっ、 あろ <义 米國 にて は 近ホ贿 子の 需要 非 
常に 增 加し 就中 建築 用と して カブト グラスの 需要 夥しく 其 製 
造法を幾多改良巧はれ崭新のもの頗る多しオ t H ン巧發明の 
グラス 製造 機械は 殆ど 人力を 要せず して 完 をに 製造 さる、 も 
のにて 米國は 勿論 世界を 國 にて 特許 權を 得た るが 最近に 至'^ 
みつ！ ン 巧は 更に 一歩を 進^る：^ 刪 子 製造 機を 發明 
,識ォ ， エ，ン巧の會社に於て巧萬弗の試驗费をおじ引續き實驗 
中なる が 右の 機械は グラスの 窯よ ろ出づ ると 同時に 平面が と 
なる もの じて 右 機械の 完成は グラス 製造 上に 革命を 起し 其 劾 
能 多大 世界的の 大發 明と なるべし。 硝子の 原料た る 砂の 產額 
は 非常に 多く 就中 イリ ノイス 州 イリノイ 川の 如 含 五十 哩 (河 
幅 ニー 四百 吹} の 河 身を 透明 水晶の 如き 砂利を がて 埋められ 此 
種の 產地尙 他に 二三 ヶ巧 あろ 無 盡藏に 玉砂利を 產出 ずるは 羡 

望に 堪 へざる をり』 と 語れり。 (横 濱な易 新聞 心 I 
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參溺 落した る セ賓燒 

明治 一一 一十ー ニ 年頃ょ ろ 巧び 勃 輿の 機運に 向^ 一時 隆盛を 諷は 
れ たお 寶 工業を 僅を 五ヶ 年の 短期に 调落 時代に 移ら 名 古屋名 
產 として 將た义 日本 美術の 粹 として 世界に 盛 明を 馳せ しも 夢 
となら 今や 氣 息を々 の狀 態で あるとは 氣 0 毒の まら ぞ ある。 

現在 ボ 巧に 於いても と寶 製造業 者の 數は 一二を 數 ふるに す 
ぎず 請負業者 のみ ホせ る もの も あれ ど 之と てを 僅か 五十人に 
すぎず 從 つて 穀產 額の 如き も 大正 五 年度 大藏省 調べ 輸出 額 十 
二一 萬圓 なをと 云へ ば其微 々たる ことは 證與 される。 

事 實と寶 は 陶器 類 中に 包含され あれ ども 一種の 貴重品 裝飾 
品に 屬し 原料は 金、 銀、 銅 等窩價 品の みに て 殊に 關稅率 五み 
て ふ 藤 額に 戰時稅 を 加へ 六み て ふを 樣故小 工業 者の 經營は 至 
難 である。 

戰 亂勃發 後歐洲 馬の 荷 廻り 關係 上米 國 向に 弗々 商談 あ A 之 
れ とても 船舶 間 題に 梗塞され 意の 如くなら ず 戰前獨 逸、 佛蘭 
西、 英閣を 顧客と なせし る 奢侈 品 禁止に 逢 a て絕 望に 歸し目 
下 悲境の ドン 底に 沈涵 してなる の有樣 V あるが 戰 後は 何れの 
歷 あを 換 ずる も 美術 H 藝の 隆盛を 來 ずは 明か をれば と 夫れ の 
みを 力賴 みとな し 事業を 繼續 しつ、 あると ち ふ 巧 地には 巧簡 


內 外の 物外國 には 割安 物賣れ 巧き あろ 濃 摩なる 極彩色 摸樣は 
一般に 衰 類し 一般 美瓣 に 對應 して 酷色圖 案る 著しく 進歩して 
居る が 化 調子 ♦ては 目下が 困難 だ。 (名 巧 屋母日 新聞) 

ホ 伊部 燒 

岡 山 名物と して 桃 太郞の 鬼ヶ島 征伐の 頃から 日本 IV 名の 
通った 吉備團 子と 典に、 天下に 名を 馳 せて 居る るのは 伊部 燒 
V ある、 記念品 やを ±產 などに 珍重 がられて 隨分 古い ものに 
なると 高價の ものる 歡 くない、 其特徵 は耀發 性の ものを 貯藏 
する も、 浸透 腐敗の 虞な く、 其 質 極めて 堅 硬に して 餘 6 技工 
を 施さぬ 所に 一種の 風韻が あって 茶人 連に 喜ばれて 居た もの 
だ、 所が 近來 漸次 其 獨特の 誇を 失って、 岡 山 縣ま要 產物も 今 
や 衰调を 示す に 至っ たのは 遺憾 至極 V ある 伊部 陶器の 上等 物 
にして 数を 者を して 垂诞 せし むる 古 伊部は、 槪鮮大 窯 製造 時 
代の るので ある、 其 製造 方法は 長さ 二十 お 六 間、 幅 二 間 一尺 
餘と云 ふ、 ベラ 棒に 大きな 窯に 一二 萬 お 千餘の 陶器を 入れ V、 
薪數萬 貫を 養し、 S 十五 日間， 塞 夜間 斷 をく 燒 くの， て ある、 辕 
して 出 ホ 上っ た ホ 黑 いが 部燒の 中に、 たま < 燒け頰 じた 靑 
いのが 出 ホて 居た もの だ、 當時 之. を靑 伊部と 稱し 非常に 珍ら 
しがっ 力 もの V、 今 •て も 辕んな ものは 巧 謂 搬出し 物と 云っ て 
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ナク 安い 金， ては 買へ ぬ此頃 店先に 轉んで 居る 靑 伊部な ど 
は 最初から 靑 伊部に 造るべく 製造した もの だから 一向を 難く 
ない 其 後天 保 年間から 製造の 便法を 案出し 小 3 い 窯 V 短期間 
に燒き 上げる やぅに なつた が、 品質は トテモ 前記 大 窯の もの 
と 比べ ものには ならぬ、 原料の ±は屋 久郡 磯上が から 出る 黑 
色の 粘 ± を 使用し、 人物 又は 鳥獸の 像を 作る のは 手 V 姑ら 又 
は の 模型を 用 ひて】 切 細藥を 探らない、 夫れ から 角德 利は 
天明の 頃から、 茶器は 慶 長の 頃から、 五み 獅子は 延享の 頃 か 
ら 、置物 類は 明が の 頃から、 を 製 出す るに 至つ た 近 ホ 傾向は 
本 ホの 眞 憤を 沒 却し、 京都 まの 繊巧を ま 眼と ずるに 至つ たの 
は 時代の 推移と 世人の 嗜好に 因る とは おへ 大に 考慮を 費 さね 
ばなら ぬ處 だ、 が部燒 の現狀 日に 其 品位を 失墜し 衰 類の 傾き 
にあれば 當 業者は 大に 向上を 計ろ 名 聲の觀 回に 努め わ ばなら 
ぬ 0 ( 山陽 新報) 

•福 弗 縣丹生 郡の 陶儀器 

同 郡 巧 陶磁器は 宮齡が 小 曾 原を おめ 織 田 村 平等 吉 野が 氷 坂 
等に 於て 生產 しを 所 共 品質 及 意に に 於て 差違 ある も槪 して 堅 
牢 化して】 般 家具 巧と して 需 嬰せられ 居る が 宮崎村 小 曾原燒 
は 組合員 十一 名を 有ず る 無限責任 小 曾 原 陶器 販賣 信用組合み 


經 營に據 6 之れ が 製造は 半エ 半農に て 專問捷 術 職工を 有せ 
ざるた め燒揚 時間 四十 S 時間 內 外を 費やし 之れ が 燃料 優に 四 
十圓の 多額な •上らて 一窯 製造 高 僅か じ； 白 ぉ十圓 化に て 工賃と 
十五 圓を差 引か ば 純益 極めて 少なき も 近時 小 曾 原に 斯業 研究 
團を 設立し {か 養 寺 分 H 攘と相 提携し 近 江 矯樂燒 の模做 製造に 
腐 ふし 居 A 郡 道 朝日 道 及 縣道觀 田 道の 改修 完了の 曉 きは 運賃 
ffi 廉 にて 輸出 さるべし 郡內 製造 戶數 十八 戶 職工 五十六 名に て 
生產 陶器 一 萬 二千圓 位な ろ而 して 縣當 局に 於ても 之が 組合 及 
斯業 家 指導の ため 九月 十六 日ょ ら數ヶ 巧に をいて お 術 員を 派 
遣し 實地 指導を なず 笞 なり。 (福 井新 問) 

ゆ 佐 贊縣陶 猿 器 

大正 五 年度 ホ 調查に 係る 本 縣下陶 磯 器製產 鳥が 況 なび 價格 
數量 等を 示 ザ ば 左の 如し 

製造 戶数 二ち 十一 戶 (前年は 巧 六十 一戶) 職工 男 千 四百 八十 
六 名み と 巧と 十二ぶ 計 二 千 二百 五十八 名 窯數に 於て は 本燒窯 
數巧 十四 室數 六す 六 錦 窯 六十 一 其 他と 十 S 而 して 同年に 於け 
る輸 ぉ向價 格は 四十と 萬 九 千 巧と 十圓 、內 地向價 格な 五十 萬 
八 千 二百 五十 兰圓 、合計な 九十 八 萬と モ 四： 白 二十 八圓 なる が 
製造 戶數に 於て 前年ょ 6 著しく 增 加せ るは 前年には 錦 付審業 
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者の 戶數 調査を 脫漏 サる爲 にしで 又 前年に 化し 製產虜 の增加 
は 錦が 業者に がける 製產 高を 加算せ ると 南が 方面 並に 支那 地 
方へ 輸出 增 加せ しに 依る も. のをろ と 今輸ぉ 向及內 地向價 格を 
種類 別に 示せば 左の 如し 

品 名 輸巧向 償が  內地 か價格 
家具ぶ 裝飾品  ニ ハち ご 一 〇 二 九 二、 一二 〇 
飮 食器  二三 ハ、 ニ セ セ 化 0 九" 一! 二 四 
H 業 用品  一二 五、 を 八 丸一、 九 10 
お 具 三完 0 一二、 云 ハ 〇 

興 他 五 セ、 八 五 〇 .‘  二 I r 雲 九 

- 倚 之を を 郁 ホ 別に 示せば . 

郡 別 製造 戶數  •窯數  職 王 を 產高 
佐贊郡  ！ ー ニ ニ、 六 00 圓 
神埼郡  ー ニ • 一〇  ニ ハ ニ、 五 九 〇 
一二 養 慕 郡 ん.  六.  四 セ 四、 セ 冗 〇 
ルが 郡 二 一 一二  =1 一 八 
東が 浦 郡 六 六 一四  •セ、 二 四 二 
西 松 浦 郡 1011  ニニ 五一、 一二 五六 一、 お or、 五ー ニニ. 

巧 島 郡 so  . ん 九 化 四 化、 化 五 〇 
藤津郡  置 0 二八  セニ ー 四 一八、 五 五 五 

(化贊 新聞) 

•瑶聰 業者 苦關 

辕瑚鐵 器は 目下 輸出 減退を 來し 何れも 手 持 品の 處 みに 西窮 
せる 際米鐵 禁輸 化 伴ふ鐵 板の 暴騰に 遭遞し 最も 巧 巧 多 六 


十二 お 物 あ 十 S が 物の 如き 禁輸 發表 前二圓 八十 錢 ならし もの 
四圓 S 十錢 となち、 一昨年の 最低と 十五 錢に 比し 約 六 倍の 昂 
騰 にして 製品 價 格は 通じて 一昨年の 原料 最低 時に 比し お 割の 
値上に 過ぎず 輸出 向は 比較的 高値を々 と 雖も尙 ほ 六 割を 出で 
ざれば 原料の 賊藏 なさ 製造業 者は 差當 6 賣挪 の見茲 立たざる 
に 極ら 殆 A ど 休業 同様の 葵を るか 鐵 板は 商騰 と共に 蕃 しく お 
拂 底を 吿げ つ、 あれぶ 現 おが 藏 せる 一 部の 製造業 者る 早晚原 
料 不足の 爲め 止い なく 休業の 悲運に 立 も 到る 巧く され ぱ當分 
斯業は生產臧かの策に出づるの外を.^0.もの 、如しと云ふ 

(大阪 新聞： > 

•輸出 爲 取締 規則な 檢查 標準 i ぉ 

九月 十 お 日 官報を なて 發 布せられ たる 硝子 製品、 雜鄭鐵 器 
取締 規則な 檢査 標準 左の 如し 
農 商務省 令 第二 十お號  、 

輸 お觀モ 製品 驭締 規則 左の 通 6 がを い 

大お六 年 九月 十と 日 農 商務 大臣  仲 小路 廉 
輸巧 硝子 製品 取締 規則 

第】 條 左に 揭 r る 硝子 製品は 同業組合 若 X は 同業組合 聯合 
會 又は 道 府縣の 檢査に 合格し でる ものに 非 ざれば！； 呂 利の 目 
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的を なて 之を 輸出す る ことを 得ず 
化 地方 長官の 認可を 受けた る 場合は 化 限に 巧らず. 

罐 、食器、 食料を 器 •火屋、 ランプ 笠、 ランプ 油壺 、模造 
眞珠、 光珠、 腕輪、 試驗管、 ビ フラス コ、 漏斗、 

分 液 漏斗、 U 字 管な 板 硝子 

第二 條前 條の規 をに 違反 ぉる ものは 巧圓 0 下の 罰金に 處ず 
前項の 未遂罪は 之を 罰ず 
附則  、 

本則は 大正 六 年 十二月 二十日ょ A 之を 執行す 
農 商務省 訓令 第 十二 號 

道 廳府縣 

輸出 硝子 製品 取締に 依る 同業組合 若く は 同業組合 聯合 會义 
は 道 府縣の 輸出 硝子の 檢査 標準 左の 通 相を む 同 則に 依ら 地方 
長官が 認可を 爲ず とき 亦 之に 準ず 

大正 六 年 九月 十と 日 農 商務 大臣  仲 小路 廉 
輸出 硝子 製品 檢査 標準 

左のを 號の 一に 該當 ずる 硝子 製品は 之を 合格と 爲ず 至を 得ず 

一、  歪 形なる もの 

二、  冷し の 不十分なる もの 

一二、 袍 、筋 又は 節の 多き もの  • 


四、  素地 透明なら ざる もの 

五、  仕上 不良なる もの 
山 ハ、 損傷 ある もの 

と、 鑛泉 場に して 耐壓 カー 平方 巧に 付 四十 五 封 度 未満の もの 
入、 麥 酒場に して 攝氏 六十 五 度 日本酒 場に して 攝巧 百度の 
溫 度に 耐 へざる るの 

九、 曹達 場 又は ラムネ 場に して 耐壓 カー 平方 巧に が 巧 お 度 
未満の もの 

十、 模 樣眞珠 又は 光珠 にして 時日の 經過 又は 氣 候の 變 化に 
因ら 诞を 又は 變色 する 虞 あるる の 
農 商務 替令 第二 十六 號 ’ 

輸出 雜鄭鐵 器 取締 規則 左の 通 相を む 

大正 六 年 九月 十と 日 農 商 驚 大臣  伸 小路 廉 
輸出 巧挪鐵 器ぉ締 規則 

第一 條鐵 板を なで 製した る 斑郷鐵 器は 同業組合 若は 同業 組 
合 K を 會义は 道 府縣の 儉査に 合格した る ものに 非 ざれば 發 
利の 目的を なて 之を 輸出ず る ことを 得ず 化し 地方 長官の 認 
巧を 受けた る 場合は 化の 限に だらず 
ぶ 二 糜前條 の 規定に 違反した る 者は 百圓な 下の 罰金に 處ず 
前項の 未遂罪は 之を 罰ず 
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式 樣號兰 第 


式 樣號二 第 


長徑 一寸 
短徑 六み 五屉 
輪 ノ幅五 厘 
輪な 文字、 ノホ トス 


長徑 一寸 
短徑 六み 五 厘 
輪 ノ幅五 厘 ’ 
輪 及 文字-ホ トス 


ィ臺お  輕が 厚八み  ハ ま 持 環 內徑 一す を 一一 度 
口 目盛 棒 二 尺 迄 目盛 ヲ有 スル 鍛鐵俸  二鐵球  徑 一寸 二み ノ銅鐵 巧 
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附斯 

本則は 大正 六 年 十二 巧 二十日ょ 6 之を 施行す 
農 商務省 訓を第 十一 一一 號 

道廳  府縣 

輸出 踞瑚鐵 器 取締 規則に 依る 同業組合 若は 同業組合 聯合 會义 
は 道 府縣の 輸出 雜鄭鐵 器の 檢査 標準 左の 通 相を い 同 則に 依ろ 
が 方 長官が 認可を 爲す とき 亦 之に 準ず 

大正 六 年 九月 十よ 日. 農 商務 大臣  仲 小路 廉 
輸出 琼郵 鐵器檢 査標* 

左のを 號の 一に 該當 する 斑郝鐵 器は 之を 合格と 爲す とを 得ず 

一、  歪 形なる るの 

二、  色澤 鮮明なら ざる もの 
ご 一、 化 上 不良なる もの 

四、  別記 第一 號 様式の 檢を 器を 用ね 一 尺 五寸の 高ょり 重量 
五十 かの 鐵 球を 落下せ しいろ とき 其の 破損 面の 下附お 
鄰 查く剝 落ず る もの 

五、  腑 又は 底が 鑛附 品なる とき 別記 第二 號樣 まの 票 紙を 見 
易 さ 箇所に 貼附 せざる をの 

丄 ハ、 顺 又は 底が 楼合 品なる と 3 別記 第 S 號檢 式の 票 紙を 見 
易き 箇所に 貼附 せざる もの 


•優良を る陶主 

島根 縣那賀 煎 S 保が 字 白 ± に ては 約 似 段步な 上に 直ち 一 愈 
じ 優良なる 磁器 原料なる 白 ± 存在し 居る も 從來么 地方 民は 迷 
信ょ らして 其 主の 使用を なさず 加 ふに 磁器 製造業を 營 いもの 
なかり しため 之れ に 着眼ず る ものを く 今日に 至りし ものなる 
が 今回 媛 姬縣人 城 岡 某なる もの 此 をを 傅へ 聞さ來 郡して 一帶 
の 地面を 買收 したる に 頗る 晶質 良好に し V 多 蘆に お 巧す るを 
なて 城 脚 某は 堀 出した る 上 之れ を 更に 大阪 方面に 搬出す る も 
斯る 優良なる 原料を 今日 迄が 化し 遂に 他闕 人の 爲に持 去らし 
むる は遺臧 ならと 那賀郡 窯業 お 手は 嘆 じ 居れろ と。 (松 陽 新報〕 

® 磁器 原料 地發見 

支那 山 東 省 博 山に 磁器の 原料 豐 富なる 事は 旣に 一般 世人の 
熟知せ る處 なる が尙 今回 即墨縣 人 袁巍鄉 なる もの 化 程 該縣西 
南 鄉南灣 が 附近に て 一種の 細 ± を發 見せる が 其 色白く して 粘 
質に 富み 試燒の 結果に ては 從ホ 知れ渡 6 し 博山磁 止と をく 異 
る處 なしと 若し 之 V- 採掘して 製造ず る 事と もなら は 一大 利 源 
たるべし Q (靑島 新聞： > 
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◎新入 會員 

住 所 

福 岡 縣八縣 市 製 鐵巧 

岐阜 縣±岐 郡 ダク 治見听 
字 白 主 

秋 田 縣曲利 郡 お 澤が字 
大築 

佐 賀縣有 困 和 

京都市 本げ 通リ ニノ 橋 
西 入 松風 陶器 合資 會社 

東京 高等 工業 學校 
同‘ 

同 

同 

同 

同. 

同 

同 

同 

同 

同 

支那 旅 順が 蟹 江 町 
提洲 耐火煉瓦 製造 工場 

策 京巿巧 川區越 中島 町 
工業 試'  驗所 


—yf  < 本會 ，記 事 >1 


職業 

同所 技師 
理學击 

製陶業 

煉瓦 製造 

磁器 製造 

同社 員 

生 徒 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

耐义 煉瓦 
製 造 


姓 名 
を繁直 次郞君 
富 田 耕作 君 
長 田 蛙 か 君 
乂保與 平 君 
本 多 虎雄 君 

齋藤永 ま 君 
中 根 正方 君 
杉 浦 左 太夫 君 
化 川 信 ま 君 
藤 原 秀磨君 
高 橋 己 五郞君 
藤 井 達人 君 
桑 山な 武君 
久保 季吉君 
山 崎 周吉君 
寥方新 君 
大瘍  忠君 


紹介 人’ 

高な 淳君 
內藤道 太 郎君 
同 

押谷鐵 一一一 郞君 

橋 本 化 造 君 

金 島 巧 太 君 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 


◎會 員を 動 

愛知 縣碧海 郡 高濱町 日本 洋冗 おが 會社 一二 河 工場  • 

巧 川 縣能美 郡 寺 井 驛加賀 製陶 巧 
ぶ 古屋巧 外則武 日本 陶器 合 名會社 
愛知 縣瀬戶 外字 安戶 東海 窯業 株 ま會社 
神 奈川縣 川 崎 町 東京 電氣 株式 貪 社 
大阪市 化 區化野 芝田即 一八 ニダ^ マ商會 
◎領牧 書目 

自第セ 六云號 
至 第 セ セ化號 

第二 一二 五號 
第九號 

第 四セ號 
第 四一號 
第化號 


東京 府 公報 
工業化 學雜誌 
內外 商工 時報 
陶磯 公報 


エ學會 

地學雜 


阳口 仁み 君 
濱秋吉 二君 
河 野 勇 君 
小 林 茂 君 
酒 井 义制君 
鈴 木 淸二郞 君 

を 四 〇九號 

自第 sir 四 渡 
至 第 1二 四五號 


愛， 田縣  ‘ 

商品 陳列 館報吿 


H 學 
目 本 陶磁器 時報 

が國 硝子 新報 


第 セセ號 

第 S 九 一が 
第】 六 六が 


至 第ー ホ凹號 


明治 專門學 校一覺 


自 大正み 年 
至 同 と 年 


壹册 


目 本 鑛業會 誌 
お萍 玻璃 器 新報 
建築 雜 誌 

大橋圖 書舘第 十五 年報  莖册 
蕾 葉 Z 巧 H 局 


自第己 六ん が 
至 第ー ニ 六 かが 


耍質易 品 對照表 


同が ホ 勤 綿を 政 次郞君  野澤勝 二君 


Sh 化 a 來る 十二月 本會 々員 名簿 發巧巧 致に 付 さ 移動 御 通知 
無 之 方は 十一月 十日 迄に 乍 御手 數本會 事務 巧 宛 御 一報 相 煩 
度 此段謹 吿候也 


皿 (四 分 一二 縮圖)  森 旧 治 郞ま案 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一一 巧參號 

(大亞 六 年 十一 巧〕 

み 歸圖読 巧 

本 號蹄圖 ，は 蘭の 崩しを 模様と せる 皿圖案 化して 四 分 S の 縮 
圖 なろ 京都 陶磁器 試 驗場森 田 治郞吉 巧の 案に か、 る。‘ 

, 含 I 誘 報 又 >疵^ 

山 東の 硝子 (承前、 完) 

.靑島 軍政 署調查 . 

九 製造 ホ ま 

，硝子 製造 法は 目的と する 製品の 穗類 にょ々 多 樣に區 別 せら 
る、 も 現今 山萊 おじ 於て 產 出せら る、 硝子 製品は 其 種 韻 多岐 
ならざる 爲め從 つて 製造 方法 も 大別し で 四つと なし 得 巧し 即 
板 硝子 製造 法、 絲硝モ 製造 法、 棒稱子 製造 法 及 硝子 器 類 製 
造 法 おれな 6 が 下 顺次其 硬 槪を說 くへ し。 

イ 板 硝子 製造 法 

適 當に混 かせられ たる 原稱を 巧禍の 中に 入れ 充分なる 燃料 
を間斷 なく 供給して 熱する と 約 十二時 間にして 千 二 巧 度 巧 外 


に 至れば 炼 解し 始い尙 熱して 千 八 百度に 達 ずれば 原料は 错 の、 
如く 燦 くるに 至る 之を 直徑約 八み 長さ 五 尺 許に して 中空 宜握 
ら 太に 作られた る鐵 棒を なて 原が 化な み 位を 棒 先 さに 卷 取ぅ 
直に 木製の 方 一た 厚さ 一 一寸 位に して 中央が 菱形に 凹み 其處に 
充分 ホを 含める 優 紙を がける 其 上に て 棒 先 さの 原が を 迦轉し 
ク 、淸水 五、 六 滴を 數度 振ら 繼さ龜 ザ 色を 呈 ずるに 至れば 冉 
び 他の 伸爐の 中に 出入せ しいる こと 六、 よ 回 適當の 加熱 度合 
を 見 計； 3 て 取 出し 爐邊の 地下に 繫作 せる 深さ 化 尺 長さ】 丈 五 
尺 か 二 尺の 四方 煉范 にて 築かれた る 長方形の 溝 中に 棒 先き を 
垂れ 緩 かに 左右に 振動し つ、 一二み 位の 間隔を なて 息を 吹さ& 

い 然る 時は 腑モは 次第に 空氣 をを み】 息每に 膨脹し 約 二十 五 
分の 後には 厚さ】 分直徑 一尺 長さ 五 尺の 大 填 型を 形成す これ 
化て 息の 吹 a を 止め 約 十分 空 氣に當 て、 冷却せ る後兩 端を 切 
放して 一個の 圓 筒を 作り 上 r れば 二等分 或は S 等 かに 切斷し 
然る 後觀 子切斷 器を がて 筒 面上縱 に】 線を 蕾して 精製 爐に入 
る爐の 中は 極めて 水平面を 有せる 鐵 板を 安定 せら 其 上に 約 十 
分 置く 時は 一線の 筋目 ょら 左右に 分離し 简は鐵 板 上に 平面 禍 
モに變 形し 愈々 扳稱モ となれば 靜 かに 取 出し 後任な の 寸法に 
切斷 ずるなら 扳 硝子の 製法は 息吹を の 度合と 振動の 手 加减が 
最も 熟練を 要する ものな ろと 云 ふ 
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口 絲 硝子 製造 法 

絲 硝子の 製作 品は 博 山 特有の 產㈱ と稱す 可く 硝子を なて 細 
き絲を 作ら 之を 糊附 にて 連 綴し 其 二 かの 中間に 諸種の 書 書を 
婦乂し y 額 又は 屏風 等を 作る 其 硝モ絲 の 製法は 極めて 簡單に 
し で 先つ 直徑 おみ、 長さ 二 尺 位の 稱モ 棒の 一端に 巧栅 中の 灼 
熱せられ y 餘の 如き 原料を 卷き 取ろ 一分 化 風化し 適 當の溫 度 
に® 下せる を 見 計 ひて 木 盤 上の 釘の 頭に 巧に 原稱を 附着せ し 
め 棒の】 端を &V な 意の 距離 (大 槪】 ホ 八 尺) に 速度を 按排 
し y 歩行し 一定の 場所に 化 まること 約 二み 時に して 線の 一端 
即も棒 先 含を 切 放ず 後是 等を 集めて】 巧と し 巧 意の 長さに 切 
斷 する ものにし で 該 職工は 年少‘ 者 多し 製造 要領は 歩行の 緩急 
度合を 覺 ゆれば 他に 何等 技工を 要せず と 云 ふ 
- 棒 硝子 製造 法 

博 山に 產 する 煙管 吸口、 指環、 腕 環 等の 如き 硝子 細工 品の が 
がと なる ベ. 棒 硝子の 製法は 最も 苹易衞 明を ろ 普通は 炫解爐 
の谢 近に 巾 一寸 五を 長さ 一 丈 五 尺 位の 鐵 板を 布け る 上に 炼解 
せる 硝子 原料を ホ. 五分 厚を 一み 化に 延ばし 約 二十 分 位が 置し 
充み 冷却せ るを 待 もて 長さ S 巧 位に 切 斷し約 五十 本を】 束と 
し 稱早器 細工 業者へ 販賣す 
こ 硝子 器 類 製造 法 


博 山 エ瘍じ 於て 製作 せらる、 硝子 細工 品の 重なるる のは 前 
述の 外に 燈籠 '花瓶、 玩具、 が、 玉、 文鎭 等に して 靑島 •四方、 
濟 南の エ據に 於て は 現 何 現れ も洋燈 ホャを まとし 其 他 ヵンテ 
ラ、 瓶 類、 洋燈 笠、 石油 入 等を るが 其 等の 製造 法は 多岐 多樣じ 
しで到底一々枚擧す巧か-^ざるも其一、 二を左に述ぶ可し 

一、  煙管 吸口  •耳環、 指環、 腕 環 等は 棒 硝子を 材料と し- 1 
細工す る ものにして 普通は 直徑 六尺、 高さ 二 尺 位の 圓お 
爐を 築き 表面に 十 乃至 十 おの 孔 (直 徑 二寸) を 穿 も爐中 
は 常にと、 八 巧 度に 高熱し 該孔 数に 充當 ずる 丈の 職工、 
爐を圍 みて 座し 硝子！： を 化 中に 出入し 熱度を 加へ 恰も 餘 
細工の 如き 方法を なて を 種の 器物を 製作ず る ものにして 
極めて 粗雜 なる 型を 使用す るも查 く】 種の 熟練を 要ず る 
ものなら 

二、  諸種の 瓶 類、 お 油 場、 洋燈笠 等は 何れも 一を の 某 型に 
炼解 原料を 流入して 製作す 

，十 荷 造 ま 

化 東 省の 產 出に 係る 硝子 類の 荷 造 法は 大別して 二種と ず 板 
硝子 荷 造 法 及 硝子 器 荷 造 法と ずがれ も 從來谐 習 上 取引の 便 
宜 、運搬の 難易 距離の 遠近 等を 考慮して 適宜に 包裝 せらる、 
ものと ず • 
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ィ 、板 贿モ荷 造 法 

現今 扳 硝子は 博 山 エ瘍に 於ての み 製造 せらる、 處な るが 其 
荷 造 法は 本邦 お 硝子の もれと 大差を く 厚さ 面積の 一' をせ る 
ものを 規定の 枚數 だけ 木函 詰に し 函の內 側には 硝子の 動搖、 
破損を 防 r 爲め 麥禪 或は 稀に 鲍 屑を なて 四方の 隙 目に 詰 送み 
查 部釘附 じして 表面に 製造 まの 商號 、商標を 表 はすこと あな 
或は 注文 まの 其 等を 墨 記ず る こと あろ 一函 詰の な數は 硝子の 
面積と 厚簿 とに ょろ 多少の 相違 あるが】 函 詰の 總 面積と 總重 
量と に 標準 限度 あろ 今 左に 一般に 巧は れつ、 ある 組合せを 示 
さんに 

厚さ 一々、 長さ 二 尺四寸 •巾 一尺 六寸、 S 十 枚 

厚さ 一分、 長さ 二 尺 一 一寸、 巾 一尺 四寸 、四十 お 枚 
にして 其 他 特別 注文 (大槪 製品の 大 さは 载 ルー 尺ぉ寸 X 一尺 
一 一寸 最大 四 尺 六寸、 \ 一二 尺 五寸) にょら 面積、 厚薄の 變 更に 
伴； 5 其 都度 適當 の木函 詰を なすの 風密 なろ 博 山 エ瘍に 於け る 
板 硝子】 函 詰の 基本 總 面積は 百 五十 平方 尺な ろ 
り、 硝子 器 荷 造 法 

文鎭 、玉、 指環、 腕 環 •玩具、 等の 如 &は籠 詰に して 破損 
を 巧 r 爲め 麥稱 或は 飽 解を がて 內侧に 充て】 籠の 重量は 普通 
百 斤と す 又洋燈 笠、 ホヤ、 瓶 類 (大型のを の) の 如 さは】 が 


を麥 護に て 束ね 五 巧 或は 十 巧を】 把と せら、 

十- 販賣 まな 相場 

山 東 省に 産出す る 硝子 類の 販賣 法は 支那 人 製品 (博 山 硝子 
エ瘍 製茹) と 日本人 製品 (靑 島、 の 方、 濟南 硝子 H 瘍 製品) 
とに がりを々 其 趣を 異にせろ 之れ 前者は 已に 古さ 歷 あに 俾ふ 
\->取引慣習も略 】 をせるが後者は何れも日尙淺き爲がホだ確 
をせ る 取引先を 有せず 從 て販賣 法の 如 さも 隨時不 をなる を 免 
れず 支那 人 製品の 本場た る 博 山稱子 エ瘍は 何れも 二 千 元 巧 至 
五 千 元 位の 個人 經營 にして 資金 潤澤 ならざる にょろ 特に 大注 
文 ある 時は 共同して 引受く る こと あな 又が 料 仕 入に 前借を を 
すと ある も 之れ 頗る 稀 有に 屬す 經營 まは 自家 じ 於て ル 賣を營 
、まざる は 勿論 义小賣 業者の 取引を 好まず 取引先は 重に 支那 人 
卸問屋な A 一般の 取引 方法は 每年 舊曆二 、一二 巧の 頃 諸方の 買 
出 人洒票 又は 現金を 持參し 巧ろ 金は 直 もじ 錢舖 に預 入し 製品 
化賴の 際には 總 金額の 四 割 乃至 六 割を 契約金と して 前渡し 殘 
.金】 切の 計算は 注文品 完納 後决濟 する を 普通と ず 又 製品の 受 
渡は エ瘍の 現場 渡に して 運送は 殆ん と悅ホ 公司の 獨占 的に 取 
おふ處 なろ 全な 司は 製品の 受渡は 勿論 一穗の 通し 證券 (遠距 
離の 瘍 合) とる 稱す 可き ものを 發 巧し 到達 地 a 迄の 責化 運送 
を負擔 する を 例と す 日本人 製品は まとして 支那 人を 顧客と し 
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取引に も 日本人を 煩は ずを 欲せず 支那 人の 注文に 應じ 諸種の 
製 哉を 供給し 居れる 狀 態なる が 其 またる ものは 洋燈 笠、 洋燈 
ホヤ、 巧 油 入 ン及瓶 類 等た して 化 金は 後拂 を專ら とし 手附等 
は 受けざる を 常と せな 
左に 山 東髓モ 製品の 相場を 示さん に 
叫 博 山 H 瘍 製品  • 


が 


い板 硝子 類 
、長さ 二 尺 四 ザ、 巾 一 
長さ 二 尺 ニサ、 巾 一 
長さ】 一尺八寸、 巾 一 
農 さ！ 一一 尺 巾 

，硝子 器 類 

、 ミ 

丸 打 腕 環 


ぞ打腕 環 


尺 六寸、 

尺 四寸、 
尺八 寸、 

二 尺 

下等 

大四錢 


(相場は 銀 建と す) 

函 一二 十八 枚 詰、 一函 銭八圓 
画 四十 セ 枚 詰、 一函 銀へ 圓 
画 互 十が、 ！函 銀八圓 ぉ十錢 
函二 十五が、 一 歯 銀九圓 五十 錢 


ご蠢 

一錢 


文 鎭 


ミ 六錢 

一中 四 鍵 


ル ニ錢 
j 大 五圆 
玻璃 屏風 (ち おが) I 中-一 一圓 
ルー 圆 

-大 一圓 
玻璃 額 1 中 一圓 

^李錢 

'大 四十 錢 
玻璃 澄 籠 ’ 中 一二 十錢 
U こ十錢 


大二錢 

や】 錢ぶ厘  . 

ルー 錢 

二靑 島、 四方な 濟 南エ瘍 製品 

大 一二 十錢 

酒赖燈 (化學 用、 醫科用 かに キエ 用). 中 二十 錢 

U 十 置錢 
'大長 一 一尺 二寸直 徑六寸 一箇 六十 圓 
中 長 一尺八寸 直 徑五寸 同 四十 五圓 
ル裝 一尺 お 寸直徑 五寸同 二十 四圓 

大 一手 錢 

ぉ 二十 錢 
小 十五 錢 

大產 一寸 

試驗眷 (學校 用 又は 醫化學 用 V 中 直 徑八分 

•ル 直徑 おか 
'八步 S 


醫化用 


標本 瓶 


鱗纖 i 


泮燈 ホヤ 


洋燈笠 


を 魚 入'  一貫な (111 十五、 六 個) 


カンテラ (口金な し) 


二十 錢 
八錢 

ご一錢 

四十 錢 
一一 一十 錢 
二十 二錢 
十八 錢 
二十 お錢 
二十 錢 
十八 錢 
一圓 五十 始 
一打 八十 鑛’ 
同 お十錢 
周 々十 錢. 
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p 一一 斤 こ 打 一圓 八十 錢 

普通 瓶 一 一斤 人 同 一圆 四十 錢 、 

ご 斤 入 ぉ 1 圓 

十二 品質を 販路 

化 東 省に 於け る 日本人 經營 の稱モ 王瘍は 何れる ま嬰頗 料を 
內地 よろ 仕入れ 製造 方法る 新式に よら 經營ま (靑 島、 四方、 
濟南 工場) は 何れも 多年の 實地 經驗を 有し 又 技術の 精巧を 嬰 
する 部み には 垄然內 地 職工を 招聘し 製品の 品質に 注意し 意匠 
體裁 共に 支那 人の 嗜好に 適應す 可き を 期し 販路は 山 東 省を 部 
を 目的と し 漸を追 ふて 擴 張を 圆 るの 風 あ 6 便 格 ホ內地 製品よ 
ら 幾み® 廉 なる 爲め 需要 追々 增 加の 傾向を 呈 しつ、 あろされ 
ば此際 粗製濫造を 愼み 日本人 製品の 優良なる を 示し て聲價 
を 確立す るは 尤も 緊耍の 事に して 且絕 好の 時機と 云 ふ 可し 况 
んや 白す 義 、獨逸 、英吉利、 佛蘭 西、 摸 匈 等の 輸入品 殆んど 
杜絕 せる 現 時に 於て を や ‘ 

傅 山 硝子は 原料の 精選 不完查 なると 混和 方法の 學理 的に 硏 
究 せられ ざると 職工に 化學的 素養を & と、 一般の 設備 不完查 
なると 之に 加 ふるた 工場 まが 目前の 利潤 增 加を 目的と し 製品 
の 優劣を 問は ず ロハ 製造 高の 多 からん ことにの み腐必 せる と 職 
ェの稍 ミ 熟練せ る 者は 槪ね出 ホ 高拂の 賃銀を 得る 爲め 作業を 
急ぎ 其 結果 製品の 粗雜に 流る る倾 ある  > -且博 山 石炭の 品質が 


稱モ 原料 燦解 燃料と して 其 適否の 講究 不充分を をれ ざる 等穗 
々をる 原因のを せる が 爲め從 て 梨 おの 品質に 頗る 影響を 巧た 
し 板 硝子の 如き 板 面 水平を 缺 きて 輕き波 狀を呈 し 微細なる 泡 
沫班飄 の 消滅 完查 ならず 濃 靑の色 澤を帶 び 强觀の 度合 低く、 
麻 火 性に 弱く 旦 近時 輸入 曹達 灰の 相 瘍暴纔 せる にょろ 之に 代 
ゆるに 博 山 附近 產 出の 天然 曹達を 不充分なる 加工の 咬、 使用 
せる 爲め 一屬 品質の 粗 惡を齋 し外國 製品 上等 硝子の 如 さに 比 
較 ずれば 良否の 差 到底 間 日の 論に あらざる のみならず 之を 普 
遮 品に 化ぶ るも尙 品質の 劣惡 なること 数等を 輸 せら 然るに 亦 
一方 僧 格の 低廉なる と 現 時— 輸入品 杜絕 せる との 爲め 却て 他の 
販路 區 域に 侵入す るの 兆な きに あらず 現 巧 產额の 五 割 乃至 六 
割は 濟 南に 二割 乃至 S 割は 靑 島に 一割 乃 ま 二割は 山 東 鐵道沿 
線 (就中 纖縣 附近) に 移出 せらる 而 して 濟 南に 仕向けられた 
るみの 約 四 割は 同地に V 消豐 せらる、 る殘 ろの かは 化 京， 天 
津 、廣衷 、楊子 江 流域 地方、 南 支那 地方を まとし V 再び 搬出 
せらろ 博 山 絲硝モ 細工 おを 巧め 其 他、 煙草 吸口、 煙管、 輪 類， 
文鎭 、玩具 等の 如き も 品質 粗 憩'  愈 吃、 陳腐に して 只を 來の 
傅 潜を 墨守せ る爲め 到底 廣く 一般 文明 人の 需耍 する 處 となら 
ず 支那 內 地に 於 y 其 まなる 販 跑は廣 東、 雲 南、 貴 州、 山 西、 
甘肅 、湖南、 化 京、 天津、 滿洲 方面に わろ  • 
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(海 關兩) 

〇、 M 〇 


十ー ニ關稅 

I 輸入 稅 
硝子 殺 一擔 
窓 硝子 

ィ 、著を、 が 磨义は 不透明と せる ものち 平 ホ 吸 三 画)  0、 一二 五 0 
.口、 普通 品 、 ち 平 ホ 吹 2 画： >0、 ー セ 0 

板 お 子 

ィ 、水銀を 塗りた る もの  .1 ホ ホ 尺 o、or 五 
日、 氷 銀を 塗らざる もの  從價  五み 

硝子 鏡 同 
滿モ珠  - 同 
硝子 製 裝飾品  同 
其 化 硝子 製品  同 
ご 出口 稅 

窓 硝子 

(海 關兩) 

蕃 を、 砂 磨 其 他 普通 お 共 巧 平 ホ 尺 (一画〕 0、 】 た 〇 
硝子 ランプ  從價  五分 

化し ま那製 ホヤは 無稅の おおを 受く 

义 ランプは 硝子 器と して 申吿 しみの 從最税 を 納め 得る が 如し 
滿子器  巧 斤 〇、 五 00 
硝子 珠 巧 斤 0、 お 00 
硝子 製 腕 環 巧 斤 〇、 お 00 


十四 原 斜價格 

博山附 おに 產出 ずる 原料 値段 左 之 如し 


稱 お 
發 お 
を -お 
曹達 灰 
木 炭 


巧 斤 
同 
同 
同 
'同 


又內 地ょ ろの 輸入品 値段 左の 如し 

を 石 (華 濃 產を用 ゆ： I ち 斤 
硝石  全 
蠻お  么 
角 石 全 
若 が (、王に 播州 產) 么 

マンガン  な 

曹 達 (大阪 品 巧 巧) 巧 ボンド' 
亟孤酸  么 
测酸末  巧 目 

アン チモ- 1 — 么 

十五 爐 、巧 牺及型 


一圓 五十 錢巧至 二 劇 
二圓 五十 鑛 乃至 一一 一圓 
一圓 巧 至- 圓 二十 錢 
十 一圓 乃至 十一 一画 
一一 一圓 巧 至四圓 五十 錢 

一圓 五十 錢 
一 一圓 五十 錢 
四 圓* 
一圓 八十 錢 
五十 五 儀 
一高 一二 十錢  . 
十々 圓 
セ 

一圓ん 十錢 
一圓 六十 錢 


イ 、爐 

傅 山 硝子 ェ瘍に 設備せられ たる 爐は 何れも 同地 產 出の 耐火 
煉 おを がて 築かれた る ものなる が 今 板 硝子 工場に がける 大翅 


纔の 建設費を 調ぶ るに 普通 左の 如し 

原料 烙解爐 


、〇 00 
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加工  盧 八 〇〇 
仕上  爐 六 00 

又 硝子 品 細工 爐は 普通 一一 一巧 圓な ろと 云 ふ 、 

又靑 島、 四方、 濟南 エ瘍に 設置せ -t- れ たる 爐は 型狀火 同小 

異なる が 何れも 使用せ る 耐火 嫌 おは 博 山 品 ( 一 お十錢 位) 內 

地 品 (一枚 十と 錢 位) 及 滿洲品 (一枚 十六 錢 化) にして 其 建 

設養 左の 如し 

原， 料 烙解爐 
加工  爐 
■化  上 爐 

り、 巧禍 

博 山 硝子 H 瘍 にて じよ 八 年 前 迄は 外闕 製品を 輸入して 使用 
せし も 漸次 相 瘍窩騰 せし 爲み 硏究苔 ふの 結果 輸入品を 模 做せ 
る 一 穗の黑 巧 禍と稱 ずる ものを 製 出す るに 至ら 現今 大槪該 品 
を 使 咕サら 相場は 一個 普通 六 元 位な 6 靑 島、 四方、— 濟 南エ瘍 
にて 使用せ るが 禍は 普通 大販品 鳥 さ 二 尺 一寸 五分 長さ 二 尺 一 
寸 二分、 ホ ー尺八寸 八 分の 猫 おと 稱 する ものにして 一個の 原 
價 十六 圓 位なる も 運賃 其 他の 諸掛 合計に て靑島 渡の 相 傷. 二十 
一 一圓 五十 錢位 とす 

巧 禍の壽 命は 一槪に 述べ 難く 一夜に して 破 巧す ると あろ お 
日に して 龜裂 ずる こと あろ 如何に 優良品と 云へ ども 一二 迦 間を 


保を ずるは 稀に して 平均 壽 命は 十二 日な 6 
-、 型 

博 山 硝子 工場に 於て は 細工ず るに 何等 型を 他 用せ ざる も、 
靑 島、 四方、 濟 南のを 工場に ては 一を の 型を 用 ひて 製作せ 6 
型は 普通、 東京、 大阪 製に し V 値段 左の 如し 

洋燈笠  型 場 型 ヵンテラ 油 人 型 (ま 那词) 

】 尺 もの  一個 十ん 圓 I 個 lij 十邮  大型 こ十阅 

一尺 二寸 もの 一個 甘 一圓  ^ 固が 十 中型 十五 圓 

叶 M ル 型十圆 
一が 百囘  ’ 

十 巧 構 山 玻璃 公司 

燃料 豊富に して 勞銀 低廉 且 硝子 製造に 澗澤 なる 原料のを 巧 
ずる 博 山に 古代 早く 斯業の 勃興を 促した るは 前に 述 へたる 如 
くなる が 近年 亦化學 工業の 智識 卓越せ る獨 逸人に 依て おに 雌 
地に 硝子 工業の 設立を おる に 至ろ しも おに 當然の 現象と ずべ 
し 然るに 一九 一四 年の 交に 於て 支那を ± の 排外 思想 彌漫 して 
利 權囘收 の 運動 臟烈を 極い る や 其 勢扣柬 にも 波な し 巧ら 多年 
有利 多望なる 工業を 徒らに 外人に 委 する を遺减 とし 官商 鳩議 
し 資本金 十 诉萬兩 にて 硝子 會 社を 設立ず るの 計嘉を 立て 巧 五 
萬兩を 山萊巡 撫衙巧 よら 出資し 殘额十 萬 兩シニ 株が 兩 とし 即 
も】 千 株を 民間よ 6 募集し 純然たる 支那 人經營 事業と して 兹 


二、 五 〇〇 
一、 二 8 
一、 80 
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に 博 山 玻璃 有限を 司を 創立し 總理に 顧 恩 遠を 置き 製品は 扳硝 
モを 主として 博 山 縣內に 於て， 十ヶ 年の 獨占權 を 有し 巧 來の博 
山 ± 民の 破 子 製品とは 別種の ものを 製作す るを 目的と したみ 
而 して 博 山 縣靑龍 山の 化 麓 孝婦河 右岸の 出 地を 卜定し V 宏大 
をる エ瘍二 棟を 建設し 其の I は 炫解爐 を 設備し 他の 一は 機器 
房、 巧 鐵廠蒸 氣機關 房、 缸穗廠 、機器 磨粉廠 、原 稗 酷 合廠、 
發貨處 、含 計 房、 揀巧用 ± 泥廠 等を 設け 其 他 役員 宿舍 、事務所、 
製品 陳列 所、 瓶 類 製造所 等を 潭き 機械の 原動力は 巧 十 馬力の 
高 藤磯關 にし で 電力を 使用し！ 日】 萬 四千 平方 吹の 板 綿 子を 
製造す るの 豫定 をな て 諸 建築物は 一九 0 六 年を 期に 竣成せ ろ 
然るに 該 事業化 機先を 制せられ たる 獨 逸人は 之が 爲 めじ 自國 
權 勢の 扶殖上 重大の 關係 あるを なて 種々 の老繪 なる 手段 方法 
を 工夫し 遂に 山 東み 利 源 開 驚なる 名稱の 下に 該エ* の 諸 機械 
器具 及藥品 類は 一切 獨逸 製品を 使用せ しいる ことにし 加么公 
司 章 程 中に 外人 技師 一を 雇傭 云々 の條 項を 蹄 入せ しめた 6 而 
も猶 之に 滿 足せず 事業の 進涉じ 伴； 5 種々 なる 口實の 下に 遂に 
六 名の 獨 逸人 技師を 傭聘せ ざる 可から ざるに 至らし めしが 是 
等の 技師は 何れも 自國方 まを 模做 せんとす る 傾向 あろし 爲め 
先づ 第一に 烙解爐 の 設備 方法に 手 違を を じ 次 V ホ 燃料の 硏究 
み充 かならず 其 使用の 石炭は 油み 多き に 過ぎ 之が 燃燒 を完然 


にして 原料 燦解 をなずに は 比較的 多くの 時間を 費し 爲 めに 板 
硝子の 品質 鑑定 上 絕對に 息い 巧き 班點の 消滅 充 みならず して 
細微なる 施 沫を殘 し 板 面 凸凹を 爲 して 平面なら ず 幾分の 濃靑 
色を 呈 して 透明を 缺く等 到底 豫 期の 優良品を 製作す る こと 不 
可能を ろしの み をらず 其數 量に 於ても 豫 をの 半額に 達 甘ず 而 
も經營 費用は 莫大に 嵩める 爲 めに 自然 製造 賽を增 加ず る こと 
、をら 其增 加した る 費 額を 償 ふじは 勢； 5 製品の 原 倩を 高り る 
の 必要 あらて 販路の 開拓 甚だ 振は ず 製品は 徒らに 庫內に 堆積 
せられて 巿 場に 出で ず 結局な 司の 維持 頗る 危險に 類せ しが 
是れ がな 善 策の 第一歩と L て 一九 0 九 年雇聘 契約期間 滿 了を 
機と し先づ 查部獨 逸人 技師を 解約し 代 ふるに 本邦 東京 深川硝 
モ エ場 及 大阪島 旧 硝子 エ瘍 よらを 一名の お師を 招聘 せら 彼等 
は 梟 初 隐解爐 の 改良を 劃策せ しが 元 來化兩 名は 職工よ ろ 身を 
起し 多年 實 地の 經驗を 積みな 術は 頗る 巧妙を 6 しも 學 術の 素 
養に 乏し かろし 爲 め化學 上よ ろ硏鑽 して 根本的 改善の 方法を 
案出す る こと 能は ず 又 人格の 點じ於 V も 無難に あら ざら し爲 
めを 司 重役 側ら 倩 賴を受 る こと 能は ず 幾度 か爭 論を 釀し 遂に 
契約期間の 途中に 於て 解約せられ たろ 如 斯苔さ 經驗を 有する 
のみに し y 事業の 成績 更に 擧ら ざるに 之と 反對 にが 政狀 態は 
益々 苔 境に 陷乂 るの みなれば 其 整理 改善は 焦眉の急 じ 迫 6 な 


75 


に 資金 融通の 一策と して 一 券 二十 元の 富* 附 株券を 發 巧し 抽 
鑛の曉 は割增 金を 分配ず るの みならず 尙十 元の 株券を 與 ふる 
の 方法と し 支那 人の お 俘、 むを 挑發 しなて 資金 調達を 謀ろ 二十 
元 券 六 萬が を發 行せ しも 裏面に 潜が せる 不正 手段の 曝露が る 
爲め計 書 不成功に 歸し 結局 官商持 株 二十と 萬 八千兩 農工 商 部 
補助金 云萬圓 別に 一一 一十よ 萬 お 千 雨の 社債を 起し 一時的 批 政の 
彌縫 策を 施した^ しも 經營 方法の 破 本 的 誤謬は 如何 ともなし 
難く 到底 改善の 實 壊を 齋す こと 不可能な ろしが 其 後一 九 0 化 
年に 製造 能力を 削减 しで 十分の一の 製品 產 出を 貫 論み たる も 
是 ホえ 敗に 終り 愈々 維持の 策盡 きて 一 化 一】 年 遂に 破産の， 止 
むな さに 至 6 中 岡 銀行の 巧收 する 處 となろ て 今日に あべら 事 
業 開始な ホを ホ 僅か じと ヶ年 可惜 宏壯 なる 建物 も 昔日の 面影 
寂れ巧扉堅^鑛されて雜草徒らに離々たるを見るのみ如上の 
事實 にょろ 傅扣 玻璃 公司の 失敗せ る 原因を 稽 ふるに 其 またる 
もの 大略 左の 如 含に 似た ろ 

一、  經辉 者の 過半が 老朽の 支那 官吏に して 商機を 捉 ふるに 敏 
速を 缺^且 商略に 不得丰 を 6 し 事 

二、  そ那人 軍： 役 侧と獨 逸お師 速と なおの 一致せ ざな し 事 

S、 憐山 附近に 硝子 巧が 潤澤 なる る 優良品 製造 原料と して 精 
選 不充分な 6 しこと • . 


四、 獨 逸人 技師の 待遇 高さに 過ぎぶ 冗 賞 多 かなし 事 
お、 優良品 製作を 目的と したる にも 不拘 燃料 蹲扣 炭の 品質の 
.分析を 看過せ る こと  ‘ 

六、 烙解爐 の 設備に 充分なる 研究を 解 クし事 
よ、 自家製の 巧 禍な煉 おを 使用せ しは 輸入品と 比較し 頗 ぶま 
倩なる る 製品の 品質を 一層 劣惡 ならしめ 巿 擦に 於け る聲 
.•  價 を 甚だ 低落せ しめたる 事 

.(最初は 輸入品を 使用し で 6 しが 相場の 騰貴 じょろ 自ら 研 
究 して 後 巧 禍嫌亮 を 製 かした ろ) 

八、  獨 逸人 技師の 不適 化な りし 事 及 支那 人 職工が 化學的 智識 
絕 無な ろし 事 

九、  規模 擴大に 過ぎ 徒らに 經 費の 嵩みし 事 

10 、財政 整理を 名と し 種々 不正 手 獻の內 部に 行 はれし 事 
一】、 製品の 販路 開 巧 自動的 をらず 且停滯 おじ 對す るが 置 方 
法の 硏究 不充分を らし 事 . 

一二、 外に 對 して 公司を 代表ん 內に 於て 幹部を 統一し なて 協 
力】 致せし め 得る 人が を缺 さた なし 事 
十 セ標山 硝子の 將巧 

支那に 於け る 硝子 類の 需： 嬰は 今後 益々 增 加す 巧 さは 否ぶ す 
ベから ざる 事實 るると 同時に 將 巧に 於て 單に 支那 自身の 生產 
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額を がて 滿 おなる 供給を 爲ム靜 るょ は絕對 不可能の 事なる 可 
し 殊に 現 時は 歐洲 戰亂に 依る 輸入品 杜絕 の爲め 支那を 地に 散 
をせ る 硝子 工場は 何れも 此 機を 利用し 廢業 せる ものを 復活し 
現を せる ものを 擴 張し 審ら 製造 能力の 增 率を 企 圖 しつ、 ある 
A 一旦 戰亂 鎭靜 してを 和 克復す るの 曉に 至ら ば 歐洲を 國は戰 
爭じ 依て 疲弊し わる 經濟 力を 挽回 せんがた めに 急速に 總 ての 
を產 組織を 復舊し 販路を 東洋に 猿 張して 激烈なる 商戰を 開始 
すべく 贿子 製品の 如 さ 殊に 然る もの あるべし 今日 支那 製品の 
販路 區域 擴大し 需要の 倍 薄せ るは をく 一時的 現象に 過ぎ ざれ 
ば 早晩 其 範圍の ホ 輸入品に 躁 離せられ て當 業者の 巧び 思ひ設 
けざる 困 慮の 悲境に 陷る ことな 含を 保し 難ければ 目下の 順調 
時代に 於て 最も 戒愼 をが へ 事業の 基礎を 靈固 じする と共に 製 
品の 販路を 確實 にし 將來 にがても 其價値 向上を 圖 るに 努 むる 
處 なかる 巧から ず 山 東 省に 於け る 硝子 工業は 前途に 於 V 博 山 
玻璃な 司の 如き 製造 貪 社を 要求ず るに 至る こと 必然なる 巧き 
も 今日の 場合は 猶斯る 大規模 工場 設立の 時期に あらざる が 如 
くされば 從來の 儘に ては 縱令 如何に 經營の 方法 變更 する も 如 
何に 資力を 黨富 じする も 恐らく 結局に 於て 收支相 償は ざるを 
免 かれざる ベければ 組織を 變更 して 規模を 今少しく 縮少 ずる 
の 要 あるべく 又 現存せ る 多 數の博 山稱モ エ場に 優良品 製作を 


目的と して 今日 直らに 根本的 改善を 慾 憑ず る こと も 畢竟ず る 
に 資本と 時間の問題に 歸 着して 到底 急速に 實行 せらる ザく る 
あらず 寧ろ 現 巧の 設備を 改良し 進步 せる 化學的 智識を 應 用し 
y 內 をを 充實し 製造 能力に 屈伸の 自由を 有せし め而 して 小 H 
場は 合併せ しめ 資金 五 千 乃至 一 萬 元の 工場を 權設 しお 通 的に 
小規模なる 硝子 製造 硏究 所を 設け 充 みなる 化學 智識と 卓越せ 
る實 地經驗 とを ちずる 技師を 招聘し 原轉及 燃料に 付き 常に 硏 
究杳 露を C 庫ら しめ 漸次 製品、 品質の 向上を 鼓吹せ しり 巧し 或 
は支郝 人の 雜 有性た る 纖錄の 利に 敏 きをが て 粗製濫造 をなず 
ものな さに あらざる ベ 含る 夫 等は 組合 規則に 照して 處 分し 輸 
出品に 對 しては 簡易なる 一を の檢査 方法を 設け 製品の 良否を 
鑑別し 又 時々 優良品 產 出の 獎勵 法を 講ずべ し 巧 徒らに 舊 態を 
墨守し 販路の 如 さも ホ 來の區 域に 滿 おして 商况 旨ら 他動 的と 
なろ 何等 進歩 發 達の 途を 講ぜざる 如きは 自ら 求めて 減じを 招 
くに 異なら ざれ ども 而も 一般に 智識 低き 現 時の 當 業者に 對し 
ては 此の 如き も 或は 無理なる やる 知る 巧から ずされ ば 改善 指 
導の 一步 として 博 山に 日本人 硝子 工場を 設 潰し 山 東省產 出の 
原料 及 燃が を 精密に 硏究し 日本 職工を 使用して 製作に 從 事せ 
しめば 或は 憐山贿 子 工業 上 一新 生面を 開 & 其 聲愼を 高め 優良 
品の 產 出を 促進す るに 至る こと 必を ならん 要ず るに 山 東 省に 
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獻 ける 硝子 品の 消長は】 に繫 つて 博 扣贿モ の 上に 存 する をが 
て 其 品質 意匠 あ禮裁 等に か 今後 數 段の 向上を 圖 る必耍 ある 事 
を 切言せ ざるを 得ず  (了) 

乂 セメント 製造業に 於け る 加里 採集 

セメントの 製造に 際し 其 原が が 加里 かに 富い 時は 副產 物と 
して 加里を 收集 する ことは 漸く 成功し、 收益 ある ものなる こ 
とも 確め られ たら。 この 方法は 種々 の 硏究を 重ねた る 結果 遂 
に 南部 カブ フォ火 ニヤの リパ — サィド •ボ I ト ランド •セ メン 
卜會 社に 於て なし 遂げられ々 る ものに て、 この 工場に ては 目 
下 セメント ー 樽 每に六 封 度の 硫酸 加里を 收集 しつ、 あちて、 
これを 現 便に 見 積れ げ 一樽當 6 四十 錢 乃至 五十 錢 なら。 而し 
て戰 前の 相撫に 直せば 約 十八 錢 なろ、 これと て猶ほ 巧な ちの 
純 癌 なれば この 事業の 新で 面と して、 左释 短命の ぶのに も あ 
ら ざるべし。 今リパ f サィド •セメント 會社 技師 ジョン •ツリ 
I ノア 氏の 語る 巧を 揭 r れば みの 如し。 

セメント 原料と して 適當 なる 粘 ± なび シュ f ^ は 普通 二 • 
お％ ての 加里を 含有す る ものなる が、 先年 來 東部 製造業 者 
よ 6 集めた る 原料に つ さ リバ* サイド 硏究 がに て 試驗の 結果 


〇 又— 一 •二 五％ の 加里を 含有す る ことを 發 見せろ。 

セメント 原 粋の 調合 物を 最初 燒成 する 時 加里は 其 含を 登の 
四 Q— 五 0% 揮 發し其 余は 塵埃と おに 窯に 殘 る。 この 揮發が 
里に 適當 なる 化塵裝 置に よもて 煙塵 中 よら 他の物 質と おに 收 
集し 导ら る、 而し V 收 得し 得らる、 加里の 量は が產裝 置の 能 
率の 如何に あり、 電氣 化座裝 置の 能率は 其 窯に よろ てを 差異 
あち、 而 して 最も 結果の よろし か 6 し 窯は 揮發 加里の 八 0% 
を 回收し 得で ろ、 然るに 同じ 人に よらて 他の 窯に 裝 潰された 
る ものは お 五％ と 云 ふ 低能 率の ものな ろ さ、 例へ ば 長さ 巧 尺 
の廻轉 窯は 一日に 四顺 乃至と « の 塵埃を 生ず、 これの 平均 加 
里 含 お 量は 四 — 一 0% の 間な ク 、而し てこの 塵 お 中に 含を す 
る 加里 分は 多く 水には 溶解性の ものに て、 不 溶解性の もの あ 
ちとる 其は 極め V 少 部分に て化學 上の 變 化は 至つ て 受け 易き 
ものな り。 この 窯のを 斯 よら 收集 さる、 加里を 含なず る 塵埃 
はか、 る 性質の ものなる が 故に 胆料 として 販賣 さる、 ものを 
を。 目下 實 際に 副庸物 とし この 肥料を 製造し つ、 ある エ摸 

よ， メリ，ランド、 ！；1ダ1スト—ンなるセキユ リチ—*ポ 
1トランド.セメント會社义びて八ファ*ポ|トランド • セメ 
ント を 社、 ノド ソン 河 エ瘍の ニケ 所なら。 

把 料と しての 僧 値 而 しこの 崖换は 農業 上 お 灰 肥料を 使 


g 用して 差 支な き 時た 限ろ 用 ひられ、 一般に 調合 肥料の 一成 分 
と、 しては 便利に 使用し 得る 能は ず、 宜化 〇% の 不要 物の 運賃 
の 負 擔に堪 る 難く、 商品の 眞の 賣價を 下げ 旨 然巿瘍 を 制限せ 
ら る。 完查 肥料 工場の 販賣 品と しての 要求は 加里の 含有量 S 
五％ な 上なる ことを 望めば、 セイント エ瘍 の副產 物と ずる 加 
里 もこれ ま V た 品位を 高い るた めじを 努力し つ、 あろ。 

總 ての セメント エ瘍に 於て 回收 せらる、 加里は 何れる 硫酸 
鹽 とを 6 居る ものに で、 過去 五ヶ 年間に 於て リバ， サイド 硏 
究所 はこの 塵挨 ょろ 濃 摩なる 加里 藍を 聚集 する ことじつ き 試 
驗を 試み 其 結果 この 方法を 巧 ふ 西 難の 一として 塵挨 中に 含有 
さる、 查 加里 量の 五十 乃至 五十 お％ が 氷に 溶 省し V 浸出し 得 
ら る、 も 其 餘は其 儘に て殘留 ずる ことな A。 然るに お 頃での 
貧弱なる 抽出の 原因は 溶解度 低き 硫酸 加里 お 灰の 複鹽 が低溫 
度の 間に 生ずる が 故を る こと 判明せ ろ。 この 複鹽は 天然にを 
巧ず る サイ H ナイト (阴長 巧) にして この 抽岀 の惡 し. 原因の 
講究せられ たる 上は 救濟 策と して これの 成を を 避けざる ベ か 
ら ず。 其 方法と しては 加里を 有の 塵埃を 爐過 する 操作 中其溫 
. 度を 常に 攝氏 八十 五 度が 上に 保たし め、 加里 含有 貴の 圣 部を 
溶解せ しめ 溶液を 濃厚なら しい 樣の狀 態 化な さざる ベから 
ず。 特許 第】 一. 一二 0 化 八 九號が この 單 なる 事實を 基礎と せる 


ものな り。 

例へ ば セメント 原が に 一％ の 加里を 含有ず み 時 これの 揮發 
の完をじ行はれたろとせばクブ ン カ 》 一 樽につろ，酸化加里六 
封 度は 科學 的化收 得し 得らる るなる。 戰前 この 價 格は】 封 度 
一二 錢な ろし 故に 一轉 につき 十八 錢 なれば クリン カ •よら 完圣 
に 加里の 揮發し 得る 方法を 案出 すれば この 方法の 有利を るは 
疑； 3 の餘 地な きな ろ。 この 目的の ために 一の 方法の 發明 せら 
れ たろ、 其は クリン カ I よろ 加里 鹽の揮 發を增 加せ しいる と 
おに 塵埃よ ろの 抽岀を 助く るた め 添加 劑 として 弗 化 力 八シゥ 
ムを用 ふること をろ。 其方 法は 次の 如し。 

をし 原料に 一% が 加里を 含有ず ると 含は 〇 •八％ の 弗 化 力 
声シゥ .ムを 加 ふ、 この 添加 劑 によらて 加里は 弗 化 加里と な々 
直 もに 揮發 す、 この 弗 化 加里は 攝巧約 八荒 0 度の 溫 度に 於て 
蒸發 する ものを ろ。 而 して 弗 化カグ シゥム と原裕 中の 加里と 
のな 應は攝 巧 千 巧 度 迄は 惹起せ ざるみ のなる が この 溫 度に 於 
て 弗 化 加里は 蒸發點 が 上 をれば 直 もに 原料よ ら逐； 5 おされて 
燃燒 瓦斯 塵埃 等と 共に 運び まらる、 るの な 6。 この 揮發 した 
る 弗 化 如 里は この おにて 永存せ ずして、 殆ど 查部燃 燒亮斯 中 
の 硫黃の 硫酸に よろ て 硫酸 加里に 變じ 一方 弗 化 水素の 游 離に. 
よろ てこの 變 化を 完查 す、 而 して 弗 化 水素は 直接 塵埃 中の 巧 
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が 化合物に ょれて 中和され て 弗 化 お 灰に 還る、 おがた る 塵埃 
は 旣述の 方法に て 溶解性の 硫酸 加里と 不 溶解性の 石灰 質 物 反 
姑 ± 質 物とは 媳 過して 分離 せらる。 

この 方法の 結果 —— 牆 過した る殘 律は 最初 混入した る 弗 化 
石灰のを 量を 含を する が 故に 再 S セメント 原料 中に 混じて 弗 
化 ヵグシ クムの 加里 揮發 補助 作用を なさし め 得、 而し 幾み 硫 
酸 石灰の 含を ずるが 故に 喜ぶべき 者には あらざる なり。 最初 
其 塵埃を 巧度燒 さて 加里 含 お 量の 多き 塵埃を 得ん として、 其 
目的を 達した 6 しも 其 操作 繁雜 にして 不經濟 な 6 き、 即 もを 
か 里 量の 二 〇% のみが 二度目に 堆積した る 農 埃 中に 含 寺れ、 
殘ろ即 も 八 〇% は 巧 度の クリン々 f 中に 殘存 せり。 而 して 其 
原因は 塵埃 中に 硫酸 お 灰の 存在す るが 爲 めなる ことを 凝 見し 
苑 化物を 混入ず る ことにょ々 て 硫酸 石灰に 分解す る ことを 得 
たら。 これに 於て を 弗 化 お 灰が 必要に して、 其 一度 使用 せら 
れ たる 殘摔も 再び 原 粋 中に 混じて 加里の 禪 發を增 加す る 作用 
をなず、 かく 循環 的に 使用して リバ I サィド エ場に ては 加里 
の揮踞 畳を 六 0 乃至 九 0 となす ことを 得たら。 

セメント エ場に 於け る 副産物と しての 加里 回收 能率を 計上 
すれ 皆 リバ f サイト ェ攜 にて は 加里 含を 量の 化 0% は 揮發し 
】o%はクリンカ^中じ殘る、 而して其揮發する加里の八〇 


% は 塵埃の 化 殿に ょらて 回收し 得らる。 されば 最初 原が に 含 
有された る 加里のと 0% が收 得せら る、 當 なる も 約 五％ は總 
過の 際に 消失す た 看做さ でるべからず、 リバ — サィド エ瘍に 
てる 幾何の ものが 收 得せら る、 か試驗 せし に 結 極 原料の 加里 
含有量の 六 六 •六 六％ を 採取し 得る 事を 發 見せ ク 、而 して こ 
れな 上は 最旱や 塵埃の 聚集 率を 高めて が て煤收 量を 增す外 其 
途 なきを 知れろ。 かくて 得た る 加里 鹽は 肥料 商に 依りて 大に 
歡迎 せられた々。 

(cement  & Enginesicg  8名グ 1917.  No.  9) (米ぶ) 

心 コットレル 巧電氣 化屬法  ’ 

セメント 製造の 副業と しての 加 軍： 採集を 抄錄 する に當リ 目下 開を 中の 化學 工業 
.が簡 をには 紙 井 巧 式 脫牠裝 健の 巧 品を リ て、 每 日が 驗 せられつ、 あれば 巧に 其 
原理の 同一なる コットレル 巧 沈 廃を をげ 錄 して 參 をに 化せん。 

電氣沈 塵 法の 煙、 塵、 霧 氣の沈 塵に 使用 せられて 有効なる 
は賛 言を 要せざる 所に して 其 施行 方法と して、,^ パ I 卜 •ピ 
I ピ八 巧の 電氣化 塵 法 あろ。 (已6 を rical Woi 云， say 1 3.191 6) 
又米闕 加州 大學コ "トレ^ 敎授 (cottren) の 電氣化 塵 法は 已に 
成功を 奏し、 諸 エ媒に 採用せ られつ、 あれば なに 其の】 班を 
紹 かせん。 其の 原理と する 倦は ヒグ巧 S ホ 法と 同一に して、 
(敵 井 巧 式を 同一) 電極は 聚 電極、 が 電極の 二種に 分れ、 聚 
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電極は 一般に 金屬管 或は 金 屬扳を 使用し 煙塵が 吸聚 せらる、 
柱な ろ。 放電 極は まとして 金屬 線を 使用し (臟井 巧 式は 銳齒 
ある 板} 煙塵に 帶電せ しむべく 放電を 與 ふる 極な ろ。 

電氣沈 塵を 施行ず る爲 めに、 電極に 送電す る 時は、 電極は 
紫 光に 包 3 れ 盛んに 放電 巧は る •而 して 電壓 としては ぶ 五、 
000 ヴ オグト より 1 〇〇、 000 ヴオ 八卜を 使用す* 斯の 
如き 高 曝に 於て はを 斯 又は 空氣 は電媒 (gedimlo となろ て 通 
電 ずるが 故に 兩 電極を 直接に 接續 ずるに 及ばず 却つ て 高廢轉 
子を 用； 5 て絕緣 する るの なろ。 

初め 放電 極と 聚 電極との 間に 浮遊ず る 煙 藍は 高 壓の爲 めに 
帶電 し、 同性 反撥し、 異性 牽引す る 靜電氣 の 理論に よろ V 、 聚 
電極に 集合ず る ものにして、 帶電 量の 多き に從 a 化 塵の 傾向 
を增 ずが 故に 斯の如 さ高壓 電流の 使用 せらる、 なら、 電壓は 
電 弧が 今 將に發 を せんとす る 箇所に て 使用す るを 最も 有利と 
し、 上昇ず るを 斯は 煙塵に 勢力を 輿へ 其の 速度 窩 さるのは 
沈 塵を 防 r によ^ 斯の 速度を 低下せ しむる 事は 必要 條 件を 
ろ 0 

を 化 電極が 强 速に 反 向ず る 時は 煙塵は 惰性に よらて 殆んど 
靜 止の 狀 態とを り、 化 塵 作用 不能と なる が 故に 高壓 直流を 使 
用す、 實 際に 於て は 巧 斯は靠 直、 又は 水平の 行路を 取らし め 


ら る- > ものな A、 淸淨 じせんと ずる お 斯は冷 熱 おに 差 支な く 
乾濕を 論ぜざる をろ、 酸類の 霧 氣を沈 産 せんとず る 時は 其の 
腐 鈍を 防 r 爲め 電極は 鉛な び 磁器を 使用ず、 若し 熱氣の 散逸 
を 望まれざる 場合には 保溫 器を 使用す る も 巧な ろ。 

窩壓 直流を 得る じは 低壓を 流を 瞬間 直流 (le を nnittent ジ P) 
に變換 し、 變壓 器を 使用して 高壓 となす ものに て、 他の 兎 新 
淸淨 法に 使用す る 電力に 比し 本 法に ょれば 電力の 消費 少し。 

蒸發 性を 有ず る 物質の お斯體 中に 混 遊す る ものる 本 法を 用 
ふれば み 離す る 事を 得るな ち。 即も適 宣の溫 度に 鬼 欺を 熱し 
て 一方を お 斯體の 形態に 他を 煙產の 形態に あらしめ、 先づ】 
方を 沈 塵せ しめ 然る 後 更に 他を 冷却せ しめて 微細 物の 形態に 
變じ沈 塵 法を 施行す るな ろ。 

今 沈 塵 法の 經濟 的に 應 用し 得らる、 重 震なる 二 一二の 例を 左 
じ 記載 せん。 

硫酸 及び 鹽酸 製造に 於て は議氣 となろ て 消散す る 其の 量 多 
令が 爲じ 近隣の 植物を 枯死せ しめつ、 あるは 佩く 人の 知る 處 
にして 本 法に ょろ て 其の 害を 贼滅 ずる 事を 得るな ろ。 

劇場 及び 工場 等の 如く 多 人數の 集合す る瘍 所に 於て 施 こず 
通風 裝 置に 對 し、 其の 量 每み五 〇、 〇〇〇 立方 吹に 及ぷ ろの 
あろ 殊に 地下 鐵 道に 於て は 塵埃の 朦 々たる もの あみて 其の 沈 
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塵を 渴望 ずる ものな ろ、 現今に 於て 脫塵 器と しては 眞空 掃除 
器に 類似した る 大型の 機械を 懊 用され つ.、 あれ ども 塵埃は 源 
布に 堆積して 其の 除 まに 困難を 感じつ、 私る ものな を。 

錢鑛嫁 及び 精鍊瘍 よら 放散 せらる、 克斯 中には 銅、 亟 鉛、 
錫、 金、 銀、 を銅及び舰素、 蒼鉛、 セ レ ニ ュ I ム、 ブブ ュ I 
ム 、バラ デュ， ム 、アン チモ ニー 並に これ 等の 化合物を 含有 
する ものなら、 或る 餘鑛携 に 於け る 硏究の 結果 大氣 中に y 消 
散せ しめらる、 塵埃 中には 日々 四、 〇〇〇 那に 直る 金屬 のを 
在す るを 見たち。 

米 闕の巧 部に 巧を せる 諸銳鑛 媛よ ろの 放散 お 斯 中よ 6 製作 
し 得らる、 脯 素は 垂米闕 の 需用に 應 ずるを 得べ く、 火 両洋 岸 
に 於け る 一鍊銅 所に 於て はが 散あ斯 中より セレ ニ ューム を 製 
作し つ、 わろ。 

眞 論の 製作 殊に 高度の 巧 鉛を を 有せる ものに 於て は 硏究の 
結果 錠爐に 投入 せら H たる 醒 鉛の 中 三 パ， セントは 消散す る 
を 見る、 錄爐あ 斯の沈 塵 物を 取 6 かがせし 結果 其の お 五 パー 
セントよ 6 六 0 パ， セン. 卜は聴 化 巧 鉛の 狀 態に あろて 少量の 
カド ミニ ュ •ム 及び 他の 混合物の が 巧ず るを 確め 稱 のり。 

金喊配 鉛の 製造に 際して 粉始 となろ で 耶： 鉛の 飛散ず るは 吾 
人の 知る 處 にし V 工業 上に 於て 通風 巧 失 ( Ventilater  loss) と稱 


する ものは 郎も 之れ なク。 

銅の 電氣 製鍊に 際して 金、 銀、 其の 他 諸 金屬が スラィム 
(空 ime) として 沈 塵す る 時 其の 中に 含有ず る 金、 銀を 定量ず 
る爲め この スラィムは 屢燒却 せらる、 この 時 散逸す る 白煙 中 
には 諸種の 金屬の 酸化物を 含み 徒らに 消 矢せ しむる ものな ろ 
こユ，、 ョ1クに近さーエ纔じ於では電氣沈塵法にょろて之 
れを聚 集し、 年々 數千 卵に 直る 損失を なして 僅かに I 二 00 弗 
に輕赋 せし いる ことを 得たち、 同エ 類に 於 V は 一九 一二 年 迄 
は 散逸す る 白煙に つきて はこれ を 問題と なさ ざろ しも、 其の 
重大 庫なる を 知る 吟 ぶびて 「若し 白煙を 散逸せ しむれば 毎 か 
一 弗の 損失を 覺悟 せざる ベから ず」 の 語を 放た しめたろ。 

録鐵爐 に 於て は微 粉が の チャ— ジ (ご) arge) を 衝風爐 にお 入 
する をが て 其の 飛散 も 甚だしく 每顺 に對し 一二 弗ょり J1 一 弗 半と 
せ ば 其の 損 夕價格 も 甚大なる もの あろ •而 して 又餘爐 附近に 
使用ず る亮 斯機顚 及び 衝風爐 に 使用すべき 空氣 中に 崖 埃を お 
ずる 時は 氣简 又は 嘗 巧に 固着し、 熱 力の ffl 失を なす もの なれ 
ば これを 除去ず るは 一擧兩 得な ク 。'硏 究の結 お 衝風爐 ょ^ 亮 
斯を 冷却せ ずして 塵埃を 取ろ 去る 時は】 個の 錄爐 に對 して 年 
額 二 お、 000 弗の 節約を なし 得べ し、 故に  一 〇〇 個の 餘爐を 
設 潰せる 鑛 山に 於て は實 に年额 二、 お 〇〇、 000 郎の收 入を 
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增 加ず るじ當 る ものな ろ。 

.八 イジ アナ 州に 於け る硫黃 製作所に 於て は亞 硫酸 亮斯 とし 
て 硫黃の 飛散ず る 量は 每日】 〇〇〇 嗎に 上る ものを ろ、 該社 
な 於て は 之れ に 水 蒸領を 混じて 亞 硫酸の 霧氣 となし 電氣化 塵 
法ょ ろ 硫酸を 製ず る 事に 成 巧せ ろ。 

な 上 記述した る ものは 電氣沈 塵 法を 應 用して 好都合を 得た 
る 一二 一一の 例に して 特殊の るのを 求めた るを のをら、 彼の 煤煙 
にがけ る應 用は 最も 普通なる ものにして 已に旣 に 世 化 知られ 
たる 處 なる をな て茲に 省略す る ものを ろ。 

(By  Li 口 n wradley  IM®  clllem.El あ 口 g,  De 夕 1195) ( 米 谷) 

耐火煉瓦の 性質な 成 か .. 

珪 酸、 クロ ー ム 、ボ I キサ イト、 マグネ サイトな 粘 ± 質 耐义揀 瓦の 製造に 關 
■しが 來 記述せられ をる もの 多し 然るに 其 等 製造に 關 する 化學及 製品の 成 かにつ 
きて 表示せられ しもの 甚だ 少し" 

物理 化學 は化學 現象の 基礎 法則を 說 くものに して、 耐义揀 冗 原料を 固有の 性 
質の これに ま 記せら る、 のみならず、 其 製造 上に 於ても ま 要なる 役目を なす も 
のなる にこれ に關し 考究した るを 歡< 、只 衡然 たる 考 へに ょりて ま 配され つ、 
あれば、 これの 硏 をは 大切なる ものな り。 

吾人の が乂 物を 製 せんとす るに 際し 科學の 部門に、 如何にして、 且つ 何故に 
轉 ずべ <餘 儀な くされし かを 化 ホ 得る 限 リ綺單 なる 言葉を なて 說 明し そこにを 
まれた る 化學を ホ 專巧 家に もよ く 了解せ しめん 事に 努力せ り、 

i 吾人は珪酸鍊を製造上其要素として九八パ t セ ン トの珪ぉ 


紛とニ パ f セントの 巧 灰と を 用 ふるを 普通と なす、 之 等 二種 
の 原料に つ&て 個々 の 性質な 聚合的 性質を 考究すべし。 

珪石 のま 成分は 勿論 珪 酸化 代表的の 珪 石は 平均 殆んど 化と 
パ I セ ン ト の珪酸を含有し他の種々なる成分はを ー パ ， セ ン 
卜な 下にし V ア^ ミナ、 酸化 鐵、 マグネシア、 ア八 タリ 及び 
水の 如き もの をら.。 故に 不純物た る 之 等のを の、 量は ま 要 成 
分 じぁらず して 性質には 關係 せず、 從 つて 珪 酸質煉 兎に 對し 
殆んど 影響ず ろ 巧な く 原 おの 狀 態に 於ても 製品の 狀 態に 於て 
も 其 ま 成分た る珪 酸の 性質が 大切に して、 これの 性質の 如何 
に 依 6 て 嫌 巧の 價 做を 左右す るるの なろ。 珪酸質 煉克の 代表 
的 分 巧は 次の 如し。 ’ ’ 

操 爆. (空 P)  §.2 奚 
7^  > W 斗 (Alb3)  P を 

驛を顯 (I ぶ P)  §9 
爆を：^、 く义 々卜  (cao)  0.80 
4 、 ^ 'V  、 (Mgo)  0.14 

T ミみ》  (Kb 切 N ぞ〇 ) 0 •送 
で已珪 酸の 性質は 甚 特殊なる ものにして 耐熱 變 化に  ょりて 種々 
の 異なれる おを 有す、 珪 酸の 重要なる 結晶 變形 物即珪 お、 鱗 • 
お英 クリスト バラ ィトの 如き ものは を 彼の ア八 ファ— あび ピ 
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I 夕 t の おを をす、 之 等 一】 一種の 變お 物の 或るろ のは 適當 なる 
燒成 によって 互に 他の ものに 轉 化ず、 即 も攝运 八と 0 度 (華 
巧 一 お 化 八 度)' に 於て 珪 およろ トリ ジ ミットに 變 ず、 常溫に 
てを岩石ァ 八 ファ 1狀のものが熱度の上昇と共にビ J 夕 |狀 
に變ずる化。 ア^フ-ァ ーよクビ，ターへ の變形は總て の瘍を 
速 かにして 巧 其 間に 一の 鑛 物が 他の も Q に變 化する に 僅かの 
時間を 要する をろ。 

例へ ば珪石 よら トリ デ ミットへの 變 化の 如し、 お 灰、 酸化 
鐵 等の 如さス えッ クスが を 巧ず る瘍 合に 或る 形の 珪 酸が 攝巧 
八と 〇 度な 上に 或る時 間 熱せら る、 時は 常に 珪 石と をる。 而 
して 八と 〇 度よ ろ 一四と 0 度 (華 巧 S 六と 八 度內) の 間に 熱せ 
られ たる 時は トリ ジ ミットを 生じ】 四と 〇 度な 上に 熱せられ 
珪 酸の 烙融點 に 至な てク ブス トバラ ィトが 現は る、 珪酸 にし 
て フラックス なき 場合に 熱せら る、. 時 成 この 變 化は 少み 異な 
れお珪 聽質嫉 をは 常に 幾分の フラックスを 含い が 故に 其變化 
は 上述の 變 化を おすべく、 これ 等の 點は 講究す るに 價 す。 

叫， 熱の 經 過に 伴 ふ 密度の 變化 

或る 狀態 よら 他の 狀 態に 熱ろ 變化 じよ々 て 移動ず る 影響は 
極めて 顯 著な ろ。 郞も珪 酸の 種々 な 形に 於け る 密度は 
珪 お 1H ハ 軍 ‘ 


トブ デミ ツト  ー三 二〇 

クリスト バラ イト  ニ 厶二〇  ‘ 

是即 吾人が 珪 おを 八よ 0 度な 上に 熱する に 其が トリ デミ ッ 
卜に變 ずると 共に 密度 にがてる 二 •六 五ょ クニ •一二 〇 に 至る 變 
化を 起す こと、 なる 化、 か、 る 結果は 判然たる ものにして 密 
度の 變化 がを 量の 變 化を 來す こと 明か 化，、 是れ 便宜上 一單位 
量 侮に 或る 重量を 持てる 玉蜀泰 粒を 採ろ て 明かなる べし、 郞 
若し 此の 實が 爆裂ず る 迄 熱せば お狀大 となる も 重量に 於て は 
前と 等し、 其 故に 單 化を 盧の 通さは 贼少 すべし。  . 

U 珪酸質 嫌 克の燒 成け 際して 起る 變 化は 上記の 變 化と 同理化 
而 して 燒成 にて 膨脹した る ものが 其實形 たるべく 成形に 於て 
小形に なす もこの 理に 甚く。  . 

珪酸質 嫌を には 判然せ る二樣 式の 膨脹な ろ、 一は 眞の 膨脹 
即ら 普通 加熱に ょちて 總 ての 物體が なす 膨脹と 他は 鑛物义 は 
結晶の 變形 にがつて おる ベ さ 變化之 化. 熱膨 腿は 游ん ど總て 
の 物 隙に 於て 一時的を るの みなれ お 或る 鑛 物が に變 ずる 爲じ 
起る ベ さ 膨脹は 其が 特殊なる 狱態 にある 限ろ は 永久 的 也、 然 
して 之の 煉 おの 燒 成に 於て は 典の 永久 的 膨脹の 最鳥觀 を铅る 
様留蔥 せざる ベから ず。 然ら ざれげ、. 煉 巧が 爐に 入れられし 
錫 合 漸次 加熱 じょろ 少許宛 膨脹すべし。 繁雜 なる 熱の 變 化に 


^ 對 して 化 嫌 おの 欠點 とずる 所は 熱度に 應 じて 其が 著しく 膨脹 
する 事な ろ。 然し 1 之れ を燒 成ず る 鶏 合には 加熱 あ 冷却 おは 
緩急な き樣 注意せ ざるべからず、 急激なる 燒成 にょろ ては 普 
通 膨脹の 二倍のを のを 得べ く 爲に完 蚕なる 揀 あは 望み 難し、 
過大の 膨脹は 嫌 亮體內 に 微細を る 罐隙义 は 裂傷を 生ず、 赤熱 
狀態 ょろ 氷 やに 投入 せられし 硝子 かに 起る 變 化と 殆んど 等し 
さ‘ 現象を おすを ろ、 燒 成の 初期に 於て は甚た 緩慢に 上昇 せら 
れ ざるべからず、 何と なれば 鍊鬼 體內 にて 化 學膊及 物理的の 
變化 起ろ つ、 あれば 化、 若し 姨 ちじし す 急 冷 せられん か 脆弱 
となる、 總て燒 成した る 嫌 鬼は 爐材 として 過剰 膨脹に 迄 熱せ 
ら るるを 望む と 雖も破 壌し 易から ざるを 欲する もの 化、 この 
膨脹の 大 なることは 永久 的 惟 質に して か、 る 嫌 あを 用 ひたる 
爐は 勿論 短命なら。 

聴 化 力卢シ ゥムの 性質 

普通 lime として 知らる、 酸化 夕八 シゥム の性幫 は珪 酸の 
其れとは 垂く 異なろ て 極めて 簡單 なる をのを々、 而し V この 
お 灰は 珪酸 質煉鬼 中に あろ で 乾燥 狀 態に 於け ると 同 樣じ燒 成' 
後 k 於ても ホ 結合 劑 として 働 さ、 lime 其 自身は 極めて 高き 耐 
火 性原稱 なる る 消化 又は 破壞 作用 等 耐火性が 外の 諸 性質を 有 
する が 故に 其 目的 化 用 ふる 事 能は ず、 珪 酸た ライムの 混合物 


はを 單 がの ものよ み 低 含 熱度 じて 燦融 ずべ し、 之の 二者の 種 
みなる 調合の 爆融 織を 示せる 曲線は 始んど 第】 圖に 示した る 
が 如し。 


とか。 
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がの 〇 
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之に ょちて 見る 如く 或る 飄迄 ライムの 量を 增加 ずれば 煉鬼 
の 耐火 徑を 低滅 す、 反對に 過少 量の ラィムを 加 ふれば 耐火 度 
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に 增ずも 結合 不完查 にして 破壞 ずべ し、 實驗に 於て  一 •五％ 
よら に 至る 範圍 •就中  一 •八％ が 最上 結果と なること を 
發 見せ も。 

ラィムの 最初の 作用は をの 時 嫌を じ對 して モ片夕 声の 如く 
働く 聲 也、 依って 結合 劑が珪 酸 力 八 シゥム V ある サ， ー ドラィ 
ム煉 おの 鶴 合と 同樣 なる 二 I 一一の 化 學反應 の 巧は る、 ものと 察 
せらる 0 

珪酸質 嫌 おの 燒诚に 於て は數 種の 結合 作用 巧 はれ、 酸化 力 
八 シ ゥ ム 及酸化^^ 八 ミ ニ ユ ム の珪酸の化合物即ら珪酸力 严 シ 
ゥム 、.珪 酸ァ八 ミ-ー ユム 或は 珪酸鐵 等を 生ず。 前述の 如く 之 
等 原料の 中には 甚だ 烙融 飄 高き じ 他の 原料のを 巧す る 時は 後 
をが 前者 よら 耐火性な ろと も 著しく 燦融 度を 低下す る こと あ 
る 此の 働は 食鹽を 加へ て 水の 氷 點を 降下せ しりる 結果と 
酷似せ ち。 此の 現象を 了解 せんと 欲せば 物 渊化學 の 充分なる 
槪 念を 嬰ず、 然し V むしろ 便宜上 膨脹が 如何にして、 又が 故 
におる かじっ 梦 深く 考察ず るよ クも 寧ろ かくの 如き 現象に っ 
さ硏究 する を當 然とす。  ‘ 

.結合を 考究ず る瘍 なに 珪酸其 もの じつ 5 ての 電 要なる 事項 
を 逸すべからず、 が 穂を 巧ず る おがに 破壊せられ ざる 珪 岩は 
優な 嫌 巧に 適せず、 岀來 上りた る 嫌を につき 精密なる 試驗を 


施せ ゴ 其は 種々 なる 形狀の 結晶の 鎭互 せる 組成を 見る。 珪艇 
質 嫌 おの 組成は 恰も 銀曆及 糖蜜に て 製せ る煉 見の 如し。 其藏 
を雜 曆が珪 酸の 象徵 たるに 對し糖 密は其 結合 劑 たる 働きに 於 
て 珪酸力 八 シゥム 又は 他の 珪酸 化合物 (珪岩 中の 不純物) に 等 
し資 ものを ろ 

前述の 如き 幾多の 事實の 約言は 報 酸質煉 あは 酸性 化して 優 
良なる 耐火性を おすれ 共 熱の 急 變に耐 ふる 能は ざる 事を 示せ 
ろ 〇 ' 

P ク 曰！ ム煉 巧に 關 する 物班學 及化學 
/ 他， の 耐火 物に 關 ずる 物理 學な化 學は珪 酸 質 嫌 おの もれの 如 
く甚だしく複雜ならず、 ク n f ム 嫌鬼は酸化ク n » ム をま成 
分と せる クロ： ム鑛 ょら 製 せらる。 酸化 クロ， ムな 外の 成分 
としては 酸化 ア^ミ ニゥム 酸化 鐵 酸化 カグシ ゥム 酸化 マ ダネ 
シゥム 及 珪酸之 化、 結合 劑 とし V 混ず る 物質は 耐火 粘虫ボ f 
キ K イト、 マグネシア あび ド n マイト 等に して 珪酸 質嫉 あに 
於け る ライムの 如く 結合 作が をを する のをろ、 即も 酸化 クロ 
f ム の分モ間を結合せしむる化合を起するのをれば事おるな 
ろ 0 

ミ 珪酸質嫌あの烙融觀と等しく、 ク P I ム嫌巧も其調合啟料 
は炼融して成み各個即お灰、ァ 严ミナ、廠化ク U f ム等のを烧 
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融點ょ 6 も低さ溫度 に於て烙融する 新し<3^化合物を成生ず、 
ク ロ t ム 煉ちは中性化、 即も著しく不活動性にして爆淳作用 
に 耐ぇ 少しも 鑛 浮の 酸性 藍 基 性の 如何に か、、 はらざる 化。 
■然 れ共ク u ■ム姨 おにつきて 最も 困難なる 事項は 物理的 性 
質 化、 然して 千 五な 度な 上に て 之 等は 破壊ず、 化は 結合 劑が搔 
融し壓力にょらて破壞し易&酸化ク ^ I ム の駭を殘し、 珪酸 
質煉 巧の 瘍 入口の 如き 交錯したる 狀態 にあらざる ことを 知るな 
ろ。 

ボ ー キ サ ィ ト嫌兎中にア 八 ミ ナ含有量の高き事 
ポ f キサ ィト 姨 あの 耐火 度は を 有せる アグ ミナの 多寡 化皎 
る ものな ろ、 純 粹ア八 ミナは 甚だ 鳥き 燦融獻 を 有し 化を 二 千 
百度 化 達す 然して 之は 耐火 粘 ± 又は 石灰に y 結合 さる この 瘍 
合の 結合 劑はア 八 ミー ー クム、 力^シ ウム 又は 珪酸 ア^ミ こゥ 
ム となる 若し 耐火 粘 ± を 結合 劑 として 用 ふる* 合には 其 調合 
量に 注意せ ざるべからず、 耐火 姑 丈の ま 成分は ア八 ミナと 珪 
酸と なる が これ 等の 含有 割合は 粘 ± の 成因に ょらて 種々 異な 
ら 、而 して ア八 ミナと 珪 酸との 割合は 耐火に 大 なる 關係 あろ 
ア瓜 ミナと 珪 酸の 調を 物に 對 する 燦融點 は 第二 圖の 如し 〇’ 
此の 曲線 よら 若し 化 0% の 珪酸一 〇% のア八 ミナの 調合 物 
を 造らん か 凡を 一六 〇〇 度の ものを 轉 べきを 知るべし 尙巧〇 


が 

る 

娘 


夕 ％; 

ミナ 及 
六 0% 
の珪酸 
なる も 
のを 造 
らば、 
.燦 融顯 
は 化を 
一と 二 
五 度 化 
然るに 
前者は 
烙融度 
一六 0 

0 度に して ァグ ミナの 含有量 極めて 歡 く、 實用上 不可 化 C 而し 
て 不自然な ろ、 然るに 後者は' 天然 產の粘 主； 八して 耐火 度强 し.。. 

此の 調合 物の 最低 嫁 融飄を お 融觀と 稱し珪 酸 あァ八 ミナを 
なて して、 同 かす 比の 壤合化 第二の 典觀點 は珪綠 わと ァ少 
ミナとの 間に 得られ S よ％ の珪 酸と 六 の ァ^ ミナとの 時 
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/ に 得られ 0% の珪 酸と  一 00% のア 作. ミナとの 間に も あろ。 

典 融飄を あする 混合は ア^ ミナ 六 一二％ ょろ 僅か 上に みら て お- 
融點は 凡を 一八 00 度な ち。 

要せられ たる 珪 酸な ア^ ミナの 量 、 
夕却說 吾人が 若し 八 〇% アグ ミナ 及 二 〇% 珪 酸の 混合物を 造 
るに 其大戳 かは 共融 混合物た る S よ％ 珪酸及 六 ニー％ ア^ ミナ 
融點 一八  一 〇 度の ものと なち、 ア^ ミナ 含を 割合 多 さ 割に 耐 
乂 度® き， ものと なる、 もれ 故に 此瘍 合に 於て は 前述の 瘍 合と 
同 樣に户 グミナの 過 觀即六 な 上の 和のは 麻 火 性を 巧長せ- 
U いるに 何等の 劾な し、 化の 理ょ 6 若し 一八 00 度 程の 熱に 
耐 ゆる 耐火 煉 あを 要する 瘍 合には 巧 六 ニー％ r が ミナと S お％ 
の珪 酸を 調合すべし。 

化の 叙述を 約言す ベければ 第二. 圖に 示す 曲線に 於て 乂あ C 
間に 於け る 調合は 何れる 共融 混合物 B が 成 生し 同時に 烙融點 
は 一六 00 度と をる、 CE‘ 間の 調を に對 しては お融 混合物 D 
の 生成し 一八 00 度に て 軟化すべし。 換言 ずれば 一八 〇 〇 
度な 下にて 軟化せ ざる 調合 物に 對 しては 其 調合 割合は CEO 
間にあるを 要す、 例へ ば 珪酸五 五％ ア八 ミナ ーニ お％ み 耐火 粘 
主を 持 も 其な お 0% の アグ ミナを 加 ふるとせば ア八 ミナ 六 
〇 •よ  一％ 珪酸 S 九 こ 一九％ の 混合物と なる、 依て 曲線に 從^ 


て檢 ずるに 此れは Ac 間に あな 故に 一六 〇〇 度に て 軟化し 始 
むる を 知る。 

又 若し  一 〇% を叟に 加へ な ばア八 ミナ 六 ミ •一ー ニニ％ 珪酸ミ 
六 •六と％ の 混合物を 得べ く 然し 义 曲線 中 C E 間に あろ。 依 
て 其 烙融點 は 一八 00 度な 上なる べし。 

ヴポ I キサ イト 煉 鬼な， 鹽某 性に して 巧 良なる 强 さを 有すれ 共 
使用上のまをる^は爐內にで著しく收縮ずる點にあり。 

マグネ サイト 嫌 亮じ對 ずる 結合 劑 
'をの 地方に 於て 製造 異なる と共に なれに 使 網 さる、 結合 劑 
の 種類に も 巧 違 有ら •或 種の ものには 夕 I ゼラチン、 珪 
酸、 娜 酸、 荀性 アグ カブ、 が ± 又は 酸化 鐵を 使用し つ、 あろ-。 
或 大工 擦に 於 y マグネシア 嫉 あは 廚 灼熱 マグネ サイト ニ お％ 
及 化 熱 マグネ サイト so% 酸化 鐵一 •お％ な 其 餘は生 マグネ 
サイトを がて 製造ず、 此瘍 合に 於 V マグネ サ^卜は 一二 〇〇 
度 じ 於て 燒 かる、 マグネ サイトは 何人も 知れる が 如く 天が じ 
求められ ま 成分は 炭蔽 マグネシウム じして 他の 成 かとして は 
少量の 酸化 鐵 、酸化 力 八 シウム 、アグ ミナ 及ア八 カリ 化、 マ 
グネ サイトを 高 熟に て灼く 時は^ 發 散して な 酸 物は 酸化物と 
なる、 聴 化 マグネ ンウム はお 灰と 和 似 たれ お 彼ょ な 働 鈍し、 
其な じ變化 速なら ず、 然お莊 だしく 耐火性に して 耐火 揀亮製 


が 造に たやすく 採用し 得べき 物理 性を をす。 生即 灼熱 前に 於け 
る マグネ サィ ♦卜の 結合は 明かに お 灰の 場合と 同一 事靖 にあろ 
て マグネシァに 待つ ものにして 硬化 作用は 嫌 兎の 乾燥 中 k 起 
るみのに て、 其 間に マグネ ンゥム の 水酸化物 なお 駿 化物を 生 
じ、 其れに 充 みの 强 度を 持たし め且 取扱 易から しめんには 其 
等の 成を に 永^ 時 曰を 要す、 即も興 設備は 之の 姨巧 乾燥に を 
二日を 要した るき。 され ど、 注意 深さ 乾燥の 後も尙 他の 嫌を 
に 化し 弱き がな に 窯 詰は 極めて 注意を 要す。 

石灰 結合は 乾燥 姨 をに 著し さ强 さを 輿 ふ 
お 灰 結合は 乾燥 狀 態に 於け る姨 おに 一層の 强 さを 與ふ ベけ 
れど 若し 過剰を 加 へんか 他の 反 對の狀 態を 引 起すべし •お 灰 
..に 對 ずる 一の 重要なる 缺飄は 空中の 據氣に 曝されて 其 少量を 
吸收 ずる 結果 お 酸 巧 斯の增 加と 共に 燒成 後生 お 灰が® び 成 生 
さる、 事 也、 嫌亮體 巧に 於け る 石灰の 粒が 如何な ろと る 結果 
■、は 粒の 膨大して、 爲に 破壞し 易き 傾向と なる、 然れお 生 原料 
、 中の 石灰の 少量は 然らず 故に 其 少量は 燒成後 さま V 影響せ ず 
‘ して】 方に 於て は 嫌 巧の 結合 性を 助く、 然して マグネ サイト 
-嫌巧 中の お 灰の 過少 過大は 直らに 實 地が 之れ を 示すべし。 

マグネ サイト 煉 ぷの燒 成に 於て 吾人は 鐵 化合物 及珪 酸の 成 
、をを 見る、 是 マグネシアの 粒を 互 化 結を する ものにして、 マ 


グネ サイトよ 6 ホク 、嫌 兎を 一の 魂に 結合す るを 助く る もの 
にして、 マグネ サイト 中 じを 巧 する 小量 不純物の 價値 はを 易 
に 了解 せらる、 なるべし。 

マグネ サイト 煉 あは 熱度の 急變 による 破壊に 耐 ゆ、 是れ結 
合劑 として 働く 化合物の 不同なる 膨脹 收 縮に 依る ものなる ベ 
し、 マグネシアは マグネ サイト 嫌を のま 成分を る 事より して 
つ 鹿の 嫌 おは® 基 性に して 如何なる 鹽基牲 耐火を 嬰す る 場合と 
雖る 使用し 得. へし。 

S 賀 耐火 嫌 お 

廣く 製造され 其 法多數 をれ お 普通の るのを 考究すべし。 耐 
火 粘 ± 質の ものは 多くの 顯じ 於て 上記を 煉 ちと 著しき 相 蓬 
有ろ。 彼等よ- 上の 秘 力を 有し 他 一の 添加な くして 可也。 

化の 耐火 煉 鬼は 普通 高 耐火性 珪 ち、 ブロック クレ 1、 フリ 
ン ト ク レ ， 及之れを結合ずるに充分なる姑力を有する耐火粘 
止よ ろ 成れち、 フ ブント ク レー は、 ブロック ク レ... 又は 硬 粘 
± として 知らむ 耐火 粘 ± 層 中化發 見せら るれ 共 其 性質は 周圍 
の 粘 ± とは 相違し 含を ずる 少 農の 不純物に よらて 强火 性と な 
れ ろ。 其 ま 成分は 珪酸 及ア八 ミナに して 極小 量の お 灰 及ア八 
カリ！を伴ム。 フリントクレ1の粘力は甚少く粘出を互に結 
合する た 不充分を るが 故に 或 粘性 姑 ± を 加へ ざるべからず。/ 
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がに 之 等の 綿 ± はさま V 耐火性なら ずして 製品の 耐火 度を や 
、損ず。 

姑性姑±はフブン トク レ ^と同樣に數種のおみよら成ら僅 
かの 不純物を 有し 且膠狀 # 質の 著 量を 含有ず、 膠狀 物質は 少 
量の バク ブリァ 及 植物み 解 锁及其 粘 ± じ 粘 f 與 ふべき 微細 
粘 ± 分子と よ 6 成れら 練 おの 燒成 せらる、 や珪 酸ァ严 ミニ ゥ 
ム 、珪聴 鐵等成 生し 狐最 を， 祕婚！ にろ す。  . 

耐火 煉 おは 其 等が 有する 成 かの 著しき 相違に よりて 耐火性 
甚だ 異なり、 一般に ァ岸 ミナを 暮 量に 含有ず る 粘 主は 最も 良 
好なる 耐火性を 與 ふ。 粘 ± 質煉 巧の 物理的 性質は 職 砕 磨擦耐 
荷よ 6 巧る 弱點 は殆ん どなし。 

〇 不純物に 就て 

上記 耐火 物を 論ずる 內に生 原料 中に 於け る 不純物 及 製品の 
品質に 及 ぽす其 等の 影響に つきて 重要なる 記載 有ら 然して 此 
問題に 尙 かしく 歩を 進めて 調ぶ るは 巧 化、 何と なれ ぱ化等 成 
分の 働の 甚 礎を 了解ず る ことは 嫌を 燒 成に 於て 起る 事項の 判 
斷 をを 易と なすべく、 從 て 其 等の 影響を 注 愚して 觀 察する 
は 斯業 上に 實用的 なれば 也。 

加里 又は 帶達聰 化物のを 在は 常に 可烙 性なら しいる 因に し • 
て 自ら 先 づ烙融 して 化物を とかし 燒成 中共 融 混合物の 成 生を 


なし 搔融 作用を 巧く る ものを 造る、 粘 ± 中 にを 巧ず る此 等が 
謂 フラックスの 多量は 其 耐火 度の 低下 化、 然して フラックス 
> ィの 種類が 耐火性に 影響ず、 ス ，ラッ •クスに して 嫌 鬼の 耐火 度を 
低下せしめ款る^のはァ'\ ミナ、 珪酸、 酸，化クロ  f ム及マグ 
ネ シァ 化、 然して 化 等 化合物よ ろ來 る融觀 はを 個よ ろ 低 けれ 
共 甚だしき ものに 非らず、 フラックス 烙融 すれば 不烙 粒は 一 
種の 液狀態 中に あろ、 然して、 其液狀 態は 雜曆 粒を 含なず る 
水を 入れた る試驗 管に 類似 せら。 冷却に 際して 之 等の 化合物 
は 凝結し 不炫物 粒 互に 集合して 恰も 媽曆が 水の 凍結した る壤 
合 管 中に 懸 浮せ るが 如し。 

V，- 鑛 、户 タニ クム、 曹達、 加里のを 酸化物は ァ八 ミナ 发珪酸 
と共融 混合物を 成 生す る 性質を おし 其 他の 化合物よ 6 低乂度 
なク 。若し 之 等 化合物の 多量 じを. 巧 せんか 嫌 おの 耐火性は 甚 
しく 低下し 爲に 耐火 物と して 不適と をる。 
r 父 之 等 フラックスの！® 存在は 其 等の 烙融及 凝結に よら 煉 
鬼を 硬 塊に 結合ず るの 効なら 然して 不純㈱ の 幾何 憂が ホ 原料 
中に ホ 巧し で 可なる やは 巧 城に 於て 决を ずる 外な し。 

(Brick  and  Olay  l.ecorcL  打一夺  W1, 19170  (小 林) 
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•特許 公報 


特許 番號 

第 一二 一四 二號 


發 明ぶ 稱 

硝子 纖繪 製造 法 


特許 月日 

八 巧 十四 曰 


特許 權者 

山 口藤 井 昇-一 


本發 明は 普通の 滞 子 屑へ 二割 乃至 吉 割の 白麼 (蠻 お、 長石、 白雲 お 等を 湿 じを 
る ものにしで 普通 電燈笠 等に 使用 せら るん 乳白色 半透明 硝子の 層) 若く は 硝子に 
'乳白を を呈 すべき 原料を 混を して 溶解 窯に て 溶解し 之れ に稱石 「マンガン」 を投人 
して 脫 色せ しめたる ものを 硝子 管の 先端に 踩狀に 捲き おり 適宜の 手段に 依り 引伸 
せしめ 蹄 モ織緯 を 送る ホ 法に 係り 其 目的と する 所は 二一 十 間 乃至 四十 間に 臻 する 長 
き纖繪 にして 而 かも 前後 均】 なる 太 さを 有する 透明なる 優良の 稱子 織條を 作岀せ 
しめんと する にを リ 


第ー ニ ー四 一二 一二 號 


III 籌擎巧 


八月 二十 九 


大阪を 田 已太郞 


本發 明は 同轉 輪を 回轉し 之に 穿てる 溝に 嵌入せ る 移動 巧の 淸 輪を 變溝 輪の 溝 中 
を糖轉 せ， しめ 其の 彎曲せ る 部分に がて 移動 巧の 化 置を 移動せ しめ 移動 巧に 固を せ 
る珠 成型を 開閉し 之に 嵌 合せし むべき 細 線狀に 引き伸ばん をる 溶解 硝子 管を 巧狀 
とな さしむ るを 旧式 裝飾 硝子 球 製造 機に 係り 其 目的と する 處 はおとして 從來 至難 
とせる 細 泡 線 硝子 管を なて 裝飾 硝子 球 若く は 硝子 光玉 等を 最も 迪速 且つを 易に 製 
造せ しむる にあり 


第 己一 四 お セ號 


體器揚 製 用 加熱 


九 


凹 


福 岡 近 松 喜代蜡 


本發 明は 炼融 稲子を お 溜せ る ボットの 上下 雨 側に 別箇に 區劃 せる お 室を 設け 該 
雨 室に 焰 をみ 流すべき 焰 通路 中に 適宜の 開閉 扉を 設 くる ことによ. リ焰を 上て 兩室 

へ 向って 交 豆に 變 流せし むべ くな したる 滞 子 器 揚製用 加熱 裝 置に 係り 其の 目的と 


ずるが は硝 ぞ器揚 製作 業 中は ボットを 下 ホょり 熱して 烙融 硝子の がが 硬 固を 防止 
し 作業 かか 中に をり ては 上 ホより 烙識稱 子 商を 加熱せ しむる ことによ リ揚裝 せら 
るべき 爆 融破子 巧を 柔軟なら しめな てみ の 作業に がける 破 子器揚 製を 頗るを 易 良 
好なら しむる 等 燃料を 最もを 劾に 使用して 優 庭なる 製品を を 易な 速に 製 巧せ しめ 
ん とする にを り 


第一 一二 四 五八 號 


筒 稱モ揚 製裝置 


か 巧 四 


福 岡 近 松 喜 化 礎 


本發 明は ボット 中の 溶 硝子 表面上 ホに がける 最適の 位置に 揚 製筒祗 子の 所嬰內 
經に 等しき か 又は 之れ ょ 9 稱大 なる 盧徑を 有する 圓 おのを 徑 環を ま 持せ しめたる 
简稱子 揚製裝 置に 係り 其 目的と する がは 筒稱 子の 揚 製に 隙し 炼 硝子の 揚 上せられ 
て 正に 硬 固 せんとす る 部が 直徑 を狹拷 せらる、 の 傾向を 除去し 或は 風壓 、振動 等 
に 基く 化 部の 變 おを 防 化し 简の查 長が を徑 環の か徑に 等しく 同 徑眞圆 にして 最も 
齊 正、 强 固なる 筒 硝子を 揚製 せんとす るに をり 


第 nj 一四 八八號 
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本發 明は 比較的す 純なる 天然 産 結晶 石膏 文は 燒お膏 製作 品の 駿物 或は 人造 硫酸 
お 灰 等を を 原料と して 先づ其 水分を 除去し みで 之を 明 臻類义 は 一般 可溶性 硫酸 鹽 
類に て 處理し 其 乾燥した る ものを 暗 赤熱に 燒 成して 建築 用 「スタ ツコ 、セぶ. ント」 
を 製造す る ホ 法に 係り 其 目的と する 處は 不純物を 含を する 價が 低廉なる 原料を 使 
用し 而 かも 品質 優を なる 建築 用 壁が 料を 製造す るに あり  I 
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©有 田陶 業界 


佐驾 ぃ縣の 代表的 特產 物で る陶磯 器界は 時局な 來 逐年 活況の 
裏に 推移し 來- 今日に 於て を 依然 其の 好况を 持續し 目下 有 旧 
町を 中、 心と して 附近 一 帶の陶 業界は 益々 活躍の 高潮に 達せん 
とする もの、 如く 最近 帝闕 窯業の 經將 留 香關 社の 事業 撥 張有图 
陶業 巧の 新設 其 他 大小を 製造 家 何れ、 も 此の 活況に 伴； S 擴張計 
畫の 實施眞 に目覺 しきもの あら 斯の 如く 何れの 製造 工務， も 業 
務の發 展に化 殺せられ 智識と 經® あるを 專 巧の 技師は 此 地に 
ホっ て 集中し っ、 あら 一方 實地 經驗に 富める 製造 家の 努力と 
此科學 的 新 勢力とは 相俟って 此 地方の 革新を 促し 大に 發展の 
{貫を 揚げん AJ する は 誠に 意を 强 くす るに 足れろ 今 有 旧 町 現在 
の 之が 能力を 見る に 陶磁器 ーヶ 年の， 產額巧 六十 三萬圓 製造業 
者 二十 六 戶繪付 及販賣 兼業 者す 餘戶 使用 職工 約！ 千 I 二な 八十 
ぶ餘 にして 事業の 胚 盛に 伴 从 漸次 職工の 不 をを 吿 r るの 狀況 
にあり 而 かしてを 製造 家と え 職工 傭廬に 就いては 最も 苔、 むを 
重ねつ、 あろ^ 云 ふ 化の 急 讓に應 ぜん 爲め 目下 之が 補充の 方 


法と してを 旧 町立 徒弟 學 校を 起し 同地 物産 陳列 舘 巧に 於て 徒 
弟な 六十 餘 ぶを 收 をし 組合な 師德 見知 敬 巧を をな として 意 底 
製作の 二 科に 分 も敎授 を繼續 しつ、. あろ 其の 成績 良が にして 
あを 穗 方面ょ々 の 補 勘 もらな つて 俄數 お致し 來 たれる 職工の 
不足を 補充し つ、 あろ 又た 同地 陶織器 組合の 事業と して 意匠 
圖 案の 刷新を 企 圆し廣 く 之れ が 懸賞 募集を なし 居る もまと し. 
て 製造 家 自身の 考案に 成る もの 多 さは 菩 ぶべ さる 兎 も すれば 
其 意 お 圖 案なる ものは 此 一一の 藝術的 色彩な く 所謂 低級 離 化の 化 
俗なる 境を 脫 せす 且又 有 田 本來の 特色を 發揮 ずるに 至らず 徒 
らに 時好に‘ 適合 せん 事 化の み 汲々 たるは 頗る 遠臧 なろ 今少し 
く 意に 圃 案の 根底に 觸れ V 獨劍的 創造的 氣 分の 屈 溢せ る裝飾 
を 欲しき るの なろ ロハ 傳來 的の 平 化なる 圆 樣を套 用す るを 止め 
て 陶磁器の 意に 圖 案の 精 新を がて して 顧客を 吸 集す る 抱負を 
持ら たさる のな ろ即ら 一般に 進ん V 新奇の 藏睦を 施し 嗜 がを 
唆 起せし めんと する 意氣じ 乏しき が 如し 然るに 巧 時中闕 地方 
に 行商す る 商人が 同地 工業 學 校と 連絡を 保 も 漸次 新ず の關案 
を應 がせん とする 傾向の 生ぜし はお 田の 爲め おいに 廢贺 すべ 
き 現象に して 販路の 擴 張に 伴； 5 自然に 殖 るべき 要求を ろと 信 
ず 若し 夫れ 帝闕 窯業を 社が 新たに 事業 閒始 の曉は 有巧陶 業界 
の 上に 一の 革新を 齋し 時代 的 陶器の 生產を 見る る 近き 將 ホに 
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ある 巧く 其 販路の 如 含る 愈々 擴大 されて® 界巿 場た 活躍の 時 
期 到 ホず べし 目今 輸出せ るか 向 地は 米國 及濛洲 方面を 主と ず 
蓋し 時局の 影響を 受け 船腹 不足の 爲め 貨物 停滯し 全力を 傾注 
して 製作す る も 滯貨を をれ ず 辛ぅじて 輸 巧し 得る はを 貨物の 
一二 分の 一に 錯 ぎず 餘儀 なく 巧 地 巧に 力量を 注 r 製造 家の 輩出 
を 見る に 至れろ 日用品 裝飾品 典 鮑て 銅 版を 巧 S ず 一々 肉筆に 
描 さて 燒 付の 法に 依る を 普通と ず やに 振掛 機械 應 巧の 向も漸 
次增 加し つ、 あら 重に 花鳥 唐人 物を 描きを 種の 色彩を 施し 其 
かを 黑黃 綠圓モ 等の 繪 具にて 餘地 無き 迄に 塗ろ 埋；^ るを 一般 
とせら 郞も斯 の 尾が 物と 異な 6 を繪 具は 素地 面に 盛 上げられ 
て 其 お體を 現は し 甚だ 溫雅 にして 趣啄じ 富めら 化し 繪 具の 粗 
惡と燒 付 火 度の 如何に 依 6 時に 素地に 龜 裂を 生じ 剝脫 する 弱 
顯 あるを 免れず 從來內 地 向と し y 製作せ る 粗製の 素地に 古が 
萬 里 風の 繪 がを 施した る 品は 漸次に 减少せ も 一般 k 多くの 製 
造 家は ロハを 價に 製作す る ことにの み 力め お狀 格好の 如何、 意 
おの 巧拙、 原 おの 良否 等の 觀に 就て は殆 A ど 不用意に して 遂 
に 粗製濫造に 走ろ 自繩 自縛に 陷る 等の ことなし とも 限らず さ 
れど大 花瓶、 大皿 鉢、 大瓶 掛の 製作は 矢 張ら 祠地獨 得み 技能 
に屬し 方今 冬物と して 旣に 製作 中に あらと 云へ り。 

(佐 賀每日 新聞) 


@ 伊 萬 里 陶器 近沉 

肥 前が 萬 里 陶器 株式 會 社に がける 九月み の競賣 高は S 萬餘 
圓 にして 本年 一巧よ 6 九 巧まで 合計 二十 萬圆を 計上 せら 昨 五 
年は 總計 二十 六 萬圓を 計上せ るに 比ず ると きは 本年の 總 計は 
1.1 一十 萬 圓乃翌 一二 十六 萬簡を 上て すべし と豫 想され 居る の巧况 
を呈し 居れる が 競 賣は每 巧 五日 廿日の 二回 伊 萬 里 化が 亭 をを 
見舘あ 松亭に 於て 交 豆に 開催し 居れら 而 して 競賣の 陶磁器は 
長 崎縣東 彼が 郡 上て 波 佐 見が 產の 磁器と 有田燒 大川內 燒の陶 
器を 混合 競賣 する るのに して 販路は 九州を 國及 朝鮮ち 郡 等に 
豆ら 目今 頗る 活况し 居れろ と 因に 伊 萬 里 和のを 陶器 卸 ル賣店 
は總て 必ず 該 株式 貪 社の 取 敏を經 たる 競賣 品に して 隨 意に 他 
よク賣 買ず る 能は ざる 第 k 規約し 居れち と。 (佐 賀每曰 新聞) 

雜 增田燒 陶器 

秋 旧縣內 にての 陶器 製造と 云へ ば 僅に 平 鹿 郡增田 和の 增 田. 
燒 のみなる が 其 製品の 陶器 店頭に 於て 販賣 されつ、 あみても 
美 濃 塵な ど、 同一に して 何れ かを 識別し 難く 隨 つて 多くの 瘍 
合は 縣產 として 販賣 する は 不得策なる よろ 客の 氣受 よき 美 濃 
ものと して 販賣し 居る が 故に 增旧燒 の 如何を 知る 人 稀に して 
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其 名聲る ホょ 6 廣 く喧傳 されざる は縣產 闢發の 上に 於て 極め 
て遺臧 のこと、 云 ふべ， iV て ある。 增田燒 を 知る 人は 別と して 
ホ だ 見し ことなき 人は 巿外 寺內 がに て 作らる、 ± 瓶 かよ 輪 的 
の 貧弱なる もの、 如くな ふて 多大の 注意を 拂 はずに 居る やぅ 
なる が 事實を 家庭に 於て 食器と し V 朝夕 胆用 しつ、 ある 所の 
小皿 井德利 等の 所謂 瀬戶 物に 增田 燒が少 からず 交つ て 居る の 
•てあつて. 一見 もれ か 美 濃 逢の 物と 違 ふところが 無い 位に 出來 
てなる。 增巧燒 陶器は 同地の 大瀬 氏が 今ょ ろ 二十 餘年 前眞人 
山の ± を なて 製造した のは 最初 V あつて 明治 四十 年頃から 合 
資 組織と して 同町の 有志が 投資し 名產 として 大に 販路を 撥め 
製品を 改善ず ベく 計蕃 された の V あつて 十數年 前山 お縣 ょら 
專巧 家た る お 藤吉助 氏を 傭 ふて 製作の 一切を 巧せ て 今日に 至 
つたの V ある。 元は 其 製品の 多くは 農が の 家庭 用た る 一升 德 
利に 洒銳 で佛擅 用の 花 立 位に と 心 寺つ たもの ♦てあつて 隨 V 其 
おや 模樣 など も 極め y 田舍く 身く 同地を 中必 として 近が 丈け 
の 需要 位 V 到底 他の 地方へ 送る やぅな 事は なかつ たので 產額 
等は 爲盤 にも 載ない 稱微 とたる もの V 誰も 深く 注目し なかつ 
た。 處が 明治 四十 年增口 製陶 合資 會社 とを 6 傍ら 佐 藤 巧が 製 
造と 販賣の 一切を 擔 化し 非常の 辛苦を 嘗め 多大の 努力を 拂つ 
てからは 其 製品 も一變 化を なし 販路る ホ 非常に 攒 張され た 今 


日になる 中に も 最も 悲觀 したのは 五六 年 前ぶ 衰退 不振 其 極度 
に 達し 何 所に も 販賣し 得ず して 約 千 傻即も お 六 萬 個の 製品が 
藏の やに 穗 寺れ て 動 •かを かつた 事が あつて 今から 思と 隔 化り 
.感が あると 同 巧は 語つ てゐ た。 目今の 販路は 鹿 巧 郡を 除く の 
外を 縣じ 直ろ 就中 雄 勝 郡の 需要 最も 多く 縣 外には 岩手縣 にも 
行& 山お縣 にも 僅か 計ら 送つ てゐ るが 其 製 產额は ーヶ月を 種 
陶器を 平均して 一 萬 個內外 位即ら ーヶ年 優に 十 萬 個な 上を 製 
造しつ^ あるが 現を‘' ては を 方廚ろ 注文 頗る 多くな つて 到底 製 
造し .a れ ざるな 樣 V ある。 原料た る ± は 平 鹿の 眞 人。 大森雄 
勝の 松 岡 等から 採取し 十數 人の 男 女工が 每日 製作を 續 け素燒 
として 一 霜と をる ま， て 充分 之を 賊へ 然る 後月に 一回 之を 燒く 
が化寵 上げの 出來 •上る 寺 •ては 約 五日を 要する さう だ 製品の 
まなる ものは 飯茶婉 、井、 花瓶、 姚モ 、皿 等 V あつて 中には 
蕾 さ繪の もの も あれ ど 大槪は 銅 版の 型紙に よる もの V 價 格の 
如きは 巿複 にある 美 濃 物よ 6.1 一割 方 も ffi 廉に 販賣 されて ぬる 
さう だ」 尙 同所" ては 普通の 安物 よら 出 巧ない と 想 ふ < あるる 
决し y さう でな く 相 嫣燒に 優る 白 ft 裂燒 、萬 古燒 、化を 燒、 
硬質 燒 等を 種の 花瓶、 酒 食器、 茶器 等が 手 隣よ く 製作され 先頃 
の 競な 會の 出品な どは 之が 增旧燒 かと 觀覽 者を 驚かした 位で 
.あつて、 變ツ たものは 今 V も物溃 陳列 所に 安い 札で 出品され 
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て ゐる〇  (が 巧 魅 新聞) 

@國 立 陶器 試験 所 設置 問題  . 

中央政府に ては 夙に 闕立 陶磁器 試驗 がの 必要を 認め 設立 候 
補 地 物色 中の 處 今回 京都 地方 當局者 及 陶磁器 業者の 奔走に 依 
5 現在 京都 ホぶ の 陶磁器 試驗 據を國 立試驗 所に 變更 ずる こと 
じ 略ぼ內 ぶせ る 曲を るが 偶々 右 事情を 聞知せ る 飛鳥 井 名古屋 
陶磁器 組合 長は 國立 試驗 所は 陶磁器の 特產 地た る 愛知 縣化設 
置 さるべ さを 姿當な 6 とし 一週間 前增本 商業 會議所 書記長と 
巧 合の 上が 井縣 知事を 訪問して 之 k 對し 適當の 措置を 講ぜら 
れ たしと を涉 したる を 其 後が ザ 知事は 何等の 措 霞に ず 傍 
觀的 態度を 執ら 居た るが 如きを なて 六日 縣市會 議員 加 藤鑛お 
郞 をは 知事と 會 見し V 右 間 題に 就き 懇談した る 由 j 方 飛鳥 井 
組合 襄は化 際瀬戶 、多 治 見、 常 猎のご 一 陶磁器 組合と 提携し 名 
古屋 商業 會議 所の 應援を 得て 大 々的 設置 運動を 開始ず る化决 
し 目下 一二 組合 化 對し交 嫂 中な ろと いへ ろ。 (新 愛知) 

. ©國 立 陶器 試驗所 設置 運動 

政府た ては 明年度 事業と して 國 立の 陶器 試驗 巧を 京都に 設 
立せ ん計蠢 あろ 然るに 愛知 縣は 陶器の 產地 として 其產 額查國 


じ 比類な く 愛知 岐阜 兩縣 下を 通じ 查國 輸出 觀の六 セ 割を おい 
る 程に て 若し 地方に 國 立試驗 巧を 新設す と サば名 古 屋は當 が 
其 候補地と して 物を されざる 巧らず との 意見に て 鉛 木 商業 會 
議巧會 頭は 去月 八日 縣廳に 松 井 知事を 訪問し が 萊繁光 巧も續 
て 知事を 訪問した るが 知事と しては 警察 部長 脅議に 京 中 
なる が 原 警察 部長に 通 臟を發 し 別に 原 口產業 課長^^ 工業 可 
驗 所長る 旣に 上京し 當 局と 交渉せ ろ 因に 鈴 木 媳兵衛 巧は 间問 
題に 關 する 運動の 爲 去月 八日 上京せ ろと 云 ふ。 (名 古 履每曰 新聞 一 

# 有 苗陶業 沿革 史 編纂 

西が 浦 都 有 田 和に 於て は 目下 建設 £ 事 中の 陶祖率 參平巧 記 
を 碑 設立を 機と し從 ホな 任の 態に あらし 有 田陶業 沿革を の 整 
理を圖 々なて 李 巧の 功績と 典に 永く 之を 後世に 傳 へんとの ま 
旨に 基づ &香蘭 社長 深 川 榮左衛 巧 有 田陶業 組を 技師 德 見知 敬 
其 他 有志の 諸氏 之が 編篡の 任じ 當ろ 目て 稿本る 着々 進跋 しつ 
、あろ 特に 德ぶ 巧の 如 さは 彼の 韓人 渡來 地た るみ 城 郡 金 立が 

盡麗 S 實地璧 .を S 蓄果を 記 輩を をを めし 正 

確ち 益を を 著述と して 著 はるべし と。 (蜜每 日 新聞； 

• ® 日陶 合併 巧决 
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名せ 屋 日本 陶器が ま會 社に では 客月 二十 化 日 株 ま 總會を 開 
さ ホ 外則武 なる 日本 陶器な 資會— 社を 合併し 現在 資本 余 十萬圓 
を お 十 萬 圓に增 加の 件を 可‘ がした るが 合併 後の 業務 開始は 來 
る 十二月 b 旬 頃なる べし 尙 同社の 資本金を 巧 萬 圓に增 加す る 
は 明春と なるべし。 (名 古屋 新聞) 

@ 輸出 陶器 半减 

岐阜 縣±岐 郡に 於け る 陶磁器 近況は 船腹の 不足の 爲め 輸出 
製品の 內地市 摸に 堆積す る もの 依然として 鈔 からざる のみを 
らず 一方 原が 及 燃料の 暴騰 じ 到底 收支 償は ず 輸出 向 製品は 著 
しく 縮 少し 取引の 狀 態は® 况 時に 比し 半减 ずるの 不况 に陷ら 
，續 々內地 向 製造に 轉業 しつ、 あろと。 (蚊 音 日 新聞 一 

® 朝鮮 陶器 株式 會社 消息 

增田 一良、 重 田 熊次郞 、宵 井 お 一、 鄭巧學 、除 柄 元、 金 時 
龜 、東條 正 平な 止と 氏の 發 起に 依ろ 資本金 一二 萬圓 にで 當 地に 
朝鮮 陶器 株式 會社 設立 計 蕾を 爲し 先き 頃 其の 認可 申請書を 其 
の 筋へ 提出した る 事は 旣 報の 如くを るが 右 申請書は 調査 終了 
とおに 一 昨八日道廳ょら本府へ 向けて發をした一^"じょろ何れ 
近日 中 R 認可 せらる、 こと、 なるべし。 (朝鮮 時報 レ * 


» 攝津 窯業 創立  ‘ 

豫て設 ぶ 計 蕾 中なら し攝津 窯業 貪 社は 株式の 查部則 受濟と 
なりたれば 本年 ホ 達'' てに 第】 回 挪么を 徵收し 十一月 中旬 創立 
總會を 開く 運びと なるべし と。 (大阪 毎日 新 隣 心 

{本 鲁記事 

◎評議員會 ま化月二十六日パ第^^水^ 午後六時ょらホ內淺 
草 區藏前 東京 高等 工業 學校內 に 開く 出席 役 具は 化が 常務 委 
員、 內 海、 梅 田、 踏 旧、 貴 島 > 吉 井、 丸 旧、 芝 田のと 評議員、 
金 島、 静澤兩 ま 計、 內藤ま 記、 米 谷、 押田兩 編纂 員の な 上 十 
一一 一名に し V 當日 議决 事項 左の 如し 

一、 秋 劇 講談 會を ホる 十月 二十日 開 僻ず る 事と し 巧 諸 準備 
じ關 する 俾 

一、 本會 創立の 際に 於け る 巧勞者 平野 耕輔 、黑旧 政 憲禍君 
に對し 自今を 費を 免除し 終身を 貫と して 待遇の 件 
一、 本年と 月な ホ雜誌 印刷 贊 ，暴騰に 付&該 費目 中へ 基本を 
利子の 一部を が V 補助を 要ず るの 件 
一、 本會 規則 第九條 第二 墳に據 6 左の 諸氏 職名の 件 

岩 旧 》 昇 一 お お 巧 要 次 郎君  蓮 沼 您彌君 
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大響梅 一二 郞君  竹 下 德次郞 君 小 柳 が 君 
淺井國 順 君 な 上 

右 議了 後 化が 常務 委 貢は 不日 京都へ 轉 居に 就き 委員 辭 任の 
申出 あろし も內海 評議員ょ ろ 後任 選擧の 都合 も あろ 旁 明年 改 
選 期 迄 留任 あら 度 旨 希望を 述べられ 常務 委員の 承諾 あ 6 其不 
巧 中は 內海 評議員 代理 會務 を處理 する ことじが せろ 
◎觀朔 講談 會去 十月 二十日 a 空 二 ± 曜) 午後 二 時ょ ろ 市 巧 
淺草 搞藏前 東京 高等 H 叢 學校內 に 開催し 左の 講演 あ 6 閉會せ 
るは 午後 五 時 頃なら さ 

一、 戰 時に 於け る 光 學硝モ f 日 井 i ンだ 製斟 f 端 藤 井光 藏君 

一、 ホ國蠢 視察 黨高 H エ I 嫌 靈淸治 君 
當日 出席者は 左の 如し  . 

渡邊 A 十吉君 熊を 貞吉君 奈佐忠 巧 若 I 競 
山 田 馨お  大野 政吉君  ホ 松み 郞吉君  水 本 德か郞 君 
淸测 商店 君 佐々 木 宗み郞 君 鳥 井な 右衛門 君 太 田 .鞋君 
ま 井 友 志 若 '橘ず 十 郎君  芝 巧 理八君  森 卓 S 君 
糊 米 一二郎 君 岡 庭 ま 君 山內を 太郞君  太 旧 眞一君 
藤 井光 藏君  近 糜淸治 君 梅 田 音 五郞を  な 副 孫 右 衞門君 
お 川久羅 四郞ち  熊 澤治郞 ま 君 金 島 巧 太 お 丸 田 正 家 お 
松 率 龍 太郞を  神を 十 松 君 橋 場 お藏お  米 谷を ホ郞お 
巧 田が 夫君  野澤勝 二君  內藤道 太郞君  半田. 巧 夫な 
，小 原 甚八君  山 田 千 熊 君 西 尾 榮吉君  綿が 政み 郎君 
水 野 周 逸 お 村鄉六 郎君  桑 山 ■政 巧 君 八 卷廣君 


不破橘 一一 吾 ま お 路君平 岡 泰太郞 君 越 旧 忠一看 
大倉孫 兵衛君  靑木英 一一 夏 宇賀を 馬 君 復本修 二君 
鈴 木 巧 雄 お 大橋巧 夫君  寥ホ  新 君 お島憲 一二 君 
長を 川 淸治君  鄭尙廉 お ルが 行 巧 お 高山 泰造君 
中 根 正 ホ 君 齋藤永 ま 君 化 川 信吉若  田 叫 幹 太 郎君 
久巧季 ま 君 鈴 木 薰若  化 上 六十 六 名 

講談 會閉會 後 別室に 懇親 會を 開けろ 出席者 S 十六 名に して 
梅 旧 評議員 常務 委員 こ 代って 挨 終を 述べ 熊澤 治郞吉 君は 此機 
會を 利用し 工業 試驗巧 就な 挨機 あり 各自 歡を盡 して 午後 八踪 
過散會 だろ. 

◎會 員移觀 

支那 大連市 化 火山 通 八 番地 二號  小 森 忍 君 
京都 巧 本 町 通 一 ーノ橋 松風 陶器 合資 會 社.  化が 彌一郞 君 
を 前’  越 旧 耕爾君 
東京 ホ 深 W 區越 中島 肝 工業 試驗所  熊澤治 郞吉君 
大阪市 化 區上福 島中 四 了 目 一二 十 化、 靑が館  淸水 をを 君 
廣島縣 佐 伯 郡 大野が 宮島 耐火 嫌 鬼 株式 會碑  大龜麟 太 君 
福岡縣 戶畑听 明治 專巧學 校 惦原眞 平 君 
和歌 山 縣日窩 郡を 良が® セメント 棟 式貪祖  原 田 又 一二 郞君 
京都市 京都が 闕大學 工科 火學  ’ . 高 橋 ロハ 八 君， 
東京 巧本鄉 區駒么 追分 町 S 十 番地  高 橋 英治君 
兵 庫 縣ホ穗 靴 相を 極東 贿モ 株式 會社 工場 ，能 勢 慕彥君 


マジ ヨリ カ 敷 冗 


會 員を 務鑛】 


案 
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大目 本 窯業 協 會雜誌 第一 二百 四號 

(大亞 六 年 十二 巧) 

入 鄙圖誘 巧}"^^# t 

本 號柿圖 は マジ ョ リヵ 敷 鬼の. 圆案 にして 會 員を 務鑛 一巧の 
案な ろ‘ 

含 I 誘. 報 又 

戰 時に がける 光 學硝モ 

(大 に ホが 十月 本が 秋蝴 講談を にがて 講姨〕  — 

藤 井 レンズ 製造所  - 

.'  會員卫 稱丢藤 井光 藏 

なは 光辨 硝子の 製造に 就て は 何等 經驗を 持つ ては 居ろ ませ 
んが ロハ レンズの 製造 上 永年の 間 每日多 奪； の 光 學抑モ を 消费し 
て 居な まする 關 おから 調査した 事 巧は 可成ろ 澤扣 あります る 
•かなでは 其の 內の戰 前にが ける 雌 達の 歷 を、 戰時 中の 供給 Q 
狀態 及び 戰後じ 於け る 本 製造業の 豫 想に 就 イお站 を 述べる こ 
と、 致し 違す。 

歐 洲戰亂 の勃發 .によ 6 な迄獨 嫂な 謙阀 から 供給を 仰いで 居 
た化學 硝子、 耐熱 祗ず巧 他を 種の 特殊 硝子の 輸入が 杜處 した 


.爲 めに 之に 關 係した 事業は 非常の® 難に 陷ク たことは を國お 
同様 V あるが。 別けて 光學 硝子の 供給が 無くなる と 光 學お雜 
を 作る が曲來 をくな り從て 軍の 戰腳 力に 重大なる 影響を な 
保ず 結果と なる から 職 合軍侧 V 此閒 題に 努力した とは 大變を 
るので ある， 殊に 英阀 V は 度々 議會の 閒趙に 上 6 又が 大學の 
敎授連 も 授業を 中止して 硝子の 妍究に 着手し 或は 製造業 者 側 
，てを 同據化 調を を 始める と 云 ふな 樣 V、 一時 英阀は 頗る 憂惧 
ずべ さ備 態に 陷 つたが 間もなく 科學 者ぶ び 製造 家の •努力に ょ 
6 此危 倘を脫 したと 云 ふ难が あつた 位で ある、 其 他の 備合國 
じ 於ても 硝子の 供給ぶ 同 據に闽 難で 今な て其狀 况か繼 織して 
居る 勺は 頗る 遺 城で ある、 斯る 始末に なつた 原因は 戰師に 主 
と 丄て獨 逸の ユナ 硝子に のみ 化 鞭して おた と 云 ふ 計な V を 
く、 今次の 梭な大 规模の 科 學戰爭 では 光學 兵器の 應川 範團が 
非常に 廣く なり 其爲め 何人も 豫 おせな かつた 莫大 豊八 硝子の 
需用が 起つ たからで あ •る、 聯 .な 軍侧 での 禍す 供給は 戟 前は 勿 
論現今でも英の チ ャ ン ス 、 プ ラザ r ス エ踞、 佛の パ ラ • マ ン 
トヮ エ 摸の 二つ か ホなる もの V あるか 工場の 大曠张 を 巧つ て 
も 仲ク需 W の 間にな はず 別けて 视蝴は 化 部^ 巧捉 庵地と 敞闽 
じみ 锁 せられて 英蝴 から 補給を が 父け てがる 上に 化 學藥材 炭び 
勞働 をの 不足の 爲 めじ 動と をす ると 製造 力に 支 隙を 生ずる 哄 
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が あら 從て 零蒋の 破が も 節約す る こと、 なつて 居る、 其 他の 
聯合 國も 前述の 英佛の 工場 よら 些少ながら も 分譲を 受けて 居 
るが 餘 ろか 量 V 画つ V 居る 結局 今は 円 給 策を 講ずる 外は ない 
からが 國 化、 皆 化 方針 •て 進ん V 居る が 化 話を ずる 前に 戰 時に 光 
學 硝子が 使用 せられる 槪 嬰を 述べる こと、 する。 

開戰の 初めに 英闕 V は キチ ナ I 元帥の ホ 策に よろ 所謂 ダー 
ビ t 案に よな VS な 萬 人の 陸軍を 慕 集す る こと、 をつ たが 昨 
年 春から 更に 强制 募集に よ 6 五す 萬 人に 增 加ず る こと、 した 
而 して 兵員す 萬 人に 要する 光學お 器は 双眼鏡 六 萬 乃至と 萬 
個、 照準 及び 觀測 望遠鏡 類總計 二十 お 萬 伽、 六千碼 測ぶ の距 
離 測を 機】 萬 個は 廣接戰 闘に 入が •て ある、 化 外 測量 機、 信號 
燈 ，回 光通信 機の 多数が 嬰る、 又 探 照燈、 〇 働を 傑 照 燈隊等 も 
あるが 今回の 野戰 には 餘 6 用 U られず 其 代 6 に. 照 w 彈が用 U 
られ るとの ことで ある) は 飛む 船い 搜索 又は 沿岸 防禦に 多數 
使用が れ 、寫眞 機 類に 鐵條網 又は 壁辕の 距離を 測る 爲め双 
帳 寫眞测 蘆に 川 ひられ 殊に 飛行機 叉は お 球 等の 上空 よら 撮影 
したる 小 寫眞の 引延しに 用； 5 ら る、 火口 辦寫眞 レンズは 需川 
か 非常. 多ぐ 獨 逸け 昨 •个で 巧焦黯 S 離 一二 0 ミリな 上の 寫眞 
レンズ 八 輸出を 禁じ. 英闕も ダ 八 メャ— 其 他の ェ瘍 にて 專ら 
製作す る 外 政府は 本年 二月 個人の 所 おに 係る 大口 徑 レンズの 


調査を 始めた 有樣 V ある、 殊に 今回の 戰爭 •ては 飛行船、 飛行 
機 又は 潜航艇の 活動が 激しい から 遠拋 離から 薄暮 早曉 でも 成 
丈け 早く 發 見し 轉る 様な 光明 度の 强 S 視界の 廣い 若く は间時 
に 距離が 讀 める 特殊の 望遠鏡の 要が が 頗る 多い、  •顯微 鏡が 多 
數入 W をる は 勿論 直 お 間接に 戦闘に 關係 のない を穗の 光学 的 
儉 査器即 も電氣 、冶金 其 他 一般の 工業 家い ラボ レ トリ— に 使 
用 さる、 もの、 需 嬰が 澤山 ある、 化 上は まとして 陸 単の 話で 
あるが 海軍 も 一層 大規模^ 光學 兵器の 入用が 起つ y 居る、 斯 
る有樣 V あるから 從 ホの 製造 焼模 では 述も 間にな はない から 
旣設 の光學 器械 エ 襟は 何い も大擴 張と なし 义新說 若く は轉業 
した もの も少 くない、 私の かつて 居る 處 では 昨年 夏に 英幽の 
まなる エ傷數 は 約 一一 一十'' て此內 には 單じ レンズ、 プリズム 類と 
作る も^が ある、 其 エ始中 じは】 ブ 月の レンズ 製造 恼數八 萬 
個に 達し 义中 规模の 工場 にても ーヶ月に 二峨从 上の 硝 すを 消 
费 ずる ものが 少〜 をい、 此 •て も尙 ほ： 小足で 日米 諸國ょ 乡光學 
兵器と 買 入れ 义敕府 自ら も レンズ エ場を 建設す ると 云 ふ 有が 
•である、 佛 蝴は戟 前に 於て は ダリ レえ 式双岐 鏡い 製造は お界 
じ 冠絶し バ八 ブレック、 八メ 其 他^ 火 エ瘍が ある ソシ H 
ブ、 デ、 ブ ユ ネチ ユ t 八エ攜のみにても 】 ヶ巧光學硝子の傲 
費 高 十八 順と 言 はれて 居る 位 なれば 戰時中 光攀お 器を 體に化 
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照 せらる、 數 量は 莫大の もの V あると を ふこと が お 像され 
る、 此 外米 闕 、日本、 露闕 にも 多景 需用が あるから 供給の 潤澤 
は 到底 望む ことが 巧 巧ない。 

戰前化 於け る 光 學硝モ わ 供給者は 獨こ H ナホの ショット ェ 
錫、 佛の パラ マント ァ H 場、 英の チャンス エ瘍 V ショット エ 
攘が 大部み を 供給し バラ マント ァ 之に 次ぎ チャンス エ場は 頗 
る 不振の が 態に あつす まとして 舊式 稲子を 作つ y 原つ た、 此 
外に 瑞西じ も あつか 樣 V あるが 明 腺 V をい 而し V 現 時に 於て 
も 聯合 軍侧の 硝子は まとして 此二 工場 V 供給して 居る ので あ 
るが .w 上 一二 工場の 縣 達の 沿革を 調べる とま 極 面白さ 關 係が 發 
見され るの •て 光學 硝子の 製造が 如何に 的 難 ま 極の もの。 て ある 
か •、かる、 一般 硝子の 發 達の 艇史を 見る とが 蘭、 獨 逸、 お 地 
利 等の 大陸 V は 加里を 含い 硬 硝子が 專ら艇 達を 遂げ 英國 •ては 
鉛を 含む フリント 硝子が まじ 製造され て 居る ことが 分る、， 此 
フ ブント 硝子の 潑 達と 云 ふでと が】 面には 光 學の進 ホの 原因 
とをつたものザあつて ニ ユ J ト ン の光の成分のを說の發ぶも 
又】 よ 五八 年 ド P ンド 巧の レンズの 沒色 法の 發 ぶみ 皆 高廊巧 
率の フリントが あつたから， て ある、 殊に ドロンドの 此縣 ぶは 
實 じ光學 硝子の 聪 達の 某 礎を 作つ たもの V あつ y 其當 時の な 
術 •ては 直徑二 巧な 上の レンズを 作る ことが お ホな かつた が當 


時瑞西 V ダナン ドと 云 ふ 人が 時計 製造の 傍ら 光 學贿モ の 製造 
硏究を 思 ひ 立 も 永年 苔 心の 結果 高 屈が 率の 硝子の 試 製に 成 巧 
する ことが 出 ホた、. もこ V 1 乂〇六 年 獨逸ミ ュニッ ヒの贿 子 
H 摸 クッシュ ナ T ダ t 會 社に 聘 せられて フリント 硝子の 製造 
に 大成功を 騷 したが 茲じ 不可思議 とも 云 ふべ 含 天 化が 現 はれ 
て 一層 此 工業を 完成せ しむる 事 祸が出 ホた、 其れは ギナ ンド 
の 弟子に ヨセフ、 フラウ ン ホフ ア—が 居た こと V ある、 フラ 
ウン ホフ ァ ，は 貧窮なる 玻璃 磨エの 息子に 過ぎざる も 其 異常 
なる 天才と 非凡を る數學 上の 智識とは 忽ら 其師を 凌駕して 一 
八 一】 年が ナン ドと 協间 して フリントの 製造に 從 事し 間 もな 
く 理想的の 成 巧を 吿げ y 約 四： なお 十 おお 入の 巧 禍を用 a V 大 
口徑の レンズを 完成す るに まつた 即も 一八】 陋 年には 旣に露 
國ド八 パット 天文 臺 用み 九が 半 直 極の 望遠鏡を 製作す る^が 
出 ホた、 フラウ ン ホフ ァ t が光學 上に 遺した 功績は 茲に言 ふ 
迄 もな く】 般じ 周知の こと.. て あるが 現今に でも 採用 せられて 
居る み 散常數 じょら 光學硝 すを か 類す る 方法は 此 人の 發明 •て 
殊に 硝子の 化 學的成 かと 色の 分散との 關 係を シス ブ マチ ブク 
に 硏究を 始めた 人で あるが 惜哉肺 患で】 八 一 一六 年 S 十九 歲で 
夭 巧した、 ダナン ドを 一八 二 凹 年に 死ん V 其な のクブ シュナ 
ィダ， お 社は 餘ち 振は をかった が 併し 硝子の 製造 秘款は ギナ 
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ンドのニモに依つて傳へられ兄アメ  f 、 ダナンドはノ ィ エ ン 
プグ e 附近に エ瘍 を經營 し、 弟 ザ ナン ドは 備蘭 西の ショブ ジ 
I、 グ、 C ブの硝 モエ鶏 ま ボンタンと 提携して 一八 二八 年に 
は 旣に徑 十二が 乃至 十 W 巧の レンズを 作る 樣化 なつて 居つ た 
然るに 一八 四 八 年 ボンタンは 政治犯に より 佛國を 去つ で英國 
パ I ミン ダムの チャンス エ瘍に 入ら 硝子の 製造の 秘密を 敎へ 
た、 備 國に殘 らし 弟 ザ ナン ドは 一八 五一 年處沒 して 養 禍子之 
を繼ぎ おに 伯父 フ H f グ繼 承せ しが 今よ な 約 二十 年前义 デュ 
アグ、 マント ァ 之を 繼ぎ なて 今日の パラ、 マント ァに 至クた 

の V ある。 

フラゥ ン ホフ r の 光 學疵モ の學煙 的 班 九は 巧の 巧 後 漸く 
お 間 よら 忘れら る、 に 至つ たが 一八 六 四 年頃 シグ ムン ド、 メ 
グブが更に么が硏究を始め义英闕''ても。1ャグ、ソサュチ？ 
は 秩序 的硏究 をな す爲 めに 委負會 を 組織し、 ファラ デ， がま 
任と なつて 抓究 したが 此 時には 白金 巧 禍を用 ひ 試 驗室內 、て 只 
學究的 化 巧つ た 丈け'' てあつた から ダナン ドの 如く 工業 上には 
効果を 擧 r ると がお來 な. かつた， 化 時に ク アラ デ t 其 他の 學 
者の ザ も 苦心の 點は巧 禍の內 をを 如何にして 攪拌ず るかの 問 
題， てあつ わが 結局ぶ 成功に 終った 併し 此硏究 は 其 後 約 二十 お 
年に 歩み 。 I 卜义は スト， クタ 等の 物遮學 者に よら 繼續 


せられた が 同樣に 成功を をげ なかつ たが 一八と 一年な び 一八 
と S 年に スト： クス 巧は 新 說を發 おして レンズの 沒 色は ドロ 
ン ドの 方法と 異る 新規い 方法 V 完成ず ると が 出 巧る から フラ 
クン ホ ファ， 等の 硏究 じ沒 頭した 舊式 硝子な 外の 新式 贿 子の 
發 明の 必耍 をま唱 しで、 化 當時獨 遂てナ に 物理 硏究 がを 持つ 
て居た エ ^ ン ス ト 、ァ ッ ベ t と言ふ人があつ た、此人は今日顯 
微 鏡の 巧と 奪稱 さる、 非凡の 大物 理學 者'' てあつて 力 I グ 、ッ 
ァィスと 協问し V 顯微 鏡を がつ 1 居つ たが 此 入が 顯微 鏡の な 
良の 目的から 一八と 六 年に 同様に： 新式 光學稱 子の 硏究の 必要 
を 唱へ舊 式 硝子は 船舶の バラスト 用の 代物に 過ぎず と 迄 極言 
せし が此 人の 意見 じ剌 被せられで 其 當時ゥ ィッテンに 巧な し 
ショット 氏は 奮つ て此硏 究じ當 らんと を 誓い 一八 八 一年ょり 
アブ ベ ーと踪间を始め製造上のとはシ ョ ッ ト、 試驗上のとは 
アッべ T 之を 擔 化する ととし 一八 八 二 年 H ずに 移り 最初は 白 
金巧禍 にて 二 〇 が 巧 至 六 〇 亮位宛 烙融し 後には を 斯鼓 風爐じ 
ょり 五 〇 お 度 化 迄烙融 する 迄に 進んだ、 是 等は 化て 試 鑛的妍 
究の ものに 過ぎな かつた が 其れでも 二十 八 種 餘り新 硝子を 發 
見し 一八 八 六 年の ヵタ C グ には ■新 舊硝 す 六十 種を 揭げ 其な 尙 
ほ 颇次增 加し V 戰 前には 化 十二 憩と なつた、 此新 硝子の 發お 
の爲 めに レンズの 製造は 俄に 發 達を 遂げ 今日の ァポ クロ マチ 
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.グ の顯微 鏡、 寫眞 レンズ、 塾 遠 鏡 等が 完成 さる、 に 至った 化 
外ン ョット エ摸 V は 化 學硝モ 其 他の 硏究 をを しユナ 硝子なる 
ぶは 垂 世界を 風靡して 他の 硝子を 壓 倒して し った。 ァッベ 
—がシ 3 ットと 協同 硏究を 始める 前即も 一八 八 一年 迄の 光學 
硝モの供給は英のチ ャ ン スエ瘍あび側の フ H ; 八エ瘍から仰 
い で 居た が】 八 八 S 年に ショットの 試驗的 硏究が 完成し 其翌 
年から 工業が 製造に 移る ことと なつた 併し 此試驗 室 巧の 試作 
おは直にァ ッべ ^じょらて新式顯微鏡じ應用せられで其賣上 
げの 利益は ホ 硝子の 硏究に 注がれる と 云ふ顺 序にな ったの V 
ある、 乍 然新ま 稲子の 製造は 决 して ユナの 獨占 V はない' チャ 
ン スエ 瘍 •て も 或 種の ものは 造 クバ 戰 前の カタログには 新舊十 
化 種を 掲げ 目今は 一一 十六 種に 增加 せる も 化な 外に 多數 の新穗 
を 造る と稱 せら) 又 パラ、 マント ァの 努力は 實に 非常の もの 
V あつて ユナ にて 造る 殆んど 凡での 稱モを 製作して 居る のは 
驚く ベ 含 My' て ある (カタ p グ には 二な 一種を 揭 r)。 

な 上を 要するに ダナン ド 及び フラゥ ン ホフ ァ t の 硝子の 製 
造 秘訣が 備 闕に傳 へられて マント アェ 傷と なち、 英國 じ往含 
て チャンス ェ攜の 一部と なろ 义ェナ の ショット ェ瘍は 他の 見 
地から 獨立 的に 踞展 して 戰 前に 於て は 化 S ェ瘍な 外に 世界に 
おる ものが を かつ々 點 から 觀 ると 如何に 化工 業の 踞達 が一 


朝 一夕の 歷 あのる の V なく、 特殊の 秘密が 有る とい ふこと が： で 
想像されるの《てあク1^^ず。 

借 今回の 大戰 の勃發 .にょ々 光學贿 子の 需 化が 莫大 豐 •化 上つ-/ 
た は 前述の 通ろ なる が英佛 政が は 一昨年 始めに 之が 輸出を 
禁止 t 又 之が 供給者なる チャン スエ 媛は 開 戳後六 ヶ月 間に 其. 

製造 能力を 帖 倍に 鶴 張し 一昨年 末には 更に 十倍と なつた と 云 
ふ 話で ある 今日は 非常 k 大規模に なつた ことと 思 はれる、 マ 
ントァ エ瘍の 大規模に 礎 張され た^は 言 ふ 迄 もを いが 此エ複 
の 製品は 佛國 政府 用と なろ 他幽に 分譲ず る餘裕 は殆ん どない 
殊に プリズムに 用 ゆる 硝子は 零砕の 破片る 節約して 居る あ 様 
V ある、 斯の 如き 狀 態では 戰時 中は 勿論 戰 後と 雖も 兵器の 獨 
立 上 由々 しき 不安を 感ずる から 英颐 ''ては ナショナ^、 フ ィジ 
力作、 ラボ レ トリ， にて は英闕 軍需 省、 軍器 發明 局、 發明並 
に 骄究局 其 他の 化囑の 下に 一般 並に 特殊の 硏か 九を 開始す る こ 
ととな つた、 殊に 商務 局の 援助に ょ 6 大規模の 設備を なして 
一九 一 お 年— 一九 一六 年度の 讓業 成績では 亮斯爐 二 基を 新設 

其一茲 はげ 欄の 豫熱 及び* 「をし」 に 使用す る 二重 爐 •'てが 禍は 
徑 十二 巧、 窩さ 十六 巧の ものを 用 ひ、 他の 一基は 叫 生 あ斯烙 
融爐 V 化 爐に用 ゆる 耐火 材料は 同硏究 巧の 硏究 品を 用 い 攝巧 
一 お 五 〇 度が 上 じを 易く 加熱し 得る は 勿論 熱の 加賦は 自由 自 
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をに お 來る裝 潰と なつて 居る、 又】 基の 電氣 燦融 爐の發 電機 
は單 相、 五〇サ イク 八、 一 0 0! 一一 五 0 ヴォ八 卜の五 0 キロ 
プット、 モ1夕！ゼネンータ，ザ變壓器にょら順次よ>置ヴ 
オグト 迄 低下し 約 六 〇〇〇 アンペア， 迄 使用し 得る 樣 になつ 
て 居る、 而 して 光 學 硝子の 硏 かかに 先づ 必要なる ものは 第一に 
が 禍 用の 耐火が 料 V 次に 爐の 構造、 電氣應 用法 等の 諸® なる 
が是 等の 問題を 解决 ずるには 別に 完備せ る 工業化 學硏究 所を 
設ける 必要が ある、 現に 英國に 於け る 耐火が 料 假令ば アラン 
ダム、 为 f ボラン ダム、 グラフ アイト、 ザー コニ ア 等は 垂部 

ホ闕の 輸入を 仰い， て 居る 始未 V ある。 此 外に 稱モに 貴 金屬の 
應用 がは 大切なる 硏究 事項 なれば 方針の あを 次第 其 組織* 建 
造 物の 設計を 講究す る手篱 とを つて 居る、 义 一九！ 六— 一九 
一と 年の 硏究 V はまと して 前述の 耐火が 料 問題を 解 巧ず ると 
に为を 盡し蛋 部を 一村が V 作れる 巧禍 なび 高價 なる 耐火が 狩 
を 單にブ イニング として 用； 5 たるが 禍を 用； 5 て 重要の 成績を 
擧げ輿 外 硝子の 纔拌法 及び 經融 法の 硏究は 一層 進 ホし 殊に 電 
氣繼 によろ 耐火が 料の 燒 成は 充み 好果を 得た 模樣 である、 ナ 
ショナ 八、 フイ ジカグ 、ラボ レトプ ？ 3 外 V も硏究 して 居る 
が 其 內瓶モ エ業 協 貪 V はまと して 化學 硝子の 硏究の 方面から 
同様にが 禍 をび 遮の 耐火が がの 硏究化 力を 盡 し々— ボラン ダ 


ム义は ザ f コ ニァを ラィニングに 用 的が 果を 得る とを 報吿し 
て 居る、 ファラ デ ■協會 もまと して 此 耐火が 科の 離 問題を 解 
决 ずると にを つて 居る が 今年の 夏 迄の 成績は 非常に 良が V あ 
る。  j 

斯の 如く ま產 地た る英 佛兩國 からの 供給 不 をと 且つは 光學 
兵器の 獨立 上を 國お 自給の 必要を 悟ろ 先 づ露國 にて は 一九 一 
の 年 秋な ホが 室附屬 の磁雜 及び 贿モ 製造所 V 研究を 始め 旣に 
昨年度 V は洽く 露國に 供給して 居る、 ホ國 V は 一昨年 未 某々 
會祖 V 製造を 始めた との 事 •て 直に 問 合は せ もし 义實地 エ瘍も 
參觀 したが 要領を 得な かつた、 我 日本に 於ても 大仕挪 に 研究 
の始 つて 居る とは 諸君の 熟知 せらる、 通ろ •て ある。 

戰 時の 術 子供 給の 事情は 之に て 止め 次に 何 おに 光 學滿モ の 
製造が 僅に 英佛獨 の 一ニ エ瘍 じの み 限られ 殊に シ 3 ブト エ 擦が 
尤も 發 達しで チャン スエ 瘍 などが 餘ら 振は なかつ たか 此原 
因に 就て 少し 述ぶ ると とせん、 此 事は 將來光 攀稱子 工業の 發 
達に 同 樣に當 嵌る 重大の 事柄で ある、 前に 述べた る 如<  ェ：ナ 
硝子の 踞展は ァッベ •なび ショッ 七の 異常なる 妍究の 結果 V 
あるが 其當 時普國 政府 ♦て も 硏究の 大切な とを 認めて コーヶ 年間 
毎年 一一 一千 圓 宛の 補助金を 支岀 した 勿論 是は最 勘以小 仕掛の 實 
驗 には 多少の 巧け にもな つたら ぅが 更に 大規模の 製造に 着手 
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する に 至っ て 政府は 約 二十 方 M 計ら 補助して 居る、 併しな が 
ら 硝子の 硏究 には 莫大の 费 用を 嬰す る もの V 】 回^ 試 驗に少 
，くも ぉ巧圓 乃至 千圓を 要し 然も 其 多數は 失敗に 終る の である 
から 斯る 些少の 政が の 補助の みに て 成功は 不可能の 話 V あ 
る、 然 らば ユナ 硝子の 成功の 大 主因は 何 •て あるかと 云 ふに ア 
ッ ベ， は 力 t 八、 ッァィスと 結 巧し V 顯微鏡 其 他の 光學 器械 
を 作って 居た から 試驗 にょりて 得た る 硝子は 直樣之 等^ 應用 
せられて 販賣 上の 利益は 又 硝子の 硏究 費に お ぜられ ると 云 ふ 
順序と をり 殊に 耐熱 硝子、 化學 硝子の 硏究に 成功して 多大の 
利 盛を 擧げ义 新規の 硏究に 着手ず ると 云 ふ 風に ァッベ*- の 非 
.化なる 天才は 容易に 原料を 賣 品化轉 化して 利益を 擧げ ると が 
出來 たから V 蓉し此 が 普通の 物理 學 者'' てあったならば ユナ硝 
子の 雜展 は六ヶ 敷かつ たこと、 思 はれる、 斯る 順序に ょろ 硏 
究 費の 增 加は 炼融 量の 增加即 も 出が 高の 增加 とな 6 遂に 世界 
的の 潑展を 遂げた の V ある、 なに 述べた る出來 高の 增 加と 云 
ふとは 硝子 製造 上 非常に 大切の、 と V あって 十 年 前 迄には 一巧 
禍 からの 出來 高は 約 一 〇〇 キ nv あつたが 其後增 加して 二 0 
0— 二 お〇キ 。となつ V 居る 是 はが 禍が 大きくな つたのと 技 
術が 進步 したから V あるが 何故に】 回の 出來 鳥が 多い 程よ い 
か 其 理由を 節單に 述べる と 世に も レンズの 設計 ほど 精密 V 又 


面倒な ものは をい、 時としては ー ミリの 一 萬 分の 一 迄 測を ず 
る必耍があるので高遠なる數學じょら 一 々計算ずるの*^^ある 
から 其勞 力は 至 V」 不廉 •て ある 假 令げ 寫眞 レンズの 設計 計實に 
は 約】 ヶ 年の 日月を 要ず ると 云 はれる 位て 其 V 結果の 善惡は 
固 ょら 不明で ある、 故に 光學 器械 .玉 攘 には 計貨 局が 置いて あ 
つ y 多數 の數學 者が 日夜 計算に 從 事して 居る から 製 おの 高價 
なと も 止い を 得ない 次第 •て ある、 併し 化 計算が 餘 りに 複雜な 
手 數が掛 るの V 何とか 手 數を省 さたい と 云 ふとは 誰し も 希望 
ずる 處 V ある 其れには 硝子の 一回の 炼融载 即ら出 來髙を 出 ホ 
得る 限 6 增 して 賞 ふが 有効の 手段 V 其 理由は 光學 硝子は 烙融 
每 に其炸 質を 異にして 居て 二度と 同一 硝子は 偶然の 暗合* V な 
い 限ろ は 永久に 出來 ない の V あるから (ホい レンズの 修理の 
不可能は 是 ，て 分る) 一回の 出來 高の 多い 释 計算の 度數が 省け 
る 事と なる、 化點 は光學 器械 エ瘍の 經營上 重大なる 意義の あ 
る 從て 假令崭 新の 稱モが 出 來ても 其 供給 量が 少く ては 先 
づ 顧客を 見出す ょが 不可能と 云は ねばならない、 斯の 如く レ 
ンズの 設計の 困難と 云 ふ 事柄が 新規なる 光 學硝モ 製 迸エ瘍 の、 
勃興を 巧 r る大 原因'' てあつて 殊に ショ スト 又は マント ァ エ場 
の 如く 多穗 類の 新硝 ずを 一回に 多量 供給す る 設備が あるな 上 
は光學 者が 此方 面から 供給を 求む るは 自然の 話で ある、 ショ 
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ブト H 藉がッ アィ スエ 瘍と結 巧して 成功した る 如く マント ア 
エ壤の 蘇' 展も是 同樣の 事情 V ある、 英鐵の チャンス X 擦は 
光擧 器械 業者との 提携は ないか 大規模なる 燈臺川 品 製造の 利 
益に ょ 6 支持され て 成功した ので ある、 或 お 闕の學 をの 嘆息 
話化英 岡の 學 者が 研究し々 光學 稲子は 約 千 種に も 上った かも 
知れない が 何れも 光學 器械 業者の 顧る 處 とならずに 空しく 硝 
子の 屑の 出を 作る に 過ぎな かった と 云 ふのは 實 情を 穿つ た 話 
と 思 はれる、 0 上の 外に ショット エ縷を 益み 發 おさせた 大原 
因が 一っ ある、 此點は 別けて 日本の 當お 者の 一顧を 願 a たい、 
獨 逸に ては 近代の 施術は 製鋼、 火藥 及び 光學 器械の S 大 製造 
業の 發達 にょらて 完成 さるべ^ もの V あると 云 ふ 原則の 下に 
是 等の 工業の 踞展に 極力 骨を がって 居る、 其 故 だ 平時に 於て 
も ッァィス エ瘍 じは 絕 ぇず 莫大なる 光學 兵器の 註文が 發 せら 
れて 居る 此事實 は 一面には お 術の 練達と なろ 他面には 製造 原 
價の 低下と るって エ 類の 基礎は 益々 をを を 加へ 他闕の 同業者 
を 厭 倒す る. 之が 出ず る^に をる、 英 闕の當 業者が 今次の 戰爭 
に 非常の 奮發 によ 6 難局を 切 6 拔 けたる は 固よ 6 感嘆に 値す 
るが 某當 業者の 說じ獨 逸の 光學 器械 業者は 平素 闕 家の 恩惠ぶ 
受け 义 をに 事業 上の 聯絡が あつて 成 丈け 品種を かくして 多量 
作る 方針を 執つ て 居る、 ブ アイ スエ 傷 V る 近年は 賣高 のかき 


器械は 一切 製造を 廢 して 誅 文を 受け 附 けぬ-とと なつて 居る が 
英闕 ずは 側の， 自ホ 貿易 ま義ん -ら煩 鎖なる エ瘍法 親の 麼迫 やら 
V 自ら 製造ず るょ ろも獨 逸品を 取次 r でが 利益が 多 さあ 様に 
をつ V 居る、 其 上 平素 政府の 獎勵的 註文は 頗る 少 く.^ 獨 逸の 
巧 分】 位に 過ぎ^から 今回^ 大戰に 遭 ふて 間 誤つ きを 巧ず は 
當然の 次第 V あると 云 ふて 居る。 

借 戦後 此硝モ エ業は 如何に 推移ず る。 てあらぅ か 私い 意 姑 V 
は是は 頗る 箭單 V 二ない かと 思 はれる-前述の 如く 光學 兵器 
の獨击 上み 闕か 非が ので 义を 感じた 結棠 政府で 計 書され たも 
のは 戰後 雖も 必ず 完成され るべき は 疑 もない が 巧 頃な々 耳 
じする 營利 的の 工場が 果して 成立し 得る や 否やは 疑問'' て あ 
る、 如何と なれば 歷 をの 示す 如く 光 學稱モ の 製造の みでは 利 
益は 無く 必ず 光學器 « 業と 兼 營 V をい 限ろ は 維持の 見么 がを 
いからで ある、 乍ぶ 製產 量が 少 くて は光學 器械 業の 方が 成立 
しない ことになるの "て 結局 企業の 方法が 立たぬ ことにを ちは 
しない かと 思 はれる、 加 之戰時 中に 大發展 を 遂げた 英磁佛 の 
己 エ縷は 戰後じ 於て は 益々 販路の 擴 張と 製產 高の 增 加を 力む 
るは 當然 なれば 從て 世界の 光學 器械 業者 も 勢 S 戰 前の 逆 A に 
註文を 集中す る 結 柴じ陷 ろは しない かと 思 ふ、 英國 V は 今回 
の 出 ホ 事に 懲らて ボー ド、 ォブ /、 トレ— ド、 コ1 ン ミチ— の 報 
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吿 ♦ては 戰後諸 輸入品の 關稅 賦課 私案 中に 化學 及び 光學 硝子‘ は 
戰後 五ケ 年間 二割 お 分 乃至 一二 割を 諫稅 ずべ しと 云 ふとと じな 
つて 居る、 英國 人は 現今 V は獨 逸品の 使用 じつき 「ネバ ー、 
ア ゲン」 木豁 へる が借戰 後もぅ なる かは 至て 怪しい， 私は 或 
大工 傷の 常 業者と】 夕の 貪談に 此の ことに 就 V 論じた ことが 
あるが 其 人の 話に 光谭 硝子に 就す 「ネバ I、 ァ グン」 は 一寸 六 
ケ敷いかん知れのからおは「アィ、 ホ ー プ」と輕く言いでいと 
答へ たのは 實備 V ある、 おは 日本の 光學 器械 業者と して 「ネ 
バ ■、ア ゲンし 一と も 「アィ、 ホ— プ」 とも 何とも 言； 3 兼 知る 程 日 
本の 工業の 幼雅を 嘆息ず るるの V あるが 併し 懲利 的の 企業 も 
六ケ敷 ずれば 勢い 戰 前と 同一 狀態 k 陪る 外は るいと 考 へて 
居る、 米 闕の某 大光學 器械 工場 V はち 給で 針を 執つ て 居る と 
云 ふこと V あるか 此 には 或 事情が あつ. 成 巧の 見茲か あるの 
と自 みのが 费 蘆が 莫大 •て あるから 是 等は 他の 顧客を 求めずに 
成立す るかと も 化 はれる が 其 他の か 業は 戰後 持續 する かは 疑 
はしい、 近頃 円本 V も 企業 又は 硏究の 請を 聞く が 充分 此邊の 
事情を 考量して 賞； 5 たい もの V ある。 (終) 


•.膠 泥 又は 混 凝 ± の 調合 量の 
計上 法に 就て 

會 員， 鐵道悦 技師  長屋 修ま 

-丈木 建築 工事に 於て 膠 泥 义は混 凝 王を 應用 せんと 欲する 擦 
合は 先づ 其^ 塗舖 ずべ 言查を 積に 要ず る 材料の 數 量を 計上せ 
さるへ るらず 而 して 此の 調合が 料の 計上 方法と して 用 むら 
る、 標準な 式 又は 標準 數は 孰れ も 其の 調合 材料を を橫 上ょり 
量ち たる 數に 依る をの 多し、 而 かもを 穂 上ょ 6 愚々 たる 量の： 
材 がの 實實 如が じ 因 A て 多大の 增贼を ホし 其の お果 標準な 式 
も 一を なる 能け ざるべし、 今が、 の烦 因を 列記 すれば 左 お 如 
し。  . 

セメントの 粉末 巧 度 . 

セメントの 風化 程度 
砂の 細が 粒ん 割合 


材が異 をる おじ 差 f 
異を ホず ベ 会 原が I 


材料 同一なる る 量 
るな おに 第 巽を 來 
すべき 原因 


、四. セメント 堆お曆 の厚满 
五 セメント^ 巧 器に 落： 卜 する 赃離 
六 セメントの 縣リ么 みお 度 
た 砂ん 含 ホす る 水 お 
-八砂 € 抬リ 込の 巧 お.. 

斯ろ 如く 同一 種の 材料に 於 V すら實 質の 愚に 多大の 差異を 
巧ず 可& 原因 ある 方法を 標準と し义 計上した る數 盧の實 施の 
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場合に 大 なる 誤差を 來 ずべき は 素ょ ろ 明な ろ、 之 化 反し 一を 
積內 化塡充 すべ & 最大の 軍 量を 量ろ 其の 重量を なで 一を 積と 
をめ 調合ず べきが がを を 重量を なて 量る と&は 其の 數 曇と 實 
施の 數量 とに 差異を 衆す こと 少なく 比較的 權實 なる 調合 量を 
計上し 得べ しと 信じ 其の 調合した る 結果を 茲に 報を せんと 
す。 

築 一 一を の 重量を なて を 積を 算出ず る 法 - 

ー セメント 

セメント ー 樽は I 二 巧 八十 ポンド 入と して 供給 せらる るを な 
て 重量に 於て は 一を せろ、 然れ どる 其のを 積は 同】 をる 能は 
ず、 义 セメント 自身 も 其の 量ろ 方に 依て 一檐內 のを 積 異なる 
をな て 

1 、】 容積 內の實 質 一を せず 

二、】 容積 內の實 質】 をせ ざるを がて 其の 耐カ ホーを せず 

一二、 請負工事 化 於て は 多く 一を 積 內の實 質を 减少 する の 傾 
向 あろ 
等の 不利 あち 

次に 一定の 重量を をず る ホ メント は 之を を 縣內に 充分 搖ら 
送む ときは 其の 重量に 對 する 氷のを 積の み 六 五％ のを 積 
を レ ロむ るが 故に、 九十 お ポンドの セメントは 一一 六、 六よ 0! 


ニセ，九00立方セ ンチメ  f 卜 戶のを積を有ず、而して 一 立方 
尺のを 積は 二と、 八 00 立方 センチ メ， トグ をる をな て 九十 
五 ポンドを 一 立方 尺、 一 樽を 四 立方 尺と をい るを 最も 便利な‘ 
ろと す。 

二 砂 

溢 潤した る 砂の 一を 積を 乾燥せ しいる ときは 其の 重量 常に 
一を なる 能は ず、 又 乾燥した る 砂は 之を 容器に 擒 6 茲い 程度 
に 化て 其の 熏 量を 異にす。 

.之に 反し 一を 重量の 砂を 十み 乾燥せ しめて 其の 减 量を 水量 
と 定め、 其の 乾燥せ る 砂を 一定のを 器に 充み 擒ク这 み、 斯く 
して 得た る 巧の 重量に 水々 の 割合を 加算し 得た る 重 最を原 砂 
の】 を 積に 有する 重量と をい ると きは 調合の 際 量ろ たるを 積 
に 差異を 巧さざる べし。 

妙の 含を ずる 水量は 混 泥の 際 混合すべき 水量に 大 なる 關係 
を 有する をな て 砂の 水量を 量る ことは 膠 泥 作業 上 必要なら と 
す、 而 して 一を 積に がける 砂の 重量は 其の 種類に 依 6 異なる 
と雖 同】 河川 又は 同一 海岸の 破は 細 粗の 割合 異なる も 重量に 
於て は 大差な きものを ち。 

ご 一砂-利 

砂利は 水量 义は搖 ク这に 於て】 容積 巧の f に 大差を 來ず 
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こと 少しと 雖 、其の 直徑大 なる もの 程を 積 內の實 質に 差異を 
巧し 易 さを なて 一を 容積の 重量を をめ 熏量 をが てを 積を 算出 
する こと 正確を ろと す、 而 して 其の 含有 水量は 極めて 少量に 
して 之を 顧慮す るの 必耍 をし。 

四 火山灰、 珪藻 ± 、巧 灰 

火山灰、 珪藻 ± 及 お 灰の 比重は 孰れ も セメント 又は 砂 等ょ 
6 輕 さを なて 化 等を セメントに 混入し 又は セメントの 代用を 
爲 さし 〇る瘍 合に 於て を 積を なて 量りた る ものは 重量を て 
量ろ たる ものょ クも膠 著 力 貧弱に して 耐力亦 弱し、 故に 一二 者 
とる 一を 積の 重量を 定め 重量 調合を 爲 すじ 非 ざれば セメント 
の耐 力と 比較す る ことを 得ず、 而し V 一般に 左の 數 量を なて 
規準と 爲 すを 適當 とす。 

乂山灰  一 立 尺の 重量  六十 六 ポンド 
珪藻 ± 问 二十 九 ポンド 
'石が  刷 六十 九 ボンド 

特に 砂と セメントの 一を 穗の 重量 同一 をらざる 瘍 合に 於て 
I 二者を セメントに 代用 せんと 欲する とさは セメントの 重量 九 
十五 ポンドを 單位 とし セメントを 减 じたる 重 蘆と 同量の 代用 
品を 混入ず べし。  I » • 

五 砂 お 砂利のを 隙 


砂 及 砂利の 空隙は 魂の 大小、 砂 殺の 細 粗 又は 其の お 狀に依 
みて 異なる をな て 一を 積の 標準 數を 示す を 得 ざれ どる 大略 
砂 叫 二 お一 豐％  砂 利 一一 10! 五 0% 
にして、 其の 內多數 の ものは 

ゆ 一二 五％ 內外  砂 利 四 五％ 內外 

をろ とす。 

1 Ij 1 ブそ脚 率 

其の 空隙 測定法は  一 — 1000  ni 

ぉ 脚 ‘ 

とし 之を 算出し 得べ し、 而 して 簡單 なる 近似 數を 求；^ るには 
一定を 器に 砂 又は 砂利を 塡充し 水を 注入して 其の 水量を 空隙 
の 近似 數と 見做し 得べき も、 化の お似 數は上 式の 數 字と 約 二 
% の 差異を 示ず を 普通と ず、 然れ ども 砂の 重量 輕& もの 又は 
貝殼 等を 多量に 混入した る ものは 水量を 加へ たる 爲に 多大の 
を 積を 增 加す る瘍合 あるを がて 其の 誤差の 小なる を 認めた る 
ものに のみ 之を 應 がし 樽べき ものを ろ。 

’ 六 調 衾 量 ‘ 

膠 泥 又は 混 凝 ± の 混 泥水 量は セメント 及 砂のを 積の 和に 一 
を 積の 一 0| 四 0% を乘 じたるな 積 だけの 水量を 混和す るを 
便利なら とず、 其の 結果に 就て は 曇に 報吿 ずる 所 あ 6 しが (報 
パク f 八) 朦泥破 及 砂利を 重 貴を がて 量る 場合には 水量 も 亦 
重 寛に 依る を 可とす、 如 も】 立方 尺の 水の 熏量 をと 貫 四 巧 二 
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十な 又は 六十 ー ポンド ごご 二と して 計上すべき なろ。 

•第ニ セメント 砂 及 砂利 巧 直の 關係 
破 あ 砂利 0 一 立方 尺の 重量は 十 貫ち 巧な 內 外ょり 一貫み に 
達する もの 最も 多く 化 等の 破は セ’ メシト と 同じく 化 十五 ザン 
ドを なて】 ぶ 方 尺と をめ 計上す るを 最も 便利を ろと ず、 勿論 
其の 九十 五おン ドに 對 する 砂 及 破 利のを 積を 實 物に 嫌き 調査 
する ことは 混 泥 後のを 積を 算掛 する じ 必要を ろと ず。 

多摩川 砂 及 多摩川 職 利に 就 さ 調査した る 結果を 左に 揭 r、 
な ホが の甫ム 重」 角？ 邊 ホを 隙に ぶ 茜 舞 口 

セメント  吸 111600  六 五 0 1 六 00 

砂 四 四、 八 00  六 S 二 お％  六合 
砂 利 四 あ、 六 00  さ 一〇  1 三 ハ％  六 二 0 
水 二- v> 、八 00 

第 ミ 膠 泥のを 積 

，膠 泥のを 積を 計上 せんが 爲に 重量を 單位 として 左の 結果を 
得たら。 

セメント ー ネロ グラムは 之に 稠密 度 附近の 水量を 加へ た 
るものは六00立方センチメ1トグのを積を占め、 义稠密 
度 附近が 上の 水量を 加へ たるる のはよ 五 〇 立方 センチ メ ？ 
卜 八に 達する こと あ々。 砂の ー キログラムは 之を 能く 搖ク 
遂む とさは 常に 六 OOI と 五 0 立方 センチ メ f 卜 八の 一を 


を 積を ちいる こと あら。 

今 多摩川 砂 あ淺縣 セメントを 使用した る 膠 泥のを 積を 調査 

したる にを の 結果を 得たら。 

調 合 


セメント  砂 
一、 08  - 60,0 
ヴ.  二、 000 
グミ、 80 

ッ .四】 000 

ッ rooo 
"二、 80 
ヴ’  】 二、 80 

"四、 000 

ヴ ー、 08 

ヴ ニ、 08 

ヴ S， 000 

"四、 08 


砂のを 隙を 
二 五％  r 


一】 10% 


セメントみ 〇〇 

積抄六 loiL て减橫 差異 
計りを るを 積 

三 8 一、 一二 〇二尸 KC 

一、  六 セ 0 •一、 八 二 〇 1 五 〇 

二、  二 一一一〇  二、 四 1110 二 OOV  直 C 
二、 八 00  1二、0 四 0 二 四 〇、 四 〇 


、一一一〇 一四 0 


一、  八 二 0 二〇〇 

二、  四 1110 一 一七 〇 
一二、 0 四 〇 il 一巧 0 


V 六 0 
V セ 〇 
V セ 0 


一、 二 一〇 一 お だち 

一、  竺〇 ニニ ovs 

二、  些 二〇 1110OV  ム 

1二、0 四 〇 一一 一六 〇 : 


、〇セ 0 
ヴ ー、 ご 一〇 

ヴ ニ、 一六 0 

ヴ Irllloo 

,111 五％  一、 〇 六 〇 
ヴ j 、 六 00 
" 二、 一六 〇 
ヴ ニ、 六 八 0 

化の 成績に 依れげ 砂のを 隙大 なる るの も 膠 泥のを 積に 大る 
る 差異を 來 さず、 若し 空隙に セメントの 完查に 混入ず る もの 
とせば 其のを 積は 破のを 穂と セメントのを 積との 和ょ ろ 空隙 
のを 積を 減じた るるのに 等し かるべき も 反て 砂のを 積に 义メ 
ント のを 積を 加へ たるる のじ 近く、 雪に セ ノン ト のを 積は 破. 
を 加へ たると きは 一割の 外の 減少を 來し 砂の 量を 增す每 化 其 
のを 積に 巧 分の お內 外の 減少を 來す のみ、 卽も 
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砂 

000 


. ゆの 一を 積を 砂を 加へ をる 
莎 を隙减  横 寧 每に减 じ 爲に减 じたる 
たる 巧 積 を.'  積 


二 五％  こ 0 阿 〇)  セ 0 
" ヴ 互一一一%  一四 〇 セ 0 .诚 ずれば 七 〇 
ヴ - 一一； 五％  一 立 〇 .，.七 0 .八 〇 

にして と 0— へ 〇 立方 センチ メ t 卜 八は セ- -s ントに 等量の 砂 
を 加へ たるが 爲じ 減じた るを 積な、 ろ、 蓋し 此の 减を賴 は セ V 
ントじ 水を 加へ 混 泥した ると き セメント 中の 可溶性 分の 水に 
溶解した るに がる ものなる べし、 元來 セメント じは 可溶性 分 
を 含有ず る ものにして、  .、 

アルカリ  約 一二％ 

，，’ 抓 お 灰 こ G% 

可溶性 藤 類 〇 •五％ 

此 等の 性 かが 水に 溶解 するとき はを 横卜 減少ず るは 當然 に- > 
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て、 七 メント は 水と 混 泥す ると さは 約 70X 
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11,6  X の 


可溶性み は 水に 溶解し 減 穂を 來す ものな り。  、 

义 砂は 其の 一を 積を 增ず每 に 砂のを 隙の 約 S かの 一づ 、セ 
メント のを 穂を 減少ず。 


5 

18 

ミ 

1C。 
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X 空 Ox 


ix 


卜 

H 

一 

coj 卜 

ム 

1 

こ 

1 

り 

il 

巧 

讓 


CCI70 


斯の 如く 種々 の 砂を 用む 試驗 したる 結 梁 多少の 差異を 來た 
し 一般に 砂のを 隙の 約兰 かの 一づ 、セメント 粉末の 砂粒 間に 
浸入す るを 知れり、 故に 贼及 セメントの 重量に 對 ずるを 積の 
明を る ものは 次の 式に 化ら 調合 量を 計上し 得べ し。  . 

. 8だ=を5 期溃 

S りを 夕 林み R お雜 

0 = ホ、 y ブ 9 林が R が雜 (社 +W え： / F が I み钟夕 a： 作) 

60 

Cl り 窃诗漆 6 が 端り。 

講 謎げ 娜 + 0 1——。 — — を X IWI  X 本 

"S; - (一-非)- 穿 X 小ん  S A 、 

膠 泥の 混捏に 要ず るか 量を 調査 せんが 爲 砂と セメントとの 
を 積の がの S 十二％ の 水 遺を 加へ たる 姐 泥を な 底 模型に 塡充 
しでる に 其の、 水 蘆は お 商に 浸 的した る 水豊と セメントの 稠密 
度に 要した る 水豈と 妙^ お齡 K お 入した るか 量との 和 化 等 

1L  M I 、 ~ ; 

セメントの 嬰す る水景  (111 五. t%)  九、 九 一ー ニ ハ 
砂の お 隙に 浸入した る水嚴 (二 お％)  セ、 〇幽一 
裘 前に 浸出した る 水 無 八 一二 一 
計 ー セ、 ん〇八 
セメント ーが 税砂 一が 巧の‘ 水最 (ミニ％)  '、  ー セ、 八 0 八 

なろ‘ 故に 調合に 嬰ず る 水 藍は  ， 

を ル 限 にがては セメント のこの 嬰す る 水 熟 
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最大限 にがては わ夕 y 卜の 嬰す る 水量 とげのを 隙を あすに おかなる 水量 

と 謂。 得べ し。 

若し 砂の 空隙 量と セメントの 要する 水量と 等量なる 瘍 合は 
砂の 量增 加す る も 調合 水量の 割合には 變 化を ホさず、 然 いど 
も 砂の 空隙 豊が セメント 稠密 度ょ ろ 小なる 擦 合は 砂の 增 量に 
絶 S 調合 水量を 赋少 ず、 例へ ば 

せ； 卜 ゆ抄 S 隙^ 趴一  調合 査里過 剩ぶ量 
1 1 二 五％  S 五％  一一 一二％  901111 一一% 

1 2 ^ か 一二 〇%  90 四 一一 亥 
-r  3 か. ヴ ニ八％  90 五己％ 
1 4 ヴグ  ニ セ％  0.0 巧 111% 

斯の 如く 破の 空隙は セメントの 可溶性 分を 含有し わる かみを 

なて 塡充 せらる ベ 含 結果を 得、 前記 砂の 空隙の 約 一一 一分の 一は 

た メント をな て塡充 された る 結果と 间】 なる 能は ざるが 如 さ 

も是れ 恐らくは 空隙に 浸入した るは セメント のか 子が 微細な 

る膠體 (n  & ィド) とを々 たるが 爲に 水のを 積に 關 係せ ざるに 

非ざる をき か。 

氷 量と 耐を關 係は 囊に 報吿し ミが 如 ふ 綿 I 續 、3 水 
，量の 增 加と 共化耐 力の 賊少 ずる ものを ろと 離、 其の 耐 力の 减 
少 影響す る 水量の 最大 數は セメントの 要する 水 梟と 砂の 空隙 
に充た すべさ 水量との 和な ろ、 若し 夫れ が 上に 水量を がふる 


ときが 水量 過剰の 爲 にお メント と 砂とは み 離を ホし 完 をな も 
混 捏を爲 すを 得ず、 耐 力の 均一なる 製品を 作る こと 困難に し 
て從 てを 體の耐 减 少を來 すべし、 然れ共 製作 宜しき を 得る 
ときは 右 最大 數 5 上の か 量を 加へ たる 爲に來 ずべき 麻 力の 减 
少 割合は 最大 數が 下み 水量と 耐 力との 關 係に 於け るが 如く 大 
ならざる べし、 郞も或 人の 水量の 多少は 比較的 耐 力に 關係 1 
る こと 少なき 結果を 得られた ろと 謂 ふは 蓋し 此の 最大 数內か 
の 水量を 使用した るの 結果を らん。 

抑 も 水量 增加 とおに 耐 力の 贼少 する 頗 因は 恐らくは 左の 理 
由に 依る ものに 非ざる か。 

一、  破 粒と セメントとの 接觸 面が 密着し 居らざる こと‘ 

二、  水量の 多 さ 混 泥は 混合の 際 セメント 中の 可溶性 かを 溶 
解した る 水が 破 粒 又は セメントみ 子を お 擁し 水み の發散 
と共に 兩 者の 接 觸 おに 可溶性み の 皮膜を 殘留し 砂と 七メ 
ントの 直接の 接 觸を爲 さしめ ざる こと 

一二、 か 量 多 さとき は セメントの 微細 分子と 粗 分子 及 破と を 
個との 比重 關係 ょらみ 離を ホし 混合 完圣 ぶらざる こと 

實際混 凝 丈を 歷碎 したる 瘍 合に 於て な々 砂利の 白き 皮膜に 
包 れ ながら 砂利ち 身は 少しる 他の 部分^ 膠着せ ず 恰も 隊道 
の 詰め 么 おの 如き 外 觀を呈 ずる もの あり。 
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化 等の 巧を に 基 さ 混 泥水 量は 其の 最大 數ょ A 少さ 量を 加へ 
出來 得る 限ら 接觸 を完查 をら しむを 巧と す。 

第 四 混 凝 ± のを 積 

混 凝 ± の 調合を 積は 次の 如く 極みて 簡單化 之を 計上ず るを 

得たち。  _ 

〇 = を 普© みみ 夕が雜 

OU りを 造 3 お 察％  ’ 

. ミ H 藏诗 ©が 雜 \ 

講が雜 =G+  mIoexo 

而 して 實驗數 とを 公式 計上 數 とを 比較ず るに 左の 如く 極め 
で 近似した る 結果を 得たら。 

’ 裂 か . 

ホ、 X マ を を 普を 6 が 累を遵 S な 寫掉驟 嫂が 瓣け辣 tt± が雜 
一 1 - K 技^  M 奚 茗 01  沪〇〇一 
1 12  ^ 、、  。 ご 28  5,137 
が 1 W 6 、、  。 7,340  7,383 

々 、、  .‘.  9,780  9,80 巧 

第五 未を 八材 がを 3 て 膠 泥 又は 混 凝 

主のを 積を 計上ず る 法 ， 
未定の 材料を がて 膠 泥 又は 混 凝 ± のを 積を 計上 せんとず る. 
摸 合に 於て は 総合的に 先づ 其の 假を 數を定 むる の必嬰 あ々。 

一、  セメントは 化 十五 ポンドを 一 立方 尺と ず 

二、  セメントの 混捏お 積は 0 •九 二 立方 尺と す 


一二、 セメントに 加へ たる 混 泥を 積は 0 •八 二と ず ^ 
四、 砂は 九十 ポンドを】 立 力 尺と ず.  > か, 
•五、 安武 岩 砂は 九十 五 ポンドを 一 立方 尺と す ！， 
六、 容積を な V 集積した る濕 潤せる 砂は 使 巧の 際 約 其の 一 
割 おかを 减 積すべし 
お > 砂の 空隙は 一 立方 尺の S 五％ とす 
八、 砂利は 九十 お ポンドを 一を 方方 尺と す 
化、 を 積を が y 集積した る 砂利は 使用の 際 約 其の 五分を 戚 
積すべし 

十、 破 利の 空隙は 一 立方 尺の 四 お％ とす 
右の 假宠數 に 基‘ き 必要なる 塗舖 が 積 ょら 村 轉の必 嬰 量を 第 
四に 示す 公式に 據ろ 計上す る ことを 得べ し (完) 

ょ 1=^ 人 狐 , . 

乂簡單 なる 試驗 窯の 築造 法 

是^ 記載す る 窯は 耐火 粘 ± 或は 粘 ± 姑 合 物の 試 驗を爲 す 巧 
の硏究 室に 使用す る 時： i 甚だ 便利なる ものな ち。 此 窯は ピッ 
.ッバ， お 抓を が 社の 硏究 室に て 爾來二 年間 も斷 へず 使 川し 常 
じ 充分なる 賴 果を與 へたる ものな ち。 自 々は此 窯を 攸用 ずる 


自分の 工場に て 使用し つ、 ある ものは 其の 大さ 二種 あ々 て 
つは 直徑 十六 时 高さ 十が 他な 直 徑乂时 高さ 六 巧なる 圓お室 


型 

木 

グ 

夕 

玉 

据 

二 

上 

扳 

底 


をを ずる ものな な。 而 して 大形 窯は 試驗 棒の 燒 成に 少お 窯は 
試驗 せんとす る 姑 虫に て 造れる S 角錐の 變形溫 度を 測を する 
に 使 W せろ。 

先 大お窯 (第一 圆) は S つの 部分 よら 成る 即主臺 、圓形 
室、 盡 にして を 部分と も 耐火 粘 ± 混を 物を 木， 舉 中に 搗き 固み 


4 


ことに 依らて 數 回の 燒が にも 能く 一致す る 結果を 得旦 窯のを 
部を して 能く 均一なら しいる ことを 得た々。 

横斷面  縱節巧 


圖 

第 


横歸面 


縱斷巧 
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て 別を に 造る。 耐火 姑 ±链 な 物は 原 丈 s お％  Tyl さ 標準 締の 
六 眼を 通過す る 迄 粉砕せ る 瑕燒フ ブント クレ r 二 冗％ お I 二 眼 
を 通過す る 迄 紛辟サ る ホ 耐火 煉 を 四 0% よらなる ものな ろ。 
木型 (第二 圆) は圆の 如く 底 板 じ 取 かけられ たる 木 環 及 心棒を 
有す。 耐火 梢 丈は 充み 乾燥せ しめて 湿 合し 數巧捏 練して が-形 
に充 かなる 粘性を 巧 さしい。 巧の 固さは 普通の 嫌 あを 造る 場 
合 よらは 少しく 硬く する を 要ず。 

犬 お 窯の 主 臺及蘿 を 造る 時は ふ 棒は 不要を ち。 能く 混合せ 
る 耐火 粘 十 •を 型 中に 狎し 付け nV の 表面に 水が 浸出す る 迄敲さ 
表面を 平にして 濕 布を なて 被： 5 一夜が 置ず 然る 時は 窯の 十一 臺 
は 固ら て 型 よら 離し 得。 次に 圓 おの 溝 义火焰 口を 造る。 盎も 
同 法に て 適當の 厚さのを のとし 充分 卸ら し 後 型よ 6 離して 中 
央孔を 穿 0。  , 

環狀 部を 造る には ふ 棒の 外面を 濕布 じて 被； 5 適當 のが 置に 
据 付け 前の 如く 捣き 固め ニー ーー 時間 後に ふ 棒を 取 去る。  、 ’ 
窯のみ部分は徐々じ乾燥しピ，ゲ八錐八番に燒ぶず。 窯の 
組立は ± 暴と 環が 部との 間には 耐火 卜 n を 用 a 外部 じは 糊狀 
アスベストを 塗ら •邮鉛 引 ザる 鐵帶 をな て 十一 臺の 下部よ 6 環が 
部の上部1HV卷く鐵帶じは摘當^處に孔を穿らて バ I ナ，を 
裝 置す 又 取扱の 便宜上 莖 はお 燥 3 るな 前に 二つに 切斷 する も 


巧な ク〇 

小型 窯 (を！ 圆) はお 膏 型を 用； 3 手壓 法に て 前述の 如く 造ら 
る。/  • 

化の 窯は 天が あ 斯ぶ雕 掩空氣 を 用； 5 て燒ぶ ザら、 又もの 焰 
は 曾て 米 阀窯樂 協 衙報吿 第 十二 集に て R.  T.  St 已一 及び J. 1M. 
巧巴ミ6:贿巧に依ろて推獎せられたる渦狀焰を用りたろ。义 バ J 
ナ f . は 口 ご 巧 己 〇ヴ〇 ミ色資 ゎ こ f ict ミ. 悬 ccrQ P 薑 y 製 Lar お st  size 
sjector ご口ーピミを魄川せり〇化バ —ナ y の外徑は二时おさは十 
二が なな。 大お 窯に な 化の バ ，ナ I 二 個を 小形 窯 は】 個を 
使用せ な。 而 して バ f ナ f は乂焰 U 中に 僅に 一が 位 差し入れ 
もの 巧圈の 空處は 泥を 塗 •ろて 完查に 塞ぎ お 嘶 及 空氣の 楼觸は 
鐵の 管を 切て なせ々。 耐 して 引火し 易 さもの 又は 不完查 なる 
ゴム 管は 一切が 用ず ベから ず。 

化の 窯は 其の 鱗 造 極めて 简題 にして 且廉價 に 築造し 轉れば 
如何なる 小 硏究室 にても 築 さて 便なる ものな ク。 

ホ お 窯 K ては 旣に 2 〜ぶ 一一ぉ の あ斯と 40 〜 § lbs の腥 力の 空 
氣を 使用して ゼ I ゲ^ 錐 二 〇 が攝巧 一ぶ so 化に、 小 お 窯に 
ては S 四需踐 A 1 と h.o 度に 違 ザし いるを 得たり。 又 何れの 
窯に がても .V の滿 度の： 續 化は お斯 父を 氣の 混な を 充分 完全に 
巧 ふとき は 攝巧十 度を 超 ゆる ことなし。 


m 


(さ ans.  A.o.s.vcl.xvl) 


(を 巧) 


A 磁器に 就て 

謙 種の 磁器を 賴別 すれば 次の かし 
T アメリカ 磁器 

.一一 硬 磁器 (填 地 利、 デム マグク 、佛顏 西、 獨 逸、 日本な 瑞典 
等に 於け る 磁器). 

司 軟 磁器 (な 前の 佛蘭西 磁器、 目 本の 磁器 及ゼ t ゲグ磁 
器 等) 

㈱ 骨灰 磁器  • 

P バリアン ( warian) 磁器 

か 耐火性 磁器な び 特殊の 磁器 

ア メリ々 磁器の 化と 異なる 所は 素她を もの 完成ず る 滥度ま 
V に燒 さ細燒 はぇれ ょ b 化溫 にて 巧 ふこと なゎ。 

をの 食器と 電氣 用磯縣 との 代表的 一 調を を擧 r れば 

霧 ± が CX え—  \ブ A て^  (み醫 一式 B 酶 叫ぶ W むご 

炯 が 送 S 
か ^ 器 20 
面 觸 一 0 


硬 磁器に 巧り ては 素地を 先 づ低溫 (攝巧 化な 八十 度 一にで 燒 
^ がる 後 千 一二 巧 八十 度 乃至 千 お 百度に 於て 釉燒户 .施ず なら。 
をの 調な 例は 


爵片が CX 马隱瞎 巧が 菩： h 
炯 が 
が ふ 於 

巧 腳 


54 
送 
泛 ，5 
1,5 


粘 ± の 含有量は アメリカ 磁器 ザの もれょ ろ も 通例 多くして 
且っボ！ 八ク レ^^の代りじょり耐乂性なるが料 (例へばフ ロ 
リダ磁±なびジ ョ I ジ ァ 磯±の如きもの) を用ふるを耍す。 
化學用 磁器は 硬 磁器の 平均の タイプに 類似ず る こと 次の 表に 
示さる、 が 如し。 


ま鼻遵 S 轟 游絡鸟 .回“，‘ 谭ぺ バ 


煤 潑 (留02) 
m 片(>  ご 03〕 
殻 fk 雕ぃ 薇马も 3) 
を I 斗を づ 02^ 

が タク ー〇】 
が を M を) 
W 鮮暑 S 

替 陋 (巧を； 
を 嚮致胁 


蜡 を 爵 
送 お％ 
鬟 .63 

P8 巧 
P20 

P 這 
0 .器 
0 .送 
ー ミ 
0 と 6 


豁轟爵 豁を權 S 摄お 


6S 笑 
お 空 
58 
0 .た 

0.44: 

P41 

ご. を 

2.7S 

0.1 巧 


67.31 次 
技. 送 
ド ーー 
P3.2 
1.20 
〇ち 
0.71 

S1 

P 送 


绩終潜 
兵 顿ミ爲 詔 
(省 苗 こ 
73 .亡％ 

だ .77 
0.73 

S9 

£9 
i 
0.3W 
ド ミ 
P 夏 
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秘磯器 (日本の 魄器 あびな 前の 娜蘭峨 稱モ磯 器 等 一は 大化粘 
±wo%、 長石 S 六％、 石英 二 凹％ ょろ なれら。 現今の 佛蘭 
巧 磯 難は この 穂に 屬せ ずして 硬 磁器 中 じ 入るべき もの をら。 

グ八磯 器は 粘 丈 二-九％ •石英のを％、 長 お so% とし、 
.，七 —ゲグ錐十番 (九巧五十度) にぶ素燒をなし八齊^^至十番 
(千 二百 九十 度 乃至 千 S 巧 号 十 度) にて 細燒 がらる、 ものを 
ろ。 をの 釉藥は 長 巧 一六 六 •八、 A 聖と 0、 磯 ± 五一 •六 及び 
媛 お 一 〇 八に て 調製 せらる。 これは 美術 製品に 用 a ら る、 に 

止み A れ り。 

骨灰 磁器の 調合は  . 

亦 詩 ’ ■ 4015 奚’， 


- い y プ x( え义 主 ブー 


-20 1 3 奚 


為飄 おご I 識 

ま： h 觸赛  25130^ 

にして 素 燒はゼ -ゲ八 錐八番 乃至 十番 (千 二百 九十 度 乃至 千 
一二な S 十 度) に 於て し 釉藥燒 成は モお十 度に 於て 巧 ふ。 仑の 
操作には 大 いなる 熟練を 要する ものな ろ。  • 

(PHriae  ware) は 主として 無釉 彫像 等に 用 ひらる、 ものな 
れ どもな 衆闕に 於て は 拂か蛛 円 色が 見を つくる じ 用 a ら る。 
もの 調合 物は 裝 おお 〇、 梢 十： 質 物 四 0 及び お英 一 0 を 含み ゼ 


i 


t ゲ八 錐八齋 乃至 化番 にて 燒成 せらる。  ，‘ 

麻 火 他が が 钱咪が 磁器，  / 

この種のぅ もに て 最もょ く 知られた るは S 資 占き 之* 磯 器‘ 
にし y これは 充分なる 八 加へ て ジリ マ ニット (珪線 
お AI/VS さ} の 成 かに 近から しか 宜つ赋 化に 耍 ずる お 巧は 極 
少量 だけ 川以 たる ものな ク。 

ァ メリ々 IVIar ち ミ 包 t 素地は 次の ものょ 6 ぶる。 

•雲 每 I 鷄)  45.吝  ..，； 

_ 瓣攀 (舞 U 雞)  7.3 
お：^。々 斗 誘： t .12 

乂 3 一々* 謗 十 な .0 

叩4、ス 、 々 b ! 4 t 爵ホ  lob 


或 •、ス 、て-^  15.0 
右のう も燒 粉に 含まる、 ものは 

觀费辨 I 薇 


雜 -黎雖 U 鷄 


おみ。 一斗 誘： h 


援^ 


術 が W を 
禪痛 r 夕 t 70  器 . • 
燒 成は ゼ ，ゲ八 錐 十八番 (千 四な 九十な) に 於て なさ •、るべ 
から ダ。. 
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離 消釉と 透明 細との 調合を 次に 揭ぐ 

驟赛證  憐這證 

熬片 (おご 换 '〇  60  119 
懿 t (靖驅 みかが ご) 192  1 00. 

巧腳  100  泛 
炯巧  〇 资 .7 
4、 兴 斗^  ブ (養 goo3)  0 16.8 
が狀  10》  た 6 
燒成 後の 磁器の 性質 

代表的なる 硬 磁器は 千 S 巧 十 S 度 化 於て 完全に 硝化を 遂げ 
(眞空 やじ 於て 水 かを 败收 せず) 千 四な 一二 十 度に 於て 燒 過ぎと 

^"^<雜  蔓* 息 

か 窯業 品質 易夕報 


なる。 石英は 不 粘性 減收縮 物と してが 用し ぶつ 歪みを 防 r も 
のなら。 もの 他の 性質を 表示 すれば がの 如し。 

お K 2.2512 .窃  • 
尋蘭辯  ‘ 50bool65b 含 窥\ が： 每 
司ご せ强  台 か 13 •含 〇琼 / 号：？ 7 每 
攝居縣  夕？ ^ 7.000boo 燕/ 书か每 

み鄕夕 薛妈六 踞 叫 か 覇爾菊 撰 P00000 沒— 0.00000 食 

なを！： マ雙 一琴ム 0 ご〇理 S 巧け  gg 
牛 遺 ぉを ~ 2 こ。— たろ。 〇理 S 巧 A 0 •援一 

(set.  oilem. 巧 lig. 16. 1917  ; ohe  巨. Ab-st.  Vol •一 尸！ No レ 4.) 

(巧 旧) 


窓陶 
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大 
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四 九 門 
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- マ、： 


セ 

鐵 

製 
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® 特許 公報 


特許 番號 

第一 一二 お 四一號 


發 明名稱 

お販 印刷用 人造 巧 盤 


特許 巧 0 

九月 二十 八日 


特許 權者 

大阪左 山 騎之助 


本發 明は セメント にか 豫壺祗 おの 粉 おと 黃± を 適 貴に 游 かし 水を 加へ て從 白に 
て 挽 またる 傻ち 絹漉しを 行 ひたる 泥狀 を濟澤 をを ずる 迄硏 磨した る 平 姐なる 鐵 
板を 內 底に 具へ たる 巧 袋 やに 較 入し 周 圃に觀 鑛のル 孔を麥 ちを る 型 區內に 牧をレ 
て歷楷 機に かり 腿 摊し水 かを 拷 がして 乾 削 お 成せ しめたる お 版 印刷用 人造 石徽に 
がり 其 巧のと チる 所は 從來 す廉 なる 天が おに 化 用して 同】 の 効用を 爲 すべき もの 


を 人造に 化リ 低廉に 製造し 得べき にが" 


第一 一一】 五 四二號 


黑 旧ぶ 駭お爐 S 巧 
を 燃 燒裝置 


化 巧 二十 八日 


福陶黑 旧泰造 


本發 巧は 從來 公知せられ たる 骸炭 製造 用 骸炭爐 の雜造 上の 改良に 關 する ものに 
して 爐の普 掘 構造 上に がで 見る 最も 弱き 水平 網 道を 駿し 多数の 直立 ル お 道は 之を 
数多の 組に 區 C 刀し を 組な に其內 にある 縮 道を 傳ひ 瓦斯を トー 下せし め 息つ み 組の 雨 
端に ある 障 盤け 爐 如上が 迄 達せし むる の稚 造に して 其 目的と ずる 所は 爐 壁を 堅固 
にして 耐久力を 提 からしめ 贿道 巧に がて 燃燒 瓦斯を 交 立に 昇降せ しむる ことを 得 
るが 故に 經 S を般 に涉リ 均一に 加熱し なて 駭 おを 短 時 閒に製 巧し 化つ 其 品質 一 お 好 
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k 萊をな 佐 
販ぶ が お な 

渡 が ホ 巧が 
邊 川 藤 か 
十 蝴 
朝 ホ義 おて 
ち郞 S 常 郞 


赏 川， 新案 權者 

が 京 城 おな 殆_ 


登 錄番號 


節 W 新案ぶ 稱 


が w 四 0 六の 號 
银 g： 阿 一 〇 二號 
第 凹 四 一一 九號 
第 四 凹 一 一二 お號 
を 四 凹 ニニ お號 


哺乳 狸 
玩：：^魔化が 
梅を 張附 煉瓦 
鄉化瓶 

抓 子 化珠製 姐が 


を 錄巧日 

十 巧 五 口 
sk  十 こ 日 
同 十へ 日 
巧 

十一 巧 二 日 


本發 明は 炭 厳 マグネ シユ I ム 、黒銳 、义 山が (輕 石) 棚 砂 末を 混合し をる ものを 切 
就して 硝子 管と 湿を し其淳 化に おおせし め 燒も器 やに 投入し 器內 を满轉 せしめつ 
つ 前モ替 をが 融 しなて 南 巧ち なが子 珠を 製造す る ホ 巧に がり 其 りのと する 贈は が 
巧 抓モ 嘗を烙 着せし むる ことな  < 光涩を 損する ことな  < 完 をなる 孔を 有ず る 南京 
- ぶ 及 硝子 珠を进 速が 易に 製造せ しむる にあり  I 

第一 一一】 六 五八 號 化が 式 水 金 卜日 ，ニトロ  神な ル 川 化 村 益 胡 

本發 明は 類 化な、 ペン ゾ I ル 油、 鹽化 錫、 テレビン 油、' 粒 皮 油、 疏请 等の 普通 
巧觀に 抓ず 粉 放 巧 炭 粉末を 城 仙して 戍る水 金に 巧り 其 白のと する おは 比 駿的巧 用 
を婪 する こと 少 くしで 而も 完 をに 黃 みを を發 がする ものを 製 出せん とする にがり 

雜實用 新案 公報 


® 朝鮮から 献上の 白靑磁 高麗 焼 

今度 朝鮮 總巧 府中 央試驗 巧から を 室に 就納 しで 御 窺 納の光 
榮を 蒙つ た 白磁 爲麗燒 策ず 器 入 一二つ 飢 、带磁 爲廳燒 鳳 風 象眼 
花瓶 一箇 K 就& 其の 說 明を 聞く におは 何れも 總 矜が鷄 業試驗 


なる ものを 得ん とする にあり 


第一 一一】 五八 五號 


滿卒纖 維 製を 法 


四 


山 口 藤 井-昇 一 


本發 明は 普通の 硝子 辟 若 < は 硝子 昭 料を 格解缝 にて 烧 解し 之 わを 硝子 答の 先端 
にち 若 < は 左に 旗が しつ、 捲き おり 鋼 鐵製煉 成 器 巧に て 油と おに 谏リ て賓巧 おと 
なし 其 先端を 狹モ にで 摘出して 前と 反 對のホ 向に 捻 拠し おに 装 先頭を 釘に 掛けて 
みしく 捻迴 しつ、 引 仲せ しむる ホ 法に 係り 其 H 的と ずる 所は 頗 ぶる 節單 なる 手段 
により 前後 巧 一なる 义 さを 巧し 而 かも 其斷而 はがに 店し く阅 おを 巧ち たる 優な に 
して 長 尺なる がみ 線 條を作 化せし めんと する に f 

- 

パイ ヤ， 


第三 一 五 九セ號 


巧 户引川 裝置用 供 
給裝 澄^ 改な 


六 目 


义幽 


丰發 明は 槽趙 の】 部ぶ は 延長なる 格 潮が モ 中ょり が 子を 引き出す 部み を 包陶す 
る 環狀檐 偉の 下に 耐乂作 隅 巧を 化 設し該 巧の 厢斜を 調整すべき 裝 殺を 談け引 巧 作 
業 や該隔 巧の 巧斜を 調整して 環の 下端と 幅が との 巧 阐の問 隙を 部々 のに 加 城す ベ 
き 前 子 引出 裝置川 供給 裝窗 のな 良に がり 其 目的と する 所は 搞简 内より 引き 巧す 禍 
子の 溫度 をを 部 均等む らしめ 巧團の 厚さを が 等なら しむる にち リ 


第一 一一 一六 〇セ號 


改庭二 帝 巧 炭 錦 窯 


曰 


巧知 鈴 木巧郞 


本 併. 巧は 陶磁 結に と 繪を燒 が < ベ 今 錦 築の 改良に して 巧 述の錦 窯の 巧に 鐵製內 
窯を 裝搔 しが A 特 巧の 被 蓋を 設け 妈 道を 二爾に 作" 燃轉 成を ぶが を 作蔥に 其-方 
の 招 道に 誘 海す ベ <晦 ぶし W て 巧 炭を が燒 すべくな せる 二ず： 錦 窯に 係りが 目的と 
する 所は が 燒に由 〇 て 化ず るむ 蒂 瓦斯が が 料の 巧に 梭觸 する  とみが 嫂し n: 窯の 
を 巧】 なる' 地ぶ に 保持し 製品 S ホ 巧を 葬な ならしむ るに あリ 


を 一二】 六 五セ號 


II 玉 筆 8 


二 


大阪 中な 化み が 


12 え 


部 •て 製作した るげ V ある、 白磁は 慶化靑 松 郡 法 水 洞の 白 おと 
慶南河 東 郡 化 川面 中が 洞の 白色 磁± と、 京 畿道始 興 郡 冠嶽山 
(永 登 浦 附近) の 長 おとを 混じた る もの V、 其 分量は 白 お、 長 
おおに 四 五 割 宛 V 慶 南の 磁± は 少量， て ある 所が 此の 靑 がの 白 
おは 通常の 白磁ょ ら特 をの 性質を をつ てぬるから 燒上 ると 一 
種 云 ふに 云 成れぬ 光澤と 色 合と をを つ y わる。 靑磁は 京城萊 
部 梨花 洞官舍 敷地 內の ±v 花阔 岩の 觀化 作用 .V 少し 分解した 
る ものと、 東大 門外 わ 赤 ± と、 夫れ に 少量の 咸化鏡 城 前から 出 
る 耐火 姑 出と 永登滿 附近 (冠嶽 の) の 桃 ± と 稱ぶ粘 ± を游じ 
て燒い たるの V ある。 而 して 靑磁の 象眼の 王は 鎭南 浦の 傍の 
眞 池洞驛 附近の 白 お、 長 お、 お英 S 種を 混じた もの V ある、 又 
黒い 顔料は な殼じ 第一 酸化 鐵 酸化 コパ 八卜 及び 陶± のを 少量 
を混へ之じ光澤を出す爲じ酶化ゥラ ニ ユ ！ ムを少し加へ たも 
の V ある。 白磁は 酸化 焰 •て、 靑磁は 還元 焰 V 燒い たもの •て あ 
るが 約】 遇閒 許ぅ •て 出來 上つ たもの V ある。 塑は 高麗 朝 時代 
の ホ 美術品から 案出し お膏 型に ょな 離禮で 生地を 造つ て燒い 
たるの •て ある。 更に 尙修 も磁 の細樂 はみ 登 滞 附近の 長 おと 慶 
南 河 東の 白色 磁 止と 京 畿道坡 州の お 灰 おと 海 州の お英 とを 調 
合した もの •て、 靑磁の 細 藥は海 州 產の長 お、 石英に 少量の 河 
東の 磁± と 東大 巧 附近の 赤 ± とを 配合した るるの V 新し 含 朝 


鮮 のエ藝 おとして 實に 精巧を 極めし 者に して 化 光榮じ 浴した 
嘗 業者は 朝鮮の 誇と して 居る。 公ぶ 都 曰 ノ巧巧 間) 

み 支那と 陶磁器 

陶磁器の 外國 ょら 支那に 輸入 せらる るを のは 歐洲戰 な 巧 著 
るし く减じ 大正 四 年には 巧 一一 年に 比して 四十 云萬兩 余の 减額 
を 示せら 然るに 大お五 年には 巧び 增 加せ るが 是れ 日本ょ ろの 
輸入 增 加に 起因す る ものに て查 輸入額の 六 割强は 日本 品の 占 
いる 所な ろ 今 最近 g: 年間の 輸入額 消 良を 見る じ 

年 ホ 總 輸入額 お兩 
大正 二 年 一、 111 八、 四 五 七 
罔 111 年 一、 0 丘 一、 一 五 九 
巧 四 年 セ 八 四、 セ 己 九 
. 同， お 年 九と 一、 八 C} 一一 

にして 大正 六 年には 更に 增 加の 見込な ク而 して 日本 品は 他の 
外 駒 品に 比し 價格 .1 一割 方 低廉なる も 品質に 於 V は 到底 比ず ベ 
くも あらず、 日本 おの 產地 としては 我 名 古 屋を最 と— し 淡 路燒、 
か 萬里燒 、金 礫產を まなる ものと ず、 歐 洲戰从 前填國 は. 耐火 
陶器を 賣 出して 非常にが 望な 6 .しも 戰爭 が 來杜絕 せら 戰後巧 
び該 品の 巧 現を 見ん か 日本 おは 甚だしき 苦境に 陷 るを さや 憂 
慮化堪 へず 今後 お 質の 改良に 注意を 要する るの あるべし、 最 


m 


後に 注目ず べきは 數半 前の 革命に がて 支那は 人情 •風俗な 一 
般の 上に 革新を 生じ 陶磁器に 對 しても 矢 張微柄 色彩 等に 著る 
しき 變 化を 認む るに まれら 即も 革命 前は 色彩 濃 偉に して ヶバ 
ヶバし Ar 濃雖 華美なる 所謂 支那 式の 毒々 敷 もの 需耍 多から し 
も 革命 後は 色彩 淡白に して 模様 も鳥尙 地味なる ものに 還れろ 
化し 這は 地方に 依ろ て 多少の 相違 あるを なて 支那の 趣げ 嗜好 
あ 流 巧に 就て 硏究 に努 むる は 大に必 嬰なら と 謂 ふべ し。 

(名 古 铃貸あ 協を 調を) 

. ゆ 陶磁器 輸出 頓挫 

陶磁器の 大正 おが 度總 輸出 額は】 千 二百 凹 十 萬圓に 達し 內 
大 阪神 戶兩滯 の 輸出 額は 實に六 巧 S 十六 兩餘圓 じ 達し 總輸的 
額の 五 割を 占 《特に 濛洲 方面は を 來獨坡 品の ホ瘍た 6 しが 戰 
aA 來其 輸入 杜絶の 結果 本邦 品の 需 おを 喚起し 非常の 查 盛を 
極めた るるな々 飢 製品の 爲じ其 聲愼を 失墜し 巧 後 化义涉 々し 
からず 米 闕は內 姑に 於 V 硬臂 陶磁器の 製造 漸次 踞 達せる ふ 船 
腹 不足 鐵禁 等の 爲 鈍が を呈 I 巧が 方面の み獨 6 昨今 輸出 旺盛 
を 極れ 支那は 銀 魂 相 鶴の 暴が 及， 述 送不圓 滞の 爲續 々旣約 おに 
向つ V 解約し 巧 6 新規な 文 手 控の狀 態 じあら 而 して 內 地は 巧 
巧の 需用 期に 入らが お 不振の 影響を 受け 賣巧 不况 となろ たる 


ょろ 窩 値に 比し 一割 方の 低落を 吿 げたる が生產 地は 依然 厭稱 
鳥の 爲が 據不 引合と なら 漸次を 麗贼 退の 傾向を ホせ りと。 

、 (大阪 朝日が 聞) 

ゆ 輸出 陶器 減少 

タホ屋 ホ內に 於け る 輸出 陶磁器 界の 近况を 聞く に米阀 方面 
に對 する 輸出は 其の 時期を 經 過した る 關係上 减少を 巧し 漸增’ 
の 姿な ろし 南洋 濛洲方 おへの 輸出 も稍闕 散の 狀 態に 陷 々たる 
結果 輸出 数量 著る しく 贼 退せ ろ 本年 お 六月が が每 旬ぶ ホ屋滩 
の輸岀 陶磁器は 十二 一二 萬圓、 W 上に 達し 十月 中旬に 於 V も尙十 
よ 萬 餘圓の 輸出 あ々. たる か 下旬には 僅に お 觀圆の 輸出を 示ず. 
に 過ぎず 一部 當 業を 間にて は 之れ が爲め 前途 悲觀說 を 唱へ居 
るが 如 さも 這は 例年の 例に して 何等 悲觀 する に 足らざる ベく 
殊に 米 國じ於 V は闕產 陶磁器 獎勵 策と して 日本 陶磁 攤の 輸入 
禁止 せらる べしとの 說 あれ ども 信じ 難し 時局の 繼續 ずる 限り 
は 海外の 需要 漸增 ずると も贼退 ザざる は 明かな ろとの 樂觀論 
を唱 ふる 當裴 者夕數 なろ と。 (ぁせ 屋 新閒) 

® 九州の 陶器 輸出 

長 崎、 を 贊 地方 塵の 陶器は が 巧の 好が とおに 需要 益々 增加 


、 
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し エ緣纔 張の 製造 貪 社も歡 をからず 製品 も 多くは 先物 契約の 
狀 態なる も 職工の 賃銀は 時局な 前 よら 一一 一割 乃至 五 割の 高騰を 
吿 が 染斜亦 騰貴せ る爲 現下 相場は 二割 乃至 四 割の 値上を 呈せ 
ろ 歐洲ホ おの 註文 輸出は 戰 時の 爲め 杜絶せ るる ホ 間は 成金 國 
の 事と て 註文は 化 前よ 6 增加 せる も 何 か 船腹 不 をの 爲め 輸出 
不能のを 様なる •か 近時は 南洋 方面の 註文 多く 議講 碗、 咖魏茶 
碗 等は 年額 數十萬 個に 達せる をな で 九州で 面の 陶器 業者の 努 
力は 漸次 巧 洋一帶 に. 一大 販路を 開がず るに 至るべし と。 

(福陶 日々 新聞) 

•硬 陶製 造 高 

金澤巧 硬質陶器 會 社に 於け る 上半期の 製造 高は 六 巧 萬 個 約 
四十 萬圓に 及びし が おお 初め 職工 賃金 其 他 一般 原料 糞の 暴騰 
よろ 巧 支出を 增 加せ しじ 收ち相 償 ふて 一割の が 當を爲 せク、 
而 して 今期に 入 6 て お 炭は 尙引纔 き昂り 職工 賃銀 も權 衡上增 
せる よ 6 轉社當 局は 今期の 酣 當を懸 をせ しも 需要の 增 加に 伴 
a 一二 二割の 値上を 爲 しが 盛に 製造し 居れば 少 くも 凹 十五 萬圓 
に 達し 前期に 比して 增加 せん 勢 なれば 牛產 費の 昂騰を 補つ て 
餘ク あ^ 斯くて 今期の 配當も 一割を 維持ず るは か 論 賴立金 共 
他る 之に 準ずべ しと、 而 して 今年の 生產 高は 千 二す 萬 個 八十 


五 萬 圓見當 ならと 云 ふ 

來 年が 萬圓 前記み 如く 今年の 生 產窩は 八十 五萬圓 にて 尙 
現に 四十 萬创の 註文を 控ぇ 居れば 市 憤に 拘らず 遠慮なく 製造 
せん 意氣么 みない ば來 年の 製造 窩 はが 萬圓を がさ 同社 雞展の 
新 記錄を 作るべく 同社 お 術 部の 按 たる 窯 業界の 泰斗 化が « 一 
郞 巧る 近く 來 社して 來. 年度に 於け る 製造で 針を 磯定 せん 謗な 
るが 製品の 上に も 一新 氣 軸を 出すな らんと なろ。 (化闕 新聞) 

® 東 濃陶業 近视. 

岐阜 縣于岐 郡 微知即 附近の 陶磁器 狀况を 視察して 歸朝 せる 
縣當 局の 談に 據れば 

輸巧向 支那へ 輸 W しつ、 あるは まとして 皿 類なる が 天津 
氷蠻の 影響を 受け 輸 W 幾々 贼じ隨 って 支那 向 製品 停 滯の狀 態 
なる もホ阀 かは 船腹 •小を の 到底 絶れ ざるを 見越し 過般が 製造 
を手控 へたる ょら 昨今に ては 巧 荷停滯 ずるが 如き 事な く 化 文 
に應 じて 輸 山し つ、 あろ 

內地ぉ 諸 照 料價格 暴騰の 結棠 製品 一般に 贼少 せる も世閒 
のが 况 なる 結果を 物 ょら 上等品の 賣行 非常に 盛んを る 奇視象 
を呈 しつ、 あれば 製品の 停滯等 殆ど 皆無の 裳に 巧ろ 

的 接 取引 從來 同地の 陶磁器 讓は其 多くは ルが' 模 にて エ藏 
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純 織^も のが だ 少く廠 クて其 恥 引げ 如き も 化を 難と 稱し多 治 
をが^ 仲 けんの 手シ經 V 」 賣巧し •わたる 結 架 利 補の 火が は ’ W 仲 
買 人の なめに 鑛斷 さる、 の巧檢 ^^6 しが 近 漸く 製造 规模を 
曠張 すると おじ 常 業者 じ 直 お 夕古馆 碗 人と 取引を 爲 すに 至み 
たる 络 同地に 於け る 斯業の 前途に 一新 進路を 閒 かいたる 觀あ 
6 云々 

® 足が 製陶 所近况 

朝鮮 慶 川を 代 製陶 所は 事業 着 ホな 來 日が 淺 さに 拘 ず 今や 
附近 唯一の 陶備器 製造所と して 着々 事業の 進 腿を 計らつ、 あ 
るを なる か 陶磁器 S- 料地は 同郎龍 城が に 巧 6 製品は ちとして 
篆山 方面に 販路を がし 一方が 禍 あび 耐火 嫌を の 製造が 料と し 
て 現今 使用 中の 耐火 粘 ± は 器 州 郡 お 州 おじ 求み 居れら 而 して 
同 粘 ± は 稀に ぶる 良質に して ゼ I ダ^の 三十 六番 (攝氏 千 
八な お 十 度) に 達し 現に 大阪 、平壞 方面に も 同所の 手を 經て 
i 貿 々移出され 盾る が據 なる がな じ 同所の 特 おとも 云 ひ 得 可き 
は 原料 地と 製逍 所の 距離 近^ 爲述搬 上の 便宜 臘 るな 好なる に 
有ら 隨 つて 村 製造 W の將 がは 祕め V 巧攀 なる も 資金の 關係上 
幾分 隔微搔 痒の 威な きじ 非ず とし 所 まを 代 ザ 民には 近く 之を 
合資 糾織 じな めんと 某々 を 力 者-^， 協商 お の 由に V 愈が 立の 上 


はがに 一 火 飛躍を 試り べしと (朗鮮 け 報 一 

⑩ 陶磁器 燃料 缺陷 . 

が 贺縣龍 陶槪お 殊にが W 燒の傾 格は 他が 縣廬に 比し 非常に. 
高値なる 事は 一般化 人の 知る 處 にして 爲 A に 其の 需用^ 上に 
W だし さ 影響 あるは 趨減 とずる 所なる が 其高攸 なる 佈 因は 種 
みあらん も 燃料の 關 係は 义觀過 ずべ か-  (ざる もの あら 今 他が 
縣陶 業者に しで 撕 業に 精 如せ る 者の な 向を 聞く じ 本 縣と濃 尾 
地方に 於け る 割 木の 和 錫は 茲 だしく 相 谨し本 縣は游 んど濃 お 
地の 一一 一倍に 相當 、すべく 直つ 濃 •お 地ぶ じて は现 巧に 於て は 化の 
割 木を 化 用せ る も 戰亂前 迄は おおを 化 W する 者 多く 爲 めじ 割—  • 
木を 燃料と ずるょりも】 層 ホ褚费 を節贼 しがる 事と なら 咕れ 
ら 即^ 本縣 庵は 燃料と しで 嬰ず る费 用は 生 蕉费の 二割 & 上な 
るに 濃 短 地方に ては 約 一割 化に 過ぎ ざり し而 るに 巧 田地 方に 
y は 僅に 歎 里を 隔て 巧 炭を 需 川し がらる 、じ 之む が 利用を な 
すを 少 くし y 割の 高き 割 木を のみ 化 用 T るを 夕 さは 斯樂 の發. 
達 上 遺 城の 次 輿を り i 言へ 6 义 がで 巧 門の 一針と ずべ しと 

(化の 巧 U 新 脚) 

ゆ 陶磁器 圖案 改良 


126 


織 旧 岐阜 縣囑 巧圖窠 技手は 陶磁器 ホ 繪圖案 改良 實地お 導の 
爲め來 る お 口よ な 五日 間 十 •岐 郡觀铺 即に岀 張し 講演 並に 傳習 
を爲ず 由^るが 此ホ繪 >; 稱 ずるは 并皿 等の 內地 向きの 陶磯器 
の 彩色に して 從 巧は 其歸案 意に 化關 して おじ 顧みられ ざり し 
よ 6 今回 化圖 案に 依ろ て 一新を 面を おくべ 含 方針に て禍 .般米 
同 お 手に 之が 改良 指 譜を囑 巧し 居る もの あるが 其 結果 大いに 
見る ベ 含 もの あな 魂 おは 比較的 廉 憤なる ものなる も 其！！ 案は 
一見 化み 燒の 如く 需用 者の 嗜好 じ おじな 良日 尙淺 さに 拘らず 
賣行 非常にが 况を るよ 6 此 成績に 鑑み 今 同 更に 各種 意 おに 就 
き 指導ず るが 爲めお 日間の 講習を 開會 する もみな々 と 

(岐阜：！！々 新聞) 

•本 鄕の 陶器 業 

福 島 獎沼郡 本 鄉町陶 磯 器膳诗 組を は ミ 製造の Jjg 機械を 
まる 九 巧よ 6 据 付に 着手し 本 巧 中 じは 完成ず る 見' 么に付 十二 
巧 中には 試運轄 をな し剛 年よ 6 が ± .をを 組合員 じみ 配ず るに 
至る 由 なれば 同地 方の 陶磁器 製造業は j 大發 達を 遂 r るに ま 
る 可し と (福 鳥 新聞) 

•窯業 試 驗韻始  ‘ 


愛知 縣立 工業 試 驗嶺の ホ 開設 事業た る 窯業 試驗 設備は 過般 
來化 急ぎつ、 み 6 しが 愈々 完成を がげ たるを がて 巧 十 曰の 開 
瘍巧當 日よ 6 窯業に 關 する 頗輯 製造の 試 驗俊定 及 鑑定 事業と 
開始する事に决せら之にて同試驗嫉の設備は 】 通.^完了し豫 
をのを 科 事業には 差 支な 会 事と なれら (新 愛 か) 

® 米饌 窯業 賜盛况 

山お縣 じて は 九月 二十 二日の お澤 大火が 巧頻 6 じ隹根 制限 
令の 實 パを 促して むた るが 米澤 巧に をいて 本 巧 二十日までの 
間に 米澤 窯業 場と 契約した る もの 二な 八十 一人 もの 棟數 なご 一 
巧 叫 十四 棟 坪 數九千 一二な 二十 四 坪に てこれ を 鬼の 枚 歎に すれ 

ば 質に 爭一契 千赛罩 攫 ( 一 坪に 基 主 六な 基 

す') の 多き に 達しな ほ 申み 者 多数に 上る 模樣 ならと (ル 形；：： 報‘) 

@ 英京 窯業 創立 計畫 

神 煤 伊 S 郞 巧を 創立 裘貝畏 となし 古 お 公威 巧を 棚談 彼に 矢 
吹お爵 外拾數 名を 發起 人と がる 資本 绝巧萬 圓の巧 京 窯業 株式 
會 社は 總株二 萬 株は 圣部踞 起 人 賛成 人に て 引受く るに まろた 
るよ 6 愈々 來る 二十日を なて 第 I 巧 拂么を 成さし いべく 通知 
を發 せる よら 其 創立 期は 來月 十五 日頃なる べきが 同社は 本社 
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を 東京に 第一 H 鶏を 府下 靑 なが 第ニ エ 傷を がな 聖 山に 設立す 
る 當なク (東が 新報) 

. @ 臺灣 窯業 會社  • 

'臺 お廳 下な 狗ち廳 管下 S 塊 暦ぶな る 探 石頭 其 化は 同地に 煉 
を 製造を をと する 窯業 轉补 設立を 目論ぶ 從 巧！： 地 じて 斯業 經 
營 の臺灣 嫌を 貪 社ょ 6み 併の 交涉ぁ 6 しも 之を 却け 獨立 經替 
のこと に 决し旣 じ 株式 募集 も滿 株の 爲 目下 認可 出願の 準備中 
にて 替 業は 最新式 製造 方法に 依る 揀 あの 製造を 眼目と し此外 
荒 十- 瞥 器を も 製造し 資本金-二十 萌圓の 第一 回と 萬おモ 閒を拂 
をみ 一 株 北 十 圓の六 千 株 か 年度】 萬 S モ八 巧と 十圓の 純利を 
上 r る豫想 ならと (賽灣 U 々巧 閒〕 

® 常 婿 陶器 悲境 

愛知 縣知夕 郡常微 陶器は 貨 享す迴 クの爲 め殆ん •て 休業 同様 
の 悲境に 階 6 たり 之に が* 21 し 霜 元は 勿論 一般 職工に 至る ち頗 
る 闺備し 職を 他に 求い るの 止い お得さる じ 至れろ (巧 愛知〕 


if  •ふ 本會 記事 

◎評議】 貝會去 十一月 二十と 日 (第の 水曜) 午後が 時 ょら 市 
內淺 な區藏 前柬な 高等 工業 學校內 に關く 出席な 貞は 巧 海、 吉 
井、 丸 旧、 貴な、 武 藤、 芝 叫の 六郭議 貫、 金な、 野 澤兩ま 計 
內 藤を 記、 种旧 編纂 貞い •拾 名に て 協議 寧 項み の 如し 

一、 本を お ネ金中 品 川引煉 を 株式 お 社 株券の 處 かと 第 十九 
回萊 京が 農工 倩 券 臨時 償還と じか、 る もの、 自今 利殖 
‘じ闕 する 件 

一、 高山 博 ±祀 念 資金 利 炯に關 ずる 件 
一、 本會發 巧の 雜誌 大正 凹 年 十一月 號 が 前の 分に して 去る 
十月 一日 水災に 罹りた るるの、 處 赏じ關 ずる 俾 
◎新入 貪 員 

住 所 職業  姓 名 •紹义 

門 司 巧が 本即 I 了 0 » J 歸 31 f ^ 加 藤 密を 

々巧 巧 勤 加 藤 伯 美 おを 蔭稚を 

編制 i— 井出 善 ホ 郞ミ店 巧ぉ道 太郞ち 
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(下は 目 貫 十) 種 一を 


大新新 同 同 
平 池 立 ル 
m み庄庄 
田を 

川 國 


耽 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一一 巧五號 

, (大亞 セ 年 一巧) 

圖 読 明 

本 號蹄圖 は 何れも 剌 題海邊 のがを 資料と せる ものに て 食 茶 
碗圖 案は 京都市 立 陶磁器 試 驗瘍岡 田 金山 巧の 立案 又 陶器 銘々 
菓子 皿圖 案は 古 九 谷風 書附を 施せる もろ 會員玉 井 敬 泉 氏の 考 
案な-^ 

空 i 読 報 芝、 

モルタルに 混入した る 砂の 重量と 
其の 耐 力との 關 係’ 

會員 鐵道院 な 師長 屋修尘 口 

モグ タグは 其の 混入す る 砂の 重量の 大な るるの 程 其の 耐力 
の强 きは】 般旣 知の 事實 なろ、 今 我國の 河川 又は 海岸に 產ず 
る 砂を 官房 硏究 巧に 於て 試驗 したる 成績に 化々、 其の 重量に 

從ひ 之を 四 種に 分ら 左に 耐 力の 差異を 揭 r。  ， 

(砂の 重量は 乾燥した る 砂を 出 ホ 得る 限ら 能く 搖 6 をみ 四 

分の 一才のを 積に 塡充 したる るのを 一， のを 積に 換算し 貫 
目を な V 示ず) 
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る 方法に ょるを 正確を ろと する や、 將た义 水量は 其の 耐 力に 
如何なる 關 係を 有する やをから んが爲 め、 昨 大正 四 年が 巧 之 
が硏究 試驗に 着手し 大體 終了した るを がで 其の 結果を 左化揭 
げんと す。 

モ グタ^ あ 混 凝 ± の 混 泥に 際 は 多少の 水を 加へ 凝結 作 
用を 起さし むべき ものにして、 其の 之を 必要と 爲ず 理由を 細 
.別 すれば、 

第一、 セメント をして 水分と 化學的 反應を 起さし め 凝着せ 
しめんと する に 巧ろ。 

第二、 過剰の 水量に 化 V セメント 及 砂を 動き 易き 狀 態と 爲 
‘ し、. 製 型 上の 作業を 容易なら しむる にを ろ。- 
にして 第一の 水量は 如何なる 製聖 方法に 據るも 必要なる もの 
にして、 第二の 水量は 或る 製 型 方法に 據 ては 殆ん ど必樂 なら 
ざる 場合 あ A、 今 混 凝 主を セメント、 砂 巧 砂利の 一一 一種に々 ち 
其のを 個が 要ず る 水量を 列記 すれば 左の 如し。 

第ー セメント ( 】 )、化學的反應をおすじ必要なる氷量^ 
(二)、 泥 狀と爲 すに 必要なる 水量。 

第二 砂 (一)、 水の 媒介に 化 で 摩擦を 巧 じ 動 さ 易 
き狀 態と 爲 すに 必要なる 水量。 (二)、 砂 自身の 吸收 
ずべき 水量。 


第一 1 一砂  利 破 利 自身の 蛾收 すべき 水量。 

'斯の 如く S 者の 要する 水量を を 個に 取調ぶ ると さは 砂利の 
要する 水量は 砂利 自身に 吸收 すべ^ 水悬に 外なら ざれば、 露 
凝 ± の 混 泥に 先立 も 砂利を 濕 潤せし むる ときは 混 泥の 際 砂利 
の 要する 水量を 加算ず るの 必要を く、 又濕 潤せ しめたる が爲 
に (煉巧 破片の 如き 吸水 率の 大 をる ものを 除き) 砂利の 吸水 量 
掘 砂利の 空隙 あ 其 表面に 附着す る總 水量は 僅に ニー ーニ％ は 止 
皆り 何等の 顧慮に 値ず 巧き ものに 非ず、 若し 强て 誤差を おさ 
んと 欲せば 混用ず ベ* ri 總 水量ょ ろ减算 すれげ 巧な ろ、 されば. 
結局 混 凝 ± の 水量は セメント あ 砂の 總 重量 又は 總 容積ょ ら算. 
出し 得べ く 卽もモ グタ产 の 水量と 同 方 おにて 算出し 鶴べ 参な-‘ •’ 
6 假に セメント】、 砂 一二、 砂利 六の 割合を なで 調合す べ&混 凝. 
丈の 水量を を めんと ずるには、 セメ ，ン トー、 砂 S の モ八夕 八 
に 要する 水量を 算出 すれば をれ ち、 又 セメント ー、 砂 一二、 砂 
利 五の 混 凝 主 又は セメント】、 砂 S、 砂利との 混 疑 ± じ 要す 
る 氷 量 も 前と 同樣化 セメント】、 砂 一二の モ グタ^に 要ず る 水 
量と 同 方法に て 算出し 得べき をが て、 右 S 種の 混 凝 ± は 何れ • 
も 皆 同量の 水量を がて 混 泥す る ことを 得 今 砂利の 割合 異なる. 
混 凝 ± 調合の 內 同量の 水を なて 混 泥 せらる 可 さもの、 數 種を 
お r れば 左の かし。 
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混 凝 ± 調合の 割を 

'が  I 


ルタ ル 


砂 


一一 


砂利 

一- 

一-一 

H 

ミ' 

四 

五 
お > 

，六 

セ- 

一 四 セ' 

一 四 八 

. 】 四 み 

次に 製 型 方法に 基き 混 凝 ± 製 型 上 必要なる 水量の 多少を 分 
類 すれば、 

、第一 法 敲き茲 重さ 樵を がて 模型 內に敲 さ茲む 方法に し 
て、 最も 僅少なる 水量に てを る。 

第二 法 突 ミ 茲鐵棒 义は鐵 儀 (木製 も あり) をな て 模型 內 
.の 各部に 突き 么む ホが にして、 セメント 又は 砂ろ 
動き 易 さ 程度の 水量を 嬰す。 

莖一 一法 流し 突 さぶ 自身の 淹動ガ のみを なて しては 模型 
內に完 をに 塡充し 難き が爲 めに 一部分 突 さ 遂を要 
する 方法に しで、 セメント 又は 砂の 流動ず るに 近 


き 程度の 水量を 要す。 

第四^法 流しを 自身の流動力のみわなて模型內にををに 
塡充 せし，： P る 方法に して、 セメント 及 破の 流動し 
易 参 程度の 水量を 要す。 

にして 別に 之を 水量の 多少に 據ら 乾濕兩 法に 區別 すれば をの 
如し。 


乾式 法 


I 敲 


き遂 


濕 式法 I 


流し 突き 茲 


突き 送 一流し 毯 

我國に 於て は 一般に 濕 式法の み應 用せられ 乾式 法の 採用せ 
ら る、 瘍合 極めて 鮮 なし、 然れ ども 其の 濕 式法に 於て 恢 孰れ 
の 作業を 觀るも 水量を 過剩に 混入す るの 傾向 あ $ て 左の 二. 點 
の 弊害 あち。 ' 

第一 耐 力を 减 みずる こと。 

第二 乾裂を 巧す こと。 

抑 も 水量の 增 加に 伴 ふ 海 凝 ±, の 耐力减 かは 實に 豫祗 外にし 
て、 彼の 流し 这 法に 依ら 製 型した る 渴鱗主 か耐 力は 敲さ& 法 
に 依ろ たる もの、 絲 こ々】 化 過ぎず して、 セメントに 勤して 
は、 殘 酷なる 使用方法と 謂は ざるべからず、 普逾 陸上 工事の 
潜 凝 虫に 來 したる 龜 裂を 調査ず るに. 何れも 殆んど 乾裂の 結果 
なら ざを はなし、 而し y 混 凝よ に 多量の 水分を 海 和した る も 
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のは 其の 稠密 度 弱くして 充分の 耐 力を 踞 揮し 得 ざを は 當然の 
理西 なろ、 且又 一朝 其の 過剰の 水分 發揮 せんか、 混 疑 主に 收 
縮を 惹起し 乾燥の 爲に龜 裂を 來す こと あるべし 之を 乾裂と 稱 
す、 即も セメント パットを 浸水した るとぅ 直 ハ 浸水 中には 龜裂 
を來 たさくる も 之を 空氣 中に 放置 するとき は 乾燥の 爲に龜 裂 
を 巧た す もの あるが 如し、 現今 一般に セメントの 膨脹 龜 裂を 
恐る、 の觀 なは 大に潑 達した るに 拘ら ず、 乾裂に 對す るの 觀 
念は等闕化附せらる、の傾向あ•®^、•然るに♦セ メ ン トの膨脹率 
ょか 論ずる ときは 若し 不良の セ 乂ント を 使用した ると きは 恐 
るべき 結果を ホす も、 普通の セメントを なで 混 凝 ± を 作ろ た 
る 場合は 砂 及 砂利の 空隙 多大に 存在す るを なて'  セメントに 
基因ず る 多少の 膨脹の 如きは 龜 裂を 呈す るに 到らざる 場合 多 
し、 假に セメント のみの パット 及 セメント ー、 砂】 の 割を のバ 
ット 化對し 浸水 試 驗を行 ふに、 セメント のみ パットには 龜裂 
を呈 する も モ八夕 八 パク ト には 龜 裂を 生ぜざる 摸を 多し、 加 
之 水量 過剰の 爲め 乾燥 後收 縮すべき るのは、 其收縮 率は 膨脹 
率に 巧 勝 もて 膨脹 龜 裂の 大 をる 不良の セメント も 反て 擴大な 
ぶ 乾燥を 巧ず 瘍合 あろ、 况ん や龜裂 性を 帶 びざる セ ノン トを 
使用して 水量 過剰を るが 爲 めに 混 凝 ± に 乾裂を ホす が 如きは 
實に樊 ずべ さ ことなろ、 故に 混 疑 ± の 水量を 賊少 せし いるは 


目下の 一大 急務を ちと 謂は ざるべからず。 

次に 混 凝 ± の 水量を 算巧 する 在 巧の 方法は、 セメント、 砂 
な 砂利の 總を 積を 基準と する も、 前述の 如く 砂利のを 積は 水 
量に 關係 なきを なて、 余は セメント あ 砂の 總 容積を 基準と し 
算出す るを 便利 且至當 なをと し、 先づ セメント 自身の 化學上 
就に 製 型 上 必要なる 水量を を めんと ず。 

第ー セメントの 化學 的に 必要と ずる 水分は 僅に 其の 重畳 
の 八％ (を 積に て 約 一 五％ 位) 內 外に 止まろ 極めて 少量なる も 
のなら 然れ ども 實 際に 於て セメントの 化學反 應は數 時間 內に 
完查に 終結す る ものに 非らず して、 其の 凝結 時間 巧には 水分 
の 揮 散ず る もの あぶを をれ ざるを なて 豫め 幾分 多量の 水み を 
混和す るを 要すべ 心、 义セメ ツトの 稠密 度は ビダ— 巧 方法に 
依ら 重量に 於て 二と％ Is 二％ の 水量を 要する を 巧て、 化の 
量を セメントの 要する 查 水量の 最大 極限と 定め 之を 製 型 方法 
に應巧ずると*5^は、 

水 盧 8 積】 

敲き这 ^ 一氏— ィ化學 的に おする 水 貴に 幾分の 過剩を 加へ 
巧き 込 i 一 5 ■二 0% 壓 力を 加へ ざれば 製 型し 得ざる 總水盧 
流し 突き 込 二 四— 一二 0% 模型を 用 ひず 製 型し 得る 水 通 
流し込  一二 五— 凹 五％ 模型を 用 ひ 製 型し 得る 水 遺 

第二 次ぎ 化 砂の 水量を をむ る 化は、 充づ 砂の 一を 景を充 


1が 


み 乾燥せ しめ 其の 含有 水量を 豫め 知る の 必要 あ々、 普通 堆積 
された る 職は 容量に 於て 五％ な 上の 水み を 含有し、 滴 川ょ-^ 
が 取し 堆積 後一 兩 日を 經 たる も， の 又は 降雨に 潤 爆され たる 當 
時の ものは 約 so% の 水量を 含有す、 然れ ども 五 1 二 五％ の 
水量は あ 眼を なて は 殆んど 其の 多少を 判を し 得る ものに あら 
ずして、 化の 水量た る や混扼 水量に 大 影響を 及ぽす ものな ろ 
と雖 も、 普通 使用者に 在ろ ては 化の 水量に 何等の 顧慮を 爲さ 
ず、 定められ たる 氷 量を ig に 混和ず るを なて 同 か 量を 加へ た 
る 混 凝 ± の 稠密 度 常に 一を せず* 從て耐 力 も 同一を るを 轉ざ 
るの 結果に 到達す、 况んや 適宜の 水を 加へ 其の 泥 狀に依 H 稠 
密度を 判斷 する が 如きは 沙 かの 限ろ と 韻 ふべ し、 是れ 砂のを 
を 水量を 試驗 ずるの 必要 ある 巧なる ち。‘ . 

ずに 渺に 或る 膠着 劑を 加へ 其の 膠着 劑の 水量に 關係 なく 製 
型し 得る 水量を 試驗 したぶ 結果ぶ 表の 如し.、 

製 型 ホ 法 砂の 濕觀 程度  ホ 蘆 
茲 半 乾燥  S 丄 る％ 

を 准 If 濕 潤.  一ニー ーー お％ 

濕.  潤 11 で 量％ 

飽和 濕潤  . ーミ ハー 置％ 


突 パき 込 
流し 突き 込 


一 五— 二 五％ 

二 四— ご一〇% 


二 一— 二 五％ 
二 六— iir 九％ 


敵 

突 

流し 突き 込 
流し込 


をし セメントを 膠着 劑と爲 したる 瘍 合に 於て は 

.黎型 ホ 法 ，'  ‘ セメントの 水是  砂 0 水量 

. 韓き込  一五丄 ち％  、 一〇 丄 五％ 


流し込  ニー 五 t 四 五％  ー ミ ハ— 四 お％ 

新の 加‘ く セメントな 砂の 異なる 每じ氷 量を をむ ると きは 次 
まに よ々 モ八 タグの 查 混合 水量を をめ 得べ し、 

CI  + を 

9= ホ、 X ザ ごを 邮》 り 璋 0 み » f - 叫な 蘇疵- 

セメントの 水量は ピザ r 巧 法に 據る 稠密 度 及 試驗的 作業よ 
ちを 易に 之を 决 をし 得る も、 砂の 水量は 製 型 方法 よら 基準 數 
巧に 於て 之を 决 をせ ざるを 得ざる をが て 不を數 と稱し 得べ 
し、 然れ ども 製舉 方法 異なる も セメント あ 砂の 嬰ず る 水量は 
前表に がて 殆んど 近似 數を 示す をな て、 セメントの 水量を 基 
準と をめ 砂 も 同等の 水量を 要する ものと 假 をし 轉ベ くしで 左 
式の 如く 極めて 簡單じ 其の 水量を 决 をし 得べ し。；.‘ 

寒 1+ 巧) =寒1 牛 d ‘ 、ザ，^ 雜) , 

上記の 方法に 據ち 水量を をめ 製 型した る 混 疑 主の 耐 力を 示 
せげ 左の 如し、 

‘卜 I ち i 利^  •混 凝 丈！ i 

水量 脚 - 5 巧 ：u 一箇 巧 々 箇月 
散き 込 二 0%  岂 、云 ハ 六 四、！ 1101 一 四、 八 か 八‘ 
''突きを’'— 二 互が. 二、 置 sn 二'， 二、 八 セ ーー ー- 一二、 セ ーニ セ 
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巧し 嘆き 込 
流. し 込 


一二 9 

一 零 


二、 一 量 

一、 ミセ 


二、 七ち 二 
二、 〇 八 八 


ミー 阻 0 

二、 六 さ 二 


二 


セメント  ー 

砂 一二、 砂利 六 


混 凝 ± su 


敲き茲 
突き 込 
流し 突き 这 
流し込 


二 0% 

雲 

己一 〇ヴ 
ご 一五ヴ 


二、 五ー ニ 
二、 〇 二 五 
一.、 五 0 二 
一、 ニ セニ 


二、 九 五己 
二、 五 九】 
二 6 一一 
一、 ホ 七 四 


ゴー、 九 五六 
ミ、 0 九 一二 
二、 七 五 0 
一、 八 八 四 


是に依 y 水量の 增 加す るに 從ひ耐 力の 减少 ずるを 知义 ベく 
其の 差を 示せば 


敲を込 

と 突き 
込の 差 
突き 込と 

流し 突き" 

込の 差 
流し 突き f イ 


这と 流し- 
込の  差 

平均 お 


七 二 己 
四 八 セ 

四 0 八 
五 J 八 

四 0 八 
二 一二 五 
四 六 云 


、四 二八 

一 云 ハー 

一四 一 
五八 0 

六 四 四' 
一二 云 ハ 
五六ぶ 


一、 


八 六 ご 一 

五 か セ 
二四吉 

四 八 七 
八 セ 六 
六 九み 


即も 五％ の 水量 增加 する 毎に 約 五 〇〇 ポンドの 耐 力を 减 退， 
する をな て敲含 送と 流し 茲 との 耐 力の 差は 約 一、 お 00 ポン 
ドの 賊少を 示せろ > 化 てな V 水量と 耐 力との 關係大 なる を 知 
るべ し。  ’ 、 

化の 計寶 法の 在 巧の 方法に 比し 利益なる 點を擧 r れぱ 左の 


如し.  / 

一、  セメント あ赋の 一を された る縷 合は 如何なる 調合の モ 
方夕人 もを 易に 算出し 得る こと 

二、  モ八夕 八の 水量を をめ たる きは 如何なる 砂利の 調合 
量 にても 改算 する の 必要な きこと 

I 二、 水量と 耐 力との 關 係を 豫 知し 易 さ こと - 
四、 巧來の 方法に 比し 水量 增减 は耐 力の 影響 ルなる こと 
結 ‘論 

混 凝 ± に 混用 すべさ' 水量は 砂利のを 積の 多少に 關 せず 砂 及 
七メン トの總 容積ょ ク 算出す るを 便利な 6 とし 又 砂に 含を す 
る 水量は 總 水量ょ ク差 引ずる を 嬰ず 尙出ホ 得る 限々 少量を 混 
かし、 充分 耐 力を 發揮 せしめ 同時に 乾裂の 生ずべき 一大 原因を 
避くべし。 

砂に 水分を 含 あずる 鶏 合は 試驗 的に 先づ】 を 量の 砂を 乾燥 
せしめ 得た る减 重量を 水の 重量と をめ、 次に 乾燥した る 砂 
のを 積を 計ら 其のを 積 丈の 氷の 重量を なて 赋 重量を 除し 巧 
か 率を 求。 る ものと ず。 (完) 
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，▲義 齒用 磁器 

陶 業者が 磯 器と 稱 する はもの 素地が 姑 ± を まなる ものと し 
もれに 他の ま 要なる 成分と して 長石と 珪巧 とを 伴 a たる もの 
を 指す。 長 おの 媒膝 作用は 多くの場合 じ 於て 少量の 炭酸 巧 灰 
を 加へ て 補 ふこと を 得。 多くの 磁器は 機械的に 成形 中の 潰 崩、 
乾燥 中の 龜裂 及び 硝化の 際の 變 形に 對し 安を なる を 要す。 こ 
れ 等の 要求は 乾式 壓摺 タィ^の 瘍 合には 差して 甚 しから ざれ 
どる 薄き 壁、 張ろ 出で たる 一端 等を 有する が 如き 特殊の 器物 
には 著し。 前の 場合には 粘 ± の 含量を 著しく 减じ長 お 及珪お 
の 量を をれ に準じて 增加 せしめが て 透明度を 增し 且つを 合を 
崔 良なら しめ 得べ し。 後の 場合に ては 望める 透明度を 失 ふこ 
と 無くして 硝化の 際の 變 形に 耐ぇし めんかた めには 調合 物は 
愼 重は 加减サ ぶる 巧から ダ。 

碟 器が 義齒の 製造に 使用 せらる、 ことは 陶 業者の 沉く 知れ 
る 所 なれ どる この 製造に 用； 5 ら る、 特殊の 磁器 並に もの 調合 
製造 方法 等の 特質に 至ろ ては 未だ 多く 知られず、 陶 業者 間に 
か、 る 趣味の 缺 けたる が 如く 見 ゆるは まとして か S る 事柄に 
つきを 違れ る 報吿を 得る に 至難を る こ.^ あび 消費量の 僅少な 


ると に 依る をる ぺ し。 齒科 手術に 用 CS ら る、 碟器 にが 種々 の 

等差 あ A てを の 重なる 差異は 使用せ る 媒炼劑 と 燒成溫 度と な 
ろ 0 

義齒の 製造は 對し 多年が 結果に 用； S られ たろ と 云 ふ 磯雜の 
素地は 次の 成分を 有す。 


さ 嫂致掛  2.50 
操 瑟 (空 0") ま. 17 
潑 片 (a1"03)  16.S 
を J 夕 (Tioa)  .23 

摄 をが uiKFe ち 3) 游尊 
大凡の 調を 量 
耐 が 
冀片姆 
薇 巧 

化學ま 


浸を 轟爵 (M 日 0) 蔚尋 

が 夕 (caQ)  

が 片 (M を) —— 
ぎ 陌 (肉 20) 10 .含 

避 縣 (Na を S2 


を 


15 


ミ 4 内と ごに と 0 f7 .资 0 わさ 
0.26 ぉ fi2 ミこ S ミ》 tobo2  T さ 

ボ販の 他の 磯 製 義齒の 素地の あるる のは 八 〇% の 長 おと 二 
0%のお英とょろ成れろこれをゼ ，ゲグ錐化番にて媛識した 
る 後 微細なる 粉 未と なし、 五％ の 骨灰を 混じた る ものる ろ。 
齒の 象眼 物 (I ロー ay) に眞の 磁器を 使用 するとき は、 もの 種類 
極めて 多し これ 等の ぅらら ある 物は 義齒 をつ くら 得る 磯 難の 


139 


がく 耐火性に して 义 他の ある ものは おに H ナメ 八と して 分類 
せらる、 程に •炼融 し 易し。 か、 る縣融 度® き 素地の まなろ 利 
益は 最 をの 義 齒の燒 かる、 如き 溫 度に 耐ぇ 辟ざる かの 普通の 
齒科醫 用の 窯に て 完成せ しめ 得る にあ $ 。これ 等の 象眼 磁器 
は 嘗て 齒科醫 が完查 なる 齒 又は 磁製齒 冠の 製作に 用 ひたる こ 
と あ 知 ども 眞の 磁器の 象眼 物を 入る、 ことは 殆ど 查く 顧ら れ 
ざるに 至ち なほ 齒 冠の 製作に 對 しては 義齒を 細 粉と なしても 
の 用に 充 つる こと、 なれろ。 

これ 等の 磁器は 粉末 狀態 にて 齒科醫 に 供せられ たろ。 齒科 
醫は 粉末を 氷と 混じ 而し V 巧に 型を 動かし で 濕 潤なる 磁器 粉 
を 充分に 型に 詰め 余分の 水を 表面に 浸出せ しむるな み。 次に 
示ず ものは 齒科醫 用と し V 粉狀 にて 市販 せらる、 强火 性の 擬 
齒用磯 器の 分析に してとの 種の 代表的の ものな ろ。  . 


化學式 


ぷ識 •熟恤 
.お  球、 
織 、片 
タ ー 4 そ 
辣 冷が U 潑 
大凡の 調合 量 
册 な 
難 强姆臟 


1.84 
7 ご 0 
:ードだ 
.20 

•送 

次 

空.  50 

产 00 


が 

姆 

ぎ 


お 

片 

0 


1.10 

一. 塞 
一一. ぎ 


‘諸恐 か 对 ド 70 
薇 か 3.S0 


0.70 内2  0 ' 
S8  N ぶ 0 


0.7 含を bs 

Ob に F ぷ P 


6 .芝 0 sip 

P0 だ Tip 


となせ ろ。 もの 


0.12  口 一〇 

原が 中 曹達と 白 聖なぴ フリントは フ 

化學 式は 次の 如し。  ‘ 

0 •ミ Na と ご ミ IQ 
。ぉを 0 }£ぴミ《 

この 硝子は 次で 長 巧と 混合す、 か、 る 硝子は 僅に 水に 溶解 
性に し で 成形を 終れる 髓 器の 乾燥に 隙し アグみ リは 表面に 出 
•て來 る 傾向を 有し かくして 槪モ質 表® の 生成を 助長ず るを 
ち。， 

もし 普 達を 珪酸 曹達と して 义白聖 を 生に て 加 ふる も 恐らく 
かくの 如くなる べし。 前述と お樣の 目的に 使用 せらる、 よろ 
，弱火 性の 磁器は 次の 成分を をす' るが 如し。 


泣 雞熟細 
な 残 
.織’ 片 
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: U.32 
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碧 巧 


.ド 40 
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% 

4 .ご 
■送 


14 ひ 
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化學式  ， 

0.638 


1.9S 
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が 
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夕 ごで •器 5 A 曼 
?ulm2 ぶ、 


0 .泛 1 oao  j 


0 .妄 0 F ぶ Oe 


j 5.900  sip 
job 援夕 Oa 
0.0 ご！！ 〇2 


甚だ 弱火 性を る 磯 器 ユナ メグに してが 前 多量に 象 腺 物 其 他 
化 供 巧せられ しものは 次の 成分を 有せら。 


を 懲熟邮 
0 强 
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懲を瓣 U 頸 
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化學式 
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lobs 
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10^5 


:一 •を 

な 0 .を 
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これは 炼融に 際し 鮮 かにし V 甚だ 流動性なる 硝子を 生ず 而 
して 一見 粘着性 ある 珪酸鹽 をが へずし y は滿 おなる 磁器を 生 
ずると と 難き が 如く 思は るれ ども 多年の 間廣く 且つが 結果に 


使用 せられた i。 眞の磯 器を 象眼 物に 用 ふることは 擬造 磁器 
(Artiscial  porcelain) と 呼ばる、 もの、 ためにを く驅逐 せられ 
たろ。 これ 等は 窯業 上の 分類に よれば 磁器に 非ず して 單に珪 
酸 セメントは 過ぎず。 これ 等の セメントの 成分 化は 種々 あり。 
chap  G.YOelker が 千 化な 十四 年 二月に オンタリオ 齒 科協會 
に 於て なした る 「珪酸 セメントの 合理的 使用法」 なる 講演は 
珪酸 セメントの 成み と 性質と にがて 價値 ある 光明を 輿へ たる 
ものな-^。 彼の 報ずる 所は 次の 如し。 

現今の 媒酸 セメントは 酸化 盛 鉛と 正憐駿 とより 成る。 Pa をを ま 白 boch によ 
りて 特許を 得を るア！ チヤ 1 新擬造 ユナ メルは まとして 純粹 なる ベリリウム 
(Be) の 化合物より 造らる。 硝酸 ベリリウムの 鹽基性 溶液と 珪酸 曹達と にて 
を じたる 沈殿を 沈 漉して 赤熱に 結燒 するとき は MBeo-sicv となり これを 微細 
なる がを となし もしよ リ强き 力を 望む ときは アルミナ 又は 硝子 粉末を 加 ふる 
なリ。 そのが末は憐酸アルミ ニウム (亞鉛义はストロ ン^^ウムの隣駿鹽のゆ 
曇を 含める もの) を始ど 飽和 點に 達する まで 溶解した もぶ 隣 酸の お 二％ と 親 
をに 漉 かせし む。 凝結は ホ S 如‘ < 巧 はる 脚ち 酸性 液は 璋酸 ベリリウム 呼よ リ 
その 酸化 ベリリウム 成分を 除きて 攒酸鹽 のをす る 含水 珪酸鹽 を殘留 ずるな 
り。 この種の セメントに 適を し 得べき その他の 化合物は 酸化 ペリ リウ ム 、アル 
ミナ、 酸化 盛 鉛、 觀基性 隣艘鹽 、棚 酸鹽 、弗 化物 及び 珪酸鹽 なりと す •二種 
若 < は數 種の 金屬 の單鹽 又は 複鹽の 何れ にても 使用し 得、 最初の 時 許 說巧書 
•には 無水 珪酸も ホ 用 ひられを リ これは 不透明性を 助く る ものなる べし。 ベリ 
ライト (W ま yHte)— を 創製し をる Df.  W.  V.  B.  Ames は それを. 「珪酸 質 セ 
メ ント」 又は 「稀 主 類 (が are  ea を b ろより 造りを る 合成 的 長石」 と稱 して 曰 
くこれ 等の 珪酸 セメント はがれ も 酸化 溝 (oxy  pliospbat ろに して 液體 成み と 
しては 變 じたる 携駿 とか、 る 波と 結合せ る 除に 留某性 媒酸鹽 をを じぅる 如き 
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が 末との 化合物な り。 ベリ ライト 中に 用 ひたる 粉末は カルシウムと アルミ ニ 
ウム との 鹽基性 珪酸鹽 より なれり。 アルミニウム 化合物と 稀 ± 類とは 烏溫に 
がて 結合して 複雜 なる 化合物を 化ず。 トランス ル シン (Tra  口 slncin) 、 を發見 
したる Dr.  Abraban 一は 曰くす ベての 珪酸 セメント のま 嬰なる 成 かは 酸化 ア 
ルミ ウム にして これは 搔氏モ お 巧 度までに 熱する ときは 一層 水 及び 酸で 不 
溶解性と なり 且つを ど 不烙融 性の ものな り。 もし アルミナを 過熱 するとき は 
セメント 粉と して 工業 上に 使用す るを 得ざる が 故に その 烙融點 及び 緩 冷點を 
抑制し 且つ 降下せ' しむる ため 彼は 弗 化物を 加へ たり。 弗 化物は その 溫 度を 化 
そ 攝氏千 二百 お 十 度までに 降下す 口 r.  Vg 色 k さは 珪酸 セメントは々 析 によ 
リそ Q ま 要なる 成分と して お 灰 及び 變 主の 珪酸鹽 に 化の 成 かとして 搔酸リ チ 
ウム 、棚 酸 曹達、 遊離 ま 酸、 アルミナ、 ベリリウムの 珪酸鹽 及び 珪 酸の 如き 掘 
巧 物を ちす る 粉末に て 作られた るを 示せり。 液體 のみ 析 によれば 常に 燦 酸の 
猜 じたる 溶液な り。 彼は 珪酸 セメントと ポルト ランド セメントの 差異を 說き 
なほこれ 等の セメントと 眞の 磁器との 差異に せても 述べたり。 後の 場合に が 
て 彼の 云 ふが によれ ぱ眞の 磁器は 烙融 によりて 生じ、 而 して 隣 酸を 含める 液 
をな て 結合せ しめ 化つ 凝 岡せ しめたる 粉末 磁器は 眞の破 器を 生ずる を 得 デ。 

Dr.  Voelk さは もの 論說 上に 於て 珪酸 セメント に付き 何等 
を 量 分析を 揭 ぐる こと 無 か 6 さ。 か、 る 分析は 讀 者の 或る も 
のにと 6 輿 巧を 覺 ゆる ものを るべ さを な V 余は こ、 に 優良を 
る珪酸 セメントの 分析を 示さん。 

紛末 

夕幾務 向 ド 00  礎 0 10.10 
曲 舜 27 .含  wu がみ 霖 (グジ) 1.90 
攤 ± 32.20  ‘ を 挪 (F)  夕 30 
な 効 7.50 


鞭體 

- 圆 臨げ ホ邮  た. 岩％ 

これは 次の もの よら 成る  ‘ 

蠕、  總 (Na,s  dbo 
• ぉ：：： 恐矣踞 (P205) 结 .50 

.粉 未は 均質 化して 且つ 一を の 屈が 率を 有せら これ 即 もが 融 
せられ 次 •て紛 未と なされた るを 示す ものなら。 

余は 合 衆國に 於け る 長 お 採 堀 事業の 廣さ 調査に がて 眷 y 訪 
ひたる を 地に y 義齒化 用 ふべ & 長石を 探る に】 隊 によろ 工兵 
作業の 企てら る、 を 知れみ。 これによ 6 自ら この 目的には 純 
粹 度の 高き 長 おを 要すと 云 ふ 結論に 達せ も 而も この 穗の 製品 
には 最上 等の 加里 長 おのみ 使用 せらる、 なク 。加里 長 巧が 最 
も滿 足な-^ と 思惟 せらる、 はもの 硝化 又は 炫融 作用が 逐次 的 
にして 變 形の 溫度範 圍が攝 巧 一一 一十 度の 廣 さに 反し 曹達 長石 又 
は 曹灰長 おに 於て は 十 度を 超ぇず と 云 ふ事實 あるに 基づけ 
ち。 (米阔 窯業 協 會報吿 書 第 十五 卷す 四十 四頁參 照) 加 之に 加里 
長 おの 透明度は 市場に 得らる、 如何なる 曹達 長石 又は 曹灰長 
およろ も 遙じ大 をる をが てな ろ。 透明の 性質 並に もの 度合は 
自然 齒の 模造に な 色 合と 同樣に 重要なる 事柄な ろ。 余は ペン 
シグ パ ニア 州 ョ < -ク をる 齒科 醫料會 社のを 0 ぉ e 曲. WhUely 
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氏の 許諾に よ々 製造の 工程を 詳細に 知る を 得たち。 磯 製義齒 
の 主要 成み たる 長 おは 直接に 探掘瘍 よら 得られ これを 先づ凡 
を 四々 の 一巧の 大 いさに 破 辟し 而 して 汚染. せる 部分 及び 夾雜 
物を 撰 別して 得た る 部分を 次に 直 徑化も 一二 十 巧なる 挽 白に 入 
れ 欲する 細 末 度に 粉砕ず 粉末の 程度は 甚だ 重視す べきが 如し 
何と をれば 粉末 微細に 過ぐ ると さは 燒 上れる 齒の 透明度を 臧 
ぜ しめ 反 之て 餘 ろに 粗 砕なる ときは 燒成溫 度の 上昇を 來 しぶ 
つ 窯の 麻久 力を 减ぜ しむる をが てを ろ。 長 お 粉末は 次に 磁± 
及び お英の 適量と 混じて 生成 品に 欲する 收 縮と 機械 力と を 得 
せし い。 縣± の 含有量 少な ^30; に 依ろ 少量の 糊と アラ ビヤ ゴム 
又は トラ ザント ゴムを 加 ふ。 之れ 等は 型の 完查 なる 塡充 を® 
け 且つ 乾燥 後 型 よら 放 も 易から しむ。 人工 磁器は 自然の 齒に 
配せ しむる ため 多様め 色彩を 要しな ほ 同一の 槽 にも 數 種の 陰. 
影 及び 着色を 要する こと あろ。 これ 等の 擧 求に 應 ぜんが 巧め 
磁器の 原料に 種々 の 色彩を 施した るるのを つくろて 齒の 成形. 
の 際に 混を する をろ。 これ 等のを 合を 得る には 鐵 、•チタン、 
コバ 严卜 、銅、 クロ  f ム 、マンダン、 金 及 其 他 多數の 酸化物を 使 
用す。 成型 法は 次の 如し。 先 づ燒成 後の 收 縮を 見 積みて 石膏 
にて 原型を つくろ 次に これ 等の 原型を 二つの 部分と なし 生じ 
たる 型 よら 放 も 得る 如くす。 型は 靑 銅製に しで 總 での 靑銅鑄 


造 法と 同樣 にして 造ら るれ ども 要求せられ たる 精密 度を 樵に 
する ため 大 いなる 注意を 要ず。 齒の 成形は 型 中の 齒の 咬み 合 
ふ 一端を なず 部分に 少量のぅ すく 色 づける 生の 磁器 素地を 入 
れ齒 の本體 を. 構成す るよ-^ 色 づける 部分は この 上に つめる 
をろ。 原料のを 色は 個々 の-職人 によろ て 入れられ 彼等は】 群 
とを ちて 從 事す。 原料は 指頭を がて 型 やじつ め而 して 半 かづ 
つの 型が 充 された る 時 直ちに 一體 となし. 素地を して 密着せ し 
むる ために 硬く 締め、 次に 型を 熱と 壓 力と にあて、 婿々 齒を 
して 極く 僅かに 收 縮し 且つ 甚だ 弱く 素燒 せる 磁器に 似た る 粗 
塊たら しめこれ を 型よ ろた、 き 出し 型の 棲 目に よろ て 生じた 
る 端を 鑛 をな つて 除 含よ く硏 磨す。 齒は 旣に燒 かる、 を •てと 
爲れろ これ 即製 造の 工程 中に 於て 最も 至難の 職 鶴を ちとす。 

素燒 せる 齒は 裏返しと なしで 燦融 せる 珪酸淺 瞳 中に 注意し 
て 詰め 斯 して 都を よく 止 ら ざるる のは 厘の 底に 敷 さたる お 
英 ホの 薄 層 やに 僅かに がし 入る、 なろ。 淺 匿は 巧斯 マッ フグ. 
窯 中に 詰め 欲ず る溫 度に 熱す。 齒の燒 成に 當 6 ては 熱の 取扱 
は 能 ふ 限ろ 短時間を るを 欲ず る ものな ろ。 如何と なれば 素地 
に 透 入せ る 熱が 趙 一の 變 形を も 起さし めざる 樣齒の 表面を 烙融 
し 且つ 平 滞なら しむる を 要すれば なろ。 齒は實 際 上 常に ある 
を まれる 成分を 有し 且つ 施 細せ ざるが 故に 燒成 法の 調節は 甚 
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だ 重要な A。 淺區 はを の搭融 にょろ て 輝ける 表面を 生ぜし を 
見得る 化 至る まで 熱し 然る 後 取 出し 齒が 適當 なる 表面の 肌理 
を 有する やを やを 礎む るた め大 なる あ 斯焰の 光を がて 周密に 
檢し 若し 不充分なる ときは 巧び 窯 中へ 入れ もし 滿 をなる 膊は 
直接 上に 設けられ たる 冷 窯に 入れて 餘 熱を がて 熱するな ろ。 
緩 冷 終ら ば これを 冷却し 不完查 をる るのを 除去ず。 

齒を ゴム 板 又は 齒 冠に 取 付く るには 金屬 ピン 化て 裝 はざる 
ベから ず。 ピンは 通例 白金 製に して 短 かき ピンを 同樣に 平ら 
をる 尖端と 圓き 頭と を 有ず る 如く 造らる。 るし 白金なる とき 
は 素 燒齒の 底 部の 二 個の ル孔 中に 乂れ齒 とおに 燒く 。ピンが 
卑金屬 製を るか 又は 卑金屬 の ふを をす るるの なると さは 齒の 
燒 成を 終らで る 後に 豫め備 へ 置きた る 白金に 鑛 かす。 

もし ピンが 齒ど 共に 燒 かる、 ネ のとず ると さは 磁器の 燒か 
るべき 溫 度に 於て は 白金の 外 如何を る 金屬も 用に 耐 へず。 ピ 
ンを燒 さ 終れる 齒に 付け、 一層 低溫 じて 烙 解せ L めむ には 炫 
融度 化さ 金 屬る亦 用 ひ 得べき なろ。 安價 をる ピンを 使用し ぅ 
べ&溫 度に 於て 實用 的なる 磁 製義齒 をつ くるの 企は 未だ 成功 
の 域に 達せず。 近時 利す るが あちし 窯業 上の 混合物の 烙融狀 
態に がての 智識を がつ てずれげ か、 る 問題は 難事に も 非ざる 
ベく 陶 業者の ためじ 有利なる 硏究の 巧は れんこと を 望む もの 


をろ C ，-、 

(Trans-  C さ •泌 0C.  V01. 扫 .口  19,01199) ( 巧 田) 

▲釉下 彩 料 上に 於け る マグネ シ 
ャ禍の 影響に 就て  f ' 

擲 器釉藥 中に 酸化 マグネシゥムのを すると さは 釉下 彩が を 
用 ふる 製品に 有 善の 影響 ある 事は 一般に 信ぜら る。 此の 硏究 
は マグネ シク、 ム 化合物が 如何なる 有害の 影響を 正規の 釉下彩 
料に 及 •ほず かを 確め い爲 に豫備 的試驗 となし V 巧 ひし ものな 
ろ。  • 
n^lmscieD, 田 .wicks. 及 Dr.  IMeilor, 及 P さ ry, なる 人 ホが 
各自に マグネ シャ 釉に關 ずる 論說を 窯業 協 會報吿 書の 第 拾 或 
及第 拾 參卷に 於け る 論文 中に 公表せ ろ。 

此試 驗の爲 めに 一二 種の 釉藥を 使用せ な。 即も マグネ シャ 
釉 、普通の 含 鉛釉及 無鉛 釉 にして 次の 式に て 示された る 成分 
を 有ず。 

一、 マグネ シャ釉  .，‘ 


.3  (KN ろ 20 
•3  PbO 
•2  CiiO 

•1  JVI  向 0 


.2 と を 


空03 ド 5 

B3O3  0.5 
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含銳釉 

207  N ぞ〇 
0 黄 巧 b 
お 5 .cao 
335  PbO 

006  Mgo 


•を 7 含 2 08」 


: sip 《.7 送 

夕 P0. 沒占 


、 •；  f 空 02  3.412 

• 548 と 2 ジ. 

t 夕 P0.9 を 


ご r 無鉛 釉 
へ、. 560  cao 
.段 4 夕〇 
レを N ち 

マグネ' ンャ釉 の 調合は 次の 如し 

白玉 (フリット)  ニニ ー、 へ 鉛白 (唐ノ ま 
チャイナ クレイ (礎 主) 二ち 八 
' .一  上記 白玉 

スト ー ン (ペグ マ タイト〕 五八、 一一  硝石 

フリント (媛 石)  窒、】  曹達が 


一 01  う 二 


一芸、 セ 

】 ご一、 五 


测酸 

白聖 

含 鉛釉の 調合 

白玉 

スト 1 ン 

上記 白ち 
挪砂 

フリント 

，チヤ イナ クレイ 


ホ ニ、 〇 
一八、 Q 


四 8、 
二 五 0、 


鉛白 


炭酸 マグネシウム  み、 四 


1 〇〇、 
二 五 0、 


一九. 五、 
1 〇 九、 
ご 一ち 


白聖 

スト _ 


18、 

一 0 〇、 


無鉛 細の 調合 

自聖  五六、  ナヤ イナ クレイ  八 ち 
長石  一二を、  曹達 灰 三 ハ、 

- フリント  A 五、  厕酸  一ー セ、 

使用した る 線ての 彩が は 實用的 製造が 態の 下に 作ろ たる も 
のにし y 緣 色、 靑綠 を、 靑 を、 無雖靑 色、 褐色、 黃 色、 禮黄 
色、 淡 黃褐を 及 黒色の 種類 あみ、 此試驗 物は 口'" 惡酱 さの 卜 
ンネグ窯にて燒成し其溫度はゼ 1ゲ八錐にて測定し攝巧一 千 
百度 乃至 一千 百サ 度な ろ。 

褐倍彩 料は 次の 成分を 有ず。 

第 か號第 四十 一號第 四十 二號第 四十 一二 號 
醇化 盛 鉛 五 C/  一一 一二、  号 一、  一一 九、 

酸化 鐵 一ち  一一 一四、  一八、  一二 气 


重 クロ I ム酸 加里 一二 五、 
酸化 ク 日— ム — 
チヤ イナ クレイ  —— 


ご 面、 


一二 r 

二八、 


三 ミ， 


試 驗體に 於て 第 四十】 號 (七 ピア) は マ ゲネシ ャ釉の 下にが 
ては 普通の 淡褐色と をる 傾向 ある 事を 示せら 併し 第 四十 二號 
及第 四十 一二 號は 僅か 化か、 る 傾き あるの みなろ 第化號 (淡褐 
色) にて は 其 色 殆んど 消失す 第 化 號と第 凹 十一 號 とを 比較せ 
ば 酸化 骗 鉛の 增 加は 著しき 相違を 生ずる 事 明白を ろ。 
ビクトリア グリ，— シ及綠 色は 次の 成分を をす。 
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第五 號第六 號第廿 五 號第廿 セ號第 廿八號 


缝お 


ン 


石灰 


—二 〇、 
ニニ •七 五 ニニ、 
ニニ、 セ 五 二 0、 


so、 


重 クロ  i 酸 加里 四 so  一一 一八 


I 5、0 

二 四、  一二 一、 五 
，— 二 0、 お 
I ニー、 五 


•鹽化 お 灰 
結晶 曹達 
娜砂 

酸化 盛 鉛 
酸化 ク日 1 
酸化 コバ ル 

鉛丹 

石膏  . 


ご 一、 五 0 


一八、  四 吉、 
一八、  一二、 
二 〇、 六 一 五、 
四、 四 六、 


九、 〇 
，セ’ 五 


試 驗體に 於け る ビクトリア グリ 1 ンは其 色 合を く變 化して 
表 樣的婉 豆を の綠 色は 消を たら。  . 

第 廿五號 (オリ t プ 色) もホ變 化せろ。 併し 第せ よ 號は變 化 
せず。 

一 層ょく彩色されし素地を得んためビク トブアグリ1ンを 
吹掛 法に 化り 試驗 せら 其 結果 頗る 顯 著を ク^。 

淡 紅を (ピンク ー 及 深紅色 (クリムソン) の 第 十六 號及 第一 二十 
一號は 次の 成分を 有す。 

第 十六 號 第一 二十 一號 


酸化 錫 
白聖 


七 一、 
二 四、 


五 九、 
一一 10、 


四、 

一、' 


四、 

ミ、 

四、 


.重ク D 1 ム酸 加里 

, i ゅ ‘ 

此 等の 彩 料は な 前 巧 as を en じ 依ろ 發 表されし 如く マグネ 
シヤ釉 に 依らて はを く發 をせ ざろ き。 

.試驗 じ 使用せ し靑 色な 無 飽靑色 次の 成分を 有せ A。 

第 十八 號 第一 二十た 號 第二 十九 號 ，’ 
六 八、  セち  ， 


酸化 n バル 


鉛白 

酸化 盛 鉛 

アルミナ 


セ、 

二、 

ミ、 


九、 


六、 


二 五、 


一一 五、 
お 〇、 


此 種の ものには マグネ シヤは 影響な し 併し 無 飽靑色 (第廿 
九號) は 稍 濃厚に 施 細せ しため 眞の 影響を 見る 事は 困難な ろ 
さ。.’  \ 

靑綠 色は 次の 成分に 依ろ 表は さる。 

を八號  を廿號 


酸化 コバルト 
酸化 ク日  < -ム 
アルミナ 

酸化な 鉛 
長ぉ- 


二 六、 
.八、 
六 六、 


二 五、 
四 0’ 
二 〇、 
10、 

お. 


を サー號 
二 お、 
瓦 〇、 

二 お、 


此 等の 彩 料は 實 質的に 變化 なし 併し 第 八號と 第二 十一 號と 


146 


は 僅かに 差を 示せろ。 

黑 色に 用 ひし 成分 次の 如し。 

酸化 コご卜  号 一、  酸化 滿條  一二、 

酸化 ニッケル  三 一、  酸化 クロ ー ム セ、 

酸化 鐵 ミ 六、 

此彩稱は マグネンャ釉."^依ら著しく改善され其色合 一 曆濃 

厚な ろ。 

黃 色、 捲黃色 あ淡黃 褐色には 次の 成が を 使用せ 

第二 號 

長 お ミー、 

鉛丹  一一 一四， 

酸化 アンチ モン  •一一 五、 

酶化錫  こ、 

酸化 鐵 八、 

酸化 巫 鉛 — 

クロ— ム酸鉛  — 

版 蕾に 化 6 時に 强 から ざろ し 化 等 S 彩 料 も ホ吹掛 法に 依れ 
ろ、 マグネ ンャは 黄を 及捲黃 色に 對し 影響な し、 淡黃 褐色は 
版 蕾に 化ろ し 時には 非常に 變 化せし が吹掛 法に y は變 化を 
し。 

(The  W0 す ery  gazeue"  Oct. 1, 191 づ (席 谷) 


. ▲粘 ± 試 驗法 

炎に 示す は 種々 をる 目的に 使用 せらる、 粘 ± を 如何 化して 
試驗 すべぅ かを 簡單に 述べし ものである。 

製紙 用 粘 丈 

製紙の 目的に 用 ふる 粘尘は 破の ある 事は 良くない 且つ 極く 
細 末 V なければ ならぬ。 其 色は 甚だ 大切なる 要素に し V 助 ホ 
上ち たる 紙に 非常に 影響す る 特に 白色なる 粘 ± が 最適 當 V あ 
る 併し 此 場合には 燒成 後のを には 必要る くして をの ま、 の 色 
が 最も 大切な ち。 

白を 陶器 及 磯 器用 船 ± 

此 等の 素地を 作る タオ ブン (磯 ± 類) は 第】 の 必須 物と して 
純白を を 有せざる 可から ず 其 瓶 ± の 倡 値は 實 際は •主と し でを 
の色に基くのであるゼ 1ゲ八錐拾六番(約攝巧千四巧五十度) 
化て 其 おを 歪めざる 充分 耐火性 •'てなければ るら の。 尙ほ且 0 
此溫 度に て】 0% が 上が 氣 化を 有せざる 可から ず 耐火性に て 
且っ純粋を‘るカォリ ンは普通ゼ>グ^錐十一,一番 (千互巧ょ十 
度) に 於て 二 0% が 下の 氣孔を 示さず 適 等なる カオ リンの 乾 
燥收縮は五％な下，てなければをらぬ。 ぉ^グ八錐十二番に於 
ける 燒成收 縮は 五％ な 上 V は 良くない。 白色 陶器 又は 磁器の 


第四號  第 サ四號 

ご 二、  I 

四 ホ、  I 

ミ、  t 

六、  _ 五六、 

1 一四、 
六、  一四、 
1 一六、 
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素地の 結合を なす ボ ■八 クレィ (木 節に 相當 す) は 一般には 純 
白には 燒 けない 硝化した 時には 多少 淺黃 をを 呈す をれ にても 
充分な 6 併し 其 色が 少い程 良い、 適 當なボ t グ クレィは 乾燥 
狀態 にて 比較的 强度 をを しもの 彎巧 係數咨 0& を §0 ご CP す ミ 
は臺华 方が じかき S な 五十 封 度から おす お 度の 間で ある 燒成 
後の 收 縮は 八％ な 下 V をければ ならぬ 此 等の 姑 ± はゼ ■ゲン ノ 
錐拾番 (千 S 写 二十 度) にて 燒含 たる 時に 零— 款％ の 最少 氣化 
じて 消化せ ねばならぬ 且つ 消化の 範圍 はお 本の 一二 角錐 即も攝 
巧す 度の 間 V をければ ならぬ、 なほ 燒成 後の’ 收 縮は 八％ な 下 
V なければ ならの。 

テラコッタ 用 粘 ± 

ブラ コッタの 素地は 乾燥 及燒成 後の 收 縮が 少なく をければ 
ならぬ 此 素地は 婿燒 せる 不船 性が 料と 可塑性 結合 劑 との 混合 
物ょ ろ 作る 此不船 質 物 即も燒 粉は 普遙 もれに 加 ふる 結な 船 ± 
を燒きて作ぶ其お燒物はゼ ^ゲ八錐五番乃至化番 (千二巧云 
十 度 乃至 千 ご 一巧 十 度) にて 五％ の氣孔 にて 硝化した る 黃色燒 
成 粘 ± •てなければ ならの。 普通 同】 材 がを 結を 粘 ± として 用 
ふ 其 物は 燒 さて 黃色 にて 且つ 鐵粉 のために 连 ずる 黑さ 雜點を 
さもの V なければ ならの。 化 粘 ± はゼ I ゲ^ 錐 五番 乃至 九番 
にて 燒 さて 少なくともと％ の氣孔 にて 硝化せ ねばならぬ。 乾 


燥收 縮は お％ を 超へ ては 良くを い。 燒成收 縮は と％ を 超へ て 
は 良い ない 此 等の 姑 丈は 如何なる 可溶 徑鹽 類を る 含ます る 事 
が 特に 大切な 6 可溶性 鹽類 あれば 白き 粉が 吹きて 翻藥が 素地 
に 適當に 附着ず る 事を 妨 r。 

耐火 粘 ± ぃ 
不撕質 物 又は 珪お質 粘 ± として 用 a ら る、 耐火 粘 ± はまと 
して 媛融 飄に對 して 試驗を さる、 事が 必要を リゼ t ゲ グ錐册 
番 (千と な S 十 度) な 上の 耐火 度を をせ ざる 可から ず。 もし 
此等 のが ± が おなる 燒成收 縮即ゼ t ゲ^ 錐 十 五番 (千 四な S 
十 度) にて と％ •て あれば 使用 前に】 度燒 かねば をら の。 故に 
燒成收 縮を 巧定 する 事が 必要を ろ。 此種粘 ± の氣 孔はゼ •-ゲ 
八 錐 十 五番に 燒 きて 一一 0% な 上で ある。 

可 難 性 粘 ± - 

耐火が 料に 用 ふる 可塑性 粘 ± は 種々 の 性質を 試 厳せ ざる 可 
からずゼ^ググ錐サ八番(千六巧九十度)な下にて烙けてはな 
くない。 若し 巧 欄に 用 ふる 時には 五 〇% の 砂と 混合した る 時 
に 四な 封 度の 彎巧 係數を 有せざる 巧から ず。 又 若し 煉亮 或は 
耐火性 プ n ックの 製造に 用 ふるには 五 〇% の 不粘質 物と 混合 
したる 時には 二す 封 度な 上の 彎巧 係數 をを せざる 可から ず。 
ゼ I ダ八錐十二|十五番化燒き五％な下の氣孔を有せざる巧 


構造 村* 科ノ 製造 二用フ ル 粧±ノ 模範的 氣孔度 曲線 

ル-態 氣 
ャ ヲ化 
ヲ 比 度 
决較曲 
をシ線 

シテノ 

得如硏 
何を 
ナ义 
ルを 

製 粘 
品： t 

i 燒 
猿 成 
ナ狀 


第二  圖 

粘性 及 珪石實 耐义粘 ± ノ模銘 的 氣孔度 曲線、- 

度が 對此 

ノゴ ：ス曲 
間ト ル 線 
ノ 粘 盛 ハ 

差 1‘ 串 度携 

ヲ 耐ノ餘 
注 火影 的 
意 粘響耐 

セ ± ヲ义 
ョ ト 示が 

ヲ ス± 

比珪ノ 
シ石氣 
テ質孔 
氣耐度 


ち 0 8 06  04 々2 1 3 5 7 9 1J  けけ 


第 三 圖 

カオリ ン ぶ ボール ク レー ノ 横 辭的氣 化を 曲線 


二依テ示セル如ク「ボ1ルクレ>」ハ 「カホリ 
ン」 ヨリ 街 溫ニテ 硝化 ス 「カホ リン」 卜重お 質 耐火 
，止卜峰シ>ク「ボ1ルクレ1」卜お性耐化粘±卜等 
キ ニ 注意 セヨ 
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，からず。 祗子用巧禍の時にはゼ ！ゲ八錐十五番にて八— 一 o 
% の 氣孔を 有する 耐火 姑 ± が必耍 なり。 如何なる 嫁 合に も 永 
さ 硝化 範圍を おず る 事 必要な クバ 且つ 巧禍の 時には 最 緻密に 
燒 く、 燒成收 縮は 五— 八％ なろ。 もれ 上 おて は 良くない 此 
等の 姑 ± の化學 みがは 酸化 第二 鐵 、石灰、 苦 ± 、加里、 曹達、 
の 查搭劑 が お％ を 超へ ては 良くない 硝子 用 耐火が 料に 用 ふる 
時にはの％ を 超ぇて は 良く 無い。  <1 
. 嫌 鬼な タィ グ用粘 ± 

煉亮用粘±が必要をる試驗は欲ずる製品の性質^^非常じ基 
因ず る。 巧 敷 用 嫌 あなら ば 其 粘 +! を な 下の 氣孔を 有ず る 
素地になる う V 緻密に 燒 かねば ならぬ 且 ホき 硝化 難鹽を 有し 
最低の氣孔に達したる溫度に於て四本のゼ ？ゲ ^錐即も攝巧 
八十 度 (華氏 巧と 十六 度} が 巧は 燒 過ぎず 其 後と 雖も 急には 燒 
過ぎず して 赤を に燒け 上ら 且つ 乾燥を 易なら ざる 可から ず。 

上等の 下水 ホ-管 用 粘 ± は 床 敷 用煉充 同一 試驗 をせ ざる 可 
からず 尙其 上に 食 駿釉の 良く 附着ず る 性質 無 かる 可から ず 

表 積 煉亮用 姑 ± は 其れ程 緻密に 燒く 必要 無しが しを 易に 褐 
色 及び 黑 色に 燒 けねば ならぬ 且浮淳 が あつて は 良くない。 

普通 煉 巧に 用 ふる 姑 止は 其れ程 美しく 且 緻密に 燒く 必要な 
しお 灰を 幾分を み且 比較的 燒 過ぎの 早 やき 钻 止が 普通 煉亮の 


製造に 用； 5 らる而 して 其燒 過ぎ 溫 度な 下に 燒く をれ にても 
尙 をく 多孔 質な- 多 化 質に で 耐火 用ぶ は 排水 用 夕づグ を 作 
る 時に も 化 種 粘 击が用 ひ％ る。 地形 又は 貯藏 室に 用 ふる 硝化 
したる タィ か 及 中空 ブロックの 製造の 時には 一層 密に燒 く 事 
が 必要な 6。 一般に 中部 諸 驯產の 表面の 粘 ± は 上等品 製造に 
は 使が 出來 ずと 言は る 然るに シユ ，八 (貫 岩) の 大部分は 極 
上等品を 作ら 得 或る 特種 製品に 適當 なる が ± を なて 他の 新 姑 
± 工業を なさん とする は 望し さ 事 じあらず と 云^ 得 巧し。 

圖に 示す 曲線は 溫 度の 上昇と 共に 氣孔 の變 化を 說明 ずる も 
のにして 種々 の 目的に 用 S るに 適當 をる 粘 ± に 依ら 示された 
る もの-て ある。 

第一 圖 第一 曲線は が 敷用煉 お、 下水 用 ±瞥 ，’ 地形 用 ブりブ 
ク 等の 如き 丈夫なる 且つ 堅く 燒く 可&が 料を 作る じ適當 をる 
シエ I グ は 姑 ± の氣 孔の變 仏の 理想的 割合と 云は る、 處の 
一咧 なら 斯る 曲線を 示す 粘 ± は シユ— 八と しては をく 麻 火 性 
ザ あると 觀 察さる 燒 過ぎる 事な くして 長き 槪化 範圍を 有ず る 
緻密の 素地を 作る 化 敷 用 練を の 製造に 適する 粘 止の 模範的の 
ものな ろ。 

第一 圖 第二 曲線は 緻密に 硝化ず る 器物を 燒成 する 化 適當な 
る粘±を示ず第 一 曲線じて示し^^る粘±ょらおに密になる此 


な〇 


の 後者は 極 丈夫なる ものを 作る に 適す、 此粘 ± は 硝化した る 
建築 用 嫌 お、 下水 ± 管、 空 筒 器を 作る 化 最も 適ず 併し 巧 敷 用 
嫌 おが 料と して 用 ふるは 寧ろ 疑問な ろ。 

第 一 圖第 一二 曲線は 空 筒み 壁 用 タィ 八 又は 甚だ 桑 かき 多孔 質 
の揀 巧の 如きが 料を 作る 目的には 適當 をろ 曲線 中 突然 上方に 
向ける は燒 過ぎの ために 多孔 質の 增 加を 示す 窯 中 じて 此狀態 
が 起 6 たる 時には 粘 ± は 軟化し 加重の ために 形を 歪め 傾き、 
搖れ て融舊 したる 器物が 出來 る此狀 態は 臨养溫 摩に 達した る 
時に 急に 起る 故は 化 面倒を 避ける ためぶ 其溫 度な 下に 熱を 保 
つ 事 必要を ろ 依ろ て 多孔性に て軟 かく 燒く 巧き 品物が 外の も 
のを 製す る 事は 危險 をち 

第一 圖第四 曲線は 硬き 建築 用 嫌 あ、 表 積 嫌 お、 拂か用 タィ 
\ 又は 空 筒 ブロ ブクを 作る に適當 なる 触 ± を 示す 低溫 にて 完 
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• •特許 公報 

特許 番號 I 發 .明 名 稱焉許 月日 


第ー ニ】 六 六六號 


骸お 製造 寵ノ改 を 


十 巧 二十四日 


特許 權者 

デニス、 キヤ ム ベル 
巧留 チヤ-- レス、 グクド ィャ| 


ネ發 巧は 駭炭 製造 寵 にがて 赤熱し をる 仕掛 お 炭を 通じて 下向 通風を 誘導し はて 
化掛の 上層よりの 熱を 該 仕掛 中を 通じて 下 ホに 引出す ことと 旦つ 揮發巧 成分を 發 
散し 之を 下方に 分流せ しめ 細々 物を 經て 凝縮 器に 通過せ しむる ことと より 成る 骸 


炭 作用 中發 散す る 石炭の 揮發惟 成分を 下 ホに 引 おりは で 仕掛 お 炭ょり 下 ホの】 點 
に 集めて 凝集 場に 集む る裝 置に 係リ巧 目的と する 所は 生成 せられし 駭 炭の 量を 减 
せず 且其 品質を 害せず して おおやの 捧發性 物質ょ リ總 てを 要なる 副 塵 物を 回收す 
るに ホり 

第一一三ハ空一號 I 改良蓄熱駭炭爐 I 十巧字セ目 I ノ ム 

本發 明は 蓄熱爐 を 黙お禮 のか 侧 にがて 夫々 該骸 炭爐の 仕込 側な お出 側の 巧 ホに 
設け 而 して 骸炭爐 瓦斯を 使用す る 場合 も 又は 稀薄 瓦斯を 使用す る 場合 も 又 稀薄 冗 
斯 とお 炭爐 瓦斯との お 合 物を 使用す る 攜合も 爐をか 熱する 爲に 同】 のま 管を 使用 


153 


する 樣 にせる 蓄 熱型 おお 爐に關 し 其 目的と する 處は駭 お爐^ 作業 瓦が として 棟々 
の 瓦斯を 化 用す る 場合に 同一の ま 管を 使用す るを 得せし めは て爐い 作業を を 易な 
らし めんと する にあ リ \ . 


東京 鈴 木 作々 郞 

第 ミ】々 八九號 電球 H 作法 十が 二十 九日 顺 ミ— 话神 東が 訓 

神 奈リを 屢運平 

本發 明は 茜 巧の 排氣に 赏り您 厭 發光織 條を規 をの 繊條 はかに 犧 粗繊絳 として 架 
持せ L め 硝子 巧を 閉後 之を 白熱して 殘留 瓦斯と 結合せ しめ 依て 巧を の完 をを 巧 梓 
する ホ 法に がり 其 目的と する 處は 巧內 にがて 完全なる 眞 巧を 巧 持 せんとす るに を 


峰强 驢證豁 


巧 屯 目 大披八 を 野 勝二郞 


第一 一一 1 モ ー 九號 

ネ發 明は 巧 熱 装萄を 弧狀に 作り 其 中央に 硝子 板 供給 口を 設けて 該 供給 口を 中 也 
にぶ 右兩 端までの 距離を 巧 等と しみ 中央ょり 一端に 達する 伸長を 有し 兩 端に 瓶モ 
が載乘 車を みへ 中 袖は 若干のを 革を 連結した る 列 革を 軌條 に架乘 して 左 ホに 運轉 
すべから しむ 與熱蔡 道 S 兩 端に 俯子极 を移徙 する 神 送 裝箇を 施し 且つ 弧が の內侧 
面に 先端を 一が に 集合ず る 如く 斜めにが 送簽 道を 設けて はて 列車の 一 往復に おり 
ぶを 兩 端のを 送を 道に を 硝子が を 搬送し 其が 送簽 道を 通過して 送 おせらる、 場所 
を 一巧と なした る 巧が 子 製造： 丄 程に 於け る 前 子が 移送 裝 置に 巧り 其 目的と する が 
はが 子 巧を】 箇知瞧 送す る 如くした るを はてが 來行 はる、 連續 的に 運搬 車を 績發 
して 後車は 前車を 巧 遣す る 如 さはが に激 街を 爲ず 虞れ なしと せ ざれば 不を をなる 
も丰裝 置は 询 にを をに 所を の 行路を 經過 せしめて 不 をの 成 品を 產 出せし めざるに 
あリ 


謡 I 巧 代 思 S 


十一ち セ 日 お 都 植田興 橘 


第一 一一 1 セニ ニ號 

本 發叨は フゴ〇 シアン 或は フ王 リシ アン 化 コバルトなる 化を 物を 製し 之に 他の 
金 屬の致 化げ 义は 其フュ 0 シアン 或は フゴリ シアン化合物を かへ 色が 稀薄 料と し 
て 粘 ± 、珪酸 等を かふる か 或は 其 沿を 物を お 熟 〔錦 窯の 义 が〕 にがて 振燒 せし 後ち 
色 巧 巧 薄 料を 加 ふる 方法に がり 其 目的と する おは 酸化 コバルト 及 酸化 鐵 をを も 親 


密 なる 縮 巧が 體 にあら しむる をはて 化み か < 製した る 混和物は 良質の ま 那舆巧 代 
巧 品に 適する ものな リ 、 、 


•實用 新案 公報 

登 錄番號 


第 凹の r 
を 四 n 1 
を 四 四 一 
第 四 四】 一 
第 凹 四 ご 
-第四 四 ご 
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策 四の 一一 


六五號 
六八號 
八五號 
〇五號 
一一  U1 號 

ご 一六 觀 
ご ーセ號 
四 五號' 
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實用 新案 權者 

神 奈川大 竹 助詢郎 
大阪本 田 勝 一一 一 

愛知 杉み 弘】 

ご 一 滞 政 
き內 林次郞 


東を {だ!！. 政 一 


神奈川 


S3 


お 化 松 本蝴助 
巧が 松 本爛助 
大販八 巧 野 勝 二が 


•國立 後の 陶試 移轉地 


京都 ホ 立 陶磁器 試驗 場を 國 立に 移管の 魔 商 おを" 祿算は 化 朽火藏 省に 於て 同惹 
を 表し をれば 大體に 於て 樂觀を 許すべき は 卽帮の 如し、 之に 化り 搜詢務 省に がて 
は旣に 議會の 通過を お越し 囊に 京都 巿 ょ' リ 請願の 趣旨に 基き 帯附 すべき 移 轉候捕 
地の選あをを望し來リし巧にて二十九^か後ょリ请巧勤業雜長、 境巧エお課お等 
は 之れ が實 地に 就て 物色す るが ありし もの、 かし。 

候 捕 地と しては 五 千 坪 W 上に してが 料 運搬に ホ 化なら ざる 成るべく 交述の 利他 
をる 比較 か 髙 燥の 化と いふ 農 商務省の 希望 も あれば 單 に坪數 のみに て 口が 化寸る 
を特ず 鶴日吉 病院 跡に して 巿 陶磁器 試 驗趨が 明年度に がて 移轉 すべき 嫁を むりし 
蛇ヶ 谷に して 黄に 千 五六す 坪な 上の 餘裕 ある にがては 現に 一一 一千 五： 目餘坪 あれば を 
して 五 千 坪 W 上と なり 地所に 巧斜ち るは 却て 签が 場と して 恪 化なる もの なれば 之 
を 光常す る にがては 選を 比較的な 易なる も问 所には 大藏 をょりの 借 川 地 もを まれ 
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をれば 到底を を 候補地と 爲す 能は ざる 事情 あり、 更に 現在の 巧 立 屠場 附近に も廣 
域の 地所 ありて 買收ホ 容易の 見込に して をれ にかし く 地 盛を 爲 すに 於て は 候補地 
として 適當 なる も 同所は 交通の 細に がて 稍 不便を 感ずる あり 更に 义巧草 村 巧 ホの 
高臺に 就て 物を する が ありし も ホピ滿 足なる 候補地を をむ るに 至らず 追て 稻荷附 
あに 直り 調査 選を せんとす る もの、 如し 

尙 陶磁器 試驗 場に して 彌國 立に 决し现 をの 試驗 場を 新 候補地に 移轉 する にがて 
は 現を の 附屬傳 習 所は 當然 孤立す るを となるべく 市の ホ 針と しては 么を國 立試驗 
場 附近に 移轉 せしめ 試驗 場の 技 帥を 講師に 囑 託せば 總 てに 於て 利便 多き をな て 移 
密と 同時に 之を 實行 せんとし 或は 暫く 現を の 儘に して 移轉 おの 現 試驗場 跡に 多少 
の擴 張を 爲し國 立試驗 場な 帥に 講 帥を 囑 託する は 困難なる 點も あれば 專屬 の' 識帥 
を 置かむ かとの 議も あれ どま ど决 をす るに 至らず 總 ては 移 菅豫算 案の 通過 滿 をを 
待ち 决す るに まるべし と， (な 都 H ほ 新聞) 

•深 川製磁 株式 會社  • 

.(西 松 浦 郡 有田听 H 瑞主 深化 忠 み) 

沿革  明治 サセ年 深 川 忠み巧 工場み 丰 店を 有 田に. 設立し 長 晦巿に 支店を 置き 
しが 同一 二十 セ 年淸風 政府ょり 電信 用 碍子 類の I 手 供給を 指 命せられ 义同吉 十 ご 一年 
には 英國ヮ ッ小商 會と直 お 引を 開始し 更に 英佛獨 白が 各幽に 代理 巧を 設置せ リ同 
一一 一十 か 年に 至り 工場を 新築 携 おし 同 凹 十の 年 株式 組織に 變 吏し 現 時の 社名に 改稱 
し 大也迅 年 第二 工場を 增 築し 益 事業の 發 肢を圖 りつ、 あり 

工場 現狀. 同社は 總 資本金 十な 萬 欄’ 拂ぶ 金額 セ 萬 二千圓 にして 敷地 邱數 L 
巧 八 坪 建物 巧數 ぉな 一巧なる が 建物は 一 二階建 一が •二階建 四 株 平家 セ 鞭、 薪 置ぶ 
窯 場 ホ 棟に しで 原動機と しては 電動機 一 一箇を 有し セ、' 四六キ 。ッットな り ま 嬰 機 
城を 擧 ぐれば 唐 白 八、 摇拌機 111外 十 化 個を 設置せ り. 

賃金と 救濟  同が の 職工 總數 はな！！ 十六 人に して 其內男 九十！、 女 五十ぶ む 
ろか 之を 年齡 別に すれば 十二より 十五 歲 迄が 二、 十五 歳より 二十歳 迄が 二十ち 二 
十 歳が 上がな 十 セな リ 更に 職業 別に すれば 細工 人 巧 二十 五 女 十 雜ェ男 八 タニ 十 荒 
化 子 男 二十】 書 手 男 一二 十八 濃 手 ホ ニ十 二に して 男女】 日貨 金を 舉 ぐれば ぶの 如し 


種 別 巧 最高 
細工  人 一、110 錢 
雜 ’ H .七 お 
荒 仕 子，  六 0 
書 手 八 0 
濃 手 — 

.此 等の 賃金 口 现 金を 化て 侮 週金權 日ま拂 ひを なし 义 時間給を なせる もを リー 日 
の 就業時間は 八 時間の 至 十一 時間に して 雲 食後 一時間 及 午後 凹 時に 十み 間 宛 休憩 
し义每月 】 日、 十冗日仗祭日を休業りとせり職エ救濟ホをとしてはエ場法のをむ 
る 所に 化る 外 職工の 結婚な 家族 お氣の 時は 其の 時の 事情に 化り 金品を 貸與し 家族 
巧 じの 時は 香典を 贈與 しつ、 あリ  - 
化產 おと 贩路  同 弛に がて！ ヶが 間に 使用す を 原料は 泉 山 磁おセ 十 萬 斤、 對 
州 長ぶ 一二 萬 斤、 長 お， 一二 萬 斤、 おお お 五 干 斤、 珪お 一一 一千 斤、 ま 那吳巧 四十 巧 斤、 n 
バルト 五十 磅 なる •心】 年間のを 産 島 5 宮巧省 御用 二 千 五な 個、 海軍省 御用 S 萬 個 
內地向 ni 十五 萬 個、 輸出 向 十五 萬 個、 碍子 類 一 萬 五 千 個に して 其な 額 十五 萬 劇に 
達し おれり (巧赃 日報) 

'•靑 木製 磁 工場 

r 西 松 浦 郡 有 巧が 工業 まを 木甚 一郎)  ‘ 
沿革  初 明 巧 十 セ 年 陶磁 雜 仲買 業ょり 起り 明治 S 十二 年 同 工場-於 創立し 個人 
經營 として 今 H にみ ベリ 

工場 狀 が. 固を 及 運 轉賓金 十四 萬圓 なる が獨立 組織なる 爲め拂 込を なさ ザを 
额巧賓 として 巧 動し つ、 をり 向所 總敷化 坪數】 千 八な 邱 、建物 坪數 六な セ 十五 ザ 
なる が 工場は 製作 部 及び 霸エ 部、 製作 部、 施藥 部、 鈍 か 蕾 H 部、 が 主 製 出 部、 燒 
が 窯、 燃料 及 原料 お穗 が、 商品 疎 列 所 等 十二 棟に なち 原動機と しては 查然霄 動機 
を 使用し を 要 機が は 離 驢車一 11 十二 個、 粧止滕 お 機 一個、 磁石 粉砕 磯 八下義 組な リ 
貧 金と 救濟  職 江 總數は 巧 二十 一一 一名に して 內男 九十 111 名、 女 一二 十 名な リ 之を 
年齢 別に すれば 十 お ホが 上 巧 十四を、 ホ 五名、 二十 ネ 上 男 セ 十九 お、 ホ ニ十 五 


巧展巧 .女 最高  女最® 
四ぶ 錢 一ー ー五錢  ニニ 錢 
四 0 二 0 一八 
ご 一八  I I 

量 !.  — 

1 f 一三 
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おにして 更に 之ろ 職業 別に すれば 細 H 部 お 二十 六を、 碍子 部 巧 九 お、 窟 H 部 巧 十 
四 お 錦 か 部 巧 十' 一名 女 八 お、 雜エ部 男 一一 一十ー ニ あ 乂十己 名なる が一 U の 賃金を 舉 'ぐ 
れば ぶの 如し  ’ '''  ' 

•巧 最高  巧最巧  女 最高  女 最低 
細工 部 一、 ぶ〇錢  ，セ 〇錢  ‘ i • 1 
持す 部-  一、 五 〇 -セ〇  で一  J 
轟エ 部'， 一、二0  五 0 豐錢  二 近錢 
錦 か 部 一、 一一〇  お 0 四 五 一一 五 
雜エ部  八 五 六 0 一二 五、  二 0 
此 等の 職工は 槪 して ーヶ年 雇人 契約 とし夫々 お 侧の离 下にょり 契約 前金を 貸 渡 
す 事 とし夫れ を 一^年 間の 稼業 高の 內ょリ 每月度 割を なて 償還せ しむる 事と し 日 
給 及 手間 請負 貸金 稼業 高を 毎月 一巧 おに 計上し 年 契約が 拂 金ん】 部を 控除せ しも 
のを ま 給し ニヶ 月 おに 計算し 其 稼業 高の 餘剩 金を ま拂 ひつ、 あるが 就業時間は 一 
ヶ 年間を 迦 じて 平均 十二時 十 か 間と し化內 一時間 半を 化 憩 時間と し每巧 十一 日と 
二十 六日を か：：： とせ リ職 X が 護に 關 しては 工場 法條 例に 基き て 施設せ リ 
を 度 品と 贩賣  同 場に 於て ー ヶ年問 使用し つ、 をる 原料は 粘 ±巧 二十 萬 斤、 
コバルト ニ十 横、 お 灰 十二 萬 斤、 各 輔繪具 一一 一巧 五十 斤、 •应萬 個に して ーヶ 年の 
燃料は 松 木な 十の 萬 斤、 雜木 3 十 お 斤、 おお 十】 演 斤なる がが く- :> て巧來 上りた 
る 製品の 內 、巧 地裝飾 おは 柬 京大 阪を まとして を闊 に、 輸出 向裝飾 品は まとして 
規化 肺： 米 利 加に、 縣モは 巧 地は 勿論 南洋げ お ホ 面、 H 用 食器 類は 東京 大阪を おめ 南 
化 耶米利 加に 輸出し】 ケ年 問に がて々 常 六千餘 凹の 慣 がに 速し 巧れ リ (長 略 新聞) 


•東洋 陶器の 能力 


ル 倉 市外 條が 東洋 陶器が 式を お (資本を 巧萬阅 、內 二十 五 萬阅挑 込濟) はを 一 
期 陶器 H 場、 を 二期 磁器 工場の 娘 築 中な リ しか 陶器 工場は 去ち 一一 一十】 日を W て 開 
業し 撒 器 工場は 巧を 一二 四月 巧 竣成の 豫 をな りを 兩ェ塔 製造 能力 U 陶器 年 二十 萬閒 
磁器 年 五十 巧 凹 位なる か 磁器 H 場は お來 二十 倍 内外の 獨 張を 施す 計査あ W 陶磁 错 
の 原料 石は 夭を を 主と し 將來船 化の 都合に 化リて 朝が よりを 人す る替 X 製品は 陶 


器はみ地す那印お南洋を販路とし磁器口1^上の諸闽ょリも米閣をホとし日陶と共 
に外闕 品と 競爭 せんみ 針な りと  ， ，' 

巧 外の 需耍 世界を 國の內 陶磁器のを も進步 せる は獨 逸に して 佛 、ち、 填、 日 
顺み 之に ホげ リ 化つて 祿州戰 鮮の結 巧は 是等 先進 倒の 輸出 かがし 日本製な の 海外 
輸出 激 おする に 至れる 次第にして ぃ本 陶器 脅 社の 如き 米國 及綾洲 等に 向つ て 盛ん 
に 輸出し つ、 をり 尤も 米闊 にもが 當 なる 製 おむきに あらざる も繪模 樣轟賃 高き を 
なつて 日本製 品巧廉 なる 關係上 今日の 盛 がをおせ るが な化而 して 米 哟に對 する 日 
陶の 輸出 額は 槪算五 巧萬圓 なる が 米國到 煮の 際は 運賃 算 他を 加算して 倍額の 一千 
萬圓に 達すべし 尙將巧 米 國其他 海外 輸出を 目的と して 工場の 横 張の 嬰ん る も H 陶 
は 敷地に 餘裕 なきに 依り 原料、 敷地 輸出 等 最も 利 促なる 小倉巿 附近に 東が 陶器を 
祖を 設置す るに 至れる ものに てまなる 目的は 陶器に をらず して 磁器に ある 陶器は 
本邦に が^る’ 年 需巧额 和洋 遮 物 備品 (便器 及 洗面器 等衛化 柄 器： > : 白 お 劇に 達すべ 
きも 西洋 建物 備品は 二十 萬圓內 かなる ベければ お泮 陶器 貪 社の 陶器 製 産が も 二十 
萬圓 とせる 誘に て 磁器 製造に 力を なし 米 闕お化 海外に 向つて 贩路を 開が する 計聲 
なりと へ 福 岡 日口 新聞)  .： 


® 朝鮮 陶± 有攀 


朝鮮に 於け る 窯業は 近 ホ稍發 達の 氣 運に 向 ひつ、 をる が 原料 陶 止は 同 中 辟 到る 
處に優 冥 品を 有し 總督府 に 於ても 中央 試 驗踢を おき お 料 試 驗に猜 手せ るか 就中 度 
尙南道 固 城 河 巧 咸鏡化 道 生氣嶺 等に がける 陶 止は 純白 無比のを おに L て 止 膝 深く 
殆んど 無盡藏 とい ふべ く 塊々 內地陶 ± は缺 をの 傾きを り 傕に新 お 北陸み 面ょり ホ 
出す る ものを W て 柿 足せる 狀憩 にに 日み 硬質陶器 をが^ 如きが— 朝が 陶止を 川 ひ 
闽城の陶±をがて硬質陶器を製出し义化氣おの陶出を：^^つ て化學用陶おん製作を 
か 割せ る 等 朝鮮 陶 止の 將來 はがるな 冀 にして 巧 地 （移出 さる、 も 知な々 增 加の 趨 
勢を 辿りつ、 あるが 河 巧產陶 止の 如き おお 闽の 原が にも 俊り て 高熱 强 酸に 耐 ゅべ 
き 化學用 磁器に 適し 獨逸ヶ ー ユッヒ 磁器け 上 0 のな 品を 製 かしがべ きを U てな 業 
者は 歡 からず 赌 H し 巧れ リと  > ふ (火 阪巧報 心 
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實用 新案を 報拔刷 


◎正誤 
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自第八 一 0 號 
至 第へ 二 〇號 
第】 二號 

第五 〇號 
第一 六 卷四號 
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、晝  化 

ご 一 ご 一 葉 

一 か 葉 


頁 數 
か 

六 〇 

_nK 上 

を 


大 H 本 窯業 協會 々頭 

大 一化 六 年 十二月 二十 セ 日 從 二位 動 一等 子爵 金子 堅太郞 


本會 々員 加 藤完】 君は お氣 加養 やの 處 十二月 十九 日 逝去せ 
らる 誠にを 悼の 至 リに堪 へず 謹んで 弔意を 表す 


♦東 化 窯業 創立 計畫 

池田宗 一-、 戶田繁 秋 巧 等は 資本金 一巧 萬圓 をな て 東 化 窯業 株式 會社 創立 計畫を 
立て 目下 事業の 遮 渉を 圖リ 居れる が 同社の 事業は 福島縣 おが 郡 ホ 井が にて 現 _」經 
營 しつ、 ある 瓦 ± 管 製造 工場を 繼を擴 張して 京 冗 及 一一 一州 冗に おらざる 瓦を 製造し 
义王管 •電氣 持 子、 碍眷 類の 製造 贩賣及 ± お 類の 採掘 販賣其 他 窯業に 關 する 一切 
の 事業を 經營 する 計畫 なりと (中 か 商業 新報) 

(本會 記事) 


◎新入 會員 

茨城 縣巧 茨城 郡 吉田村 

◎退會 員 

東京 市 深 川 區猿江 町】 〇 深 川 玻璃 工場 

◎會員 移動 

名ち 屋巧 か則武 日本 陶器が ま會社 
一二 重縣宇 巧の 田巿 一二 重 セメント 株式 會社 
支那 湖南 省 長 沙西長 街 華 泰磨ホ 
名 古屋巧 か卞種 和字 おち 名古屋 製陶 所 
化 賀縣西 松 浦 郡を 田 村有 巧 製陶が 
么 を 田 听藏春 亭义富 製磁所 
東京が 下 王子 町 關巧酸 曹會社 
福 岡 縣大牟 巧 市 一一 一井 亞 鉛製 谏が レトルト エ場 內 
東京 府下 一一 一河 島 千な セを 地 お 野 製け 所 
全 品 川 町 化 品 川 セ】 八 
を 千駄ヶ 和字 原 宿 ー セ 〇ノー 

◎會員 計 報 

本會 名譽會 貞半爵 山尾庸 一二 君 十二月 二十 二 H 堯去 にがき 葬儀 當曰 ぶの 弔 辭を呈 

せリ 

弔辭‘ 

大日 本 窯業 協 貪 ハ 名譽會 員正 二位 動】 等 子爵 山尾庸 三君ノ 糞去ヲ 哀憤シ 
恭 シク 弔辭ヲ 呈ス 


茨城 縣 化工 業學校 ェ友會  お 本修二 栽綻か 


賀川 彌毕を 

細を 薰お 
新 あ 永 一 君 
疎 維遵君 
中 野 義雄君 
福 地 を 雄 お 
中島 规一君 
石 川 一 郎君 
中 根 俊 雄 君 
巧野淸 を 君 
石 川な 君 
淳洲 武彥巧 


將 ホみ s お 孤 踏 


’’ 繳 


謙 


.沸 スお 


辦 飄 觀蹟潜 寮 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第ー ニ 巧六號 
•攝圖 誘 巧 

本 號掃圖 は 會員湯 川 左を 巧の 案に 係ろ 農 商務省 第五 回鬧案 
，を應 用 作晶展 覽會に 於て 一一 一等賞を 受領せられ しもの をら 

， 霉 I 1 訊款又 


長屋 修ま 


煉瓦の 風化 物に 就て 

會 員‘ 鐵道院 技師 
■ 

がを の 風化 卿とは 其の 表 商に 發 牛-ずる 白色 針が の 結晶 物の 
總稱 にして、 么が發 生は 嫌 お 積 前 及 建造物 姨亮 壁面に 於て 之 
を認 む。 特に 後者の 場合には 該風 化物に 起因して 建造物の 彌 
壞を來 す ことおる が 故に 輕 々に 看過すべからず。 がるに 此の 
問題の 硏 究に關 ずる 報 吿ホだ 甚だ 勘な きをな て 左に 聊力 余の 
年來 調査した る 結果を 述ぶ べし。 

一 風化 物の 成み 

動と 物は 秋み の 候に 當ろ 最も 多量に 認めら る、 が 故に、 余 
は 年々 該 時季に 發生 せる ものを 採集し 試稱に 供した ろ、 今 其 
の々 がの 結果を 左に 揭 •く。 


(ィ) 鐵 道院窩 架線 「ァ— チ」 內に發 生せ る 風化 物の か％ が 結果 

ぶ か 含を 量‘-、 煉瓦の 粉末  一六 •セ セ 


水 み 
水に 不 溶解み 
硫 酸 
曹 達 
炭 酸 


四 五 
一九 
ニ ハ 
一六 
二 


二 五. 

一三 ハ| 

セ 凹 

ご 一六 
ご 一九 


酸化 鐵及楚 ± 
お 化 
を 生 
硫 酸 
ご 灰 酸 


一. 〇 一二 
9 ミニ 
9 五 二 
9 覃一 
roi  二 


( 建築 一年 後に 發生 せる 風化 物の 分析 結果 

をみ  含有量  一/煉瓦 のが 末 
ホ な 五四^<0  酸化鐵な證± 

水に 不幕分  二， 一二 五」 石 灰 

硫’  酸 Till 七 苦 ± 

曹 達.'  一九 •四 六硫  酸 
炭 酸 ニニ .〇】 一 i お 酸 

(' ノ) 發 生後 年月を 經 過し 旣に雜 苔を 生ぜる 風化 物の かが 結果 


七 •四 一二 

〇こ ニニ 

一 •化 凹 
06 五 
061 
7 六 〇 


成 み 
水 分 
魔酸不 溶解 分 
酸化 鐵な變 上 
お 灰 
苦 ± 
硫. 敷 


含有量 

云へ ぎ 

六 •九 四 

2 ハ 〇 

二 七. 二妈 
06 五 
ご ー セ •一四 


炭 殷 0 •ち 一 
(こ) 鐘乳石 狀を爲 せる 結晶 物の々 析 結果 


成 分 


水 


か 


含を 是 

を セ 
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鹽厳不 溶解 か 
酸化 鐵及變 ± 
お な 
を ± 
硫 酸 
炭 酸 


八 •んセ 
八. 一二 一一 
四 r. 八 二 

90 二 
06 】 
ご 一二 •セ 八 


右の 諸 結果を 綠 合する に、 新しき 風化 物に 於て は 炭酸 曹達 
の 量 多くし V 硫酸 曹達の 量 乏しく、 之に 反して 古さ 風化 物に 
は 硫酸 當 達の 量 多くして 炭酸 曹達の 量少 きこと を 認め 得べ く 
之と 同時に 化合 曹達の 量に 於て は、 新古兩 風化 物の 間に 游ど 
大差な さを も 認め 得るな ろ、 故に 恰も 古き 風化 物の 硫酸は 新 
しき 風化 物の 炭酸ょ ろ變 化し 來ろ たる ものなる が 如き 觀を呈 
す、 此の 新巧兩 化合物の 異なる は 新風 化物の 變 化ょ 6 生じた 
ものな ろ や、 將又新 古を 異 をる 發 生物を A や 未だ 判明なる 能 
はずと 雖も么 を 要ず るは 炭酸 曹達 及硫駿 曹達は おに 何れも 潮 
解し 易さ猶 質を 有ず るるのを るに 因 A、 每年 春夏の交 濕度島 
き 時期に 際し 水分た 吸收 ずるの 結果、 徐 々に 潮解し でが 亮面 
に於ける結晶物は其の形を留めざるに運-CN、 遂には雨水の爲 
れ洗脫 せらる、 即もネ 年の 發 生物は 翌年の 雨期 化 消失し 本年 
の 風化 物は 前年の 風化 物とは 自ら 同一 物に 非らざる べきに よ 
ろ 此の 點に 基き 右の 疑問に 對し 余の 解說を 試みん か、 余は 將 


に 曰 はん、 新古兩 風化 物の 成分の 異なる は决 して 古さ 風化 物 
の 硫酸は 新しき 風化 物の 炭酸ょり 變 化した る ものに 非ず して 
を 別々 に發 生せ る もの をるべく、 即も蘇 一 励には 炭酸 曹達を 
發 生し、 後 之が 大部み は 潮解し、 第二 回目ょりは 硫酸 又は 硫 
酸 曹達を 發生 する ものな らんと、 若し 夫れ 風化 物 中に 含有す 
る 炭酸 お 灰に 至 A ては 其の 性質 難 溶解性な るを なて、】 局所 
に發 生す る や 潮解ず る ことなく ゆ 積し 或は 蘇 苦 類を 生じ 又は 
鍾 乳お狀 結晶を 爲 すに 至る もの をるべし。 

.尙 工事 施行 年月の 明かなる 建造物の 嫌 おに 發生 せる 風化 物 
の 分析 結果を 揭 げんじを の 如し。 


成み 


水 


み 


酸化 鐵及錢 ± 


石 

苦 

硫 

曹 

炭 


灰 

± 

麼 

達 

酸 


明 巧！！ 十 年 十 巧 
竣成 後 直に 採集 
% 

四 お •八 四 


痕跡 

痕跡 

1106 五 

二 9 二 七 

己 ニー 10 
二 •四 六 


大正 二 年 一巧 採集 

% 

お 六 •二 

痕跡 
痕跡 
To 九 
119 七 八 

f 四 • 一〇 
セ •七 八 


大正 一二 年 十ち 採集 

四み 骂 一一 

痕娜 

痕跡 

一二 6 己 
一 五 60 

九を セ 

ミー ふ 〇 


不 溶解 分 

右不 溶解 分を 鹽 酸化て、 處理 したる 結果を 舉 げんに、 

盛酸不 溶解 か 六 •四 セ 四 •一ー ニ ‘ ニニ •八 〇 
酸化 鐵及裳 止 〇 ニニ か 9 五 二 一ニ ハ 〇 
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石 

苦 

硫 

炭 


灰 

± 

酸 

酸 


一 •か 四 

90 六 

06 六 

三 ハ 〇 


T 五八 
0.0 五 

901 一 

三 一〇 


四 •ス〇 

9 1 六 
061 一 
ご 一 •セ】 


尙义煉 鬼’ 積を 爲す 前に 旣化煉 おの 表面に 發生 せる 風化 物の 
み析 結果を 示さん に 左の 如し。  ’ 


成 み 
水 み 
すを 解な 
厳 化 銳み疆 止 
石 灰 
曹 達 
硫 酸 


含有量 

ニニ •一九 鹽酸不 溶解み 
五 セ •一一 一九— {酸化 鐵及懲 ± 


—石 
1 一 硫 


灰 

酸 


% 

九？ 二 


S •五 四 
ご 一 •セち 


か 61 二 

1 9 セ 八 


^ 右の 結果ょ 6 風化 物の 發生 順序を 総合 列記 すれば、 

一 •煉巧 積を 爲 ず 前 旣に煉 をに 發を ずる もの 硫酸 曹達 
二、 煉亮 積を 爲せば 直らに 發生 する もの  硫酸 曹達 
一二、 煉 を 積 後 初年の 秋に 發生 する もの  炭酸 曹達 

四、  煉巧 積の 後數 年を 經 V 發生 する もの  硫酸 曹蠢 

五、  煉巧 積の 一局部に 沖積す る もの  炭酸 お 巧 
な 6 と爲し 得べ く、 故 田 村典瑞 巧の 分析 成績に 於ても 亦煉巧 
積 前の 潑 生物は 硫酸 曹達 化して 二 年後の 發 生物は 炭酸 曹透多 
量なる ことを 示せろ、 即ち 左表の 如し。 


成， か 建築 使用 前 A 發生物 

% 


不 溶解み 
繫主及 酸化 鐵 
お 灰 

苦.  止 

〇 良 

力 ' 县 

曹 達 
硫 酸 
水.  分 

を 酸化 •ハナ ジゥ 

炭 酸 


五 •二 I 
痕跡 
お 跡 
痕跡 
痕跡 

一ニ セ •ホ 八 
四 ミニ 五 
T 九 〇 
二 •九 一一 


OH ハセ 
痕跡 
0 •九 一二 
五 1T 二 五 
0 •九吉 
セ •五八 


Kf 譜一 


二 風化 物の 含有量 

イ) 粘 十一に 含有ず る ア八力 - 


ご】 セ •六 四 


量を 定量した る我績 


外 


部 


巧 


0 •四】 
一二 かみ 四 

Toll 

ゴ ニ. の セ 
ニセ兰 一- 


部 


燒過揀 冗 
並 燒煉冗 
並燒 煉瓦 
燒過煉 冗 
燒焦揀 瓦 
同 

な燒 劣等 
卜の原 ± I 


曹 達 
一人 九 八％ 

ニニ 六 C% 


加 


3 二 

皇 


曹 


倉 1 

達 


二 


セ セへ％ 
七 四 九％ 
一9 八％ 
八 一一 1% 
八】 セ％ 
八 0 二％ 


〇 

九 

た 

% 

1 

四 

% 

千 

四 

% 

〇 

〇 

セ 

% 

化 

% 

ミ 

八 

% 

か 

九 

〇 

% 

セ 

セ 

% 

〇 

% 

八 

亥 

九 

〇 

化 

X 

セ 

% 

〇 

八 

累 

— ■― 

1 

八 

五 

% 

量 

加 

% 

五 

五 

— 

ミ 

二 

二 

加 里 
六 二 五％ 
二 化 六％ 
〇 六 一％ 
四 八 ご 一% 
巧 0 八％ 
八 七 一% 
〇 1 1 二％ 
二八 八％ 


右の 成績に 由て 之を 觀 るに 含有 ア^ カリ 盘は煉 あ媪に 其の 
原 ± お 大差を さを がて 燒 成の 結果 アグ カリ 量に 變 化を 巧 さ i. 
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る 事を 知る。 

次に 總 アグ カリ 量の 中に 於け る 可溶， 性 r が カブのを 量を 行 

ひたる 成績を 示さん。..：’ 

' 內 部/  、 ホ’  部’ 

曹達  か 里 曹達  加里 
燒過 煉瓦 0 ろ 0 1 二％  0600 六％  060 】 一二％  0 ろ 8 セ％ 
並 燒揀冗 0.000 九％  0.000 お％  0.00 1 一一％' 0.000 み％ 

更に 嫌 お 一本に が 旨發 生す ぺ含 アグ カブの 量を 實際じ 調査 
せんと 欲し、 煤 おの S 分 一を 水中に 浸漬し 一二み 二を 露 曲せ し 
め 置き 約 ごー ヶ月の 後浸漬 水を なて 嫌 おを 洗繼 し、 其の 液を 試 
狩と して ア^ カリを 定量し 左の 結果を 得たら。 

曹 ，達  加 里 アルカリ 總量 

並 燒揀瓦 〇ご ニー セ グラム  0.00 セ セ グラム  0.01 一九の グラム 
同 0.0 一二 五】 グラム  0.00 化 ニグ ラム  0.0 凹 四 一ニ グラム 

猶 右の 試驗 方法に ょら ーヶ 年間 水中に 浸漬 したる 嫌 お 面に 

發を せる 風化 物に 付 さ ア^々 リ 量を 檢 したる に、 

曹達  加里  アルカリ 總費 
ホ燒 一寸 0.0】 化か グラム  0.00 ち 七 グラム  0*0 二 六 六 グラム 
並 燒二寸 0.0 ニニ お ダラみ  0.01 一 あ グラム  0 cs 四 〇 グラム 
お燒 一一 一寸 0.01 二 0 ー グラム  0.00 六 五 グラム  0.01 一一 六 六 グラム 

の 結果を 得た ろ、 敍 上の 成績に 依れば 揀あ 一個に 含有す るア 
が カリ 總 量は 約 百 グラム 化し V 水に 溶 出す る 量は 僅に 育 分の 


二 乃 ま 五 グラムに 止まる を 知るべし。 

(口) 煉 をに 含有ず る 硫酸 

嫌克は 含有す る 硫酸の 由つ て ホる 根元は 左の 如し。 

一、 粧± 砂 及 用 かに 存在ず る 硫酸 

一一、 粘 ± 中 にを がする 硫化物が 窯 中に がて 酸化した る 硫酸 

ご 一、 燃 稗に 含有す る硫 黃が燒 成の 際ち 斯體と 爲らて 煉瓦に , 
吸收 せられ 巧る 硫酸 

四、 空氣 中ょ 6 嫌 あに 吸收 された る 硫酸 

姑 ± 中の 硫酸は 特別 惡 質の 原料を. 使用した る瘍 合を 除き 普 
通 極め y 少量なる も、 粘 ± 中には 其 他に 尙 硫化物を 含有し 其 ♦ 
の 量 著し さものに 於て は 巧 分の 五に 達ず るるの あち、 され ど 
是 等は 燒 成の 隙 お 斯體 としで 發 散し 嫌ち 中に 殘 をず る もの 極 
めて 少量なる を 普通と し、 唯 不充分なる 燒成品 中 偶 多量の 硫 
酸を •殘留 する 瘍合 あるの み、 而 して 普通 煉 鬼の 含有ず る 硫酸 
の 大部分は 其の 燒 成の 際 窯 中の 溫度 冷却に 傾 さたる とき 窯 や 
に充滿 せる 硫酸 一 あ斯を 吸收し 硫酸 化合物を 形成ず るに 基く も 
の ず、 最後の 空氣 中ょ々 吸收 ずる 硫駿の 量は 勿論 極めて 僅 
少 にし V.、 エ瘍の 內壁义 は 特別の 摸 合を 除 さ 他は 普通 論ずる 
にならざる べし、 今是 等に 關し 多少 具體 的の 說 巧を 爲 さんじ 
硫酸 鹽を 多量は 含有ず る 粘 ± 並に 燒成 おの 分が 表 
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原 


± 


硫 


..可 雜性 
酸 0 •一八 一四％ 


硫化物を 酸化す 
0 •四 七 六 一二％ 


燒成煉 冗 
可溶性 

900 一三 一% 


.斯の 如く 多量の 硫 聴を 心ろ 有ず る 粘 ± を 原料と 爲す瘍 合に 於 
て も 之 よら 作られた る煉 巧の 燒成 完圣 なる に 於て は 其の 硫酸 
含有量は 之を 他の 硫酸 少量なる 結 ± よ 6 製造せ る 煉瓦に 比す 
るに 4< 差 なき 結果を 得たり， 是れ麻 酸は 燒 成の 際 大部み 發散 
する が 儒め に 外なら ず。 

右に 反し 揀是 中の 硫酸の 大部分は 窯內 冷却の 際 再び 吸收せ 
る ものなる ことは 一個の 额 をに 於て 其の 含有量の 內 部に 於け 
るよりも 外側に 於て 多量なる 事實 によらて 證 明せられ 得べ し 
即も 左の 如し。  、 

並 燒並燒 黑を燒 焦 白を 燒焦 f 城 趴滞 
內 部の 硫酸 0.0 寒％  0 •含 至％  0.0 養％  0 •号 111%  亏0!皇％ 
外側の 硫酸 0.0 一ち％  亏〇 一 吴％  0 •呈 一四％  0.0 量％  〔.〇皇 四％ 

斯の 如く 何れも 外側は 內 部よ らも 多量の 硫酸を 含有し、 殊に 
黒 焦の もの 及 お 道に 近く 積 3 れ たる ものの 外側は 內 部よ'^ も 
二倍が 上の 硫酸を 含有ず るは 是れ ，燃 燒を斯 より 吸收 したる も 
のなる ことを 證し V 餘らあ クと謂 ふべき なり。 一個の 嫌亮に 
含有す る 硫酸 量は 內 部と 外側に 於て 異る こと 上述の 如くを る 
が、 尙 同】 窯 巧に 於ても ホ 次の かく 硫酸の 含有量は 其の 積ま 


れ たる 位置に 依つ V が 面相 異なる の事實 あな。 

火 度 均】 をらざる 煉 おを 折半しての 試驗 

燒 おがなる 半 部 . 燒 不足なる 半 部 
高-部  06 一四 五％  06  一 0-1% 

莖： 


硫 


外側 


?0 五 四 111% 


06 一六 八％ 


次ぎに 空氣 中ょ 6 吸收 ずる 硫酸 あ斯 量に 就て は 么を證 束る 
‘己 と 甚だ 困難な ろと 雖 も、 水 蒸氣並 硫酸 巧 斯を發 生ずる エ傷 
の內 壁は 他の 建築物に 比し 風化 物の 發を をく、 •.且 常に 多量の‘ 
硫酸を 含有す るを 見れば、 燒成 後に 於け る煉 最も ホ大翁 やょ 
6 徐 々じ 硫酸を 蚁收 する ものなる 事を 測 知し 得べき をり？' 
ェ瘍內 壁の 風化 物の々 析表  " 


成 か 
水み 
炭 酸 
硫酸 

アルカリ 


大史二 年 採集 
四 四。 •セ ミ 
〇 九 四 
ニー： お 五 
一七 ニニ 六 


大正 五， 啤 採集 

巧 111。. ー ミ ハ 

二 •セ 九 
110 •五 四 

一 ちご 


( 户 ) 煉 あに 含を ずる 炭酸 

煉瓦に 含有ず る 炭酸の 由つ て ホる 根元に 左の S あク。 

一、  燒 成の 隙 火 度 不足の 爲め粘 ± 中に 存巧 する 炭酸 化合物 
の殘留 する 少量の 炭酸  . -‘ 

二、  燃 燒充斯 中ょ ク吸收 したる 炭酸  . >; 、 T 
云、 空氣 中ょ ら吸收 したる 炭酸 
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普 逆 嫌 巧を 燒 成ず る溫 度は 千度な A にしで、 炭酸 化合物の 
々解溫 をは 八 百度 附近なる をが て、 一般に 云 ふと &は粘 主 中 
の 炭酸 化合物は 其の儘 殘留 する こと 無き も、 唯往 々燒 不足の 
姨 お 中に 於 y 其の 殘留 を認 むる こと あろ、 然れ どる】 面に 於 
て 燃 燒お斯 な 炭酸 お斯を 含む こと 勿論なる が 故に、 假令 右の 
如く 粘 主 自身は 一旦 其の 含有す る 炭酸 化合物を 分解ず と雖も 
八 巧 度 附近に 於て 却つ て 巧び 炭酸 巧斯 を吸收 する こと、 をろ 
炭酸 化合物を 生ず、 是れ嫌 あに 含を ずる 炭酸 化合物の まなる 
根元を 爲す ものな ち、 其の 他 空氣は 無限の 炭酸を 斯を 給與し 
得る をな て、 窯 巧より 摘出した る 後に 於ても 嫌 巧 自身の 炭酸 
亮斯 を吸收 する は 言を 待たざる 所なら。 

'一二 煉瓦の 表面に 風化 物の 發 生ずる 理巧 
風化 赖の發 生は、 嫌 鬼 中に 含有す る ア^カ リ鹽 類が 煉を中 
の 水分に 溶解し、 該 水分の 嫌な 表面よ 6 蒸發揮 散す るに 從つ 
V 針狀 結晶と なる じ 至る による ものにして、 結晶 物は 約 五十 
パー セントの 結晶 水み をを 有し、 無水 結晶に 北し 容積 著しく 
大 をる ものなら。 余は 試驗 的に 該 結晶 物を 得ん が爲 めに、 嫌 お 
其の物を 水 化 浸し 嫌 お 面よ ろ徐 々化 水分を 蒸 凝せ しめたら し 
が、 試驗の 結果 風化 物の 發生 緩慢に して 且其量 極めて 少 く、 一 
ケ 年後に 及ぶ る 煤 お 壁に 發生 する 量に 比し 極めぶ 少量を るを 


認めた ろ。 然る 化 一旦 セメント モ八 夕^を なて 嫌 鬼 積と® 甘 
る 時は 一週間な 巧に して 旣に發 生す ると あ A、 發 生の 量は 勿 
論大 氣の濕 度に 一大 關 係を 有し'  多濕 をる 雨期に 於て はを く 
發 生を 1 離め ざる ある も、 普通 約 ーヶ月を 經過 すると さは 鍊 
兎壁查 面に 發 生す、 然 らば 何故に 斯 く煉克 壁には 其の 發生早 
き や 之が 理 をを 發 見せん とし y 左の S つの 試驗を 企てた ろ。 

一、 セメント モ^夕^ 寺 用む たる 嫌を 積 
一 r 粘 主を 用む たる 嫌 お 積 
一二、 お 灰を 用む たる 揀お積 

を S 種の 嫌ち 積を 同時は 作ろ 少量の 水を をれ たる 同じ 木製 
箱 中に 浸 漬し而 るに、 セメント モグタ 八を 用ね たるが あ稽に 
於て は 一二 曰 目ょ ろ 風化 物の 發 生を 認め、】 週間 後は はを 稷緣 
並に 其 他の 個所 化 白色 針 狀の結 轟を 認めた る も、 他の 二種に 
於て は 其の 發 生を 認めず、 ーヶが 後に まる も 第一 種に 於け る 
發生 量に 比し 極めて 少量なる じ 過ぎ ざク き。 

嫌あ璧 のを 個 嫌 おはがろ 長、 厚、 巾のを 一面 づ 、を 膠 接 面 
とせし に該 一一 一面に 要する モ八 夕^  (砂 一二、 セメント ー) 畳は 
約 二な グラム じして 五十 グラムの セメント 化 比 適し 約】 グラ 
ムのァ 八 カリを 含有せ ク>  されば 此の ァ八 ヵリが 凝結の 隣 遊 
離し 嫌克 の吸收 する 巧と なろ •風化 物の 發生 をして 速 かなら 
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しいる に 至る ものに 非ず やとは 何人も 疑問と 爲 ずべき をな つ 
て、 更にを 試驗 S 種 中の 第二 及第 一二の 粘 ± 及 おがに 遊離 ア八 
カリの 量を 增 加し 試驗 しでろ。 

一、  セィント モ^夕 八を 用ゐ たる 嫌 巧 積 

二、  ニバ f セントの 曹達を 加へ たる 粘 ± を用ゐ たる 嫌 あ 積 

ご一、 ニパ t セ ントの曹達を加へたるお灰を用むたる嫌お積 

而 して 試驗の 結果は 曹達を 加へ ざる 姑 主 及 お 灰を 使用した 

る瘍 合と 大差な きの 成績 じ 到着せ る じ 過ぎ ざろ き。 

次に セメント モグ タグ 中の ア^ カリは 凝結の 際を 易に 遊離 
狀 態に 變 化する ものに 非ず やとの 疑を 起し 砂 S、 セメント ー 
のモ八 夕^を 水中 じ 浸漬し 置く こと 一週間の 後 其の 水溶液 中 
の巧溶性分をを量し た る に 0 • ーニ六 1 四バ ー セ ン ト の ア 八 
カリを 含有す るに 過ぎず して、 セメントの 含有ず る ア^ カリ 
の 大部 かは 依然として モ 八夕卢 中に 殘留 する. ことを 知 6 得た 
ら 。而 して 此 量は セメ  •ント 五十 グラムに 含有す る ア^ カブ 
量の 五 かの 一にして 嫌 あ 自身の 可溶性 ア八 カリの 十倍に 比 適 
す、 若し 此 アグ カリが 煉 鬼に 吸 收 せらる、 とせば 煉あ 積に 發 
生す る 風化 物の 一原 因は セメントの ア^ カブに 歸 ずると 云； 5 
得 ふる、 が 如うる、 ニケ 年，^ 經 過した る煉亮 積の モ八 夕少中 
よ 6 ア^ カリ 量を 檢 出せる じ 殆んど セメント 中の ア八 カリ 查 


量は 是义 其の儘 モグタ 戸中に を 在す る ことを 認めた ろ。 

浸 實一適 間な の 水 溶 モルタル 中よ 

波より を 量せ る 量 リ檢 曲せ る盧  、 

アルカリ 量 911 三 ハ ー%  】 • 七 0 〇% 

义嫌巧 一枚に 要ず る 「メジ」 を (砂】 五 〇 セン メト五 0) 水 
中に 浸漬 する 事 二 年後 其 液を 蒸發 して 殘渣二 •九 〇 を 得たち 
其 分析 結果は 

珪酸  一二 •四 四夕 石灰  四を 一一! 八％  炭酸 一一 一七 •六 六％ 
硫酸  一二 •一一 面％  曹達  一二 i 六％ 

曹達のを 部‘ は 硫酸と 化合し 發 現し 其 總量約 〇 •ニグ ラム 化て 
燥 巧の 可溶性 總ア八 カブに 十倍す、 然れ ども 水量 並に 風化 物 
發 をに 適當 なる 條 件を 備へ ざると きは 二 年後に 到る も 其儘モ 
八夕 が. やに 殘留 ずと 雖も 適當 なる 條件 あると さは 徐 々にが あ 
面に 發 生し 一兩 年後に 於け る發 生物は 主と し. て是に 起因ず。 

k 疋 をが て 嫌 お 積の 第一 期の 風化 物は セメント モ八 タグよ々 
吸收 せられた る アグ カリの 少量を 除 さ殆ん どを 部は 煉巧 自身 
の 含有せ る 硫酸 又は 炭酸の ア卢 カブ 鹽 なりと 斷を ずる 事を 得 
べし^ 又が 年後の 硫酸 曹達は 殆んど セメントより 發 生した る 
ものと 云 ひ 得べ し、 尙 セメントは 硬化の 際 ア^ カリを 分離し 
易 dfl ものな 6 と假を せんか コンク リ ..卜 壁に も 亦姨亮 積な 上 
の針狀 結晶 物を 發生 せざる ベから ず、 然るに 事實に 於では n 
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ンクリ •卜 に發 生ずる 風化 物は、 煉 あに 發 生ずる ものとは 自 
ら 結晶 形を 異にす、 是れ 炭酸 石灰の みに よら 成立した る もの 
多大なる k よら、 曹達の 結晶を 認め 難き に 依る。 是れ 又セメ 
ントの 含有ず る ァグ ヵリは 煉亮の 第】 潮風 化物に 影響ず る 巧 
僅少なる を證 ずべ し。 

又 セメントの 凝結 硬化す る 際には 多量の 遊離 お 灰を 發 生す 
るを なつ V、 コ .ンク リ—卜 壁の 風化 物が 炭酸 石灰よ 6 成る 結 
晶 物た るべ さは 直 もに 了解ず るを 得べ く、 之と 閒 じく 媒巧積 
の 際に 於ても セメントよ ろの 遊離 お 灰は 嫌 おじ 吸收 せる、、 所 
となる べきを 立證 せんが 爲め 一度 煉亮 積に 使用した る 嫌 おを 
みがし 左の 成績を 得た ろ。 

* 使用 前の 煉瓦  使用 後の 煉瓦 
.‘  f 內 部 061 ー ホ％  06111 五％ 

巧 1外  部 06 ミセ％.  90 々四％ 

即も 使用 後の 嫌 兎は お灰豊 多量に して 殊に 外側に 於て 其然 
乃. るを 見る。 是れ セメント モ八夕 八を 用； 5 嫌 お 積を 爲 したる と 
き セメントよ 6 遊離せ る お 灰が 嫌 あへ 浸入し お 酶お灰 又は 硫 
酸 石灰と ならて 化 磯した るが 爲な 6 とす。 而 して 其の 際 嫌 あ 
巧の 曹達 鹽は尙 一層 溶解し 易き 苛性 曹達と 成ら 水分と 共に 嫌 
あの 表面に 顯 はれ、 氷み 揮發の 後は お 酸と 化合し 風化 物を お 


成し 發生 する ものにして、 セメント モ グタ^を 用む たる 煉あ 
積の 風化 物 發生量 多く  •且速 かなる は 蓋しを の 事情が 大 原因 
を爲 ずに 因る をるべし、 化の 理由に 依ら 嫌 あ 積を 爲す前 又は 
ホ 洗 繼^煉 あを 使用し 巧る 嫌 巧璧の 風化 物には 硫酸 曹達 多く 
洗 繼後嫌 お 積と 爲 したる 場合 並に ホ洗纖 嫌を 積の 第二 回の も 
のには 炭酸 曹達 多く、 嫌 お 積後數 年を 經 たる ものには 硫酷曹 
違 多く 尙 年を 經 たる ものには 炭酸 お 灰を 多量に 含有す るみが 
結果と 同一 結論を 得べ し。 

が 上の 理由に よろ 苟性お 灰を が 用した る姨克 積も ホセ メン 
トモ 八 夕^ 同樣の 結果を 得べ さに 非ず やとの 疑問 起る も事實 
は然ら ずして 風化 物の 發生 速度に 何等の 影響を及ぼず ものに 
あらず、 是れ苟 性 石灰 モ八 夕产に 加へ たる 水量、 炭駿 石灰の 量 
强 苛性 巧 灰の 溶解度の 難易 等に 基因す るるのに して、 お 灰の 
如 さ 比重 輕く且 少量の 水分に よ々 作業し 得らる、 ものは、 嫌 
あに 浸入す る 程の 餘 みの 水分を 加へ ざるを がて 斯く セメント 
モ瓜夕 八- <異 ろた る 結果を 生ずる に まろた るるの をるべし。 

之に 加 ふるに 鍊あ 自身の 吸收 ずる 水分 量は、 其の 燒き 方の. 
程度、 機械の 良否、 ± 質の 如何に 依ろ 相異 ると 雖 も、 大體に 
於 V 二十 直バ t セント 乃至 S 十 パ， セント 即も煉 を 一本に 付 
き】 合よ ち】 を 五 勺に し で、 使用の 際は 充分の 水み を 吸收せ 
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しむる 必要 上、 嫌 あを 水槽に 浸漬し 置く を 常と ず、 而 して 吸 
收 された る 水分ち 煉 巧の 空氣じ 曝露せ る 面即も 7.、、5x'3/、6 或 
は 巧、 6x2/、0 の 面 ょら 漸次 蒸發 し、 而 かも 內部積 嫌 巧の 水み 
迄も該 面ょり 徐 々揮 散す るに 至る をな て、 溶解 鹽 類の 大半は 
がめ 建築 當 時に 風化 物と なろ て發 生す、 是れ亦 嫌ち 積の 際 多 
量に 風化 物を 發 生す るの 原因 をら。 

四 風化 物の 姨 瓦に 及ぼず 被害 

煉 あの 赤 壁は 白色の 風化 物が 不規則 化發 をす るは 不體 裁を 
る も，、 若し 風化 物の 被害に して 單に 外觀體 戴の 問題に のみ 止 
寺ら ば 敢て硏 究の價 値な しと 雖 も、 煉 あの 破損には 必ず 風化 
物の 發 生を 伴 ひ、 風化 物の 發 生は 煉 巧の 自然 破損の】 原因を 
爲せ るに 鑑みる ときは 這 般硏究 の 喫緊事 項の】 たるを 失は ざ 
るを ろ。 

煉 巧に 發生 する 風化 物は 白色 穆 tt 狀 結晶に し V、 充分の 水 
分を 含蕃し 居る をが て 無水 結晶の ものに 比し 其のを 積 甚大な 
ろ、 而 しで 燒 成した るが あに 含有ず る 可溶！！ 鹽 類が 水分を 巧 
收 して 再 結晶を 爲す ときは 著しくを 積を 增大 し煉 巧の 分子 間 
を 塡充し 遂には 其の 薄き 表皮を 壓 迫す るに 至る、】 般じ煉 巧 
の 最大を る 二 面を 除 さ 他の 四面は 極めて 微細なる 々子の 粘 ± 
皮膜を なて 被 はれ 厚さ 僅かに ー ミ リメ 1 卜^な 下にして， 其 


內 客は 砂 仪粘± の 混合 又は 表皮に 比し 粧鬆 なる 粘 ± 分子の 燒 
締ク たる 寧乂 甚だ 脆弱なる ものなる， より、】 度 表皮の 一局 
巧剝 離さる、 ときはなに 崩壞 作用は 忽も巧 部に 侵入す るに 至 
る •化を がて 嫌 巧の 保存には 其の 表皮を 毁 損せざる べき こと 
大切なら、 然るに 風化 物の 結晶は 燥 京の 內 側より 漸次 此の 最 
も 貴重なる 表皮を 壓 迫し 遂に 剝 離せし めんと 努 むる ものを る 
をな て， 破損の 箇所には 必ず 風化 物を 伴 ふるのな ろ、 最初 風 
化物の 發 生は 嫌 鬼の 綾緣 よら 漸次 面の 中央部 又は 表皮の 剝離 
せる 部分 若く は 粗 質なる 部分に 始 皆ろ、 遂には 圣 面に 及び、 
秋 冬の 候には 其の儘を 巧す るる、 春 夏に 際して は空氣 中よ ろ 
水分を 吸收 して 潮解し、‘ 或は 雨水の 爲め 溶解し、 煉巧 面よ ろ 
流れ去るものな-=^、 但し其のゃ化含有ずる少量の炭酸お灰な 
一部の 結 品物の みは 殘留 して 嫌 鬼の 表面に 膠着し 分子 孔を塡 
充し 表面よ ろの 水 か 蒸 發を妨 r るに 至る、 而 して】 旦斯る 結 
晶 皮膜の 成を したる とさは 其の 煉 あの 水分 蒸發 ずるに 從； 5 發 
生物は 煉お 表ぶ に 近さ內 部の 粗鬆 なる 分子 間に 結晶し、 遂に 
表皮を 艇迫剝 離せし め續 て粗鬆 分子を も 粒々 剝 離せし むる に 
至ク 、遂に 深っ a 一巧に 達せし むる こと あら、. 而 して 被害 程度 
の嫌克 壁を がに 同等なら ざる；^ 是れを 個の 煉 あの 燒成乂 度な 
含がず る 硫酸 黃の異 るが 爲め にし V、 硫酸 量の 多き もの 程 風 


J§ 化物 發 .生 歎 多く 斯くて 姨 おの 破損 甚だしき じ 至る、 或は 一個 
の 嫌 あょ A 〇 •四 あの 結晶 物を 得る こと さへ ありて 著しく 崩 
壞 したる 嫁 合 あろ。 

五 避 害 ホ 法 

前述の 如く 風化 物の 發 生が 姨 巧に 及 保す 害が、 發 生物の 爲 
めに 嫌 巧の 表皮 緻密と なろ 水分の 蒸發を 妨げ 漸次 破壞 作用を 
來 する のをる にょ ク 、該 風化 物の 發 生を 適當の 時間に 於て 防 
止 除ます る ときはなて 被害を 免れ 得べ く、 其の 方法と しては 
揀 あの 表面を 犹繼 する を 最も 簡易なら とす。 

當達鹽 類は 水に 溶解し 易 さを なて 單に 水の みを なて 洗繼す 
る もを 易に 除去し 得べき る、 不 溶解性る る 炭酸 お 灰、 硫酸 お 
■が 等が 固着せ る 瘍合ホ 少なから ざるを がす、 堅き 刷毛を 用む 
V 强く 磨ず るか 又は 水に 少量の 鹽 酸を 加へ て洗繼 ずるを 巧と 
す、 化し 煉 あの 目地に 用 わたる セメントは 鹽 酸に 冒され 易き 
をぶ て 洗臟後 目地の 被害 程度を 調査し 修理を 加 ふべき 必要 あ 
る 場合を きにし も 非 ざれ どる、 一般の 建築 法の 如く 强モ 八夕 
. グを がて 目地 留を 施せる ものは 稀薄 鹽 酸の 爲 めに 害せら る、 
が 如 台 こと 化 較的歡 なし。 

’があ 積に 先 だ も洗騰 せる 煤 あを がて 築造せ る 壁に 於て は發 
生物の 圣 面を 等に 發 なする こと 少なき は旣に 述べた る 所なる 


が、 尙 部分的に 發 生物い 量の 多き 局所は 左の 如ム。 

一、 煉瓦 壁の 地面に 近き 部分 
一一、 煉あ壁 窓 下の 如き 比較的 降雨を 避け 得る 部み 
ご 一、 觸 又は 雨水の 通路ょ ろ 少しく 離れた る 部分 
四‘ 他の 建築物 又は 其の 西 出 部に 圍 まれ 風雨を 避け 得る 部 
か • 

お、 河川に 接した る 壁面 
ム ハ、 南面ょ ろ も か 面の 壁 

要するに 水み を 吸收し 易く 且 雨水の 洗繼を 受け 雛 さ 部々 に 
多く 發 生す るが 如く 見 ゆる も、 其の 實 雨水の 洗 鞭を 受け 難き 
部分の みに 多く 嫌克の 破損 ホ 其の 部分に 多くして 益 ♦嫌を 壁 
洗騰の 必要を 認^るな り。 

嫌 巧 自身に 含有す る 可溶性 鹽 類の 外に 同鹽 類を 嫌 巧に 吸收 
せしめ 得る 瘍合 あら、 即ち 

一、  石灰 モグタ 八を 使用した ると き 

二、  セメント モ八夕 八を 使用した ると き 

云、 食鹽を 加へ でる モが 夕^を 使用した ると 含 

四、  建築物の 基礎 嫌 おが ± 壌に 接ず ると き 

五、  塵埃が 嫌亮 壁に 附着し々 ると さ 

等に して、 モ八夕 八に 加へ たぶ 食鹽を 除き 其の 他の 竊合 化が 
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ける セメント モ^ タグ 並 石が モ八夕 八 中の 可溶性 硫酸 鹽は之 
化；^;リゥム化合物を加へて不溶解性とでし得べく、 又±壞ょ 
ちの 水分を 吸收 せしめ ざぶ 儀 加工す る 時は 同時 化鹽 類の 吸收 
を も 防鐵し 得らるべし。 

辣 次に 嫌 巧が 水分 •を 吸收 する を 防止 せんとす る 方法と しては 
一、 地面な 下の 壁面は 防水 牲夕 又は ± 懸靑を 厚く 塗布 
する こと  ' 

一一、  地面 上 或 適當の 高さ 迄は 燒過 嫌克 又は おがを 使用す る 
こ^ VJ 

一二、  嫌 巧 壁の 地面 上適當 なる 距離に 於て 吸水 率の 少なき お 
材を 用ゐ嫌 あに 代用す る こと 

四、  嫌 巧壁查 面に 防水 性 モ八夕 八を 塗 ホず る こと 

五、  嫌 お 壁面 又は モ^夕 八を 塗布した る 面に ペィントを 塗 
ホす る こと 

六、  嫌 おょ々 る 吸水 率の 少なき 煉亮 ブラ コッタを 塗； 布す る， 
こと 

而 して 塗布は 疎 巧の 乾燥した る 秋期に 於て 施行せば 最も 有 
効なる ベく、 又プラ コッタの 精製品は 吸水 率 並 風化 物を 量 極 
め V 少量なら と雖る 絕對じ 風化 物の 發 生を 防止し 得る ものに 
は あらざる なら。 


.ホ 煉瓦の 製造 ま 調査 姑選擇 

風化 物は 洗繼 K 依つ て 除去し 得べ しと 雖も 、建築物の 被害'^ 
を 避けん が爲 めには 煉あ 自身の 鹽類 含有量の 少量なる ものと 
選擇 使用す るに 如くは なし •，而 して 此の 種煉 あの 製作は 姨 巧" 
製造者の 硏究 改良に 期待 すべさ もの なれ ども、 今 需要 者 側に 
必要なる 調査 事項を 列記 ずれげ 左の 如し。. 

一、  粘 ± やに 含を する 可溶性 アルヵリ 鹽 硫酸 迹 硫化物の 多少 

二、  燃料に 含有す る硫黃 又は 硫化物の 多少  ’ 

- 1 二、 素地を 常 燥す る 際に 於け る 風化 物發 生のを 無 並 其の. 豫 
防 法 

四、  燒成 火力は 酸化 焰 なり や 又 還元 焰 なら や 

五、  結 ホ 分子の 粗鬆施 素地の 多孔性の 程度 

六'、 煉荒燒 成 後 冷却の 際 窯內氣 中の 硫酸 あ斯 を贼少 する の 
’處理  • - 
化 も 粘 ± 及燃稱 中には 煉巧 中の 麻 酸の 根元を 爲 ずべき 硫化 
物を 含を せざる ものな きを、 其の 大部分は 燒 成の 際 硫酸 冕斯 
と爲 ろて 發 散し 僅かに 粘 丈に 在る 少 部み の燒成 後猶ほ 嫌充中 
に殘留 する こと あるの み、 而 して 潑散 せる 硫酸 克斯は 燒成乂 
度の 冷却に 傾きた ると さ 巧び 煉瓦に 吸收 せらる、 順序と をる 
を て、 粘 ± 及 燃料は 含を 硫化物の 少量なる を 使用すべく、 


が 斯 くじて 製造せられ たる 煉 おは 之を 良質な ろと す、 古來 薪炭 
燒嫌 巧の 耐久力に 富む と稱 せらる、 は 蓋し 此の 點に歸 着す る 
ものを らん。 

含有 硫黃 量の 多き 石炭を なで 燒 成せられ たる 練 あは 旣に窯 
中に 於 V 又は 冷却 窯 出 後 僅々 數 日に L て 風化 物を 發 生ずる こ 
と あろ、 义媒烟 を吸收 せる ものは 半燒成 品ょりも 多 墓に 風化 
物を 發 をす、 此 等は 皆 冷却の 際 硫酸を 斯 を吸收 したる に 依る 
をる をな て、 冷却に 先 だ も 窯 巧の 硫酸 お 斯 を减少 をし むる 方 
法を 施行す るの 必要 あろ、 之が 方法と しては 焚 さ 終ら 前數時 
間は 蜜 巧に クリン カ I を 生ぜし めざる 樣努 むる か 又は クリン 
» 力 ■に充 もたる 火爐を 密閉す る も 巧な ろ。 

如斯 硫酸 巧斯 をして 减少 せし いる 方法を 講ずる は 嫌 兎燒成 
上 最も 硏究を 要ず る 事項なる は拘 はらず、 未だ 我國の 練を 製 
造 業者の 注意を 喚起せ ざるは 畢竟 需要 者 も 亦從來 風化 物の 發 
生に 注 を缺 きたる の 結果 化 非ざる なさ か。 

硫酸 お 斯 の充滿 せる 窯內に 於て が 却した る 煉あ中 充分に 燒 
成せる ぶのは 唯 表面に 風化 物を 生ずる のみなる る、 歇弱 にし 
て 多孔性の ものは 內 部迄該 お 斯を 吸收し 多量に 含有す るを 常 
とず、 又 燃 燒の際 姨あ內 に 可溶性 鹽 酸を 新 成す るには 硫黄 荒 
斯 とおに 粘 主 中の お 灰 苔 丈な 强き酶 化媳を 必要と す、 從 つて 


終始一貫 酸化 焰 にょら 燒成 せられた る 嫌 おは 勢； 5 可溶性 鹽類 
の 含を 多量と なる を 3 て、 茲に 還元 觸を 利用し 酸化を 中 絡せ 
しりる の 必耍を 生ず、 其 他 素地に 含有す る 可溶性 硫酸 鹽に對 
し バリゥムの 處理 •節分の 程度、 採掘 後 製 お 迄の 風化 期間 迹 
程度 等は 練 あ 需要 者の 調査す べ& 必要 條 項なる べし。 

或る 製造 會 社の 煉克は 吸水 率 二十 パ f セント 耐 廢力臺 立方 
尺 一 一宜 お 十 乃至 一二 百 « を 有し、 我闕 所產姨 を 製品 中 上等の 部 
類に 位せる るのを るが、 該嫌 おを 用む て 建築せ ぶ骄の 一. 部は 
短時日 間に 表皮の 破 撰を 招きた るを なて •之を 調査した る 結 
果 硫酸 0*0 一一 〇 ニバ t セントを 含有せ る ことを 發 見せろ、 又 
其の 原料なる 姑 ± は 可溶性 硫酸 〇 •一八 一四 パ I セントを 含 
有ず るを 化て 燒成火 度 不充分なる 爲め觀 ± 中の 硫酸 量を 尙夕 
量に 殘留し 遂に 右の 如き 破 提を來 したる ものに 非ず やょ 認め 
らる 化し 乂度充 かなる ときは 僅々 0*0 ニニ パ—* セントの 硫 
酸を 含有す るに 過ぎず と雖 も、 斯る 原料を 使用した る燦 おの 
多數 中には 右の 如き 結果を 生ずべ さるの、 混入せ ざろ を 保し 
難しと 謂は ざるべからず、 是れ始 十： の 調査を 必要と する 所' な 
なら。 

一般に 燒 成せられ たる 練 おの 並燒 一等 おは 火 度 均一、 駱締 
完查 、がモ 緻密に し V 奴 氷 率 十 パ： セントが 下、 耐壓 力壹立 
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方 尺す 五十 順な 上を 有ず るを 稱賛 すと 雖 る、 尙嫌 をの 破損と 
一巧— 廢 跑鹽赫 とは 密接の 關係 あるを なて 鹽 類の 含有量 少 許なる 
べき こと 甚だ 必要なる 條 項たら、 從 つて* 一等 品と 嗜 ふべき 品 
質と しては 右條 件の 外に 加 ふるに 可溶性 鹽 類の 制限を がで し 
初めで 完璧た る ことを 得る ものと 謂 ふべ さなろ。 

次に す 溶 性鹽類 含有量 比較的 少量に して 直 吸水 率の 少なき 
ものは 燒成 嫌を に 如く ものな く、 此の 穗嫌 をの 硫酸 含有量は 
並燒 品に 比し S 分の，' 一、 吸收 率は 半數 をる に 過ぎ るが 故に 
建築物の 耐久 上 最適 當 をり^ 雖 も、 恨む らくは 其の お狀 寸法 
の お 確なる もの 少なき にょろ、 燒過 一等 品の みを 遮 集ず るは 
甚だ 困難に して 尙且 、高價 たるを 免れず、 准し 目地の お 確を. 
必要と せず 美觀を 顧みず 唯に 耐久力の みを ま 眼と ずる 鶏 合に 
おろて は 燒過二 一一 一等 品を 使用す るを 最 利益 あ 6 とず、 參考と 
レて 左表を 揭 r、 


吸 


水 


率 


製品 あ稱 


等 


燒 

% 

燒 

並 

燒 

並 

過 

燒 

過 

境 

過 

燒 

巧 

% 

セ 

■レ 

-t 

% 

五 

か 

% 

-1- 

-1^ 

X 

四 

% 

九 

S 

% 

3fL 

セ 

二 

一 

九 

二等-品 
1 〇% 
セ 九％ 
二 四％ 

ご 一六％ 

一九％ 


ご 一等 品 
一七 •一二 九 嘴 

一二ん 八％ 
一人 一% 


燒 

過 


八 •化 二％ 
セ ‘111 セ％ 


二？ ミニ％ 

九 •凹 一％ 


119 巧 八％ 

19 ミニ％ 


凡て 吸水 率の 多少は 原料の 良否に 關 ずるを 化て、'  旣設會 社 
は 原料を 改良す るに 非 ずん ば 根本的に 吸水 率を 減少ず る こと 
能は ず、 表 中 人 巧の 燒過嫌 鬼は B 巧 燒過嫌 鬼の 吸水 率の 約よ 
倍 並燒の 二倍を 有し、 吸水 率 にがては B 巧 並燒嫌 瓦に 及ば ざ 
る こと 遠し。  ， 

燒過煉 巧と 稱 ずる ものは 一面 若く は 二 面を 烙融の 程度 迄燒 
.きたる ものにして、 假 令を 部の 吸水 率は 他の 並燒 品に 劣る 場 
合 あらと 雖 、其の 烙融 された る 面は 殆んど 水分を 吸收 又は 蒸 
驚ず る ことなき をが V 風化 物の 發生 被害は 並燒 .にして 吸水 率 
少なろ C ものょ らも 優る こと 數 等なら と 謂^ 得べ く、 加 之が あ 
に 含有す る 水分が 冬期 凍結 膨脹し y 嫌亮を 崩壊せ しむる 憂を 
る 場合と 雖も •吸水 率 少なる 並燒 又は 燒過嫌 巧は 此の 被害 歡 
なく， 特に 燒過嫌 あの 炼融 したる 面の 表皮は 並燒煉 あょろ も 
一層 固く 且つ 嫌亮內 部と 密着し 區 分し 難く 極れ V 徐 々に內 部 
じ 向け 火 度の 變 化せる ものなる がな に、 並燒嫌 巧の 如くを 易 
に 離—^,^^ 化 等の 長所は 臟て燒 過* をの 最 
良なる 巧 を爲す ものと す。 

堯過 嫌克に 類似せ る！^ 燒煉 ちは 唯 表皮の み 烙融し 其の 廈下 
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は 直に 粗鬆 質に 變ぜ るを なて、 吸收 率の 犬なる 姨 おを 鹽燒し 
たる ものは 却つ て 害を 爲ず こと あち、 嘗て 化 海道 河川工事に 
使用せ る^ 一 冬期 間に 查部 其の 炫融 表皮を 剝 離し 終 
ろた る事實 あろ、 此は皴 兎の 選擇を 誤を たる】 例な 6 と 謂 ふ 
べきを ク〇 

一般に 謂 ふとき は 嫌 おの 崩壞の 原因は 普通の 水み 凍寒 作用 
ょろ も 寧ろ 風化 物發 生の 多少に 關 する こと 多く、 彼の 滿洲化 
海道の 如き 地方に 於て は 冬期 乾燥せ る 化 風 吹き 嫌 おのか かは 
之が 爲め奪 去られた る 後長 さ 凍結を 來す ものにして 嫌 おの 崩 
壞 比較的 少なし •是れ 朝鮮 及滿洲 地方に 於 で、 お、 嫌克の 如き 
極めて 脆弱なる るの さへ る鄕 ほ千餘 年の 耐久力を 有する 所が 
を々、 之と 反 對に巧 地の 河川工事に 使用した る煉 おは 常に 水 
をの 供給を 受け 風化 物め 發 をに 最も 適を せる 條 件を 真備 すと 
謂 ふべ し、， され ど】 方に 於 V 時々 出水の 爲 め洗繼 せられ 表面 
に 風化 物を 遺留せ ず、 從 つて 化較的 風化 物の 被害 少なき は自 
然の鹏 なち、 又 冬期に 於 y 凍結ず る こと ある も 風化 物の 發生 
と 時を 同 ふせざる を 3 て 被害 程度 至つ て 緩慢を A、 是を なて 
水分の 谏結 による 破壊 作用は 風化 物の 同 作用に 比する に 遠く 
及ばざる ネ のなら と 謂ふぺ し。 

セ姨瓦 風化 物が 他の 巧稱に 及ぼず 被害 


煉 おに 發生 する 風化 物の ま 嬰なる 生 分は 炭酸 曹達 及 硫酸 曹 
達に して、 又 セメントの 風化 物は 水酸化 お 灰 及 炭酸 おがなる 
をな て、 兩 者の 風化 物は 查然 異種の 化合物なら、 化し 其の 孰 
れも アグ カリ 反 應を呈 する ことは 同一を ろと す。 

アグ カブ 鹽 又は 其の 溶液は 鐵 類を 腐蚀 する ものに 非らざる 
のみ をらず 却つ V 寧 ス防鍊 作用 ある ものを み、 例へ ば ア少力 
リ 溶液に 浸漬 せる 鐵片は 蒸溜 水 又はが 水に 浸漬 せる 鐵ザ より 
も錯を 生ずる こと 少なし、 而 して 録片を 半ば ア八 カリ 液に 浸 
し 半ば 空氣に 露出す る瘍 をに 溶液の お 目よ ら錯を 生ずる こと 
ある も、 此 は是れ 溶液よ ろ蒸發 ずる 水分が 空氣 中の 酸素の 援 
助を 受け 然 らしむ るるのに してが しで ア八 カリの 作用には 非 
ざるな- c>。 

な 上の 結果は 鐵翰 3 ン クサ-. 卜、 鐵骨煉 お 建築物に 於て る 
ホ 之 あら 防鑛 作用を 爲す るのと 云 ひ 得べ く 且つ又 風化 物の 發 
をは 煉 おが 水分を 吸收 したる 後に 起る 现象 にして、 建築 當時 
の 水分 揮發 せる 後に 於て は 水分の 深く 浸入す る こと 少なく、 
又 其の 水み は大煮 中に 晒された る煉 鬼面よ ろ蒸發 ずるを なて 
鐵 がの 表面に 風化 物の 結晶を 生ずる が 如きは 殆ど 不可能なる 
ベく、 隨 つて 嫌 あ 風化 物が 鐵に 働く 作用は 寧ろ 論ずる にあら 
ざるべし、 猶ほ鐵筋コ ンクリー ト中の鐵筋は建築售時セ メ ン 
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卜 よら 遊離す る 石灰水に よら 包 園せられ 鐵の 表面には 其のが 
薇 物を 生ずる をな て‘、 大に 颗鑛上 有効なる 事 推知す る 化 難 か 
ら ざる 所たち。 

次に ア八 タリ 反應 をぎ する ものは 木が を 腐蚀サ しむと 雖も 
木材の 一部に 働く ア^ カリは 徐 々化 他の 部分に 及ん •て 働く こ 
となければ、 ア八 カリを なて 木が を腐蚀 せしめん が爲 じは 約 
二十 パ， セントが 上の 炭酸 曹達を 要す。 

然るに木骨嫌お並木骨 コ ン ク リ f 卜建築物 の木骨の煉を接 
觸 面に 嫌 克が與 ふる 風化 物の 量は 多くと も 0*0 五 鬼 位に し 
V 木材の 重量に 比し 極めて 微量な ろ、 又煉 をの 水 かは 此の 接 
觸 面よ ら蒸發 する こと 少な さを なて 風化 物の 發を 量は 尙更輕 
賊 すべさに 化ろ、 木材に 對し 全々 無害とは 謂 ひ 難 さも 敢て恐 
る、 に 足らざる ベし、 在 ホの 煉巧 建築物に 於て 煉 おに 接 觸し 
木材を 使用した る 窓 及室內 開閉 戶の 腐巧狀 態は ア八 カリ 作用 
の 結果と 認〇 可^も のを 見ず 寧ろ 水分の 結果を i と斷 をし 轉 
る もの、 如し 勿論 揀 を 觅 セメントは 地下よ 6 連續し 水分を 吸 
收す るを なて 防水 作業を 講 せざる 基礎 上に 木骨を 建な すると 
きは 其の 基礎 部分よ 6 腐朽を 始 い、 され ど 此の 腐朽 作用は 必 
ずし も 木骨 嫌を 木骨 コンク リ ー トに 限られた るに 非ず、 一般 
建築物の 腐朽は 皆然ら ざるを さを' 化し 洋式 建築物は 尙一 


■層 地下よりの 防水 設備 床下 空氣の 流通、 雨水の 排泄 等に 注意 
を拂 ふに 於て は 風化 物の 破 害は 自ら 消滅す るなる べし。 

。我 國の如 弓‘ 濕度 高さ i 地に 於て、 查然 水分を 吸收 せざる が 
解を 使用し 建築 するとき は 雨期の 候に 於て 其の 材料の 表面に 
水み 附着し 滴々 落下す るに 至 A、 該 水分 中には 炭酸 巧 斯を溶 
をず るに よ 6 炭酸に 冒され 易き もの 例へ ば 炭酸 石灰の 脆弱な 
‘る もの 等は 之が 爲め 胃され 遂には 表面 粗鬆 となら 或は 變 をし 
又は 剝 離す るに 至る もの なれば 建築 上大 に考撼 せざる ベから 
ざる こと、 ず、 而 して 我國 慣用の 石灰 壁の 如きは 化 目的に 最 
も 適した る ものと いふべ く、 同時に 彼の 空氣 中に 多豈の 炭酸 
巧斯を 含有す る 劇 傷 其の 他に 於て 煉を 又は セメントの 風化 物 
I よろ 生ずる 被害な くし で 自然に 跪 弱なる 炭酸 巧 灰 質 崩壊を ホ 
す こと あるる 亦 此の 理に 外なら ざるべく、 尙 セメントよ 6 發 
生す る 風化 物の 爲に 嚴壞を 巧ず は煉 巧の 崩壊を 來 ずと 同樣化 
學的 反應に 非ず して 風化 物の 結晶に 起因した る 物理的 作用た 
る や 明な ろと す。 

•八 結論 

我 邦の かき 濕 潤なる 氣 候を 有する 國± に 於て は 建築物の 保 
を 上 種々 の 方法を 講ずる の 要 あらて、 或は 空奶の 流通を 圖ろ 
或は 地下よ もの 吸濕を 防止し 或は 外壁に 巧 W 作業を 施ず 等の 
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事 あ 6 と雖も 若し 嫌 お 建築物の ま 嬰が 料た る 嫌 あの 品質に 前 
述の 如き 缺點を 有する ときは か 上の 諸方 法を 講ず. る も 猶旋充 
分なる 劾 績を擧 r る 事 能は ざるべし、 大凡 嫌 あの 破壞 にして 
單に 其の もの、 吸水 作用の みょろ ホる ものを ると きは 數 千年 
の 後に 副る も猶 破損の 痕跡を 招く ことなしと 雖 一朝 風化 物 
の 潑生么 に 伴 ふとき は數 年なら ずして 破壞の 端緖を 示ずに 至- 
る とと あろ、  然れ ども 事實 上嫌亮 の吸濕 作用は 之を 絕對に 防 
觀し 得る ものに 非ず とせば 勢 ひ 嫌 あの 保を 上には 風化 物の 發 
をを して 出 來轉る 限ろ 少量なら しめざる ベから ず。 而 L て 化 
の 風化 物踞生 量を 減少せ しむる には 第一に 製造者の 硏究 、改善 
を 促すべき は 勿論、 需要 者に 於ても 發 生物の 含有 蘆を 限を し 
其の 多量を 含有す るるのを 使 風せ ざるに 如かず、 今風 化物 含 
有量檢 査に關 して 一二の 方法を 示さん に、 嫌ち を 蒸溜 水に 半 
ば 浸 漬し或 時日の 後 發生量 斑に 溶 出 量を 檢 出す るか、 又は 嫌 
をを 細 粉と 爲し 蒸溜 水を な V 數 時間 煮沸し なで 其の 溶 巧 量を 
檢 巧すべき なら.、 若し 斯の 如く 需要 者が 潑 生物に 注意を 拂ふ 
に 至る ときは 製造品が 自らな なせられ 遂には 我 邦 最適の 嫌を 
を 用 ぬて 建築し 得る の曉 あるに 至るべし、 尙 建築 後の 風化 物 
は 就 さ 嫌を 製造者に 責 化を 帶ば しむる ときは 益々 建築 作業 上 
の 注意を 惹起し 嫌 おの 破 壞を减 少し 得る に 至る や 明なら (完) 


耐火が 料に 就て  ' 

せ 九州 帝 幽大學  わに  た 杉 

H 契學 冶金 科 荒 ホ 材 

一、 緒論 

冶金 其 他の 爐の巧 部を 構成す る 理想的の 耐火 材料は 次の 如 
き條 件を 具備し なければ をらない。—' み V , 

一、  爐の溫 度に で炼 解せ ず、： 撒 度の 急激なる 變 化に 耐 ふる 

事 

二、  嫌克 として 使用ず る ものは 嫌 鬼と ずるに 便利に して 或 

る 程度の 壓力 並に 裝 入物# k 械的 作用に 抵抗す る强 .さ . 

をを ずる 事 

ご 一、 熱 及び 電氣の 不良 導體 をる 等，；'；.,: ... V み。 ち-.’.、 < け^ 

凹、 炼淳其 化の 物に 仏學 作用を せざる 事 十 か.；：.-..‘ 

お、 熱 又は 濕 氣の爲 めに 變形變 質せざる 事 

然し 乍ら 如何なる 耐火 材料 もな 上の 諸條 件を 悉く 具備ず る 
ものは 無^から 多少の 缺 織は 我慢す る 必要が ある、 义 上の 諸 
條 が 中 使用の 目的に 依つ ては 不必叟 を もの も ある、 例へ ば 普 、‘ 
通の 爐に於 V は電氣 の傳導 度に 關 係ない 瘍 合が 多い、 义化學 
變化 K 就ても 目的に 化つ ては 多少 化學 作用を する 事を 必要と. ， 
ずる 事 も ある。 
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通常 耐火が 科と してな 扱は る、 まなる 成分は 姑 ± (Alb3.s 
空 02) •珪  ± (菜 02>.變±  (と 200 •石灰 (PC)  •苦 ± (^gov 
厳化鐵 •酸化 ク P I ム •炭素 等 V わる。 • 

な 上の 諸 成分は ぶれを 爐內に 於 V 使用す る瘍合 何れも 不烙 
性の ものであるが 互に 之れ 等を 混合 するとき は 其の 炫融顯 は 
一般は 降下’ する の V がろ。 而し V 之れ 等の 諸 成 かは 單に其 物 
だけを 使用 すれば 機 诚的じ 脆弱 V あるから 爐を 構成す るには 
不適 當 V ある、 故に 實 際に 於て は 或 種の 結な 劑を 添加 混和し 
で 機械的に 壞れな •い樣 にず るの である。 

耐火が 巧を 大別 すれば 次ぎの S 種と をる、 

1 、 酸性耐乂か料 ( い _'ん ブクー. 摊专快 
二、 中性 耐火が 料 (え％. でスク i ン 、書 マィ レ、 村 ホむ 4、 ぃ抑ふ 
ご 一、 鹽某性 耐火 材料 

二、 酸性 耐火 巧 料 I 
珪± をを 量に を 有する 耐火が 料に して 巧英 (ち artz} •廊若 
(ち artzite) •砂 括 (sand  slot。) •ま 砂 (ち ミで sand) 等が 之れ 
は屬 し、 普通 八十 お パ， セントが 上の 珪± を 含む。 純 粹な珪 
主は 約攝巧 千と 巧 五十 度に 於て 炼解 する。 又 或る人の 實驗に 
依る と 千 五 百度， て 軟化し 千と 百度 ♦て 硝子の 様に 烙融 し、 ニモ 
度に て 流動性と ぶ-^、 二 千 S 百度 乃至 二 千 四百 度に て 幾分 揮 


於ぶ で) A がみ ス ’ 
公」 峰 球を をな 化 
ホが/ れす 
.葦 Li. 、 •をろ 


發 ずると 言 ふ 事 V ある。 

珪± は 比較的 熱の 不導體 •て あるけれ ども、 溫 度の 念 激 なる 
變 化には 餘り堪 へない、 且つ 熱の 爲め 膨脹して 巧英 (比重 二 • 
ムハーと から 雜巧英 (tridymi を) (比重 1T ご 一) に變 化せん とずる。 
此處に •注意し なければ ならを いのは 耐火 材稱の 膨脹 义は收 縮 
と稱 ずるのは 一般に 物理的の 定義と 違つ て 一度 膨脹 又は 收縮 
した ものは 冷却 後も舊 おに 復 しない もの V ある。 珪± は 化の 
礫に 膨脹す る 性質を 有する が 之れ を 一度 炼融 して 造らた る 所 
謂 烙融珪 ± (す 菜み W 吉 ca) と 成ず 時は 膨脹 係數は 甚だ 小と な 
がら、 赤熱した ものを 急に 水中に 投入す るる 少しも 破損 せらる 
る樣を 事は ない、 をれ 故 實驗室 用の 器具の が 牌と し で 頗る 適 
當 V ある、 又 之れ は 酸に 麻 ふる 力が 强 いから 硫酸 製造な どに 
も應 用せられ る。  \ —— みぐ 

ガニ スタ 1 (ggis を r)， 英吉利の シユ フィ， 八 ド 附近に 產 
出する粘±質の砂岩をダ ーー ス タ ， と名づけて酸性耐火が料と 
し V 使 巧せられ て 居つ たが 巧 ホは 珪酸 物質に 少量の 粘 ± を 混 
和した ものを 一般に ダニ スタ， と 呼ぶ 樵に なつて 居る。 大約 
ター％ の 理± と 5^ の 變± とから 成ら 立つ て 居る。 之れ. は 
煉 鬼と ずる 事を 得れ ども 耐火力は 珪石煉 鬼に 及ばない、 多ぐ 
は 轉爐の 巧 側を 裏 張ら clieieg) する 時な ど 化 用 ひられる。 


も 


ず 裤ぶ 棘ん 

S 义 ^夕捧 て： 

.巧みがん 如ク が' 

"‘み 々ぅ. 弯 

'み ム^、 J がす' ノ 。 
(•^'\々 '一可な； 
.が-を ザ、 ク 

V 為を フ、 


を お 速 巧、】 ぶ ダイナ ス煉亮 (を 口 as す io ごと も稱 ずる もの 
V 最初 英吉利に 產 する 殆んど 純粹ぶ 砂岩 (菱^の 珪± を 含有 
ずる) に 少量の 石灰を 混合して 造つ たもの V あるが、 今日 V 
は珪岩 •破 岩 等を 粉砕して お 灰を 混じて 造 クた姨 巧を 一般に 
.ダイナ ス姨あ 又は 珪お姨 おと 稱へ るの V ある。 普通 赛 X 乃 
至 の 珪± を 含有し 其の 炼融溫 度は 白金と 殆んど 等しく 
約 千と 巧 度 V あるが、 加熱に 對 しで 甚だしく 膨脹す る 缺點が 
ある。 此の 膨脹は 一 趴ド付 さ 四を の 一巧 即も約 段^に も 達 
する り， て あるから 爐を 造る 場合には 夫れ だけの 餘裕を 與へ置 
く 必要が ある。 平 爐の屋 娘の 樣に 高溫 度に さらされる 巧には 
皆 珪お萊 巧を 使用ず る。 化の 煉 巧の 接合には 珪± セメント 
(silicacegen ごを 使用ず る、 一般に 高溫 度の 爐積用 モ八夕 八 
•は 其の 嫌を のま 成分と 同じ 物質から 成る ものを 使用ず るの ザ 
あろ。 其の々 析の 一が を 示せは 次ぎの 如し 
煤 片ィ膽 ホィ 惑を 鑛ィ が骑ィ 恥：！： ィ ’ 

95,5  1,5  0,7  ご 0,1  ^ ホ 暨赚) 

令 里 がげ、 之れ は 多く 酸性 平 爐の底 部の 裏 張ろ に 用 ひられる 白 
色の 珪が V あつて 其の 成み は大體 次ぎの 如し。 

媒片 ，磯：！： が 還を 潑ィか 辯， 恥： h-  r/ く 社ーィ 
97,25  0,16  0,08  0, 送 0, 器 


一 气中赌 耐火が 轉 

此處に 中性と 言 ふのは 其の 用途 V なく V 化學 的の 中性なる 
もの V 多少 何れ かに 傾い V 居 つても 其の 作用の 極く 弱い もの 
を 言 ふの V ある、 例へ ばク P マィトの 樣を ものは 殆ど 鹽基性 
爐に ばかろ 用^られ るが 性質は やは ろ 中性、 て ある。 

黑銳 (graphue/ 殆んど 純 辟なる 炭素" てあつて、 天然に 產 
する るのと 人造 晶と ある。 耐火 牲の 最も 高い をの V 而も 電氣 
の 良導體 であるから 電氣爐 に 電流を 導く には 最も 適當を もの 
V ある。 朝鮮は 黑 鉛の 有ぶな 產 地'' てあつて 最上 等 おは 炭素 
90^  3 上の ものみ ある。 通常 天然 產の ものは 炭素 70^ 內 
外の もの 多く、 其の 鱗狀 又は 繊維 狀の ものは 巧禍 製作に 適し 
電氣爐 用と しては 粉 ホの ものにして 炭素 含量 も少く  位の 
もの V 充分 用 S られ る、 巧禍 又は レト^卜を 製作ず る 時に 说 
大體 次ぎの 様な 混合を し V 用 ふる。 

名稱  第一 例.’  煞二例 

黑 .鉛  五 〇、  五 〇、 

空氣 乾燥 船 ±. -‘ぉ .V 皆む 已四 五、  二 j 三、 

破 を， ぉ、  ；、 

炭素 嫂 瓦、 是 れは黑 鉛と 粘 主 又は 骸 炭と 粘 丈、 或は 骇 おと 
コ 》 卢夕 * から作クカものザある。 近來は コ ー 八夕 |にて骸 


苗み バ V 闲み I 

巧ろ、 ノ お 十* う う、 トク、 


裝 がを 廊め y 製した ものが 沉く 使用 せ^れで 居る、 原が に 供 
する 骸 炭は 成るべく 灰 かの 少 い？^ のを 用 a 二 耗の大 さに 砕 
さ、 之れ に 二％ n •火夕 I を 混和して 綱い 中 じ 之れ を 型の 中 
に 移し、 千 一二 百度 乃至 千 四百 度に 燒 成す るの V ある。 • 

骸炭粉 A び 木炭 粉に 等量の 粘 ± を 混和して 造つ た 素が ブラ 
スクと 言 ふ ものが ある、 之れ は 製 煉壤に 於て 金屬 の炼融 した 
ぇのを 流す 器の 裏 張らに 使用 せられて 居る。 

ガス カ 1 ボン、 之れ は骸炭 製造 又は 燈 用あ斯 製造の 時に 出 
巧る もの V、 炭素の 含 藍は ミ— 菱^で あつで 黑銳 K 近い 性 
質が ある。 

クロ マイト (又は ク n ! ム煉 を)、 クロマィ 4 Cl-b3 .ちな 0. . 
なる 成み を 有し ♦純粹 なる ものは 其の 割合が S 十二に 對 する 
六十 八で ある。 然し 乍ら 通常 產 出す るク n マィトは、 酸化 ク 
口 — ムの 一部分は 繫± 、酸化 第二 鐵 等に 依つ て 置換され で 居 
るの が 多い。 又 酸化 第一 鐵 の】 部分は、 苦 ± に 依ろ で置赖 せら 
むて 居る もの も ある。 普通 蛇 絞 岩と 共存ず る 事が 多い が クロ 
マィト 中に 蛇紋 5 おの 混じ V> 居る のは 宜 敷くない が 苔 ± 及び變 
王は 多少 含 れて 居る 方が ょい。 日本では 化 海道 及び 鳥お縣 
じ產 する。 

ク n マイトは 中を で わるから 酸性 烙淳义 は 鹽某性 烙淳の 何 


考ム 為 巧が 译备 をが が 巧 ふ >兮 • I 

れ にも 作用され ないか 從ツて 酸性 煉 あと 鹽 基が 練 あとのみ 間 
に 用 ひられる 事 も ある。 嫌 あを 造る に 皆 結合 劑 とし V 一 姑 ± •お 
灰 •萬 ± 等を 加へ 型に 入れて ぶ おし 燒成 ずるの "て ある。 クロ 
1 ム煉 鬼は 一般に 烙融點 低く 千 五 百度 位 V ある。 加熱 すれば 
膨脹ず る 性質が あり、 熱を ょ只傳 導ず' る。 其のみ 析の 例を 示、 

せぶ 次の 如し。  么ミ r を 劈/をを/^ ミ 作： ぶ 

瑟巧 A 。 ， トィ戀 巧® ィ鑛： h ィ聘 片， が 詩， 操： h* 

62.2  接 •一  2 .ご  1.1  护一  寡 

骨 巧 (boueasl こ、 動物の 骨を 窯 中に てを 氣を 充分 流通せ し 
めて 燒 成した もの V、 不純なる 鱗 酸 カ グシゥ ふじ 外なら ない。 

之れ を 粉砕し V 型に 入れて 成形す るの V ある。 密陀 僧の 作用 
じ 能く 抵抗ず る 故に 試 金 術に 於て 灰皿を 造る に 使用 せられで 
居る。 

耐火 お 主 (を e 么 ay)， 耐火 粘 ± と稱 する のは まとして 變± 
と珪尤 とから 成る 微細な 粘 ±v ある。 濕潤 である 濕潤狀 態に 
於て は 可塑性 V あるが 高溫 度に 於て は 固化し で 岩の 横 化な 
る。 烙融點 は 成み に 依つ て 相違ず る けれども 約 千 六 百 五十 度 
V ある。 天然に 產す るを 水 珪酸ァ 八 ミナは カオリ ナィトと 稱 
する 物 ，て MA、2sio。. ホ： Hb をる 成分を 有し 千 八 一 白 五十 度の 
烙融點 を 持つ て 居る。 通常の 耐火 粘 ± は 游離狀 態の 砂を 多く 
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含有して むる。 即も カオ ブナ ィトに 破の 混合した るの V、 其 
の 砂の 量が 多くなる に隨 つて 燦融點 は 次第に 降下す る。 カオ 
ブナ ィト 10% のとき は 其の 極小の 場合 V、 燦融點 は 千 六な 
と 十 度 •て ある。 尙ほ 之れ に 他 S' 烙融劑 の 添加され た瘍 合には 
更に 降下ず るの である。  . 

..耐火 粘 ± のま 嬰なる 您 所を 可塑性なる 事と 收縮 ずる 性質の 
著しい 事 等 ♦て ある。 其の 可塑性は 砂の 多い‘ 姑 ± は 通常の もの 
ょち 劣つ てむ る。 又 同一の 姑 ±v も、 白 V 煉捏 するとき は 其 
の 可塑性を 增 加す るの V ある。 而 して 可塑性を 輿へ るには 水 
を 適度に 加へ る 事が 必要で ある。 極大 可塑 度は、 砂 質 粘 王な 
る 時は’ だム 0%. 中間 猫 ± なれば 20— 沒^ •細 末 粘 i なる 
餘は孩 I30X  V ある。 耐火 粘 ± の收縮 度は、 破 質 粘尘で 
2% •細 末 お 丈 V 12^、 ホ 均 n — V ある。 大氣中 V 乾燥 
ずると 含は 機械的に 含まれて ゐる 水み の 大部分を 除去ず る 事 
が 出が、 更に 此 物を 四な 五十 度 位に 加熱ず ぇときは、 化學的 
に 結合せ る 水分を 大部分 除く ことが 出 來る叟 に 進ん ♦て 赤熱に 
熱すれば 殆んど 水分は 無くなつ て 仕舞 ふの V ある。 斯 くして 
得た る ものは 可塑性を 全然 消 矢して 極大 收縮 度を 有つ 樣に成 
るの V ある。 化携 になつ たるのを シヤ モットる をを) と 
稱 ずぶ" 


耐火 姑 ± は 巧 おと 關係 深く、 英國の 如きは 炭が 附近に 良質-‘. 
の 耐火 祐± を產 出して 居る。 日本に 於 も 福 島縣の 炭田 又は 
愛知 縣 (瀬 戶} に 於け る 劣等なる 巧 炭 郞ら亞 炭層に 供つ て產 
出す る、 所謂 木 節 粘 ± と稱 ずるのは 之れ 等の 猫 ± 中 にお 炭と 
を 6 さらない 木片 等を をり ことが 往 々あるよ 6 出た 言葉 V あ.. 
る。 其の 外 日本 •ては 伊賀 方面、 S 池 炭坑 附近、 化 海道、 朝鮮、"、 


耐^^^ 上記の 麻乂姑 ± をが V 獲つ たな 色の 煉鬼 であつ； 

て、 まとして 煙突 •煙道 等の 樣な 比較的 高溫 度で 無い 所に 使， 
用され るの •て 電氣爐 其の 他の 高溫 度の 爐に對 しては 燦 鋼に 接 一, 

觸 しない 所即ら back li も處を どに 使用 せられる 事 も ある。. ，と、 
烙捧 等に 接しない 時には 攝巧千 四百 借 化の 溫度咬 V 堪ぇる 攀 .r;> 
がぉ來 る。 化の 嫌 おの 缺點は 高熱の 持に 著しく 收縮 ずる 事 V i 1 
あ ミ 

•耐火 粘 止を 用； 5 て煉 f 造る には 收縮 性を 成る W く少 くず 访 II 
るた めに 砂 質 粘 ± を 混合し、 又は 破シャ モット、 黑鉛 等を 混. I た 
せる の V ある。 而 して 此 等の 混を 物の み 量は 可塑性に 富んだ 知 也 
姑 主 なれば 段— 35^ 否からざる ものには： 10115 X ほどを ，1 ‘ 
加へ、 型に 入れて 嫌 おの おに 造ろ 上が、 遊氣 乾燥を 巧 クた據 . 
を鄭に 加熱ず るの、 て あぷ。 


滿洲 の本溪 湖、 復州等 何れも 炭田 义< 近く 產山 ずる。 

>>!! 产 |ミ* 


0 

.V  ^ . 


f ん 


• 酣火嫌 克用粧 ± のみが 結果を 示せば"  . 

堂 ィ質ィ 還を 鑛ィ 舅" 留ィ 7S ご ミィ、 

47.33 结 b5 援〇  26 1 •ご 3.18  10.51 ( 绩線巧 

与. 15  33.55  2.S  0.22  ご 5 — 13 •累^^"' ン 

次ぎの 表は 米國產 耐火 煉 おの 分が である。 

盛 山， 鑛片 < 環を 鑛ィ が絲ィ 恥： t,  7V ス红 . 

器. 5 たた  L0  0.5  0.25  0.6 

S 石轉石 (agalltrue)、 岡山縣 S お 町に 產 する もので 從巧 
お 筆が 料と して 採掘して 居つ たが、 明治 云 十 年頃から 耐火 材 
広 \C  _ s'— 料と して 使用す る樣 化を つたが 今は 盛に 耐火 煉亮を 製造して 
ま、 ぇ. を 佑、’ 居る。 外國 には 化の 產 曲が 少 いが 日本 V は 最も 重要な 耐火 材 
巧と をつ て 居る。 岡 扣縣の 外は 山 口縣、 廣島縣 、朝鮮、 滿洲 
等から る產 出す る。 其の 成因は 火成岩 特に 石英 粗 面 岩ごぷ 口— 
rite)、 粗 面 若 (tra 色 ミ e) 等の 中に ある 長 おから 變 成した も 
の •て ある。 變± と 含水 珪 主と がま 成分 V あつて •變 ±げ 多い 
るのは 结^な 上 あるを みが ある C 

S 石 磯 石で 耐火 煉克を 作る には 之れ を 碎岩機 (01.US11 さ) を 
なて 粉砕し、 更に ミ 八 (一氏 一一) にて 細 粉 どなし、 錦 別け、 之 
• れに木 節 粘 i 及び 適量の 水を 加へ てよ く 混合し が おの おとな 
•し、 煙道の 上に て靜 かに (約 十日 間) 乾燥した る 後爐に 入れ 


〇 


で 約二晝 夜で 繞が する-  : 

力， ボラン ダム (carborundum)、 化 學符號 は SiCj でわク 
て 電氣爐 の髙溫 度を 用； 5 て 珪±>- 炭素と に化學 作用を 起させ 
て 作る。 其の 結晶 しないる のを carboru 口 dura  sresaBd と 言 
W 珪 生が 完查に 還元し ない •て 一部の 酸素を 殘す もの 即ら 塞， 
C20 を siloxicou と 言 ふ 


ご，-, で • 

J1/  を F 


四、 鹽 基性耐 义材斟 

白雲石 soliite)、 苔 丈と お 灰との 混合で あつて 其の 割合 
は產 出す る 地方に 依つ て 著しく 相違す るが、 苦 ± の 量の 多い 
方が 價 値が あるの V ある。 不純物と しては 珪± 、炭酸 鐵 、蔡 
丈 等が あるが 之れ 等の 和が 5% な 下の るのを ょしと する- 
製鍊 業には 最も 必用を 耐火 材料 •てめ つて 通常 お 灰 石と 產 出を 
共に し， 日本、 ては 大分 縣の德 浦、 津乂 見、 福 岡 縣の恒 見、 滿 
洲の大 連 等が 主要な 産地 •て ある。 お 灰 や 苔 ± と 同樣に 婿堯し 
て 白色の 物質と をし、 之れ に夕 ，八を 混じて 鹽基性 製鋼 纏の 
底 部を 作ろ、 又は 赚 巧の おとして マ ダネ サィト 揀 巧と 同様に 
，使用ず る 事 も ある。 

今髓 I ぶ 性 鋼爐に 使用され る 白 糞 石の々 が實 例を 示せげ 次ぎ 
の 様を ものである。 


巧 


を‘ 


ゴ F 姆±< 盛 鑛： 殼 を攀殼 を識鄉  <六 
31 .奚 20.19  1.70  1.09  1 .援  45.35  I 


送. 赛 20.1 7 4.34 
送 .3  1S.6  4.5 
送. 0 18.0  3,80 
送. 0 17,0  2b8 


I 45 .を  I 


，言-— 


4‘っご で 巧え^ 
巧.' をスん 一 お . 


二ぉ 


3.00  1.70  た. 2 
含 0 45.00 
S7  45.00 

が 苦 主 (琴ぶ に ま 夏、. 鐵 冶金には 最も 必要な 耐火が 料 V あつ 
て、 天然に 產 する マグネ サイト 即も Mg003 を铅燒 し、 002^ 
追； 3 出して 造る の V 耐火力 非常に 强く 、純粋な ものは S 千度 
にがて 燦融 する が 普通のを のは 酸化 鐵 其の 他の 夾雜物 あるた 
めを 均一 一千一 一巧 度 化の 烙融點 を 有つ て 居る。 マグネ サイト 嫌 
あを 造る には、 マグネ サイトを 適當な 程度に 燒 き、 二耗 位の 
大 さに 砕き、 の 水を 加へ 氷壓 機を なて 型の 中 V 壓摊 し、 
後 之れ を 空氣中 V 乾燥し、 千 お 百度 位の 溫 度で 燒成 ずるの •て 
ある。 此擦 合に マグネ サイト 中の 鐵 分は 多少 耐火性を 贼少す 
るが 煉 おじ 成形す る爲 めには 必要を もの'' てあつて な內 
の鐵 分を 適當 とす 量 g 識 あは 烙 淳に對 する 化學的 抵抗力 
强く 、非常に 堅く、； 目方 も 重い 又 熱の 良導體 V 普通の 耐火 練 
あの 殆んど 二倍 •て あるかち 、之れ を爐材 として 用 ふる 時には 
熱の 損失を 少 からしめ るた めに 其の 外被に 他の 傅 導 率の 小さ 


い物體 をが て 被は をければ ならを い。 

マグネ サィト 嫌 鬼は 熱を 漸次に 與 へずに 急激に 輿へ ると 細 
粉と をる 事が ある。 熱する と收 縮ず る 性質が あるから 爐のア 
I チ 部分を 作る 事は 出來 ない、 此の 樣な鶏 合には 普通 珪巧煉 
巧を 使用す る。 マグネシアは 炭素を 結合して 炭化物を 作る 事 
が 無い から 電氣爐 に 於て は 最も 尊重せられ る。 

マグネ サィトの 分が 結果を 擧げて 見やぅ， 

財 片ィ熙 ± ィが詩  < 瀑巧鑛 ィ繼片 ，い 懲を識 鄉< ，みィ 

1.  47.00  0.50  1.50  — —-  51.00 

2.  4 ド 43  0.92  1.68  4.30  ^ 50.41 

3.  44.06  1.93  1.72  3.S  0.31  を 02 
リ石巧 (Limey 之れ は 巧が お cacow を婿燒 して 00 2 を 追 
ひ 出して 製した もの， て 燦融顯 は 約 二 千 五十 度 •て あるから 耐火 
力は 非常に 强 ぐ、 小形 電氣爐 などに 用； 3 られ るが、 次ぎの 機 
な 缺點が あるから 爐が としては 餘ら用 S られ ない、 ぶ：； C 
w を氣 中の 無水 炭駿 を吸收 して 收縮 凝固ず る 性 震は あるが 所 

々に龜 裂を をず る。 

側 水な 外の ものは 之れ に 粘着力を 與 へる 事が 困難で ある。 、 
佩 例 令 かを がて 固めた とずる も 鳥 熱せられ ると 無水 炭酸を 追 
出して バラ t となる。 


お 灰は 鹽基性 V あるから 堕 基 性 燦摔に 化されない。 從 つて 
若し 上の 缺點が 無い とすれば 鹽 甚性爐 には 必須な もの V あ 
る。 尙ほ 電氣爐 用材と して 制限 サられ るのは 炭素と 熱ず る 時 
は 炭化物を 形成す る 性質を 有ず るから である。 

がボ 1 クサ イト CBea’uxite)、 アグ ミこ ゴムの か 酸化物 Alb. 
(0 田， y てあつて 日本には 產 地が 未だ 發 見せられて 居ない。 么 


’ ン〇碱 れ を擠燒 し、 變±  (と 203.)  V 一して 之れ に 耐火 姑 ± 、珪酸 ナ 

か堯 ，をず 夕づ  / 

つ」 がが みッ t タト 巧 クム、 お 灰 等を 加へ て 嫌 あとして 用 り られ る。 其の 悠融 


、 /. 
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'.一玉 九。’' む： ぅ W ッ 
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:八 しご こっか 明 r 
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巧 


‘點は 攝氏約 二 千 百度 V ある。 但し 之れ は 寧ろ ァ八 ミニ ゥムの 
鑛石 として 重要な もの V あつて 耐火が 料と しては 用途は 割合 
に少 い。 化の 煉巧も 普通の 耐火 煉 おと 同樣に 熱せら るれば 收 
^ する。 

五、 結論 

モルタル OMOrtar)、 爐壁爐 蓋の 嫌 お 工事に •最も 必要を^ 
の V あつて 其の 適否は 爐の壽 命に 大 なる 關 係が あるの である 
から、 之れ が 選定は 重大な 問題 V ある。 高熱に 觸れ をい 所に 
普通 建築 用の モグタ 八 又は 石灰し，- 砂と を 混合した 所謂 ライム 
モ八夕 八を 用 ふる か、 耐火 煉 ち 工事には 耐火 粘 ± モグ タグを 
用； 5、 且つ 熱 又は 化學 的浸蚀 作用 面を 小さく する 爲 めじ 目地 
を 出來る だけ 小さく する。 次ぎに を種煉 おに 對 ずる モ^夕 作 


の 例を 擧 r れ ば、 
寫钟 

尋 え癌糾 
媒 •が 蕩糾 
T« がか 爲糾 
イ 夕 、蕩糾 


尋 みみ/く  く 
(a え 癌糾黎 )+( 爆： h) 

(攀 諸が 棘) +( 尋え蒂 ±) 

(碧 導 H, (尋 え寫 糾攀) 下 (隱 ±)  . 
兒 みお 入 《 /一 巧み >々>  ザ お か ザ 
广 作4ィ Jhc が#^ ご 巧 (燕 S4、 
兴 i/r)-K、4 ぃ證)  - 
(齋 辨黎 み) (2)よ 尋 えを： (ご 
々 —、 こ ^娜» 广壯® 嚇雜广 Aa か榮夕 
が 皿 接が SW-C 卸* ホ广 C。 

耐火 煉 をの 電氣的 W 究 r スタンス フィ f 八 ド (爹 旨の か 色な) 

氏の 實驗に 依れば を穗 耐火 煉亮 の電氣 抵抗は 次ぎ 表の 樣に變 
化ず ると 言 ふ (異化 才 f ム)  ， 
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1,560  .1  ち 段 I 
試料の 形狀は 圓濤形 •てあつて 直 徑二时 、長さ 郞も 厚さ 二が 

半 V ある" 装奠援 5と 何れ Q 囊辜暑 度になる と 

抵抗 か 非常に 少 くなる。 (終ろ) 

蒜 绿 

▲耐酸 器め 製造 

1C 霎 的に 化 學品 Qiy 盡に 他の 種 ミ 巨 的に 用 ふるを 器は 
酸化 侵されざる 事 必要を ろ (ょく 腐 鈍 さる、 るの あろ 心を 菩 
のを 器の 合せ 巨 は 充分 化氣密 にして 曼は 蒸氣の 漏る 事を 防 
がざる 巧から ず、 硝子は 最も 理想 磬 料な れ薰に f 々め 
には 薄く サ ざる 巧から ざるた め 非常に 破損し 易く 爲化 小規冀 
なかには 使 巧し 得ず 尙 硝子は 非常に 脆弱に して 大抵り るりよ 


處理 ずるが 料に 依々 を 易に 影響を 受 く、 を屬類 はがる 巧き 化 
學藥 おに 侵 かされ 易 さため に 使用し 得ず。 

充分に 熱り 蠢 K 耐ぇ 得る 特實 外藥 品に 侵さ 養さ實 
を 使用す る 事 必要を 6 化 等の 特質は 已に 知らる、 次の 二種り 
ものょ ろ 充分 化 得らる。 

一、 珪 酸の 如 5 ある 炼識 酸化物 あれ お餘 ろ离價 にして 使 
用し 得ず 且ツ もの 應用範 圍は制 帳 さる。  ♦ 

二’ 多少 磁器の 性 あ & 硝子 化した る 器 勿。 

が 上の 二に 付菩 人は 硏究 せんとす るな ろ。 

T ふ 理想的 耐酸 器 

極て 上等の 眞の 磁器を 使用せ し 時には 作ろ 上げし 容器は 化 

學口  g 謹 廷暑愛 As」 てを ふを 通さ 完 素地を ぉ 
る 材料を 使潭 之は 蕃 水素 赛 S 何なる 酸に も 侵 かされ 

ず 巧 溶けし ア^ カリ じ 依ら 幾分 侵 かさる、 のみな ろ。 尙您又 
急に 赤熱ず る も 急 冷す るる 破損す る 事 無 <淸 潔 じして 望 
の 種々 の 形のを 器 及 其 化の 品を 作る じ 要ず る 性を 具備せ ち 化 
の 如き 磁器の 製造 化 用 ふる 搔± は型驢 離鑄么 ぶは 化 等の 方法 
を 幾つか 組合せて 成形に 用 ふ 故にを の 利用は 無制限を A。 さ 
れど 其缺® とずる 巧は 製造 費の 極め. て 島き 事な ろ。 之ょ 一つ 
じは 非常に 大 をる 品物を 作る 事の 闽 難なる ためと 原が の烏眞 


あ窩 溫化燒 成す るた め 多量の 燃料を 要するに 依れろ" 

が 上の 不利益を 除く 爲め 代用 おとして 用 ふ 巧き 材料 あれ 共 
何れる 上等の 化學用 磁器に あらず 然れ ども 充分に 注意 ずれば 
化學品 製造 用には 少しも 差 支 無し 此等 代用品は 次の 如き 粘 ± 
ょろ 作らる。 

‘ 一 、 燒成後 所謂 巧 器と して 知らる、 素地を 作る 可き 多量の 
不純物を 自然に 含有せ る 粘 ±。 

こ、 燒成後 比較的 耐酸 性に V 且つ 多孔 質の 素地を 生ずる 所 
の お ± を 注意して 調合した る ものに て、 尙化粘 ± は燒 
成 素地の 氣 孔を充 たし 且つ 粗 磁器 又は 巧 器の 類を 作る 
可き 粘 ± の 結合 劑 たる 普通 「フ ラブ クス」 として 知ら 
るる 烙融性 村 料を 有せざる 可から ず。 

何れの 材料を 便 用す る も 麻 酸 器を 作る 目的は 出 巧 得る 限り 
CV 眞の碟 器に 似^る 品物を 製造す る 事^ 故に 磁器と レ V 有ず 
る 必要の 特性を 有する 事を 忘 I る 可から ず。 或紹器 製を 器は も 
の 性質 眞の 磁器に 余释 接近し たれ どを をの 厚さた めじ 半透明 
ならず 少量の 不純物の ためじ 汚れて 裳 飾の 目的には 使用し 得 
ず。 尙 正確を 期す 分析 じみ 用； 5 得ず 然れ ども ホ瘍化 於け る 多 
くの 耐酸 器は 幾み 硝子 化した る もの k し V 食鹽釉 化て をく 吸 
m 水性 無ろ <樣じ 作らる 其釉 はを く 素地と 別種の 材料を ろ 磁器に 


於て は釉は 素地と 同一 成分に て 作らる。 され ど 其 割合 全 じか 
らず爲 めに 辄は 一層 烙け 易し 多くの 巧 器に ては 釉の 成分は 素 
地の ちれと 查く異 るた めに 磁器に 於け る 如く 素地と 釉 とは 混 
合せず 之れ 此種 器物が 麻 聴，. 及耐 ，熱性に 對し缺 くる' 所な：^. 

f ^ 硝子化性义は化器用お主 ‘ 

耐酸 器に 對 して 特に 適當 をる 硝子 化 性 粘 ± は攝氏 一一 四 0 
度— ニニ 00 度の 間の 溫 度に 燒さ y 吸水性 無き 素地を 作る、 
然れ ども 攝氏一 五 五 〇 又は 其な 上に 熱して をの おを 崩さ さ ti? 
ものなら ざる 巧から ず此翰 圍は大 るる 器物を 作る に 必要な ろ 
大 なる 窯に て徐 々に 熱する 際に 粘 丈が 充分の 耐火性 無ければ 
もの 形を 崩す 傾向 あろ 吸水性 無き 素地は をの 中に 自然に 含有 
ざる、 燦離劑 の 作用に 依ろ 生， ず、 お 灰、 苔 ± 、ァ八 ヵリの 六 
% 許ら を 含む ものが 普通 最良 結果を 與ふ 若し 八％ な 上を 含む 
時は 吸水性を 失ふ溫 度と おを 崩ず 溫 度との 差が 非常に 僅少と 
をる。 

此 等の 天然に 產 する 贿モ化 性 粘 丈の 上等品は eso 口 己を e 及 
Dorset に產す 此處は r ボ I 八ク レ，」 の產 地と し V 知らる 其 
他 Bucldey の， 巧く の Gcal  INleasm ‘ ミ， 及びち wlce あ Q1 ま t さ晚 
•ソ 近ょ 6 產す 若し 粘 力を 赋 ずる 必要 あれば 「チャィナ ク レ—^ 又 
は 細かく 砕きた る 耐火 粘 十一を 加 ふれば 良し 然 かどみ 其 量 過 r 
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る 時は 多孔 質と をる。  • 

人工的 調 含 物 

天然に 產巧 ずる 適 當の触 ± は 高 憤なる ため 或 地方に ては 之 
に 類似の 下等の 耐火 粘 出の 如 含を 用 ふる 習 憤 あち 客の 要求を 
滿 あさす ため 充か 硝子 化する 迄 熱する か 又は I 曆 硝子 化し 易 
き樣化 溶劑を 混合す 化 目的の ためは 客を Ian をの 耐火 姑 ± が 
多量に 使用され て 居る 烙け易 さるのは 單に j 種を 用 ふるが 然 
ら ざる ものは 烙け 易き 粧±义 は 長 お r チャィナ、 スト r ン —1 其 
他の 燦劑を 混ず 普通 營業 的には 長 お、 白聖 又は 和： 性の 他の が 
料を 加 ふる 事は 宜しから ず 如何と をれば 素地 中に 充分に 均一 
は 分子を み 布す る事围 難な ろ マ f グの 如き 燦け 易き 粘 ± を 用 
ふる 事は 最も 良好な ろ 化 等は 良し 一樣に 混合し 得义 多量の 水 
はて. 一 種 又は 二種の 姑 ± を 攪拌し 歸 にて 粗 粒を 取 除 さ 過み の 
水をフィグタ^プ ン ックにて摔ろ取る此製造法は鸯用高くし 
て 耐酸 器に 曝 用す る 事 稀な ろされ ど 此方 法 化 y 炼融性 粘 主を 
處理 する 事 無き に をらざる な A。 

British  Isles に產 ずる 精 良なる 耐酸が 料の あるる のは 八 〇 
% の珪 酸、 一四％ の ア^ ミナ.、 四％ の 酸化 鐵 、一% の お 灰と】 
% の 灼熱 減量を をす る 非常に 珪酸 質の 耐火 牠± なろ 此 材料に 
がき 特に 注意す 巧き 事は 普通に#?. ふる 如き 烙劑の 含有量 少な 


き 事なら 然 れど此 場合には 酸化 鐵は燒 成が 態の ためは 悠劑と 
して 作用す 化が 料は まとして 嫌 お •ブロック 巧は 他の 簡單な 
る 形の 製造に 適ず、 酸を をる、 大を るを 器は 可 缠性粘 主を 用 
ひざる 可から ず。 化 牠± は Devonshire  粘 ±义 ょ 贿モ化 座 
ある Mi 篇 gd の 耐火 触 ± にして 器物の 色は 大切なら ず 酸化 
鐵を 含い 鑛 物を 用 ふる 事は 有利なる 事に して 此 かがは もし 器 
物が 適當 をる 狀 態の 下に 燒 成さる、 時， には 非常に 有効なる 媒 
炼劑 なろ。 

素地の 準備 

耐酸 器に 使用す る 素地は 燒 成した る 際に もの 主なる 特質と 
して 次の 如くなら ざる 可から ず。 

/ をく 吸水性 無 さ こと、 使用 酸と おに 煮沸して 巧 溶 物 0、 一二 
% な 下なる こと、 充み 化燒締 々て 吸水性 無き に 至る 溫度 とを 
れが 形を 崩す 溫 度との 間に 攝巧 一一 100 度の 差 無 かるす からず 
くが々 要求 さる、 所の 比較的 面倒なる おを 作る ために 非常なる 
粘 力を 有せざる すからず、. 乾燥 並に 燒 成に 於て 一 吹に が】 巧 
な 上の 收縮 ある 可から ず、 が 熱の 急變は 耐ぇざる 可から ず。 

な 上の 特質を 得る には 使用 粘 ± 及 他の 材料は 充分に 注意し 
て 撰ばざる 巧から ず 且つ 混合を 完查 になし' 一般に 細工は 熟練 
なる るのに 鑛ら H る 巧から ず 然らずんば 失敗は 明白 化して 使 


卿ん r をえ 

冬を， 


用 者に 不幸を 與ムる 事と 成る 可し。 

/鞋し 素地 調合 物餘 6 膝け 易 さ 場合には 耐火 粘 ± を 加へ 强く 
をす 巧し 反 錄に强 きに 失ず る 時は 一層 煤 烙劑を 用 ひざる 巧 か 
ら ず。 こは 常に 最も 注意して 硏究す 可 含 事柄に して 或 種フラ 
ッ クスは 此目 的には 實 隙適當 せら 且つ 常に 適當 なる 粘 ± を 探 
I す 事は 宜し、 素地が 姑 6 過 r る 時には 燒粉义 は 器物の 廢物片 
を 加 ふ 可し 然れ ど烙け 過ぎた る 破片を 加 ふるは 宜しから ず、 

.又 若し 器物が 乾燥 及燒成 中に 餘 りに 龜裂 をを ずる 時は 燒 粉の 
少景を 加 ふれば 此缺點 を 除き 得て 完全と なる 可し、 調合 ± は. 
义餘ら 姑ら の 無き ものは 宜しから ず こは 普通 製造 法に て 所要 
の 形を 作ろ 得ざる ためなり、 品物を 丈夫に なす 代ち に 一層 耐 
釀性 になさん をず るが 之は 信賴し 得ず 何ん 古 なれば 脆'  弱を る • 
容器は 危險 にして 使用し 得ず 如何なる 酸 もを のを 器を 侵 出す 
る 事無くん ば 買手に なろ ては 充分なら。 唯 だ 必要なら ざる 部 
分の み 酸に 依 6 溶かさる る 事 あろ、 或 場合には 酸の 壓 力に 耐 
をる 事 もの 化學 作用に 耐 ゆるょ^ 必要を る 事 あろ、 此瘍 合に 
は充 かに 粘 力 ある 調な 物を 用 a て 之を 充分に 燒成 する ことに 
依らを 查 なる 品物を 得 巧し、 其 他の ホを る危險 としては 偶然 
に 破る、 事に して 之の 鶏 合には 可 嫂 性 粘 ± を 用； 5 て 余な 鳥 熱’ 
に燒 かざる 事に 依ろ もの 脆弱なる ことを 除かざる 可から ず。 


f 口 (taps) 特化 細かき が 料 よら 作らざる 可から ず而 してを 
れをお 確に 合 ふ樣化 磨ら 贼ず ものな ろ、 化 ものは 普通は 型に 
依らて 岀來 得る だけ お 確に 成形 さる 栓 (SP が ot) は 口に ゆるく 
はまる 迄 砂と 水に て 磨るな々 この 口に 粗雜な ♦ろが 料を 用 ふる 
時は お 確に して かの 漏らざる 合 目を 作る 事は 殆んど 不可能を 

>90  、 . 

.な 上述べ し 所に 依ろ て撰定 せし がが よろ 素地の 準備を なず 
事は普通の粘±製品と同 】 云ふ迄もぶく最善の方法は 
材稱を 水を るつ てよ く 攪拌し 粗雜 なる 不純物を 締 別して 滕爐 

機 (フィ 八夕 ■プ レツ ス) にて お± を 得此プ レツ ス よら 得た 

る ± を徐 かに 動き 且つ 混 練 作用 充分なる ±煉 機 (バッグ ミ少) 
を 通過せ しむ。 これに 依ろ て 所要の 粘 力 ある 均一 搔± となる 
上等品は プ レツ ス よら 出 V たる 柔 かき 儘に て T 度 用 S 加贼に 
成る 皆で ーヶ月 又は ちれな 上 冷が にが 置す るを ろ、 もの 後バ 
ッグ ミが を 通す が 上の 方法を 採用す るは 良策なる にも 係らず 
英國 にて は 余 6 用； 5 居る 所を 見ず、 之に 代る 方法と しては も 
の 費用 少なぅる 余ろ 感ムす 可 会る のじ あらず。 

】‘、 可塑性粘±を。1ラ|を通過サしめて薄き板狀となし 
之を パ ッグ ミ 八 中 化て 巧 ± となす。 

二、 圃き粘±は轉輪粉碎機 (ユ ツデランナ1) にて粉がし 


18# 


，，歸 を 通過せ しめて 粧粧を 除き 取ろ 後權中 にて 水と 漉 じ 
最後に パッ グミ 八に 入れる。 

化 等の 種々 の 方法は 二、 =1 のが 狩が 素地の 成分 中に 乂 6 巧 
6 たる 時に 使用 さる 然れ どか、 る 方法は 陶 業者に 充分に 知ら 
れ たれば 詳言す るの 要な し。 

成形 ま 

/ 耐酸 器の 製造を なず 多くの エ瘍に 於て は 品物は 離穗 又は 模 
型に 依ろ 作ら るれ ども 特製の 泥繫 ょら 形を 鑄 込い 事の 利益を 
る 事 も 明な ち、 陶 車上に てつく るは お 確なる 品物を 作る 事を 
欲せざる 際には 最 {か 價 化て 最善を ろ、 之た 依る 時は ちの 形 並 
に大 さの 異なる 容器 も 作ら 得れ どる 最西 難なる ことは 非常に 
熟練なる 離 髓師を 得る ことなろ、 一 曆複雜 なる ものに なれば 
を 部分を 別々 に 別けて 作ら 後專 門の 仕上 師に 依ろ を 部を 接を 
す大 さが 非常に 冗 確を 要する 時には 離 a の 品を 化 上 盤 化かけ 
るか 又は 半 乾 含に なをし 時 型師に 依ら 仕上げら る、 模型に 依 
る 方法が 赖酸 器に まとして 用 ひらる をの 模型は お膏 型に して 
空簡 品の 製造に 用 ひらる、 は 良く 知る 處 をろ 普通 一 一片よ ろ 成 
る 型を 用； 5 ら るを 半み を 姪 ± の 偏 板を もつ て充 たして 手 又は 
塾 (pad) を もつ y 巧つ 化く の 如くして 型の 形を 取る、 其よ ろ 
殘 ろの ± ぶ 切ろ 取ろ 二片の 型を 正確に 合し 其 能 丈 かを 短 かき 


棒に て かしり 柔 かき 泥に て 接ぎ 合す、 容器の 口が 非常にた を 
る 時には 棒の 代ろ に 指は て壓 迫して 作れば】 層な く 接ぎ 合は 
し 得、 もの ま、 暫 らく 型を 置 <3^ て 然る 後 品物を 型よ A 取 出し 
他の 職工に 依'^ 仕上げられ 餘 分の ± を 除き 且つ きづを 直す。 

バ ィプ 又は 頂 蓋 ((さ P) をを 器 中に ねぢ茲 むた め 一つの 孔を 
を 器の 頸 又はを の 他處に 要する 時には もの 孔は 二、 S の 方法' 
中の】 つを 使用ず、 郞 ものを 器を 仕上 盤に 乗せて 聲 によ クて 
金屬の 螺旋 孔の 如くに なす、 化 方法は 最鳥價 にて 稍危險 をる 
方法を ろ、 特に 熟練なる 旋盤 匠を 要ず 最 普通の 方法は 品物が 
型の 中に ある 間に 下 度 適當の 化を をせ るネ デを 指し 这 化を 開 
くもの な 60 

時としては 最初に 稍 粗なる ネ デを もつ て 化を 開けて 次に 正 
權 なる ネ デを 通して 精密の 孔に する 若し ネ デの ある 口が もの 
品物が 型 中に ある 時に 出來 難き 處に 要ず る 瘍八口 化は 品物を 普 
通 法に 依を て 成 おする 夕 ろ、 先 づ孔を 要する 處を 作る ため 別 
みに 姑± 巧を 作ろ もの 化を 已に 述べし 方法 化て 開ける、 後充 
分に 硬化せ ると 含 一つの 孔を 品物の 側ら じ 開け、 次 V ネデ孔 
を 有する 片 を禪这 む、 もの 接 目は よく 注意して 仕上 r 孔を開 
ける に 付て 種 かの 自働的 方法が 使用 さる、 が、 之は 了 度說明 
したと 同】 原理に し V、 即柔 か^ ± を 型の 中に 最 きたる 儘 若 
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しくは 截斷 機の ために 歪まざる 樣に 支へ つ、 化を 開ける 雄螺 
旋を 要ず る 所には 常に 型 化て 作る が 正確なる 形 句み のを 造る 
には 離禮に 依らざる すからず、 もの 時には 器物は をの 操作に 
耐ぇる 爲め 充分に 厨くなら ざる 可から ず、 小さき ネ デには 二 
ホの 型ょ 6 成る スク リユ t プ レッ スを 普通 使用す。 

一が 法は 管、 纔縮用 螺旋 眷及 か、 る 種類の 耐酸 器 製造に 用 
ふ、 此方 法は 衞生用 管 及截斷 機に 依ら 作る 煉克 製造 機と をく 
同一な り、 なになに 詳言す る 必要なし 凝縮 用 螺旋 管の 如くを 
の 管が 曲な 居る 場合には 機械ょり 出て 巧れ る 時に 巧に 曲げて 
もれを 迦轉 しつ、 ある ドラムの 上に-受けて 姑 ± 柱を 附着せ し 
めて 作る •時には 此 螺旋を-作 るに 少 しづ、 環を 作らち 心して 
製造ず る 事 あら、 之の 目的には 非常に 粘ろ の ある 素地が 使用 
さる 囉摊 機は まとして caps の 如き 極く かなる 品物に 限らる 
、ものに てスク リユ， プ レッ スが 使が され もの 素地には 燒紛 
の適當 量を 加 ふ。 

鑛么 法は 或 程度 咬 V 耐酸 器の 製造に 用 ひらる もの 結果 含水 
量の 少なき 泥 凝が 最良なら 之た は 炭酸 曹達、 水 硝子 又にか^ 
る婦 類の もの、 少量 (一％ 許ろ) を 加 ふれば おれり。 もの 素 
地 ± は 多くの 水を 加へ て泥繫 となし、 之を 締 S 源して フイ 八 
夕 f プ レツ ス にて 巧る、 此お ± を 充分なる 水と 共に 攪拌 機に 


入れて 所要の 含水 量の 泥 凝を 作る、 をれ よち 藥 品の 必要 量を 
加ぇて 調合す、 攪拌 機の 腕木の 働 さはが 斜 (泥 紫) を 僅かに 
溫 めを 易に 泥繫が 態となず にあろ、 ホ V 此泥黎 をが 膏 型に 入 
れて觀 時を のま、 になし 置き、 次 V 剩餘の 泥 紫と あける とさ 
は 所要の 形な 大さ のな 器を 殘 ず。 

最近 B.J.Allg は 次の かさ 特許を 得たら。 即お膏 型を 鐵 
室に て圍み 鑄を 法を 施行ず る 間 其の やを 排 .孰 ポンプに 依ろ 眞 
空に なす、 此方 法に 依ら 得らる、 利益は を 器のを 所に 厚さの 
異なる 處を ホず る 事む. 一 防ぎて 普通の 型に 依る より 正確に 調節 
し 得て、 尙 もの 型の 使用 期間、 氷， し 泥繫の 出入 呵回數 を 多く 行 
ふ 事を 得る じある が 不幸に して 未だ 眞空 ポンプを 用： S ての 製 
造 法を 利用せ ず、 此 特許 權 獲得 者の 要求 通り 充分に 實 隙に 用 
ひらる、 るに まら ば化學 工業に 要する 多くの 空简器 製造 化 革 
命を 起さむ。  . 

乾燥と 燒成 

，器物は 普通法に 依な 乾燥す 充 かに 注意して 餘り 急に 乾す 巧 
ら ず、 特に 凸出部 及 格に 注 愚ず 可し。 

’燒 成は 普通 孙焰 又は 倒焰 のがれ かの 單室 驚に て 行 ふ 普通 衞 
生 用 ±瞥バ 製造に 用： S る 窯が 此 目的に 適ず。 

.多くの 耐酸 器は 食 盤 細を 巧 ふるを なても い 器物を 焚。 よ A 
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投入した る 食 鹽が施 棘ず すき 器檢 のを 部に 接する 様 驚 巧に 置 
かざる 可から ず、 或 工場に 於て は 器物は をれ 化 用^し 姑 丈よ 
ろ 更に 細かぅ 粘 ± にて 覆は る 事 あろ、 然れ どもの 素她 なる 時 
には か、 る 必要なし， 食蘭釉 は安價 にて 非常に 有効 なれ 共 或 
時にはを の 代らに 炼け 易き 釉を用 ふる 事 あろ。 

夕武 岩、 燦融性 粘 ± 及を武 岩の 混合物 (自然 物 又は 人工 物) 
よち 造れる 釉は 大抵の 瘍合查 く 良し。 此釉は 器の 水を 透 さ'^ 
る 性を 增大 する よ A も 寧ろを の外觀 をな くす るた めに 用 ふる 
をち、 含 鉛 細は 用 ひず 何ん となれば 素地に 充分に 附着せ ず且 
つ 酸に 依ろ' 一層 ts# れ易 きが 故る ろ。 

(を itlsh  Clay  worker.  NOV. 191 づ (綿を) 

(賓  信} 

祗部 通信 

會員 伊達 幸 太郞報 
徒弟 學 校の 改善 祗部 工業 徒弟 學 校は 大正 四 年の 創立に し 
て當 おの 敎 諭た々 し 佐久間 お太郞 氏が、 熱誠を がて 基礎を 固 
めら れ 後な 者 山 內春樹 巧の 盡力 によら 略 整頓し 昨年に 至ら 第 
一期 卒業生を 出し、 孰れ も 成績 優な にし V 製陶 家の 信用を 樽 
し 居れる が、 何々 經 費の 少をさ 故を が- 义 設備 不完 をを るを 免 


れ ず、 然るに 今轉 時局の 活况 につれ 根本的に 改善を 加 へんと 
村 助役 田 邊福太 郞巧等 專ら其 化に 當ク 前敎 諭の 後任と して 寺 
內 信】 巧を 招聘し、 一方が の 創立 委員に 計ら 大お六 年 十二月 
十 お 日祗部 村役場 樓 上た 委貸會 を 開催し 協議み 結果 校 舍を建 
設 し、 校 用 窯の 如 さも 模範的の 窯を 新築し がて 改善を 加へ 破 
部 陶器 界の 面目を 一新ず べしと 云 ふ。 (一巧 こ 主 百 報) 
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特許 權者 

舉ぶ 加. 藤 ひ 


本發 明は 錫、 鉛、 蒼 鉛 あ 水銀のを 金より 成る 金屬と 稲子との 接合 部に 用 ふべき 
充塡鑛 に 係り 其 目的と する がは 水銀 使用に より 一層 街 熱度に がて 擦 織を なし、 而 
も 鉛、 錫 等の 性質を 脆弱 粗惡 ならしめ ず 且つ 接着力を 减損 ザざる 充填 鐵を 得ん と 
する にあり 


第一 ー ニモ 四セ號 fl 主 製讓用 お极の 


六、】 


四 


英國 


本發 巧は 混 凝 上 或は 類似の が 料ょり 製造せられ 建築物の 壁 及 他の 部分の 構造に 
.使用 せらる、 お 板 或は 石 か (ツ下 お 板^ 稱 す) に關 する ものにし てがみ 普通の 方 
法に 依れば 建築物の 壁を 製作す るには 間 柱 或は 梓 或は 骨格を 作リ是 にお 板が 固 
着せられた リ而 して 此の間な 、砕 或は 骨格は 同時に お 极の內 外曆を 或る 適 當のお 
離を 隔て、 巧 持す る爲 めの 間隔が 持が 料と して 使用 せらる ネ發 巧に 於て 口 此お极 
を築設 する 爲 めに 要する 間 柱、 梓、 骨格 或は 類似の もの、 使用を 省略 せらる、 も 
のにして 即ち ネ發 巧に がて おがと 同一 鑄 造の 削 柱を 製り 置き 化 間 柱に 依 9 て おが 
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w 巧强 せしめられ 石极 が】 をの 位置に 設置せられ たる 時な 間な も 同様に 組み立て 
られ お此間 巧は 中空の 屋 壁を 鶴 造す るに 際し お极 の相對 せる 內曆 外層を ば 互に 正 
しき 間隔を 腐て、 保持す る爲 わの 間隔 維 梓 用 巧 料と して 利用 せらる 間枉じ 二箇の 
部分ょり なりて 半裁の 問 がをお 巧し 此半 歎の 間枉 にお 板と 岡 一 鑄 造に して 金屬板 
製の おにて 連結せられ 且あ體 セメントの 塗布 ユナ メル 塗布 或は 類似の ホ 法に 依り 
て 互に 相 連結 せらる 此換は 同 樣に文 上下に 巧 重ねを る 石板のを 層を も 其を 位置に 
て 連結し 且 之れ を 巧 持す る ものと す 厚さ 大 なる 廣 壁を 築造 せんと 欲する 時は 上記 
の 半裁の 間 柱の 間に 間隔 お 持 用の お 片を巧 入し 之れ を即入 溝に 固着す 牛 裁の 間 柱 
、は 最少の 手數に 依りて おがの 繫ぎか 精確に 維持 せらる、 稼に 石板 上に が 位置を を 
めら る即間 巧を 調度 巧對 する 位置に 配置す る 事が 結局 內 外層の 繫 ぎを 完成 維持す 
る こと、 なる 其 目的と する 處は 改良せられ たる 祗凝止 製 建築 用 石板を 得ん とする 
にせり 
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一二 東京 岩 泉 
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本發 巧は 平面 瓦の 改 なにして 巧を する 一一 侧邊 を切缺 して 重合 部と なし 且つ 其 隅 
角に 二 筒の 突起を 設けて 成る 組 瓦に がり 其 H 的と する 所は が、 線 金 又は 膠着 劑等 
を 使用せ ずして 容る 完全に 普 上げられ 同時に 破碎絶 裂の 患を おんど 絕對に 防止せ 
しむる にを 9 


第一 一一 1 ル 〇四號 I 子烙融 擅に 關 する 改 


ち】 一、 ミ I 神 奈川お i ミ 8 


ネ發 明は 巧 子烙融 遇の 燃燒 室の 周 壁を 壺の巧 壁ょり 少しく 內 方に あらしめ 其 間 
巧に をる 格誕破 子を を氣に 曝露 甘し め 燃燒室 5 天井は が 形に してが おち 井を 支持 
する 周 壁は 横 あに 突出せる 腕が 等の 手 おにょり まがに てま 梓せ しめ 赔融 硝子 中に 
突入せ る燃燒 室が 壁の 下部 2 を 易に 之を お 替得可 < なした る憐 造より 成り 其 目的 
とする 度は が融抓 子の 巧緣を 巧氣に 曝露し が 却 前 子を 盡の巧 壁に 固着せ しめて 寫 
熱に を 巧す る 側壁の 格 解 作用を 防止して 之を 耐久 的む らしめ 且烙が 作用を 受< 可 
き 部分は をる に 之を お替へ 得せし めんと する にあり 


第 111 一八 二 九 號お琐 器 模様せ 新法' 


六、 一二、 互 乂阪巧 上頗セ 


本發 明は 模様せ せんとず る稱郝 器に 略 馴染める お狀 をち する 金型に 適を の 模様 
を 巧が きたる も 八を 該 おに 嵌を し 其の 表面ょ W を 料を 化かした る際該 器と 型との 
少 許の 間隙より 幾み の 色 料を 內 部に 侵入 撒 ホせ しめ 35 て 嫂 淡 ある 模樣 を顯 出す ベ 
< せる 稱硕器 模様が 新法に がり 其 目的と する がは 簡易なる ホ 法に 依り 濃を 模 棒の 
巧圍に 淡色の 霧 狀を顯 はしが だ 佳趣に 寫 める 模 稼を 有する 班珊 器を 巧ん とする に 
をり 


第；】；】 八 五 五號粘 ± 版 印刷 器 
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C 東京 ホが 善み 


本發 明は 粘 ±、 白 ± 、タルク (粉末 悅 お)、 グリス リンを ま劑 として 么 にみ 貴の 
加里 お 驗义は 固 お パラ ヒンを 加配して 成る 粘 ± 版 印刷 器に 巧り 其 目的と する がは 
從來 一般に 行は れつ、 ある ゼラチン 股に 代用し 騰寫 力に 爵み消 お 度 少なき 價 がの 
極めて 低廉なる 印刷 器を 巧ん とする にあり 
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登 錄番號 

第 四 四 凹 四五號 
第 叫 四 四 セー號 


實用 新案 名稱 I 登錄 月日 一 實用 新案 權者 

ホち 
六、】 二、 


複熱巧 硝子 烙融尴 
圓お 硝子 腕 環 製作 雜 


六、 一二、 


菜 京 
巧 


石 川 火を 
初見 益 太が 


©陶磁器 試驗場 


闽 立變更 延期げ 化 

な都巿 立陶媳 器試驗 賜は 旣にま 管 大臣 八 同 おを が略哟 立に 溶 巧と 决し 既に 農 商 
おを の豫 をに 計上され たる も 其 お 闽费が 减の惹 がに 於て 該豫 な口删 除され たる 越 
にて 之が 爲め巧 都 巧が ± 地 買收其 他 一切の 準備を 整へ たるが お 闕立給 望の 報に 接 
し 大いに 路膽 しおれる が 近く お 川 助役は あねて 運動の なめ 東上す べしと (十二月 
二十日 大 化時審 新報) 
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感大 0 本瑶 鄉進披 

赛 本を 二な 萬圓 をはて 站丰辰 六郞巧 等に 化 リ計畫 せられた る 大日 丰踏 鄉會 社は. 
餘程遊 嫂した るを なて 化 程發起 人會を 開き 乂島甚 一一 一巧を を 貫 長と して 計畫を 進む 
る 事と なり 本 巧-一十 五日 限りに て 第一 回の 拂 込を 徵し二 巧 早々 創立 總會を 開く 當 
なりと まふ (一巧 十二 日中 外商 樂 新報〕 

•東 化の 陶磁器 

幾多の 原料を 有しながら 徒らに 粗製品を 他に 供給し 自 から 之に 加工して 富を 爲 
すの 計を 爲 さざる は あ 化の 振は ざる 巧な に 非ざる ホ 陶磁器 業の 如き もホ此 惑む き 
を 巧れ ず 陶磁器は 日常 缺 くべ からざる 要具に して 最も 破損し 安き もの なれば 取 化 
9 如く 其 製造 力に 乏しき 地 ホに せて は 年々 他の 供給を 待つ もの 興の 價額 莫大なる 
や閲 より 論な きなり 東 化は 原が 費 富に して 工賃の 巧廉 むる に 拘らボ 製造 力 甚ピ振 
はず 其' 製が がを 美 濃、 巧 張、 近な、 か賀 、，備 前、 丹 波、 肥 前 等の 遠 ホよ リ供餘 せ 
ら る、 は 假を鐵 道の 便 あるに せよ 夕經濟 も ホ 甚だしから デ や 今 東 化に がける 斯業 
の 經歷を 調査す るに 大要ぶ の 如し 

會津燒  一に 養 燒の稱 ぁり 正 巧 二 年 水 愁源ぉ 衛 巧美 濃よ リ來り 時の 藩轰 
巧 正 之 侯に 仕へ 年 米 五十 俊を 給 せらる 等て ホ 沼 郡本鄕 がに 移住し 初めて 陶 窯を 開 
けり 之を 會津燒 の 祖と爲 ナ爾來 十 化、 業を 傳 へて 水骄多 門に 至れり 天明の 巧 佐 藤 
かお 衛 も亦陶 窯を 開始し 白 染付陶 を 製作し 刻を して 益々 改 をを 加へ 會津白 燒の聲 
價を槐 を リ寶曆 年間に 至り 手 巧 木 幸 右衛門と 稱 する ありか お銜の 業を 繼ぎ 累世 相 
傳 へて 絶へ ず爾 ホ轉津 にがて 斯業に 從事 する 者 益々 夕< 明治な 乾に 至リ岸 傳藏出 
て‘、 白聖白 釉に密 刻の 紋理を 施し 义靑 華を 化て 山水、 人物、 化 井 等を 描き 極めて 
扱 巧の 作品を 製し 大に 化の が 評を 博した リ此 作な はおの 蹄 巧 他の 企ぶ すべから ぎ 
るが 長 ありと 稱 せらる 鞠近静 津：： 製陶を にがて 黑川 和平、 辕藤平 太、 岩 旧 新 ま、 
本 間 山ち、 乂か 義四郞 、.山中 房歲 、御原 龜巧 等る リ义 上繪燒 がを なて 名 あるは 旧 
母 神 潘ホ郞 をり 斯業の 盛なる はお 化に 於て が 津 になぶ 者な し 

鄉お燒  應を 年間 帶城中 村の 城 ホ 湘骗義 胤 侯は 巧 家 巧 巧 代ぶ 郝ホ銜 巧を 京鄉 


に 遣し 野々 が 仁淸に 就き 御室 燒の陶 法を 學 ばし めた 半を 經て之 わを 召還し 陶 祭を 
みがに 築かし む 之を 巧 馬燒の 鼻祖と なす 巧巧燒 はみ 資質が 交ぜに してが 造な り當 
時 證人狩 蛙尙信 やが に 來り遊 ベリ 藩 おの 需 めに 應じ燒 巧を 巧 わて ホ 茶碗に が 馬を 
描かし，^ 藍し 相 馬 家の 家紋に 巧め るな リ爾が 斯業 相 掉へ製 器は 何れも 奔 おを 描き 
其 お 馬 蹤狀の ものを し 化 之を 相 お 爪 化と 稱 せり 叩は 其 製作 窯 W に 依 リー 樣 ならず 
最古の 物に 在て は 奔馬を 描かず 宜つ 印を 有せず 往 々藩を の 家紋 九 曝を せせ る あり 
巧 お 燒は雙 葉郡大 堀が にがても 亦 製作せ リ然れ ども 多くは 0 用の 粗 造の 陶器たり 
同が 半を 順 之 助の 祖か閣 斯業を 開始せ りと いふ 灭祿八 初年 休閑， ノ冢 奴ぶ 馬と 稱す 
る あ リ同郡 弗 手が 美し 森に 砂 ± を發 見し 之れ を 休閑に 吿ぐ 休閑 竟に陶 業を 朗始し 
且つ 製陶を 近鄕に 勤む 爾來 斯業 漸く 起り お 井、 井手、 ル 臀巧等 互 個が に 忌り 陶工 
巧を 餘戶に 達し ぉ リ藩廳 も 亦當時 之れ を獎 織して 陶器 役所を 設 るに ま リ化戶 或は 
画舘 に販賣 店を 開かし め大 にが 業の 保護 發展 に勉 めたり とい ふ 巧馬燒 はは 上述た 
る 巧 化 半を 朋 家の外に 近 藤と 稱 する 陶 家を りお 藤は 陶 法を 休閑に あけ 技巧 頗る 現 
る 天明 八 年 近 藤 陶ま郞 に 至り 藩主ょ リセ 人 扶持を 給 せらる 其男陶 助は 靑 蟹-  啡元お 
の ± 瓶を 製作し 後裔 摩 景は慶 應の巧 白 掛± 瓶を 製造し 與に 化の 好評を 得を リ相馬 
燒は 一に 之れ を 磐 城 燒と稱 し 其 《古作の 茶人は 遠 州の あ 戶呂燒 に 類し 黃ち黃 柿 
の 交り 藥を 用ゐ絲 切れ 尤も 妙な リ天 おの 顷 禁裡の 命を 蒙り 抹あ疏 大小 一二 十六を 奉 
献し御 賞 賜を 拜 戴し 慶應の 頃 巧び 朝 かを 蒙り 藻 子 器を 奉献し 田 代 法 橋の 印を 下 お 
せられ 爾來 作品に 化 印を 用る に 至れり 

こ 本松燒  岩 代を 達 郡 一 一本松 町に 萬を 燒 模造の 陶器 產す化 之れ を 一 一本松 萬 古 
と稱す 其の 創始 ホゼ詳 かならざる も 近 半 製造 賴 城に 化り 之れ を 作製して 益々 販路 
を猶 張せ り急须 、あ 碗、 德利 其の 他 品 類 少なからず お 化に て 會津を まとし 一 一本松 
之れ におく 此化南 會津郡 田 島 村、 お 瀬 郡長 おが 安積 郡 福 良 村、 等に 粗 造の 陶器を 
製 かせ リ然れ ども ホ だ 發展の 時機に 達せざる を 遺憾と す 

箭お燒  羽 前 最上 郡 新 莊町大 宇金澤 W に 浦 井彌瓶 ぁり 天が 十 i 一一 年 同地の 金澤 
山の ± を 採り 日用の 粗 造なる 陶器を 製作した るを 渡騰 とし 其' モ彌瓶 も ホ 斯業を 結 
き 刻苦 赖勵 明治 六 年に 至り 美 濃 陶器の 製法を 採用して 最上 郡歎鲜 がか 澤 、ルは 巧 
川 等の 咱 おを 採り 靑華織 器の 製 かを 劍始 したり 硫ムて 其の 製 器は 美礁 製のを 華攤 
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の 如く 透明 質に 非ず して 反つて 京燒に 類せ り.  ， 
秋田燒  羽 後 南 秋 田 郡姬川 村が 戸野に 佐 伯 孫 九 郞と稱 する ありな ならく 羽 後 
にがて 元來 陶磁 雑。 製作 起らず 寺內村 其の 他に 二 一二 雜 器の 生産な きに 非らざる も 
ホ だ 巧るべき ものな し 願く は 一種の 國產 として 斯業を 起さげ 國 益を 爲すや 必せリ 
とを にを 地の ± 石を 採集して 之れ を 試み ホ 內が 山間の 赤 止 新 藤 田 村の 巧 ± 河邊郡 
牛 鳥 村^ 靑色粘 ± 等を 混交して 萬 古燒に 類せ る 素燒め 陶器を 製作し 旭 W が 泉の 地 
を卜 して 陶 窯を 築きたり 明治 お 年 岩 代 一 一本松より 模造 萬 古に 經驗 をる が 巧 鐵么助 
を 雇 ひ專ら 茶器の 製造を 爲 さしめ をら に鐵么 助を 萬ホ燒 S 本場た る 桑 名に 遣」 其 
の 製造を 學ば しめた リ遂 ひに 舊 古路の 授産の 爲め 其の 子を 五十 餘 人を 募集し 製陶 
にが 業せ しめたり 明治 八 年 鐵么助 悉く 其の 修 むる がの 陶 法を 授けて 一 一本松に 還り 
同 十 お 年陶 窯を 佐 伯の 邸 內に遷 す 因て 更に 巧 邊郡岩 見 山 仙 化 郡 神化 村 卒田雄 勝 郡 
山 田 村 平 鹿 郡ん 澤 木が 同 郡 川 西が 跨 お 等の ± 石を 探 檢 して 之れ を 採集し 且つ 岩 化 
會津 、美 濃夕巧 見よ リエ 人を 雇 ひ ホり 製陶を 開始した る も 効果を 擧 ぐるに 至らず 
同 十た. 採 化 郞ん男 貞治自 からを 津に 到リ陶 業を 視察し 陶工 中が 兼- 郞を雇 ひ ホ 
リ 製陶を なさし め硝が 望を 期す るに 至りたり 惜哉貞 治は 化の 事業に 磋跌 して 斯業 
を 中途に 赎 襲す るの 化む むきに 至りた るを 

叙 上の 外は 未だ 特記すべき 製陶の 生産地を るを おず 然れ ども ル 規模の もの 必ら 
f やを 地に 少なから ざるべし 今が すに 稍 化に 知らる、 もむ を舉 れば隨 中東 磐 井 郡 
巧 壁 村の 小山 文 一二 郞は 曾て 京都に 出で、 樂 焼の 陶 法を 巧 中 ま左銜 けに 學び 歸來陶 
窯を 築い广 .巧 郡 藤 澤が本 鄉’い 粘 止を 採り 製陶業を 開始せ リ ，盛 岡 市 仁. ェ 町の 宮氏謙 
ホ 郞は齡 手 郡 米內が 上米 巧災ぴ 紫が 郡 煙 山が 赤 森の 出を 採り 巖羊縣 立勸業 場內に 
陶 窯を 築き 明 泊 十四 年より 雜器 皿の 製作を 開始したり 隨中稗 貫 郡花卷 町の 古舘忠 
兵 衛は四 化 袖 結き 製陶み 業と し问地 w 本 おむ 上を 採り 高 取 焼に 類せ る雜雜 皿を 作 
製し 义问 郡 湯 本 村の ル 潮 嘴 お 口 曾て 利が 链頭 山の 上を 採リ祖 造の 磁器を 作製せ る 
あ リ义陸 輿 中津輕 郡が 水 村の 巧 岡が お 衛は砂 器 製 かの 創 為 者に して 文化 11U 中 陶工 
を 層聘し 下湯 口の 扇 田に 陶 窯を 設けた リ然れ ども 粗製の 措 鉢 或 ひ 口が 利を 作製す 
るに 過ず 天が 六 年嵩 师の筑 前より 渡が する おあり 彼と 巧議し 更に 筑 前より 陶工 お 
が セを 迎 へて 製陶に 一大 改 をを 加へ 漸 みかの 需用に 應 ずる ことを おたり 巧 3 原 ± 


を 下湯 口 化び 巧 馬が 化び 南 津輕郡 大觸巧 等に 採り 其の 作 お 高 取燒に 類せ る 物を 巧 • V 
せリ 其の後 綜 が兵衛 業を 結き 益々 世の が 評を 占る に 至れり  . 

蓋し 陶磁器 業は 原料 調を に 尤も 注惹を 嬰すべき や 論を 待を ずと 雖 ども 今や 其の 
調 查を精 施なら しむべき 專 門家徵 なからず 其の 資質の 適否を 鑑別す るは 固ょり 至 
難の 業に 非ざる べし 旣に適 営の 原料を 得る に 於て はお 化は 工賃 便廉 にして 燃料 も 
ホ豐 富な リ製 作品に して 甚だしき 缺触 なき にがては 運送費の みを® 廉す るた 於て 
も 確かに 他の 輸入品を 防 遇し 得べき や 論な きなり 殊に 陶器は 海外 輸出品と して 將 
ホ 益々 有望な り 製陶業い 勃興は 國家 經濟に 於ても ホ 大に巧 齡獎勵 すべき ものた る 
を 信 V 故に お 化 にがては な津の 如き 盛大なる 製陶 地を がな くも 各縣 にがて 二 云 個 
所を 有せし むる を 望む で 切なり 其の 陶 業の 開始は を麟 にがて 先 づ± 質の 調査を 爲 
して 之れ を 斯業を 經營 すべき 希望者に せ與し 若し 資本の 豐 かならざる 者に をて は 
低利 子 金の 貸 興を 说すも 不可な かるべし 斯の 如くに してが 護 獎勵を 加 ふるに 至ら 
ば 必らデ や 東北に がて 斯業の 勃興を 赂 るに 至るべき を 倍ず るな リニ 月 凹、 五日 
が 田 魁 新聞) 

‘ •午年に 因み ある 相馬燒 

午 歲に因 ある •『相 縣燒』 の祀 ホを 聞く に 元が 元 中 かがの 城主が 馬 義胤將 車冢光 
に 魔て 上み め 際ぶ の 御室 燒を 愛でる 餘リ 家臣 田 化 源 五 右門 信拖に 命じ 陶工 野が た 
淸に 就かせて 之を 学ばし め 巧 代 か 刻苦 セ 年に して 秘與を 傅は リ 『淀』 の 一を を 賞 ひ 
て淸治 右衛門と を 名し 慶 安の 初年 義 胤の 命に て それに 燒靑を 化 ひ 藩主の がに のめ 
る 巧 馬尝雀 野の 走 おを 描き おに 製法を もな めた 爾 が一 一巧 六十 餘半 今は 十二 代に ま 
れ るが 天 巧 年間には 京都の 禁中 御所ょり 『相 巧 駒 焼』 を 御所 望 ありが お 器を 献じ 
慶瞧 一一 一年に も 菓子 皿を おめ たので 3^ 巧 化』 『法 橋』 の 巧を 賜る の榮に 浴し 巧 巧 法 橋の 
印を 用 ひる やぅに 成れ リ傾廉 に 其の 中に 雜を 含む U 本で も か赞の 萬ち 燒や尾 張の 
瀬戸 燒や 巧藏の 今戶燒 と共に 有名なる ものと なれり 化 相お燒 に似て 走 おに 水 金を 
施した るは 巧 葉 郡の 大掘烧 にて こわは 灭祿 中間に 半ぶ 化 閑が 作り 川せ しもの むり 
巧 馬燒を 製す るを は五戶 にて 五 千 阿 大巧 燒はセ 十九 戶 にて 一一 萬 阅の產 が あ 夕米佛 
支な どを まとして 外闽へ 輸出 さる、 に 至れり (一巧 八 H いばら ざ) 
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• ロング フエ ロウの 詩に 見えた る 

伊 萬里燒 

が 上 信】 郞 

ホ國 詩人 ロング フ K ロウは その 詩篇 「陶器」 の 中に 我 肥 前 伊 萬至燒 陶器のを 
をい と 麗し < 述べたり、 陶器 業者の 參考 にもと 左に 抄譯 す、 ロング フユ ロウの 
殘 しを るは ー モ八百 八十 二 年 (明治 十五 年) なり 

東海に 搖リ蠻 なせる 日本の 專に 吾は 宿りぬ、 鑛 、靑黨 、鶴は 湖と 平原と を 過ぎ 
て淺 藍色に 漂へ' る淸朗 なる 國を飛 交 ヘリ、 かくて 吾は 山際の 煙の 圓柱 高く 卷き昇 
れる 工場に 人 群れ集まり、 焰立 てるが 萬 里の がを 見る ことを 得たり、 古蹟の 精舍 
には 靑 をの 弓形 破れて 雲間 洩れる 目の 光 流る、 が 如し、」 國に滿 てる】 切の 輝ける 
花、 岩と 砂地に 寄す る浪 、夜半の 空には 輝ける 星座-^. 共に 濃く 降れる 富击 山頂の 
雪、 鳴れる 木の葉、 溪 流と 湖と に攝 ける 蘆、 ホき 夕陽に 明らかなる 巧 夫 蘭は が 萬 
里の 愛らしき 瓶に 彩 どられ 藝 術に 依って 天然は 再を し 模造 模寫 され 雲雀は 巧び 歌 
ひ 鶴、 を 驚、 鶴は 巧び 淺 藍を なせる 頭上を 翔れり。」 (一月 六日 京都 曰 出 新聞) 

•薪が 暴騰と 窯業 

昨今 薪炭 燃料の 暴騰は 各地 製陶業 者に 多大の 打 擊を與 へっ、 あるが 佐 賀縣西 松 
浦 郡 有 田が の 如き も 本年 四 五月 頃までは 巧 斤 四十 四五錢 なりし 薪が 昨今 俄に セ 十 
錢臺 となり 夫れ にても 尙 供給す ぶを 感じ 今後 益々 暴騰の 狀態 にあれば 同地 陶 業界 
には 一大 恐慌を ホし っ、 あ リ同畔 にて 最も 多く 使用す るは を 蘭 合名會 社の 巧 甘 萬 
斤 巧 川製磁 株式 會 社の 十五 萬 斤 之に みぎを 蘭祖の 如きは 今回 燃料 暴騰の 爲め月 六 
巧圓內 外の 變 動を 生じ 居れり 精密の 調査を 遂げざる も 大略 同町に がて 巧 二す 萬 斤 
使用 するとして 巧 六チ圓 をい ム豫お 外の 損失を 招く 事と な リ事實 は 到底 二 巧 萬 斤 
位に ては 不足す ベ < 尙 細密に 直ら ば 多額の 影響を 蒙りつ、 ある もの、 如し 此 勢に 
て漸ホ 暴騰 せんか 同 和の みに 限らず 縣下同 業界に 甚大の 影響を 受 くべ く 斯業 發展 
の爲め 由々 しき 大事 なれば 西 松 浦 陶磁器 組合に ては 臨時を 員 總會を 開き 善後策に 
就て 考究し つ、 ありと いふ (十二 さ 一十 二日 福 岡 日日 新聞) 


•松風 工業 株式 會社 創立 

從 がの 松風 陶器 合資 會 社は 其の 組織を 變 ぉして 大冗七 年 一巧 一日 松風 工業 株式 
會 化と 要め 資本金 二百 萬圓 (五十 圓 一棟 四 萬 株} に增 資し 大に 其の 規 横を お 張せ 
り、 お締役 社長は 松風 慕を 氏に して 大灑新 么助巧 常務取締役 化が 彌】 郞氏 巧締な 
工務 監督が お八 氏エ 學十虽  1 田 豐兩巧 很締役 松風 嘉響巧 鶴を 忠 五郎を 監を 役たり 

同社は 本店を な 都市 本 町 通 ニノ 橋に 置き ま 店を 大阪名 古屋両 市に 設け 曲 張 所を 
東京 巿 及び 福岡縣 若松 巿に 設置し 左の 六 種の 營藥 をな せり 

一、  電氣 用陶攤 製造 及賣買  ； 

二、  化 學陶お 並に 硝子 製造 賣買 

ご 一、 輸出 向 陶器 製造な 賣買 

四、 電氣用 並に 其 他の 諸 機械 及が 料賣買  ‘ 

丑、 陶器 原料が 料 あに 燃料の 採掘 製造 及び 賣貸 
.ホ、 計器 類 電氣巧 器' 並に 一般 絶 線 物 製造 必賣買 

參事技 帥 西 野 計 之 助 氏總お 課長 中 田 惟一 巧は 本社 詰と してを 其の 事業を 擔當し 
エ學博±小木お次郞巧！：^鬧社願問たり 

を ど 同社 特有 品と も稱 すべき 特別 高麗 用 碍子 巧 型 開 開 器 避 電器 セ クン ヨシ スキ 
ツチ、 デス コン スキ ツチ 其 他 碍子 類 一般は 藤 陶幸二 氏 工場長と し 松風 榮助 ホが 關 
智兩氏 技師と なりて 京都 ニノ 橋なる 本社 工場に がで 製造に 從 事し 近 來 まで 盛んに 
輸 人せられ しもの、 防 化に 止まず して 大に 輸出 せんとす 若 山惕雄 氏は 之が 販賣課 
畏 をリ尙 本社には 硏 宛 部を 併置し 化が 工務 監督 自ら ま 任と なりて 品質の 改を及 進 
步の 目的に 備 ヘル 木工 學 博古黑 田エ學 击西酵 技師は 霜氣 部の がに 當る 化學 陶器は. 
從來 本社 工場に て 製造せ しが 一度 ホ國 にがて 盛名を 傳 せし な 來 其の 註文 激增 し英 
國の 如き 戰亂 中に か、 はらず 註文 甚 しく 爲に 新に 京都市 師鹽通 松風 構に 一新 工場 
を 設置し 硫酸 蒸發用 大形 蒸發 皿を 初めみ 析室用 普通 蒸 發化ビ I カ ー、 パィ ロメ ー 
タ ー、 巧禍 キヤ セ 0 I ル 等 其 他 一般の 化學用 磁器の 製造に 着手し 橋 本 佑 造 巧 工場 
長と なり 一條 茂 喜 巧 氏 技師を リ尙间 工場に ては 一般の 化 學巧巧 離め 製造に 從 事す 
と 云 ふ ' 
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眞に 特技と すべき 精細 妙技なる 石版 轉寫 のコ I ヒ ー 疏肉 皿の かき 輸出 向 陶器は 
ホ巧締 なま 巧 長と なり 巧 并美靜 巧 販賣ち 巧と して お古 始白聲 がに 之 か 經營ぃ 巧に 
當リ 物品は 瀬戶の 特設 工場に がて 盛に 製造し つ、 あり  . . 

發電氣 電動機 變壓器 等の 電氣用 並に 其 他 諸 機械 及が 料の 販賣は エ學击 毕田重 兵 
銜氏 支店長と なり 佐 野 錢之助 氏贩賣 主任と して 大阪巿 今 橋 二 了 目に がて 經營し 右 
炭は 福 岡 縣嘉穗 郡た 谷 おがを 買 供して 現今 盛に 採碼 にが 事せ り. 

巧 上 島 深 造 巧を 工場長に 市 川 善み 郞 巧を 技師と して 工場を 大阪市 外豊峰 啡に設 
置し 計器 類電氣 用器 具 一般 絶緣 物の 製造を なせり パ 京都 通信) 

•♦朝鮮 硬質陶器 株式 會社 創立 

松風 嘉を 氏を 創立 委員を とむ し 横 山 章 氏 外十數 名を 發起 人と せる 資本金 一巧 萬 
圓 (二 萬 巧 五十 间一 株) の 朝鮮 硬質陶器 株式 會 社は 旣 にを 一回 彿这を 了し 去る 六 
年 十二ち サニ 日を 澤 ホ 商業 會議 所に 創立 總會を 開催し お締 なに 松風 嘉を氏 义富鐵 
太 郞巧横 山 俊 二 郞氏能 澤長お 郞氏ル 黑を雄 巧 化が 颇一郞 巧 監査役に 本 多 政 正氏捣 
を 忠五郞 氏大滿 新么助 巧と みを せリ 

同會 化は 需嬰 化々 る歐 ホみ 南洋 印度に 輸出すべき 硬質 陶 化の 製造を 目的と しエ 
場 敷地を 原料 豐嵩 にして 燃料を 樽る に 便なる 朝鮮 签山 牧ノ 島に をめ 官有 地 一一 萬 余 
巧の 拂 下を 受けす でに 地形 及 事 巧が 其 他 一部の 工事に 着手せ りと をへ ば 來る八 九 
巧-切には 最早 や 其の 製品を 見る に 至るべし と。 へ 京都 地 信) 

•京を 耐火煉瓦 合資 會社 創立 

本年 八月 當地 ホが 瓦 あび ±眷 類の 製造の 中 ふ 者 京が 商會 及び 朝鮮. 貨 業が の先懲 
を 中が おの 共同 經營 にか、 る 資本金 ホ萬圓 にて 耐义 煉瓦 製造を 開始せ リ 

今 其 慨況を 聞く に 資本金 六 萬 劇に ては 到底 事業 覺柬 なくが 設置に 早 や 二十 萬圓 
內 外を 費消し 巧 窯 凹 個を 築造し 立 十 馬力の 霜 力を 巧 W し 原石 粉砕 器 一 塞を (近日 
かに 今一 臺据 がける 由〕 据 化け 職工す 二十 人を 使役 I 現今に ては 最早 製造 贩賣に 
着手し 居れり 今ー ヶ月の おを 力は 約 吉十萬 個な リ 原料は 毕を據 岐陽驛 附近の 產出 
にか、 る 頸 石及ぴ 粘性 粘 上は 遠く ま 那福建 省ょ リ產 山す る 通 稱福州 粘 ± なる もの 


を 使用せ リ 

其 窯を 見る に 角 窯には 相違な きも 普通の 巧 窯とは 相違し 當が 主を 技師 お 谷 松 之 
助 氏の 獨案 にか、 る 物にして 普通の 角 窯に 比すれば 約 五分の】 の 費用に て 築造し 
得る と然れ ども 化の 窯の 成 巧す る 迄には 幾多の 資本と 勞力 とを 消費 硏究 したる は 
到底 想像し 能 ざん* ものな りと。 

其 か 目下 佛蘭西 式の 丸 窯を 築造 中な り 之れ は 准珪酸 煉瓦 燒 成に をつべく 築造し 
居れり  . 

々は 早 や 結氷期に 入り おれば 其 製造 不可能 故來 春の 解氷 期を 待ちて 大 々的 製造 
を 開始す る 模様な リ 何れ 亦詳 くは 後日 報知すべき 考 へな リ 兎に角 來春 になれば 揀 
瓦は 外 敷 瓦化學 用品 類 も 製ぶ をすべき 模様な り。 (十二 丹 中平攘 おお 通信) 


本 含 記事 > 


◎新入 會員 

名古屋 おか 則を  全社 窗エ部 
日本 陶器 株式 會祗  在 勤 
策 お 高等 工業 學校  を 科 
窯業 科 硏究生 
岡 山 巧 大字 下ノ町  書籍 及樂器 
セよ  贩賣業 
ミ 重 お度會 那濱鄕  一一 一重 セ メン. 
村黑潮  試驗部 在勤 
朝鮮 お 城が 孝悚洞  を 城 工業 專 
一〇 六 門 學校生 
臺 灣打狗 一二 塊暦庄 
臺潰 煉瓦 會社 打狗 工場 
策を ホ 日本 瞭區述  圖 書を 化 
111T 目 雜 貨販賣 
東ぶ ボ日本 橋 お 新 演 表 

襄巧町 十五 蓋麵  ま 

東京 おぶ 川 盧元加 賀町一 、一と^ 
東京 電氣 巧ぶ を 化 なお 員 

全 全 


"全 お 具 


や 井 省 111 君 
おが  裙君 
細謹を 
’洒德 义ま君 
金 を 瑶君 
がぶ  榮君 

丸 善 巧 式會社 

生氣嶺 粘と おお 
株 巧を 社 

山 峰 巧 和 君 

和 旧 寶 


鈴 木 四 郎君 紹介 
複本 修 二君 結 か 
内 藤 道 太 郎君 結 か 
全 

森 勇 一二郎 お綺か 
寺 西 仙み 郎君 おか 
內藤道 太が 若 紹介 
淸水文 么鞠君 結 か 

石 川 乂絡四 郞お紹 か 
全 
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全： 巧 相を 么么么 を 
內馬田 


久福寺 城 近近 絞 陳松上 熊 聲田佐 河 寺 井 加 時 

田 西 島 藤糜島 尾 川嚼澤 原野 井內上 藤な 
を 篤 仙 廣宗 だ 安 圓寬 新 

みみず 憲與 太， 一太 勝 順 巧み 信 S 地 精 

窒郞郞 人 一助 郞を 一郞郞 ニー 郞郞 一郎  が 二 
君 君 君を 君 が 君 君 君 君 君 君 君 君 若君 君 君 君 


理 ん君結 か 
俊 一 君 紹介 
健み 君 紹介 


大須賀 眞藏君 紹介 


愛知 縣西春 日# 郡 六 鄕が字 山 田佐殆 製陶が  釣が  ぞを 
中華 現 國山西 省 城 工業 試驗が  - ホを  秀音 
東京 市芝區 一二 田豐 陶即】 一二、 日本 光學 工業 株が 會社 東京 支店 藤 井光 藏君 

◎會員 評 報 

本 會名譽 會員手 島 精一 君 去 一巧 二十】 日 暴 去に がき 葬儀 當日丸 巧 評議員 本會を 
代表し 左の 吊 辭を呈 せり 

弔 辭 

た 日本 窯業 腐 會ハ名 譽會負 正 云 位 動】 等 手 島 精一 君ノ 薰去ヲ 哀悼 シ恭 シク 
弔辭 ヲ呈ス 

大日 本 窯業 路昏 々頭 

大正 セ 年 一巧 二十 五日  從 二位 動 一等 子爵 金子 堅太郞 

◎年賀 答禮 

左の 諸君は 年賀 化を 本會 にが せられた 


寺內信 
化 房 政 
安藤 
ル關時 
上 川 仁】 


一 君 
を 君 
淸君 
慶君 
郎君 


中 晋豐之 助 君 
福 地を 雄 君 
淸水六 兵銜君 
馬場 梅 まを 
福 田 文 八 君 

小山 恭太 郎君 
中央 セィント 

株式 會化君 

◎領 化書自 

お 京 巧 公. 報 
內か 商工 時報 
帝 國解子 新報 
地質 學雜誌 


坪內 健み 君 
旧村 福 平 君 
渡 部 銅 一 君 
綿を 平 兵銜君 
東 ホを， 司 君 
增野 滝を 君 
大野】 造 君 
藤 原 寅 太 郎君 
森山隆 富を 
ル 畑を ち 君 
加 藤 製陶 所 君 
松 尾 一 君 

自蒙八 二】 號 
至 第八吉 こ 一號 

第五 卷 第一 號 
自第こ 00 號 
至 第二 〇一 號 

第二 化二號 


'爱に 芳名を 錄し 謹んで 御 禮申上 候 
日本 陶器 

株ぶ 會社君 
大野 巧 一一 一 君 
龜 啓 一二郎 君 
伊達 幸 太 郎君 
お 原. 平 一郎 君 
や 辻 萬 造 君 
河 井 寬み郞 君 
大野 政 ま 君 
黒 巧 政憲を 
姬 井伊 か 君 
佐 野 圓治郞 君 
软野豐 一二郎 君 


迎 ま 平 君 
致呂末 一一 言 
阿部 久四郞 君 
西 山ぶ 一一郎 君 
正 田 囊 
山 口 德太君 
廣を 製鋼所 君 
佐 乂間石 太 郎君 
田 宮商會 な 
平野 耕輔お 
陳 宗 孟君 
は 上 


工業化 學雜誌 

陶磁 公報 

± 木 建築 H 學 

あお 美術 學校 
松ま會 月報 


第呈 二化號 

第五 一號 

第 四五號 

白 第一 六を 瓦號 
至 全 み號 


徒 


京都 おを 條坂  を 場ぉ觀 
を 都 陶磁器 試驗場  全 接々 聲 

を 」 じ 

全 場 傳習所  な 
全 節.  全 
全 前 全 
を 前を 
お庫縣 一二 原 郡 福 良 


製 


荒を 芳景君 

ル島吉 一二 郞君 

宮崎 おみ 郎君 
長 島 貧 君 
松 山 誠 二君 
淡陶 株式 會社 

福を 工場 

佐 伯 卓 ま 君 

卞 下が 太 蔵を 
足 立彥太 郎君 


を 貨縣西 松 浦 ぁ 骨 田 がらを 貢 
帝 留窯裝 株式 會社  な 社員 

巧 だた 阪 窯業 株ぶ  を 出を 巧 

會 社が 工場  < エー 祀巧 e 

全 全 化 技手 

◎退會 員 

お窜縣 巧畢郡 御影 即 
愛知 縣瀬 戸町 

◎會員 移動 

兵 库縣赤 穗郡尾 嚼が字 丸 山幡陽 耐义揀 を 製造が 
愛媛 縣か豫 郡 硬 部 徒弟 學校 
を 都 巧 馬 町と 橋 震ん 
大敵 お 化區曾 根晦上 一、 二八 

巧 京 府下 王子 啦 たを 船 ホ 王子 揀冗株 ま會社  . ’ 
神奈 縣巧も ヶを町 目 本 硝子 工業 株式 會社 
東な 巿お所 區橫網 二 下目 八 

あ庸縣 尼ヶ崎 お大洲 即日 お贿モ H 第 株式 會社 おヶ晤 工場 
全 巧 島 松 島浪逮 窯業 株 巧會社 
支那 廣ぁ省 峭德縣 龍 山 鎭沙禮 お祥和 雜貨店 
大阪が 西 區± 佐 堀 五 了 目 
兵 庫 縣を庫 郡 大和 田 大曰本 窯業 株式 會祖 工場 
名ち 屋ボ千 種 町 愛知 縣 工業 試驗場 
福 間 縣遠身 郡 口 畑咕苔 松商會 
臺灣 臺化廳 上塔悠 ぶこ ハ 五 臺讶揀 冗 會社錫 口 工場 
兵 庫縣巧 庫郡淸 道が ノ內を 虔字極 口 新田 七 二 一 五 
朝鮮 黃 海道 兼 二 浦ゴ菱 製鐵桃 社宅  . 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一 一巧と 號 

_ (大亞 セ 年 一二 巧) 

八 靖圖読 明 >此も- 

本 號祁圖 は 磁器 上 繪附咖 緋具圖 案に して 玉 置 泰次郞 巧の 考 
案じ 係る ものな ろ 

空 i 誘 報 又 >Af 

:’ 粘 ± 中に 含有 ナる コロィド 物質の 硏究 
を 負 ホを 忠次郎 

I コ •ロィドの 意義 . 

a 均一 系、 不均 一系 

總 ての 物體は これを 分らて 其 質 均一 (田 OBOgenioll となる も 
のと、 不 均一 (田を ミ ogeneous) なる るのと になす ことを 肆 •さ 
れ ば固體 、液體 、氣體 の 何れる はこの 二者， の內の 何れ かをる 
が、 今 述べん とする 所は 液體 じつ さて なれば、 これにつ さて 
說明 せんに、 水 あび 食鹽の 水溶液は 均一 系に 屬 し、 一見 均一 
化 見 ゆる 牛乳は 之を 顯微 鏡に て 見る 時は 脂肪の 粒と 溶液と が 
明白に 區 別され て 見 ゆるが 故に 不均 一系を ろ、 粘 止を 水に 混 
じたる 時る これと 同 1 なろ。 而し てこの 均一 系と 不句 一を と 


の 間には 確然た る 境界で 存 ずるる のに あらず して 吾人の 必要 
とする 程度に 於て 區 別し 得る に 止る。 

b 散亂系 及び 其 分類  ’ 

液 體の不 均一 系に 於け るが 如， く、 液 中に 浮游せ る粧の 極め 
て 微細なる 時に 其の 不均 一系の 液體を 散亂系 (Disper 塞 d sy で 
す S) と稱 す、 而し てこの 散亂 系には 是に 特有ず る 性質 あ A 即 
この 浮游せ る 粒と 溶 渡との 既には 區» あれば 其 界面に 或 張力 
の あろて 球狀 とならん とずる 等の 仕事を なず。 これを 界面 エ 
ネ严ダ—と云ふ。 而して其粒の大さ漸次减小して 一區劃の大 
さの减ずる释この H ネ八ダ I の量は增し.1界衙の受くる影蠻 
は 著しくを る。 即ら巧 面 現象が 物質の 變 化に 最も 大 なる 影響 
を 輿 ふる 瘍 合は 浮游せ る 粒子の 極めて 微細なる 時な ろ。 

—散亂 系の 最も 普通なる 例は 姑 ± の 水中に 浮游して 濁狀 をを 
し、 或は 牛乳の 脂 S い ル 滴が 水と 混じ V 乳濁せ るが 如 さ これ 
なろ。 而 して 粘 十； 或は •贈 巧は これを 散亂 質と 云； 5、 この 散亂 
質を 包圃 して 連絡せ る ものを 散亂 媒と稱 す、 今な に 述べた る 
散亂媒 は液體 にて 特に 水な り。 この 散亂 質が 粘 ± の 如 さ闻體 
なる 時は これを 粒 濁 液 (穿 S ミ siol ことい； 5、 牛乳の 如 さ液體 
なる 時は 乳濁液 silsion) とを ふ。 

この常亂媒が固體なる事も、 氣體なることもあ'5\、 がも硝 
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子 或は 鑛 物の 固禮散 觀媒の 中には 夫々 粒狀 、乳狀 、哉は 泥狀 
の散亂 質の 含まる、 例 あろ。 

C n ロイド 液- 

これ 等の 粒 濁 液 ( suspension ) 又は 乳濁 黎 因— Ision ) は 總 \ し 
お 眼 或は 顯微 鏡に よろ て 粘 子の 浮游を 巧せ るを 認め 得る もの 
にて、 これを 濁が 系と 稱 す、 尙 この 外に これ 等の 方法に 於て 
は查く 均一に 見 ゆる も 更に 特別なる 裝置 によろ て 微粒子の 散 
亂し 居る を 認め 得る コ P イド 系と 稱 ずる もの. あら。 即 も顯微 
鏡に よろ ては 查 くの 溶液に 見 ゆる もの も 度 外 顯微鏡 (U ミ a- 
microscope) に 依ら 驗 すれば 微か 粒子の 無數に 含める ことを 
認め 役、 かく 度 外顯微 鏡に よちて 初めて 認め 得る 微粒子を 散 
亂質 とせる ものを コ ロイに 液 ( Colloi を 1 solution) と 云 ふ。 
’而 して 溶媒に 加へ て 溶液と をる 溶質を 晶質 (orystalloi ちと 
云 ひ コロイド 鞭と をる 溶質を コロイド 質 (を 一一え d) と 云 ふ。 然 
れ共 この 區 別は 最も 適當 をる ものに あらず、 何と なれば 食鹽、 
氷 等は 普通 溶けて 溶液と なる も 亦適當 なる 方法を 用 ふる 時は 
コロイド 質と なら コロイド 液を 作ら 得、 故に 晶質 となろ 或は 
コロイド 質と をる は 其 溶質に 厨 有なる 性質に あらず して、 單 
にこれ を 得る 方法 反び 其 系の 狀 態に よりて 定る 、されば 溶媒 
中} C をを する 狀 態に よりて 其 系 查體を 溶 鞭 或は コロイド 液と 


命名す るを 適當 をろ とず* 化し 普 逆に 溶液と なら 易き ものと 
コロイド 潑 にを々 易き ものと あるは 當然 なろ。 

溶液は 如何なる 方法を なて しても 其 質 均一なる も、 コ ロイ 
ド 液は 度 外顯微 鏡を なつて 窺へ ば 微粒子の 懸游し 居る を 認め 
得、 即粧濁 液 又は 乳濁液と して 浮游せ る 粒子は これを 顯微鏡 
によろ て 測定 ずれば 其 直徑〇 ，〇〇〇 一 耗即〇 .尽な 上に し で 
コロイド 液內に 浮遊ず ぶ コロイド 粒子は 其 直徑〇 *000 一 
— 0 *0000 お 耗即〇 •で — の./ 章な ろ、 而し てこれ よろ 猶ルな 
る 粒子は 即も 分子に して 眞の綾 液と なるな々。 序に 記述せ ぶ 
普通の 礦 紙は 直 徑約ぞ が 上の 粒子を 集め、 穂 癒 紙なる 種類の 
ものは 稍 小なる 粒子を 集め 得、 例へ ば商號 S .S.NPeo'w と稱す 
る ものは 直徑ぞ が 上の 粒子を 集いる に 適す、 又 緻密なる 素燒 
: Pukal 一源 器は 直徑 0.4—0, ぞな 上の 粒子を 通過せ しめず。 

コロイド 液は 濁狀 系と 溶液との 中間に あるる のなる が この 
コロイド 液 中に もが 著しき 性質の 區別 あろ、 例へ ば 金の コロ 
イド 液は 空 氣に對 する 表面張力 殆ん ど純絳 なる 水に 等しく、 
ゼラチン 液は 氷に 比し 其 値 著しく 小な ろ、 又 鞭の 粧 度を 測を 
する に 金の 瘍 合には 水と 殆ど 異ならざる も ゼラチン > 液 の瘍合 
には 著しく 火な ぅ、 又 金 液は 之に 種み の鹽 類を 加 ふれば 凝固 
し V 化徽し 易く •ゼラチン 液は 鹽類 によろ て 化 殿し 難し、. 而 
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して かしく 濃厚なる ゼラチン 鞭は を 易に 其 儘 固まろ て 半固體 
の 巧 謂 グ^ (Gele) を 生ず、 金 液は 橫 ょら 當る 光線に て 見れば 
肉眼 にても チンダ^ (Tynda ご 現象を 認め、 度 外顯微 鏡に ては 
明かに 粒子を 認め 得、 然るに ゼラチンの 稀薄 溶液は 肉眼では 
淸 澄に ぶぇ、 度 外顯微 鏡に ては 唯 僅に 擴 散光を 認 むる のみに 
て 伽々 の 粒子を 認 いる 能は ず。  ， 

前述の 金の 瘍 合の 如く 液の 界面 張力ぶ 粘度を 變 ずる こと 少 
をく、 凝固し 易き る 液查體 として 固まらて ダが. をを ずる 性を 
く 度 外顯微 鏡に てを 易に 粒子を 認め 得べ^ ものを サス ペン ソ 
イド (suspgsoid) とい ふ。 又 ゼラチン 液の 如く 液の 表面張力 
を 贼じ钻 度を 增し適 當の溫 度に 於て 凝結して ゲ^を をず るる 
のを エマ 八ソ イド (Elnulso 己) と 云 ふ。 

而 して n P イド 液と 眞の 溶液との 區別も 亦决し C 判然たる 
ものに あらず して、 チン ダ 八 現象を 起し 粘稠なる 液を 作る も 
のにして 然 かも 硫酸紙を 通じて 徐 々に 撥 散す る もの あク 。こ 
れを半 n U イド 液と いふ。 郞 もこれ 等は 大 なる 分子の 溶液と 
も 看做し $ ベく， 又髓 散し 易き コ P イド 液と も 看做し 得。 

コロイド 液は 一般に これを ソご S ろと いろ ジ产に 對しコ 
ロイド 液の 一部を る ユマ 八 ツイ ドの 凝固して 半固體 となろ た 
るるのを ゲ^と 云 ふ。 


d 姑 ± 中に 含有す る コ n イド 質 
水中に 粘 主を おじて 攪拌 振潑 したる ものに つきて 考 ふるに 
其 液は 不 均】 系に ♦屬 し、 粗 粒の 沈降して 微粒子の 浮游す る 部 
分は 散亂 系に 屬 す、 而 して 浮游せ る 粘 ± 粒子の 中には 肉眼に 
よろ て 認め 得べき 粒子る あれば、 义 顯微纔 によら ざれば 見る 
能は ざる ものる あろ、 尙之 等よ ろ 微細に て 度 外顯微 鏡に よる 
じあら ざれば 見る 能は ざる コ n イド 液の 部分る ある をるべし 
义粘 ± によろ V は 可溶性の 物質を 混ず る もの あれば 其が 上微 
細なる、 即も 分子の 大 さなる 溶液を なす 部分 も 存在ず るな^。 

されげ 濁狀 系じ屬 する 部分る あれば 又 n n イド 系に 屬 する 
部分 も あろ、 濁狀 系の 部分は 其 散亂媒 はまと して 圃體 なれば 
粒 濁 液と 看做す べきる のなる も 特別なる 複合 化 於て は 液體を 
散亂媒 となす 場合な しとせ ざれば 其 時は ル 量な ちと 離る^^ 
液の 部分を 混すべし。 かく 濁狀 系のを 巧す るが 上 粒子の 微細 
の 程度の 進行した る n 0 イド 系の 存巧 する や當然 な々。 而し 
て コロイドの 巧には サス ペン ソ イド じ屬 する 部分 も あるべ 
く、 又ユマ A ソ イドに 屬 する 部分のを 巧して、 グ八 のが 態 化 
變 ずるる のの 含 咬る、 こと も あるなる べし。 

みく 粘 ± 中には 敌亂 系の あらゆる ものを 含む ものなる が 前 
述の 如く 散亂系 中の 各種 類の 間には 劃然たる 境界の 明かなる 


が k 非らず、 又 互に 同一 液の 中に 共を する ものなる が 故に、 こ 
れを區 をに み 離す る ことは 勿論 不可能の ことに 屬 し、 を 種類 
の 液 とても 絕對 的の もの じあらず しで 液 中に 存 巧ず る狀 態を 
云. ふ もの なれば、 姑 ± 工業 上 お ± を濕 潤す る 時に 生ずる 粘 力 
がまと して 其 含有す る コロイド みに 歸因 ずる こと 大 なるや 否 
やを 决 をす るは 容易の 業に あらず。 

即ら粧 ± 中の n n .A ド 部み のみに つきて 其を を 量的に 側を 
ずる ことは を 易なら ざる も、 粧± は 其 粒子の 微細の 度の 增す 
ことにょ ろて 其 粘 力を 助長せ しめ、 决 して 能力 增 進の 防 阻を 
なさず とせば コロイドの 凝固 及び、 nn イド 及 微粒子の 表面 
張力に ょる 吸着の 作業を 利用せば、 コ n イド 質 及び 微粒ネ の 
•量の 比較は をし 得らるべく、 而 して 粘尘 中の コロイドを るる 
の も 前述せ る 如 含 劃然たる 區域內 に 入る ものの みなる や 不明 
にして、 或は 巧 眼に て 鞍子の 區 みのつ くが 上に 小を る 粒子の 
部分を 指して 粘 主 中の 粘 力 助長 物質と して 然るべき ものなら 
* ざる か、 若し この 論に して 誤らな しとせば、 この 吸着 及び 凝 
固に よろ て 姑 ± 中の 微粒子 即ら コロイド 質を 比較 f る も 亦 適 
當 なる ものの 一な々。 

二 3 巧 イドの 凝結 

散亂 系は 一般に 不安を にして 液體 の散亂 系なる 瘍 合には 界 


面 張力に 依る 小なる 滴 子は 集ろ て大 となる 傾向を をず、 而し 
y 潑體 のみに 限らず 一般に 界面 張力は を 巧し 得べ & をが で總 
て散亂 質は 凝結して 大粒 子と なろ 沈降ず る 傾向を をす。 

コロィド 質は 散亂 度の 大 なる 有様なる 故に 界面 張力の 爲め 
に 不安定な ろ、 而 してを 粒子の 表面が 電 氣を帶 ぶる 時は 同性 
の電氣 はなに 反撥ず るを なて、 界面 張力は 之に よらて 减ぜら 
る、 即帶電 せる 粒子は 之れ なきもの^りも 凝結す る 傾 巧 少な 
く、 安定の 度を 增 ず。 

されば 其 コロィド 溶液に 其れと 反 對符號 の ィオンを 加 ふる 
時は 凝結を 起す、 而し てこの コ n ィド 溶液に 鹽 類を 加へ で 凝 
結 沈降を 起さし むる ためには 或 一を 量な 上を 加へ ざれば 變化 
を 生ぜず、 この 價を界 限 値と 云 ふ、 界限 値は コロ ィイ 溶液と 
盤 類と によ々 てを々 異なる ものな-^。 

前述の 如く、 陰電 氣を帶 ベる コ n ィドに 對 しては 陽 ィオン 
が 著しき 影響を 與へ ア产 ミニ ウム 、セ レニウムの 如き 原子 
價 高さ 金屬が 最もよ く 凝駐を 起さし む。 义陽電 氣を帶 ベる n 
ロィド 質は 陰 ィオンが まなる 影響を 輿へ、 二 價の陰 ィオンが 
一價の ものに 比し 遙 かに ルなる 濃度に て 凝結を 起す を 見る。 

又 n ロィド 溶液に 反 對の電 氣を帶 ベる n 曰 ィド 溶液を 漁ず 
る 時る 凝結を 濃ず。  . 
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コロイド 溶 鞭は 前述の 如く 其れと 反 對符號 の イオンに よみ 
凝結 せらる、 をが て、 この 反對 イオンの 成 生と おに 生ずる 同 
符號の イオンに よ ろても 幾 か 影響 さる、 ものを ろ。. 

III 吸 着 

液體が 溶質を 溶解せ る 場合に 其 溶質が 界面の 部 かに 集ら 其 
部々 の 濃度の 增す事 あろ、 この 溶質が 溶液の 界面と 內部 とに 
て 濃度を 異にず るを 吸着 (A を orption) とち ふ、 而し てこの 吸 
着は 普通に 界面の 方に 溶質の 集ち て 其 部み の 濃度の 增す もの 
をる が、 又 これと 反對に 界面の 部々 の 却て 稀薄と なる 場合る 
をし とせず、 前者を 正 吸着と 云 ふ 後者を 負 吸着と 云 ふ。 

而 して 單位 面歡の 吸着す る 量は 巧 面 張力 及び 濃度に よろ て 
異なろ V、 これ 等の 間には】 をの 親を あ* CNV 算出す る こと も 
又この算式によクて溶液の巧面張力が如何なる場 
合に 著し 含變 化を 受く るかに 就きても 說 明を なし 得、 即も溶 
液が 界面 張力を 贼 ずる 傷 合に かては お號の 吸着を 起し 溶質は 
を 濃度 小を ちと 雖 著しく 界面に 集ろ 其 性質を 變 ず、 之に 反し 
て 界面 張力を 增す 溶質は 負號の 吸着を 起ず、 隨 つて 蚕 濃度 小 
なれば 界面に を 在す る 量は 更 .に 小と な-^、 著しく 其 性質を 赎 
じ 得ぬ ものな ち。 

吸着は】 の 巧 逆變化 じして 一を のを 衝 じ 達しで 化る ものを 


る 事は 實驗上 確を され 居る ものに て、 濃度を 二倍 とせば 吸着 
る 二倍と なる もの じて、 これに 再び 氷を 加へ V 濃度を 舊に復 
せ ば 吸着 是も 亦舊の 量に 還るべし C . . 

吸着は 大抵 溫度 化き 精 著し。 

吸着の 測を は 普通 其 界面の 大 さを 一定ず るた め 粒子の 大さ 
の 揃 S たる 粉末を 一 用； 5 吸着 媒 r あに 吸着 せらる、 量を なて 單 
位 面積の 吸着 量に 比例す るるのと 看做ず。 即查 吸着 量を ぷと 
し 吸着 媒の 量を W とすれば ぉ をな て 吸着の 强 さとを ず、 而 
してのは 垂 粒子の 表面積 S に相應 し、 若し S を 測を する こと 
を 得 ばが Is とる 書き 換 ふること を 得、 然るに 粘 ± 中に 含有す 
る n 0 ィド、 檢言个 れば姑 ± 粒子の 表面 穂の 多少を 測を する 
にこ‘ の 吸着の 作用を な てせば、 吸着 さる、 液は 或 一定の もの 
をと々、 吸着 度は 一を さる、 が 故に 吸着 媒 たるを 種 お ± の 表 
面積を 比較し 得るな ろ。 而し てこの 嫁 合を 種 粘 丈は 粘 ± たる 
質 質が 同一 なれば 吸着に 對し V 何れの 粘 ± も 同一な なと 假定 
せざる ベから ず、 かくて 姑 ± の 量を 同一に とれば 吸着 量の 差は 
却 U 泻* ご 窺が 
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即も 同一 重量のを 牠± の 粧モの 表 厨 積の 大小に ょろ て 生ず 
る ものな ろ。 換言せ ぼを 粧モの 微細の 度と 吸着の 强 弱とは 比 
例す る も なろ。  ， 

吸着と 凝固とは 密接なる 關係 ある ものに て 吸着を 行 ふ瘍合 
に 於て る 同時に コロイドの 凝結の 巧 はれ 溶 被の 稀薄と な A、 
吸着と 同一の 結果を 來す るの なろ。 

四 姑 王 中の 3 ロイ K 質 測を ま 
描 ± 中に 含ち する コ C イドは 構造 複雜 をる 色素を 吸着ず る 
が 故に ァニ リン 靑 、マラ々 イト 綠 等の 如き 色素 溶液を 姑 ± 液 
の や 化 混 ずれば 細 出 微拉子 或は コ a イド 質は 色素の 溶液 ( コ 
ロイドなる ものる あろ) に對 して コロイドの 凝結を 起ず と 共 
に 多くの 限界 面を 作る、 吸着 作用の 巧 はれて 色の 濃 さを 減ず、 
この 色の 濃 さの 減 度に ょらて コロイドの 量を 測を する 方法を 
案出した るは アン ユ •-ン f (田. Ashley) なゎ。 

ァンュ》 レ 1の方法は我が國の特產物たる木節の如き微細 
粧 子の 钻 主に あろて は懸游 粒子の 沈降に 多 數の目 子を 要し、 
其 上 沈降 不充 みに て淸 澄せ ず、 色の 濃 さを 測を する こと 困難 
をろ、 化ろ てこの 西 難を 除く ため 電解質の るのを なて 凝結 及 
び 吸着を 巧は しめ、 これに よらて 減少す る 電解質の 濃度を 電 
氣傅導 度 化よ ろて 測を する ことと して 兹に 實驗を 試みた ろ。 


而 して 電解質と しては 鹽な 酸の 二種を 選び、 鹽 類は まとして 
吸着に よるる のと 看做し、 酸に よろ て 姑 ± は 凝結す るるの な 
るが 故に 比較的 凝結を 多く 行 ふ ものと し、 二者の 間に 於て 如 
何なる 結果の 差異 あるかを 見る ことと せろ。 

斯 くの 如く 粘 ± を 水中に 投じ 電解質を 加へ 凝結 及び 吸着に 
よ クて减 ずる 電解質の 濃度の 减少を 電氣傳 導 度に よちて 測を 
せんとず るが 如きは この間に 於て 諸種の 誤錯を 生ずる を 免が 
れ ず、 即ら姑 ± 其 自身に 於で を 時日の 經過 とおに 傳導 度の 變 
化 あるべし、 傳導 度は 粒子の 大 となる ことによ ろぶ 下降す る 
もの をれば 浮游 粒子の 沈降の 程度の 同一 部み につきて 試驗す 
る こと 必要な ろ。 特に 粧 主には 諸種の 含を 物を を 在し •コロ 
ィドの 有する 電荷 も 何れの. 粧主も 同 符號な 6 と决 をす ベから 
ず、 且 電解質を 加 ふること によりて 吸着と 同時に 化學變 化の 
起る こと も あろ、 又 粘 ± 液 內に加 ふる 電解質の 濃度を 一定た 
らしむ るが 爲 め、 濃度 高き 電解質を 小量に 加 ふると 之れ が 低 
きものを 夕 蒼 基に 加 ふる AJ に 依ろ、 其 電解質の 凝結 力 化 變動あ 
ろ、 斯 y の 如く 液の 狀 態は 極めて 複雜 なる るのに て滿 をなる 
狀 態の 下に 試 驗を巧 ふことは 極めて 圃難 をぅ。 

されば 吸着 及び 凝結に よろ て コ n ィド 否、 牠出 中に 含なず 
る 微紐モ の 多寡を 決定ず るは 尙 十み の實驗 を經 るに あら ざれ 
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ば、、 直らに 取つ てな て斷 をす るは 暴に 失すと 雖 る、 これが 或 
一面の 事 實を證 明す る 事は 疑を をれ ず。、 

' 本試驗 には 吸着の 多く 起る るのと して 能く 知られた る 破を 
カリゥムの 吸着に つ 会、 义姑 主の 凝結を 起す に 適する 硫酸に 
つきて 研究せ ろ。  - 

五 電氣傳 及び 其 測を ま 

或る 電氣傳 導體に 電流が 流る、 場合には 才 、ム (0 げ g) のを 
速に 從； 5 電動 力 E は 電流 L とお お W との 積と なる。 

Eul: ミ 

溶液に 電流を 通ず る 時は 歌が よろ て 異なる 或 一 程度の 抵抗 
もろ、 電解質に 就て は 抵抗 よらぇ 其逆數 をる 傅 導 sgdgtae- 
ce) につ さて 賓 ふるが 便な ろ。 

齊蹤 

抵抗 或は 傅 導は 傳導體 のお狀 に^ろて 異なろ、 即ら 長さ S 
と 斬 面積 a とに よるが 故に 

W= ミ — 廓 麟= か.^ 

なろ、 此の W と & とは 物質に よろ て 異なる 恒數 にして 夫々 狂 
位の 長さ 及び 强化斷 面 韻を おする 物質の おお 及び 傳導じ 巧 聲 
する るの なろ、 而 して 化の W を 抵抗 度 (お ま 安 ivi す) と 云； 5、 


& を傳導度(00夏§で己す)と云 。 

溶液の電氣傳導度を測をずるには普通み コ f 八 ラウ シ ユ法 

にょ々 ネ ト ス ト 

ン橋 (wheat  stone 
brige) を 使用して 測 
をす、 大要は 圆 示す 
るが 如し、 

A お d わ •け ホネ 
I ト ス ト ン橋にして 
A •ち 間の】 點 U を 
化 意に とか 接觸 をな 
し 得る 様に 裝 置し、 
未知 抵抗 X は B.C 
間に 旣知 抵抗 K は A 
C •間に 受話器 r は 
C.D •間に 置く、 而し 
て 之 じ 通ず る 交流 電 
氣は E なる 電池と 小 

感應 コイ 八 J 化ょ ろて 起され、 其兩 端は A.B •點に 入る、 この 
裝 置の 整； 3 たる 後. 化 X の セ 八に 未知 抵抗の 液を 入れ おは 適當 
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をる 抵抗に 加减 して、 F の 受話器に よみて 感應 コイ 八の 音を 
聞き D の點を 移動せ しめて 叉と R とが 同】 の 抵抗と をろ、 C 
D 瞬. に 電流の 通ぜ ざる 點を發 見して D の 位置を 讀 み讲算 によ 
の 抵抗を 知る。. 

最初 完查 なる 抵抗器を 選び、 ホキ ，トス トン 橋の 兩 側に 抵 
抗 器と 感應 コイ 八と を 入れ V 受話器に よ々 て ホイ I トス トン 
橋、 抵抗器、 傳 導の 補 おを なす。 

次化兩 極の 距離 適當 なる セ^を 選定して 用意した る 標準 鹽 
化 カリウム 液に よち で セグの 恒數を 測を す。 

'準備 整へ ば 實驗に 移ろ、 先づ粘 ± を 水に 混じ、 其 姑 ± 固有 
の 電氣傳 導 度を 測を す、 粘 出 一二 おを 精砰 し、 注意して 蒸溜し 
たる 氷を なて 五 00^ 入 メジ ユア リング フラスコ 中た 洗 S 落 
し 十 かに 攪拌して 粘 生 粒子を よくみ 離せし め 後 二 晝夜靜 置し 
て 上 澄の 部分を と A て 傅 導 度を 測る。 

第二には 前述の 一一 一巧の 姑 出に 對し 吸着の 適 當に巧 はれで を 
猫 ± によろ y 區 別し 得らる、 濃度、 即も大 約 五 拾 分の  ーノグ 
マグ 0 硝酸 タリウム 液を 造ろ、 この 液 五 02 を 五 OOS とを 
し、 これの 傳導 度を 測ろ、 殘 ちの 液は 粘 止と 共に 混じて 第三 
の 試 驗に巧 ふ。 

第 云には 姑 主 一二 ちと 第二の 瘍 合に 用 a たる 傳導 度旣 知の 硝 


酸 タブ ゥム 溶液 五 0§ とを お 〇〇^ の メジ ユ アブ ングフ ラス 

n に 入れて 水を 加へ て充み 攪拌して 二 晝夜靜 置した る 後 其 上 
澄 液の 傅 導 度を 測る。 

稀薄 溶液に つきて は 其 傅 f は 二 液を 混じた る 鶏 合を 液の 
傳導 度の 和と 看做さる。 おの 瘍合 硝酸 カブ クム 液の みの 傳導 
度 及び 姑 ± の 傅 導 度は 旣に 知られた る もの なれば、 第 S の 結 
果が 第一 及び 第二の 和よ ろ ル なれば、 其 小なる 量 だけ 吸着 义 
凝結に よりて 硝酸 カブ ゥム潑 の 稀薄と な々、 傅 導 度を 减 じた 
るな ろ 0 

稀 麻 酸 液に つきても 硝酸 カリ クムと 同樣 S 度 試 驗を巧 a 吸 
着® は 凝結に よろ て贼少 する 量を 得た ろ、 其を 結果 別表の 如 
し。 

、 ふ 織 舞 
，♦廢 氣 利用 乾燥 裝置  . 

燃燒及 冷却 兩特 期の 間、 窯 よら 出 づる熱 氣を生 素地の 乾燥 
に 利用ず る ことは、 旣に よほどな 前 化 急激を 發 達を 遂げ 且つ 
廣く 採用 せらる V じ まろし 問趙 なち •連續 式 窯の 煙道よ ち、. 
直接に あ斯 を巧ゐ 得べき やを やは、 從來 識者の 注意す る處た 


みしが、 技術者の これに 對 ずる 意見 區 々にしで、 種々 系統的 
考案 あれ どもの 成功せ る もの 比較的 少なし。 ' 

これに 反して 不連續 窯ょ ろ燒成 期間 廢 熱を 利用す る ことは 
比較的 新し さ 試み なれ ども、 をの 成した る計畫 多くは 成功を 
示し、 從て 未だ 知られざる 大 をる 利益を 獲得す るを 得た ろ。 

世には 連續 窯の 廢氣を 煙突の 下部ん 6 乾燥室に 導く 事は、 
理論 上ょりは 非難な けれど、 實際 これを 行 ふに， 當ろ 種み 困難 
伴 ひ y 到底 利用 せられず 非實用 的な ろと ずる 者 あら。 をの 圃 
難は 曰く、 器物 上に 煤煙 厚く 穗 ちて、 運搬. に不輸 快を 感じ- 
曰く、 廢氣 中に 含を せらる、 酸性を 斯は 、乾燥室の 運搬 車 及 
び 導管 內の 送風機、 もの 他 金屬に 作用して これを 腐 触すべし 
と。 この 腐蚀 作用は 鬼 斯 中に 含有 せらる、 酷の 量、 換言 ずれ 
ば 燃料 及ぴ粘 ± 中の 硫黃 ち斯の 愚に 比例す るるの な： f^。 

化 米、 ー ミ^トンの 一 製造 家 ウィリアム •バイ ネス 巧は、 前 
記 非難に 就 さ 反駿を 加へ、 煙道の 廢 熱を 乾燥に 利 巧す る こと 
の 查く實 用 的を る ことを 指摘し、 且つ 歐洲に V」 は 已に實 際に、 
廣く 用ね て 相當に 効果を 擧げ つ、 ある ものな ろと い へら。 、 
氏は を ほ 述べて 曰く、 乾燥室に 導く 廢氣は 連續窯 (輪 窯) の 
燃燒 部み を 出 •て、 煙突に 至る の 間に 於て おるべく、 冷却 部分 
よろ をす とさは 燃燒 部分の 熱を 奪 ふこと、 をる が、 燃燒 部分 


をし V 欲する 火 度を 保たし むる には、 餘 みの 燃料を 要する り 
ィ 不利 あるべし と。 然れ ども 火 度 降下の この 論法 戌、 をの 冷却 
部分が 燃燒 部分と 極めて 接近して、. 例へ ば 兩者相 隣れ る瘍合 
の 如&に 於て は眞 るらん も、 熱が 冷却 部分の 燃燒 部分よ ろ少 
しく 遠ざかれる 所 よら 取らる、 瘍合 じは、 少しも 差 支へ を か 
るべ し。 ， • 、 

これに. 反して 燃燒部 かより 出づる 廢氣を 取ろ、 若しくは 燃 
燒兎斯の煙突に逃れ出づる化前のるのを取る-^^きは、 何れも 
濕氣を 含り が 故に 結果 面白から デ。  •• 

不連續 窯を 用 ふる 錫 合の 最良 利用 法 —— 單獨 窯の 場合に 於 
て 水分の 放出' 化み たる 後、 燃 燒兎斯 の 熱を 乾燥に 利用 せんた 
め、 成功せ る 方法 少なからず。 就中 前記 バィ ネス 巧の 考案せ 
るち 法は 頗るを 利な ろとの 定評を 博せ ろ。 即も 氏は 次 圆に示 
ず 如く 數 個の 單獨 窯の 煙道を 連續 せしめた ろ。 を 窯の ま 煙道 
は、 一對づ 、廢 熱導瞥 によりて 連絡 せらる、 が 故に、 ダンバ 
—の 開閉に よ 6 廢氣は 直接 煙突に 巧は しめ、 含た 廢熱 導管、 
ま 要 熱風 導管を 經て 乾燥室に 導く こと ぁ 出 巧 得るな ち。 

最初 水分の 放出 止い 迄は、 廢熱 導管の ダンバ， を閉ぢ て、 
兎斯は 直接 煙突よ 6 逃む おさしむ。 廢氣じ 水分 含 皆ざる に 至 
らは 前記 ダンバ， を 開き、 同時に 煙突の、 下部に 設けた る ダン 
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パ1を閉づ。 疑に於て兎斯は乾燥室の入口にぁる送風磯のた 
め廢熱導管に吸^茲まる。 燒成を終ろし後もダ ン パ ， はもの 
今、 に 保つべし。 然ら ざれば 福が によら 熱の 損失を 來ず べし。 

この 考案 成ら ざろ しな 前は、 乾燥 
に 最も 適當 せる 溫 度は、 僅かに 冷却 
部 みのお 斯の 、乾燥室に 導かる、 に 
至らし よろ 最初の 二十 四時 間 巧に 於 
て 得らる、 のみな をき。 然るに バィ 
ネス 巧の 方法に ては 絕 をず 連續 的に‘ 

廢氣を 利用し 得べ く、 且つ 巧の 經驗 
によれば 燒成 時間を 規 縮し、 窯內最 
下部に も窯諧 ザる を得從 てを 產增加 
を ホした る 等 利益を 得た る こと 頗る 
大 なろ とい ふ。 

この そ 法の 最初に 試みられん とし 

たる 當 時は、 煤煙の ため 品物の 汚さ 

る、 のみならず、 裝 置かく の 如く 大 
仕掛けを るた め、 却て 浪費 大 にして 

不利益に 陷る べしとの 危惧を ずら 懐きたら。 然れ ども これら 
豫 期した る 困難なる 事情み、 4^ の實 現と 共に 查く 杞憂に 過ぎ 


ず、 送風機の 翼 あ 乾燥を は、 屡々 點檢 したる に 何等 著しき 腐 
触る 認められず。 品物に 沈積す る 煤煙の 困難 ずら •かつて 經 
驗 する 化 至らず。 六 基 或は をれ な 上の 窯を をす るエ 傷に 於て 

この 方法を 採用せば、 をの 利益 頗る 
大 なる もの あらん。 祝ん や 今 曰の 如 
く お 炭 騰貴、'  燃 稱經濟 をる 聲の 高き 
時期に 於て を や。 

(JBrick  旨 d Clay  necortl.,  Oct •夕 

191づ (積 本) 

® 麻 火 性 磁器 

耐火性 磁器なる 一言 葉の 中には 熱 あ 
. 驗： の兩 作用に 同時に 耐ぇ 得 可く 作ら 
れ たる 總 ての 磯 製 器物を 含い 郞ち化 
學藥品 製造所に 用 ふる 蒸發 皿、 管 及 
’ パィ n メ I 夕 r 其 他 巧 學的器 城に 用 
ふる 器物の 如し。 過ま廿 年間に 於て 
‘ 耐火 器物の 製造に 大進 步を來 せろ。 

其 結果の 一とし 佛题製 耐火性 磁器は 終に 獨逸口 I と 其 位置 
を 置換す るに 至れら 實に獨 逸に 於け る 製造は 非常に 成功せ ろ 
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且つ 其價 格の 正當 をる ため 數 年間は 此種 器物の 製造は 殆んど 
此國に 限らる、 に 至れろ 一九 一六 年な 來大英 帝國に 於ても ホ 
製造を 成す に 至れら。  / 

磁器は 本 ホの 組成と して 一種の 燦融 ァ^ミ ニ ユム鹽 义はァ 
八 ミニ ユムろ 珪酶鑛 なら 單 純なる 珪酸 a は 熱せられ たる 時に 
は 媛け 易く 又 軟化し •易 さため に 商業 上の 價値 なし。 或 特性を 
有する 磯 器を 造る にぶ 種々 の鹽 基を 使用ず 普通 磁器の 禮茲は 
加里 若しくは 曹達 なれ お 耐火性の 或る ものには 鹽基 として マ 
グネシ ャを用 ふ。 所謂 耐火性 磁器なる 者の 多くは 眞の 磁器に 
あらず して 稱子 化した 粘 ± 又は 燦融 したる 酸化 金屬 なり 兹に 
於て 商業 上 耐火性 磁器なる 言葉の 中には 次の ものを 含なず。 

一、  眞の礎 器！ 船 ± 長 お 巧 遊離 珪酸 ょら 組成せ るるの。 

二、  粘 ±t 硝子 化 默態皆 V 熱せられ たる もの。 

ご 一、 酸化 金屬— 硝子 化 又は 初 湖の 烙融狀 態 ま V 熱せられし 
菩± 、ァ八 ミナ、 酸化 ジ八コ ニァの 如き もの なれ 共 之 等は 
耐火 材料と して 眞の磯 器 程の 價 値は 認められず。 

四、 粘 ± と金 顧 酸化物の 混合物ょり 造れる るのに て 多少 一 
に 含まる、 眞の 磁器に 類似せ ろ。 

眞の 磁器  / 

一般 獻 狐の 硬質 磁器は 普通 次の ものよ々 造らる。 


粘 ± 五 〇 長 お 二直  珪お 一一 五 

然れ典 其 割合 種々 の もの 存す 使用ず 可 さ S 成 かに 就き V 云 
へば 粧± は 非常に 耐火性の ものに て珪 おは 收 縮を 減ずる ため 
且つ 長 おは 烙融劑 として 作用し 此 等の ものは 硝子 化した る 素 
地を 作る 或る 狀 態に 於て は珪 おもが 赂融劑 とし V 作用す。 

此の 如き 磁器の 耐火性を 增ず ために 珪 おの 代ろ に 一層 耐火 
性の 材料を 使用ず る 事必耍 なり nV れ には 變 止は 最適 當 な-^ 何 
ん となれば 之は 耐火性に て收縮 無く 且つ 極く 細かき 粉末に を 
ず 事を 得れば をろ され ど 不幸に して 純 辟の 變± は 非常に 窩價 
なろ 不純なる 變 虫の 種々 の狀 態のを の (鋼玉) あれ お 不純の た 
め 耐火性 化學 用器 其に 使用す る 事^ 得ず 總 ての 傷 合 變± はを 
のを 積を 完 をに 一を に 成ず ため S 角錐 十八番 (攝氏 一 五 〇〇 
度-又は をれ な 上に 幾度る 操 返し 燒 成せざる 可から ず 長石】 
五％ 粘 ± 四 〇% な. 下を をむ 磁器は 熱の 急變に 耐ぇ 得る 事を 見 
出せろ。 

磯搔が 耐火性は 變± の 割合 多く 昆お 又は 其 他の® 基の 割合 
ルみ 時に 最大を ろ。 粘 出 も 亦 出 ホ 得る 丈け 少なく して 働く 
力に 耐ぇ 得る 丈け の 固さに なず。 最多く の 例に 於て 次の もの 
は離驢 、鑄 込 或は 型に 依ろ 成 おさる、 所の 器物に 使用し 得る 
最大の 割合な ろ。 
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最をチャィナクレ！ 1110  長石 


二 五 


ろ 


嫣燒變 出 四 五 

か、 る 混合物は S 角錐 S 十ち 雷の 炼融顯 を 有す 燦劑に 依 
侵さる、 事 極 僅少を ろ 然れ典 不幸に し で サ ニ番 或は 普通の 硬 
質 磁器の 溫度 ょら 極く 僅かに 高 かき 溫度 にて 軟化し 始 む。 

一曆 耐火性な るが 将を 得ん には 第一 長 おと 純 粹の變 ± の 等 
量の 混合物を 極細 かく 辟き S 角錐 十み 雷に 幾度 も 繰返し 燒& 
次に之と等量のチヤィナク レ 1あ高溫に燒きたる變±を混ず 
巧し 此 混合物を なて 巧 要の 形を 造々 一一 一巧 錐 十よ 蕃 (攝 巧】 四 
乂〇 度) に燒 成す。 

蒸發 皿巧禍 管の 如き 硬質の ベ 八 リン 磁器は 廣 く實驗 用に 使 
巧され 次の 平均 成み を 有す。  、 

珪酸六 化 •五 ■馨丈 二 六 •.六 酸化 第二 鐵〇  •八 酸化 チタ 
一一. クム 0 •四 石灰  一 •四 苔 王 0.111 加里 0 •一二 曹達 

9 と 

|禍 火 磁器に 使用ず る 良が をる 觸國の 調合 次の 如し 


-Beauvoir  kaolin 

藥 • "yrieiw  kaolin  (サン チ ュリ- •カオ リン.) 
E 口 glish  chi 口 a 么 ay  (英國 チヤ イナ クレイ〕 
Sa 口 d (ゆ) 

re 宮ミ (長 お) 


A B 

五 〇 1 
ミ ニ ー 
1 四 二一 
S 二 六 
一〇  三 ハ 


Ch 己 k or  c&ite  (白聖 若 クハホ 解ち 
wroken ち rcelain  (磁器 破 か) 


ニー  匹 

セ i 


上記お はラ t へ ベ f ク 磁器 La>rchev^lle、w  worcelaln とし V 
知られ 之は A ょろ 良 巧なる ため 廣く 使用され 且つ 貧 重さる。 
0 'マグネ シャ臟 器は 非常に 耐火性に して 一とと 0 年が 來 知ら 
れな後 大いに 進 ホせ ろ。 

.，.マグネ シャ 磁器は 耐久力 强く 熱の 急變に 耐ぇ 硝子 化する 範 
園長く 膨脹 係數 小さく 熱の 傅 導度大 にして 耐 機械 力强く 且つ 
氣孔 少な 含た めに 特に 貴重なる ものと せろ 次の ものは 模範的 
調合 物なら 第一 及第 二は まとして 歷あ 的に 興が あるの みなれ 
どる 第 S の？^ のは 現在 伯が 官立 磁器 製造所に で 造らる。 


マグネ サイト 
ボ J ル ク レ 1 

長石 
珪石 
磁器 破片 
大理石 
薄 主 


マグネ シヤ 磁器 

1 G-iova  口 net  ご (1770} 
二八 
九 
セ 
二八 
二八 


2 窒 V を を 

ー セ 
二 五 

五 四 

四 


W 因 ei 口 eoke 
セニ 


二八 


を を" Mgo  五 •五  四 •四  1116 

第云の ィネツ クわ調合を細粉となしご焉¥走番化幾度 
も燒 .5^ 冷却を 更に 細 粉と なし 之に デ キス トリン (糊精) 又は 其 
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他の 適當 をる 粘劑を 混合し 之に て 品物を 造ろ s 巧錐肿 二番に 
燒く 化は マグネ シヤ 磁器の 最 耐火性の ものにして をく 珪酸無 
し 珪酸質 器物を 避けざる 可から ざる 硏究 に對し 特にを 効の も 
のをろ 生の マグネ サイトを 使用ず る 代りに 細かく 碎 きたる 锻 
燒 マグネ シ‘ヤ の 等量を 用 ふれば 一層 良が の 結果を 得らる 可 
し。 - 

E.  T.  scntgom さ y は 次の 混合物を 用 ひ 化 方法に V 良 結果を 
得た ろ。 

A B C D 

ボ I ル クレイ  ーー  ー 〇 1110  二 〇 一二 〇 

ジヨ I ジア カオ リン  ニ 0 — ！ 五な 

烙融珪 酸 五 0 セ 〇 八 〇 一 五 

巧は D 調合 物を S 角錐 十 二番に 燒 成した る 時に 兎斯 及液體 
に 透らざる 且つ 能く 熱の 急變に 耐ぇる ものを 得の ろ 成分の 變 
化 著し けれ 共 もの 器物のを 劾 性に 付きて は 極めて 僅少の 差異 
しか 認めず 大 低の ものは S 角錐 S 十 二番な 上の 耐火 度を をし 
熱の 急變に 耐ぇる 力大 なろ。  . 

ジ 凍石 磁器 (steatitio  porcelahl) は マグネ シヤ屬 化して 天然 產 
珪酸苔 十： (凍 お 一 よら 造る 之を 細 粉し 之に 耐火 姑 ± 又は 他の 結 
合劑の 少量を 加を 强應の 下 じ 作り 其 器物の 形を 崩さ.*、 る範園 
に V 出ぶ 得ス ホけ 髙溫 に燒 成す J •お. G.1VI さ an  (一八を 一 一年) 


の 特許 中には 溫 度を 明記せ ず 著者は 攝氏 一四 〇〇 度 或は をれ 
が 上を 推擧 ずるが 然れど 使用ず る 凍石に 基因す る 事大な り 嫁 
融 したる 凍石ょ 5 成る 耐火 物の 製造は 一九 〇 八 年に B を 堅 一 
Thomson 田 ousts  00 •に 依ら 特許を 得らる 此 特許を 特に 管の 
製造に 應用 せろ。 

あ斯 バ—ナ f 內燃 機關の 火口の 製造に 使用ず る 凍 巧 磁器は 
查く マグネ シャ 磁器は あらず して 合成物な ろ此 等の 凍ち 磁器 
の 成分は 製造者に 依な 異なれろ 有名なる 某 商館に V はお 〇 の 
チャィナ ク レ！ 巧 〇 の 長 お 一 〇 の珪お 六の 凍石ょ ろ 成る 混合 
物を 使用せ ろ此種 磁器 中 或る ものは 凍 おの 多量を 舍 をず。 

原料を 混合して 固き 捏粉 となし 金型に て麼 迫して 造る ある 
目的には 闽き捏 粉の 代は りに 濕ク たる 粉末 狀 態として 其 混合 
物を 使用す る 方 良好なる 葬 あろ 英國の 凍石 破 器 製造者ぶ 普逾 
をの 品物を 燒 きて 会れ ょら 施 軸して 二度 もれを 燒 く。 一層 其 
數 多くを つ 規模 大 なる 佛网 製造を はを の 器物た 施 細して 一度 
に^i>の品物を燒成ずるのみなク使用する釉藥は他の種々の磁 
器に 使用 さる、 普通の ものなら をの 烙融 度を 施 細した 素地に 
適する 樣 になす。 

凍ち 磁器の 別の 種 額の ものは 查然凍 おのみを 含有す 之の 頗 
料を 細かく 粉砕し 素地よ して 用 ふ 若し 必要 あら ば 硝子 化ず る 


•扇 


が 料を 少量 加 ふ 可し 然る 時は 查く 硝子 仏した 素地を 得べ し然 
れど 之は 唯 だもの 凍 おが 一層 純粹 なる 時に のみ 必要な ぅ 長 お 
あ チャィナ クレ 1 は 化 目的に 使用す る 硝モ化 性が 巧の 基を 作 
る此種 磁器は 廣く絕 緣體の 製造に 使用 さる 戰前此 等の るのは 
獨 逸に 於て 造られし が 近時 一英 國 商館に 於ても の 製造 開始せ 
られ 大成功 せら 且つ 現今は な 前外國 ょろ 輸入せ しものと 同一 
の 絕緣體 を 製造す。 

硝子 化 粘 ± は 眞の磯 器の 如く 耐火 作用には 查く滿 足す 可 さ 

ものに あらず され ど ある 目的には 良好なる 品顿を 作る 此 目的 

じ 使用す る 粘 ± はもの 耐火性を 增 さんがた め 普通 燒き たる® 

± と 混合す をの 耐火性は 含有す る 酸化 金屬に 非常に 影響す る 

ものにして をれ は 耐火性 骨子の 孔 やに】 種の 磁器 樣 物質を 造 
る 0 

ヘヒト 磁器 (を chVs  porcelail】) は此種 かがの 模範的の をの 
巧 クをは バ ィ ロ メ I 夕 ， 管化特に適當をる事が見出さる公は 
脖 別の 耐火 粧立 (liakonitz  fire 色 ay だ I 一一 角錐 廿 蕾に 鏡き たる 
純 絳の變 出を 六 分の 一 混を して 燒 成す 化の 燒成 物を 非常 化 細 
かく殺碎し-14>れに半みょ5稍少をき非常に粘力ぁる ボ I 火 
クレ f を 混ず 化を 一一 一巧 錐 十六 番に燒 くもれよ ろ 鑄 氏 八十 度 上 
昇せば もの 硝子 化する 溫 度に 達す 此 器物に 使用す る釉よ 次の 


如し 

長石  六 大理石  八 苦 ± 一 

ハ I レ磁 ± 四 0 珪砂  四 五 

此釉はゼ  >ダ^錐十六番(攝巧千四巧六十度)に燒成ず。 

この 口 echtm  P ミ celai。 に 甚だょ く 似た る慶 良なる がが は 
容ミ quard? 巧 gcelain と 云 ふぶ の 下に 化學 用器に 廣く 使用 さ 
る 之は 單に 伯林の 官立 磁器 製造所に 造らる、/ のみを ろ 明碰な 
る 組成は 發 表せ ざれ お IVIar ち ard? パイ n メ ，夕 r の 內外管 
を 一九二 一 一年 A.  J.  P 冨 ごちの 分が せし 處に 依れば もの 使用 ホ 
料は 次の るのに 相當 せろ。 

巧 管 か 管 

燒 きたる 變止  一二 0 四 0 

K 磁 ± 又は チャイナ クレ I 四 〇 ニー 0 

爱ボ —ルク レ，  二一〇  一一 10 
’ 化の 混合物を 氷を なつて 嫌る もの 管は 螺絲鑛 型 (Die) 中を 
通過せ しめ 擠 出して 成形し 之を 垂直に して 燒 成す。  • 

1VLL.  Bell 及 E.T.  jvlontgomel-y はみ 表に 示ず るのは 米國の 
材料を なつて 良が なる 結果を 得る 事を 見出せら。 

M.  L. ' だ ell  E. Montgomery 

ジョ— ジャ磁 出 ニー ーニ 0 二 〇 五 五 < ' 

テン ネッシ I ボ ー ル クレイ  ニ 0 1 九. 一八  一 五 

フリント  I 一二 1 】 一】  ‘ 1 

長石  ， .二 四 ニニ ニー  1. ' 
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水 致 化 アルミ 三ゥム  ーニ ニ八 so 

烙お アルミナ  ー.  — 1 

此等の混合物ょろ作6し品物を最巧ゼーダ^錐二^  (攝氏 
千 百 二十 度) に 燒き次 V 施釉 しで ニー 角錐 十一 二番 (攝氏 千 S 巧 五 
十 度) に燒く Bell はお 灰は な 下にして 可塑性 粘 ± 及 遊離 
珪酶は 極 少量ょ ろ無& もの をらざる 可から ざる 事を 斷 をせ ぅ 
變 丈は 多量 存在せ ぶる 可から ず 使用^し 粘 ± 及 長 おやの 變± 
0外 じ 更に 二 〇 » so% が 必要を ろ。  • 

Buchgr の 磁器は 粘 ± 及 結晶 質 磬± (鋼玉) の 混合物ょり 成 
るされ ど 不幸に して 高溫に 幾度 も燒 成せば 崩 解す るた め 未だ 
豫 期の 诚蹟 を擧げ 得ず。  • 

•酸化 金屬 のみに て 造らる、 事 あら 卯 も 燒締苦 ± を くは 變± 
又に 苦ぶ Is  (鋼玉の 類) の 態の もの じで 五み の 攀± と 二分の 
苔 ± の 混合物を 硝子 化する 咬 V 熱して 成形す、 化 製品は 攝氏 
二 千 百 一二 十五 度に て烙融 す。 

一九 0 九 年に W. IX  Co 己 idge は 驚 ± を 夕—八 或は パラ フィ 
ン にて 結合して 使用す る 特許を 得た る もの 混合物の 溫& 間に 
成形し 次 V 攝 氏！ 四 00! 一 五 〇〇 度の 間にて 眞 空中に て燒 
ぶせ ろ。 

このる のは 多くの 觀に 於て ヘヒト 磁器と 同】 の 品物を 造れ 


共 幾み 耐火性 强 し。 • ’ , 

减 合法  良結果を得むには耐乂性磁器製造に使用ずる糾 . 
力無き 材料に 極 高溫に 繰返し 燒 かざえ 巧から ず。 次で をれ を.，‘ 
極細 かく 粉 細し 出 ホ 得る 限ら 完查に 混合ず 可し。 

勤， 造 法 1 茲 には 詳言し 得 ざ 八 共 特別なる 器物を 造る には 
幾多の 方法 あろ 簡單に 述べむ に 皿 巧 禍あ其 他の 空简 品は 泥繫 
と 成し 石膏 型に 注ぎ 鑛这 法に 依 造る、 管 類も间 一方 法 化が 
ら 造らる、 が 普通は 强± を 螺絲鑛 型 中を 魏 して 裕 ，るな ち燒成 
は 丸 さ昇焰 又は 倒備式 窯に て區鉢 中に て 行ふ溫 度を 徐 々に 上 
昇せ しわ 县ク 最後の 溫 度に 充み 永く 支持す る樣 注意せ ざる 巧 
からす、 この ツ f キング (soakl ピ g) は】 樣に 硝子 化せし むる 
に 必要な り 冷却は 加熱の 時に 於け る 如く 充 みが 意せ ざる 可 か 
ら ず、 器物に 施釉 する には 先づ 上記の 如く 燒 成し 後浸漬 法に 
ょろ 施釉 ，) て 巧び 適 當の溫 度に 燒 成ず、 然れ どもの 燒成 期間 
を 婿 かくす 何と なれば 甚だ 徐 々じ 加熱す るは 釉に 有害 をれば. 
なら。 

他 質 磁器の 主なる 特質と しては もの 素地 緻密を るか 又 
は 硝子 化して 硝子 樣破口 あろ 幾分 半 透 せろ 然れど 耐火性 磁 
器は 歪曲せ しめず して 密に燒 くは 围 難なる ために 其 素地 稍氣 
化を 有し 僅かに 半透明な み。  ’ • 
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K.  Ilieke 巧の 云 ふ 所に 依れば 伯林の 耐火性 磁器は 次の 特 
質を 有すと をを は燒 成の 際强 さも 冷却の 際には 元のを に 還 

るり 

密度は 燒成 中は 減少す 攝巧化 五 〇 度に て釉 無き 磁器は 二 • 
六 四に して 同 1 品を 攝 巧】 四 二 〇 度に 燒 けば 二 •四 六と なる。 

二 •お 禮ぶ方 體の破 壤强は 平均 一を 方禮 に付き 四 二 〇〇 斑 
f。 

耐偕强 には お當 なるおを 利用し 得 ざれ 共 口 さ ssdorf 磁器に 
類似し 一平 方麵 に付^ 一三 00— 二 000 旌 なる 可し 强性率 
は 田 ergsdcrf 磯 器に 就て は 五 000 —と 000 の 間 をら PV 
熱 傳導度 即も攝 氏】 度の 溫度 差に V 一 平方 おの 表面 ょら 一 
秒 間に 逃る、 熱量は 寧ろ 硝子に 於け るょ ろ大 にして 0、 00 
ニー  0、 00 四の 間なら と 假定し 得 巧し。  - 
釉 無き 伯が 磯 器の 比熱は W. 爹 ege4 巧の 云 ふ 所に 依れば 攝 
巧 二 0 度— 二 00 度の 間にて は 0.110 二に し V 攝氏二 00 
—四 00 度の 間に y は 0- ニニ】 なろ。 

釉 無^ 器物の 膨脹 係 數は巧 ieko 巧の 君 ふ 所に 依れば 次の 如 
し。  . 

一二 一一 度— 二 00 度 900 UO0S  四 一二 

一二 二— 四 00  000000111 お 己 

ミニ— 六 00  900000111 五ぶ  -.、 


二吉  i セ 0C  O.OOOOCH11 五六 
F •田 eneiDg 巧の 云 ふ 所 次の 姗 し。 

一六 度-— 一 か】 度 0.OOUO0 ー セ セ 

一六-— 二 五 0 0.00000 吉一云 ハ 

ニ ハ— お 00  oooouolll 六 四 

一六 1 1 〇〇〇  0.00000 四 一二 四 

此に依 A て 見れば 膨脹 係數は 普通 硝子、 烁器 JVIarquardt の 
磁器、 あ 苔 ± の如& 耐火が 料ょ な 少な ク 。且つ 溫 度の 上昇 化 
伴ふ增 加る ホ此 等が がょ 6 更に 僅少な ぅ 之れ 伯林 臟 器の 能く 
溫 度の 急變に 耐ぇ 得る 所な な ク。  ‘ 、 
化が 磁器には 一を の 燦融點 無し 一二 角錐の おに 作. es て 熱した 
る 時は 一二 角錐 化— 化 一番と 同一 溫度 にて 曲る •長さ 八 〇锭、 
直徑六 おの 棒を 一端に て 支持した る 時には 攝巧六 00 度に て 
曲ろ 始め 九 〇〇 度に て 著しく 歪む され ど 巧 禍及短 かき 管の 如 
さは 適當 にち 持す る 時は 攝巧一 凹 〇〇 度 ま" て 使用し 得 可し 器 
物 上の 釉藥は 攝氏九 五 〇 度に て 軟化し 始 い。， 

常溫に 於け る 電氣傳 導 度は 極 僅少な ろ 之は 溫度 とおに 增加 
し 攤氏八 〇 度に 達ず ると きは 二 一四 百倍の 大 さを 有する に 至ろ 
攝巧 11100 度に 於て 測を し 得 可う-電流が 通過ず Dietricl 一氏に 
依れば 一經 立方 體の電 氣傳導 度 (才 f ム にて 表は したる おお 
の 逆數) は (攝氏 九 幸 五 度に ては 0.25 X 10- だを 攝 巧】 八 化 度 
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こて P26X10- だを ろと 云ひ尙 08 な wi 口な sailly の說に 依れば 
攝巧四 00 度 0.05 こ ミに て 攝氏一 〇〇〇 度に V は ご si な 
らと云 ふ Pirani 及 siemss は攝 氏と 二と 度に て每禮 立方 體に 
付き一.7  X 10*ォ — ム の電氣おが义は 0 X 一〇ムの電導度を測をせ 
ら E. 巧〇 送！ 一を al は 厚さ 二 •五 おの 板は 四 0000 ホ 八卜の 電流 
に 耐ぇ 得る 事を お見せろ。 

誘電 恒數 (Dielectric  oosta 口 ごぶ 軟質の 長石 破 器の 六 •六 一 
I 六 •八 四に 比し お •と S をち J 

耐火性^は次の特質を有サざる可からず。 

一、  熱に 對し 非常なる お 巧 性なら ざる 巧から ず S 角錐 肿番 
は 熱し 何等 烙融の 徵候無 さるの ならざる 可から ず。 

二、  加熱せ し 條に大 なる 機赖 力無 かる 可から ず即も 使用 溫 
度に て 歪曲の 徵候 無き ものたら ざる 可から ず。 

三、  赤熱 片を 水中に 投じ 若しくは 急に 冷氣 に觸れ たる 時の 
如含溫 度の 急 變に逢 ひて 破壞 せざる ものなら ざる 可から 
ず。  ’ 

四、  使用 中接觸 ずる あ斯 、酸、 ア八 カタ 及び 其 他の物 質に 勤 
し不 浸を 性なら ざる 可から ず。 

五、  良 熱傳導 度を 有 甘ざる 巧から ず (パイ ロメ  •夕 1 とし 
使用せ し 時には 特に 然 A とす)。 


六、 微細なる 氣袍を 有ず お 大氣壓 の 下に 於て 冷たき 時に も 
ホ攝氏 一四 00 度に 熱した る 際に も 巧斯化 對し不 浸透性 
ならざる 可から ず。 

と、 新ら しき 破砕 面に 有機 染料を 附着して 後 水洗し 完 をに 
拭 ひまら 得る ものなら ざる 可から ず 0 
耐火の 目的に 使用す る 理想的 磁器は 查くジ J マニ ブト (珪 
線 お) とを 〇5 を 構成せ り 之の ものは チ ヤィ 户クレ •■五分と 燒 
成 攀± 二分の 混合物を 非常に 細かく 粉砕し T 度 烙融點 の 附近 
をで 熱し- 义造 6 得るな ろ。 浸 旨 qc ミム" の 磁器は 非常に 之に 類 
はせ ろ 之と 同一 物が 义長お 質 磁器 中に も 生ず 之は 碟器 中の チ 
ヤ ィナ クン， な珪 おが 烙融長 おに 烙 かされ 冷却の 際 硝モ樣 生 
成 物 中に ジリ マ ニットの 結晶を 作る 故に 長 お 質 磁器は 上記の 
理想 磁器の かく 耐火性 ならず。 

次の’ 簡 おなる 試驗 じが 劾を ろ。 

a、 水を 滿 たせる 磁器を 器を プン ゼン 燈の乂 縮 中に 置き も 
の 水を 徐 々に 蒸 發し去 6 垂く 水が 無くならし 隙に 更に 最 
强の乂 縮に V 熱して 冷却し？^ る 際 何等の 龜 裂の 生ぜざる 
ものなら ざる 可から ず。 • 

.. b、 試驗す 可き 巧 量され たる 破 製を 器 ゃに 少量の 炭酸 曹達 
をを れで烙 くる 奇 •て 熱し 五み 間 烙融が 態の 放置し 冷 
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題を 淸く據 a 後雜 量して 二 遮な 上の！？ 赎 ある 可から ず。 

C、 バィ’ In ィ t 义 t 管の 如き 品物は 使用 溫 度と 同一 溫 度に 
を 回 熱し 查く 冷却した る 時に 形を 大 さに 明かを る 變化あ 
る 可から ず。 

d 、. ご 音 倍の 撥 大力 ある 顯微鏡 下にて 薄き 透明が を 試驗し 
々る 際に ジリ マ ニットの 結晶の 良く 發 達せる を認い 可し 


脈 現象を 確保せ むには 攝巧 一四 00—一  巧 二 お 度の 溢 度 
に燒 成す る 事 必要を々。 

(nelra え ory  sptierlals  their  gflnllfac を re  口一一む  uses) (脯 が一 
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報 


細 

線 

硝 

子 

製 

造 

裝 

置 

發 

明 

名 

稱 

ホを 

ご 巧 

> 

T 曰 

特 

許 

巧 

曰 

お 

庫 

早 

川 

卯 

轟 

特 

許 

權 

者 

を 

〇 

四 

號 

i 

ス、 

破 

子 

曇 

止 

ち 

四 

•特許 公 

特許 番號 

第ー ニ ー九二 號 

本發 明は 烧稱子 塊の】 端を 固を し 他 端を 巧が くべき 金物を をせ しめたる 移動 器 
を骄道 上に 裝設 し該 器を 移動す る ことにょ リ烙 硝子 塊を 延伸し 細 線 硝子の 製作を 
なす ものにして 該 製品は 軌道 下部に 取が けたる お 藏函に 納入ず ベくな したる 細 線 
硝子 製造 裝 置に 巧り 其 目的と する がは 從來の 不完全なる 人工 製法を 排 止し 機械 製 
法に 化る ものにして 製品の】 様に して 細大 自 をなる を 得べ く义 製作の 进速 にして 
簡單 なるとが 損の 渺 なき 等 振め て綻濟 的に 製作せ むと する にあり。 


に定設 したる 湯が ま レンズ 製造 機に 係り 其 目的と する がは 逐み 赔融稱 子を 注入せ 
る受 型を 間歇 的に 誘 送す る 途次が 型に 依リ壓 迫を 加へ て 簡易 进 速に レンズを 製造 


を 一一 一一 化 凹四號 


爐 


六、 一二、 二 四 


神奈 川を 城新昌 


ネ發 明は 隔壁に 依 リ爐燒 室と 燃燒 室と にみ 劃せ る爐 にがて 下部は 上部ょ リ硝廣 
< し兩 側に 枝 梁を 作り 其の 校渠の 後端は 幅 壁に 到 リ燃燒 室への 瓦斯 通 道と 合致す 
ぺ<爲 し 又 該枝渠 には 室の 巧 上に 化 置せ る 瓦斯 逃 出口に 連絡して 蒸 汽噴巧 管を 備 
ふる 冗 巧 通 道の 開口を 設け 更に 室の 頂上には 給 お 道を 構成し なて 新に が 給の 燃料 
を旣に 供給せ る 燃料の 灼熱に 依り 蒸 鞠し 骸 炭化せ しめつ、 其發生 瓦斯は 枝 渠を通 
じて】 部は 灼熱 駭 炭の 燃燒を 補助せ しめ 他の 多數 は燃燒 室に 壓送 すべ <爲 せる 爆 
燒连の 構造に がり 其の 目的と する 所は 極めて 簡 草なる 構造に 依り 固形燃料を 近 速 
完全に 瓦斯 化して 濃厚なる 炭化水素 冗 斯を提 せしめ 其 瓦斯を して 燃燒 室に 於て 熱 
風と 會 合し 直に 化合 燃燒し 得る に 適切なる 高涩 度に 巧ち つ 連續 供給せ しむる に 
をり。' 


第一 一一】 九 八丸號 


湯が ホレス 

ズ製 造機 


セ、 


九 


索 京 湯 村 源太郞 


ネ發 巧は 數 多の 受 型を 無 端狀に 連結して 迴轉厕 に 懸け 厕の 間歇 的 迴轉に 依りて 

順み】 個 づ>| 作用 位置に ホたら しむる 樣に裝 置し 其 上部に】 個の 巧 型を 昇降 自を 


東京 一圓 五郎 

本發 明は コロ ホ-一 I、 コ I バン、 ダン マ I 等の 透明の 樹脂を 主 成 かとし 之れ を テ 
ル ピン 测义 はお 油 ベン デンに 溶解して タルク 粉ネ义 若卞の 樹脂 石 厳を 游巧練 合し 
て泥狀 となした る 曇 止に がり 其 目的と する 處は 硝子 製品の 表面に 塗 付して 水蒸氣 
の 附着 凝縮して 曇を 化ず る ことな からしめ 常に 淸觀 透明なら しむる にあり。 


第一 一ー ニ 〇 六一號 
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調爐 
節の 
ブ 通 
ベ 風 
さを 

セ 

> 

八 

ジオ I ナス、 
英國キル フ リッド^ 
ドレ 1 キ 


ネ發 明は 煙突 內に义 は 爐と煙 おの 上り 路 との 間なる お 道に 隣接す る 部み に裝置 
しなて 此 煙突 上の 通風が 一を の 力を 超過 するとき は此裝 置に 作用し 外側ょ リ巧氣 
を 流入せ しめて 驢を 通過せ しめ ざらん め 化て 導入 せらる、 容積は 過剩 通風の 要み 
を滿 足す るに 適せし め 從て爐 上の 通風を】 を 又は 略々】 をなら しむる 裝置 にして 
即本裝 置 にがては 煙突の 通風に がりて 作用せられ 且 最初 動かされ たる 部 かは を氣 
導入の 爲 めの 開口を 開か ざれ ども 他の 部分に 連 おせらる、 を 化で 其 部は 比較が 僅 
みの 運動に 依りて 巧 宵の 大 さの 送 入 間隙を 開放し 得べ くせる 裝 置に 係り 其 目的と 
する がは 禮 上の 通風を 自働 的に 調節し 且一 をに 保持せ しめ 爐と關 速して がちの 狀 
態を 攪亂せ ざら したな て 燃料の 節約 及 燃燒を 完全なら しむる に 在り。 


参實用 新案 公報 


登 錄番號 

第 四 四 四 か一號 
築 四 四 五六 二號 
第 四 四 五 セ四號 


實用 新案ぶ 稱 

煙突 
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六、 ご 1、 I 四 


六、 
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實用 新案 權者 

板木を 喬雄 
愛知 花 井 十四 己 
神奈 川な 巧電氣 株式 會が 


213 


東 茨大東 
京^ 城阪京 
新 田 中 加 村 

美 置 藝藤井 

喜 之 高淸銳 
市 巧 景セ吾 


長 

野 

上 

お 

刹 

郎 
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第 四 巧 五八 〇號 
第 四 四 五 か九號 
第 四 四 六 一四 號 
第 四 四 六 二か號 
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•京都 陶試國 立 再 請願 

京都市 立 陶磁器 試 驗場國 立 移管に 就て は 農 商務省に がて 約 一一 十五 萬圓の 豫算を 
計上し 大藏 省に 迴が したる も大藏 省に て削臧 さわた る爲め 遂に 立 消えの 姿と なり 
たる こと 旣 報の 如 < 之れ が 爲め 京都市 にがては 同試驗 場に 對 する セ 年度 經費 豫算 
二 萬 ホ 千 餘圓を 計上し 同年 度 にがては 新 機械 麟入其 他 時 別の 施設を 爲す こと、 な 
リ たるが セ 年度 にがては 之れ にて 差 支 無しと する も 八 年度と なれば 現せの 同試驗 
場 附屬傳 習が は 之れ を 巿立第 111 高等 小學 校に 明け渡さ r る 可らざる 事情 あり 勢 ひ 
其 候補地を 他に 求めざる ベから ず、 殊に 試驗 場の 現を 化 置は 頗る 狹隘 にして 新 機、 
据 が、 作業 工場 お 築 等 時宜に 應 ずるの 適當施 おを 爲 さんと 欲せば 移轉 S 外を 無く 
旣に其 お 捕 地 も 大體に 於て 妙法 院南 ホ舊 H きお 院 跡、 配ケ をの】 帶 (約 一一 一千 坪) と 
をめ 之れ が 食 行は 貸に 數年來 の 懸案と なり 普通 なれば セ 年度に がて 是非共 あ 行せ 


ぎる 巧らざる 機運に 際會し 居りし お 時 恰も 農 商務省に がて 國 立と 爲 すの 意嚮を リ 
市に 巧リ ては 好機 措く 可らず と爲し 現を の 建物 諸 機械、 並に 國立决 を おの 移轉敷 
地を 寄附せ ん條 かの 下に 請願し をる も 大阪の 工業 試驗 場は 建物、 諸 機械の 外に 移 
轉 改築に 要すべき セ 十五 萬 圓の內 大阪府より 五十 萬圓 寄附すべき 內約 的條件 あり 
て题家 採算 上 頗る 有利なる もの ありて まとして 之 等 事項の 關 係より 遂に 國 立と 成 
るべ <决 をした るに 反し 陶磁器 試驗 場の ホは 如上の 結 おを 見 もに 至りた るが 一 面 
京都市 陶磁器 試驗 場の 移管 成り 難き と 名 古 屋巿が 同地 陶磁器 試驗 場を して 國 立た 
らし めんと 猛烈なる 運動を 爲 したる に 起 凶す と 云 ふ もの あれ ど 大野 市長、 石 川 助 
役が 農 商務省の 意嚮を 聞く 處に 依れば 名 古屋の ホは 全然 認め 居らす とのこと なれ 
ぱ 矢張り 大藏 省に がける 削减 のを 因は 寄附 條 件の 如何に 依る もの 夕 きが 如し、 さ 
れば 此の際 京都が 早晚實 行せ ざる 可らざる 省擔額 即ち 移 轉攒張 費 約 二十 凹 五萬圓 
を ば、 國 庫み 年度 豫當 編成 前にが て 前記 現 巧の 建物 諸が 械 及候辄 敷地な 外國 立な 
の移轉 改造 費と して 寄附 申 化る にがては 大蔵省に がても 巧 ホの 有る や も 計られ ざ 
るを なて 大野 市長 若く はお 川 助役 近々 東上し 農 商務省と も 打合せの 上審 後方 法を 
講ずる に 至るべく、 市に 於て 同 試 驗場移 轉贊豫 錠を 計上し 得る 時 おに 到達 L 居ら 
ざると 同時に 前記 幽立 後の 移轉 改造 潰 寄附の 助 源 も 見込 立た ざれ ど闡な 不可と し 
ての 市將 ホに 胎す 永久の 負 擔を考 儀し 且つ 市 經營の 儘に する も 早 晚移轉 せざる 可 
ら ざる 現狀に 想到し 何等かの ホを に 化り 寄 脚 可能の 見込 罐 立す るに 於て は 之を が 
件と して 再 請願を 爲す當 なりと いふ (二 巧 六日 京都 日ノ出 新聞) 

® 有 田陶業 史脫稿 

有 田 燒の歷 あは 鍋 島 藩 公 時化と 密接の 關 がを 有し 從 つて 之が お貨を 明かに する 
は丰縣 特産物の 發肢 を圖リ 且つ又 同業の 既往を 知悉して 將 ホの 計 霜を 建つ る 上に 
も 必嬰献 くべ からず 然るに 從 巧本縣 陶器た なる ものは 之を 整理 統一 唯ら れ たる 著 
書に 乏し < 彼の 藩 窯 時代より 今日 陶磁器が 佐贺縣 H 業が の隨 一として 重視 せらる 
るに まりし 由ホ經 過を 知る 機 触 おきを 慨し有 巧を 製造 家を を 貫と して 之が 硏巧調 
査を 開始し が ホ 同地 德 巧知 敬 巧 まとな リ 之が 編 黛 かのと こる 目下 其脫 稿を 吿げ巧 
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脯 中に あるを 化て 近く 發行 さるる に 至るべし とい ふ バー 巧廿 六日 佐賀 每日蔚 聞) 

•米 國の寶 易 制限 令出づ 

米國 輸出入 測 限 令の 嚼は豫 てより 本邦 巧 場を 騷 がしっ、 あった 巧 柄、 十五 日忽 
如と して 其の 公 ホを 見る におり、 米 國に向 ふ 本邦の 輸出品は 十六 打より 愈々 測 限 
をみ 適用を 受け 米歐 政府の 特許を 受けざる 限 リー 切 輸出す る 事は 出來 ない 事に な 
ウ た、 特に 輸巧 品の 大王た るを ホ 類 茶 其 他 一般は 大れ擊 を 免れまい とを ふ 事で、 
十 セ：！！ は目喔 であるに 拘 らず當 業者は 半信半疑の 裡に迷 ひ、】 ホなら ぬ 游亂を 極 
めつ、 あり。 

輸 巧は 年々 食器に 傾きっ、 あり 打擊少 からん —— 陶磁器の 影響に 鄙き 森が 組の 
大倉 和親 巧は 語る 『今な も それで 日本 陶器 會 社と 打合せの 爲め名 ホ屋へ 立っ がで 
ず 詳しい 事は 發 表の 查 文を 見を 上で 無け れぱ 判らぬ が 近 來米國 行の 陶器が 漸み食 
器に 傾いて 來 たがから ぶても 乂 しを 打擊 では あるまい とお ふ、 無論な 瓶 や 置物 や 
裝飾 具な どは 賛潭 品と 見做されて 輸入は 許され まいが 目下 米 聞に がける 食器の 生 
產 額は 到底 需要を 充 みに 滿 をす 事は 出來 ない 現況で あるから 假し 制限 されても 相 
當- 額は 日本から 供給を 受ける 外は あるまい と考 へられる、 是 迄の 陶磁器 韵が米 
國 《驗 出される 年額は 五六 巧萬圓 でを つたが 昨年は 千 萬圓仪 必 にも 上っ を樣 てを 
るから 需要 口 餘お增 て 居る 事で あらぅ』 を々 バニ 巧 十 セ 日報 知 新哥) 

•熊 本縣と 陶磁器 工業 

天草が 陶磁器 原料の 唯】 の產 地で ある ことを かる 人は 少 い。 殊に 其の 陶 5 よ 5 
お 粗 面 岩で あってを 都と をはず 名 古 崖と をはず 日本 全 國中苟 くも 陶磁器の 寵を有 
する 批 方に 於て a 單に 天草なる 名に 依つ て呼稱 せられて ゐ ，。ことを なるな 數へ 
る 程し かないで あらう。 現を 陶磁器 工業に がて 天草 陶 石は をん ど 絡 對的必 嬰 愛 
如く 看做されて 極めて 画 がられて ゐる 。就中 名古屋 S 緋 茶碗 や 西洋 皿 等を 專 
門に 製造し つ ある 日本 陶器 營社 或はち 古屋灌 陶工 場の 如き 大工 場 にがては 天草 


陶石 のが 給を 受けなくて は 直に 事業に 差 まが 生じて 來る 位で ある、 諸君が 西洋 料 
理屋へ 行つて 切れ味の 惡い ナィフで 力, K ャ カチャを、 かれる 皿の 中に も大 ホは 天 
草の 陶 石が 含まれて ねる。 义蜘緋 やが 茶で 乾い を 咽喉を 觀 される 茶碗の 中に も 多 
< は 天草 陶 石が 粉 ホと して 白を の 生地を 巧 さしめ てゐ る、， 嬰す るに 天草 陶 石は 目 
本の 陶磁器 工業の 死命を 制して ゐる といつても ょい 程 貴重な が 料で ある。 若陶石 
山の 現 巧の 所有者を る 天草 郡 高 潰の 上田 巧都呂 々口木 山 氏が 陶 石を 名古摇 京都 地 
ホに 送る のを 拒んだら 森が 巧 一二 巧 萬 圓餘の 資本を 有する 日本 陶器 會社あ 名せ 佑 製 
陶 がは 直に 事業の 化 化と 迄は 行かな < とも 必ず 手傷き 打擊に 傷つく であらう。 其 
結果 直に 日本の 海外 輸出 額 も 巧 當の减 かを 見る に 違 ひない。 天を 陶 おの 我が 工業 
界 にがけ る 地位 もホ大 なりと 云 ふべ しでを る 化の 如く 重要なる 陶 おが 現在 どんな 
狀 態で 採掘 せられて ゐ るかと を ふに 夫れ は 極めて 幼稚な 原始的な ホ 法で 寧ろ 亂掘 
とを つを ホが 適當 かも 知れぬ。 が こんな 話は 他日に 譲る として 兎に角 天草 西海縣 
高 漬から 都呂 々の 間には 陶 石が】 層 若く ば 二 層の 帶を 引いて 海岸に 平行して 走つ 
て わる。 而 して 年々 一一 千 五 百 萬 斤 位の 產 額を 舉 げてゐ る。  .、 

窩 濱の陶 石の 産出す る 所は が 巧の 皿 山と いふが である。 現今 上田 巧 一人の 企業 
で 海 痒から 皿 山 迄は 輕鐵を 敷設して 馬車を 用 ひて 日々 陶 おの 運搬に 従事して た 
る。 皿 山には 昔陶 雜を燒 いた 寵が あつたと いふ。 をは 巧 皿 山と いふ 名 わみ 殘クて 
昔を做ぶに過ぎないが、 其の代り約ニミち尺の高さからヶ1ブルカ  >をし つら へ 
陶 あの 運搬に 從 事して ゐる事 等は こんな 山奧 には 一寸 異様に 感ずる 程乂 仕掛な も 
ので ある？ 

お 海岸 迄 運 ぼれ た陶 おは 船に 積んで 兜 づ嚼津 迄 運ばれる。 崎 律からは 大きい 帆 
船に 積み 代へ て 名 巧 屋は熱 旧 迄、 京都は 淀川を 魏 つて 宇治まで 運搬せられ る。 更 
に それが を 工場に 送られて 粉 お 機械に かけられ 或は 水 厳して 泥狀 となし、 他の 陶 
± や陶 おの 如き 原料と 游 合せられて 始めて 陶磁器の 型に 姑 へられる ので ある。 要 
する に陶 石は 山から 掘り出し たま、 の 原料で 之を 各地の 隹產 地に 送り 本家本元の 
熊 本は ロハ 借な 利益に 滿 おして わると を ふを 樣で をる。 

此 所で 誰でも 考 へる 事は、 辕 らば 原 おのま、 送る のは やめて ゆ < とも 之を 粉 痒 
して 需喪 地に 送つ をら どう どらう とを ふ 事で をる。 


) 
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，踪 おのま、 高い 運賃を 支 桃つて 送る よりも 細 粉に して 送ウた ホが 利益で ある こ 
とは 勿論で あるが 大きい 陶溢器 工場は 兎に み ル さいが 旋 設備を 有たない 瀬 戶多游 
見 或は かを ホ 面の 工場に ては 喜んで 陶止 がを 購入す るで あらう。 巧に 現を 夭 尊に 
めて は 採掘の 時分に ル さい 破 かとなる ものは バラと 言つて ルに 委棄して ゐる がが 
巧 工場を 起せば 其 等を も 利用し 得る こと. ミなる。 粉砕 H 場を 起す ことは 現を より 
も】 ホを 進めた ホ 法では あるが 之には 運送 上を々 の 困難が ある。 更にを 大工 場は 
夫々 お 種の 細 粉を 需嬰ナ る關が もを るから 化 所で 粉碎 する ことは 理 儀は 好い が孩 
巧は 割を にかくは なから うか。 併し 粉砕 事業 もみして 望みろ とい ふ ものでは な 
い 俳し 余は 百 尺 竿頭】 ホを 進めて 丰縣に 陶磁器 工業 夫れ 自體を 興す， べしと を 張す 
る ものである ネ縣の 不振なる 工業を 振起せ しむべき 第一 着手と して 先づ 陶磁器ぶ 
業を 起す の 有利なる 聲を認 むる ものである。 ネ縣 におつ ては 原料の 關係上 最もを 
易に 起り 得る H 業で あると 思 ふ。 

陶 おは 旣 に本縣 の特產 でぶ る。 之は 問題には ならない。 おお も 化か 州から を價 
に 供給 せら わる。 ロハ 問題と なる のは 陶 石と 游 ずべき 化の 原料 即ち 陶出 でを るが 之 
は丰縣 には 连 する 所がない 様に 商いて ゎる。 探索の 結果 何處 かに 採し 當れ ば結槐 
であるが 化づ ない ものと 見る より 仕 ホかない、 併し 朝が 滿洲 方面には 無限に 產巧 
する みら 夫れ から 輸入 すれ ぼよ いと 思 ふ 現に 名 ホ 島の 日本 陶器 會 社は 朝鮮の 原料 
をが 化する 關巧上 又 石炭の 關 がから ル 倉に 分工場を 起した 程 だ。 先 づ刹鮮 か何處 
にか 巧 挪權を 攫 得して 置く 必要が ある。， 次に 巧 働 者の 問題で あるが 長 峰、 佐賀ホ 
面には 舊 くより 陶磁器 H 業が るつ たから 熟が な勞 働を なら 少し < 高い 貧 錢 でを 易 
に吸收 する 事が 巧來 る。 其 他の 不熟練な 働を にしても 傭 ひ 入れる には 左 迄 困難を 
感ずる X‘J とはな からう と 思 ふ おに 遊んで 止 地の 關 がに 至つては 熊本縣 は】 曆 好適 
である 日本 陶器 會 社は ル 倉に み 工場を 設立した が ル 倉、 枝 化、 八 嘘 等は 製鐵 工業 
の 如き 大工 業の 發 達して ゐる所 巧 處 には 大錢秘 の 響、 絕 えず 人の すを 舉 せんとす 
るが である。 巧る 製鐵 H 業 や 其 他 之に 似 も 火 ェ樂の 間に 介 かして 陶礎 器の 如き ホ 
だ 家內的 手工々 業の 面影を 巧して わる 工業の が 立は 中々 六ケ しい 事で ある。 假令 
出 ホても 職工の 氣 分に 甚ピ しい 影 密を與 へる から 锦 巧を 必嬰 とする 陶磁器 工業を 
をす ±地 としては 不適で をら う。 之に なして 糜 本は 靜 かた。 しんみり 祕髓 を迴し 


て 手先き の 化 事を する のに 適して ゐる 更に 陶磁器 工業は 比較の 廣 欠の 地積を 必耍 
とずる から 地 傾の 高い がでは 資丰に 多額を 要する ことくなる 離 本 市外の 止 化なら 
坪 一二 位圓で 手に入れる ことが 出 巧 やう。 之 も 亦 熊 本が 陶磁器 工業に 適する 豁 でを 
る。 

尙ほ 其の 製品は 勿論 內闕向 もよ いが 外國向 就中 南が 印度 丈那 向を まとす る 方が 
よいから 其輸 巧に 當 つての 化す 化と いふ こ ともをへ なければ ならぬ。 雜本 みら 敢 
て不 化で もなから う。 名せ お、 岐阜 地ホ辣 に金澤 地み 等に 比駭 すれば 幾 かか 距離 
が 近いと をふ擧 もを る 輸出 雜か らも 遠ざか リ义汽 革 横に も不 •他で ある にも拘らず 
硬質陶器 會 社が 金 澤 のがの 眞ン 中に あるのに 比すれば 幾多の 利益が あると 思 ふ。 
若し 熊 本 市外に 出 巧たら 輸出品は 巧 巧か甚 崎へ 送れば よい。 一二 巧 附近 か 或は 八 化 
附近に 岀來 たら 船で 長 崎へ 積み出し 其れから 南洋 又は 印度に 送る に 何の 不 化が あ 
らう ぞ化處 ごがは 日本の 陶磁器 生産の 大勢と 其の 輸巧狀 がと を 大要 說 巧して 置く 
のが 顺常 かと お ふ。 最近に 於け る 陶器 磁器の 化 產额は 千 ホな 九十 萬脚餘 にして 此 
內 最大の 生産を 舉げ るのは 愛知の セな セ 十 萬阅岐 卓の 二： 白 セ 十 萬 劇を 都の 巧 五十 
顧 圓佐賀 の 百世 萬 圓で石 川縣遙 かに 降って 六十 五荫闯 の化產 に過ぎない、 丽 して、 
唯一の 原料を をす る 巧 熊本縣 はがうか とを ふに 驚くな かれ 僅に 一二 谋二千 脚に して 
查國 中二 十ー ニな に屉 るとは 造に が. ない 又、 心細い 話で をる みに 輸巧 額は 何う かと； ム • 
ふに 大亞四 年には 六な 九十 お 萬 脚であった ものが 义 化 五 ホに おっては 戰爭 のが 影 
響を なけて 一躍 千 二な 萬 圓に激 がして ゐる今 國別輸 山额を 示せば ぶ 表の 適り であ 


北米 合衆闽 
嫉太刺 利 
ま 那 
英が 印度 
同 海 峽煎ほ 地 
蘭領 印度 
を 盤 


大正 おが 
四、 一六た、 00 〇, 

1、 凹 九- rouo 

一、 二 五 九、 000 
一、 一六 一二、 000 
セ 0 立、 000 
五 ニー、 08 
巧 九 八、 000 


火 正 ■四 年 
二、 九 一 0600 
四 凹 八、 000 
四 セ セ， 00 U 
五】 五、 000 

•五一 三、 80 

二 五六、 000 
二 丸た、 000 
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あ 他諸國  二、 11111 五、 〇〇〇  一、 五】 化、 000 

合 許 一二、 0 四 0、 000  々、九ぶ 一一 rooo 

をに 化つて おる と ホ國を 筆頭と してみ に濛 洲を那 英領 印度 等の 順序で ある。 米 
固を 除けば 他は 化て 印度 ま 那濛洲 方面で 之 等諸國 への 輸 巧 額は を 部 おな ホ 十萬圓 
餘に 達して 居る。 戰亂 の續く 限り 之 等 諸國の 輸入額は 增 加す る共滅 かする 事な か 
らぅから 戮幽の 陶礎器 輸出の 將來は 益々 有望と 言は なければ ならぬ 例へ 戰爭 にて 
終 おする も 一度 確實に 販路を 攫 持した な 上を 易に 之 等 諸 國の轉 意を 失する 事は な 
からぅ と 思 ふ ホ 國は暫 らく 措いて 問は ず 其 他の 諸 國に對 しては 我 熊 本は 名 古 匡、 

美 濃の 諸 地 ホよりも 地理の 關 係に 於て 優る 事 萬々 であるか らして 愛知 峡阜お 川 地 
ホは ホ蝴 向を 主として 巧は 南洋げ 度を 那を まとす るに 至ら ば 最も 妙で ある パー ー巧 
一日 九州 曰々 新聞) 

•八 上 陶器 改良 

八 頭 郡 八 上 村 大字を 田 陶器は 八上燒 として 巧當 の聲價 ある も 未だ 其 ぉ聲を 博す 
るに 至らを るより 本縣 陶器 業の 改 をを 圆 らんが 爲め曇 日を 田 陶器 改を 講習 會を開 
催す る 事と なりし が 期間は 去る】 巧 二十】 日より 向 ふ 十五 日間の 見茲 にして 目下 
最が 期に 近づきつ、 あるが 之が 講師と して 石川縣 工業 學校敎 諭 塚 执政雄 巧を 招^ 
した リ缘田 氏は 由來靑 磁燒の 名手に して 一般 陶攤 に對 しては 造詣 深ければ 斯業 0 
改を 上に 就きて は大に 資する 所を るべき を 化て 今回の 講習 會は 有益なる もの ある 
べしと 尙ほ從 ホの 八 上 燒は其 生地は 至極を 好に して」 見 淸水餘 と 異なる 所な き 様 
なれ ども 唯圖 案の 點 にがて 大に 劣る 成ち リ 曾て 八 上燒の 生地に 九が 燒と 同樣 なる 
圖 案を 加工して、 おんど 本場の ものと 差違な きもの 拍 ホした る 程な りしと 現今の 
八 上 燒は其 外部に がに 八 上燒の 一二 字を 現は しある より 神戶地 ホに 輸 巧す るに ホの 
文字を 削除す るを 希望す るの 傾向 ある 程なる が 今後 圖案巧 他に な 房を 加 ふれば 大 
に 需用を 增加 する のみならず -曆巧 名聲を 博す るに 至るべし とを ヘリ 因に 縣 にて 
は 松 井 農 商 課長は ホ貨 地狀况 視察の 爲め 昨】 日 同 講習 會へ 臨席の 爲め 出張せ り。， 
(一一 巧 二日 鳥 取 新報) 


み 復興 されん とずる 虫明燒  。 

備前邑 久郡裳 掛巧虫 明は 備前 八景の】 として 迫 門の 曙は 平家の 大將忠 盛を して 
隨 喜の 淚を 流さ しめたが 此 自然美が 外に 池 田の 闕を巧 木 長 門ず が 五 萬 一二 千 おのを 
邑 地で 有つた 丈け に 多くの お實を 留めて、 其 一つに 虫 明燒が ある 其 由 ホに ついて 
古老の 語る 所に よればが 木 國老が 初めて 瀬戶の 签屋に 陶器 製造所を 設けを のが 今 
よりす 五十 年 前、 當 時は 家臣 鄕司 源を 衞 門が 事務を 擔 任せる が ± 地狹 隘の爲 めに 
立場に 移 轉し天 巧 八 年 事業を 擴張 しが 木 氏よ リ燒物 役員 任命と なリ總 奉行 横山淺 
々衞 門、 見 屆役横 田 S 郞左衛 門、 職工 長 今 まま 藏 、工場が 締森角 太 郞の顏 觸れに 
て わ 庭燒の 名聲を 上げ、 な 化 二 年が 木 若狹は 京都の 名工 痛風 與 平を 聘 したる に廢 
藩置縣 はか 木 氏の 轉退 とな 5、 な明燒 にも 支障の 波を 打たせ 森 角 太が 氏の 手腕に 
て 辛 じて 其 命脈を 績け 或は 明治 二 年 京都の 名工 宮川眞 葛を 聘 しを 南、 乾 山、 辯 部 
の 模擬 品を 初め 染せ吳 須繪の 磁器を も 製造した が 明治 二十 年の 頃 悲運に 陷リ 或は 
黑井 覺辨に 或はが 木 家臣 條尾 俊樹等 振興を 劃策せ しも 其 期に 至らず 明 巧 二十 お 年 
より 更に 株式 的 組織に て國 產增殖 名物 巧が を 策し 專ら 日用品の 製造に 當リ しも、 
また 廢 業の 不幸に 至りし は 大正 一一 一年の 頃、 がく 幾多の 波 欄と 變 遷を經 たる 備前出 
明 燒を化 儘み 久に 葬る は 遺憾と する が、 こ、 にお 響 梅 二 一郎 氏に より 創立され たる 
備前燒 株式 會 社は 一月 二十 セ 日 創立 總會を 開き、 社長に 秋 山縣會 議員を 推し 本社 
を 岡 山 市上 お 井に 支店を 巧 氣郡か 部 和 邑义郡 裳 掛が虫 明 等に 置き 從來 製造 家と 脈 
賣を 側との 契約に か、 る 製品 賣 却に 當る こと、 共に お 物を 明燒の 復活に 當る ベし 
と。 (一一 巧 四日 山陽 新報) 

•化 鮮陶業 勃興 

化鮮の 窯業は 從ホ微 々として 振る はず 漸く 鮮人 用水 藉等製 出す るに 過ぎ ざり し 
が 近 ホ 長 好なる 陶± の發 見せ f 〔る、 と共に 斯業 漸< 勃興の 機運に 向 ヘリ 罹 南 窯業 
商會は 一昨年 四月 合賓 にて 創立し 其 工場を 鏡 城 郡 龍 城 面 東 村 洞に 設けを としてが 
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ぶ ± 管 鉢 類を 製作し つ、 ありし が 更に 同 郡 朱こ强 面四鄕 桐に】 工場を 設立し 同地 
よリ產 する 陶± をな て 耐乂揀 瓦を 製造し 地方の 需 耍に充 つる 外 咸興ホ 面に 數萬汹 
を 移出す る狀 態に て 益々 向上 發展の 域に 達し たれば 今回 會社 組織に 改め 大いに 其 
の 業務を 趨 張す るの 計 霞 あり、 义會 寧の 秋麗 某は 其の 許可 鑛區 なる 會寧郡 五 柳澗の 
陶± がが 內 稀に 見る 冥 質の ものなる より 之を W て 陶器 製造を 爲 すの 計 轟 ありが ホ 
同地ホ人は該粘±を2$て舊式陶器を製出し會寧地ホみ問島等に販賣しホリたぶ も 
お 術の 幼稚に して 拙み なると 産額の 少き爲 め 甚だ 不振の 狀 態に ちりしが 昨年 同が 
巧 協議の 上有駕 なる 靑 年を 京 城 工業 學 巧に-^ 學 せしめ 陶器 製造 法を 練習せ しめた 
るが 本を 卒業 歸鄕 する を 化て 同人を 敎師 とし 尙 内地よ リ巧當 の 技術者を 聘し 一大 
刷新を 加へ 當地ホ 及び 間 島 方面に 供給し 漸ホ 美術的 陶器を 製 出 寸る計 蕾な リ尙阿 
人 所有の 同 郡 遊 仙 洞の 耐久 粘 ± の耐义 力强く 良質なる をな て 本年よ リ问 所に 工場 
を 設け 耐乂 煉瓦 耐酸 煉瓦、 難 煉瓦 屋根 冗 等 製造を 試む 曲 バーち 一二 十一 日 朝鮮 時報 心 

V •日本 窯業 計畫 

資本金 一巧 萬圓 をな て 設立 中なる 日本 窯業な 式會 社は 磐城轉 石が 都 赤 井村 中 田 
耐火 煉寬 製造が の專 業を 纔 を 横 張す る計喬 にて 目下が ほ 發起者 及 賛成 人の 加盟を 
求めつ、 あるが 創立を 員 長と しては が 田 龜太郞 氏を 推薦す る 事に 决 をせ りと パ 中 
外商 業 新報) 

•製陶 會社計 劃 

那须郡 大山 田が ル 砂地 方は ち 好なる 陶 主の 埋藏 せらる るに 拘らす 未だ 發艇の 域 
に 達せざる を 遺憾と し 巧 日 來が長 深 澤巧之 助 氏 陶器 學 校長が が 浦 吉氏等 之れ を 憂 
へ 有志に 計りし に 寶成者 多く 近く 合賓 組織に て 製陶 貪 社 創立の 運びに 至 ぺ しと 
(二月 十ち 日 下野 巧 聞) 

•原 ± 統一 問題 


本縣に 於け る 陶磁器は 謂 ふ 迄 もな く瀬戶 をな てま 嬰 製 産地と なすが 元來 W 方 板 
に 於け る 製造 狀 がは 多年の 憤 習 上 各自の 間に 製造 上の 統一を 有せず 么が爲 に 海外 
より 注文 到 ホした る 場合 多額の 品を 悉< 統一 ある ものと して 製 おする を 得ず 更に 
义 海外 輸出 向 ホに 化 米 行の ものと しては 單に 瀬戶地 ホの みの 原 ±を^ て 製した る 
のかに ては 濁 逸品に 比し 非常の 遜色を り 之を 改 をす るには 九州'  天草の 原 ± を 補 用 
せば可なるを3$てホ般化11點よりして當業者間に原主統 一 問題おりたるも其後歐 
洲戰 勃發し 南洋 ホ 面よりの 注义あ リ該ホ 面は 化 ホ 向の 如 < 精 をなる ものを 嬰せ ず 
從來の 瀬 戶燒を W て W なりし かば 自然 原 ± 統一 問題 も 閑が され 巧り しを なりし が 
近時 此原上 統一 問題の 必要 漸く 協議さ^ 目下 調 澄 中な り パ ー巧 サ九 目を ち 尾 新聞) 

® 機器 祖の 建碑 ‘ 

瀬 戶燒の 開祖 加 藤を 慶の 碑は 瀬 戶町公 尉に あれ ども 同が 破 器の が 祖加藤 民吉の 
碑と ては ホ ど 建立され 居らぎ るを なて 縣に ては 例の 御大 典が を 事業た る 名が 舊赎 
標 巧の I として 今 凹 之を 溯 戶町寵 神社 下なる 民 まの 寵 跡に 建設 ザる にかした るが 
前者の 陶器 巧なる に對し 後者は 磁器 柱と する 由に て 巧 部 井 か 香 氏 選 文、 大島栽 川 
氏 書 •瀬戸 陶器 學 校を 徒 作と し 目下 準備中な りと パ ニ 巧 十二 曰 名 ホ 度 新 巧：^ 

. ® 大阪瑶 郷會社 創立 

大阪か 田您八 氏が 有の お娜 工場は 今般 神戶巧 田家 並に 當地二 一二 資産家 援助の 下 
に 組織を 變更し 資本を 二 巧 萬 圓の大 阪碟郝 株式を 社を 設立す る こと、 む リ旣に 
株式の 引受を 了し をる をな て 一二 巧中甸 創立 總 をを 開催す る 由 (二 巧廿 il 日中 か 
商業) 

i ホ Y ふ 本鲁黃 事； 

◎評議員 會. 

ま 二月 二十 お 日 午 お 五 時半より 市 內淺草 區藏前 東を 离等 工業 學が 巧に 開く 出が 
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役員は 平野、 武 藤、 川 本、 貴 島、 丸 巧、 芝 田 六 許議貞 と金 島 ま 計、 內藤ホ 記-ホ 
ち 巧巧兩 編纂 負の な 上 拾 君に して 當日 議事の 槪嬰 次の 如し 
一、 第二 十四 回總會 開催に 關 する 件 
一、 本會雜 誌附錄 窯業 おに 關 する 件 

一、 大正 六 年 暖雜誌 印刷 贊欢瞭 稿料 中へ 慕 本 金利 子ょり 補助の 件 

◎新入 會員  ， 

同祖 員 早 川 想ち  內藤 道太郞 おおか 


お ヶ崎巿 旭 硝子 株式 會社 
煉瓦 部 

福 岡 市外 西 新 卿 
一ー ニ 六 番地 

佐 賀縣西 松 滿郡有 田が 帝 國司吐 質 
窯業 株式 會社應 法 第一 工場^ f も 

京都府 义化郡 宇治が 

岡 山 縣ミ石 町 百、 S 耐义 
煉瓦 製造所 

岐阜 縣惠那 郡 


高お燒 窯元 棒 島 喜 お郞君 

諸 殿 榮次君 
がな 鶴 之 助 君 
同社 貞. 延 おか 勢 太郞君 


舍島茂 太 君 紹介 

相 馬 俊】 お 紹介 
大頌贊 眞藏君 結 か 
萬 波 忠み君 紹介 


惠那郡 陶磁器 时業 組を  熊 澤治郞 吉君紹 か 
同が 化 勤 池 田 四郞君  桓本修 二君 紹介 

同社 支配人な 見 高 治 君 加 藤 密君紹 か 
中 辻 お 信 君 や 辻 萬 造 君 結 か 
同が せ 勤 山 田 か 馬 君 が 巧 巧 夫君 紹介 

◎退會 員 . 

東な ホ 京 橋 區を屋 町を 町 製 瓦 株式 會社 出張が 


東京 府下 品 川 町 化 品 川 
ル關橘 硝子 製造所 

岡 山 縣字野 避 字 野 耐火 
煉瓦 株式 會祖 

東京 市 牛 込 區南挺 町 
十二 番地 

大阪市 天 滿橋筋 西 一 Ty 
吉二 四、 川 崎 電球 商會 


東を 高工 
窯業 科 生 


朝鮮 總督巧 官房 止木 局 仁 川 出張が 
乂吸府 吹 巧 和 麥酒會 社 硝子 部 

◎會 員を 動 

東を 麻を 原郡大 共が 字 山中 四 一九 一 
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4Y 入 鄙 圖誘明 

本 號靖圖 は 松と 楓を 描ける 仁淸風 茶瓶に して 京都 陶磁器 試 
驗縷圖 案 部 川 島 天成 巧の 案なら 

' 誘 •款 妾^^^.  . 、 

カタフホレ1シス の搞究 I 

.，會 員 近 藤 淸治 

緖 一日'  . ‘ 

本篇は 著者 か 米 闕留學 中 合 衆 闕內務 省ビユ f n f •ォプ •ス 
夕 ドのピ ツ バ 1グ 支局に於て.プラィ ニ ンダグ巧 (iy— 

bert  V.  wleiDi 口 ger) 指導の 下に 巧 a たる 硏究 の報吿 なる が當 
時々 日に 充分の 餘裕 なく 設備 も 亦不完 をる ろしが 爲に 殆んど 
豫備 的の 實驗を 了へ たるに 過ぎざる をな て報义 やの 數 字には 
著者 自ら 不安を 感ずる 斗の 少しと せず、 著者は 目下 內國產 原 
料に 就 さ 本 硏究の 準備中に して 他日 今】 曆 信憑す ベ 含 結果を 
報吿 して 其責を 塞がん 事を 期しつ、 あろ、 切に 讀 者の 誌恕を 
乞 ふ。 


カタ ブオレ ■シスの 說明 

サスペンション 或は コロ イダ グ •ソ ブユ r ン ョンに 電流を 

通ず る 時は 液體 中に 懸游 せる 固禮 、液體 或は 氣體の 粒子は 陽 
極又は陰極化移動するものにして此の現象をヵ タ フ オ レ t シ 
ス ( (a,ta ち loresi 夕内 dtaphore 望^と ち ふ。 

淸 水中に 於て は大 おの 物質は 陰電氣 を帶び 水は 之と 反對に 
陽に 荷電す る ものにして 之に 電流を 通 ずれば 粒子は 陽極に、 
水は 陰極に 移動ず ベ L、 化し 鐵 、•ク P t ミゥ ム 、ァ八 ミニ ウ 
ム 、銅、 ジ^コ  ー •- ウム 、セリウム、 ンリ クム 等の 水酸化物、 

- ホフマン •ヴァイオレット、 ロー ザ ニ リン イド ロクロ  —ラ 
イド、 マグダ ラ 赤、 メチグ •ヴァイオレット、 ビス マー ク •プ 
ラ ウン、 メ チレン 靑 、蛋白、 ヘモグロビン、. ァザァ 、チタン 

酸 其 他 比較的 少數の 物質は 陽電 氣を帶 びて 陰極に 動く ものと 
す 0 

氷な外の液體に關しては夕1ぺンタイン-ォイグ、ユチ八* 
ァ 八 n f 八、 こ硫化お素等に就さて硏究せられたるも其結果 
は 冗 煩の 嫌 あるを なて 茲 には 記載せ ず。 

水のサスぺンション或は nロイダ八•ソブユ^ションに鼓 
量呵電解物を加ふればヵタ フ ォ レ r シ スを促進し或は之を妨 
C るるのに して ブロ インド リッ ヒ (巧 reuudlich) に據 れぶ捨 
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電 氣を帶 ベる 粒子は 氷 酸 ィオンの 注 加に 依って 陽極への 移動 
速度を 加へ、 水素 イオン 及 多 價のカ チ オンの 爲お 之を 减 ず、 
而 しで 水素 イオンな 多 價のカ チ オンの 濃度の 加は るに 從 ひて 
此の 作用 著しく 遂には 粒子の 移動 止み 最後に 之を 逆 巧せ しむ 
るに 至る、 反對に 粒子が 陽の 電荷を 有ず る瘍 合には 水 酸 イオ 
ン及多 價のア ニ オンは 上記と 同樣の 作用を 呈 すべし。 

バ— トン (E.  F.  wurton) は 銀 或は 金の サス ペン ソイ ドー 立 
に 就き 二 •四 藤の 硫酸 アグ ミニ クムを 加へ たるに 粒子は 移動 
の方向を逆轉せろ、 ホ イ ツ ト ニ t あプ レ，— ク (^ミホロの^ おけーロ| 
ke"  J •^吕 • ohem.  Soc •，送， P •一簽 9) も 銀の サス ペン ソ イド 
に 就 さ 微量の 硝 藤が 紋モ 移動の 方向を 變ぜ しむる を 見たち。 

斯の 如き 電解 物の 作用は 鹽 類の 凝結 作用 (Qoa 警护た 口の ミ 
な occulating  Ac た on) と 密接の 關 係を 有ず るは 明かな ろ。 

タタ フオレ ー シスに 於け る 粒子の 速度に 關 しては 次の 式 あ 


值し € はお 子の 液 體に對 ずる 電位 (potential)、 且は 液中單 
位 距離の 電壓 (PO を ロニ P 奮蓄 复、 D は 液禮の ダイ ユレク トリ 
ツク •コンスタント (ヴ i をの ザを iNit か tskonstan を)、 ツは 摩擦 係數 
( Reibuegskoe 巧 zient) をろ とず。 


右の 式に 化れば 粒子の 速度は 或る 範圍內 に 於て は 其 形が 及 
大 さに 關係 なし。 

水中に 於け る 粒子の 速度は 物質に 特有なる ものにしで 常溫 
度、 每趨 ー ボ 卢 卜 の電壓に がて 八—六〇 マ ィ ク ロ • ミ リ メ t 
夕 ，內外なみ、 斯くヵタ フ オ レ r シ ス の速度がナトリクム、 
鹽 素、 有機 酸基 等の ィぇン の 夫れ と 大差な きは 頗る 興味 あろ 
とい ふ， へし。 

ヵタフオン^シス の理論 

サ ス ぺ ン シ ョ ン 或は コ ロィダグ*ソリユ，シ ョン中に 懸游 
せる 粒子は 二重の 電氣 層に 依つ て包圍 さる、 をらん とは 一般 
じ 認めら る、 處 なら、 例 へげ 粒子が 陰性の 電 煎を 有ず る瘍合 
には 粒子の 表面に 陰 電氣の 層 あ々 其 周圍に 之と 觸 接して 陽電 
氣の 層を 有ず るな ろ、 化等兩 者み 代數學 的の 和は 零に 等しく 
して 查體の シブ ブム を電氣 力に 化ろ て 動かず ことは 不可能な 
る も 電氣の 力は 粒子と 之を 包圍 せる 液體 との 位置を 變 ずる も 
のとす。 

然れ ども サスペンション 又は n ロィ ダグ •ソ リユ*- ション 

中の 粒子が 如何にして 電 猶を帶 ぶる るのを る やの 疑問に 至つ 
ては 未だ 充分を る說 巧を 見ず、 例へ ば クィンヶ (Q も 口〇 ザの) は 
接觸起電說(0〇己口を のーミす蒙瓷一〇ろを唱 へ 、 パ f リ y(perrin) 
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は イオン化 說を說 ける に對 し、 ノイス (soy ミ) はが 裹說を 
提し y 粗 粒の サス パンシ ヨシの 瘍 合には 接觸 起電 說が 正し 

く、 コロ イダ 八 •ソ リユ— シヨン 及 之 じ 近き サス ペン ン g ン 

に 於て は イオン化 說 が當れ るな らんと 言へ ろ。 

右の 巧接觸 起'  帶說は 粒子と 液體 との 摩擦 巧 依つ て 電荷を 生 
ずと 云 ふ もみじして 極めて 簡單 なる る イオン化 說は稍 複雜に 
し V 解說の 方法 も一樣 ならず 今 フロインド リツ ヒが其 著カピ 
夕1 八-へ ミ ，に述ぶる 巧に從へば液體中に懸游せる粒モは 
極めて 薄 含 液體の 層を がて 包 3 れ 此の 薄腾は 物理的 作用の 爲 ' 
に殘 ろの 液體 とは 其 性狀を 異にせる ものにして 薄膜と 液體と 
の 限界 面は 恰 かる 一一 穗の 溶液の 夫れ の 如き 觀を呈 ずるを なて 
吸着 率 (A を orp ご onskoe 巧 zien す) を 異にせる イオンが 化 限界 
面を 通過す る 事に 化つ て 粒す が 或は 陽に 或は 陰た 帶電 ずるに. 
至る をろ とい ふ、 例へ ば 弱酸性の 液體 中に 中性の 固體 粒子を 
投じた る繪 合には 吸着 率の 鳥ぅ 水素 イオンは 薄膜 中に 集 うら 
薄膜は 液 體に對 して 陽電氣 を帶ぷ るに 至るべし、 ア严 カブ 牲 
を 液 中に 巧つ ては 水 酸 イオンが 同樣の 作用を をし 薄膜は 陰性 
となる、 或は 之 じ 反して 固體の 物質が 弱酸性を 帶 ぶる 時には 
之を 純粹の 水に 混ぜ ば 薄膜は 殘 りの 溶液よ ち も 水素 イオンに 
富む ぺ し、 然るに 水素 イオンは 蓮 動の 速度 大 なる が爲に 液體 


中に 侵入 せんとし 其 結果 薄膜は 液 體に對 して 陰性と なる、 同 
樣の 理由に 依ろ 固體の 物質が 弱. ァ^ ヵリ 性なる 瘍 合には 薄膜 
は 陽性と なる。 

窯業に於けるヵタ フ ォ レ — シ ス の應用 

ヵタ フォ レ， シスは 從巧金 屬其他 種々 の 物質は 就 さで 硏巧 
せられた る も 粘 ± 、陶磁器 素地 等に 關 しては 報 文の 發 表せら 
れ たるを 聞か ざ々 しが 先年 獨 逸の シュウ ゴ f リン (Schwerin, 
Tonind •ド， 装 夕一泛 311 送 5 ; Trans.  Eng.  0 さ • WOC., 12  part 
I, で 3.6- 貧) が 電流に 依つ て 粘 ± を 精製す る 方法を 發 巧した 
るが ホ 漸く 此の 現象が 窯業 學 者の 感興を 起ずに 至れるな ろ、 
シュウ ュ t リンの 方法は 先づ粘 出を 水中に おじ 攪拌して 得た 
る 泥繫を 沈降、 歸 過して 其 中の 粗鞋 かを 除 さ 之に 一を 量の 電 
解 物を 加へ たる 後電氣 精製 器內に 送り 粘 ± を 器 底の 金屬 製べ 
八卜 上に 固着せ しむる ものにし てべ グト ょら 搔離 したる 粘 ± 
は 水分. 二 五％ を 巧す るに 過ぎず 且つ 黃鐵鑛 、破 及 其 他の 不純 
物を をまず と稱 へらる。 

右の方法が發表せらる、や間もをく米國內務省のビ ュ — 口 
，•オ ブ •スタン ダー ドに 於 で シュウ エ I リンの 特許が 果して 
有効な り や 否やを 試みた るが 其 結果に 依る 時は 粘 止が 陽極に 
固着ず る 事は 事實 をる も 精製の 効 巧は 始んど 之を 認めず と 云 
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ふ。 

ビ ユ f 口 lオプ。スタンダrドに於ける實驗はシ ユ ゥエ f 
ブンの 方法の 工業 的價 値を 試驗 したる ものにして カ タフ オン 
f ン ス の科學的硏究には觸れざろしを巧て著者は同局の希望 
に 依ろ 本 編の 實驗に 着手した る ものと ず。 

.一、 磁± と 水との サスぺ 
ンシ ョン 中に 於け る 

磁± 粒子の 移動 速度 
余は 先づ磯 ± と 水との ザス ペン 
ション 中に 於け る磁出 粧モの 移動 

速度を 測定した るが 之に 用む たる 

泥繁は 次の 如き 方法に 依ろ て 作ろ 

たろ。 

お 紫 調製 ま 乾ける 精製 磁± 

の 一定量を なろ 之を 乳鉢 內 にて 粉 

砕して 悉皆 長さ 一巧に 付き 四 〇 眼 

を 有ず る締を 通過す るに 至らし め 

たろ 後一を 量の 蒸溜 水を 加へ て 振 

靈し 最後に 二 四 0 眼の 締を 通して 
微量の 粗 粉み を滕さ 巧ろ。 


電流 あ 装置  電流は 直流 ニニ 0 ボグト の 動力 線ょ々 取ら 
二 個の ク オタ！  •レオス タットを 用む て其强 さを 加臧 せみ、 
粒子の 移動 速度を 測を ずるには 主として 內徑 一四 耗の 眞直硝 
子 管の 兩 端に 電極を 附 けたる ものを 用む たる も 實驗の 一部に 
は 巧 徑一〇 •八 お、 延長 二 〇四耗 の 硝子 製 U 字 管を 使用せ 
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か、 電極は 何れも ア^ミ ニ クムの 圓板 にで 其 直徑は 硝子 管の 
巧徑 ょろ も 少しく 小なら しめ、 中央に 小 孔を穿 もて 巧 斯の逃 
出に 便に せり、 眞直 硝子 管の 瘍 合には 下端の 陽極を 固定し 上 
部の 陰極は 化 意に 上下し 得る 如くな せら、 U 字 管に 於て は兩 
極と も 上部に あみ V 共に 自由化 動かし 得る ものと せろ。 

を 動 速度の 測を を‘ 粒子の 移動は 陰極に 生ずる 淸澄 液の 
高さに 依らて 之を 測を せち。 

( 一 ) 移動 速度と 時間との 間 0 關係  ' 

粒子 移動の 速度は 時間と おに 减 退ず、 之は 粒子の 受 くる 摩 
擦 抵抗の 增加及 通常 磁± 中に 含まる、 微量の 鹽 類の « 解に 基 
因するものをらふ、 左表はシ ヨ t ジア產磁±の二0%泥褒を 
U 字管內 にて 試驗 したる 結果な ろ 化し 電極の 距離は 一一 ご 八 
禮る ろき。 

時間 (み)  雷壓 (ボルト〕  電流 (アンペア) 五々 間のを 動 姫 離 (糖) 

0! 五 一四 そ 五 901  一一  〇 •九 一 
五丄〇  一四ち セ 901 二 9 か 一 
5 丄五  一四 八 •五  061 二 9 八 九 
一 五 丄一〇  一 五一 一一 6 06 一二  0 •四 八 
二 〇丄丢  一 五ー テ 五 901 二 011 か 

右の 結果に 據ろ V 移動 速度の 測を は 最初の  一 〇 分 間 內じ於 

y 巧 ふ 可く 且つ 泥繫は 可成 的 電解 物を 含 違ず して】 0 み 間 化 


の 短時間 內に で は 粒子が 自ら 沈降せ ざるを 要する 事を 認めた 
るを なて が 下の 實臟 には 泥繫に 多量の 蒸澀 水を 加へ て 一夜が 
置した る 後上 澄 液を 流出し 尙ほ 數回此 操作を 反覆せ A、 斯の 
如き 方法に 依み て 得た るジヨ I ジア 產磁 ± の お 紫は 濃度 二 
四 •隅％ にし V 其ス ペシ フィック •コン ダク チビ チ J は 約 0» 
0000 六 ニモ t ス るる 事を 知れろ。  — 

こご 移動 速度 

左表は ジヨ— ジア 產磁 ± の 二 四 •四％ 泥 敬に 就き 眞直 硝子 
管を 用ゐ y 巧 ひたる 實驗の 結果 をら、 化し 電極の 距‘ 離は 九* 
〇麵 をろ とず。 

次に 述ぶ るが 如く 粒子の 速度は 液體の 粘度に 反比す るを が 
て溫 度に 對 ずる 補正を 加へ ざる 巧らず。 

電壓 (ボルト)  化 ミ 望.  '.を  一 量 一さ 
0.000 1 0 •含 01 二 0*00 空； ミ 01 0 ろ 01 な 〇ろ〇二 
一面 •巧  言 •四  一面 •心  一面 ふ 一甲 四 • 一面 •四 
0 •一一 二 0.111 八 〇み 八 一 •一ち  一 •基  一至 0 

0 •〇另 な 000 八な 0 •浸た 0 0.0C 八を 0 •呂た 《 0.{xx た 
0 •一一 五 2 黃 S 莫三 S 1 皇〕 1H1 客 


霜 流 (アンペアい 

攝氏溫 度 

十み 間の 觀測 速度 (糖) 

水の 粘度 

攝巧 lie 度 K がける 訂亞 速度 

毎 糖 ー ボルトの 電位差 及搔氏 
一ち 度 K がける 每秒 速度 (10 ム CB) 
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〇〇 セ 五 

910 

0 •一二 五 
0 •一 五 

9 二 〇 

0 •二 五 

9 ミ 0 

二、 陽極に 附着ず る 磯 ± 或は 陶器 素地の 重量 
陽極に 附着ず る 磁± の 重量と 電流の 强 さとの 間の 關 係は 特 
別の 裝 置を H 夫す るに 非れば 容易に 求め 難き 事を 發 見せち、 
其 理由は 電嚴の 化& 場合には 附着 物が 柔軟に 過ぎて 之を 泥繫 
中ょ ろ 取 出 •し 得ざる に 巧ち、 但し 泥 黎じア 八 カリを 添加せ る 
壤 合に 於て は 若干の 結果を 得たち。 

( 1 ) ノ I ス •カロラィナ 產磁 ± 化 就す の實驗 
ノ I ス*力 n ラィナ產磁±の二0%泥繁に苛性曹達0‘二％ 
を 加へ たる， ものを 內徑八 •五經 、高さ 五 •お 經の錫 引 鐵板製 « 

巧に 注ぎ 罐を 陰極と し 徑一驢 の 丸 さ 炭素 棒を 陽極と して 實驗 

を 巧 ひたろ、 化し 泥繫の 深き は 一二 •五經 にして 陽極は T 度 其 
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液面に 觸 る、 が 如くな せろ、 陽極に 附着せ る 磯 虫は 之を 炭素 
棒よ々 取 離し ユア •バス 內 化て 乾かした る 後 巧 量した ろ。 
陽極に 附着した る 磁± の 重量と 電流の 强 さとの 間の 關 係は 
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次表 第 S 圖 及第 四圖に 示せ 6。 
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ジア 產磁 ± に 就 含ての 實驗 
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二 0 •セ 


次表 及 
第五、 六 
の 兩圖は 

ジヨ t ジ 

ァ產磁 王 
の 二 〇% 
泥 繁に巧 
性 曹達 
b. こ 五 
% を 加へ 
たる もの 
に 就きて 
巧へ る實 
驗の 結果 
なろ。 
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電流 (アンペア) 
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每 分の 磁± 附着 量 (お) 
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a 二) 陶器 素地に 就ての 實驗  .、 

. 次に髓±呈お％、ボ t 八-ク ン ， 1 〇%、 長お二〇%、 石英 
一二 一二 •五％ 及 お 灰 お 一 •お％ ょち 成れる 陶器 素地の 四 六 •六％ 
泥發に 苛性 曹達 〇 こ 一% を 加へ たる ものを 內徑四 •四 一二 禮 、深 
さ 五 •一二 五 經の眞 論 製圓简 形を 器に 入れを 器を 陽極と し、 其 
中央に 徑〇 il 五 禮の鐵 釘の 先端を 底面 上 二 ，〇 四 麵の處 
吊し y 陰極と なし 實驗を 巧 S たるに 陽極の 表面積の 大な ろし 
爲か前 一 一項に 比すれば 遙 かに 憑 據 ずべき 結果を 得た ろ、 次表 
及第と、 八、 九の 一二 圖は 之を 表は せる ものな ろ。 
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0 •四 0 セ 
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極と し 素地に 陽極を 繫 ぎて 口 型の 內 面に 淸 かの 皮層を をぜし 
めが y 從來の 蒸 巧 又は 水の 送 入に 代らし，^ るを 得べ 含な ろ、 
著者は 斯の如 さ 工業 的 實驗を 行 ふべ 含 時間を をせ ざり しを な 
て 單に姑 ± と鋼鐵 との 間の 摩擦に 對 する 電流の 影響を 測定し 
て實用 的の 試驗は 之を 後日に 讓れ ろ、 本 實驗に 於て は レバ I 


第と 圖な第 八圖の 比較に 依ろ て 
明かを るが 如く 附着 量は 殆ん ど電 
腥 にお 比例を なず、 尙ほ第 九圖の 
曲線は 大 をる 電流ょ らも 小さき も 
の、 方が 經濟 的なる を 示せろ。 

I 二、 可塑性 素地に 對ず 

る 電流の 贼摩 作用 

エレクト ロ. ゴンド オ スモ— シ 

スはカタフオレ1シス と原理を同 

ふずる 現象なる が 之を 利用して 粘 

主 工業に 於け る 型と 素地との 間の 

摩擦を 减ぜ しむる 事を 得べ し 例へ 
ば 濕ま煉 あ 製造 法に 於て 口 型を 陰 
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プ レ スをがてジ ョ t ジァ產磁±の長さ四，九賴、 ホニ*と驢な 
高さ 二 •一二 賴のル お 素地を 造ろ 之を 平潛 をる 水平の 鋼板 上に 

置き 板 
.の 一端 
に潑革 
を 取 付 
け 素地 
に 結 付 
けたる 
糸を 潛 
車に 掛 
け 其 先 
端に 破 
皿を 吊 
して 素 
地に 水 
ホの 力 
を 働か 
しめ 素 

を ミ ゴ ml 一 

地力 運 


動を 始 むる ま •て 砂 量を 增し化 時の 砂 皿の 重是と 素地の 夫れ と 
ょろ 摩擦 係 歎を 算出せ ろ、 電流を 通ず る壤 合には 鋼板を 陰極 
に、 素 
地上の 
金屬片 
を 陽極 
化接續 
せろ。 

素地 
と 鋼板 
との 間 
の 摩擦 
係數 
此摩 
擦係數 
は 素地 
の 水分 
の大を 
るに 從 
a て减 


23 ひ 


少すひ 

素地の 水み (％)  二 丸 •一一 一八 •一ニ セ 6 云 ハ •六 一三 三 二 五 •一二 

摩擦 係數  一一 •二 七 二 •五八 】•】 二 0 •セ セ 0 •力 六 〇 •五八 

毒 流の 化 用 氷み 二と *0% にして 摩擦 係數一 •一二の 素 
地に 一一 秒 間 一 0 お ボ^卜、 〇 •一四 アンペアの 電流を 通じた 
るに 其 摩擦 係 數は〇 •{:.)】 八に 殺ぜ ろ、 然るに 水を なて 澗ほ 
せる 鋼板 上に 於け る 同じ 素地の 摩擦 係數 はが 0- 】 五を ろし 
をな て 電流の 作用の 極めて 著しき を 知れろ、 之は 電流が 不斷 
ホ 均 化新淸 なる 水の 層を 生ずる に 化る ものな らん。 

電流の 强 まと 减摩巧 用 水分 二八 •一％ の 素地た 其 重量 
の 十み！ の 水を 力を 加へ つ、 電流を 通じて 運動を 開始ず るう 
での 時間を 測定せ るに 左の 結果を 得た ろ。 
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アンペア  動き おむ る 迄の 時間 (秒) 
0.00 六 - ( 己み 0 な 上) 

90】  ミ 

06 己 四 
061 二 こ 
06 六 T 五. 

06 八 To 

9 10  0 •五 


二 四 0 こ 四 0 

本實驗 に 用む たる 素地は 實驗後 其 水分 二と ，〇% に 减ぜろ • 
素地の 氷み と 毒 流の 化 用 前項と 同樣 の實驗 法に 依ら 次 
の 結果を 得た ろ。 


水分 (％〕 
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二 五 .111 
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0 
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四、 電流に 依る 鑄么法 

著者は な 上の 實驗に 依ろ て金屬 型を 用 ゐて電 氣的化 陶磁器 
素地の 鑄 遂を巧 ふ 事の 必 しを 不可能なら ざるを 認めた るを な 
、て 陶器 素地に 就きて 之を 試みた ろ、 之に 用む たる 金屬 型は 查 
部眞踰 製に して 巧徑四 •四 S 經 高さ 八 ふ經の 上下 開が せる 圓 
筒と 此內 に嵌茲 みて 自由に 上下し 得べ 含 底 型と よ A 成ろ、 本 
實驗 には 圓 筒の 深さを 五 •二！ 五經 化を め 中 ふに 徑〇 •一一 蓋禮の 
鐵 釘を 底面よ クニ ，〇 四麵 まで 吊ら 下げ 圓简に 泥 繫を充 たし、 
金屬 型を 陽極と し、 釘を 陰極に 繫 げろ、 而 して 泥繫の 配合は 
ノ ■ス •力。 ラィナ 產磁± 二 0%、 ジョ r ジア 產磁 ± j 〇%、 
フロ ブダ 產磁止 置％、 テン ネッシー 產ボ ，が， •クレ f 一 〇%， 
長 お 一一 〇%、 フリント ご ニニ •五％ なお 灰 お】 •お％ よろ 成れる 


固形々 四 六 •六％ を 含有せ ろ。 

右の 泥 繫に就 さて 一 0— 一四 〇ボ八 卜の穗 々の 電壓 を用ゐ 
て試驗 したる に 之に 依な V 得た る 素地は 柔軟に 過ぎ 安 查に取 
扱 ふを 得ざる を 見た るを なて 更に 泥繫に 苛性 曹達 液を 滴 加し 
て 試 驗を行 a たるに 0 •二％ の アグ カブが 最良の 結果を 與ふ 
る 事を 知れろ、 依て 此の 泥繫を 用む 種々 の 電壓に 於て 鑄茲を 
行 a たる 後 殘れる 泥繫を 流出し， 底 型を 狎 上げて 素地を 取 出し 
たるが 其 成績 左の 如し。 
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右の 實驗 にょろ て 平均 電壓と 0 ボグト 、同 電流 一 -0 ァン 
ペァ 位が 最良の 結 おを 示す 事を 知らた る も 勿論 金屬 型の お狀 
な大 さの 如何に 依ろ て 左を せらるべし。 

而しゴ 前記 最適の 電流を なて しても 之に 依つ て 得た るコッ 
プ狀の 素地は 其 質 稍 柔軟に 過ぎ 且つ 其の 內 面の 上半 分は 電解 
じ 依 つて 生ぜる 氣 泡の 爲に 痘痕 狀を呈 せ. 〇.。  ' 


當初 鑄么を 了へ たる 後 少時 電流の 方向を 逆にして 金屬 型と 
素地との 間に 水の 皮 履を をぜ しめ 素地の 取 離しを 容易なら し 
め.‘ ん考 へを なし も 實驗の 結果 兩 者の 接觸 面に 一樣 のか 曆を生 
ぜ しりる 事の 頗る 因 難なる を發 見せろ。 

な 上の 結果に 依れば 電流を 用む て 鑄 这を巧 ふ 方法には 尙ほ 
穗 みみ 西 難 あろて 左程の 黨を囑 する を 得ず と雖 も金屬 型の 構 
造、 泥繫の 配合 及 其 他の 點に 就きて 充 みの 研究を を さば 必し 
も 成功の 望な きに 非ざる べし。 

五、 結 主 中に 含まる、 可溶性 鹽 類の 電解 
シュゥ エ g リンは ク H f バ ，の 鑄 送 法に て 造れる レト^ 
卜 、巧禍 等に 電流を 通じて 素地 中の ァ八 ヵブ あ 水分を 除去す 
る 方法を 發 明し々 るが 可塑性 姑 ± に 電流を 通じて 其內に 含ま 
る、 微量の 可溶性 鹽類及 水分が 陰極に 集まる 狀 態を 試 驗 する 
事 も 興が ある 問題を りと 云 ふ 巧し。 

本 實驗に 於て は單 に滿駿 基の か ホの みに 就い V 測を せろ、 
即らブンネッ シ 1產兰號ポ r 八-ク レ ーを粉砕して の〇 眼の 
歸を通したるものに蒸溜水を加 へ て 捏練し レ バ r -プ レ ス の 
鐵 型を 用ゐて 長さ 五 •〇賴 、か 二 •八經 及 厚さ 二 •一二 經の 素地を 
造 6 之を 陰極 板 上に 立て 其 上に 陽極 板を 置きて お 分 間 お〇ボ 
八卜、 0*0 お 六 ァンペァの 電流を 通じた る 後 素地の 兩端長 
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陽極 端 
陰極 端 


水み (素地の％ にて) 
ニ ホ 脚 

ご 106 

ニク セ 


さ 約！ 繼 宛を 切々 敗ろ で 其內の 硫酸を を晕 がろ、 之れ には 說 
料を 砰 量し、 乾かし、 更に 稗 量した る 後 蒸溜 水 約 ニー ー〇 踩を加 
へて 一時間 煮沸し、 聲時靜 置して 砰 量し、 上 澄 液の 一部を 穗 
紙上に 傾 潟し、 源 液を 巧 量した る 上鹽化 バリゥムを がて 其內 
の 硫酸を 重量 的に を 量し、 其 結果 ょら 試料 中の 無水 硫酸を 算 
巧 したるな ろ。 

其 結果は 次表の 如し。 

無水 硫酸 (乾燥 お 主の％ にて〕 

90 化 0 

9 foi 
9 八 8 

次に 燒お膏 の 飽和溶液を がて 素地を 造ら 同 樣の實 驗を巧 ひ 
たるに 左の 數 字を 得たち、 化し 電壓は 五 0 ボグト 、電流の 强 
さは 〇〇 と 一ニ アンペアな ろき。 

水 分 無水 硫酸 (％:> 

一二 〇 •二  0 •二八 ムハ 

二を 一一  91 一一 一二 II 

11190  9 二八 一二 

六、 カ タフ オン ■シスに 依らて を 酸 ナトリウム よろ 

純珪 酸を 調製す る 方法 

珪酸 ナトブ ウムの 水溶液に 霜 流を 通 ずれば 珪 酸は コ n イド 
の狀 態に y 陽極に 移動 1 べし、 蓋し 苛性 曹達の 如き 解離 度の 


元の-素地 
陽 お 端 
陰極 端 


高き 電解 物のを をに 於て は 弱き 酸の 電離は 殆んど 零 をれば な 
ろ、 が^吾人はカタフオレ f シスに依ろて純粹の珪酸を造-〇 
得べ し。 

(一) 實驗の 方法 

內徑 一二 •九— 九 •一 一耀、 深さ 一よ •五經 にして 壁 厚 911 五經 
0 締燒 陶器に 氷 硝子 (N ぶ p2.7i5sio") の】 〇% 水溶液 四 二 
八 •一巧を 注ぎ 之を 內徑 一二 •お麵 、高さ 二】 6 纏の 巧 器 瓶 
の 中央に 置き 陶器の 外部に 蒸 潜水 五、 二 四 五 巧を 入れ、 
陶器の 中 也と 瓶の 巧 側に 接して 徑一 •一一 五賴の 炭素 棒を 深さ 
乂觀 1WV 禪 入して 電流を 通じた ろ、 瓶 巧に 浸出ず る 苛性 营逢 
の 量は 時に 液の】 部を 取ろ て鹽 酸の 十分】 規定 鞭を な. て 滴を 
せろ、 化間珪 酸は 硬き ジュリ 》狀 をな して 陽極に 附着し 著し 
く電氣 の 抵抗を 增 したる をな て 時々 ナィフを な y 搔 落せろ、 
且つ 珪 酸は 炭素の 粉 ホを 混じて 黑 色を 呈 したる をな で 最後 

に 之を 集め 乾かした る 後 灼熱した るに 純白なる 固 塊を 得た 
ろ 0 

ごご 實驗の 結果 

カタ フォ レ I ッ ス の經過は左表及第十圖をなて表はせ.0^。 

時 間 


電壓 (ボルト) 

時 巧 

0 0 四 五 


電流 (アン ぺこ 
060 四 


曹達の 除かれ 
たる 百分率 
0 
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陽極に 固着せ る 建 酸は 著し & 抵抗を 生じた るを なて 時々 之 
を搔 落した るが 爲に 電流の 强 さは 其 都度 急 變し從 つて 第十圖 
の 如 含 曲線を 得た るるの ならん。 

右 表に 示せる が 如く タタ フ レ t シスは 二八 時間 半を なて 
完結した るが 斯く 長時間を 要した るは 陶器の 締燒を 用 わたる 
が爲 にして 若し 素燒の ものを 用 ふるを 得た らんには 遙 かに 短 
かき 時間を な y 同樣の 結果を ホせ しならん。 

本 實驗に 化つ て 得た る 無水 珪 酸は 二 お •八】 あにし で 試驗 
に 供した る 水 硝子 中の 珪 酸の 約 八 九 •お％ に 止 れ 盖し本 
實驗は 今】 度 反覆す る 積ろ るち しを ぶ で 膠 狀の珪 酸を 集む る 
にも 傾瀉 法を 用； 5 器 底に 化 降せ る軟 かき 珪 酸を 失 a たるが 故 
に化數 字は 正確なる ものに 非らず。 
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尙ほ 著者が 得た る 
珪 酸は 硬き ジュリ f 
狀を呈 したる も 右の 
實驗に 於け るょ ろを 
低き 電壓を 撰 ま ば ダ 

ィ アブ シスに 依つ て 
得る が 如ろ」 柔か きも 
のを 造る を 得べ し 
(完) 

户 
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狐 绿 

▲燃燒 の 基礎的 原則 

物體 中には 化學 的の 方法 化よ ろ 一一つ 若しくは もれな 上の 單 
原 的が 分に み 離す る ことを 得る もの 多し。 化學 者は か、 る 物 
體を 化合物^ 稱 ず。 即も 氷を 始めと して 日常 吾人の 目に 觸る 
る 物體の 多くは、 二つ 若しくは もれが 上の 單 純なる 成分に 分 
割す るを 得る 化合物を ろ。 而 して 化學的 方法に よら もはや こ 
れな上 分割す るを 得ざる 簡單 なる 物質を 元素と 稱 す。 故に 元 
素は 捨 もを 機體を 組織す る 細胞 中の 核質の 如し。 現今 化學者 
によ 6 知られた る 元素は. .V の 數實に 八十 一二 あろ。 然れ ども も 
の 多くは 殆んど 稀に 見る 巧の ものな ろ。 純粹 なる 金屬は 凡て 
元素な ろ。 又 混合して 大 氣の殆 んど垂 部を 形づくる 酸素 及び 
窒素 も ホ 元素に して、 燃料 中に 多量に 含まる、 炭素 も 等しく 
元素なら。 

二つ 若しくは もれな 上の 元素が 結合して 化合物を 作る 時、 
多くの場合 熱の 上昇を 伴 ふ ものなら。 この 故を なて 化合なる 
現を を 起さし めて、 多量の 熱を 得る 目的に て實用 的に 使用せ 
ら る、 こと あろ。 燃料 例へ ば 石炭、 薪が、 克斯 若しくは お 油 


中に を 在す る 元素が、 酸素と 結合ず ると さは、 所謂 燃燒 なる 
現象を 起す。 凡 V. 物質の 一封 度が 酸素と 結合し V 燃燒 ずると 
き、 發生 する 熱量を もの 單化 にて あらは したる ものを、 をの 
物 體の發 熱量と いふ。  ノ 

燃が は 一般に 多種の 元素ょり なる るの なろ。 然れ ども 燃燒 
じ關係 ある ものは 單 にもの 中の S 種な ろ。 炭素、 水素 及び 硫 
黃 これを ろ。 然し 燃料 恥に 含まる、 硫黃 は、 極めて 少量を る 
ものなる が 故に 實際燃 燒に與 ふるものは、 燃料の 大部み をを 
す 炭素 及び 水素を ろ。 故に 苟も 火熱 工業に たづ さはる 者は、 こ 
れらを 元素の 燃燒 につ さ 細密なる 硏究を なすこと 必要な をは 
言を 俟 たず。 而 して これが 硏究 をな すには 豫め 次の ニクの 基 
礎的觀 念を 明らかに 知る を 要ず。 

化て 元素を 形づくる 廢モ は、 何れも 物理的に も化學 的に も 
夫々 特有の 性質を 有す。 この おに 一つの 元素の 凡ての 原子の 
重量は 常に 同一なら ざるべからず。 水素の 原子は 普通に を 巧 
する 原子 中 最も 輕 さもの なら。 原子の 重量を 一般に 原子量と 
いふ。 便宜の ため 水素の 原子量を 一とず。 炭素の 一原 子は 水. 
素 一原 子の 十二 倍の 重さ あろ。 故に 炭素の 原子量は 十一， 一な 
ろ。 同樣に 窒素の 原子量は 十四に して、 酸素は 十六を ろ。 

原子が 結合し で 最小なる 粒子を 生ずる ときこれ を 分子と 稱 
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す。 同一 若しくは 異種 元素の 原子は 結合して 分子を 形づ c る 
を 得。 即も ニクの 水素 原子は 結合して 一つの 水素 分子を 作 
る。 普通に を 在す る 水素 兎 斯は即 も か、 るか 子の 集合せ る も 
のな ろ。 これに 反して 炭素と 酸素の 如き 異種の 原子は 結合し 
て 酸化炭素と 呼ばる、 分モを 作る。 要ず る じある 物體 のみ モ 
とは 物體 としてを 在す る ことを 許さる、 範圍に 於け る 最小な 
る 粒子の ことなち。 

種々 の 便 {且 あるた め 元素を 馨き 表は す瘍 合簡單 なる が號を 
用 ふるを 常と す。 例へ ば 酸素は 〇、 窒素が N、 水素は 赶 、炭素 
は C 又 硫黄は S をな て 表は ず。 これらの 記號 が化學 々モ 式に 
て 書かれた る 時には もの 物質の】 原子を 表は ず ものと す。 故 
に. まやに をを する C なる 記號は 炭素の 一原 子を 表は し、 百 ミは 
結合した る 水素の. 二原子 即ち 水素の】 分子なる ことを 意味 
ず。  ' 

炭素の 燃燒 

炭素が 酸素と 結合して 生ずる 化合物に 一一つ あら、 一は 一 酸 
化 炭素 TO にして 他は 二酸化炭素 0 なろ。 一酸化炭素は 酸素の 
一原 子が 炭素の 一原 子と 結合した る瘍合 化生ず るを のにし 
V、 二酸化炭素 即ら 炭酸 巧斯は 酸素 二原子と 炭素 一原 子と 結 
合した る瘍 合に をす。 故に 炭酸 鬼 新は 同】 量の 炭素に 對 し、 


一酸化炭素に 於け る 酸素の 量の 二倍の 酸素を をず。 炭素が 燃 
ぇて 一酸化炭素 となる 瘍 合には、 能 ふだけ 最大 量の 酸素と 結 
合した る じあら ダ。 か、 る瘍 合ち の燃燒 を不完 垂燃燒 とい 
ふ。 然るに 炭酸 あ斯を 作ろ し瘍 合には 炭素は 能 ふ 限ら 多量の 
聴 素と 結合した る ものにして か、 る 燃 燒を完 垄燃燒 とい ふ。 

炭素が 燃ぇて 一酸化炭素を 作る 場合には、 もの 反應は 次の 
方程式に よら 示す ことを 得べ し。 

(A)  o + c = op 

(W) に 0 + ぞ 28 

( A ) 式は 簡單 なり、 然れ ども (B) まは 寧ろ 完查 にして 且つよ 
6 多くの 意義を 有ず。 

簡單 をる 方程式は 炭素の】 原子が 酸素の 一 戚モと 結合し 
て、 一酸化炭素の 一分 子を つくる ことを 表は したる ものにし 
て、 同時に 水素 一原 子の 十二 倍 量を 有ず る 炭素 一原 子が、 水 
素の 十六 倍の 重さを 有する 酸素 一原 子と 結合して、 水素 原子 
よら 二十 四 倍 (一で 16) 重 & 1 酸化炭素 一分 子を 作る とい ふ 他 
の 意義を 表は す。 換言すれば 上 式の 如き 結合を なず 炭素と 酸 
素の 重さの 割合は 良： 一な 或は 或は 一: だに して、 即ら 
若し 一封 度の 炭素 原子を 酸素 原子と 結合せ しめて、 一酸化 お 
素を 作らん と 欲せば、 おに 一封 度 一二 分の】 の 酸素を 要ず るな 
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ろ。 而 して 生じた る】 酸化炭素は 一封 度の 炭素と】 赫度ご 一分 
の 一の 酸素よ ろな らもの 重さは 二封 度 一二 分の 一なら。 

'上の 如き 重量 不變 の關 係は 用ゐ たる 炭素の 量の 多少に 拘は 
ら V 常に 眞 をろ。 例へ ば 九 封 度の 炭素を 燃やして 一酸化炭素 
を 作る 據合 、要する 酸素の 量 及び 生成 物の 量 如何と いふに、 
上述の 法則に よろ 酸素の 量は 炭素の 量の ツ倍 がら 十二 お 度、 
又 生じた る 一酸化炭素の 量は 炭素の^ 倍即も 二十 一封 度なら 
ざるべからず。 或は 夕 燃やした る 炭素の 量に 要した る 酸素の 
量を 加へ たる もの 即も 9 + 12U21 封 度は 生じた る 一酸化炭素 
の 量 るら さるべ から ダ。 

空氣 中の 酸素と 窒素の 割合 

普通 燃 燒を巧 ふ撫合 酸素は 空氣 中よ ろ 取らる、 ものと す。 
元 來空氣 は 酸素と 窒素と が】 をの 割合を なて 機械的に 混合せ 
る ものを ち。 而 して 兩 者の 割合は みの 如し。 

•重量 比 

酸素 〇 •ニニ ー 、窒素 〇 •ち 
を 積 比 

‘ 酸素 〇 •ニー  窒素 〇 •と 九 
故に 今】 お 度の 聰 素を 含を ずる 空氣の 重量は 


a 授 +ミ7  — 


C.K3 


= 4.沒 が賊 


にして、 このを 氣は  ■ ‘ ... 

4.35  — 1 = 3.35 迎 .破、  . 
の 窒素を 含む。  .. .，  - 
前述の 計算に ょら 化 お 度の 炭素を 燃やして、 一酸化炭素 心 
をずじは十二卦度の酸素を要するを知れ.=^。 この量の酸素を 
得る に 必要なる 空 氣の總 蘆は  < 

KX4 •苗  U02.2 踢減  . V . V 
にして、 これ だけの 空氣の 中には 

52.2  — 12u40.2 雖破  . 

の 窒素を 含を せり。  . 

上の 如 さ簡單 なる 計算に ょろ 炭素が 燃ぇて I 酸化炭素 とを 
る瘍 合の、 重量 關 係は 凡て これを 知る ことを 得べ し。 而し V 
これを を 積に 換算 せんと 欲ぶ ば、 重量に もの 比を を乘 ずれば 
可な ぅ。 比を とは 単位 重量に 於け る 鬼 斯體の 占む るを 積に し 
て空氣 にあり て ほ常溫 (孽巧 六十 二度) に 於て、 もの】 お 度 
は 約 一 111 •一四 立方 吹のを 積を あす。 お 化 上記 五一】 •二嚇 度の 
空 氣は常 溫常壓 に 於て 約 ： 

52.2  X 13.14  = 685 ，とみ 夕 5;^ 

のを 積を 占り。  ' 

次に 問 越を (B) 化學 式が も KC  + PH2CC に 進めん に > 


こ 
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れ には 擧ス お 斯體の 法則に ついて 考 ふるを 要す。 氣體の 分子 
に關し V ァポ ダ ドロ  I の假說 とい ふ もの あろ、 曰く 「同溫 同 
壓の 下にて は、 氣體 はすべ て 同體積 中に 同數 のか 子を 含有 
す」 と。 故に (ち 式は 炭素 二原子が K 刀 字の 酸素と 結合し V、 
二分 子の 一酸化炭素を 生じた る ことを 表は する のをる が 故 
に、 ァボガド。|の法則化ょ々、 生成お斯は同溫同壓り下に 
於て、 要した る 酸素の 二倍のを 積を 占む る ことを 知る。 上の 
化學 方程式 化 於て 02 の 前に 1 なる 係數 ある ものと 考 ふれぶ、 
克斯 のみ 子數を 示す 文字は、 又 同時 化 ちれら のを 積關 係を 明 
にす る ものな ろ。 其 おに (B) 式は 重量 關係 のみならず 又を 積 
關 係を も 示す も のた るな ろ。 

炭素が 完圣 に燃燒 すれば 炭酸 あ撕 となる ことは 前に 述べた 
ろ。 これを 方程式に て 示せば 次の 如し。 

CJ  + P = C!P 

この 式は 炭素】 原子が 酸素 二原子 ( 一 分子) と 結合し で、 1 
分子の 炭酸 亮斯を 生じた る ことを 意味す。 炭酸 お斯 のみ 子 量 
は 四十 四な ろ。 故 化 上 式は ホ 重量 關係 にて 炭素 十二と 酸素 一二 
十二と が 化合して 炭 1 斯四 十四を 生ずる ことを 示ず。 これ 
よろ 計算 すれば 炭素 一. お 度が 燃えて 炭酸 お 斯 とを るには、 酸 
素の 二封 度 一二 かの 二を 霎 する ぶろ。 


炭素 一封 度を 完查 燃燒 せし 0 るは 要する 空氣の 量は 上の 事 
實 によろ 2y3x4 •结 = 11.57 封 度な ろ。 4.35 は 酸素】 封 度を 
含有す る 空氣の 量を ろ。 而し てこの 數 量は 實 際の 瘍 合一のと 
せらる、 も 大差な し。 容積 關 係は 直らに 前化學 式に よろ 知る 
ことを 得べ し。 即も 一分 子の 酸素は】 分子の 炭酸 あ斯を 生ず 
るが 故に、 生成 物のを 積は 同 溫同壓 の 下にが て ちれを 作る 化 
要した る駿 素のを 積と 正に 等し かるべし。 この 關 係は 窯な び 
煙突の 設計 等に 頗る 大切を る ものを A。 

一酸化炭素の 燃燒 

一酸化炭素に がける 炭素は なほ 十分なる 酸素と 結を せざる 
が 故に、 これを 燃やして 更に 酸素と 結合せ しめ 炭酸 克斯 とず 
る ことを 得。 この 反應は 次の 方程式 化よ A て 示さるべし。 

送 0 + 03  = 2cp 

郞も 本式は 二 分子の 一酸化炭素は 一分す の 酸素と 結びて 炭酸 
巧斯 二み 子を 生ずる ことを 意がず。 故に 生じた る 炭酸 巧斯の 
容積は 燃やされ たる 一酸化炭素のを 積と 相等し。' 

これらの 結果を 綠 合する に 炭素を 燃やして 直接 炭 酶巧斯 と 
なする •或は 先づ 一酸化炭素 となし 然る 後 炭素 あ 新と をす 
ももの 間には 何等の 差異を し。 即も 何れの 瘍 合は 於ても 要す 
る 酸素の 量 相等しく、 且つ 後に 說明 する 如く 發 生す るを 熱量 
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も兩者 相等しき な A ひ 

經驗 にょるに】 封 度の 炭素が 燃 ゆると. は、 四千 四百 五十 
ブ タブ イッ シユ •サ  < マ 作 •ユニット (4450KT.U.XlB/r. 
口 •は 一封 度の 水の 溫 度を 華 巧 一度 上昇せ しむる 化 要する 熱 
量な ろ) の 熱を 發散 して、】 酸化炭素 となろ、 この】 酸化 炭 
素が 更に 燃燒 するとき は、 一 萬 〇〇 五十 プリ ブイ ッシユ •サ 
I マ 八 •ユニットの 熱を 放出して 炭酸 あ斯 となる。 これに 反 
して】 封 度の 炭素が 完查に 燃えて、 直接 炭酸 瓦斯と なるとき 
じは】 萬 四千 お 巧 プブ ブイ ッシユ •サ* -マ八 •ユニットの 熱を 
放出ず 而 して 四千 四百 お 十と】 萬 〇〇 あ 十との かは 一 萬 四千 
五 巧と なる が 故に、】 定量の 炭素は 完查に 燃えて、 直接に 炭 
酸克斯 となると きる、 又 始め 一酸化炭素と をら 更に 燃えて 炭 
酸鬼斯 となち、 即ら 間接に 炭酸 あ斯 AJ なるとき も、 發生 する 
熱量は ニクの 攘 なをく 同】 をる ことを 知る。 更に 上の 結果を 
見れば、 炭素の 圣 部が 完 をに 燃えて 悉く 炭酸 あ斯 たらしむ る 
ことの 如何に 大切なる かを 了解すべし。 何と なれば-を 量の 
炭素が 不完 圣燃燒 のために、 悉く 一酸化炭素に しか なれの 時 
には、 もれと 同量の 炭素が 完 查燃燒 によろ 圣部 炭酸 巧斯 とな 
らし 縷 をの S 分の 一し か 熱を 得られざる こと、 をる が 故を 
ろ。 この 故に 還元 縮の 必要 ある 鶏 合は 例外と して 普通 一般の 


撫 合には、 をを する 炭素の 查 部を 炭酸 あ斯 たらしい るに おみ. 
をる 酸素を 供給して、 燃燒を 行は しりる こと 絕對的 必要な ち 
とい ふべ し。 還元 狀 態とは 燒成 窯の 中に】 酸化炭素のを 在す 
る ことを 意味す る ものな々。 この】 酸化炭素は 前述の 如く 酸 
素に對ずる親和力大にして、 接觸する化ての物體よ.c^をの有 
する 酸素を 奪 ひ 取らん とずる 傾向を 有し、 換言 ずれば 能 ふ 限 
な 他物を 還元 せんとす る 力を 有するな ろ。 

通常の 狀 態の 下に 於 V 炭素が】 を 速度を なて 燃燒 す‘ る 時に 
あろ は、 供給ず る 酸素の 量 化よ々 て、 もれが 燃ぇて 一酸化 
炭素と をる か、 或は 炭酸 あ斯 となる かは ちまる ものな ろ。 即 
も 炭素のを 部を 燃やして 炭酸を 斯 となす に 充分なる、 或はを 
れよ らも 過剩の 酸素を 供給 ずれば、 炭酸を 斯を 生じ、 然らざ 
ると きは 炭酸 亮斯 と】 酸化炭素の 混合物を 生ずべ し。 

‘ 過 剩空氣 の 必要 

通常の 構造を 有ず る 一般の 窯に 於て は、 燃やさる、 燃料 中 
の 炭素の 查 部と 空 氣 中の 酸 索と が、 速 かに 接觸を 得る こと 實 
際に 於て 頗る 西 難なる ため、 これが 完查 燃燒を 計る には、 理 
論 上 必要と する 量よ らも 遙 かに 過剰の 空氣を 供給す る こと 常 
に 肝要な ろ。 然 ろと 離 も 煙突 よら 逃れ出 づ るあ斯 は、 常に 可な 
々の 熱度を あずる が 故に、 若し あまろ 過剰の 空 氣を與 ふとき 


5 ..は 燃燒 によろ V 得た る 熱の 大部分は、 これらの あ斯 によろ て 
吸收 せられ 煙突の 外に 運び去られて 燃蛛の 大損 失を 招く £ あ 
るは を 易に 了解 せらる、 事實 なろ。 炭素の 燃燒 によろ て 生ず 
る 炭酸 お 渐 のを 積は、 其 燃燒化 要した る 酸素のを 積と 同一な 
る 乏 は、 旣 にこれ を 述べたち 。もこ •て 若し 輿 へられた る瘍 合に 
於て 供給 せられし 空氣 が、 炭酸 亮斯 とを すに 理論 上 必要なる 
量と あに 相等しく 、且つ*^ の 中の 酸素が 垂部 利用せられ しも 
のと ずれば、'  生じた る 炭酸 鹿 斯は單 に空氣 中の 酸素と 置換す 
る こと、 をる" 即も 煙道 お 新の 割合は を 積に て 0 こ 二の お駿 
お 新と 〇 •と 化の 窒素と よらなる。 故に 若しを 氣中 にて 炭素 
を 燃やし V 生じた る克斯 、換言すれば 實麟の 煙道 兎斯 にして、 
二十 ー パ t セントな‘ 下の 炭 酿あ斯 を 含を する ことを 發 見せし 
をら ば、 をの 燃燒は 正に 理論 上完 をなる 煙道 亮斯を 作ろ たる 
ものと 言 ふこと 能は ず。 これ 空氣 過剰を るた めか 或は 不足を 
るた めな ろ。 煙道 兎斯 中に 酸素の 存在す る や 否やは、 空氣の 
過剩に 供給せられ しや 否やを 判斷 ずるに 足るべく、 これは 反 
して】 酸化炭素のを 在は 明かに 空氣の 不足を 語る るの なろ。 

氷 素は 酸素と おに 燃 ゆると きは 氷を 作る。 もの 割を は 水素' 
二分 子と 酸素 一み モ なろ。 即も をの 反應は 次の 方程式に よら' 
示さる ベ L 


貨 下 02H2 田 2〇 

を 積 ょろいへ ば 二を のか 素は 一を わ 酸素と 結合して、 二を 
の 亮斯狀 の 氷 換言すれば 島 度に 過熱せられ たる 氷と なる。 か 
、る 水 蒸氣が 冷却 せらる、 時には、 遂に 渡體 となろ 勿論を 積 
は 急激に 縮少 ず。 故に 上記を 積 願 係は 巧高溫 度の 閒化 於ての 
み眞 ならと す。 

水素 燃燒の 際の 重量 關 係は 他の 搭 合と 同樣 にして 計算す る 
、ことを 得、 即も 四の 水素は S 十二の 酸素と 結合して 一二 十六の 
氷と をる をち。 故に 水素と 酸素の 割合は 一と 八との 如し。 

而 して】 封 度の 水素が 燃ぇて 水と をる 時には、 六 萬 二千プ 
リブ ィッ シユ •サ ••マ^ •ユ ニットの 熱を 發 生す。 化し これ 
は】 舒 度の 水素を 相當 量の 酸素と 典に 燃燒 せしめた る 瞬間ょ 
ら 、生じた る 兎 新が 水素の 最初を したる 溫 度と 同 溫 度に 冷 ゆ 
る 皆"て は發 散ず る 熱量の 總が をろ。 即も お 斯狀の 水 蒸 氣が冷 
却せられ y 液狀 となる 間には、 氣 化の 潜熱のを 部を 放出す る 
ものな々。 然れ ども 煙道の 中の 溫 度は 氷 蒸氣が 凝結して 水と 
なるほど 低から ず。 從 つて 氣 化の 潜熱は 發散 せず。 斯 くの 如 
く 水 蒸氣が 凝縮せ ざる 瘍を にあり ては、 氷 索の】 お 度は 約 あ 
萬 一一 千フ リブ ィプ シユ •サ* -マグ •ユ ニットし か發 生せ ず々 

多くの 燃料は 化て 炭素と 水素との 化合物 即も 炭化水素を 其 


341 


中に 含有ず。 炭化水素は 燃 ゆれば お 酸を 新と かとになる。 こ 
の 種の 化合物は して 普通に 最も 知られた る ものは、 化ての 天 
然あ斯 のま 成分を をす メタン (心 04) なろ。 メタンが 必要 量の 
酸素と 共に 完圣 燃燒 をなず ときの 反應は 次式の 如し。. 
ch,  + 203uop  + 2 田 b 

即も メタン 十六は 酸素 六十 四と 化合して 四十 四の 炭酸 巧斯と 
一二 十六の 水を 生ずるな り。 若し 酸素の 量不充 みなる ときは、 
燃燒 不完全に し V 炭酸 あ斯 、氷 蒸氣 、一艘 化 炭素の 混合 氣體 
と 固狀の 炭素と を 成 生すべし。 

炭化水素の 發 熱量は、 をの 一封 度 中は 含まる、 、炭素 及び 
水素の 出す 熱量の 總 和と 見れば お 差な からん。 

‘ 硫黃 の燃燒  ， 
硫黃が 燃 ゆる 時は 數 種の 異ら たる 酸化物を 生ずべ し。 然れ 
どる 普通の 窯の 燒 成の 瘍 合に 於て は 單に二 酸化 硫黃 (の P) 即 
も亞 硫酸 巧斯 のみを 生ずる ものと 見做して 可な り。 この 反應 
は 次の 反應 式に 示す がかし。 

S 十 

硫黄の 原子量は S 十二なる が 故に、 上 式は 疏黃と 酸素とは 同 
量の 割合に 化合して、 兩 者の 和に 等しき 亞 硫酸 お 斯を 生ずる 
ものなる ことを 示す。 硫黃 の】 封 度は 四千 プリ ティッシュ. 


サ r マ户 •ユニットの 熱を 出して 亞疏 酸ち 斯 となる。  . . 

多くの 瘍 合に 於て 燃 粋は 純粹 をる 炭素 哉は 水素 义は メタン 
等よ. なる ものに わらず し V •これらの 物を 併せ 含む ものを 
み。 又 酸素を 供 合する に空氣 をが てす るが 故に、 燃 燒を成 物 
は 炭素" 水素、 硫黃 のを 酸化物の みならず 不化 合性の 窒素を 
含有す。 蒸氣 汽罐の 窯に y 1 封 度の おおを 完 をに 燃やずに 
は、 酸素 約 一二 封 度 或は 空 氣の十 お 財 度を 要す。 一封 度の お 炭 
は 一一 时四 みの S 立方の 體 積を 有す。 又 十五 封 度の 空氣は 常溫、 
常壓 にて 約六趴 立方のを 積を ちむ。 故に ある 量の 巧 炭を して 
完 をに 燃燒せ しむる ためじは この 割合にて 空氣を 供給せ ざる 
ベから ざるな ろ。 

若しをく^^を吸吩し或は放抽せざる理想的の裝置の中にで 
ある 物質の 燃燒を 起さ しめたろ とせば •燃燒 生成 物は 反應に 
よちて 生じた る 熱の 垄 部を 吸收 すべし。 鬼斯體 はもの 溫 度を 
一度 昇ずに を ミー 定量の 熱を 要ず るるの なら。 故にを こに お 
在ず るを ち 斯の 量と をの 比熱と を 知ら ば、 燃燒 によろ で 生じ 
たる 溫 度を 算出す る ことを 得べ し。 然れ ども 普通 巧なる る 燃 
燒 にあろ ては、 發生 する 熱の 一部分は お 斯 のを 積 膨張の ため 
に 費やされ 化の 一部分は 福が 熱と して 失は る ものなら。 

(Brick  Clay  Record,  ila 巴 • 1, 1918)  (積ち 
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•特許 公報 


特許 番號 

第一 1115 ち一號 


發 明名稱 

珪藻 主を 處理 して 

水中の 浮揚 力 旺盛 

なる 耐水 玩具 製法 


特許 月日 


セ ■ 


巧 


一ニ ニ 


特許 權者 

京 都 伊藤 義み郞 


本發 巧は 珪藻 主と 樹脂との 二種を 海 和 粉砕せ しめて 後烙 解せられ たる 布海苔を 
注 加 攪拌して 粘主狀 になし 是を 型に 壓拷 して 巧 意の 乾燥を 施し 其 水 かを 除 まし 更 


に乂 熱を 與 へて 海 和の 樹脂の 格 解 せらる、 とき 多孔 質 珪藻 ± に吸收 せられて 凝固 
せられ 輕 量壁牢 K して 而も 氣 温の 乾 繰に を 巧を 來 さ' る 防水 固形 體を 形成せ しむ 
べき 製法に 係リを 目的と する 所は あ ホ 練 物 (木 巧を 館截 して 得へ き 粗 粉を 糊に て 
凝閒 乾燥せ しめたる もの) 等の 如き 輕遺 玩具に がて 濕氣に 軟弱と なり 且つ 脆 塊 破 
損し 易く して 全然 水中に 投入 浸漬 する おはざる ため 瑜出 上に 多大の 損失 あるを な 
て 如上の が點を 除く ベ <掩 めて 廉俏 なる 水. 挣 玩具を 頗る 怖易殖 速に 得ん とする に 
あり 
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實用 新案 權者 

東 巧 大浦元 一二郎 


-實用 新案 公報 


登 錄番號 

第 四 四 セ 八】 號 
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- 二 ― I J ここ 

ネ發 明は 極 狀の線 硝子 受函 を裝 置し 該を释 の 前後を 貫通して 上下に 廻轉 すべ..’ 
調 帶を硫 動 車に て麵轉 しぶ 調 帶の兩 嫁に 多 數の牽 子を 固着して 成る 餘 硝子 製造 機 
の 構造に 係り 其 目的と する 處は調 帶を徐 々に 廻 轉し牽 子に 軟化 硝子を 附着した る 
鉤脫挥 を 鈎 着す る ことに 依りを 易に 多 數の觀 子を 絲狀に 引延し 得べ <而 して 絲硝 
子の】 をの 長さに 達しを る 際 軟化 滞 子 里の 附近よ リ切獻 するとき は 該鉤脫 梓は 率 
子より 自然 的に 離脫 して 稱子受 画 やに 收. をせられ 化で 絲 硝子の 製作を を あ 且な造 
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I 卜 構造 物 (煙突 义は腑 道) に 係り 其 目的と する 巧 は 巧 外が 度を 異にする 熱度を 受 
< る もを々 膨脹の 度合を 均等なら しめ 龜 裂を 生ずる を 巧ぎ 安查 にして をつ 廉價な 
るに あ ザ 
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•吾 陶磁器 製造業の 前途 


植巧 陶磁器 試驗 場長談 

陶磁器 試驗 場の 熙立 問題は 遂に 政府の 豫 算ょリ 削除され て おく 中止の 藥 となれ 
るが をに 就き 植巧 試驗場 長は 語りて 曰く、 該國立 問題に 就て は 岡 商工 局長の 盡力 
を 得た る 事 殺から ざり しも 豫算 編成の 都合 上 遂に 政府の 容 る、 所 とならぎ りしは 
止む を 得ざる 事と 雖も 甚だ 遺憾な りと をはぎ るを 得ず、 元來 陶磁器 試驗 場の 如き 
外部ょり 見れば 不急の 問題を る やに 考 へられ 勝ちなる も、 こは 非常の 誤 護な り、 
我々 當事 者を してを はし むれば これ 刻下の 緊急 問疆 にして、 若—,. 試驗 場を 完全ぐ 
る ものと なし、 陶磁器の 改善に 努力せ ざれば 遂には 重 嬰なる 我 國產の 贩路を 失 ふ 
に 至るべし 例へ ば 了が の コッペン ハ I ゲンの 陶磁器 試驗 場の 如き 日本 陶磁器を 巧 
究 しす 斷の 努力を 惜しま ざれば、 砕學的 知識に 豐寫 なる 歐洲 人の 事 なれ ぱ早晚 巧 
れ を迫從 する に 至る や も 知るべからず 碟 にホ國 にて は 目下 非常の 熱誠を 化て 陶臟 
器 製作に 沒 頭し 旣に 日本 陶磁器に 劣らざる 磁器 素地を 製 巧し 得る に 至れり、 然リ 
とす かば 最早 陶磁器の 素地の かにて は輸 巧の 途歸絕 さる、 虞 あり、 その 圖案 模樣 
をな て 彼の 需要を 受 るの 策を おらぎ るべ からぎ るに 至るべし、 その 爲 めには 是ホ 
お 試験場の 如き ものを 擴張 完備せ しめて 之れ が 適切なる 硏究を 必要と す、 然リと 
雖も陶 窯、 燃料、 辄藥等 •の 工業 的なる 方面は 国立 試驗 場に て充 みなれ ども その 更 
に 高貴なる 美術的 ホ 面の 硏 をには、 それを 理想的なら しめんと すれば 必然 帝室 附 
屬 とせぎ るべ からず、 佛 、が、 獨等 その他 陶磁器を 産 巧す る歐洲 を 國は 化て 帝室 
陶磁器 試驗 場を 有し 完 をなる 硏究を 持續し 居れり、 即ち 帝室 附屬 となり、 他 わ 利 
益 問題を 離れ、 專也 藝衛的 巧究に 努力す るを 最もち 策な りと 信ず、 帝室 御用と な 
れば 自然を 巧 巧者 製作者 も】 層の 熱 也と 愼 重の 態度を なて その 業に 化 事すべき を 
はて 比較的 短時日に 好結果を 舉げ 得べ しそは 上 昔に 於いても 度を なる 陶磁器な 化 
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て 御 庭燒の 如く 國ま 大名の 强乂 なる 巧 護の 下に 硏 あし 成 巧され たる 事に 徵 しても 
巧 白なる 事實 なるべし ホも陶 業は 他の 諸 工業の 知 < 急激の 改善 渔步 を舉げ 得る も 
のに あらず、 先づ これに 從事 する 陶 業を ょリ養 成し 掛ら ざるべからず 、されば 若 
し 本場が 國立 にされ をり とても 先づ 一ニ ニ 年は 諸種の 下準備に 費し、 實際 上に 結果 
の 表は る、 は約卜 年後の 事と なるべし、 かに 今日ょり これが 計議 準備に 從事サ ざ 
れば陶 業は 益々 遲れて 化 巧の 市場に 劣弱 者を なて 目 さる、 に 至るべし、 巧 昔 人の 
恃 みとず る處 はかの 陶器に がける 純 東洋 的模樣 即ち 萊洋 美術の 粹 なる 陶蠢 のがは 
到底 廊ホ 人の 模 做し 能は ざる 點 にを り然 りと 雖も 到底 現狀 をな て滿 足すべき にあ 
らず 益々 硏を巧 力を 稽んで これが 發 達を 計らざる ベ わらざる がそれ には 前述の 如 
き絕大 なる 巧 護を 受 くる 事 その 必须條 件を るな りを々 

(I 二月 九日 京都 日ノ岀 新聞) 

® 博 山に がける 窯業 品に 就きて 

(需要 家の I 頭を 煩は す〕 

蘆 州 生 

余 かなに 博 山に がける 窯業 品と おを せる ものは 陶磁器 贿モを 除き 特に 耐火煉瓦 
並に ± 嘗に關 しての 事な リ博山 及び 同地 附近に がて 耐义揀 冗、 ±答 類の 製造に 從 
事せ る ものは 博 山 窯業 工廠の 外 日本人 自ら 經營 する ものを く 偶々 二、 ご 一の 支那 人 
等が 同 工廠 5 製法を 生 域り に 極めて 不完 をに 製造な せる 物な きに をらず と 雖も是 
等 製品は】 巧して 其粗惡 をる ことを 了解すべし 今是等 製品に 就き 巧 製法に つき 巧 
細に 調査 試驗 せる 結 おを 左に 述べん 

が山驚業エ廠な^^ものは創始M來旣に數年を經過し經營者として同地のを分者 
として 义 日本人と して 最も 確货 なる 成 巧を 渡 部 逸み 郞 巧な り 同氏が 如 巧に 苦也硏 
究せ るかは 今日ょり 見る も 明かに して 氏の 不携 不屈の 精神を はて 虛勉 効果 漸< に 
して 世人の 注意を 喚起し 今 目に 至りて はみ 製品た る 耐义が 冗と を ひ ± 管 とを ひ 本 
がに 於ても 之れ に 匹敵すべき ものな < 耐乂 煉瓦の 如 さ滿鐵 中央 試驗が 窯業 科が 本 
巧試驗 せる 結果は 頗 も美举 のがが にして 何れも ゼ— ゲル ーニ 角錐 一二 十ー ニち よ リー ニ十 
を 番の 耐火 おを 有し 出 管に 至て は禪 逸品を 後 撰し 耐壓 力は 獨 逸品の 五十 谤に 劃し 


同 工廠 製造の 百 二十 磅は 上を 有する に 至て は 驚かざる を 得ず 巧 お狀の 歪® な < 正， 
確なる 事、 焼成 义 度の 高き、 素地 燒け締 リのエ を、 釉 藥の融 着の 度を 等實に 美事 
の ものにして 同地 二、 一二の 營 業者. 普 かま 那 人に 化 任 請負は しめて 製造せ しめっ、 
ある 耐火煉瓦 及び 二 尺 ±眷 等とは 一見 雲 化の 差を リ從て 博 山 窯業 エ噓の 製 おはま 
るが に 好評を 博し 現に 本 月 滿洲乂 連 市に 開 値の 日本を 團 並に 植巧 地を 細雜 せる 水 
道 會議の 席上に 紹介せ られっ、 をり！： 工廠の 製品と しては 粗製 遐 造の ものを】 切 
巧 さ ごる 正義の 思想が 渡 部 巧 其 人の 意思と して 遺憾な （製品の 上に 發揮 せられつ 
っ あるを がて 博 山 窯業 H 廠 製の 耐义煉 冗 及び 主管 類の 霜 要は 將 巧に 向って 著しき 
趨勢に 進まん としっ、 あり 現に 五 基の 燒 窯と 第】 魏ょリ 第 六號に 至る 素地 製作の 
工場に 於て 製岀 せらる、 ものす ら尙ほ 需要の 半ばを 巧す 能は ざるの 盛况を ホし つ 
っ あるは 渡 部 巧 一人の 名嚳 たるの みならず 日本人と して 博 山 窯業の 開が 者と して 
大に 敬意を 表する 所な なり 化 偶々 博 山の 窯業を 結 かする 記事 中 稍 も すれば 耐义が 
冗の 耐义 度を S 千度を々 と 記せる もの ありと 雖も现 に 耐火を を試驗 する ゼ— ゲル 
一二 角錐の 最高 度 g 十二を すら 攝巧二 千度に して X 斯 かる 高熱が の必嬰 もな くご 一千 
度な どの 熱度は 耐乂煉 ぶと してを り 得べ からざる 度に して 誤れる S 甚 しきものな 
リ 世間 動もすれば 徒らに 高熱 度を 記して 訖リ とする もの ありと 雖も 窯業 上に 用 ふ 
る 熱度 計は 悉<攝 巧 寒暖計を る 事は 世の 識者を 俟 たずして 明かな リ而 して 余のを 
に 三 目 せんと 欲する は 徒らに 倒が のな 廉 なる 掛惡 品を 使用して 事業の す 結 あに 終 
らんょりは 寧ろ 價 がは 稱 や不廉 なる も確實 なる 試驗 研究を をげ をる 安 也の 出來得 
る 博 山 窯業 工廠 製品の 如き 耐乂嫌 瓦 並に ± 管を 使 巧す るは 赏 際に 品物を 巧 用し 永 
乂的持 績の途 を 講ずる 技術 家の 執るべき 最善の策 たる 事 余の 嘴々 を俟 たずして 巧 
かなり 今や 製產 工業の か査 せらる、 もの：：： に 巧に 其 數を增 加す るの 時に 際し 聊か 
實驗の 卑見を 化 露して 需要 家の】 顧を 煩は す 所な なリ (靑烏 新報) 

‘ •理想的に 設計され た 工場- 

か豫 陶器 かがを 社關岡 技師を 談 

か 豫陶雜 を 社が 創立され たのは 大冗二 年の 夏で あるが そのな 時には 生地が 燒み 


が れて 居た 位で 賞 際に 今 H の 煙突から 煙が 出る やうに なつた のは 大正 四 年の 四月で 
2 をる、 そのな 前 建築 工事に 取り か、 つたの が 大正 一一 一年の 八月で あつたかと 記憶す 
る、 その 當 時には 窯が 僅かに 二 基 機械 觀驢か 僅に 十二 本で をつ をに それが 大化四 
年の 四 巧に 窯が 五 基 機械 離驢が 四十 本に 殖やされ たので ある、 今日は 更らに 窯が 
セ 基 燒附の 錦 签が十 基 機械 雜禮が 五十 本に 增 加して 居る 試みに その 原料に 就いて 
之れ を ちんか 化禮 がの 會社 所有 5 地區 その他から 出づる ものが 六 割、 縣 かょり 巧 
リ 寄せる ものが 幽割 である •この 四 割の 中には 遠くは 九州の 天草、 大 か、 近くは 廣 
烏縣地 ホから 來 をる 麻 火が 料 膝 融が料 其 他 特踩の 粘着力を がける 大體四 種の 原料 
が ある この 地 ホに 產出 する 原料に も 一一 一種 ばかりの 區 別が ある、 現今 當 H 場で 製造 
して ゐる ものは 悉く 輸出品で 多くは 南泮ホ 面、 シン ガボ I ル、 滿洲 、長 春み 面に も 
輸出 せられて 居る、 種類は 悉くを 器に 屬しコ J ヒ— 碗： コ ー ヒ ー 皿 、ポ I ル 等で 
ある、 その おの 上から をつて コ ヒ I 碗が 八種ボ ー ルが 十二 種、 これに 模様を 附 
ける ので 夏ら に 幾 種 かに こ 5^ を區 別す る ことが 巧來 るので あるが しかし 大體に 於 
て 極めて 簡單な もので をる、 夫々 輸巧先 嗜 がを 參 酌して これを 製造 L て 居る の 
でを る、 職工は 目下 二百！ 一十 名 何でもない やうで あるが、 これを 陶器に する には 
.大 變な勞 力を 要する のでを る、 か < て 製造され る 陶器が 一目 約-方 個で ある、 しか 
しいょ {荷 作を して 撒 出す るまでに は 幾 割か 破損す るので ー ヶ 巧の 生産高は 約 
二十 萬 個 化の ものである、 それで】 ヶ 年の 總を產 商が ザッ トニ 巧 五十 萬 個と 見れ 
ば先づ 大した 專實 上の 巧 違がない と考 へる かくて 荷造り せられて 一 應神戶 の 本店 
に まは り、 それからを 方面に 輸出 せられる 謡 かで をる， この H 場は 元 巧 工費に かま 
はず 萬 事 完全に 設 許せられ て 居る ので 他に 多く その 例を 見ない ばかり 働いて 居 
る、 之れ に 運搬 夫 その他を 加へ ると あ 百 あばかり になる であらう、 この 中に 女工 
が 八十 名 程を る々 H の 設備に 依る と 一日 陶±  i 千 貫を 使用す るぶ けの 能率が を 
る、 一口に 一千 貫と いふ 程で をる、 機械 力の 如き も 普迪】 千キ 0 なる に 割して 本 
H 媛のは】 千 八す キロで ある、 また 窯の 如き も 二 基は 之れ を餘熱 利用 式に 作られ 
て 居る、 煙突の 如き も 普通は 四角 乃至 六角で あるが 本 工場のは 八 巧 型を 採用して 
居る、 その 髙 さの 如き も 普通 八十 五 尺を 限度と する に對 してな 尺で ある 云々 

(一一 一巧 サ 四日 か豫 日々 新聞)’ 


参 米國向 陶器 

本年の 輸ぉ 陶磁器 お 引は 目下 商談 季に屬 し 一 巧な ホ米國 商人の 渡 ホす る もの 歡 
からず、 神 戶横濱 方面の 商館よりも 頻繁に 見本 拜 ぶに 來リ が々 商談 ほ來 する 模様 
なる も 何々 燃料 不足と 高値の 爲 めに 生産 嵩みて 慎 格の 巧 合は ざると 船腹 不足に て 
運賃の 高き 爲め W 戸 人は 幾を 手 おへ 模様に て 昨年に 比し 商 約の 減退を 見る に 至れる 
が 如し 然 4 共尙 五、 六ち 頃までは 注文 季 なれば 前途 相 應のお 引 成立す る 見み なる 
が 米國は 戰爭の 影響に て 一般に 奢侈を 愼む風 ぁリ從 つて 一部の 裝飾 品等は 著る し 
<賣 わを 減ずるな らん も實 用品に 至りて は大 なる 影響な かるべく 品に よりて は 寧 
ろ 注文 增 加を 見る もの ぁるべし と觀測 さる ご 一一 巧 六日 名 巧 お 新聞) 

•金物 轟騰と 碟鄉器 

當今 金物 類は 工業用 主要が 料と して 又 軍需品と して 內 外に 其需 嬰を 激增 せられ 
をる 結果 日用 器具 食器に も 至大なる 影響を及ぼし 銅、 眞輸 •巧 鉛、'  アルミ 三ュ I 
ム 等の 製品は をど戰 前に 數 倍す るの 掃騰を 示せり。 隨 つて 一般 需 嬰は 比較的を 價 
にして 堅牢なる 踞郝 器に 傾ける が 如く、 之れ が 卸商と して 其 大を稱 せらる、 當巧 
江 戶溺化 通 ST 目、 河愁 豐み郞 商店の 如きは 近來此 趨勢に 驅られ 頗る 繁 化を 呈サ 
るが、 同店は 難 波 反物が に 洗面器 其 他踞鄕 器界の 白眉た る 初 野 製作 肺を 經營 し； 
ホ 本邦 唯一の コバルト 鑛區山 口 縣長登 鑛扣と 特別の 關 がを 結び 優を 堅實 にして を 
彩 鮮麗なる 畏 品を 製 出し 世に 推奨せられ、 踩に 其獨特 'の 製品た る專賣 特許 浪巧銅 
の 如きは 他に 比類な き實 用品と して 到る 處に 噴々 たる 好評を 轉 せり。 ミれば かく 
金物 類の 掃騰 甚だしき 巧 柄、 經 濟的實 用品た る 同店 器 揉の 歡迎 さる、 は當然 にし 
て 又 衛生上よ りおて 他の 给 物に がるが 如く 有害なる 錦を をず る 虞れ な < 而も 常に 
裙 潔を 巧ち 轉るわ 利 をれば 將來曰 常の 實用 器具と して 益々 其 勢力を 據大 すべく、 
現に 本邦 重 嬰 某 物產會 社と 輸出 洗面器の 大 商談 逆行 中に ぁれば、 化 ホの 工場の み 
にて はなち 狹隘を 感じ 十分の 製產 能力を 揮 ふ 能は ざるを なて、 過般 巧 西 野 田に か 
工場を 新設 やなる が 來る四 巧より 其 開始を 見るべく、 從 ホ. 本邦に 未だ 試み もれ ざ 
る 六十 五 センチ 大形 洗 巧 器を 製造し 印度、 南洋 等 わ 輸出 向 註文に 慮ず る考 へな、 り 
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と ミれ ぱ同巧 及 同が 事業 前途は 愈々 多 寧旦多 化に して 今後の 發 段は 更に 臟目 すべ 
き 者 あらん、 义 、同店のを 託 販賣に 係る を鑛 山荒 銅 鑛石も 目で 需耍 頗る 多く、、 共 
に 非常の 繁忙を 見つ \ ■あり.。 (一一 一月 サ 五日 大阪每 日 新聞) 

® 煉瓦 市 况持合 

揀冗巧 場は な不 需用 期に 巧り たる 爲め 其實巧 應の賣 わを 吿げる もの ありを るに 
拘 はら デ 兎角 相場の 仰 力 鈍り 大蜡持 合 裡に經 過し 燒過 一等は 二な 四十 圓 同一 一等！ 一一 
等 かが あ圓 落を ーボし 居れる が 一方 生産費 等は 頻りに 嵩みが 場は 之れ に 併行せ ざる 
よリ现 をの 四十 阁臺も 日淸曰 齋戰役 後の 事業 勃興 赏 時の 最高 値 二ち 圓 程度に 比す 
れぱ 採算 上の 利潤 到底 同日の 談 にあらず 寧ろ 動もすればす 引合に 陷 らんと する の 
狀 憩に ありと せらる 併し乍ら 本年度の 產 額は 極寒 天候 不顺 等の 影馨を 被り 昨年度 
の 約半减 も】 般に氣 構 へられ ス 建築 期に 向 ひつ、 あるが 柄と て 底 寢堅實 なる 旁 目 
先强 調を 迦 らんと する もの 》 如し 尙ほ 南洋 ホ 面よりは が々 ながら 補給 的の 新規 註 
文を 滸 する も 船腹 不足の 偽め 商談 阻害せられ 多く 期待す るに 足らず X 東京 府 外へ 
の 移 巧 も 本 品の 性質 上 搬出に 鐵 道の 力を 藉 らんよ‘ りは が揖を 利と する か 何み にも 
回禮業 完備せ ざるの みならず 甲 こ 業者 夫れ-^ 逆賃を 異にする 爲め 是れホ 未だ 大 
なる 望みを 曠 する 能は ずと 1K ふ (時事 新報) 

•セメント 强調 

鞠 近內地 事業界 勃興の なめ セメントの 需用 巧 盛と な リ碟に 巧 巧 耐火 霞 災豫防 用 
がを してます {其 需用を 化 進す る 傾向 あり 又 橋梁 船舶 中銳泌 コンク リ ー トを 
て築造せらる><  ものをリ更に船巧にはブ ロ ッ ク試用せられ漸みに煉おの領域を鹽 
をす るの 趨勢に ちる よ リ從來 セメントの 總 産額 約 四な 萬 樽たり しもの 昨年 來千四 
巧 五十 萬が に激 巧し 化工 場は 引綠き 能率の お 進に 努めつ、 あるが 相場は を 荷が 應 
に存 巧す るに 拘らず 大勢 强 待合を なて 推移し つ .M のり 即ち 淺野ル 野 田 愛知 製品は 
八圓 五六 十錢巧 外を 巧來 しおれり 面 かも H 先 亦ま產 地た る 九州 地 ホ】 帶諸 工業 殷 
盛の なめ 該地 ホよりの 巧 廻りは 多 <视 待す る おはぎる 事情 あるに 今や 需染期 節に 
向 ひつ、 あるが お 巧が 巧を ま那ホ 面の ち 物は が 應に鶴 懐せ る 形跡 あれば お 炭勞銀 


等 生産費の 暴騰と 相俟って 漸騰じ 免れざる ならん かと 觀測 せらる 

. • (時事 新報) 

® 小 野 旧 陶器 會社 設置 

厚 狹郡巧 惠村黑 瀬 茂 太郞、 繩半藏 、尼 崎 源 互雖、 廣澤豐 作、 を 川 正 平、 向井 佐 
太郞 、野 田 忠次郞 、奧龜 干 化、 姬井 かか、 か 藤敏輔 、火 井太郞 、中 村淸規 諸氏 發起 
にて 資本金 十五 萬 岡 ( 1 株 五十 圓 己 干 株〕 にて か 野 田 陶器 磁器 煉瓦 等を 製造の 目的 
をな て 株式 會 社を 創立す ぺく計 善し 五日 午後】 時 ル 野 田 銀行のに 於いて 發 起人總 
貪を 開催した るが 海陸の 使 利を 計り 同村 隔離 病舍 附近に 建築すべく 决議せ リ而し 
て 本 巧中甸 頃よ リエ 事に 着手す る 巧 (一一 一巧 十日 巧 1 日 新聞) 

重 郡の 陶器 產额 

一一 一重 郡に がける 大正 六 年中の 陶磁器 製造業 者 戶數は 二十 w 口にして 男工 百 十】 
名 女工 六十 一一 一名なる お 六 年中の 製造 高は 裝飾 品】 萬 六 千 一二な 十一 圆 食器 二十 一 萬 
六 千 二な 一二 十一 一圓 玩具 五 千 一二 巧た 十一 一圓 其 他 一一 萬 八 千 九ち 七十 一圓に して 合計 二 
十六 萬 六 千 セ 巧 セ 十六 閱なリ と へ 一二 巧 十四日 一一 一重 新聞) 

•日本 石膏 鑛張 

日本 石膏 會 社は 現在 年產 能力 千 一二 巧顺の 設備 あり 目下 右 全能力を 發 がし 居れる 
が 最近 陶器 業の 發達 と共に 製品 需があ 加せ るを なて， 豫て现 をを 力 四 倍の 産額 お 千 
順 設備 擴張 中の 處旣に 竣成せ るを 化て 本 月末 迄に 機械の 試 運 轉を行 ひ ホ 巧 上旬よ 
リ 其の 操業を 開始す べしと (一一 一巧 二日 中外 商業 新報) 

本會 記事 

◎評議員 會 

去 四 さち (巧 一 义军後 六 時より 市 內鴻草 區駿前 東京 高等 工業 學巧內 に 開く、 
出が 役 M 左の 如し 
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評議員 內海 一二 貞晋  全 西 巧 直 君 
を 丸 田 正 家君  全 濤川叙 助 君 
を 記 內藤道 太 郎君  ま 計 金 島 巧 太 君 
當日 議决事 巧みの 如し 
一、；、 正 セ 年度 豫算の 件 
一、 第二 十四 时總會 準備の が 
1、 本會雜 誌の 交換 寄贈に 關 する 件 

◎新入 會員  、 
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せろ。 (其 瀬口區 域に つきて は、 旣に 瀬戶の 部に 妙 記し たれば、 兹 には 木曾川 沿澤區 域を 摘錄 せんとず。) 

木曾川 沿岸に 發 達せる 洪積層は、 西は 多 治 見师に 起ろ、 巧兒 、主岐 、惠那 、一二 郡の 地を 過ぎて、 木曾川に 沿 ひ 
東北に をろ > 落 合が に 至ろ て盡 く。 其 延長 化を 十 里、 幅は 僅に】 里內 外を ち。 木曾川を の 南に】 の 化き 出 脈を 隔 
て、 摄に义 一の 狹き 洪積 屬地 あろ。 岩 村 巧た 中 也と して、 大略 木曾川を じ 並 巧して 發 達し、 延長 凡 も 近 里に ちれ 

ら。  - ....  • ，- 

• ^ 

本 地の 砂® 及び 煙 目 曆 は、 瀬戶區 域に 現出せ る 如く 一帶 に連宜 せず して、 此所彼 所に 離 橋して 發 達す。 

(ィ) 惠那郡 落 合が の 睦目產 地は 有望なら ず。 

同 都 苗木 师 にで、 輕目露 ぉの 大 なる ものは、 大字 瀬戶 及び 苗木 抑 字 ソデの 二箇所と す。 大字 瀬 戶の產 地は、 苗 
木が よろ 坂 下がに 至る 道路の 巧側溪 間に 魂 はれ、 其 延長 ルを 十五 T にして、 幅は 甚だ 狹 し。 字 ジデの 睡 目は 苗木 § 
よろ 中津 町に 通ず る 新道の 化 側に 現 はれ、 巧に 延びて 苗木 巧の ホ 街に 達ず る もげ、 如し。 此 の陛 目は 厚さ 化を’  I 
十 尺に 達し、 其 質 も 良が をろ とい ふ。 (參照 I— 尾 張瀬戶 ♦の 地名に つき、 强 a て 其 起源を 考古 的に 解釋 する もの 
あれ ども、 瀬戶 の名稱 はを 地方に 散見ず るが 上に、 陶業 又は 海邊 等に 緣 故な き 場合 も少 からず。)  ，_ 
同 郡 お 本 村 大字 茄子 川 よら 岩が 町に 通ず る 路傍、 字 堤 下に 現出せ る 洪積層 中の 粘 ± は、 白 繪± と稱 し、 姑 力の 
弱き ものを 產 す。 

同前 遠山が 大字 馬場 化 旧の 蛙 目は、 品質 良好なら ず。 

.同 郡陶が 大字 大川字 十 S 塚 化て、 大字 猿 爪 よら 多 治 見に 通ず る 道路よ ろ 化を 四 下の 化に、 溪 流を 下れる 巧に 現 
出す る 洪積層の 蛙 目は、 其 厚さ 最厚 部に で S 十 尺に 達せ A。 此蛙 目は 原 おの 儘に て、 他に 販賣 せらる。 
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第一 節德 川が 巧 

同 郡 鶴 岡が は、 蛙 目の ル 露 巧を 散點 する のみ。 

(口)  ±岐 郡 ± 岐津財 大字 高山の 西 端に 斷 崖を なせる 洪積層は 煙 目の 產地 にして、 其 下部は 第 S 紙 層と ず a (當 
I 巧 化 あろて は、 第 S 祀 層の 真 岩と 互 層せ る 砂岩は、 花 厨 岩の 霉爛 物よ ろ 成ろ、 稍 凝固せ る 随目狀 の ものなる に 化 
ろ、 蜡目の生成は、 旣じ第己系の未期化起れるを證せ.<^。) 化蛙目は厚さ五尺內外化して， 發達區域廣からず。 

日™  同那肥 田が 大字 淺 野に で、 高の よら 駄 知に 至る 道路よ ろ 化を 五 了の 西南に 當ら 、ー ル溪 流を 溯れる 所に 蛙 目を 
本 產 す。 其 厚さ 五 尺に して、 蓋し 高山の 蜡目 層に 連續せ るるの ならん。 

\ 同郡駄 知が 部落の 化 方に 接せる 山麓の 崖 地、 字大 松に 現出せ る 洪積層に 陛 目を 產 す。 厚さ 凡を 十 尺に して、 ち 
、 I 下部は 少しく 獻 をを 帶び たる 粘 ± な ろ。 其 露出 區 域は、】 方 花 厨 岩に 骄 し、】 方は 崖は 臨み、 延長 化 も 巧 二十 間、. 
世 ^ 幅八間位にして、 區域甚だ狹し。 

窯 同郡±岐津晒なび下おがは、 ±岐津軒大字虫岐口字追澤(ォ ッサ ^ )よろ下おがにを^、 妻木川に沿ひて其東岸 
に 現出せ る 洪積層 _ 中、 化 所 彼 所に 斷續 して、 蛙 目の 發 達を 見る。 其を 產 地は、 ±岐 口 字辛澤 、慈 巧、 深澤 等に し 
て、 深澤化 現は る、 るのは、 尙ほ 南に 延びて •下 お 村 部落 背廚の 丘陵に あべろ。 煙 目は S 尺 乃至 十 尺に して、 其 
史 下部は 粘 ± る-ろ。 字 慈 巧は 睦 目の 最も 著名なる 產地 にして、 產額 最も 多し。 (なに 露出せ る 蛙 目は 最も 厚き 部み に 
して、 厚さ 十二 尺に 達ず。) 字 深 澤の蛙 目は 下 お及び 丈岐 口の 兩 がに 互ろ て 現出し、 其發 達せる 區 域の 延長 十 了に- 
j 達す 。 - . 

同 郡 妻 木が にて は、 下 おがよ ろ 妻 木 川を 溯る こと 化を 十八 T にして、 妻 木が 大字 神宮 化 現 曲せ る 洪積層 や 化は、 
蜡 目を 見ず。 
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同那笠 原が にて、 妻 木が ょろ 一の ル嶺を 越ぇ、 西南 一里 弱の 所に 發 達せる 洪積層の 睡 目は、 溪 流の 右岸に 露出 
せち。 露出の 延長は 凡 も 五 了に し V、 南 化に 豆ろ、 斷 崖を なせろ。 此層 中に、 蛙 目は、 厚さ S 尺、 二 尺、 及び 十 
^ 尺の云曆をなせろ。 其面積廣からざるも、 厚層にして、 蛙目の產額少からず。 

\ 之を 要するに、 木 曾 W 沿岸の 洪積層 中に 發 達せる 蛙 目は 數 所に 現出す る も。 瀬 お 區 域の 如き 大地 域に 發 達せる 

八 . 

™ ものな し。 其內 にて、 止 岐津町 附近に 現出す る ものは 斷續 して 發灌 せる も、 肥 田 村に 起ろ、 主岐津 、下 巧、 妻 木 
i の 諸な 村に 貫ろ て、 笠 原に 及べる を產 地は、 其 距離 近接 若しくは 連絡し、 交通 便利の 地位を 占む るに 依ら、 を璧 

I なる 產出 地たち。  、 

) ペグ マ タィト 中の 石英に ク& てる、 旣に 瀬戶の 部に 抄記 する 巧 あろし が、 ペグ マ タィトは 花廚 岩の 一種 
にし y、. 其 中化發 達せる 長 お及び 石英を 選別して 粉砕し、 石英は ダ ヤマン、 長石は お 粉と 稱 へ、 陶磁器 製造の 原 
料に 供せ ろ。 其 著名なる 建 地は S 河 國西加 茂 郡 地方に して、 美濃國 これに 次ぎ、 S 河の 猿 お (サ ナダ) 山ょ-^ 化 方 
I 三國 山を 經 て、 美 濃國、 *岐 、惠那 二 郡に 豆ろ、 花阔岩 體の數 所に 發 達し、 巧 巧 これが 採掘に 從事 せろ。 

\ . 第 巧 項 美濃燒 の原糾 

I (其 一) 槪耍  工業 視察 紀要 (明治 二十 九 年} じ據れ ば、 美 濃燒の 原料は 瀬戶と 大同小異 じして、 其 製造 法 も 
^ ホ相類似せち。 然れども、 其製おは槪ね廉價をるるのにで、 隨つでお術上にも多少の精粗を殊にず。 且つを巧が 
I のま 製品を 異にせる が 故に、 其 原料 等に も ホ 差別 あろ。  ‘ 

(ィ) 原料 中、 畦 目 お 主は 瀬戶蛙 目と 同質に して、 當 地方. の產 なろ。 其產 地の 重を るるのは、 ±岐 郡 笠 原 •妻 
木、 下 お、 ±岐 口 等の 諸が にして、 良質の ものは ± 岐口產 な々 とす。  • 
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築 I 節德川 時化 

右 粉は 觸戶と 同じく、 長 お 質の るのを 粉砕して 用 ふ。 其產 地は ±岐 郡 ル 里、 駄 知、 获 原、 妻 木の 諸が、 なび 云 
河 西 加 茂 郡と す。  ， 

I ダ ヤマンは 瀬戶と 同じく 珪 おの 機 末にして、 妻 木、 曾 木、 なび I 二 河 西 加 茂 郡の 所產に 係る。 
j お 灰 おを び 木灰の 中、 巧が おは 笠原產 にして、 木灰は 惠那郡 產の經 木、 栗ぶ 灰 等と す。 

日 (口) 製造 法 中、 素地 及び 細 藥化關 する 點は 左の 如し。 

ホ 素地は 蛙 目に お 粉を 加へ たるを 普通と し、 又 ギヤマンを 加 用ず る こと も あろ。 上等品には、 立 岐口產 の 蛙 目な 
び I 二 河 產のお 徽を用 ふ。 

近 I 

，•當 地に て醒 目を 用 ふる 友 法は 瀬戶と 異にして、 粘 ± に夾 雑せ る 長 巧、 珪巧 粒は、 其 儘と るに 白 砕して 用 ふ。 

化 細藥 には、 お 粉、 V ヤマン， なび 石灰 巧を 用 ふること 瀬戶に 同じく、 木灰を 用 ふること 少し。 

窯 な 上は 明治 二十 化 年頃の 現狀 なる が、 比較の 基礎と して、 茲に其 大要を 摘 妙す。 を 町村の 調合 例 等に つきて は、 

I 別に 明治時代に 細 記せん とす。 

業 、 

(參 照) 加 藤 小 S 郞 曰く 、多 治 見の ± 商は、 『入 止み』 の 鳥屋 根と 丸 狠を賣 る。 右は 多 治 見の 特產 にて、 近が な 
ぁ び 瀬戶に 送る。 丸 娘は 天然の 珪お 粉を るが、 極細 末にて、 熊く 氷に 混ず。 鳥屋 根は 天然の 珪 石粉の 硝 固まれる も 
のにして、 少ムく 水車 化て 餘 砕を 加 ふ。 但し 双方と る、 多 治 見の 地名を ろ。 (尙ほ 加 藤 德兵衛 の 談話に ょれば、 鳥 
- 屋根は 又、 原 山と る、 多 治 見と も 呼べろ。) 

(其 二). 種類と 性賓 熊澤治 郞吉の 曾て ±岐 郡に て講述 せし 所 (蓋し 明治 一一 一十 數年墳 の 調査 化て、 澤井義 S 
郞の 筆錄に 係る。) に據れ ば、 美濃燒 0 原 稱に關 して 左の 如く 解說 せぅ。 (化し 原が には、 時代 沿革る あれば、 此. 


.( が 6 ) —— 


中 こよ 巧 治 年間の 新 原が を も 含有せ るが、 是 等は 後 文 必要の 場合に 註記 せんとず). 

(ィ) 先 づを種 原料の 產 地と 用途を 擧 C れげ 、左の 如し。 

管は と岐 郡の ± 岐津 、•下 お、 棄 、笠 原。 藝挪の 鶴 岡、 陶 、落ち 遠山、 福 岡。 S 上、 素地ち〉 I 蠢 
±は± 岐郡 肥阳 。惠那 郡 遠出。 (素地 ±。) 

白 繪ま蠢 郡 東 &、 大 井" 巧 兒郡小 泉、 變 。•(素地に 塗 巧ず。) — 白 空は 畐讚果 。(素地、 釉藥 、又 
は巧顿 用。 心 —— ホ ド 生は ±岐 部 妻 木。 云河國 。(素地な び 細藥。 .) — 白 ± は 一一 一河 國 。(間 上。) 

道具 ± は をが ともに 出づ 。(窯 道具。) —— 是± はを 地に 出づ。 -( 素地 ±。) . . 
雲 ま 可 兒郡馨 、囊 。(細 藥 なび 素地。) i 千 倉 富 震 署旧川 こ ダ ご)。 惠郝 郡長 島 和。 (同上) 

! 天 壁 おは 九州 天草 島。 ハ 同上。) 

地 粉は ± 岐郡妻 木、 笠 原、 稻津 、貧、 其 他。 (素地に 孽 用。)" ~赤是 を 所と も。 (素地 用) 

丸 根 丈は ±岐 郡 多 治 見 町、 ± 岐津 。(素地、 釉 藥。) ！— 島屋派 おも 同上。 (同上。) 

暑は 可兒 郡圭鄉 。囊郡 遠山、 蠢 、福 岡、 菓。 S 郡囊 、签戶 、曾 木、—。 •及び 一二 留。 (同上。) 
お英を 岐郡棄 。巧兒 郡 上之鄕 。囊郡 遠山、 蠢 、陶 、福 岡、 菓 。一二 河國 。(同上。)  .. 

お 灰 おは ±岐 郡 笠 原、 日吉 。可 兒郡池 旧、 上之鄉 。(同上。) 方 解 巧は 禀巧郡 落 合 (同上) 

(口) 次に、 な 上を 原將の 略解を 加 ふること、 左の 如し。 

御嵩 ± は 弘法 ミる；。 元來 、巧兒 郡伊岐 S の 弘法 邊に 出， てた ぅ。 今は 同所 S きる、 御嵩ぶ 方よ ろ出づ 
丸 望は 多 治 見 町 11S 屋の 舅よ ろ、 天然の 粉狀 はて 產 出ず。 父 虎 溪の證 ち ±岐 口の 神明 鳥居 前、 なぴ脇 
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島化る產す. 兄望は ^1香の九丢^^は珪酸たて、 其他は鐵等をろ。 此主は日畫‘ 他に產爱し。 先年 
姨 鬼 用の ため、 東京よ ろ 注文 ホろ し 事 あろ。 化し 化 海道に を 少しく 出で たるが、 是は ダイナマイトを 用 a て遂こ 
繩ろ盡 せろ。 

あ' 出は 燒 物に 供用すべし。 —— 赤 主る ホ 同じ。 

襄 おは、 お 粉、 廣 見、 藥 粉、 巧、 本 石 等の 別名 あろ。 I 尙ほ地 紛る長 巧 類を ろ。 

鳥屋 根は 洗 望の 少しく 固 うれる るの 故， きおと いふ。 廿原 (ごご フ) 等、 置 郡の 壽 、なび 多 治 見、 生 
岐 口-., る 建ず 瀬 戶に ては 『入 かめ』 と稱し 頗る 貴重す るるのに て、 即も其 五六 分は 瀬戶に 行く 割合を ろ。 

お膏は 支那、 歐米 諸國の ものな. ON。 日本 產 は會津 にて 用 ふるのみ。  - 

(イ) な下更 はを 等 諸 原料の 性質を •逐次み 類 的に 說 明す ぺ し。 先づ其 天然 狀態 よろ々 類 すれば、 左の 如 が 

ン〇  4 

T 

即ら 天が 粉狀の ものは、 鬼 ± 、赤 出 類、 御嵩 ± 、尤お ± 、木灰、 白 粘 主、 趣 目、 木 節 ± 、道具 立、 白 繪±。 I 一 

天然 護の ものは、 女 解ち 查膏 、霎 、鳥疆 ち 裏ち 暑、 地ち ペグ マ タイト。 —— 天然 分解 (蓋し 右 

兩 種の 中間 程度？) のる のは、 天草 ± (疑には 『主 J と 見 ゆ。) 白 ± 、ホ ド ± 、モ倉 お。 

又、 化學 成分の 類似よ ろ 見れば、 左の 如し。. 

即ら 力^シュ t ム 質は、 巧 灰 お、 木灰、 巧膏 、方 解 巧。 II 磁± 、長 お、 及び 巧英の 混合物は、 御嵩 丈、 千 倉 
お、 天草 ± 、ペグ マ タイト。 II 長 お 質は、 長 お、 地 粉。 I 娃 酸類は、 お英 、鳥 崖 根 巧、 え 破 ±。 磯立爵 

ち 管、 木 節ち 道 室、 白 望、 白ち 葛ち 重、. ホ ド ± 、赤 S (外 S 化鐵の 多を 含む。) 


巧 


a 


掏 


視 
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又、 膨脹 收 縮の 多少よ ろ 見れば、 左の 如し。 

最多なる は 道具 ± 、ホ ド セ-、 白 ± •白 粘 ± 、台 繪± 、睡 目、 木 節 ±。 ^ ~ 稍 多き るのは、 天 華 巧 (なには 『石』 
と 見 ゆ。) モ倉 お、 巧± 、御嵩 ±。 —— 稍少 きものは、 ぺ クマ タィト、 赤 主、 長 お、 地 粉。 — ^ 最も 少き るのは、 鳥 
屋根 巧、 丸 根 ± 、お 英。 

(淋說 の 一.) 磁± 質は ザ ォリンな ろ。 お ± は 有機物の ために 黑 をを 呈 す。 赤 ± はな 柄を 含める 故に 赤し。 お英 
よ ギヤ ブン とい ふ。 — ^ 膨脹 收 縮の 多き をのは 入 (ニ フ) を 生じ、 其少 きものは 入を 止い る ことを 得。 され ども、 
餘ろ少 きに 過 ぐれば、 又 却 V 入を 生ず。 

磯 ± は 長 巧の 分解よ ろ 巧る。 其 中に て、 白 ± と ホ ド ± は 結晶 水な く， 白 粘 十 V 一白 繪± は 結晶 水 あろ。 丸 お 石は 
碟± 中に y 石英を 缺 長石、 雲母の 加 はれる ものな ろ。 (？) 捶目 はお 英 、長石、 雲母の S を 含有ず。 木 節 も 碰± 
類と す。  • 

(附說 の 二) 原料の 採掘 法は 通例 橫坑に 依る も、 獨ら駄 知に ては 井戶の 如き 縱坑を 用 ふ。 

石英は 長石と 混じて 產 出ず。 一二 河に ては、 之を 砕 含て、 お 英と長 お、 雲 碌を區 別す。 

一一 一河の 粉砕 場に 於 で， 今は か 車 许の鐵 輪を 止めた ろ。 而も 今の ち英 粉砕は 尘輝 •上の 拳 あり。 

第五が  美 濃燒の 技術 

美 濃 燒は元 來瀬戶 の 分派に しで、 其 原料、 技術、 製 おともに、 瀬戶と 大同小異の 間に あら。 故に 其 製造 法の 進步 
を 叙 せんと 欲ず る も、 特別の 事情を 發見 する こと 甚だ 稀な ろ。 されば 其 特殊の 要 顯に關 しては、 隨時 夫々 の 局所 

於て 指摘すべく、 其 他 一般の 事項に つきて は、 多 治 見は 於け る 左記 一二 工人の 巧 說を假 りて、 を 種の 雜觀 を歷叙 
第 四 章 發達巧 
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する 巧 あら ふと f。 (化し 相互の 聞には、 多少の 不一致 あるを 免れず。 心- 
(其 こ 技術 麵の 上® 浦 辰 太郞の 談話 (明治 軍 一重 じよれば、 火 霊の 如きを の あら， 

j 王讀 管は 原晏 儘の 分解？ ろし。 故に 麵管寡 難 前に— の 要 あぇ (然る じ賀 管は、 魏 

I 狱 & て 掘 .直ち.，， ，氷繁 す) 此 •睦目 は 氷 車化碎 さ.^ る 上、 締 。て 俊に 入る。 (菱 難せ るは 稀な ろ。) 主 吸口 魅 
日 I 目は 上等 じて、 震 誓は 下等な ち。 基日の おは 深し。 墓に 木 節は なくして、 丸 室を 用ろ 是 はまる も、 
本木 節とは if 。 蠢 、鳥 8、 とさ 夏に て、 强 S?。 化囊 は— ながら、 蠢の別 あるの えを 
は 瀬 S 『を &』 ミ、 同 器 送る ミと ず。 か 暑は 量慧代 凄る を、 實は塞 t。 千 寒は 半田 W 產化 

近して、 可 兒郡廿 原、 其 他に も出づ るが、 今 用 ひず。 ±岐 口 管 あろて 鬟 、千 倉の 雪し。 千 倉は 曾て 瀬 戶に管 
世れ、 素姚 、議 とる に應署 ろ。 廣見 お緣は 一二 河よ ろ 灰 るのを 碧は 一一 霊と S 郡產と あぇ 石粉の 峯は粹 
窯を ミ (雲の 唐 胃 此邊 になし。) 碧を 燒か完 粉碎 す。 氷憲 じて は、 繁蓉を 製造 家に 渡す るろ。 畫 

は震產 掌。 石 類 基は 璧器 とす。 (ま雙 なろ。； 富秦 K て 謹す。 羣 道までは 人 胃 荷 ふ。 細 

I 靑 は、 化 地方の 山地 到る ところ 化か 量を 出す も、 今 用^ず。 

史 (こ 麵憲は 管、 石 殺を 靈 とず。 V ャ こは 時じ累 用を。 白盡 には ダャ ごを 加 ふるる、 粗 口。 

化は 之を 入れず。 

小 エ瘍は 泥 拿を るろ 大 H 凛は 儀 合せ f。 ち 重は 泥 拿 夏ぶ ろ 含。 調合を ろ 古今の 大差な し。 
議は 石粉、 ごこ、 灰よ 蟲 る。 灰 某 灰よ ろ 裏と な 芝が、 染遵は 今る 木灰な ろ。 案は 粟を て、 . 

将 灰は 古く 上等 晶に用 ひし ネ 、今 殆どな L。 
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素地 調合は 强 弱の 二種に て、 棘 藥はご 一種よ ろ お 種を ろ。- 而 して 成 品の 等級は 一一 一等に て、 等外 更に 二等 あち。；  が 
(ご 心燒の 地方ち 高 田の 德 利の 外、 乂 尻を 重と ず。. 廿 原に も少 々これ あろ。  、 

信樂 風の 桶 素燒は 駄物 用の み、- なつ 化 窯には 棚を し。 . 

素燒 せざる 下等 品は 十 年 巧の ものな らん。 素燒 せざる 箇所は、 笠原邊 、で お、 ± 岐津 、•獻 知、 及び 妻 木の 內地 
品等を るべ. し。  • ；：  - - で t 、 

丸窯は舊時二基あ6しが、 今なし。 故をがて、 コ f カシ窯る美濃になし。 

、’ 一美 濃 窯は 近年 大形と なら、 其 連合る 衞單に 傾 さて、. 少數 人の 組合と なら’ 室の 連續 數は臧 かず。 化し 勾 酣は急 * 
と なれら。  . . ， / 
.棚 穂は 下 お、 ± 岐津に 普遍な ろ。 下 巧は 德 利と 輸掛の 粗 物 じて、 丈 岐津は 湯 呑、 猪口 なれば、 共に 棚燒に 適せ^ 

ろ。 其 他のを がは H ゴ 0( 碟) 燒 を普述 とす。 窯 詰は 棚、 鞭 積と も、 明治時代に 窩く なわら。 

" > 一 

目 椒は舊 時は 日ノ 岡な なしが、 今は ダ ヤマンの 粗 粉を 用 ふるる の 多し。. 

ト チの 最小 最 粗， の ものを ンッ タラと いふ。. 右は ±團 モを狎 つぶせる ものな ろ。  . 

(其 二) 技術 雜觀の 中 富 旧 當化郞 の 談話 (明治 四十 二 年) じよれば、 千 倉の 用は 明治 十 年頃に 止めろ。 此代 
ろは 一二 河の 廣見 おな ろ。‘ ザ ヤマンは、 上白 物、 珊魏碗 等に 限る。 

髓驢の 撥は 離穗 ダケと いふ。 瓣植 挽きの 成 品^がる ホを ン ッビ キ とい ふ 右は 墓の ミゴ (穗 の莖) を 一本 燃ろ た • 
る ものな ろ。 尙ほ S 化 線 糸 も あるが、 多くは 此襄 糸な ろ。 而 して 採に か 挽の 瓣 なく、 水が の 語を 聞く のみ。 カン 
ナはカ ミソリ とい ふ。 (蓋しな 時は、 髮 刺の 古物を 應用 せし よろ、 今猶ほ 此俗稱 ある ものと 見 ゆ。) 離驢 挽きの 生还" 
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を 載す る 板の】 端を 掃' 込むべく、 室 壁 外に 凸 がせる 箱狀の 巧を ヒ ジブと いふ。 

從 前み を素燒 せし が、 化 十 年が ホは、 之を 省く もの あろ。 I 是は下 巧、 をが 寺 等に て、 定 が 寺は 煎茶 專業 をろ。 
差 木孔を キザシ とい ふ。 窯の 捨 間は、 今ごろ 廢化 期に 達せろ。 是る數 年來の 事に て、 蓋し 下石ょぅ 始まる か。 
(捨 間に タ ナギブの 稱 あろ。) 窯 中の 降 灰を モノ フブ とい ふ。 

ンッ タラには、 巧 兒郡大 敷の 白繪を 塗る。 鞠の 間隔は 指 二 本のを めな ろ。 棚 積は 明治 後に 巧 はれ、】 時は 增 加せ 
しが、 今 殆ど 巧 はれず。 尤も 下 おは 德 利、 急須の 產地 にて、 棚 積 多し。 次に ± 岐津も 煎茶、 湯 呑の 產地 化て、 ホ 棚 積 
な々。 (棚 積の 列の 間隙を タナ ギレと いふ 〇尙ほ 棚 積と 窯 壁との 間隙を、 瀬戶 にて ス n ゥと稱 する をの あるが 如し。) 
美濃燒 は、 モ 縮み】 割にて、 素燒に 縮まず。 本燒 更に. 一割に て、 計 二割の 收縮 あり。 (蓋し 磁器の 通例を ち。) 
±燒 は 泉 村の 久 お、 窩田邊 をる が、 久 尻は 煎茶、 奈良茶 等に て、 高 田は 德 利なら。 尙ほ廿 原 其 他 化る ±燒 あろ。 
舊 時は 薪 料の 問屋な かろ さ。 近來は 遠地の 產を巧 ふる 故、 擧 業の 問屋を 生ず。. 

(參 照) 熊 澤治郞 ま 曰く、 水難は 『か 漉し j とい ふ。 蜡 目、 木 節は 沈み 遲 く、 白繪 、長石、 巧英 等は 直 もに 化り。 
素地 調合の 習慣 上、 『'泥 合せ J は 長所な ろ。 

素燒は 結晶 水を 除く ためにて、 『お切ら J の 火 度な. 〇,。 賓易品 又は 大物を 除く の 外、 捕 素 燒を用 ふ。 之を 煎茶 素 
燒^ もい ふは、 煎茶 碗 其 他の 小品 用の々 めを ろ。  、 

鞠の 側壁は 粗 ± と 能力 出を 混用す。 重さと 火 變に耐 ふるため なろ。 

本燒化 爾^を を 用す。 酸化 備は强 く、 還元 縮は 弱し。 一は 燦 解の ため、】 は 色の ためな ろ。 

寞一 一一) 技術 雜觀の 下 加 藤 德お衛 の 談話 (明治 四十 一 一年) 化 ょれば、 德 兵衞攝 によ 十二 歲化 して、 C 父の 遺 
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話を 傅 ふ。 其 亡父は 八十 餘歲 にして、 十二 年 前に 黎 せら。 

(ィ) 信 長の 朱印は 加 藤 彥左衛 巧 方に あら。 肺し V 其 頃の 製陶 地た る久 々利が の大誉 に、 祖母 懷± あ A とい ふ。 
(瀬戶 な 外に 於け る 祖母 懐の 類 名は、 先に， も 附記す る 所 あらしが、 尙像稻 葉郡那 加が S 峯 のか 字 パンフ トコ 0 と 
いふ も、 亦此 類の 地名に 非ざる か。)、  、 

(0) 永年 來 の主燒 あろて 後、 ぶ燒に 移ろし は、 德兵衛 の 亡父の 幼時に あち。 父 十一 歲の 頃、 茶碗の 書を 習 ふ 
に、 お燒、 ± 燒の兩 方 あろき。 石燒 の出來 たる 頃は、 笠 原に 富 ± と いふ 扣 あろて、 此 出に 千 倉 お出 づ 。之を 粉砕 
し^ がを合せて釉とす。 此おは產出も乏しく、 靑味がらにて、 を美ならず。 而も千倉は互十年前まザ用^たろ。 
化し 藥用 のみに て、 素地には 入れず。 千 倉 立てろ 藥は碎 ふこと 多し。 故に 新に S 河の 廣見產 の 弱 石を 用 ふるに， 
餘ら 弱き に 闽れク 。化ろ て 多 治 見の 强き石 料を 見出し、 之に 加 用して 成功す。 此 おは 硬から ずして、 火に 强 し。 
多 洽見山 又は 原 山と いふ。 即も 鳥屋 根の 事な ろ。 化强 弱の 兩お 粉を 漉して、 之 化 灰を 加 ふ。 其 灰は 木 曾よ ろ 取る。 
始めは 栗 皮な ろし も、 遂には 山の 雜灰 となろ、 其 結果は、 霜 降ろ、 へ バリな どして、 美麗なら ず-。 爲 めに 之が 改 
良に 苔 也せ ろ。 

(、A) 德兵衛 が 十八 九歲の 頃、 岐阜 附近なる 西鄉 がの 信次郞 (姓 不詳) とい ふ もの、 化學 上の 知識 あらて、 吳須 
を 造る ため、 時々 多 治 見に 來 $、 ± 岐 郡の 山に、 產 する 細靑を 支那 吳須 風化 製 せんとす。 此 人の 話 化、 燒物藥 は强弱 
の 石に 灰を を 用す るの 說 あろ。 (おを 炼 かずに ァクを 入れよ と 曰 a しは、 維新の 約 十 年な 前に 化學者 よら 聞く 所に 
で、 其 人の 名は 信次郞 なち。) 德兵衛 に 謀ろ て、 良 灰を 用 ひしむ。 化 A て マグネ ンヤを 試用 させた るが、 是は其 用 
じ 足る も、 高値 化 y 不可 をら。 (尙 ほ瀬戶 、美 濃の 間 化は、 明治 膊 代に ポッタ I ス藥の 試用 も あろき。) 
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_ (二) 其 中、 本家の 加 藤 貫 一に 謀ろ、 同じく 灰の 中 なれば、 巧 灰を 用 ふるの 工夫と なる。 始め 壁 塗 用の 巧 灰を 
用 S しに、 是は乾 含て 困ろ たろ 更に 加 藤 圧 お衛に 相談せ るが、 化 人は 讀 書の 力 も あ々 含。 同人 曰く、 乾かざる 
^ のエ夫を要すと。 時に貫一の见松兵衛は笠原化養モたろ。 同がの酸繫山ぶらお灰を產す。 が兵衛は此山の傍に窯 
I 燒を なせる 故、 自ら 化 お 灰を 試みた るに、 生石灰な らば、 結果 宜し。 依うて 之を 持參 し、 來ら 示す を 見て、 皆暮 
^ へろ。 巧ら 么を 他人 じ 避し、 兩人 のみの 審用 とす。 然るに お 灰を 粉砕す る 音響に ょう、 多 治 見 化て 先づ 露見せ ろ。 
本 I 時に 德お 衛の緣 家なる 內津 人に 水車 あろ。 又 ル 木は 內津の 近所に て、 お 灰を 出す。 之を 巧津の 長を 川 源よ じ 託し 
ぉ V 粉砕し、 人に 發 見され ざる 用意に、 普通の 木灰を 加へ て發賣 せんとす。 がくて 名 古 崖に 趣き、 灰間屋 ょろ 木灰 
I •の ァクを 取 寄ち 內津 ょろ はを 灰 粉を 取ろ、 多 治 見に て 調合し、 懐に 入れて、 一時 これを 賣 出す。 時人み る 疑 •レ、 
世 窯. 屋 これを 買 取 •曼 、試みに 漉した るに、 其摔を 見て 石灰た るを 發 見し、】 が をらず して お 灰は 普な をを。 

窯 其 中には、 お灰產 地ょ ろ-タネ 紛 として 送來 す。 今は 一般に、 之に 廣 見と 多 治 見を 入れ 用 ふ。 多 治 見とは 鳥屋 
袭粮 石の 事を ろ。 (丸 根は 稍軟 かなる る、- タキて 用 ふる 硬質 物ょ ろは、 美麗 をらず 〇) 嬰す るに 此お 灰談 は、 明治 十 
年後、 十四 五 年 ま V の 事に で、 德兵衛 の S 十八 九 乃至 四十 歲の 頃なる ベ じ。 (加 藤 貫 一は、 之を なて 明治 十二 S 年 
を 頃と す。) 

I ( ホ) 前記の 石灰 湖の 始めは、 松お衛 、貫 一、 豐ハ衛 の I 二人なる る、 松壽は 先に 務 せえ 此 石灰 ァクを 知ら 
I ざるな 前には、 廣見 五が、 多 治ぶ 邸が、 計 九が に 木灰 若干を 加 ふ。 (先 づ素燒 に 塗ろ 試みて、 其 濃度を 均しう ず。) 
即ち 奧燒 窠奎 杯、 を 四が 半、 四が、 二琼 半、 j 二 杯に て、 最前は 二が 半と なる a 然るに 裏 測に 至ろ で、 調合 
を 殊にし、 廣見八 巧 多 治 見 二が に、 巧 灰の 漉 おる を、 奥は 二 霞で、 是二巧 前は 一が 半を 入る。 をはを 
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法を ろ。 (を お 灰 細の 工夫は、 遠く 維新 前よ ろが 線 ある もの、 如く、 敢て 明治の 新 知識の 傅 入に 非ざる やに 見ぇ、 

聊か 不 る 美れ ず。 管 石灰 細の 事を 幕」 て、 蒙 碧を 試用」 て 失 皆る るの、 を 地と るに 之 
あろ ミ 要するに 蓋 巧 辜に ち 旣に雲 術 家の 傳說に 接ず べき 時代に 達」 居た るを ぅ。 尙 ほ/加養 一の 馨 
によろ •委細は 明治時代に 巧 記せん とず。)  : . 

(こ 窯ち 道 旦 壬は 震に あろ。 窯 築 エち霧 後は 豪なる が、 舊 時は 嘗に 築造せ ろ。 囊ま 亦、 舊 

をはを 自に嫁 § しが、 今は 專 業者 あみ。 德兵衛 等 も 曾て 自ら 窯 焚を なせ' ろ。 (此事 僻は •瀬戶 其 他の 大瘍 巧と もに 

- 

相似た ろ。)  .み 

エン ゴロは 舊來小 おにて、 を 一箇 侮に、 器物？^ 一箇 づ 、を 入る。 シッ タラ (シ ッ! "心 も ホ舊ホ あろ。 之に 塗る 目 
- 砂は、 舊 時は 觀 織を 燒き用 ひしが、 今は 日ノ 岡を ち。 此變 化は 維新 前後 をるべし。 (米の サャ ヌ ヵの 語 あ"""。 瀬戶 
にも ホ、 卯 ノ斑釉 にす ィヌ カ 灰の 稱 あろ 含。)  - 

1.卜；) 舊窯にも娜積あろて、棚はックに立て、シッ タを置きて、茶碗を載せたみ。 今よら五十と年前(嘉永の黑船 
騷 ぎの 翌年に て、 祖父の 竣 年に 當 る。) 郞も嘉 みと 年 (ま 政 元年？) の 地震 节 、棚 崩れて、 器物 製 たれ、 が巧此 地方 
に 棚を 用。 ず。 化し 此挪 は奧 一通ろ のみに て、 前 側は 灰を 防 r ために、 皆 鞭 (ユン ゴロ) 積なら き。 娜の大 さは、 尺 
餘と尺 弱との 長方形に て、 其 厚さは 一寸な 下な ろ。 ック は兩娜 板の 界に 於で、 相 持に 立つ るるのと ず。 (參照 
奧 棚は 丈燒 窯の 舊風 にして、 京都の 舊式 窯る ホ此風 をら &。 殊に 加 藤 重 ま 等の 棚 板の 工夫な ども。 ±燒 の 棚よ ろ 
案出せ る もの、 かし。) 

(チ) 棚 窯は 多く 深出ン 茶碗を 燒 けろ。 (『出 シ』 とは、 茶 汲みの 事に で、 即も 客に 出ず ものな ろ。 大阪 にも 出シ 
を 四 韋發達 期 
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をの 語 あろと いふ。) 元來は 朝顔 おなら レが、 追々 に 其 腰を 廣 めて、 『出ン j 形と をる。 雨して 深 批シは 熟 呑に 近し 6 
此 見本は 地繪藥 にて、 巧 器 質の 鈍 白地に、 稱 美なる 吳須色 あ A。 線 彫ろ 模樣の 上に、】 面は ダ ミた るな ろ。 是は生 
I 还 地に、 錐 先に y 彫ろ、 其 上に シン ナシの ダ ミフ デに て、 吳須を 塗れ々。 參照 —— 地 繪藥の 濃 色を るは、 其 名の 如 
く紐靑 なろ。 元來 有効 分の 少 さょろ、 厚 塗を 要する が 故に、 線描に 適せず。 是れ冥 沈膨の 上に、】 面に 塗 色し で、 
目誦 の 區 別を 利用す る 所、： 5 なら.。 但し 蒙 Q 陶器な どには、 曇色资 にを、 義 《證 手段を 應 巧す るるの あ 

本ろ。) をは 彫 蕾と て、 おおに 雀な どを 現は し、 舊巧 江戶に 多く 出で たるが、 即も 上述の 地震 前の るのを ろ。 其 素 ぉ 
近 I は輕 目に 廣 見を 加へ た"*^。 軸藥 は、 笠 原の 千 倉に 木灰を 加へ、 二種の みょ 6 成る。 吳須は 地繪藥 にて、 細靑 とい 
ふ。 美 濃吳須 は、 主岐 川の 化に 出づ るるのは 茶色に て、 川の 南方なる は 美 色 あら。 

世 (其 四) 登 窯と 震 一之 倉 壽記錄 ミを、 多 治見舊 之倉鄉 として， 寬政六 年の 囊と離 鶴數を 列擧せ 
窯る が、 時の 笠が 郡 代は 鈴 木 巧 II 轟な ろ。 蓋し 化 年には、 瀬 おょ ク囊 取締の 訴願な ど あろて、 讀 方に 於ても ホ、 
業 一 fQ 調査を 嚴 化せ」 ミ か。 而し V 此靈 に、 市 ノ倉菱 多治是 を、 靈 窯の 許可 せら 装る る あ—。 

. ( ィ) を記錄 にょれば、 字夕 (ソ？ ご 力 おを る西ノ 窯ち 淸 S 郞 名義の 八 室に て、 元 間は 奧 巧と 尺、 横幅 二 尺 四 
寸 高さ 一一 尺 徊 寸 、ホ 間は 奧行二 間 五 尺と 寸 、横幅 S 尺八 寸、 _ 鳥 さ 四 尺五寸 、其總 長さ 八 間 四寸お 分を ろ。 を 窯 
一筋に 屬 する 離驢數 は、 淸 一二 郞 I 二 挺 •長よ S 挺、 茂 助 二 挺に て、 計 八挺を ろ。 

文藏 名義なる 字掛 越の 中 窯は、 ニトお 室に て、 總 長さ 二十 二 間 四 尺なる が、 其 ホ 間は 奧行二 間 五 Ry、 横幅 四ス 
五寸 、鳥 さぶ 尺な ろ。 (元 間、 中間の 寸法は 略す。 が 下 同じ。) 之化對 する 離驢數 は、 文 藏の四 挺ょ ろ八少 きは】 挺 
を V、 お 十二 人の 連合に て、 計 一一 十五 挺を i。 
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を 左衛巧 名義なる をミ戶 澤の澤 窯は、 十九 室に て、 總 長さ 十五 間を るが、 其 末 間は 奥行 S 間 四 尺、 横幅の 尺ち 
寸 、高さ 四 尺化寸 をろ。 之に 對 する 離驢 は、 平 左衛門 0 四 挺が 下、 共 六 名に て、 計 十九 挺な ろ^. 

安平 名義なる 字大洞 口の 窯は、 十よ 室に て、 總 長さ 十四 間 四 尺なる が、 其 末 間は 奧巧 一二 間 二 尺五寸 、横幅 四 尺 
四寸 、高さ お 尺な ろ。 么化對 する 離德 は、 をみ の 四 挺が 下、 共 五名に V、 計 十と 挺な ち。 

をの 外、 仕 入離體 八挺、 不 を、 窯 一筋に つき 二挺づ 、な 6 と 見 ゆ。 

前記の 諸 窯は、 丸 窯の 影響を 受けざる な 前の 型式に して、 なて ±燒 時代の 發達 程度を 見る ベ のなる が、 近 
代 精 おを 出せる 巿ノ 倉と y る、 な 前鈴德 利の 時代に あろて は、- 後世の 高 田 邊に傳 をせ る 窯と 均しく、 蓋し 古 窯 式 
の 12^ 型た る 本業 窯の 風 をるべく、 其 室 內に主 柱の 存を せし ことは、 故老の 記憶に も殘 れ^。 又隨ク V、 舊來 多少 
の 棚 板を る 使用せ しもの ならん。  —以 

(口) 尙練美 濃 地方の 丸 窯は、 十五 年 前 頃の 駄 知と、 二十 年 前 頃の 市ノ倉 五助 方に、 一時 あろし のみ。 且つ 右 等 I 
は 古 窯の ホに、】 室の 丸 窯を 加へ たる ものを ろと いふ。 化を 古 窯に 或 窯を 附設す る ことは、 獨 ろ瀬戶 近世の 風の み 
ならず、 稍 早くょ 6 他 地方に る 見る 巧る るが、 美 濃に 於ても ホ、 近く 化 風 あ'^ しと 見 ゆ。 蓋し 磁器の 進步に 際し、 
過渡期に 巧は る、 臨機の 工夫なる べし。 而し で 其接續 部に 於 で、 考案の 完成せ るは、 後年の 瀬戶 にあろ。 化し 丸 窯 
の 記事に ク& ては、 更化 ホノ磨 及び 駄 知の 部を 參 照すべし。 尙ほ加 藤 德お衞 の 談話に ょれば、 一層 早く 多 治 見に 
る 丸 窯 あろし もの、 如く、 是は 同地の 部に 記すべし。 要するに、 磁器 製造の 初めは、 古 窯の 進步 が 前に あ々 て、 專 
らえ 窯を 必要 視す るの 風 あ 6 たれば、 其 頃 美 濃に 增加 せる 新 製 窯は、 蓋し 丸 窯 式た-^ しを らん。. (想 ふに 舊來の 本 
業 窯を がて しては、 還元 的の 燒 成に 徒勞を 重ねし もの あるべし。) 
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r 、 こ 又 美 濃 地方に な、 織 麟穗の 影 だに をせ ずと 傳 ふる も、 酣藤仲 巧の 談話に よれば、 巿ノ 倉に がける 酒盃等 
の 初めは、 肥 前 一一 一川 两乏 驚穗に 依美を、 舊來の 習慣 上よ ろ、 他に 傳 撥せ ざら しもの ならと いろ 是れ恰 
も、 瀬 戶罵吉 が 天草の 鹽 驢を窠 せ」 る、 同地 基 及せ ざ t と一變 ろ。 (尙 星く 推測す る 時は、 藤四郞 
の 如資る 亦、 S 蔓那の 織 讀を輸 をて、 而も 成賽 ざと をなる やる 知るべからず。 而 しで 化 疑念ろ 少 
しく 藤 四郞と 唐物 茶 入との 關 係に 緣故 あるべき るの なろ。) 

(其 夏 燃料と 運送 加 藤 政 兵衛の B (明 奮 十一 曼 によれば、 多 治 見 愛、 舊 時は 馬革 さへ なく、 馬 
背に 玉 新を 運ぶ。 故に 一重窝 の 地よ ろ、 少 々づ 、送 奢る のみ。 要ず るに、 是は ± 岐 、可 兒 、二 郡の 中なら 
-き 。然るに 荷車、、 馬車 ある 頃よ ろしで、 漸く 十 里な 巧の 供給を 得た ろ。 

維新 前は、 薪 木の 專業 殆ど 稀に して、 其 少しく ある もの も、 ホ 大抵 兼業なら き。  ‘ 

舊 時の 薪を、 遠く 奧ぉ をず して、 一重な 內の產 を ば、 槪 して 細を き。 (殊 化駄 知、 下石 邊 にあち ては 
舊時 はお 邊の立 木を 用 a たろ。)  ‘ 

がが には、 赤 も 黑るあ もて、 赤松の 薄皮なる を 上等と ず。 舊 時は 尺 一に 切ろ しが* 今は 尺 二と ず。 是 れ其大 が、 

の 故に、 寸尺も 伸びた るを ろ。 

舊 時の 薪が は、 冬 春の 農 開を 利用し、 一恃に 供給し、 一時に 買 ひ 置くな"^。 是れ其 運送 取引の 不便を ク しに 化る 
ものと す。 車の 普な は 道路の 改良に よる。 3 前は 牛車 多 か-®' &。 荷車は 二十 五年來 ならん。 馬車は 十五 年 巧を るへ 
しバ 明治時代 にち 近 邊は立 木を く、 遠く 鐵 道に よろ て、 東は 木 曾 撰、 西は が 勢、 なび 一二 河、 遠江邊 よろ 來る とい ふ。) 
妄ム ハ) +1 型と 刷 型 S 下 更に 特殊の 成形 及び 裝飾 術に つきて、 ニー ニの 要飄を 指摘ず る 所 あるべし。 
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(ィ) 笠 原の 記事 中に、 五十 年 前より 主 型を 用 a たろ とぶ ゆるは、 恐らく 明治 十六 年の 調査に 依れる ものなら 
ん 。想 ふに 美 濃の 主 型は、 尙修 少しく 前年に ある やを 知るべからず。 之を 瀬戶の 庚申 山の 窯 跡に 見る も、 其 菊 皿 
等は、 蓋し 美 濃と 同年な 上の ものなる べし。 尙ほ有 化の 白 川 邊の窯 跡化考 ふれば、 同地の ± 型は 一層 早く 巧 はれ 
たる もの、 如し。 夫め 陶器 密法 書は.、 乾 出の 傳 として、 寬政四 年の 奧 書を 存せ るが、 此中 にも ± 型の 法を 記して、 
油を 塗る 事な ども 見を たろ。 

(口) 刷 型模樣 、即も 擦 染着畫 の 方法は、 美 濃の 通稱 にて 『銅 版』 と 呼び、 眞 正の 銅 版を ば 特に 本 銅 版と いふ。 
是は、ク n I ム綠を靑ゴ スと通稱し、 或は白及を白球と書さで、白玉に紛れ'易からしむるなど、おに、 不時の混亂 
に 注意 すべさ 假稱 たら。 兹に •一言を 要ず るは、 美 濃の 刷 型 術の 古き 事な ろ。 通例 人の 記憶ず る 巧に ては、 明治 時 
代に 肥 前の 技術を 模 せる ものと し、 又 肥前她 方に V も、 一旦 中絕 せる 舊 法の 再興を-^ とい ふ。 然るに 多 治 見の 援 
^ あ窯に於ては、 少くも德川初期と覺しき、鐵質本燒書の滿器を發見せるが、 正しく紙型刷に係れろ。 故に此法は、 
^ 寧ス肥前よちもホかるべし。 (此標本は帝室樽物館の藤を榮尾の所有たろ。)  • • 
^ (其 お) 銅 版と 鶴 か 尙ほ銅 版 等の 應 用に つ さても、 古今の 變 化を 見るべき 次第なる が、 其 始めは 蓋し 瀬戶 
^ のお術を傅へたるもの、如し。  / 
i (ィ) 明治 四十 二 年中、 多 治 見の 加 藤 小一 一一 郞方 にて 見た る 化、 舊銅 版は タザ 子 彫らな A。 右は 六十 年 前の 製版 
:-と で、 地金は 小形に て 厚く、 彫 線 も 亦 太し。 其 書樣は 粗く して、 線の 深さは 今日の るのに 似た ろ。 之が 印刷 器械 
は 綿 繰 器械よ ろ 考案す とい ふ。 (化し 此 器械は 後期に で、 腐 触 銅 版の 頃の ものなる べし。)  ’ 

(口) 多 治 見の 加 藤 德兵衛 の 談話 (明治 四十 二 年-によれば、 同人は 五十 年 前に 銅 版を 用 ふ。 其 銅 版は タダ子 
第 巧 章 發達期  . ‘ 
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にて 膨ら-、 支那 吳須 にて 刷れら。 先づ版 面に 吳須 液を 流し 茲 み、 餘 かを がさ 取ろ、 別に 器が もを く、 之に がを 當 
V、 をに V 上 よら 磨す るの み。 (化し 普通の パ レンと 稱 する ものを 用 a たるが 如し。) 之を 茶碗に 張る には、 素燒 
I を經 ずに、 生搔 地に 張ち、 磨を 付けて 後、 其 紙は 燒さ V 除く。 (又、 乾かし 取る とる 聞 ゆ。} 故に 手數 にて、 割に 
- 合は ざら き。 タダ子 彫らの 銅 版は 版 エの賃 も 高く、 其應 用は 二 一二 戶 の試驗 のみに て、 一一 一年に 中止せ ろ。 (想 ふに 
日 此舊式 銅 版は、 瀬戶の 方が 先な らん。 尙 偽瀬戶 及び 愛知 郡 川 名 窯の 條を參 照すべし。) 

ネ (、- ) 尙 ほ 加 藤 小一 一一 郞の 談話 (明治 四十 二 年) に' よれば、 美濃燒 の上繪 付の 始めは 五六 十 年 前に あろ。 (但し 之が 
I 創業は 詳か をらず。 想 ふに、 瀬戶傳 とも 限らざる べし。) 其 壽樣は 黒を にて 地 描し、 之に 赤、 靑 •なび 綠 色を 加ろ 
お 此黑色 料を ヶン ザ ンと稱 し、 而 して 其 查體を 赤繪と 呼ぶ。 赤繪 にも 粗密の 別 あろ。 

世 又、 此 頃の 下繪 は、 地藥 の細靑 にて、 色 淡し。 ±岐 口に 細靑山 あろ。 (加 藤德お 衛の談 によれば、 地 紐靑は ±岐 
窯 ^ 川な南の產を美を6とす。俏ほ前文其兰のチ條を參照すべし。)其珪酸コバ八卜質の±塊を粉碎し、正味多含を本 
窯に 巧 ふ。 是れ 維新 前の 事な ろ。 (或は 前期 中に 於て、 旣に 美濃靑 華の 端緒を 見た る やの 疑な あろ。 果して 事實を 
- らんには、 寧ス其 早き に 驚異の 感 なさ 能は ず。 化し 靑 華の 事は、 尙ほ 後义じ 追記ず べし。) 

史 (二) 更に 加 藤 小 S 郞の 談話に よろ、 繪付 業に 關 する 技術が 料の 進歩を 細 叙す る こと、 左の 如し。 (尙ほ 東京 繪 
™ 巧の 起源を どを 參考 ずべ し。} 

\ 多 治 見に て、 最舊 の繪付 業者を 巧 助と いふ。 是は 維新 前の 事なる が、 今 居らず。 (其 子は 名 古 崖に あら。) 

花 紐 靑の繪 は 維新 前に あろ。 種油に 細烟を 入れて、 油 墨を 作ろ、 ッ八 ヵキ筆 (猫 毛に て、 薛繪 用を るが、 陶豁 
の 金 描に 用 ふ。) をが て繪 付し、 姑氣の 殘れる 所に、 薛細靑 をを し、 即も花 細 靑を薛 き、 而 して 燒付 くる ものと す。 
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多く， は 山 かを ど 描きて、 其 月輪を 金る どに せる が、 是れホ 風の がなら。 右 花 細 寄は コバ グト 硝子の 粉 をるべく’ 
今の 上繪 具よ らも 火 度 高く して、 狗 お八 巧 度な り。 准し 技術 上の 都合よ々、 贿巧 などを 加 用せ^。 今は 化 品 ある 
W も、 應用 ずる ものを し。 ロハ 東京に 一戶 だけ、 猶ほ 此穗の 工人 あら C 酒屋の キ 、チョ クは么 を 用 ふる 例に て 一箇 十 
I 錢の寫 料 なら。 (量 黑靑 の蛇ノ g ある 盃た て-，- が も 底に 二重の 輪を 描す。^ 盃は酒 《攫を 見る ものに て’ 
即も 火の 試驗 用たら。  - 

此花紐 靑は本 金 時代を るが、 次は 墨繪 じて、 洋彩 料の 濃淡 用と なる。  ‘ 

\ 次は 洋彩 料な 後の 漆薛繪 なろ。 先 づ洛下 漆 (生 漆) を 薄く 引 含、 (初めは 指の 腹に て 漆 W きとす。) 之に 舶來 のを 
I 色の 彩 料を 薛 く。 其 上を 綿に て 拭き、 少しく 光澤の おる に 至ら、 之を 燒 X。 是は 結果 美麗に て、 お ヵンに もな な、 

I ホ 塗に もな ち、 其 ムラな きを 上と す。 (が 藤 友 太郞の 如き も、 •此方 法が 前に ありて、 ホ 塗の 困難を なし 經驗談 あち 
™ しと 覺 ゆ。) 此 技術‘ に對 して、 雨 日は 早く 乾く も、 晴 日は 却て を 易な り。 (想 ふに 晴 日は 表皮を 生じて、 其內 層の 
™ 乾. n. 難き もの A. 見 ゆ。 化し 漆 風呂 中に て、 繪 具の 流れた る 例を ども 聞けろ。) 今日に ては 又、 漆を テン ピンに 溶き 
て、 淡く 引くなら。 化 漆 藤は、 蓋 t 西京傳 なら， ん 。多 治 見に ては、 明治 十 お 年頃よ トノ 、大工 瘍 にあ 6 き。 化 漆 塗 地 
I には、 油 墨即も 了す 油に て、 拔蕾 又は ボヵ シを加 ふべ し C (な 下 更に 明治時代に 詳說 せんとず。) 

™ 讓 を ダ ミと いふ。 是 はホ靈 りに て、 其 一 區に繪 具を 充 つるなら。 ダ ミ 筆は 羊毛の 臺 にで、 舊 時は 穗 先の 
I 長さ 一寸 位なら き。 今日に ては、 其 穗先も 四 五分 ある 小肇 のみ •今日は 洋 彩を 用 ふる 故に、 筆先の 短 さものに て. > 
可なら。 蓋し 今の 繪 具は 元 巧 濃 色 なれば、 割合に 淡く 塗る ものと す。 

第 夕項美 濃燒の 製品  、‘ 
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妄 一)—  岐阜 靈業史 (蓋 五 年) に據れ ば、 陶器の— としては、 創始 時代に 於け る、 黒、 黄、 白を どの 
を、|の創製に伴ミ、議£ミを其謬 を見？。 是れ實复化年間の事！ 。 靑謹雪壽たる 
紐靑 の 如 さる、 始めは 養 i 山' にて、 漸く 愛る 僅少の お、 管 農に？ を： 愛靑磁 、锐 を、 松 
皮 fs 孕る 事と をれ ち。 (但し 薑 、松 皮 等は、 S 鏡ず。) 其— 雪 施 おる る 5 養に f とい ふ。 

日 ろ 創始 時代は、 茶 入、 茶碗の 如き 飮 食器 f お、 降ち て元祿 年間に 至れば、 德利 等を 燒 i ろ 更にを 

ネ 年間には、 鷹 製造— 業 ミ 爱？。 此變？ ては、 襄議 、雲 塞を 初めて、 其 製造の 品 f 殊に 

ぉ I 多き を 力へ たろ 一一^ 時に 其 技術に 於ても、 一層 觀る べきる の あるに 至ろ、 斯くて 最近 明擎 雲に 及べら。 今日 
I にて は大に 技術、 意匠 圖 案を 重んじ.、 花瓶の 如き 裝飾 品を も 出せろ。 

化 I (參 照) 西浦圓 治の 談話 (明治 四十 二 年) に據れ ば、 舊 時は 椅化窯 筋 あろて、 年 二度の 農 頗に燒 製す。 四 軍 年が 
窯 旷 は H 業 家は 嘉に V、 年に 二度の 燒製 なれば、 染付呈 I， に」 て、 直 A 高く、 隨ミ 利益 ぉ 6 さ。 又染 付の 頃は Y 
商人 も少 かろし が、 今は 製產 嵩の み增 加して、 其 品質は 下れろ。  ' i 

奏十年 前の 美 靈ち曇 描に て、 其 細工る 美な ろしが、 を 曇 さへ 弱く を々。 露 華 倉 おを 用 ふる 
を こと、， 今の 暑 (ヒ ご、、) の 如くな < .。今は 暑を 多用し、 早燒 する 故 化、 其 質 弱し。 叉 今の 製品は 薄手— も、 舊 
I 時は 摩 作らな ろき。 千 倉は 長 おな 前ろ ものに て、 笠 原ょ々 出ヴ 〇, 素地、 釉藥 ともに 之を 用^た ろ。 

I .舊 時は  ーノ 倉に 良工 あろ.^。 其 茶器、 茶碗、 皿 等は •支那 風 あり。 銅 版 あらてょり、 蕾 エもホ 衰退せ も。 

(其 一一) 磯 器の 創製 府 縣陶詣 沿革 陶工 傳統誌 (•明治 十八 年) に據れ ば、 主 岐郡多 治 見、 笠 原 諸が 磁器の 难原 
は 文化 元年、 大阪の 陶商西 川屢茂 平と いふ もの、 肥 前 製奈良 茶碗 及び 朝顔 狀の 茶碗を 齋 して 多 治 見が に來ら .•之を 
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見本と して 磯 碗を 造らし いるを 創始と す。 其 原料た る 粘 ±即 も蛙目 と稱 する ものは、 同 郡 笠 原が の 元 窯、 下石が 
の 浦 山、 ±岐 口村の 磐 山に 產 し、 原が 並に' 釉稱じ 適用す る 長 お 即ら廣 見なと 稱 ずる ものは、 同郡获 原が 艳ノ 平、 
ノダ 坂、 柿 野が、 小 里が ヵヲン 山、 久 尻が 深澤 、ご I 河 國西加 茂 郡 S 箇 が、 大 平が、 白 川が、 廣 見が、 及び 巧®、 一 
色、 ± 合 (ドァ ヒ y 巿 野み 、化 曾 木の 諸が に出づ 。又 珪石即 も 鳥屋 根 (ト ャネ) 石と 稱 する ものは、 多 治 見が 鳥屋 娘 
あび 原 山、 妻 木が、 ィグ ヵス、 及び 崇禪寺 等に 採る。 初め 近傍 諸 山の 細靑を 採" = 'て 書 料と なし、 纔に 靑孽磯 器を 製 
せし も、 今や 靑磁其 他の 彩 器を 造ろ、 且つ 錦 窯 書を 施す に 至れ A。 蓋し 文化 一！ 5 年は、 加 藤 民吉肥 州ょ 6 歸ら 、瀬 
戶 磯器大 改良の 時なる をが て、 此地ホ 之に 傲 ふこと を 得た るな ち。  、 

(其 一二.) 磁器の 普及  陶器 小 志 (明治 二十 S 年 だ據れ ば、 文化 元年、 大阪の 陶器商 西 川屋茂 平と いふ もの、 肥 
前の 磁器を 齋 し、 ±岐 郡 多 治 見が に來ら 、之を 模本と して 磁 碗を 造らし む。 之を ±岐 郡に 於て 磁器を 製した るの 
始めと す。 ホ 肥 前の 窯 法に 傑へ る ものな ろ。 旣 にし V 笠 原、 妻 木、 ーノ 倉の 諸が に 及ぶ。 今 ± 岐郡內 の 陶窯槪 ね 百 
一二 十が あろ。 頃者义 化のを 郡に 數十 窯を 新築ず。' 其 業 頗る 盛な ち。 陶質 殊に 透明に して、 青 花、 淡 花の もの 多く、 
中に も 製品の 最も 多き ものは、 飯 碗、 茶碗、 小皿、 が、 娜德 利の 五 種に して •實に 美 濃 陶器の 主 品と す。 而 して 
笠 原、 猿 爪 (マシ ゾ メ^の 飯 碗、 灑呂 、妻 木の 小皿、 下 お (ォ ロシ) の娜德 利、 一/倉の が、 多 治 見の 茶碗に 於け る 
は、 を 其 長ず る 巧な ち。 其 他のを 種を 製す るは、 歇 知、 高山、 ±峽 口、 曾 木、 柿 野八大 川、 水上、 馬 襟 山 田、 下手 
向 等の 諸が なろ。 蓋し 美濃陶 業は、 專ら 日用 具を 製ず るを なて 名 あり。 而 してち 大の器 あび 美術 上の 製品な し。 

(參 照の 一) 大日 本產業 事蹟 (明治 二十 四 年) に據れ ば、 美 濃の 陶器は 夙に 日用 具を まとし、 其 地は 舊來 ±岐 郡を 
盛なら とず。 其 磁器を 創めで るは、 今 (蓋し 明治 二十 一二 年) ょりと 十一 一 一年， 前にし V、 文政 元年 頃、 本 郡 笠 原が の內 
を 四 章 發達期 
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るる 满呂に 起り、 次 V 多 治 見が に 及 像し、 漸次に 妻 木、】 ノ 倉、 其 他の 静 がに 及べろ。 而も 今よ ろ闽 十と 年 前に 
あぅて は、 查 濃を 擧げて 四十 S 窯な らしが、 明治 十六 年の 調査に よれば、 本 郡の みに V 約 百 吉 十 窯 あろ。 

(參照 S ご 加 藤 驾二郞 I 家の 記錄 によれば、 其 父 助 四 郞は文 久一革 J1 平お歲 にして、 巿ノ倉 第一の 製陶 家 
一たら。 其 磯 業 化 移 ゎ' しは、 嘉永 元年、 二十 一歲の 時な りしが、 當時旣 に 新 製に 轉ぜる もの、 下石が 巧戶 、市ノ 倉 
日 と 十戶 、妻 木.、 笠 原、 駄 知、 高山、 を 十數戶 なろ^。  ' 

I (參 照の 一二) 前褐を 書の 記事 巧を を 比較ず るに， 其 年け の 早き ものち 自ら 後 曲者の 參考 料と な々 て、 互に 連 

ネ J 、 、 

^ 絡の痕ををずること、 實に比較硏究の常例にして、 亦年代の有用なる巧がなろ。 

近™ 

、 一 又 一般に、 創業の 起源に 關 しては、 其 出 巧 も ホの 不明なる もの 多く、 却て 他 巧に 傳潘 せる 事實の 明かる るるの 
世™ 少 からず。 尙ほ 技術を 他所に 傳播 する 場な に當ら 、其 中 ふたる 名工に 出づる ものは 稀に して、 片隅に 於け る 無名 
窯^ ~ 工人の 所爲に 係る もの 少 からざる に 似たら。 

美 濃 磯 器の 端緖 につ さては、 夕治見 說と纔 呂說と あち V」、 其歸 着を】 にせず。 今 其 起源を なて、 假 ろに 大阪商 
業 I 人のを 文に よち、 肥 前 製の 見本を 模す るるのと せん も、 其 技術に 渉ろ ては、 必ず 瀬 戶エの 指示を 待 もたろ しもの 
ぉ と 想は る。 (或は 尾 張 柬蕾日 井 郡の 志 段 かがよ ろ、 磁 法を 漉 呂に傳 へし 實例 ありし が 如くなる も、 なに 其 事 實を秘 
I へ 得ざる を 遺憾と す。 化し 本件は、 尙ほ後 文に 遣 記す V し。) 

つ (其 四) 特產 のみ 布 明治 四十 二 年中、 多 おおに 於け る 同業組合 事務 巧の 靑化 某よ ク 、主岐 、可费 、二 郡の が 
况を 聞ける が、 其を 和が の特產 につきて は、 左の 如く 語れろ。  - 

先 づ±岐 郡 中に て、 多 治 見は 飯 茶碗、 煎茶 碗 等。 市ノ 倉は 盃 類。 笠 原は (隣 地の 鶴 岡 村と もに) を 良 茶碗と 皿 
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類。 棄を m、 珊碟 碗。 次军 石は 德 利、 盡 、湯 呑、 口漱ぎ •汁 次、 (•近 ホは 西洋 品 も ぁち。) 駄 知は (曾 木、‘ 稻 
津 、瑞浪 ともに) 中—。 (蓋し 駄 知の 鉢 類を 脫 せり。) 堅を 皿。 ±岐津 和は (堅が の籌 とみに) 煎茶、 湯 
呑 等。 泉が は (上 ノ鄉 がと もに) 煎茶 類。 

而 して 可 兒郡 一同は、 中皿に 猪口な--。 (蓋し 泉が 冨 と共に、— 小ぶ 田の 德 利を 脫 せち。 尙ほ 二— ル 製造 
地を 省ける もの あるべし。) 

(參 照) 曰 重重に 據れ ば、 維新 後を 業 巧を て、 ーノ 倉の 盃 、最津 の 煎茶、 妻 木の 挪瑰 碗、 營の小 

嫌 ’ 

皿、 下 おの 徳利 等と なれら とい ふ。‘ バ‘ ，誠  / . 

尙を業 視察 紀要、 蓋に ち 特蠢み 露 態を 詳記せ るが、 委細は 明治時代に 譲らん とす ロノ 兹 & 一言す へ 
きは、- 此 分業が 果」 V 維新を 起れ 春 《點 なら。 想 ふに、 碁 接け る 原料 及び 寶 《長 一を にょち て 早くょ 
ら 自然— S おを 呈」 葦し に、 同業 組— 《關 係を 結を 及びて、 漸く S 法 S くじ 固？ る、 に 至れる 
ものに 非ざる か。 

:/  第と 項-美 濃燒 の經濟 

(其 こ 蠢と郡 代 幕府 直轄の 地に 郡 代を 置く。 笠 松 陣屋の 如— f。 而 しで 可 お、 ±岐 、惠那 の 一二 郡 
ち此— 郡た 蠢 せらる。 (笠 松は 岐阜の 南に て、— 郡に ぁら。 郡 代の 所管を 養？。〕  J 

加 藤 德兵衛 日く、 多 治 見邊は 天領と て、 徳川家の 所領たら。 ち も 多 治 見 辜 石に て、 靈箇 がな ろ。 (別 本 
に、 御料 千-手 六 石餘と 見. g,。 S 村、 市 之 倉は 多 治 S 內と A 衰 。ち 質は 脇 島 か。 而し  <重箇 村は 五 
組の ァ ザな ミし。) 天領は 多 治 見を 卡 お、 高山、 久厉 、大當 、を 掌、 畫 等を。 5 を 奉 石の 寞 t 

が 四 章 發達期 
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第一 節德川 時化 

て、 妻 木を 計と いふ。 旗 本領は 妻 木、 根本、 签戶 なろ。 而 して 大名 領 は近邊 になし。 (化し 其 東方は 岩が 領 をら。) 
(其 二) 窯 株と 窯數  元祿 中よ ろ、 美 濃 燒は尾 藩の 制を 受 く。 其 磁器は 名 古屋の 十二 陶 商の 手元に て 取扱 ふ 
I ものと す。 (此 十二 戶 は、 或は 八戶 、十五 戶 等の 異同 あるが 如し。) 故に 舊 時は、 瀬戶 燒の稱 中に 海】 せらる。 (想 ふ 
I に、 窯 株の 事に て、 舊來尾 濃のを 涉 あろし ならん も、 其關 係の 密接に 至れる は、 蓋し 磁器 時代よ ろの 事なら。 一 
日 舊 巧の 窯 株は、 多 治 見本が 及び 巿么 倉が、 笠 原が 纔呂 組、 义 おが 高 田 組、 下 おが 等に で、 計 二十 四 基と し、 之 
本 に 輕稅を 課せろ。 文政 年中、 鉛木紋 (巧？ 公二 郞の 笠が 郡 代た る 時、 磁 業の 盛なる に 連れ、 前記 諸 村の 外に、 妻 木、 
獻 知の 二が を 加へ、 舊窯株 二十 四 基を 一二 十五 基に 增加 せろ。 而も 其 名稱は 依然々 る瀬戶 物にして、 維新 前までは、 

_ 八 人々 これを 意と せし も、 敢て 自由なら ざら き。 然るに 明治時代には、 漸次 發展 して、 窯數 一二な 餘基 (蓋し 晚 年の 
世 數か。) となる。 而して互郡中、主岐郡は其八分11一厘をよめ、 惠那郡は  lみ五厘、可兒郡は二厘ぶ占めた.c^。 (な上 
窯 は 澤井義 一二 郞の 探錄 による 所なる る、 蓋し 多少の 混同 あるに 似た ろ。 尙ほ次 條を參 照す るに、 寧ろ 後者の 條理あ 
™ るを 信ずべ し。) 

I 美 濃燒る ホ、 瀬戶 磁器と 均しく、 其 製 產窩は 不明なる が、 假 ろに 前文を る市ノ 倉の 登 窯の 大さ によ々、 前記の 窯 
を I の基數 だけのを 積を 考 へ、 更に 西浦圓 治の 談話の 如く、 年 二回な 上の 燒成 する もの とせば、 其 製造品 數は 大抵 測 
ろ 知らるべく、 隨 つて 之が 製產 高の 餘 多大 をら ざろ しを 卜 する じ 足れろ。 义其價 額と てる、 後 文なる 加 藤德お 
I 衛の 談話 化よ ろて、 茶碗の 例よ々 推算 中る 時は、 ホ 驚 くにをらざる 多寡なる べしと 想は る。 (蓋し 當 時化 あ々 ては、 
其 原料、 燃料、 及び 賃銀と もに、 頗る 低廉な ちしに 相違な し。) 之を 後世の 窯數 及び 燒成 度數 等に 比較 ぜ ば、 なで 
其 事業の 微 々たるを のをち しを 推定す るに 難から ず。 ぶつ 彼の 信 長 時代に 於け る 瀬戶窯 四十 八 株と 稱す るる r 德 


—— ( が 6 ) 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 1 1 巧九號 

' (大正 七 年 五な) 

筛圖読 巧 

.本 號蹄圖 は 會員玉 井 敬 泉 巧の 讓に 係る 陶磁器 製 忌皿圖 案に 
丄 て、 高の 植物を 資料と したる ものな々、 即ら 右を るは 黒が 
令、 中なる 於 駒 葦、 左なる は 岩 梧 硬と す。  / 

諭 読 報 又)."^^  , 

天草 おを ま 原料と せる 硬質 陶 語を、 

•王の 試驗’  ， 

. 元 工業 試驗巧 技師 化が 彌 ，.一難 
-次 


貝 

第 f 緖言 

第二 天草 おぶ 產 地、 性狀な 成分 
第 S 試驗 方法  - 
第 四 天草 石と 木 節ょ ろ 成れる 巧 ± 

• 】 化 主の 調合 遺 及 組成み 比 
二 可 嫂 性、 吸水 度 及を 合 
一二 釉 との 壁 勢關が 


巧 お證 

第五 天草 おと 木 節な 繼 石よ A 成れる 搔 ホ‘ 

一 を ± の 調を 蘆 及 組成 か 比 . 

二 巧雜 性、 吸水 度み をを  . 

I 二釉 との 容裂關 巧 
'鸟‘ 括 論 

第 六 天草 巧と 木 節 あ 長 およ A 成れる 还± 

一 が ± の 調を 遺 及 組 戍分比 

二 可塑 牲 、吸水 度 及を を 

一二 釉 との 嚮数關 巧 ’ 

四 結論 

第と 天草 おと 木 節 及お英 よ-^ 成れる が ± 

一 巧 止の 調合 最及 組成み 比 
二 可 類 性、 吸水 度 及を 合 
一ー ー釉 との 毎 裂關が 
凹 結論 

第 八 天草 巧と 木 節、 臘石及 長石よ ち 成れる お ± 

一 庇 ± の 調合 量 及 組成 分 比 

二 巧 頸を、 吸水 度ぶ をを  - 
一二 釉 との 度な 關が 
四 結論  . 

第 九 天草 石と 木 節、 蝶 石 及巧英 よち 成れる 巧 ± 
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一 を 主の 調合 量 あ 組成々 化 
一一 可题 化、 吸水 度 及を を 
iir 釉 との 潭裂關 が 
四 結論  ’ 

築 十 天草 おと 木 節、 長石 及 巧 葵ょ ろ 成れる 搔 十： 

一 を 主の 調合 量 及 組成み 比 
二 巧鹽 性、 吸水 度 あを 合 
一二 釉 との 磬裂關 係 
四 結論 

第 十】 總 結論 


第 I 緖言 

天草 おは 本邦 § 器 原料 中 ま 嬰なる ものにして ホく ょ 6 使 
用せられ 其埋藏 量る 亦 頗る 豊富を ら而 して 本 品を なて 硬質 陶 
器を 製造せば 如何との 問題は 多數陶 業者の 知らん と 欲ず る 所 
にして 之が 試 驗硏究 は 本邦 製陶業 上 頗る 緊要の 事に 屬ず 化て 
茲に 其試驗 成績を 發 表し 斯業 者の 參 照に 資せん とす。 

第二 天草 おの 産 化、 蜡狀 及が み 
天草 おは お 英粗面 岩の み 解 作用を 受けた るを のにして 其產 
地は 熊本縣 天草 郡 天 葦 下 島と ず 其 產出狀 態は 白雲が 層を 貫 さ. 
脈 狀を爲 して 現出し 岩脈 一二、 四條 あろ 何れも 南 化に 走れ i 其 


露出 區 域は 同 島の 西 化 端を る富陶 附近より 起み 西海岸に 沿 ひ 
たる 志岐 、都呂 々、下 津深 江、 小 田 巧、 高濱 のを 地を 通ず る 
一帶數 里の 地方と 該 島の 南部なる 內ノ原 地方と し 巧々 よク 採， 

掘 せらる 採掘 地に 於； ^ る 岩脈は 深さ 未知 數な るる 其 横幅は 僅 
に數 尺なる あ A 或はな 數十 尺を 超 ゆる 處 あろて 廣狹 一を をら 
ず 目下 最多 量に 採掘 せらる、 ものは 高濱 にして 其產 地は まと  • 
して 同村 上田が 彥 巧の 所有に 屬 せみ。 

品質は 產 地の 異なる 化從ひ 多少 異なる のみならず 同】 區域 
よろ 產 する ものと 雖其 成分 均】 ならず 然れ ども 大 なる 差異を  \ 
きもの、 如し 而 して 製陶 原料と しては 其 混を する 鐵 かの 多少 
によ-c^て其晶化及價格を區分せち化鐵分は黃鐵鑛或は黃鐵鑛 
の 分解に 原け る 水酸化 鐵 にして 黃錢鑛 は 其 小粒を 岩 おやが々 
に點 在し 水酸化 鐵は 其み 解 後 岩 巧の 節理 面、 裂 隙 等に 散ホ附 
着して お 魂を 汚染せ ろ此 汚染は 洗繼 によち 除去ず る 能は ざ 
るを のをれば 採掘の 際鐵碟 をな て 之を 除き 去れら 斯 くし で 鐵 
みを 混 含 或は 附着す る^ 最少を きる のは 之を 磨 (ミ ダキ) と唱 
へ鐵 分を 含有す る^ 多 さに 從ひ 順次に 上、 や， 並の ぶ 稍を 附 
し 價格も 亦 之に 準じて ffi 下せ々 本 試驗に 供用せ し 原 おは 高濱 
が 字 高 濱產の 磨 おにして 當巧 にがて 之を 粉砕せ しものと す。 

粉碎 方法は 先づ原 おを 鐵 鶴を がて 鷄 卵大 化 破 礎し 次ぎ k 巧 
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輪 粉砕 機 あお 豫粉碎 機を 用； 5 V 之を 綱 粉せ ろ 化が 碎 物を ッゴ 
—ネ裝 置を 用； 3 て 分離せ し 細 未 度が をの 如し。 
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一 高 濱字お 巢産水 銳物巧 お 货九年 九 巧 常が みが (分が を 雇 貸闲謙 吾) 

二 同 原 お 同 年 十月 當所 分が (かが 者 技手 雜澤 治郞 ち〕 
一二 天を 產 原石を おが i せし もの 

明治 四十】 年 四月 常 所 かが (みがを 雇員 吾) 

四 灭草 おお 掏 化物  巧 お 四十 己年 一巧 當 がかが (かがを 技手 久 化乂) 

五 高 濱產ホ 淘ホ物  明 巧 四十 一一 一半 十 巧當 がかが (分が ホ 雇 負 越村昌 一郞) 
六 下. 津巧江 產原お  大正 五 年 一二 巧當巧 分が (か 析を雇 貸 巧 田 富 之 前) 

ち 天を 島 废嫩戶 にて 使用の もの ‘ 

大正 五 年 十巧當 巧み 析 (间)  \ 
八 天草 商濱度 ホの 上 大正 六 年 一一 1W 當 がみ 析 (同) 

化が 海が 産 巧が 吉 十六 年 十二 巧刊 巧渡窥 がる 化な 調査が 地質 巧 報を 一一 器 
所載  - 
C ル 化 ホが 産 巧 上ょ 9 

一, 高 濱字巧 おを がが 水嚴物 農な おを 化な 調を 所 人 ま 圆幅地 巧 お 巧 ま 所 お 
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一ニ モ岐が 產水鑑 物 藤 江 永 孝み が 
一一 一一 天草 お 一八 セ 八 年 獨逸陶 業 新聞 所載 - 
一四 天 举おホ 淘ホ物 日本 陶 業が 載 (分が 者蓄 みが 彌太郞 一 
i 置 同上  同上  (同) 

一六 同上  同上  負) 

ー セ 同上  同上  (分が 者 松 本收) 

一八 同上  同上  (々が 者 福 田を 作) 

上記み が 表に 化れば 水難 物は 原 巧に 比すれば 槪 して 珪 酸み 
かるく 驚 出 分に 富めろ 是紛碎 物の 締過及 水 鱗の 際珪酸 分の 粗 
粒と なろ 除去 せらる、 こと 多 さに 因る るのと ず。 

第 III 試 驗巧法 

陶磁器 製造に 使用 せらる、 天草 おは 前述の 如く お 英粗面 岩 
のみ 解 作用を 受けた る もの、 中よ ろ 硫化 鐵 或は 雲母の 如き 錄 
々を 有ず る もの、 混 量 極めて 微少なる 部分を 撰擇 せし ものな 
れば其 主成分は 石英、 長 お 及 粘 ± 質 物の 一二 者と 見る を 得べ く 
其 化學成 かるが 前章 記載の 化學 分析表に よろ 此一 二者の 組成 分 
たる 珪 酸、 攀± 及 ア^ カリよ み 成れる を 見るべし 而 して 硬質 
陶器る 其 主要 成分は 粘 主 質 物、 長 巧 あ 石英の S 者に して 或は 
此 云 者な かに 他物を 混ず る ものな しとせ ざる も 大體に 於て 其 
殆どを 部は： 二者よ ろ 成れる ものと ずる も 敢て大 なる 誤謬を 
さな々 依て 本 試驗に 於て は 其 还± 調合を 爲 すに 當 々先 づ供試 


天 葦 巧を 其化學 的み がに 依ら 裕± 質 物、 長 お 及ち 英の I 二者に 
換算して 其 組成み 化の 槪 要を 推定せ ろ 其 換算 法は 其 化 攀か祈 
結果 中 其 含有の 少量に して 不純物と して 之を 除かす る も大な 
る 支障な き 酸化 鐵 、巧 灰な 苔 出 分は 之を 捨 で ァ八 ヵリた る 加 
里な 曹達の 全量を 長石に 配當し 加里 長石 巧20 .と 203.6 咨 02 な 
曹達 長 巧 Nab •と。 03 • 6sip の化學 式に 準 據し其 量を 計算し 
て 長 お 分の 數 量を 轉此長 おみに 該當 する 變± 及珪酸 分を 分析 
巧み 化 や よら 賊じ其 殘餘の 馨± 分は 之を 查部粧 ± 質 物に 屬す 
る ものと 假 をし と" 〇づ 2sip.  2 曲な なる 化學 式に 準 據し其 量 
を； a；* して 粧± 質 物の 數 量を 得此粘 ± 質 物に 該當 せる 珪 酸々 
を 更に々 がな 分 比 やの 珪酸 量よ 6 臧 じ其殘 數の珪 酸を 垂部お 
英 量と 爲 せら 斯 くして 供 試 天 葦 おの 組成み を槪要 左の 如き も 
のと 假を サク。 

長 巧 二 四％ 

粘 ± 質 物 二 六％ 

お 英 五 § 

扱 一般 硬質陶器 お ± の 組成 分 比率は 就て は 使用 原轉 、製造' 
ホ 法、 製造者 等に よら 固よ ろ 同一なら ずと 離を 組成 分の 限 量 
には 自ら 範圍 をし とせず 然 かも 試驗 方法と し y はな 究上 此範 
圃巧 のみ をらず 多少 其 範圍な 外に 渉々 て 就 驗を施 巧す るを ザ 
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ならと する が 敗に 本試験 にがては がとの 調合 範圍 を擴大 しで 
左の 如く 限を せら。 

おわ 質 物 S あ一 六 五％ 

長 お 五— 一二 〇%. 

石‘.  英 一 五— お 〇% 

，'を ± 調合に 於て 天草 おに 混和せ し 原料は 木 節 粘 ± 、獵 お、 
長 お 及 お 英の四 種と し 木 節が 丈は 尾 張 瀬 戶町產 、臘 巧は 備前 
一二 お 建、 長 おは 伊豫 越 智郡大 一一 一島 產 、お 英は同 郡 化 方 島產を 
使用せ 6 此 等を 原料の 化學 成， 分 左の 如し。 
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右の 內木節 粘 主は 當 巧に 於て 之を 水 幾し® おは 水難 物を 應 
入し 長 お 及 石英は 共に 當 巧に 於て 先づお 輪粉碎 機に て 砕き 更 
化石 球 粉が 機に て 細 磨して 使用せ しもの 化して お英は 粉砕 前 
么をゼ ！ゲ八錐ぉ番の溫度に燒灼せち。 

を 原料の 調合 量 中天 草 おは 本試驗 ‘V 王 眼と ずる もの をれば 
其 重量を 少なく るが ±圣 藍の 二 かの 一な 上と し 其な T をる 調 


をはを を 巧は ざる こと、 せ少 次に 木 節 姑 ± はを 搔± 中に 必ず 
之を 混和す る こと V せ A 是 天草 おの 微細 物は 可塑性な しとせ 
ざる も 充分なる 能は ずして 工業 的 見地よ ちせば 不 をなる をな 
て 成形 上よ ろ 可塑性に 富める 木 節 粘 ± の 混和を 必要なら とす 
るに 依る ものにして 其 調合 量の 最小限を を 搔± 量の  一 〇% と 
爲 せら 而 して 木 節 混和 量の 增 加は 强± の 可塑性を 增 加し 器物 
成お上よ-^せば多々益有利をろと雖木節は元來可塑性耐乂觀 
± にして 其 性質は 英 國のボ ，八 クレィと が 類似し 其 混和 量の 
多大を るに 從ひ猛 ± の 色 合を 不良を らしい るの み をらず 其收 
縮を 大 ならしい るの 不利 あら 從て本 ± の 調和 量は 英 聞に 於け 
る 硬質陶器 搔± 中に 混和 せらる、 ボ*- 八 クレィの 比率 化 準じ 
て 其 最大限を 迹± 查靈 のの 0% とせろ 爾餘の 一二 原料た る臘お 
長 おなお 英に 就て は此 S 者を 同時に 使用す る こふを く 其】 穗 
或は 二種を 追 次に 混合す る こと、 せら。 

本試驗 はが 上‘ 記述せ し條 件の 下にな ± の 調製を 施行せ しも 
のをる が 便宜上® ± の穗 類を、 第一 類 天草 巧と 木 節、 第二 類 
天草 石と 木 節及驗 お、 第一 二種 天草 おと 木 節 及 長 お、 第 四 類 天 
草 おと 木 節 及 石英、 第ぶ 類 天堂 石と 木 節、® 巧 及 長 お、 第 六 
類 天草 おと 木 節、 臟お あお 英 、第と 類 天草 石と 木 節、 長 お 及 
お英 よら 成れる るの、 と 類と 爲サ ら。 
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搔 ホの 調 か あ 試 藤體の 成形に 就て は 木 節は 泥 繫狀化 於て、 
天草 お、 繼 巧、 長 おなる 葵は 細獄氣 乾狀に 於て 混が し 之を 小形 
の 濕式破 製ち 踩 粉砕 機に 入れ 八 時間 混 磨し 然る 後 過剩の 水み 
を 除去し を ± をして 陶車 成形た 適ず る 含 か 程度と をし 能く 捏 
練して 其 可塑性の 强 弱を 檢し 次に 巧膏 型を 用 ひ 長方形の をた 
き 小 板を る 試 驗體を 手 起せろ 斯 くして 作らた る 試 驗體は 能く 
氣 乾せし め 然る 後 素燒を 行へ ら其溫 度は を 强± 何れも ゼ—ゲ 
八 錐四番 a 、 同六番 a 、 あ 同 八番の 一二 溫度 とし 燒成後 其 吸水性 
の强 弱ぶ 檢し 之に 細を 施せ A 施 細は 浸 簾 法を‘ 用 ひ 素地の 吸水 
徑の强 弱に 應じ 釉繫 濃度を 加臧 しなて 細 層の 均一を 期せら。 

吸水性の 强 弱は 簡易なる 方法に 從ひ 之を 左の 四 段に 區 分し 
て 測を せろ。 

】 圣く 吸水せ ざる か 或は 殆ど 吸水せ ざる もの。 

二 一端を 丸く せる 直徑六 おなる 硝子 丸 棒ょ ろ 氷の】 滴を 
’ 自然に 試驗體 上に 落下せ しめ 其 水滴の 垂 く吸收 せらる、 
に】 分 間な 上を 要する もの 

一二 同上 水滴の 全く 吸收 せらる、 化 二】 秒 乃至 一み 間を 要 
する もの 

四 同上 水滴の 二 0 秒な 內 にて をく 吸收 せらる、 るの 

化區 みは 之を 施 細の 操が 上よ々 見る 時は ーゴ 及剛は 操作を 易 


をる も 二は 不良化して】 は 因 難を るるのを ちとす 
釉は强 弱 二！ 種を 選を せろ 其化學 成分 左の 如し。 

P 结ぞ Q 

第一 釉 成み 0.50  oao  a 援 5 をな 3 

i PbO 
ミ 5 ぞ 0) 

第二 細 成分 0.§  P& 了 .300 と 2P 
P25  Pboj 
ミ 5 N を 一 

第 S 釉 成分 ご •§  Qaolo •当な と 2P 

0.25  PS 


2.57 密 P 
10.43 夕 P 

faoosip 

P SB 203 

S3sip 
0.57 夕 p 


釉燒は 何れも 其 細に 適當 せる 左の 溫 度は 於て 施が せろ。 

第一 釉 ，セ！ ダ 火 錐 一番 a 約攝 巧】  一 〇〇 度 
第二 釉 ゼ— グ^ 錐 二番 a 約攝巧 一二 flo 度 
第一 一一 釉 * セ t ゲ八璧 一番 a 約攝巧 一】 四 0 度 
湖 燒施巧 後は 其燒成 物に 就て 色を の 良を あ 素地と 鞠との 關 
係即 馨裂發 生の 狀况 を檢査 せろ。 

色 合は 之を 上中下の S 種に 區 かせろ 上は ホ壤 に販賣 せらる 
る 白色 硬 陶器の 上等品 或は 其な 上の るの、 中は 巧販の 白を 食 
器 類 中の 並 品 程度の もの、 下は 白色 食 燕 用と して 不 ななる A 


3 が 


セ 八 八 

• • • 

二一 力* 


ミ 六 •二 
ゴー 互 •化 

ご 一三 ハ 


第 

第 

萊 


セ 〇 
六 お 
六 0 


ご-一 0 

ご 一 五 

四 〇 


四 四 •一二 
叫 セ •四 
ぶ 〇 •四 


V 二 巧 纏 性、 吸水 度 及 色 合 
本 類のを 还± は 何れも 陶幸 成形に 適當 ずる 可塑性を ちず 殊 
に 木 節 姑 ± の 含量 多 さに 從； 5 成形 益を 易な々。  - 


上表に 依れば 吸水 度は ゼ I ゲ八 錐四番 a の 場合に 於て は 何 
れも 一二を りと 雖同 六番 a の. 攘 合に 於て は 木 節 粘 止の 混和 量 二 
五％、 W 下なる ものは！ 一一なる も 同 含量 一二 〇% な 上の ものは 二な 
々とず 又ゼ I ゲ八錐 八 番の縷 合に 於て は 何れも 二な ろ。 

色合じ燒成溫度上ょ-c^せぶ弱度なるゼ •ゲ^錐匹番&に於 
て 比較的 可 良に、 强 度なる 同 八番化 於て は 不良な ち义 成分 上 
より ぜば木 節 粘 ± の 混合 量 かなき もの 程 巧 良に、 木 節 粘 ± の 


のな ろと す。 

磬 製の 儉査は 細燒窯 出の 膝先づ を 試驗 品に 就で 之を 巧 ひ 其 
安を なる ものに 就て は 爾後 燒成後 五 cZ 週間 反覆 其發 生の 有無 
を 檢閱サ 6 而 して 其 檢閱は 第一 週よ ク第 一 〇 週に 至る ま では 
每 週】 回 宛 第一 一週よ 6 第二 G 週夕 V は 隔週に 一回 宛 第二！ 
遇より 第五 〇 週 3V は每五 週に 一回 宛 何れも 其 週の 終に 之を 
巧へ ら而し y 馨 裂の 發 をは 决し V 五 0 週間に して 終る もろに 

あらず して 其 後 も尙發 生ずる もの あ 6 と雖本 試驗に 於て は 五 

ノ 

〇 週間を がて 其 檢閱を 終了し 其 狀况に 依な 查强 ± の嚳 製に 對 
ずる 關 係を 推測 せら。 

第 四 天草 石と 木 節よ 〇 がれる 巧 ± 

一 逐± の 調合 量 及 組成 分 比 


前 託試驗 方法に ょろ 調製し 得る 第一 類 即天葦 おと 木 節ょ 6 
成れる 埋± の 數は總 計‘ 六 種と し 其 原料 調合 比 及 其 組成 か々 る 
粘 主賓 物、 長 お、 石英 ご 一 要 索の 槪要 比率 左の 如し。 
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多き に從ひ 次第に 不良を 6 而 して 其 大體に 於け るを 合は 中 度 
化して 最良を る もの 即木節 姑 ± の 最少 量を る 一 五％ を 含を せ 
る第 】 號お±をゼ |ゲ八錐四番&に燒成せるものは上の下に 
屬し最 不良なる もの 即木節 粘 ± の 最多 量なる 四 0% を 含を せ 
る 第 六號搔 主を ゼ ••ダ 八 錐 八 番に燒 成 f ものは 下に 屬 せる 
一二 釉 との 馨裂關 係 

を 試燒溫 度に 於け る 本 類を 还± のを 釉に對 する 馨裂關 係 左 
表の 如し 化 表 中 <1 巧を 付せ しものは 燒成後 冷却の 鱗に 於け る 
釉の收 縮 素地の 收 縮よ々 小なる よら 剝裂 (な 区 veri 口 g) をを ぜ 
しもの X 巧を 付せ しるのは 之と 反 避に 釉の收 縮 素地の 收 縮よ 
6 大 なる よら 鱗 裂 (cracking) を 生ぜし ものな ろ而 して 化么或 
は X 巧の 下に 〇を附 せし は馨 裂の 旣化窯 巧に 於て 發 生し 居た 
る もの 义數 字は 馨 裂を 認めた る檢 閱週數 をろ とす 例へ ば 一と 
記せる は 窯 出の 隣馨 裂を 認め ざ 9 しも 第一 週の 終ろ 化 於け る 
檢闊の 際に 發 をし 居で るるの* 一二と 記せる は 第二 一週の 終 
をに 於け る 檢閱の 際に 馨 裂を 發 をし 居た るる 其 前回の 檢聞日 
たる 第】 〇 週の 終ろ に 之を 認め ざら しもの、 义單に I 巧を 付 
せし ものは 馨 裂を 坐ぜ ざる 安を なる る. のとし を 欄を 段に 一 一巧 
の數字 或は （印を 付せ しは 試 驗體の 何れも 二 個なる が爲 にし 
y 其數 字の 異 るるは 馨裂發 生 日を 異にせる にもる 即 りを るは 


試 驗體二 個 共に 安查 なる もの <!w は 試 驗體の 一は 窯 出の 際剝 
裂を 生じ 居れる も 一は 五十 週を 經過 1 るみ 尙 安全を る もの X 
誘は 一は 一二 〇 週の 終々 化】 は 五 〇 週の 終ろ に瓣 裂を 認めた る 
るの なろ (な 下のを 馨裂表 之に 準ず。) 
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上表に 化れば 本 類を お ± は罐 裂に 就て は 何れろ まを なな 剝 
裂に 就て は 木 節 お ± の 混和 量 最少を & r 五％ なる 第】 號搔主 
に 於 y 之を 生ぜし も 其 他は 安全を ろ。 
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して 淡黄色を 帶び 中等に 屬 せろ。 
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上表に 依れば ゼ—ゲ グ錐八 番に燒 ぶせ しものは 何れる 安を 
にして 馨 裂を 生ずる ことを く 同六番 a 及四番 a の瘍 合に 於て 
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ろも尙 天草 おの 量を 減少し 木 節 及 長 おの 量を 增加 する も 巧な 
るべ く义其 燒ぶ溫 度に 就ても 之を 高 上して 可を ク。 

第 セ 天草 おと 未 節 及 石英ょり がれる 症 主 

一 搔± の 調合 量 及 組成 分 比 

本 類に 屬 する 强± の 調製 數は總 計 十五 種と し 其 原料 調合 比 
及 組成 分の 槪耍 比率 左の 如し。 


認めず。  r 

妈 結論  — 、 

本 類に 關 ずるを 試 鑛 結果を 綠 合する 時は 可塑 煙に 就て はを 
猛± 何れも 不足を 感ぜず 吸水性は 長石の 多 さに 從； 5 益 微弱に 
燒成溫 度の 鳥 上は】 層 其 微弱 度を 大 ならしめ 色 合は をな ± 何 
れも 中が 下にして 良が をらず 殊に 木 節を 長 あの 多 &に從 ひ 益 
不良を 6 馨 裂に 就て は 天 葦 石の 含量と 〇% が 上なる ものには 
剝 裂の 憂 あるる 其を 量 少なき ものは 自然に 木 節な 長 おを 多量 
なら. しりる ものを るが 剝 裂の みならず 鱗 裂を も發 生す る こと 
/ なし 即ホ節 及 農 おの 混が 量は 色 合の® ょ ろせば 其 少な さを 巧 
とする る馨裂 上ょ 6 せ ば 之を 增 加す るを 可を ちとす' 化 等を 斟 
酌して 本 類に 於け る 良 調合 範圍を 推定ず る こと 左の 如し。 
天草  お 六 01 六 五％ 

.本  節 _ 一 一〇丄 一一 〇% 

.長  お お丄 五％  、 

燒成溫度はど f グ 八 錐四番 a 乃至五番 a を巧をらとす。 

抑 本 類は 天草 おを 木 節 お ± の 外に 長 おを 搔加 する ものなる 
が 化 長 おの 混 加は を 合を 不良なら しむる も低溫 度に 於 V 能く 
饒 締ろ然 かも® に對 して 安查 をる 素地を 作成ず るが 故に 色 

合の 白、 会を 要 あせざる 素地の 製造には 本 類を 撰 用す るを なを 

一 / - / 


が ± を 號 


調 


合 


比 


天草 石木  節 石 英 


組 


成 


分 


比 


粘 ± 質 物 長 おお  英 
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上表じ示すが如く吸氷度は ゼ f ゲ 八 錐八番に燒成せしも の 
は槪 して 一一な とし 同六番 a 及四番 a に燒 成せし ものは 云 或 
は 四に して 吸水性に 富めみ。  I 
色を はを 燒成溫 度を 通じて 何れも 中 度に 位せち。 


一二 釉 との 馨裂關 係 / 

本 類を 搔± のを 釉に對 ずる 變裂關 係 左表の 如し。 

[ I I I I 了 


上表に 化れば ゼ r グ八錐 乂番に 於 V 燒 成せし 瘍 合には 天草 
お 六 〇%、 味 節 二 五％、 お英) お％ なる 第 六 一號巧 ± に剝毅 
を 生ぜし か 何れも 安を なる も 同六番 a に 於て は 天草 おの 量 五 
0% なる もの、 外は 何れも 剝 裂を 生じ お四番 a じ 於て は 天草 
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おの 量 五 五 及 五 0% なる るの、 外は 剝 裂を 生ぜら 即 一二 燒成溫 
度を 通觀 する 時は 天草 おの 量 五 〇% なぶを のを 除く の 外は 悉 
く剝 裂を 生ぜら。 

巧 結論 

本 類は ち 葦 石 及 木 節 粘 ± に 巧英を 混和す る ものを るが 此 .お 
英の 混和は 色 合を して 白から しいる も釉 との 關 係に 於て 剝裂 
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I. 

を 生じ’ 易から しむる がな に 本 類に 屬 する 調合は 硬質陶器 还主 
としては 頗る 不安定に して 之を 使用す る 能は ざるな ろ。 栗 麦 

♦ 

.養  . 
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26 み 


♦特許 公報 


- 支那 吳須 代用品の 發明 


特許 權を 


ホ國 苗.：； パい セ 


特許 番號  發 明名稱  特許‘ 月日 

第 号 一二 一九 號 揀瓦 製造 機 セ 年、 二ち ' J み 

本發 巧は 直立 ホ 向の 兩端 にがて 開口せ る 逊窩を 有する 迴轉 盤と 型 巧の が 料を 巧 
持し 且つ 型の 底を 閉鎖し 型と 共に 運動すべく 裝 着せられ たる 摺動 子と 型 內の巧 料 
を壓 縮す る爲 めに 型の 上下に がて 作動す る壓拷 機構と 盤の 廻轉 中に 型窩を 開放す 
る爲め 横に 招 動 子を 動かす 篇 めの 裝 置と 盤の 連績 せる 廻轉 中型 窩を 閉鎖す る爲め 
摺動 子を 動かす 爲 めの 他の 裝 置と より 成る 煉瓦 製造 機に 關し其 目的と する がは 連 
續 的に 多量の 煉瓦を 製造 せんとす るに あり。 


大野 式 捕 據防乾 

V ンク スタン f 


ち 二、 一八を 知 大野 


造 


第 云 ニー ーニ 四號 

本發 明は 素燒 陶器の インキ 壺を 水を 滿 したる か 器 中に 裝糧 したる インク スタン 
ドに して 素燒の 滲透 作用に より インクの 蒸發 したる 水み は 外 器 中の 水 かより 補が 
せられて インクの 乾燥を 防 化せし むる にを り。 

•實用 新案 公報 
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第 四 お」 セ〇號 
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冗 巧 
燒新 
謹 案 
名 
稱 

セ 

七 
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セ 

ち 年 登 
錄 

弓 月月 
曰 

> 

、 . 

> 

ミ 

八 

セ 

セ 

一 

一口 

實用 新案 權者 

奈を 西が 末 蘇 
た阪 

八ち 野 勝 二が 
巧 京廣瀬 松を が 
巧 京 金子 おお 
大お才 をを】 が 


發 巧の 經 過と 製造 法 

— 京都 陶磁器 試 驗場長 植巧豊 橘巧談 

ま那お 巧とは 何？  支那 吳須 とい ふ ものは 磁器の 靑 華、 即ち 染 せを 巧ず $§ め 
に、 昔から 支那で 使用して ゐる 極めて 氣 品に 富む 靑 いを. を 巧す 繪の 具で、 巧 邦に 
わいても 非常に 珍 藍せられ て わると ころの もので をる。 

これは ま那に 産出 ナる 巧 然鑛 物で、 可な リ高價 である、 相場は 時に ょつて 變動 
する から】 をの 値段を 指す 養には まわらぬ が 一斤 八圓 乃至 十圓 、お 上等で 十 I 一圓 
位の 見 嘗と考 へて 大差な からう。 

ま 那吳須 の 成み はまに コバルト、 鐵 、滿條 化び々 貴の ニッケルの 敷 化物から 巧 
ホて ゐる もので、 是 等のを々 のが 料は が 別珍し がる. 足 も 及ばぬ、 巧ち 純粹の 酸化 n 
パルト 及ぴ ニッケルは 西洋 諾國 にも あり n バルトは 近年 我國 にも 産す る もので あ 
り、 其 化の ものは 多量に あるが、 併し 是 等の 別々 のが 料を 混合して 出した を でげ 
何う しても 眞 のま 那吳須 の やうな 天然のを 合が 巧て 巧ない。 そこで 不得已 巧 巧で 
もま 那 からの 輸入に 仰いで 所用を 便じて &る 。尤も 如何にもし てこれ にかる ぺき 
ものを 發 局したい とい ふ 目的を はて 化 巧 種々 の 巧 おが 巧 はれないで もなかつ た。 

完 をなる 發明  巧が 恩師 7 グ ネル 氏の 如き も其硏 巧を の】 入で、 巧 おが 年頃 
肥 前に ありし 時を 田に ほかけ 種々 のが 料， を 調合して 人工的に をを 得 やうと 苦必せ 
もれた ことがあり、 お 自身 も 明治 十四 五 年頃 此 巧を に從 事し、 其 他 陶磁器 業に が 
係せ る 諸君の 中に も稱 讚す ぺき 硏究が あつたが、 遺憾ながら 誰も 或る 程度までは 
酒ぎ がける けれども モー ホと いふと ころが 化 ホな かつた のでを る。 

がるに 一昨年 來 京都 陶觀 器試驗 場に かいて 此巧 宛を 閣 おし、 潰 巧技 手は 屡々 試 
驗を 巧つた 結果 幸に ぶが の 成 積を なて、 ま 那吳須 の 化 用品を 製を する ことが は 东 
たので ある。 

その 製 遠方を  其 製造 方法は 從ホ 着を おの 酸化物を 單 にお 合する たけに 化 ま 
つて & をのを、 更に 今度は 3 バルト、 滿 俺、 ニッケルの 一ニ ウを 化學上 フユ ロシ卞 
ン (黃 化處) 或は フ ぶ， f ン ヤン (ホ 化 盛； 化を 物にすを、 巧ろ  ： .； - 


269 


I 


(一. いフユ ロシャン コバルト まは フエ 9 シャン コバルト 

( 二) フエ ロシャン 滿俺 戎はフ リシ ヤン 滿俺 

(三一) フエ ロ シヤン ニッケル 或は フェリ シヤン ニッケル 

ホで 是 等を 燒 くと シヤンの 部分 だけが 飛散して 仕舞つて をには 錄と n パルト、 
鐵と滿 俺 戴と ユッ ケルの 酸化物の 海 合 物が 残る。 

此 一二つ の ものを 適度に お 合する 時は 極めて 微細な 分子に よつて 親密に お 合され 
たと ころの 巧 料と なり、 隨 意の 靑 華のを 巧を とる ことが 巧 巧る ので ある。 

，繪 具の 要件  元 巧此繪 具は 色が 巧る とい ふ ばかりでは ホ ど 十 かとは いひ 得な 
い、 それを 使用す るに 際して 幾らか 粘 力が あると か、 分子が 微細で あると か、 一 
口にい へぱよ < 筆に 乘リよ < 筆から 下る とかい ム 物巧學 的の 要件を 備 へな < ては 
ならぬ。 

が來の 巧き ホに よつて 只 酸化物を 海 合した ピ けの ものでは、 ザ ラ {して ゐる 
筆に 馴染まな いが 豁が あつたが、 當 試験場に わいて 硏 なしを ホ 法に よを と 燒< 度 
合 ひに よつて 欲する ま、 の粧 力を 得る をが お來 、义 前記 コバルトと 鐵滿 俺と 鐵 -I 
ッ ケルと 鐵 はを I 度 化合物の おにな つて あつた 爲め單 に 海 ザ 合して 得た ものより 
も 分子が 微細で 親密の 度が 遙に 進んで わる 等の 點 にかいて 在 來の巧 宛に】 ホを 袖 
んで たもので ある。  * 

代用品の 利 お 尙此發 ちの 結果と して 數 ふべき 利益は 第】 廉價 とい ふこと で 
ある、 截時 中の 今日で も 輸入品の 半値で おり 平時に なつたら 四み の】 ぐら & で 巧 
リ ると 思 ふ。 但しち 那吳 巧の 輸入額は 巧 別の 金高では 無い ので あるから、 內 地で 
巧 用品が. 曲 巧た からと て 遮に 多大の 金錢的 利益を 國 をに ま 與 したとは いひ 得ない 
が、 兎に角 廉 いものを 內 地で 作り 得る ことは 离 いものを 外國 から 餘 入す るよりも 
利益で あると いふ ことは 言を 待たない。 

第二は ま那吳 巧は 天が 產 のでを るから 品質が 必ずしも M ぶして & ない、 现を剝 
て 見てから 案 かにを くない ものが あつたり 、又々 少しを うした をを と 思うても 何 
うする こと も 出 ホない 不自 曲が あるが、 化 代用品は 化學 製品で あるから 化學 上み 
をせられ をが 件に よりで、 何時でも 鉄め 期待す る ぞまク をを を豫を 通りに 得る こ 
との 田 ホる 利益が ある。 


お 來の計 萬 おは 特に この 第二の 利益を 重し とする もので 巧 學の進 ホ その 應 
用の 結 まが こ、 に 我 巧 陶磁器 エ 護の 進步 並に その 巧 立に 一つの 基 巧を 巧へ たこと 
を 喜ぶ もので をる 此代 用品は 昨年の 末 巧 許を 得て 證い をが これは 勿論 利益を 组巧 
せんが おめでは 無い，、 寧ろ 世間に 化 <廉 く 普及せ しめ いからで あつて、 手近な 
ところの 當 業を などには 進んで 試用を 請ふ漬 9 である。  ' 
尙 目下のと ころでは をは 一種 だけで をる が 尙黑昧 ある ものと 華 魔な-,; P のとが 合 
一一 一種を 作り 當業 をを しで 化 一一 一種を かおし 自己 獨 巧の 靑 華を 製す るに 便なら しめた 
いと 思 ふので ある々 (四月 六日 大販每 日 新聞) 

•粘 ± 會社發 起人會 

を 知 巧 ± 株ぶ 貪 社 創 充に閱 し】 日 午後 二が， ょり 名ち 崖 商業を 議 がに 巧 二回 致 起 
人を を 開き 一一 一輪 市 太郞巧 座長と なり 會化 創立に 關し 化よ 種々 流 說を爲 すを あるを 
遺憾と し 之が 辯 殷的說 明を 爲 したる 後 左の 諸 件を 附議して 滿 場】 を 可み せり。 

出願 權利讓 渡 報償の 件 會社 設立は 前に 採掘を 化 顔した る發起 人に 到して 
は 出願 一件 一一 巧圓 割にて 報償す。 

株數 配分の 件 お 數割當 は 一二 輪 市太郞 氏に を 任す る も 百 萬圓を 二ち 株と 爲 
し 五 千 株は 瀬戸 陶磁器な 合に 勤し 優先 權を附 おする こと、 义二千 巧は 公募と し 
プレ ミヤ ムの大 な こものょり 採用す る こと、 殘 リー 萬 一一 一千 巧を 發起 人に 配分す 
る ことくし 四 巧 八日 迄に 座長に 希望 敷を 通吿 する こと。 

瀬戶和 優遇の 件 現を 瀬戶 巧ょり 巧 掘 田 願 お 一二が あれ ども 若し 當 局が 之を 
認 許せざる 場合に 於て は會 社が 掘の-割を 貸費に で瀬戶 和に 譲渡す るの が 意を 
寄す る こと。 

巧 申込 證據 金® 件 一 株に せ 一高 五十 錢 となし 四月 十 音 迄に おせの こと 

事務所 設置の 件 

創立を 員み を？ 件 創立を 員を 八 名は 巧と し、 一 あは 座長、 一一 一名は 發お人 
はかのを 力貨業 家を 入る、 こと、 化し 座長に て 指名す。 

如上の 諸 巧 巧み 後一 二輪 座長は 劍 立を 貝と して 小山 泣、 巧 貝 渚、 八 木 平 お 巧、 かな 
光太が 四 氏を おを し 何れもを 認を 得、 残り 一一 一名は 十日 迄にを 衡决 をす る ことにし 
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て 散會せ 9。 

創立 趣旨  別 巧 創立 發起 人會 にて ち 輪 市々 郞 巧の 述 •へたる 創立 趣旨 大要 左の 
如し。 

吾人が 會社  を 創立 せんとず る や、 恰も 特踩 商人と 結 巧 L て 不正の 利益を 
貪らん とする が 如き 風說を 流布す る 輩る り、 陶± はを やを 巧の 必需品た るの か 
ならず、 軍需品と して 政が も 亦 之を 重大視す る國家 的天產 物にして、 獨リ 私慾 
を滿 すの 具と すべき ものに あらざる なリ 、而 して 目下 地元を る 瀬戶町 地方の 人 
々ょりを が 採 挪に關 して 認可を 申請す る 者 約 十 お 通、 一二 西 十 人 あ 9 と雖 も這般 
有力なる 一 商店の 申請に ょりて 么が權 利を お得さ れんと しつ ミ ある ものく 如し 
.是れ 吾人 身を 愛知 縣 下に 置く をの 座視す るに おぴ ざる 處 化。 

おにが て 彼 の旣 申請を 一二 四十 人を 一巧と し、 はてを 力なる 會 社を 組織し 
探掘認 許の 読 願を 爲し 、はて 陶磁器の 製作を 爲 さん ことを 計 轟し をるな り、 而 
も 過般 顯戶即 が 粘 止の 採掘 許可を 得を る 際に、 其 十分の 化を 自家で 使用せ ず、 
機 利と して 賣 渡した るは、 殺から ず當 局の 感情を 靑し 居れ ぱ 、勢 ひ 吾人 等の 計 
晝 する 會社も ホ 猜疑の 眼を はて 見ら る、 は當然 なり、 依りて 採 佩 粘 止は. 悉.<自 
旅製產 品に 使 巧すべき を 確を して 後、 對當局 煤 掘 交渉を 爲 ミん とする 者な り、 
而 して 現下の 砂防 規則に ま 障され て 化 固有の 天 度 物を 採掘し 能は ざるは 甚だ 遺 
憾 なる も、 若し 吾人に L て擧 固なる 法人を 作り、 申請す る あら ぱ 、巧 < 規則の 
一部を 更改し、 素凉を 達成し 得る の 可能性を をす るを 信じで 疑は ぎるな り。 

木 節 猫 ± に 關 しても、 世上 之を 茶器 製作な 外に 不必 嬰な リ など 流 ホす る 
輩 あるす なれ ども、 遺は 耐义嫌 冗 その他 姑 主 加工品には 必须缺 < ベから ざる も 
の なれば、 終を に 臨みて 之を 附言し】 殺の 疑惑を 融 がんと す、 ち々 (四 乃 一二 曰 
新 愛 か) 

•信 樂燒 の 摸範 H 場.’. .、 

僧 樂燒の 沿を 信 樂燒と 稱し巧 かに お聲 ある 陶器は 滋賀 縣甲賀 郡長 度が の特 
産品に して 其 由 ホは 一千 有餘 年と 稱 せられ るれ ど其染 品を 見る を 得る は 凡そ 六ち 
お前な を 時代の 製造に がる 種壺の 類に して 室 和 時 巧に まりて 茶證の 製造を はて 其 


.を 愈 i 揚 りて 京都 御が 獻 上の 大福 茶碗、 な戶 幕府 獻 上の 腰 白のを 燕は 信樂 燒の蠻 
れ として 當 がを 陶 業地羡 望り 的と なれり がくて i 硝子 業 冶金 業 勃興す る や 巧 荷 
製造業 俄に 險 盛と なれり 製絲業 盛んと なるや 裝絲 銷を發 明す る 者 出で 巧 他 各種 日 
用品を 製して 唐 額 販路 漸く 乂な らんと する. と共に 粗製 遐賣 竟に聲 僧を 矢 幾せ るを 
なて 有志 之が 救濟を 企て 同業組合 及產業 組合を 設け 模範 工場を 設立し 技術 家を お 
聘し 品評 會 開設、 樽 覽會協 貧、 徒弟 養成、 時 料 及 燃料 ホ罔騰 ん等晋 ふ經營 よく 改 
をの 實を擧 げたる 結果 信樂燒 の名聲 大に顯 はれ 今や 海內に 於て 着目すべき 陶業地 
となれ り。 

信樂燒 の現狀  爾巧陶 業者. 熱 •心に 努力 奪勵し 殊に 歐測 戰亂 W 巧 需粟頓 に 增乂. 
したる 爲め 事業は 益と. 活氣を 加へ】 方 製品の 精製に 努 むる と共に 义 販路の 横 張を 
圆リ 今や 其 製品は 巧 地は 勿 諭 遠く 海外に 迄 搬出 さる、 の 盛況を 呈し 現を の. 製' 造 業 
をは 九十を 名、 伸 買 業者 十み 名、 を 費 業者 毋七 あ、 都を 陶燕 業に 與 はる 者 巧幽ナ 
みお あ リ製產 年額ぶ 十 萬圓化 上を 算し滋 賀賊下 わ 特産品と して 益其實 も おつ、 あ 
り 現今 信樂燒 として 製造 さる、 もの、 種類は 大化 左の 如し。 

火鉢、 植木鉢、 便 無、 茶盡 、な 鉢、 水 鉢、 水 報：、 製絲 銅、 耐禮 器、 化 器、 場 婆 

榻 、酒 徳利、 主管、 主 瓶、 急須、 お碗、 ル 皿、 佛 具、 巧靖 等。. 

模範 工場 製品  おに 特記すべき も い'  は摸銘 工場に が •ける 新 製 姑な りと す 前述. 
の 如 < 製品 改良の 目的 S て 組合に て 設立し をる 模銘 工場は 當 初は 經巧 頗る， 困難 - 
を 極めを る もま 巧者 技術者な 下 協 岡 一致 熱誠 事に 當リ をる 功果 巧し からず 着々 實 
績を收 め 戰亂化 來は查 く 從來の 製品を 赎 し化學 工業用 器なる 耐酸， 耐熱 陶器の み’ 
を專ら 製造す る 事と なり H 本 染料、 大 阪アん カリ、 大阪舍 巧、 が 藤硫曹 、東京 H 
業試驗 場を 始めを 地 工業 家よ リを 種奔 器の 注文 綾々 あり 又 丸 善の ィンキ 壺は 線で 
化 模範 工場の 製 ほに 係る ものにしで 製造 狀 態は 粉 持よ リ饒 上に まる 迄 何れも 巧 ま 
機械を 使用し 其 工場の 完備せ るは 多-^ 他に 類を 見ぎ るが にして 縣 郡が より 年々 夕 
額の 補助を 交 かする ホが なを リと音 ふべ し。 (一一 一巧 サセ日 大腺朝 曰 新閔心  - 

’ ， ♦陶器 禁輸 當 業者 狼頻， . .. ，^  .、 . ；v 

米國の 第二 圆 禁輸品 呂 は 近く 發表 きるべし よの 事に て あ品自 中に な 掏路巧 も か—" 
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は 9 おる やに 聞く が 或 確なる 筋に 達した る慌 報に も陶破 器の 蔡輸 さるべき 事を 報 
じ 森が 組へ 巧 旨を 注意した るに より 森 村 粗は なに 米！！ のま 店に 向け 二十 九日 照を 
の 電報を 發 したる が 返電を 受取る には 約 十日を 嬰すべし 名 古 屢を中 ふとして 居 張 
美 渡より ホ 國に搞 化する 陶磁器は】 ヶ年約 六な 萬圓 にして 大部分は 四日 巿 避よ 9 
輸 化する も解舶 不足の 結 おお 巧は 横濱； ttl. のみ 避に て 船腹 ありみ 第 積 巧し 思れば 
輸出 系統は 頗る 錯雜 せり 米 図の 禁輸は 制限なる か絕 對的禁 化な るん 明かなら ぎる 
も 第】 回の 發 表に 徵 すれば 或は 絕對 的禁 化に をらざる か而 して 禁化後 お 來ホ國 に 
仕向けた る ものを 南洋 印度 滚洲 等の 新巿 場に 化 向 くるならば 整 引な けれど 之には 
巧當の 準備を 要する のみならず 麻絲 機關 なき 向 も ありて 實巧 頗る 困難な りお 古屋 
輸巧 陶磁器 組合に ては 二十 九日 役な をを 開き 禁輸の 眞 巧を 確む る ことの 打合せを 
食せ リ (四月 サ日名 古尾 新聞) 

•註文の 警贱 

硬質陶器會社にては滚洲、 南が諸を、 印度、 シンポポール、 ま那お踢等よリが 
錶き 莫大の 註文を をけ 尙 盛に 申茲 みを 受居 るの 現況なる も炭價 、賃銀、 が 化の 原 
お 等 生産 贊の衰 へず、 昂騰して を あに 笛 落すべく も 見えず、 化の 膀 遠慮な < 引受 
けんか 化の 蔚騰に 依り 損失を おくの 恐れな きを 巧し 難しと 化の 引受を 警戒し 目下 
引受け居るは四五個巧分に限られ居るとをふ、 此の巧多きはスープ皿、 肉皿にて 
查化產 高の 八 割を 占め 之れ にみ ぐは コ ー ヒ— 碗、 皿 其 化の 西洋 食器に て 米 國向も 
晚 製し 居る が 此のが 尙大 ならず、 而 して 巧 地 向は 合しても 一割 位に て 軍隊 工場 諸 
を お 用を 器な リ いふ。 

引受 六十 萬阅  目下 同 巧に 於て 引受け おる は 六な 萬個內 かにを の 卸 傾が 六 
十 萬 閒と稱 し 居る が 一箇月の 仕上 個 數は大 が】 巧 萬 個 十 萬 间お當 にて】 個の 平均 
單價は 十を と 見て 大差な く戰 前の 五六 錢に較 ぶれば 約 セ 八 割の 奔騰に てを 產を埼 
腾のお 巧な りと。 (一一 一巧 サ 九日 北國 新聞) 

‘ •牧島 陶器 ェ攘. 

朝 巧 巧 質 陶器 株 まを お々 長 松風 蟲を氏 か 一名のを 役は ホる 四月 十日 前後 巧携へ 


てみ をの 笠な リ而 L て 工場の 新築に おおるべき がを なる〜 目下 驳挪 哉の ためお 腹 
不 あにして 海外 直輸の 事業は 一 踏に 大打擊 を 受け 居る の 時なる をはで 直に 事業の 
锐始は 西 難なる ベ <踩 に 工場 も 規鶴大 なる にめ リ 到底 セ 八月 頃に まら ざれば が々 
しき 進 巧を 見ざる べしと 一 K. 如。 三 二月 サ八 日朝 お 時報) ，1:; 

本會 ，記事 ‘ 

〇本會 第二 十四 回總會 記事 

本會 第二 十四 凹 總會は 去る 凹を 一十 貝 ±赔 日) をはて 東京 高等 H 業學お 巧に が 
て 開催せられ 參を者 ダク 數に てまって 盛會 なりき。 そのみ 第ぶ のかし。  ， 

一、 おを の 雜ザ後 二が 一二 十み 評議 貫 梅 田 音 五が 氏 常 おを 員に 代りて 開 會を意 
ず。  . 

一、 事 お 巧 吿ま記 內藤道 太郞氏 大正 六 年度に がけを 事お槪 お報吿 を巧讀 す。 
みの 如し。 

事務 報吿  - 

大正 六 年 四月 一目ょ リ 大正 セが 吉巧 一二 十】 日に 至る、 過去 ーヶ 年間に がける を 
おの 槪 喪を 舉 ぐれば みむ 如し。  . 

P. 會 質の 移 勤 - -V;... 

义 正々 年度 末にが ける をな の數 は、 を 蠻を貫 八を、 賛助を 負 十五を、 通が を 員 
セ 百 四十 二 お、 總計 セな 六十 五名に して 退 會を十 セを、 死た 者 八 お 除名を と 名 ぁ 
りし も、 入 曾を 百 十一 一一を あり、 差 引 八十 一名を お 加せ リ。  • 、 


今 通常 會員 をが 業務に 化 リ駐別 チれば みの 如し。 

陶磁器 製造業に 從事 する もの  一八 0 
陶磁器 及 原料の 販 賣に從 をす る もの  五 九 
窯業 用繪ノ ああ 印刷 樂の 製造 贩费 に從 事す る もの  八 
セせ 器の 製造 飯 寶に化 事す る もの  巧 
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踞巧 器の 製造 破 賣に從 事ず る もの  一二 
祕子 器の 製造 贩賣 に從 事す る もの  セ 五 
セメント、 ちな、 燒お膏 類の 製造 販賣 に從 事す る もの  四々 
揀 瓦、 冗、 出 管ぶ 耐义 物の 製造 破 賣に從 事す る もの  九 五 
窯業に 關 する 會 が、 工場な 組合  二 五 
窯業 用 諸器械の 製造 贩 真に 從 事す るも^  四 
學校  一! 一 
一 お 窯業に 關が をる もの  ！ 丸 一一 
直接 窯業に 關係 なきもの  一二 九 
合計  ..  セ 四 二 
尙其所 ホを 巧縣 別に をせば みの 如し。 


巧 京 】 九 ご】 

大阪  六 六 

愛知  五八 

京都  五 五 

福 岡 ..四 己 

化賀  '.ご 一八 

兵 庫 一二 一 

神奈川  1110 

岐阜  二 0 

朝鮮  一八 

山 口 一六 

福 島 一四 

岡 山 一四 

石 川 一四 
を 計， 

二、 評議員 會 
評議員 會は 四、 ホ、 十一 


長晦 
化 海道 
熊 本 
愛媛 

ご 一 重 

臺灣 

度 島 

埼玉 

山形 

島 お 

和歌 山 

宮城 

新 湯 

お 木 


福 井 
鹿兒島 
滋賀 
岩 手 
秋 田 
茨が 
烏 取 
大分 
德島 
高 知 
支那 
印度 ま那 


I 一ー セ 


セ 四 二 

一巧の 四 回開會 サリ、 其み 議事 巧の ま耍 なる ものを 


擧 ぐれば 左の 如し。 

一、 大 お々 年度 豫算 のか  ‘ 

一、 第二 十四 回お會 準備の 件 

一、 本會 規則 第化條 第二 巧に 據る會 員 除名の 件. 

一、 ネ會 基本を 及 高山 博 古袍念 資金の 一部を 臺濟銀 巧 信託 預金と 爲 すの 件 
】 、本會 創立の 際に 於け る 巧 勞者平 度耕锦 、黒 田な 憲兩 巧を 終み 會貞 となす の 
件 

一、 雜誌 印刷 費騰 貫に せき 基本 金利 子の 內ょリ 臨時 捕 巧す るの 件 
一、 本會發 巧の 雜誌大 里 巧 年 十ち】 日の 水 炎に 罹りを る もの、 お 置 及が 管に 閲 
ずる 伴 

一、 名 譽會員 子爵 花房 義 質、 同 子爵 山尾庸 111、 同 手 島 猜一薰 去に 際し ぉ 詞をま 
せる 俾 
一二、 講談 會 

を 期 講談 會 は、 四月 二十】 日 總會と 同時に 之れ を 開催せ リ 、其 講演は ぶの 如し 
一、 コ1ニ ング 硝子 工場  會員岡 木 が 
一、 朝鮮 生 氣嶺產 磁± に 就て  會員  化 巧 巧 一が. 
が 期 講談 會は 十月 二十日 之を 開けり、 其 演題は 左の 如し。 

一、 戰 時に がける 化 學硝モ  會員藤 井光 蔵 
一、 米國 窯業 視祭設  を貞近 巧淸お 

四、  雜誌 

本會雜 誌は 每 月】 回刊 一打して を會 貝に 駆せ せり、 本年度に ありて は 第二な 丸十 
六 號ょリ 第一 二百 セ號化 至る 十二 册 にして、 總 印刷 部 數八千 セな 部な リ其貫 毅は本 
紙 四な 十二 貫、 附 銭！ 二な 六十 二 頁に して 通計 セな セ 十 凹 頁な り。 

五、  寄贈 幷に 交換 雜誌類  ’ 

丰 年度 內 に巧收 せる ものは， 合計 一二 十 か 種に して 化册數 四百の 十二 部な り。 

な 上 - ’ 

大正 セ 年 四 巧 二十日  ま 記， 巧 藤 道 太が 
.1、 6 襄吿お 計を 島 巧 太 氏 左む 會 計報吿 をな す。 
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總 

ま 


窯附 

業錄 基賛雜 
史窯金 助 誌 


雜 

出 編 業 利 及 賓^' 
篆お子 終 臨 費 
額 貧 印よ 身 時 捕 
よ 刷り 會補爾 
リ補補 員 巧 助 
ま 助か 會 
出と 費 
し と 
て し 
_ て 


總 •おん 額" 

■前年度 澡越金 
會 费 

通常 會貝 會賓 
がを 會 貸會贊 
廣皆料 
雜誌賣 上 巧 
雜收入 
基本 金利 子より 補助 


M 自 第二 九六號 P がた 
至ち 1110 セ お E 刷れ 

原稿料 
集を  費 
を 金 手数料 
雜誌 配達 巧 


を 拾 丸 圓セぉ 參錢化 
金參拾 七 圓八錢 也 
を々 巧 力 拾圓也 
金を 五圓七 拾錢也 
を 九 拾 參圓六 拾錢也 . 

金 參巧參 拾 四 圓六拾 四錢也 
は 上い 
基本'  を，、/  • 

一を 壹萬九 千 五 百 式を 圓セ拾 六錢也 
內譯 ， 

一 金 晝萬五 千 五 百 給 武圓五 拾 化 錢五厘 也 
巧 

一を 晝萬養 千 八 百 或 抬參圓 化 
, 一 金 武巧或 拾圓也 
一 金 壹千或 百 八 拾圓也 
一 金 巧 千壺巧 八 お 九 圓五拾 化 錢五厘 

一 金ぶ 百 參拾六 圓六拾 七 錢 也、 
一 金が 百 八 拾 巧圓九 拾五錢 也- 
一 金 四百 參拾或 圓八拾 四錢化 
二 金 九ち 參抬セ 圓拾參 錢五厘 也 
一 金 お 壹圓也  I 
一を 晝モ五 拾 八 圓六錢 五 厘 也 
一 金 か 拾 參圓六 拾錢也 
一 金 或 千 八 百 四 お五圓 五が 錢也 
支 曲 •之 部 

一 金 壹萬か 千 五 百が 拾 圓七お 六 巧 也 
內譯 


通信を 
，消耗み 備品 貧 
を 料な 慰勞を 

雜 費 
貧 巧 及が 身會 員を 
費 基金へ 繰ん 巧 
々年 あへ 繰 お金 


總化 人な 


前年度 級 越な 


I 


內ん 


を京府 農工 債券 
但お 面を 晝 萬ぶ 千圓臟 ん頰 
勧業 債券 
化 額面 金 巧 百 式 お 圓購ん 巧 
品 川 白 煉瓦み ホ會 かみ 券 參拾或 巧 
但內拾 六 巧は 巧 込 濟拾六 株口壺 巧に せ參拾 圓拂込 

巧 金 

東京 賠お銳 行を 期 お金 

おお お 行 お 別 當座預 を 

•品 川み が おが 巧 をれ 預金 

振を おな 

薄附拂 込を 

利子 及配當 
がみ 會 員を あ 基を 
經常 貧へ 繰 入が 
品 川 白が 瓦な 巧を お 
巧 券を 部を み 益金 

總支巧 お 


卽 諸が 謂 V ま襄署 

經常費  ' 
，收入 之 部 
一、 金 參千參 百 四 拾 八 圓化拾 壹錢也 
.'內 譯 
I 金が 巧 圓八拾 五 錢五厘 也 
一 金 武千五 拾 五 圆或拾 六錢也 
/ 內 

一 金 羞千九 百 六 拾 壹圓六 拾 六錢也 
一 金 か 拾 參圓六 拾錢也 
一 金壹巧 五圓也  . 
一を 式 拾 九 圓武拾 七錢也 
一を 拾 說圓五 拾 九 錢五厘 也 
一 金 八な 四 拾 五 圓丸拾 參錢化 
內 

一 金 參百九 圆五拾 參錢也 
一 金 壹巧八 拾圓也 
一 金參巧 五を 六圓四 おな 也 

】 金 壹百圓 也 

まほ \ 之 部 
一 金 參千參 百の 拾 八圓九 お臺錢 
內譯 

金賣千 四百 四 拾 六阅が 或錢化 
金 五 巧 拾 臺圓參 を錢也  - 
金が 拾 四 圓參お 壹錢也 
金 壹な巧 圓セお セ錢化 
金 養な 參圓六 拾 六錢也 
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一 金 八 百 四 拾 お 圓丸拾 參錢也 

巧 

一金參 なお 拾み 圓四 拾錢也 
一を 參す九 圓五洽 參錢也 
一を 壹百化 拾圓化 

一金壹 萬八モ 巧な セ 拾 四 圓八拾 參錢也 
內 

1 金 壹萬養 乎 參巧或 拾 參圓也 

一 金武百 或が 圓化 
- 一 金 四千 セな 圓也 

】 金 五 巧み 鞋善圓 拾 八錢也 
一 金 四す ホを 五 圓壹錢 化 
】 金 かち 六 圓五拾 四錢也 
一 論 四百 九 拾 か 圓お錢 也 
は 上 

基本 巧 產調查 書 
一 金 舊萬八 千 六 百 セ 拾 四 圓八拾 參錢化 
'巧譯 

一 金 壹萬壹 千 參巧或 拾 參圓也 
i' を 或 巧す お圓也 
一を 四千 七 巧圓化 
一を 五 百々 洽臺圓 な 八錢化 
一 金 四百 ホ 拾 五 圓養錢 也 
一を 化な々 圓お拾 四錢也 
一 金 四百 か 拾 九 圓拾錢 化 
は 上 

大正 七 年 四月 二十 曰 
' ‘大幻 本 窯業 镑會 基本 金を 附調害 


お 常を へ 捕 助 
化 利子 金ょり 支出 

贊巧 をを 貪員會 費と して 姪 
常 費へ ま 巧 
雜ま賓 補助、 

雜誌 費’ 捕が として 路 時を 巧 

次年度へ 繰越 額 

東京 府 農工 債券 

但 額面 金 壹萬壹 千 五 百 圓滕人 額 
勸業 債券  ’ 
但 額面を を 巧ぶ 拾 割 騰入額 
臺灣 銀行 信託 巧を 

東京 おお 銀 巧を 期 お金 

品 川 白が 冗 株 巧會お 預金 

お 海 銀 巧 特別 當座領 金 

振替 貯金 


就 產お額 

お京府 農工 債券 
巧 額面を 晝萬寮 千 お巧圓 購入 お 

但 額面 金 或な 或 拾 圓購乂 額 
臺灣 銀行 信託 預金  一 

泉 京 胳藏銭 巧を 期 預金 
•品 川 白揀冗 株式 會お 預金 
萊海 銀行 将別當 座 巧を， 
振を がを 


一 金壹萬 晝モ參 お壹圓 八が 錢化 
內譯 

一 金 化 モ八巧 ホ お セ 圓化拾 五錢也 
一 金 セ 巧 七 お 六圓也 
一 金 參巧八 拾 七 闡八 拾五錢 也. 

は と 

乂正セ 年 四月 二十 H 


大正 セ 年 一一 一巧 ホ 日 調 
寄附 审を お領 

拂 茲金頻 

宋拂 をを お 
巧た 又はが おによ る 未拂込 
を 額 


計 

計 


會計 おを を 員 
會許換 査を員 


金 

舒 

ま 

を 


島 

澤 

井 

田 


巧 太 
勝’ こ 
友 お 
理 ル 


高山 博 击祀念 資金 調 善 

金 或 千 セな 九 拾參圓 セを 參錢化 
內露 

一 金武千 六な 四 拾 四 圓ホ給 八錢也 
】 金 セ お 多 圃五拾 壹錢也 
一 金 セ 拾 お 圓九拾 四錢化 
は 上 

大史セ 年 凹 巧 二十日 


大おセ 年 一二ち 一一 一十一 曰 現在 离 


大亞五 年度 おおを 
が おな 農工 債榮 利子 
策 京貯藏 銀行 預金 利子 


會 計お査 委員 
を 計 お 査を負 


を 

劈 

を 

を 


鳥 

澤 

が 

巧 


巧 太 
勝 二 
ぶ を 

m 八 


•頭舍 巧會頭 子爵 金子 堅 太が 閣下 當日差 まに て 御 お 席な きため 巧議 貝奈 
裕忠巧 巧 ホの 吿辭を 代 讚せ もる。 
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が辭  - 
な- 1 本を がサ 凹剧ノ 總會ヲ 舉むシ 、例* 一 化リテ お來ノ 所感 プが 避シ 、'聊 力 前途 
ノ 參考ユ を スル 所 アラント 欲ス。 

化界的 ノ酌亂 ハ、 巧 波及 スルが 愈々 踐ク 、經 濟上ノ 變調モ ホ々 二 凹復ノ 兆ブ見 
ズト雖 モ’要 スル ュ巧ゲ 窯裴巧 ノ狀况 ハ、 依然 トシ テ大體 有利 ノ地 ホヲホ ムルモ 
ノ プリ。 隨テ内 闕を地 共 二、 大 ルを 社 ノ新立 或. ハ お 設ヲ 見、 有カ ナル 個人 ノ經營 
こ 至 ル マ デ、 漸次 エ域 組織 ノ新ホ ヲ呈シ ホ レ ル ハ、 大貴 生産 ノ學備 ノなメ ニ、 頗 
ル 葛 プべキ 傾向 ナリ トス。 而シ テ近來 、新が 織ュ寶 メル 巧 術 家ガ、 々自貨 業 社を 
こお 事シ テ、 寮 本卜學 理トノ 關がヲ 密接 ナラ シムル 「ヲ得 タル^、 今日 最モ人 意 
ヲ强 ゥス ル-一足 レリ。 將來お 二 其經驗 ヲ妥ネ テ、 巧 術卜經 濟トノ 調が ヲ 充分 ナラ 
シムル ヲ得 パ、 H 藥ノ茲 礎 愈 i 莖固 ナル モノ アラン トス。 / 

粗製 牆賣ノ 非難 二 對シテ ハ、 巧來少 シク 顧慮 ヲ加フ 瓜-一至 レ ルガ 如牛モ 、化 日 
ホ 和ノ戰 場-一勝 利ィ 確が セント 欲セバ 、尙ホ 海 外需 喪 地ュ於 ヶル 信用 ヲ高ム ル 「 
更こ數 曆ノ必 が アル パシ 。想 フニ 輸出 H 叢/ 爲 メニ^、 巧 製 産品 質ノ 優を ニシテ 
巧が 巧廉 ナル ク 勿論、 教モ 用途 ノ 適切 ナル モノ タラ ザルべ カラ ズ 。將ホ 競 お國ノ 
化 護 政策 ノ 如何 二 關セズ 、闕 家産 業ノ 目的 ブ達 セント スル ニ八、 目前 工場 ノ計割 
化か、 更 -1 猜眼ヲ 遠大 二 置 クノ樂 ア ルベシ。 而シテ 供給 設備 ノ關係 上、 巧 地 用品 
ノ 産出 モ ホ、 間接-一 海外 ノ狀况 二 左を セラ ル、 ヲ免レ ザ ルガ 故-一、 小規模 ノ エ業 
家 卜雖モ 、今日み シテ 姑息 二 安ンズ ルヲ得 ザル ナリ。  、 

資 丰卜勞 カトノ 調和 ノなメ ニ ハ、 H 場 法 モ旣- 一條 緖こ 就キ 、簡易 巧除ノ 如キモ 
ホ 社會二 歓迎 セラ ル、 ヲぶ ル。 近年 ホノ物 價騰貨 ハ、 阀家 經濟ノ 膨脹-一 起因 スト 
雖モ 、之 ヲ大ニ シテ八 買 易 工業 上ノ 抑制 トナ リ 、么 ブル- 1 シテ^ 中流 生活 W 下/ 
逆境 ヲ招 カン トス。 踩二 多数 ノ勞働 二 在 リテ^、 一時 收入ノ お 加二慣 レ、 知ラズ 
識ラ ズ浪费 二做キ テ、 ず 素 ノ昕蓄 也-一 乏 シキ ョリ， 動 モス レバ 他日 ノ槪ヲ 遇 サン 
トス ル モノ 少 カラ ズ 。而シ テ 時 二 同盟 龍業ノ 巧、 ノル、 如キモ 、々日 ノ勢 ヒ或戶 じ 
ミ難キ 傾向 ナ ランち、 幸 二 窯業 內部 二八 甚 シク 辛を ヲ忍 プ如キ 事情 モみク 、事業 こ 
シテ 規正-一 遊行 セバ 、化 業者み ク其 か-一安 ンズル ニ足 ルべ キカ。 願^ ク八 固有 ノ 
美風 プが薛 •スル 所ナク 、一 厨 其な 性 ヲな上 セ シメ、 せ C 家おヲ 安全 ニシ テ、 永ク姐 


健/お 裝ブ完 ゥシ、 巧ク ハエ 業 ノ茲本 卜十リ 、錶ク 八 闕ほノ 健を ナル 嬰 素 ダル ヲ 

得 セ シメ ン。 

は上舉 グル 所 ハ、 何 レモ 日常 熟知 ノ 注意-一過 ギズ ト雖モ 、其. お 行 貫 做 二 至リテ 
ハ、 みシ テを 易ノ 業-ー アラ ズ 。'艳 劇化 テ 希蟹ノ 幾み プ巧ス 「ヲ 得バ 、誠ユ 裘むノ 
がげ トス ル 所ナリ 。を 貫 諸君、 幸-一之 ヲ駆 メヨ。 

火 お 屯 年 凹 巧 二十 U . 

火：：！ み 窯業 協を々 頭 

• . 從 二位 動 一等 子 辟な 子 熙太郎 > 

一、 會員 巧が 答髓を 頭のを 辭に對 し 會質總 代と して 評論 貸 川 本を 雄 巧 左の 答 
辭を 爲ナ。 

.を  が 

本日 ノ總會 = 際 レ、 妥ネテ 會頭锁 下ノ高 諭ヲ辱 ゥシ、 會 な ノ齊 シク 感激-一 耐へ 
ザルが ナリ。 

お 年 ホ、 襄 榮社會 -1 對 スル 影響 ノ複雜 ナル ヤ 、獨リ 物 傾 騰貴 ノ關 がノ ミニ 化 マ 
ラズ 。石炭 其 他 諸 原料 ノ 騰貴 ハ已 ムナ シ トス ルモ 、或 ハ鐵が ノが乏 ヨリ、 エ填設 
備ノ 延引 ブホシ 、或^ 船腹 ノ 不足-ー ヨリ テ、 を シク 生 產おノ 停滞 ヲ生ズ ルナ ド、 
全 ク篡的 ノ變調 二 坐 スル モノ タリ。 が-一大 賢 タル ノ質 数ヲ舉 ゲント 欲 セ パ、 
將ホ 觀察ノ 周到 ヲ喪 スル 「、一層 切‘ 货 ナル モノ アリ。 是レ 山間 僻地 二が リ -^、 わ 
國ノ 需要-- 應ズル 事業 ぷ 卜離モ 、ホを ルべ ヵラ ザル ノ 注意 タル ヲ 言。 

ホ 和ノ巧 復^ 何 レノ 日 ニ ホル ヤヲ か ラダ レに、 げ川樂 を タル モノ ぉ 戰兩樣 ノ巧稳 
ヲな テ、 今日 ノ 時機 二處セ ザルべ ヵラ ズ 。閣下 懇諭ノ 要旨-一至 リテ ハ、 打 夕深ク 
顧慮 ヲ 加へ テ、 前途 ノ計劃 ヲ乂墜 セ ザ ラン 「ヲ 期乂 ペシ。 乃 チな テを 謝ノ辭 トナ 

ス。  . 

大正た が 四 巧 二十： n 

大口 本 窯業 協が か 封總化  川 本を  雄 
一、 巧 員 巧 攫發巧 大正 セ 年度 役 貝は 左の 諸氏な 選せ る旨發 表せられた リ。 

を 頭 子 なな子 堅 太郞お  一 
評贊送 波 山 お 評議 巧 西が が お 評議む 川 本 巧 糞 
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評 義員吉 井 友 志 君 評議員 奈佐忠 行， お 評議 負 濤川悠 助 君 
同 巧 藤 一二 枝 若 同 內海量 君 同 梅 巧 音 五 郎君 
同 熊 澤治郞 き 君 同 山 田 一二 みが お 同 丸 旧 正 家 お 
同 ル 出 兼 ま 君 同 お 藤 掩巧君  同 齋藤熊 一二 郎君 
同 貴 島 勇 か 君 同 ミ 田 理八君  同 屬田 力歲君 
同 執 巧 进道君  同 諸 井 恒平君  ま 記 內藤道 太 郎君 
ま 記 復丰修 一一を  を 計 金 島 茂 太 お ま 計が 田 巧 夫君 
編篆員 ホを 忠み郞 お 編 寡 員を 洲巧彥 君 は 上 
ホに て總會 をおリ 少憩が 評議員 梅 巧 音 五郎 巧 之れ ょ リを期 講演を にを る 旨を を 
げ 左の 有益なる 講演を リ をり。 

j 、 粘 上の 成 かと 憲氣傳 導 度との 關 係に 就て 

會貫  近 藤 淸诗巧 

J、 バカィ.クレ，ポッ トを社、 ナ シ ョ ナ ル • シ リ カ をな、 / ル ト ン會な、 フ エ 
デラ ル •プ レ— 卜. グラスを な. 其 他米幽 にがけ る 二 一二の 工場 視察 談 

會員  近 藤 淸巧巧 
一、 本邦を 耐 たが ± の钓邱 化け 質試驗  < 

食 員 平 骇耕輔 巧 
會貞  米が 忠次郞 巧 代が 

右 講演が 了 お 暫時み 憩、 席を 改めて 懇熟會 を 開く、 出席を 六十 五名 甚半 にして 
梅 田 評議員 本會 の現狀 及び 將 ホに 對 する 希望を 述べられ 次で 綿 骄吉一 一氏の 發聲に 
て 本 會の萬 歳を 己唱 す、 ホに を H 訪 巧ょり 寄贈され し 夥多なる 窯業 お 福引 配斯ぁ 
り 歡を盡 して 散會せ L は 午後 九が むり。  、 

なほな 曰の 出席を 並に 寄贈 金品を 列擧 すれば々 の 如し。 

第二 十四 闽總會 化 席 者 氏ち (ホ 第す 尚) 

山 田 淸太郞 を 梅 W 音 立 郎君  大野 政を 君 金な 茂 太 君 
田 口 興淳君  渡邊 八十 吉を  田 中を 一を  ホ 上 淸秀君 
渡邊が 太郞を  若が 傅み 郎君  がが 八 YA おお  巧 則 巧 ホ お 
が々 木を々 郎君 巧 川久雜 凹郞お 米み 忠 ホが お 巧 谷 被 山 巧 


丸 巧 冗が お 
河哲 妾 お 
高橋英 おお 
巧が 久刷お 
を 正 おお 
佐 藤 進 一一 賽 
內田  實君 
正木 九郎太 郎君 

お島憲 一一 看 
久巧 季吉君 
お 盛】 お 
岡 木 化 君. 
痛 ホ 十 郎君 
綿を ホ 兵銜君 
丸 山 德太郞 君 
か 藤 お 松 お 
神を 十 松 お 
森 巧 一二を 


ル-ぶ 兼 ま 君 
川 本を 雄 君 
太 巧 實君 
貴 玉 一ち 
奈を忠 •行 君 
ル菅二 郎君 
ま 井 友 志 君 
桓本修 二君 
高山 泰吉君 
あ 間 利 一一一 郎君 
鬼頭武 おを 
岡 丰雜雖 を 
藤 井光 務君 
水 本德み 郎君 
宮崎平 助 お 
松 丰龍太 郎君 
雜を貞 ち 君 
你藤 正文 君 


計 八十 セ 名 かに 傍聽 を々 あ 
第二 十 巧回總 き寄瞄 金品 (ィ 
陶製 玩を  . 

菓子鉢、 湯を、 をむ 
机 子 製臺化 コップ 
化 瓶、 靑磁 香な 
支那 製 急 巧 

挪排 碗、 皿 ‘ 

金 五网化  〜 

なお 圓化 


ルが 巧 お 君 
山 內を义 郎君 
玉 木 源】 郎君 
富 田 熟 君 
本 多義 松 君 
倉 巧 俊殆君 
貴 島 勇 か 君 
長 谷川 淸巧君 
鈴 木 己代 一二 君 
嘉悅 新 君 
半 旧 巧 夫君 
綻野吉 二君 
前 田 千代 太 君 
が 井を】 郎君 
平が ホ 郞ま君 
藤 井 重 一一を ち 
近 藤 溃巧君 
山 口 お苹君 


顺」 


ね お 
參點 
當打 
を點 
五- 點 
を 打 


を 巧 理八お 
巧 藤 道 太 郎君 
氷 野 巧を お 
巧 巧を 111 郞お 
寺 山 鉢 一一一 郎君 
ルが 作を 君 
巧 藤 一二 枝 君 
鈴 木 保 雄 お 
鈴 木 薰君 
巧 藤み 吉君 
ル 泉 巧 お 郎君 
綿を を 巧郞君 
糊 米 己 郎君 

岡 を 喜 

岩 城 岩 太郞お 
を城慶 一一一 郎君 
若が 東 策 君 


かを 八 ホ郞お 
かお 陶山お 
お 城 お 义郞お 
巧る  波 山 お 
井上  淸をお 
'むネ 陶器な ま會お 
日本が 巧な まを お 
口 本が お 製造な 巧を 巧 
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粟田 燒 湯を  奄個 
タ ングス テ ン霜巧， づルリァ シ ユ 1ド  十バ點 
洗面器  -點 
金 參圓也 

礎 器 -拾齡 
陶器  拾點 
狱子お 花な、 霜が 笠、 が落シ  參點 
硝子 繫電燈 笠 ， 拾點 
金 武圓也 < • 

セを】 輪 挿 壺點 
陶磁器を 種 - 拾武點 
九を 燒杰 、化 瓶、 番茶 器： 意 組) がを  お武點 
硝子 製 鉢 羞打 
金 武拾圓 化 

硝子 製が 皿 の 點 
化 瓶、 菜 乎 鉢、 を 尴 五 お 
菓子 皿 參お 
化 瓶 お點 
破 子 製 コッブ  が 打 
花瓶、 穏 お、 小皿  參齡 
捣モ製 酱油注 - ホ 打 
盆 拾阅也  . . 

な 拾圓也 
金 五圓也 

は 上 


本 多義 松 お 
巧 京電氛 株式 脅か 
岡 本 滿雄君 
锦 野ち  二君 
加 藤 石が お 
川 本を  雄 君 
橘械子 製造が 
玉 木 源 一郎 君 
奈 佐 忠巧君 
濤川敕 助 君 < 
熊 澤汹郞 ま 君 
山 田淸太 郎君 
小 化 兼 ま 君 
化 硝子 株式 會か 
化々 木 宗み郞 君 
京都 陶磁器 試驗場 
淸水六 お衞君 
錦 光山 宗お衛 君 
水 本德み 郎君 
を W 香 山 お 
宮 'が  平 巧 君 
松風 工業 株式を 社 
品 川 白 煉瓦な 巧を か 
執 巧な  道 お 


◎評議員 會 • 

四月 二十日 裝 二十 w 圓總會 が 了 後 別室に 之を^ けり 出 お あはが を、 川 本、 ま 
井、 を 佐、®、 橋 田、 丸 田、 近 藤、 貴 島、 を 田 拾 評議員と な 島 ホ 計、 內藤ま 記に して 
常務を 貝 及を 計 檢查を 負の 互選 もり 出席 評議 負の 一致を はてぶ の 如く 决 おせり。 
常務 桑な 
會計檢 をを 員 

◎新入 會員 

柬京巧 巧 川 區越中 
島 町 工業 試驗所 
同 

愛知 縣 愛知 郡 御 器 
が 村 宅 北山 
佐 賀縣西 松 浦 郡 有 田 
があ國 窯業 株式 會か 
佐賀郡 佐賀郡 高木 瀬 
巧 大字 高木】 セーニ 
岡 山 郡 和 氣郡ご 一 あ 
町 深井鐵 H 所 I 
東京 府下 诞 橋が 巧 
木 か 六】 

石 川 縣江お 郡 大型 

巧 巧 高等 H 業學按 
同‘ 

同 ' 

同 
同 
同 

同 
同 
巧 
同 


梅 田 音 五郎 君 
內海 一一 一貞を 

同所 勤を 
词 

H 學壬 

全 巧 員 

川原 旧 工業 
所 ま 

同が ま 

早稻 巧大學 
理工科 敎授 

陶磁器 業 

窯業 科 生徒 

同 

同 

同 

同 

同 

问 

巧 

’ 質 
同 
同 


熊 澤巧郞 まが 
富 旧 動 お 

岩亨新 

內田十 喜 巧 君 
化 藤 仙 太が お 
川原 田 英み郞 お 
巧 弗 仲み 君 
を 田き 一 君 

福山貞 二君 
か 藤 激治君 
か 藤 亮君 
おが  恒君 
飯 塚 誠 厚 お 
別 府み郞 お 
ぶ 幹 君 
ぶ 化ボ若 
趙惠巧 君 
义友作 之 坂を 
嘉悅  新を 
岛間利 111 がち 


巧 田 巧 夫君 紹介 
同 

ル 泉 角 五が お 結 か 
が 馬 俊 一 君 紹介 
同 

加 藤 を お 巧 か 
巧 藤 道 太が お 紹介 

ルが 行 おお 結 か 

金 岛巧太 君 紹介 

同 

同 

间 

同 

科 

问 

同.. 

同 

向 

が 
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同 

同 

同 

同 

同 

巧 

同 

同 

閒 

同 

时 


同 

同 

同 

同’ 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

◎退會 員 

巧 都 巧 柳 馬場 通り 松' 原 上 ル- 

◎會員 移動 

萊京 おを 原 郡 大崎町 大字 白金 據邮八 五 
大阪府 泉 南 郡 端巧大 W 窯業 株式 會祖雖 工場 
京都市 本 町 通 ニノ 橋 松風 工業 株式 貪 社 巧 
お庫縣 武庫 郡 大肺村 森 具 六 六 西が：？：^ 

神を 川 縣川峰 町 巧な 電氣 株式を 社 
同， 

束 京が 下大 井町 衆 京電氣 株式 命 班 
同 

東京 市 牛 这區新 小川 町 ニノ ニ 
岐阜 縣惠那 郡 岩が 听 本が 五 下目 
大阪ボ 化區堂 島窗通 二 T 目大阪 窯業 株式を 社 
東京 高等 工業 學校 窯業 科 
東京が 下下 漉 巧 字 おを 戸】 0 九九を 地 


中 鳥 要 雄 君 
上田 滋德君 
山 本義 一 君 
有 本 一雄 君 
鬼 頭を お 君' 
木 下 末 乂郞君 
湯 川 和歌 丸 お 
平野 寬詢君 
森 盛】 君 
鈴 木 已代吉 お 


高縣  忠お 


巧 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 


遊淨季 一若 


神を 十が お 
大嵩長 乂郞君 
上 山 節 君 

. 一一 一好 奚郞君 

お 川乂羅 の 郎君 
和 田 精 君 
佐 藤 正文 君 
山 晦巧和 お 
田 原 順 一 栽 
太 旧眞】 君 
西 尾 九 一二 君 
甘 木 齊君 
藤 井 重 二を お 


◎領收 書目 

東お府 公報 
內外 商工 時報 
± 木 建築 エ學 

地 學雜誌 
愛知 縣 商品 疎 
列 館 報を 
陶渡 公報 
帝 阔稱子 新報 
特許 公報 
商 標 


自第八 六二號 
至 第 八 セ八號 
第五 卷第 g： 號 
第 四八號 
第一 一一 お二號 
第 八四號 

第五 五號 
自 第一 一〇 六が 
至 第二 C セ锭 
別 刷 一一 二葉 
別 刷 二葉 


H 業 化 學雜誌 第二 四二號 
H 學會誌 第 四】々 卷 
u 本 鑛業會 誌 第 I 二 九八號 

建築 雜誌 第一 一ー セ五號 

東京 美術 學巧島 トム \ ち &島\ お 
校友 會月觀 第 十 ムノ卷 を八號 

日本 陶磁器 時報 第の 年を 四號 

東洋 玻璃 器 新報を-セ 己號 

•货用 新案 公報 別 刷 六 葉 
鐵 道院總 裁を 房 巧 持」、 ち 一を：， 虎 
究巧 業務 硏究 資料. 第 六を す互號 


會吿 

左記の 會員 諸君は 轉 勤、 轉居 等の ため 居 
所不か 明に 有 之 隨て會 誌の 變送も 不得己 
中止 致 居り 會務 執行 上差闕 砂な からず 候 
間 御 承知の 方は 乍 御手 數 何卒 本會 事務所 
迄 御， 一報 相 願 度 此段廣 吿候也 

大正と 年 五 巧 大日 本 窯業 協會 

飯が な 太郞君  根本 幸 作 君 
乂富 お郞君  向 遵君 
荒木 す 俊 君 佐 瀬 哲太郞 君 
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本號蹄圖は希臘古代船模樣を施したる染付ビ r 八呑にしで 
會員貴 玉】 氏の 考案に か、 る。  . . 

. "^^(1 一読 款又 
: 、天草 おを 主 原料と せる 硬質陶器 盛 
± の試驗 (續)： . 

會員元 工業 試驗所 技師 化 村 彌一郞 

’ ， 第 八 天草 石と 木 節、 蜡石及 長石より 成れるな 主 

一 还± の 調合 量な 組成 分 比 

本 類に 屬 する 埋± 調製 数は 總計 五十 化 種と し 其 原料 調合 比 
及 組成 分の 槪嬰 比率を わ 如し < ‘ 
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上表 化 示す が 如く 吸水 度は ゼ ，ダ 八 錐八番 にて は 多くは 二 
なる も 長 おの！. お％ なる ものは 何れも 一とし 又 長 おの  一 〇% 
なる もの 中に も 天草 石の 多き るの 或は 木 節の 多き もの 中 化は 
一なる もの あ*^ ゼ—グ 八 錐六番 a じて は 長 おの お％ なる もの 
は 多くは 三なる も 木 節の so% 化-上なる もの 中には 二なる も 
の あり 長石の】 〇% なる ものは 慨 じて 二なる も 木 節の】 〇% 
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をる もの 中には 一二なる もの あち 义 長石の 一 五％ をる るのは 悉 
く一一をろゼ 1ダグ錐四番& にては長おの 一 五％なるもの中じ 
は 二なる もの あらと 雖 他は 何れも 一二 或 四 をら。 

を 合は ゼ！ ダ 八 錐八番 にがては 長 おの W% 或は  一 0% のる 
のがに 上は 屬 ずる もの あろと 雖大體 に 於て 中な 下と し臟 巧の 
含量 多 さものは を 合 良好なら ず 同六番 に 於 V は 木 節の S 〇 
% が 上の ものは 何れも 中と し 木 節の 二 五％ ぶ 1 1 〇% なる もの 
は 長 おの 多寡に ょり 中なる と 上なる と あろ 即長 巧の 多 さもの 
ば 中に して 少なき は 上と し 木 節の 一 お％ がて なる ものは 何れ 
も 上に 屬せ もゼ t グ八 錐四番 a に 於て は 木 節の 一二 〇%、 以上の 
もの 试 何れる 中 Ai し 木 節の 二 お％ なる ものは 長石の 若 寡に ょ 
ろ 中なる と 上を ると あろ 即長 おの 五％ なる をのは 上に 屬 する 
も 一 〇% な 上なる ものは 中と し 木 節の 二 〇% が 下なる ネ のは 
何れを 上に 屬 せろ。 

S 釉 との 馨裂關 係 

本 類を 搔± のを 釉に對 ずる 馨裂關 係 左の 如し。 
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上表に 依れば ゼ r ゲ^ 錐 八番に 於て は 一を 嚳 裂を なぜず 同 
六番 a に 於て は 天草の 含量 六 五％ が 下なる もの 中臘 おの 含量 
S 五％ なる ものに 鱗 裂を 生ぜし 外は 何れも まを をる も 其 含量 
と 〇% な 上の もの 殊に 木 節の 少な 含 ものには 剝 裂を 生ぜ 6 ゼ 
—ゲ严 錐四番 a に 於て は 天草の 含量 五 五％ が 下にして 長お少 
なく® お 多 さもの 中に 鱗 裂を 生じ 又 天草の 含量 六 お％ が 上の 
もの 中には 剝 裂を 生ぜし をの 少なからず。 

四 結論 

な 上が 試驗の 結果に 依れば 本 類に 於て は巧塑 性の 上より 木 
節の 含量 一 お％ が 上なる を 要する る 二 五％ が 上なる ものは 色 
な 不良を るを がて】 五 巧 至 110 % な るを 巧を ろと し 天草は 其 
含 景多含 ものは 剝 裂を 生じ 易 さを、 W て 六 〇% 前後を 巧な ろと 
す 長石は 其 含量 多^に 從 S 素地の 燒締を 能くす る も 吸水性を 
减 じて 施釉に 不便を 與へ 又を 合を 不良なら しいる が 故に 此點 
よりは 其 多量なら ざるを 可とす 臟 巧は 其 混 加に よら 色 合を 巧 
良なら しむる も 多， a 化 過 r る 時は 雙 裂を 生じ 易から しむる 憂 
あるの みるらず， セ I ゲ八錐 八番に 於て は 却て 色 合に 黑 味を 帶 


284 


第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

樂 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

-JL^ 

—し 

亡 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

四 

冗 

四 

吉 

二 

一 

〇 

丸 

八 

セ 

五 

四 

-ミ 

二 

■ 4 

〇 

九 

八 

セ 

■ ■ ■ 

ち 

四 

呈 

二 

一 

〇 

% 

五: 

五 

五 

五 

五 

お 

五 

五 

五 

-V 

J 一 

•JU 

-1— 

レ 

-L. 

■> レ 

ム 

-JL. 

レ 

五 

五 

五 

五 

お 

五 

五 

五 

五 

3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

6 

〇 

〇 

£ 

五 

五 

五 

5 

五 

五 

五 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

5 

五 

ち 

〇 

ち 

五 

な 

お 

〇 

〇 

〇 

呈 

〇 

〇 

五 

五 

〇 

お 

呈 

ち 

お 

〇 

〇 

呈 

5 

五 

五 

〇 

お 

ち 

〇 

五 

ち 

五 

〇 

呈 

5 

五 

お 

〇 

五 

を 

〇 

5 

二 

〇 

ち 

〇’ 

五 

ろ 

五 

〇 

5 

お 

五 

〇 

お 

〇 

五 

五 

〇 

五 

五 

〇 

置 

五 

五 

〇 

五 

〇 

五 

ミ 

お 

四 

四 

ミ 

五 

四 

四 

ミ 

四 

の 

四 

四 

四 

ご 

四 

四 

ミ 

四 

四 

ミ 

四 

四 

四 

三 

四 

〇 

六 

一 

一 

_t 一 

一 

去 

手 

二 

七 

二 

毛 

セ 

二 

八 

セ 

H 

八 

H 

H 

九 

四 

九 

四 

四 

九 

二 

五 

八 

二 

お 

八 

一 

四 

八 

一 

四 

セ 

お 

八 

一 

八 

一 

四 

四 

セ 

〇 

一 

い！ 

西 

の 

四 

四 

四 

四 

ミ 

ミ 

H 

ミ 

六 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

セ 

セ 

セ 

吉 

ミ 

H 

ミ 

丸 

九 

九 

か 

五 

二 

二 

八 

八 

八 

3£ 

五 

五 

一 

一 

搜 

〇 

〇 

七 

セ 

H 

四 

ミ 

H 

四 

四 

H 

H 

四 

四 

ご 

己 

ミ 

ミ 

四 

四 

ミ 

四 

四 

四 

四 

ミ 

ミ 

四 

ミ 

四 

二 

八 

四 

九 

ミ 

八 

四 

九 

H 

八 

—レ 

一 

— 

五 

•'ょ； 

一 

六 

一 

八 

八 

H 

八 

n 

H 

五 

二 

八 

四 

ム 

ご 

化 

五 

四 

五 

二 

ご 

か 

セ 

四 

〇 

八 

五 

一 

セ 

八 

五 

九 

•JL« 

〇 

ばし むる が 故に】 o 乃至 二 0% を 可ぶ ちとす 則 本 類に 於け る 
良 調合 範圍は 左の 如し。 

天 草.  六 〇% 

木 節.  一 五— 一一〇^ 

"撼  お 一 0—110% 

長 巧 五丄 〇% 

燒 成 溫 度 は ゼ t ゲ ^ 錐 お 番 a 1 同 六 番 a を 巧 と す 。 

第 化 天草 あと 木 節、 贈 お 及 お 葵より 成れる 湿 王 
一 迹 丈の 調合 量な 組成み 比 


本 類に 屬 ずる 逐± 調製 數は總 計 お 十 種と し 其 原料 調合 比 及 
粗 成々 の槪要 比率 左の 如し。 


第 

を 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

が 

王 

番 

號 

セ 

中 

S 

S 

四 

5 

三 

一 

0 

-*• 

巧 

a 

モ 

〇 

七 

〇 

セ 

〇 

ホ 

〇 

七 

〇 

セ 

ち 

セ 

お 

天 

草 

石 

調 

〇 

〇 

〇 

冗 

な 

〇 

〇 

お. 

〇 

木 

節 

合 

ち 

〇 

お 

〇 

お 

五 

〇 

五 

0 

m 

石 

石 

比 

〇 

五: 

五 _ 

-五 

0— 

五 

— 0— 

お 

五 

英 

量 

-fc 

¥ 

6 

四 

〇 

四 

〇 

.-K-* 

6 

四 

6 

々 

-ミ 

ご 

± 

-1-. 

粘 

± 

質 

物 

組 

-し 

\ 

八 

セ 

ふ 

モ 

ふ 

セ 

去 

セ 

み 

八 

去 

長 

お 

成 

み 

四 

吉 

セ 

四 

八 

四' 

0 

四 

四 

お 

八 

四 

四 

五 

九 

阳 

四 

巧 

石 

英 

比 

285 


をを を 第が を 绝を第 巧が 第を をを を 第を 第を 第 をを 第 第を 第 

"一  ■ m •■■曲  —— 1 —一  - —a  一一  — • •'一  ■ * • 一 " 一 — ^ •—  ^ ■•  一 ■■  !•  — • -1  一 — • 

九九 九 八 八 八 八 八 八 八へ 八 八 セ た セ セ セ モセセ •七 セ 六 六 六 力 
ニー 〇 九 八 七 六 五 四 S ニー 〇 九 八 セ ホ 五四吉 ニー 〇 か 八た 六 

おお 五 五 五 五 五 五 五 置 五 五 狂 おお 五 五 五 五 五 五 冗 五 ああ お 五 
00000000  0 0 0 0 _〇_ 0 _〇  000 五 五 五 五 五 お 置 五 五 


五 五 五 00000 お 五 冗 冗 お 〇 000  J0_ 五 00 五 五 五 000 


- •一  •■一  - - • • ■■■  m — • — • —一  — 一 *— * — — 

五0五五0五0ぉ0ぉ0五0五J^JS：0ぉ五0五五0五0瓦0 


〇 五 〇 五 〇 五 〇 五‘ 五 〇 五 〇 五 五 〇 瓦 〇 五 お. 丑 〇 五 〇 冗 お 〇 五 

四 四 = 五 四 四 お 四 四 四 = 五の 阳四 = 四 四 四 冗 四 凹 五 四 四 
八 四 九 = 九 凹 九 五 四 か 四 〇 五の かお 0 五 九九 五 〇 五 00 五一 


九 


书 • 九 


五八 


六 か 


お 六 化 


五八 五八 


二 五八 五八 一 


八 

八 

八 

四 

四 

四 

四 

四 

V 

一 

呈 ■ニニ ニニ ニ 五 五 五 直 五 五 凹 四 四 

ー セ セ セ 七 セ 七 ssooo 六 六 六 

八 

四 

四 

四 

.ム 

〇 

H 

九 

四 

五 

四 

ホ 

五 

〇 

七 

1 

〇 

ピ 

g 

四 

ぉ吉 S 四 四 五己 吉 sss 四 == 四 
〇 ニ セー 六 〇 四 凹 八 四 九 = 四 九 S 

へ 四 ー セ S 九 一二 か so 六 四 ー セ 

E 

b 

Jr 

音 

陶雖. 

吸 車 成. 巧 
水 成形 塑 
度 お不性 
及に 可に 
色 適 能 就 
合しを て 二 
は更 ろは 
左に と 木が 
表 木せ 節塑 
の 節ず の 性 
如 の 木 一 、 

し 增節〇 吸 
。加の％ か 
に 一な 度 
從 五る 及 
ひ％ も 色 
益な の 合 
成 上は 
おを 粘 
をる 力 
..  を も. 充 

易の 分 
なは な 
ら 何ら 
しれず 
む もと 

を 

を 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

ち 

d 

を 

第 第 第 第 第 第 第 

九九 九 化か 九九 
九 八 セ々 五 四 = 

八 

セ 

お 

四 

H 

二 

一 

〇 

立 お 立 五 近 お 五 

0 0 0 0 0 0 0 

四 

四 

の 

四 

四 

四 

四 

四 

凹 

錐 

四 

番 

ゼ 

1 

ゲ 

ル 

吸 

〇呈毒 〇 〇 〇 云 

•四 

四 

の 

四 

维 

ち 

番 

泣 

ゼ 

1 

ゲ 

ル 

水 

'一 こ 

五 〇 五 五 〇 五 〇 

錐 

A 

ホ 

ゼ 

1 

ゲ 

ル 

度 

ち 五 〇 冗し） なお 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

錐 

四 

番 

ゼ 

I 

ゲ 

ル 

色 

五 五 四 五 巧 四 五 
ニニ 八 己 八 S S 

扣か ニニ 五八 ホ 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

錐 

ゼ 

I 

ゲ 

ル 

四 化 四 四 四 四 = 

八 五 五一 一一/ \ 

上 

上 

中 

上 

上 

上 

上 

上 

上 

绽 

八 

番 

ゼ 

1 

ゲ 

ル 

么 

ミ H ミミ H 凹 H 

一ー ゾ\  ー パ ーー 

八 九 六 〇 セ S — 

286 


藥第索 第 第 藥第第 第 第 第 第を 第を 第を' を 第 第 樂第第 带第第 第 

六 六 六 六 六々 五 五 お 五 五 お 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 S 
五 四 S ニー 〇 九 八 セ々 お 四吉；  一 〇 化 八た み 五 四 S ニー 〇 九 

四 四 巧 _ 四 四 _ 四 四 四 四 四 __ 四 四 _ 四 四 四 四 四 _ 四 四 _ 四 四 _ 四 四 四 四 四 四 


四 四’ 四 四 巧 四 四 四 四 S ミ S ミ S 四 ミ 四 四 四 四 四 S ミ == 四 四 


上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上 

ノ 

上 


上上 上上 上上 上上 上上と 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 

/ ，- 

下 下 

上上 上上 上上 上上 上 中 上上 中 上上 上上 上上 上上 上 中 上上 上上 

i 4 


第 第 第を 第 第 第 第 第 第' 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 


九九 九 八 八 > 又 八 八 八 八 八 八 八 セ セ 七 セ セ セ セ セ セ セ 六 六 六 六 
ニー 〇 .か 八 七 六 五 四 ミニー 〇 九 八 セ 六 五の ミニー 〇 九 八 セ 六 


四^ 四 ~ 匹 四 ~ 四^四^ 四^四^ 四 J51 四^四^四^?1 四^ 即^ 四 J7C1 四 _四_ 四 四 陛^四^巧 四 _ 四 _ 

四 四 四 S 四 阻 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 SS 互 SS 四 四 四 四、 

ミ. ミ. ミミ 四 四 ミミ 四 四 巧 ミミ阳 四 町 二： ニニ ニ-ミミ ミ H ミ 

上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 中中 中 上上 上上 上上 

ノ ノ ノノ  ノノ  ノノ  ノ 

.‘  上 上 上上 上上 上上 下 

上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 中 上上 上上 上上 上上 

ノノ  ノ ノ 

‘ 上下 下下 

上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 上上 中 中中 中 上上 上上 上 

ノ 

、 ‘ 上 


287 


第 

第 

第 

第 

第 

第 

を 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

九 

九 

丸 

九 

か 

化 

九 

九 

八 

セ 

六 

五 

巧 

四 

四 

四 

巧 

四 

巧 

四 

阿 

ご 

中 

ノ 

上 

上 

ノ 

下 

中 

ノ 

上 

上 

上 

上 

ノ 

下 

上 

中 

ノ 

上 

上 

ノ 

下 

中 

ノ 

上 

上 

上 

ノ 

下 

中 

ノ 

上 

上 

中 

中 

か 

上 

中 

ノ 

上 

中 

上 

吸水度は ゼ t グ グ錐四蕾 a に ては何れも四をろとし同六番 
a にて は 石英の 含量 五^ 或は 一 0% なる ものに 於て S なる る 
の あらと 雖 多くは 四に 屬す同 八霄に V は 天草 含量の 最少なる 
五％ なる もの 中 石英の 多 さものに 四なる もの あらと 雖 多くは 
一二 或 二 殊に 一二を 多し とし 二は お英 0 含量 少なる ものに 之を 見 
るを 得べ し。 • 

色合はゼ ^ググ錐四番&及六番=3化於ては木節のーニ五％が 
上なる もの 中に 中なる もの I、 二 之 あらと 雖其 他は 何れも 上 
化屬しゼ 1ゲグ錐八番に於ては大體に於て前二溫度に比し色 

な 不良なる も 前者と 同じく 木 節 含量の 多 さもの、 外は 何れも 

上に 屬 せら お 十 _ は 查體に 於て 色 合 可な なる を 示せろ。 

S 釉 との 舊裂關 係 

本 類を 巧 ± のを 測に 對 する 馨裂關 係 左の 如し。 


を 

を 

を 

第 

お 

樂 

を 

を 

樂 

第 

を 

を 

第 

巧 

を 

巧 

を 

を 

第 

第 

第 

第 

を 

を 

を. 

± 

番 

號 

五 

五 

五 

五 

匹 

四 

凹 

四 

搜 

凹 

四 

四 

四 

四 

二 

H 

二 

•一 

〇 

九 

八 

セ 

五 

四 

二 

一 

〇 

九 

八 

セ 

五 

四 

二 

一 

〇 

一- 

〇 

6 

六 

〇 

. 1 ■* 

〇 

〇 

六 

〇 

六 

〇 

六 

〇 

〇 

-JL-. 

3i 

六 

五 

ー レ 

£ 

づ一 

五 

お. 

七 

〇 

セ 

〇 

七 

〇 

七 

〇 

た 

〇 

セ 

ぶ 

セ 

5 

石 天 
草 

調 

5 

ち 

〇 

五 

お 

五: 

〇 

〇 

〇 

呈 

5 

5 

五 

〇 

〇 

〇 

ち 

五 

五 

0 

〇 

五 

〇 

粘 木 
± 節 

お 

〇 

吊. 

5 

五 

n 

i 

〇 

五 

五 

〇 

五 

五 

〇 

5 

五 

〇 

お 

〇 

五 

〇 

五 

〇 

擲 

石 

五 

0 

五 

五 

〇 

お 

お 

〇 

五 

五 

五 

〇 

お’ 

〇 

五 

0 

五 

五 

五 

〇 

五 

〇 

ち 

お 

石 

英 

合 

II 

11 

A 

— 〇 

II 

11 

II 

II 

II 

リ 

11 

II 

II 

11 

II 

11 

11 

II 

11 

么 

〇〇 

11 

A 

1〇 

II 

II 

釉第 

ゲ締 

ル燒 

錐 姐 
四 度 
番ゼ 

a 1 

II 

11 

II 

11 

II 

11 

11 

11 

II 

11 

II 

II 

公 

1〇 

II 

A 

〇〇 

II 

II 

11 

11 

么 

1〇 

II 

釉第 

II 

II 

11 

11 

11 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

11 

11 

么 

A 

II 

II 

II 

II 

II 

•II 

11 

II 

11 

釉が 

II 

II 

么 

00 

II 

11 

II 

II 

A 

1〇 

11 

II 

I! 

11 

II 

II 

么 

吉二 

11 

11 

么 

1〇 

么 

慢 

11 

Ii 

II 

热系 

ゲ締 

ル燒 

錐 淀 
六 度 
番ゼ 

a 1 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

11 

II 

II 

11 

II 

么 

〇〇 

II 

II 

II 

么 

1 ミ 

II 

り‘ 

II 

II 

釉第 

II 

II 

II 

じ 

II 

II 

11 

么 

1〇 

11 

II 

1! 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

II 

11 

II 

A 

1〇 

II 

11 

釉 i 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

么 

1 二 

II 

II 

II 

11 

1! 

II 

II 

11 

II 

II 

け 

II 

11 

II 

II 

釉宗 

ゲ締 

ル燒 

錐 狙 
八 度 
番ゼ 

1 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

11 

11 

11 

11 

II 

么 

1〇 

11 

II 

II 

11 

11 

11 

11 

釉第 

11 

11 

11 

ii 

么 

II 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

11 

11 

II 

け 

1! 

II 

II 

II 

け 

11 

11 

11 

釉 i 

H 

288 


第 窠第第 第 第 第. 第 第 第 窠第第 第を 第 窠第第 


九 

九 

丸 

ホ 

丸 

九 

九 

九 

九 

九 

み 

八 

八 

八 

八 

八 

八 

八 

八 

九 

八 

セ 

六 

五 

四 

ご 

二 

一 

〇 

九 

八 

セ 

.-〇- 

お 

巧 

童 

二 

一 

お 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

立 

を 

五 

お 

五 

五 

五 

五 

五. 

五 

〇 

〇 

广 ') 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

m 

〇 

5 

S 

5 

ろ 

5 

五 

丢 

五 

5 

5 

5 

5 

ち 

五 

五 

五 

五 

一 

一 

一 

— 

一 

一 

二 

— 

一 

一 

二 

二 

ご 

一 

五 

〇 

五 

狂 

0 

五 

5 

五 

〇 

五 

お 

5 

を 

〇 

お 

ち 

S 

〇 

五 

五 

を 

〇 

お 

〇 

五 

〇 

五 

5 

五 

〇 

ち 

5 

i 

お 

〇 

五 

〇 

II 

II 

り' 

II 

11 

么 

に 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

么 

1 三 

么 

し 

么 

— 〇 

il 

il 

厶 

GO/ 

ii 

!1 

11 

II 

II 

II 

!1 

II 

II 

.11 

11 

A 

mo 

么 

1〇 

II 

II 

II 

II 

么 

1。 

II 

II 

11 

11 

II 

么 

1 四 

!1 

II 

么 

1 四 

II 

II 

II 

f( 

II 

么 

レ 

Ii 

II 

11 

厶 

1〇 

X 

X 

X 

么 

么 

么 

么 

么 

么 

么 

1 五 お 巧 
1〇  〇〇 

II 

四 巧 
〇〇 

Ii 

11 

1 ミ 

1 六 

II 

! ミ 

〇〇 

II 

1 四 

1〇 

四 〇 

H 

II 

II 

II 

し 

Ii 

II 

么 

=— 

II 

II 

II 

II 

II 

11 

II 

II 

么 

1〇 

II 

II 

11 

么 

11 

11 

II 

ii 

11 

11 

11 

么 

1 ミ 

II 

11 

么 

1 四 

么 

公 

一 0 

么 

五三 

么 

〇〇 

11 

11 

11 

II 

II  り I'l  II  II  り り り II  II  り リ り II  II  II  II  II 

11 

11 

il 

11 

11 

II 

Ii 

II 

II 

II 

!1 

II 

么 

1 ミ 

A 

1 巧 

II 

II 

11 

II 

JI 

11 

■|l 

II 

‘り 

I! 

11 

II 

么 

1〇 

II 

11 

II 

け 

11 

么 

1〇 

il 

II 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

第 

を 

第 

第 

第 

第 

繁 

を 

第 

第 

第 

第 

第 

巧 

第 

第 

簽 

第 

第 

第 

第 

八 

七 

セ 

セ 

-t 

モ 

七 

た 

モ 

セ 

た 

ホ 

— t ■ 

* ホ 

-1^ 

六 

-JL. 

五 

お 

お 

五 

五 

五 

C) 

九 

八 

セ 

を 

四 

吉 

二 

一 

〇 

九 

八 

セ 

五 

四 

吉 

二 

一 

〇 

九 

八 

セ 

一 

ち 

四 

五 

お 

五 

お 

置！ 

五 

五 

な 

立 

五 

五 

丑 

五 

五 

五 

五 

五 

を 

お • 

五 

五 

ぷ 

五 

五 

.JU» 

六 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

五 

置 

お 

五 

五 

近 

五 

五 

五 

五 

五 

お 

〇 

〇 

〇 

五 

〇 

〇 

0 

〇 

〇 

呈 

S 

6 

孟 

吉 

五 

5 

〇 

〇 

5 

お: 

五 

五 

〇 

〇 

〇 

〇 

吉 

〇 

i 

5 

〇 

量 

ち 

ミ 

ち 

五 

〇 

五 

〇 

五 

〇 

ち. 

〇 

お 

S 

5 

〇 

ろ 

量 

〇 

五 

五 

〇 

五 

i 

お 

〇 

五 

5 

5 

五 

五 

〇 

五 

〇 

五 

五 

〇 

〇 

お 

〇 

5 

五 

〇 

五 

ち 

お 

五 

〇 

么 
i 笠 

11 

!1 

11 

Ii 

II 

II 

il 

11 

II 

11 

II 

A 

レ 

II 

!! 

il 

二り 

II 

11 

il 

11 

么 

〇〇 

11 

!i 

么 

1〇 

么 

1〇 

II 

II 

11 

11 

ii 

II 

11 

么 A 

!〇  〇〇 

!! 

II 

II 

么 

1 志 

[| 

11 

11 

Ii 

1! 

!1 

II 

么. 

1。 

II 

II 

|| 

11 

么 

1 二 

A 

1 二 

1! 

1! 

II 

II 

II 

II 

么 

四 一 

么 

1〇 

II 

II 

II 

11 

II 

11 

么 

レ 

II 

II 

11 

II 

么 

レ 

11 

么 

i ミ 

11 

11 

11 

il . 

II 

11 

il 

Ii 

II 

II 

么 

に 

!1 

II 

II 

II 

11 

II 

A 

1 四 

II 

II 

II 

i! 

A 

1〇 

II 

II 

II 

II 

A 

li 

II 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

II 

A 

io 

II 

!! 

[1 

么 

レ 

么 

HO 

么 

1〇 

1! 

11 

11 

!1 

11 

II 

么 

1。 

么 

1〇 

il 

II 

11 

II 

11 

11 

么 

1〇 

么 

io 

II 

II 

II 

II 

11 

么 

1。 

li 

II 

么 

1〇 

II 

It 

II 

il 

Ii 

II 

il 

11 

li 

II 

11 

么 

じ 

II 

II 

11 

11 

!1 

II 

!! 

1! 

A 

1。 

II 

II 

II 

11 

11 

り. 

11 

么 

!〇 

!! 

II 

11 

II 

II 

II 

II 

!1 

11 

II 

i! 

11 

II 

i! 

II 

11 

II 

II 

II 

il 11 りり！ Ml  illMMMI り IL.」U— 1_  Ji リリ II し」 しし J.  II  JUU し 
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を 生じ 易き のみなら ダ 或は お英の 少量なる もの 化 於ても 尙剝 
裂を 生ずる るの なしと せず 卽本 類に 屬 する 猛 ± は 其內に 幾 か 
の 離 裂を 生ずる ものな しとせ るる 大體に 於 V を 燒成溫 度を 通 
•じ剝 裂に 對 し安查 をらざる を認 むる を 得べ し。 
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本 類のを 强 出は 可 鐵性粘 ± たる 木 節を 含有ず る こと 少なく ' 
も 二 〇% が 上に して 何れも 陶車 成形に 適せろ。 

吸水 度 及 色 合は 左表の 如し。 
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四 結論 

本 類は 天草 おと 木 節 姑 丈に® おと 石英と と 混 加して 作らる 
、ものにして、 其 色 合は 頗る 可 良な ろと 離 前記の 如く 剝 裂に 對 
しを 查なス 調合 範圍を 指示ず る こと 能は ざるる のとし 其馨裂 
關 係を 示せる 表 中に 於て 例へ 藝 裂の 發 生を 見ざる 搔± と雖眞 
實に其 安 查を髓 保す る 能は ざる ものと ず 從て本 類に 屬 する 
逐± は 何れも 工業 上 安查に 之を 使用す るを 得ざる るのを り。 

第 十 天草 石と 木 節、 長石な 石英ょり 成 かるを 主 

一 强 主の 調合 量 及 組成々 比 

本 類に 屬 ずる 还± 調製 數は總 計 二十 種と し 其 原が 調合 比 及 
組成 分の 槪耍 比率 左の 如し。 
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吸 氷度は ゼ I グ ^ 錐 四 番 a 及.六 番 a じ 於 て は 長お の 含量多 
きもの 中には 二なる もの あろと 雖其 他は 何れも S 或は 四と し 
同八番 に 於て は 天草 巧の 多量に してよ 〇% なる もの か 或は お 
英の 多量を る ものを 除く の 外は 何れる 一にし V 吸 か 性 不良を 
ろり  • 

色 合は 天草 お 或は お英の 含量 多量なる もの 中に 上じ屬 すべ 
らごものぁらと雖槪要ゼ I グ八錐四番 a 及六番 れ に燒巧せしも 
のは 中等に して 八番じ 於て は 多くは 下等に 屬 せら。 

ご 一 a との 馨裂麗 


本 類を 搔± のを 細に 對 ずる 馨裂關 係 左の 如し。 
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上表に 示す 如く 嚳 裂に 就 で はお 英の 混和 量 一 お％、 長 おの 
混が 量 五％ をる 一巧 ±化剝 裂を 生ぜし かは 何れも 安垂 をろ。 
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- 四 結論 

本 類のを 搔± は 其 可塑性 何れも 陶車 成形に 適し 其 色を は 職 
石を 混 加せ しもの、 如く 白から ざる も然 かも 吸水性な き 3 •て 
に燒 締めざる に 於て は敢て 不良を ク とせず 嚮 裂に 對 しては 長 
巧 かの 含量 少なく お英 々多 きものじ 剝 裂を 生ずる 恐 あろと 雖 
其 他は 槪 して 安を を 6 とし 就中 適 良を る 調合 範圍 を擧 r れば 
左の 如し。  "" 

天 草 五 お— 六 五％  : 

木 S% ' 節 一一 五 1 一二 0%  、 

. 長 お 五丄 0%  . 

巧 英 五— 10%  ‘ ， 

燒成溫 度は ゼ J ダ 八 錐六番 a 前後を 可な^ とす。 

第 十 I 總 結論 

上來 記述せ るを 試驗 結果に 依れば 天草 石は 硬質陶器 逐± 原 
料と して 適當の ものた るを 認 いる ことを 得べ し然れ ども 其 天 
然產單 がは 石英 分の 含量 過大なる ものなる か 故に 良 搔± を 得 
ん には 必ず 之に 他 種の 原料を 混 加す るを 要ず 而し V 本 報吿や 
に 記載せ る 試 製 强± と 類 中天 草ち、 木 節 ± 、石英の 一二 原料よ 
ら ぶれる もの 及 天草 お、 木 節 ± 、職 巧、 石英の 四 原料 よら 成 
れる もの、 二 類は 其 配合 原料の 成分 上よ々 自然に 長石 分の 缺 


乏 とお 英 みの 過剰と じよら 釉に剝 裂を 生ずる か 或は 剝裂 をを 
じ 易き 傾向を 有せし いるが 故に 馨裂上 安定なる 良 調合を 得る 
こと 難しと 雖爾餘 の お観は 何れも 其 調合に して 適當 なる 時は 
工業 的に 使用し 得べ さ 猛± を 調製し 得べ し然れ ども 此 等を 類 
中の な 調合た る 假令其 化學的 組成み をして 殆ど 同一なる 程 相 
近似せ しいる ものなら とずる も 其 使用 原料の 異なる に從 a 物 
理的 性質を 異にし お ± の 品質は 決し V 相 同じ &を 得ず してを 
自に其 特禮を 有する を 見るべし 即 天草 おと 木 節 ± とよろ 成れ 
る® ± は 本硏か 九の 主眼 者た る 天草 石の 多量を 使用し 得べき も 
其 色 合は や 等に して 上等た るを 得ず 天草 お、 木 節 ± 、臘 およ 
ろ 成れる® ± は臘 おの 混和に よク色 合を 可 良なら しいる を 得 
べき も 燒成溫 度を 高 上せし いるを 要する のみ をらず 其 素質の 
氣孔 性を 增大 ならしめ 天草 巧、 木 節 ± 、長 およろ 成れる 巧 主 
は 長 おの 混 加に よら 燒ぶ溫 度を 低下せ しめ 而 かも 能-^ 燒締ち 
V 其 素質を 密 ならしめ 尙嚮 裂に 對し 安を 度を 大 ならしい る も 
其 色 合は 臘 巧を 混 加せ しもの、 如く 巧な なる を 得ず 天草 お、 
木 節 ± 、繼 巧、 長 およろ 成れる 逐± は臘 おと 長 巧との 混和は 
兩 者の 特性を 加味して 强± に 其 中間 性を 附與し 天草 お、 木 節 
± 、長石、 石英よ ろ 成れる 述± は 石英の 混が によら 素地の 硬 
度を 增 加し 其 色 合は 臟 おを 加へ しも \ の 如く 白から ざる も 天 
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葦 お、 木 節 ± 或は 天草な、 木 節 ± 、長 巧ょ 6 成れる 搔± に 比 
し 巧なる を 見るべし 而 して 此 等を 類に 關 する 精細なる 試驗成 
績化就 y はを 其 項に 於て 記載せ しを なて 兹に 之を 再說 せず。 

左に を 類に 於け る 良 調合 範圍な 其適當 燒成溫 度を 摘 錄し同 
時に 良 調を 範圍に 基け る 良逐出 調合 例を 表示 せん。 


も 及 天 
の お 草 
英 、 

よ 木 - 
リ 節 
成 、 
れ長 
る 石 

も 及 天 
の 長 草 
石 、 

よ 木 
り 節 
成 、 
れ機 

る お 

よ 天 
リ 草 

成 、 

る 木 
も 節 

の 及 

長 

石 

よ 天 
リ 草 
成 、 

れ 木 
る 節 
も 巧 
の 猶 
石 

れ天 
る 草 
も 及 
の 木 

節 

と 

ジ 

巧 

を 

± 

轉 

類 

良 

識 

合 

範 

園 

石 長 木 天 
英お節 草 
二 五 
3i •ぷ立 立 

1 1 % 1 
一一 內六 
0 〇 外 五 
% % % 

長 磯 木 天 
おお 節 草 
一一 六 
五 0 五 〇 

1 1 1 % 
一ニ ニ內 

0 0 0外 
% % % 

長 木 天 

石 節 草 
一 

ー ゾ、 

五 〇 0 

1 1 1 
~ S 六 
五 〇 五 
% % % 

纖木天 
お 節を 

ホ 

五 五 〇 

1 ! % 
ニニ 內 
五 五 か 
% % 

木 天 
節 草 

ニモ 
〇 〇 

1 1 
ミ-八 
〇 〇 
% % 

お' 長 木 天 
英石節 草 

一ー ニ 九 
〇 〇 五 五 
% % % % 

~ •二 六 
五 〇 五 〇 
% '%  % % 

長 鱗木 天 
石 お 節 草 

一 •六 

〇 おお 〇 
% % % % 

五 〇 五 〇 
% % % % 

長 木 天 
お 節 草 

一二 六 
五 〇 五 
% % % 

鐵木天 
石 節 草 

ニー 六 
お 五 〇 
% % % 

一 一 

— — • — - へ 

〇 〇 〇 
% % % 

木 天 
節 草 

ニモ 
五 五 

X % 

を 

な 

± 

調 

合 

例 

番 ゼ 
a I 

前 ゲ 
後 ル 

錐 

を ゼ 
a I 

1 ゲ 
ホ ル 

番 錐 

〇|  五 

ホ ゼ 
a ] 

1 ゲ 
五 ル 

を 錐 
a 四 

番ゼ 
a 1 

1 ゲ 
八 ル 

を 錐 

番ゼ 
a I 

1 ゲ 
六 ル 

を 錐 

a 五 

燒適 
成當 
溫ナ 
度 ル 

な 上 記述せ し試驗 成績は 匆論隔 種 原が と雖其 品質の 異 かる 
に從ひ 差異 あるる の なれば 上表な 調合 範圍 等の 如きる 使用 原 
料の 品質に 準じて 加減すべき ものな ちとす 而 して 實際 工業 的 
製造に がて 如何なる 種類 如何なる 調合の 还 主を 採用ず べき や 
に 就て は 製造 せんとず る 器物の 種類 使用 せんとす る 原料の 品 
質な 價格其 他！ 般 營業經 濟の關 係を 斟酌し V 決を すべき もの 
をれば おに 之を 指 承す るを 得ず と 離 本硏究 はを 原が 性質 上の 
利害得失に 就 含て 資する 處蓋 鮮少なら ざる もの あるべく 當業 

者 能く 之を 熟讀觀 味せば 其 選を に對し 得る 處 決して 少なから 
ざるべし。 二 元) 

織 舞 

A 爆 一 醜 珪酸器  * 

- 最近 使用 さる、 耐火が 料 中 炼融珪 酸は 化學 工業を 實驗の 目 
的に 對し最 緊要と 成る に 至れら 故に 踏 融珪酸 製 器物の 製造は 
過去 數 年間に 於て 數 多の 實驗的 製作者の 注意を 惹起せ ろ 之れ 
查く此 材料が 特種の 牲 質を 有し 且つ 從ホ科 學的及 工業 的の 目 
的に 使用せ し 唯】 の 白金 又は 同樣 の窩價 が 料の 代用品と し V 
此を 利用し 得る が爲 めを ろ。 
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用途  炼識珪 藤は 耐火が 稱 として 第一に 棒、 管、 虹、 巧 

禍 、マツ フ 八、 レ ト八卜 、蒸發 皿、 燃燒 皿な フラ クコ 等の 製 
造に 用 ふ 特に 高 溢に 於て 侵蚀性 酸を 使用ず る 處に用 ふ。 爆】 爵 
珪酸 器は 又 窩溫に 於て 大切なる 電氣 絕緣體 にして 熱電氣 高熱 
計、 整溫器 (サ— モス タット) あ 電流の 通ぜる 針金と もつ て 
卷 ける 絕緣管 ょら 成る 電氣爐 の 組立 化 使用す 化 學的實 驗に於 
V は 搔融珪 酸は 多く ユナの 實驗用 硝子 及 化學用 磁器 义 白金を 
耐火が 料と して 使用す る淺 合に 其 代用品と をす。 

製造 法 營業的 炼融珪 酸 製 器物の 製造を 成ずに 二 法 あろ 
(a) 炼 離を 酸 水素 吹管に 化ろ なす 方法に しで 淸^ 結晶 岩 (お 
英) を 用 ふる 際には 美しき 硝モ樣 製品を 造る 然れ ども 操作 困 
難に して 大 をる 器物を 造る 事を 得ず 此方 法は 法 の y 口 萬の 
Ltd. に 依ろ 營業 的に 使用 さる (b  ) 電氣爐 に 依る 方法に して 純 
粹の 破を 使用ず 此 法は 一 五 ザ n ン入 ろのを 器 又は 一二 巧の 徑 
so 巧の 長さの 管の 如き 大形の もろを 製造し 得然 れ典此 等の 
品物は 石英ょ ろ 造りし 品物の 如く 透明なら ず 之れ 微細の 氣袍 
を 其 中に 含む ため なれ 共 其が ため 大 おの 目的に 使用し 得ざる 
事な し 透明性を 附 加す るには 過烙の 方法に 依る 巧し 然る 時は 
能く 光满 とならむ 此方 法は， rhermal  syndicate.  Ltd •に 依ら 用 
ひらる 數 多の 特許に 依ろ 保護され 居る ために 詳細に 發 表する 


とる 現 だは 使用し 得ず。 

狩 性 爆融珪 酸ょ ろ 造れる 容器の 次ぎに 示す 特性は 興味 
ある 巧し 其 特性は 特に Thermal  syndicate.  Ltd •の 製品に 依 
る 此はづ treosi 一なる 商 名に て販賣 さる 然れ共 烙融珪 酸ょり 
造れる 几ての 器物に 對 しまと して 適用し 得 烙融珪 酸の まなる 
性質は 熱 及 酸に 對し大 なる 抵抗 性を 有ず る 事な* ろ。 

耐熱性  烙融珪 酸は 多くの 耐火 材料 中最 耐火性に して 殆 
むと 白金と 同一 溫度 (攝巧 一 よ OOI 一八 0 〇) に炼 ける 然れ 
ど 炼融點 は明權 ならず 其 認め 得 可き 柔 化は 攝巧一 お 〇〇 度 
(特に 壓 力を 加 ふる か 其 物を ロハ だ 一端に 近 かく 支へ るなら ば/心 
に y 起る 後に 失透の 處に V 說峭 する 如く 餘り 高溫じ 使が する 
事を 得ず 烙融珪 酸ょ ろ 造れる 器物を 攝巧 一二 00 度が 上に 繰 
这し 熱する 時は 不規則る る收 縮を をし 且つ 次第に 破は る、 か 
若しくは 解 子が 態 ょら 結晶 狀態 (0 瓦を 〇ヴ ロ ごを 又は ーピミ 3 豪) 
に 次第に 變 化する ために 失透す。 又 燃料 ょら ホる 灰の 如き ア 
八 カリ 又は® 某 性の 塵埃を する 時には 其夕解 一層 迅速なら。 

熱の 急 變に祝 ゆる 事 炫融珪 酸ょ ち 造れる 器物は 著しく 
溫 度の 急變に 耐え 得るな ろ 之に て 造れる 寒冷なる 淺隨を 直ら 
じ ホ 熱せる マツ フ八 中に 入る る も 破壊す る 事を し 甘つ 同一 管 
の 各部に 於て 溫 度の 大差 ある ま、 にて 保持ず る 事を 得 么れ此 


5? 種 器物が 轟 溢 計の 鞠 あ 多くの 工業 的 且つ 化學 的の 目的に 對し 
待に 有効なる 所な なろ ホ マッ フグの 時に 於て は 苑斯を 浸透せ 
しめざる 事と 相 待つ て 甚だ 貴重なる 性質な 6 小品 物を 赤熱し 
y 之を 急' に 氷 中に 投 ずる も 破れざる 事は 事實 なら 化 特質は 查 
く 搔融珪 酸の 膨脹 係數の 非常に ホなる 事に 基因ず 攝氏 一一 G 
〇 度な 下の 溫 度に ては 平均 0*000000 五 化に しで 約硝 
子のと 分の 一な ろ。 

失透  炼融珪 酸は 非常なる 耐火性 なれ お 長期 間 最高 溫に 
使用す る 時は 跪 弱になる 傾向 あろ 勿論 之は 硝モ狀 態ょり 結晶 
狀 態に 變 化する に 基く  national  ^physical  Ijaboratory は 次の 
如 含報吿 をな せろ 八 

一般に 强 度の 消失は 漸 やく 攝巧 一二 一〇 度に て 始ま 6 一一 
八 八 度に ではを の 消失 あら 然れど 八 時間 加熱した る 後に 於て 
も 大したる ものに あらず 攝氏 ニニ 五 0 度に 四時 間 熱する 時は 
强 度に 於て 四 0( 五 0% の 減少 あろ 强度镇 失の 割を は溫 度の 
上昇と 共に 甚だ 迅速に 增 加ず 然れ ども 炼融珪 酸を 攝 巧】 二 〇 
〇 度な 上の 溫 度に 永續 して 曝ら し 得 ざれ おもし 長期 間 棚 熱を 
續け ざれば 非常なる 高溫 化ても 良く 使用し 轉る ことを 了解せ 
しを らい 例へは 高溫 測定に 於て 烙融珪 酸よ ろ 作れる 管を 極 高 
溫化 於ても の 目的を 早 やく II 嚴む ためには 廣く 使用 さる R.SOS- 


Ban は 失透は 又 炫融珪 酷を 攝巧一 100  — 一一と 五 度に 度々 に 冷 
却す る 時に 起る 事を 見出せろ 之れ なー タ轉換 の範圍 なれば 
を々。 

祝 酸性  溶融 珪 酸は 弗化水素酸 及 窩溫に 於け る 鱗 酸な 外 
如 阿なる 駿 にも 侵されず 憐 酸の 珪 酸に 作用す る 溢 度は 約攝巧 
幽〇〇 度に て 始まる 故に 普通の 目的に 對 しては 烙融珪 酸は 擁 
酸と 共に 安垂に 使用し 得備 酸硝艘 及鹽體 又は 王水の 如 さ此等 
の 混合物には 之の 材料は 絕對に 作用され ず 加熱 弗 酸及雜 酸を 
除きて は 白金 製を 器の 代用品と して 充分に 使用し 得。 

耐アルカリ性  炼融珪 酸は ア八 カリに 對し 充分に 抵抗 性 
あら をれ ょろ 造れる 巧禍は 植物 性 物質、 石炭の 如き もの、 燃 
燒に俊 用し 得 化の 如き ものが 燃燒 ずる 時には 蠻基性 又は アグ 
カブ 性 灰分を 殘留ず 此の 如き 燃燒 にて 普通 達する 溫度 (摄 .巧 
約 九 〇〇 度} に 於て 燦融珪 酸は 耐火性 磯 器の 如く 烈しく 侵蚀 
されず I 層 髙溫に 於て はア八 カリ 及鹽 基は 旌 酸と 結合して 爆 
融牲珪 酸® を 造る 然れ共 破 壞は珪 酷の 平潛 面の ために 極く 徐 
々に 起る 酸化 銅 酸化 鉛 及 或る 他の 酸化 金屬は 一層 明白なる 腐. 
蚀 作用を 有す 炼融珪 酸鹽を アスベスト とおに 熱ず 巧から ず烙 
融珪 酸ょ 6 造れる 容器 やの 巧 點は其 中に て 少量の 重 硫酸 加里 
を燦 かして 取 除き 得 巧し。 
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電氣的 性質  電氣 絕緣體 として 燦離珪 酸は 硝子 磁器 及 同 
樣の 物質ょ ろ 優良なら 抵抗は 溫 度の 上昇と 共に 極 僅かに 臧少 
す尙 1 曆 利益なる 事には 濕氣 がを の 表面に 1 凝結せ ず 故に 表 
面 よらの 漏洩は 硝子な 窯業 製品の 時に 於け るよりも 遙に 僅少 
なら 次表よ I^ational  physical  Labora す ry に 於て 發 表せし 報 
を よらな ク しるのに して 烙融珪 酸及穗 々の溫 度に 於け る 或 種 
硝子の 絕緣 性の 比較を をず。 


蘇 飄殺慰 


募 中 (嘟 離な 列) 


氧み (H， 斗 察 磕昭) 


药舜 谋韩 ^ 々♦ 斗 I 卜 韓 巧 お韩 乂 、 斗 > 卜 請 诏 族韩 、 、 斗 I 
(煎 巧】  em  (韶夕  , 


島。  200,00 0,000 (た卜 
1 50。 200,80 ,00 口々 
230。  20,000 ,00 〇々 
投〇。  2,500 ，含 〇々 


】8。 

一を。 


500,000 
， 100 


直础 巧〕 

一ろ  ‘200,000^00  (た.. b、 
115。  W 6,000 ,000  > 

1 50。 18,000 ,0( こ々 


750n 


0,1—0 心 


沒 0。 

空 0。 


30 と 00 
望 0 


き 


比電 導を 畳 這二 •五丄 二 •六な ろ。 

透明性 炼融珪 酸 器の 比重は 約 二 •二に しで ィ再 sosil (說明 
前 示) の ものは 僅かに 二 ，〇 八な ろ。 

比熱は W.  R W ミ te 氏に 依れげ 攝氏一 〇〇 度に 於て 〇 •一 
八 巧に して お 〇〇 度に 於て 〇 こ ニニと じして 同じく と 00— 
一一 〇〇 度に ては 〇 •二 おなら 化よ 001 一】 00 度の 溫度 


にて は 失透の 爲 めに 影響を ぶく。  ' ’ 
•違 透 性 炫融珪 酸よ ろ 造れる 品物は 攝氏 一】 〇〇 度に て 
水素 酸素 窒素を 浸透せ しい 然れど 化 〇〇 度に ては 透らず 此浸 
透 性は 珪 酸よ 6 造れる 管に して 且つ 白金 線を あする 時に 非常 
なる 晴 害になる 然れ どもれよ 6 低溫 にて は不 浸透性に してを 
くの 目的に 對し 有効なる 器物を 造る。 

ジル 3 ニア 珪酸器  燦融珪 酸に ジ严コ ニァの 一% を 加 ふ 
る 時は 一層 耐ァ八 カリ 性と なり 失透に 對 する 傾 巧を 臧 少し 機 
械的强 度を 增 加ず。  ' 

{^Kefractory  客 器 erials  旨 eir  INIaniifacture  and  uses) (綿； を 

.乂 工場 監督者に 對ナる 注意 一二 

(一) 石炭 貯 藏に關 する 注意 

おおを 最も 經濟 的に 使用ず る 一方 法は、 もの 搬入 搬出に 際 
し 出 ホる 限ら 崩壞を 少なから しむる ことこれ なろ】 何と なれ 
は紛 おは、 塊 炭に 比し 使用 價値 小なる のみ をらず、 貯藏瘍 の 
立縷よ 6 見る も 誠に 恐るべく 思いべき ものを ろ。 即ら かの 巧 
炭の 启然發 火よ 6 豫測 せざる 大摹を 惹起ず る こと ある も、 を 
の 原因と すると ころは、 一に 粉炭に あれば なり。 

赃炭瘍 の 法式を 選を ずる 類 合には 次に 示す 諸點に 注意ず る 
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を 要す。 

一、  胺炭瘍 としで 有利なる 瘍 所、 規模ぶ び 地勢 

二、  欲する 設備に 對 して 必要なる を 積の 計算 
ご 一、 要する 設計 費 .、 

四、  維持費 

五、  工事費 

六、  お 炭の 取扱に 基く 崩壞量 
ぶ、 腊藏 期間 

八、 氣候 

.理想的 貯炭 瘍を 設計す る縷 合の 必要 條件 

一、  貯炭 擦と して 十分なる 面積を 有する こと 

二、  次の 瘍合 にがて 迹 速に 且つ 經濟 的に 巧 はれ 得る こと、 

ィ 、運搬 革は て 貯藏瘍 に 搬入す る L し& 

. n 、 貯藏瘍 ょら 石炭を 搬出 するとき、 特に 潑火 したる 瘍 
合 もの 部分を 迅速 じ 搬出し 得べき こと 
ご 一、 手近の 瘍 所に 適當 なる 給水 裝 置を 有する こ •と 
化米ィ オフに 於け る 燃 お 嫌瓦會 社の 貯炭 瘍 は、 高 含 板 張ろ 
の 床を 有し 其の 長さ 五 〇 間、 窯瘍の 一端ょ 6 約 五間距 たろ 居 
れ ろ。 架臺の 下の 空間には 練 あを 敷き 運搬 車を 藏す るに 便に 
せろ。 > 


(二) 經濟 的を る コグク 入べ グト 

。少ク 入べ 八卜 のまなる 効能は、 と A を 完查に 防ぎ 得る こ 
とこれ をろ。 從 つて このべ 八 卜を用 ふれば、 動力 費を 節約し 
得る 一〇 と 多大な ろ。 

今摄に 一箇年 二 千 囉のお 炭を 用 ふる 工場 あろと し、】 順 拾 
圆 とずれば、 お 炭 代 一箇年 二萬圓 となる。 而 して 查エ 瘍內に 
於け るべ グト のとろを、 平均 八％ とすれば、 燃料費の みの 損 
失 だけにて 千 六 巧圓 となる。 

とろの ため 生ずる 損失を 計算ず るには、 先づ べグト のとち 
の 巧 分 率を 見出す こと 必要な ろ。 即も 今日 白回轉 ずへ き 調 革 
が 化 十二 同轉 しかせぬ とすれば、 べグト のとな は 


八％ なら。 これに 一箇年の 石炭 代を 乘 ずれば 
20 こ 00 コ X.0S  = ;L6003 

千 六 巧圓 はとり にょる 一箇年の 損失な ろ。 

然れ どもと A のために 生ずる、 精確なる 損失 商を 計算ず る 
ことは を 易なら ず。 何と なれば 燃料費の みが、 損失の 查 部を 
占む る ものに あらず して、 と A のためにべ グトは 非常に 速 か 
に 損傷 せらる、 もの なれば をろ。 故に 前記 おお 代は 損失の】 
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部分と 見て 可な ろ。 

例へ ば n 心ク 入べ ー グトを 使用す ると さは、 とる ことな 含た 
め 損傷 少なく、 十耸 間は 安を に 使用ず る ことを 得と すれば、 
コ八ク なさ ベ^卜は を 命 短く、 同 優 格の ものにして 八 箇年位 
か 使用 出 ホず。 故に 今查エ 傷內に 使用ず るべ 八卜 の、 最初 
の僞 格を 一萬圓 とずれば、 一箇年 平均 憤 格 コ八ク 入の 方は】 
千圆 なる に對 し、 コグク なき 方は 一千一 一巧 五十 圓 となる。 故に 
べ八卜 代と して 一年に 二な 五十 圓 、十 年間には 二 千 五 巧 圓、 
n 八ク 入を 使用 するとき は 利益を 得らる'、 こと、 なる。 が 上 
の 結果は 唯一 例に 過ぎざる が 故に、 エ瘍 監督者は ょく 自 5 の 
エ 襟に 於け る狀 態を おて、 これに 注意す るを 耍 す。 こがが た 
め 今 一般 式を 揭ザ 0 て 計算の 便に 供すべし。 

- souu、 く.； 么八プ ごな 皆 (韦) 

. : N り 峨 鞍ぇ (じ が耐 ホ^ か) 尽お皆 (、お) 

巧 u ぇ/ スブ ご挪を 0 婦踪 (画) 

とずれば コ八ク 入べ 八卜を 使用す るた めに 得らる、 利益は 次 
まを がで 示さるべし。 

- (Nc  — Ish  巧 ミ 

. S 

次に 又生產 鳥の 點 をる 考 ふるを 要ず。 例へ ば 前記 ェ據】 日 


の生產 高が、 ベ^卜のと ろなければ 四千 圓 なろ とす。 然るに 
今 八％ のとろ あるが 故に、 機械の 運轉 ももれ だけ 臧ぜ られ、 
從つ で 生 產高も 四千 圓 得られず して 實 際は 
4000 1 ( 4000  X 8^  ) U 3 爱〇占 

S 千 六 百 八十 圓 となる。 これを】 般 式に 示さに 


li リ L 受け 心 W 媒酿挪 S 簿み (輕) 

1DU 猫 巧 I 巧 0 お祕挪 (画} 

SU 么、 V ザ 0 なか (％) 

この 生產窩 の贼少 はを べグト のたら を 留め、 機械の 麵轉 速、 
度を 增郁 ずる ことにょ ち回收 する ことを 得るな ろ。 而し V こ 
れが ために も コ八ク 入べ 八卜を 使用す るを 最善の 方法と ず。 

ベ パトのと りを をく すれば 廻轉を 速め 得る のみ をらず、 速度 
を 均一と なる が 故に、 円みの 生產 高は 向上し】 をすべし。 
(ilich  & C 夏、 Kecord.  April 夕 19复  (複本) 
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本發 明は 溶解 硝子の 排岀孔 口にが て义は 硝子が 該化 口を 通過した る 後に がて 硝 
子の 懸吊 力え 變 化せし め て 溶解 硝子を 塊狀物 又は 巧狀物 にお 端し 而 して 之を が 
給 部の 硝子を み 離す る處 のぞ 法に 關し其 目的と する 庭は 硝子を 一を み 量の 塊狀物 
として 型に 人る、 に最 都合 克 きおと なして 供給すべき 有効 簡易なる 方法を 得ん と 
する にち リ 
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磁器 燒成裝 置 


ち 一二、 六 
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本發 巧は 耐乂性 あ緣燒 r ト チ」 の 座 面に 燒 成せん とする 器物と 同質 資料の 溶 主を 
珪 おがを はて 被 包すべく せる 複 r ト チ」 を裝 着し 其 面に 塑造せ る 器物を 載 置して 燒 
固せ しむべき 遊 器 燒成裝 置に 巧リ其 目的と する 巧は 磯 器 資料の 廢棄を 著し < 節滅 
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本發 明は まとして 薩氣を 流入せ しむえ 簡單 なる 氣 道を 形成す るの 目的を 達せん 
をめ 特に 溝 又は 凹を 設けを る 礫 おにて 建造せられ 且 連設爐 のをの 劃 壁 間に 設けら 
れ適 及盧の 加熱 裝 置を 妨 ぐる ことなく 取 外し 得べき 濁 立の 裝置 たるべき 特徵を 有 
し 加 さ盧及 加熱 裝 置に 關 係な < 膨脹し 又は 調整し 得べき 獨立完 をなる 裝 置より 成 
る 祈の おお 爐义は 類似 爐の暖 熱 回收裝 置に 係り 其 目的と する 巧は 化 巧 使用せられ 


たる 此 種の 裝 置に 化して 極めて 簡單 なる のかなら ず 完全なる か 業を 與 ふる 最進步 
せる 裝 置を 與 へんと する にあり 
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本發 巧は 格識 硝子が 最初 中を 狀に於 出せられ て嬉 型に で收受 せらる、 な 前に 此 
が 料を 豫め 長大なら しむる に當リ 集收巧 料に 往復 縦 運動を 與 へんた め 中を 必 軸と 
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® 窯業 工場に 關 ずる 端 計 (I 齡駭 館輔) 

本 表は 職工な 徒弟を 通じ 十 人は 上を 有する 工場を 調査した る ものに て 巧 約 四十 
二 年 及 大正 一一 一年の 事 賞は 巧 巧 凹 十二 年 十】 巧發 ホの 農 巧 お 巧を 第五 十九 號 工場 統 
計報吿 規則に 依り 平均 一日 職工 (徒を 其 化 直接 作業に 化 事す る ものを 含む 3 五 人は 
上を 使用す る 工場に 就き 調査した る ものょり 十 人な 上の 工場を 抽出した る ものな 
るを はて 從來の 訓令に 依り 調査した る 事 货 と 比較す るは を 當を缺 くの 虞 あれ ども 
參 ちとして 褐 げたる ものな リ •(大正 五 年 十二月 末曰现 が) 
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原動力を 用ゐる j 一 種 
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東洋 陶器 擴張 


ル 倉 市外 徳崎 東洋 陶器 株ぶ 會 社は 大亞六 年 五月 十五 日 あ古屋 市日 本 陶器 株ま會 
社の 姉妹 會社 として 創立せられ 目下 資本金 巧 萬圓中 第】 回 二十 五萬圓 第二 回 十 萬 
圓 、合計 一一 一十 五 萬 圓の拂 込を 了し 同年 十月 第一 期 用に 屬 する 工事を 終り 直に 衛生 
陶器 卽 ちを 風 便器、， 洗面器、 浴槽 類 わ 製造に 着手せ るが 洋式 衛生 陶器 製造は 我國 
にがけ る 噴 矢に して 東洋 陶器 會社 創な 前約 六 年間に 直り 日本 陶器 會社內 にあり て 
苦 ふ 硏究を 爲し齋 東洋 陶器の 創立と なり 第】 期 用に 屬し六 米突 窯 一一を をはて 之が 
製造に 專從 する に 至れる が 未だ 職工の 技倆 充 かならず 舶來 品に 比し 劣れる 事數等 
なる ょり 本年 中は 試作を 兼ね 內 地の 汽車 汽船 及 洋風 家屋 用と して 供給し 居れる 狀 
憩な リ第 一期 乙に 屬 する 分は 今 四月 中に 築 窯 家屋 建造を 終り 六 米突 窯 S 基を はて 
磁製及 陶製 洋食 器 卓上 用具 裝飾 具顯の 製造に 專從 する 豫を にて 事業 開始は 六 セ 巧 
頃に 至る 巧し 而 して 磁器は 多年 日本 陶器 會祖に 於て 製造し 歐ホ 輸出を 目的と し 居 
たる 事と て 多少 自信 あるょり 製 おを 出す に 至ら ば 日本 陶器 會班 のが 給す をを 瓶 ひ 
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ホち ホ 面に 輸出す る計畫 にて 若し 輸巧禁 化 ホら る、 魔には 加奈陀 巧 度ち 那ホ 巧に 
向つ て輸 巧す る 事と なる 可し 尙 陶器 製造に 要する 原料は 熊本縣 天草に 產 する 長 お 
及 天草 石、 愛知、 岐阜、 朝鮮、 福 岡 縣田川 郡础巧 原に 產 する 珪 石、 岡 山、 山 口兩縣 
產の擲 石、 朝鮮， 滿洲產 の 耐义粘 ± 、福 岡 縣築上 郡ぶ 枝 村、 山 口 縣厚狹 郡 ホ 面に 
產 する ± 類を 輸入‘ 又は 移入し つ、 をリ '因に 工場 敷地は 五 萬 己 千 坪に して 現を 原動 
力は 電動機 =1 十五 基、 約 セ 巧 馬力、 職工 百 己 十 名なる が 本年度 內に五 百 名に 增 加す 
べし バ 四月 二十 五日 福 岡 日日 新聞)  - 

• 大阪 窯業 會社 

大阪 窯業 會 紙に 百は が 年下 半期を なて 埼玉鱗 草 加工 場 第】 期 横 張計晝 及び 其 他 
を 工場に がける 耐火 揀冗 工場の 摘 張を 了した れぱ 今期は 前期に 比し 見るべき 製產 
數 量の お 加は なきが 煉冗市 煩は 前期に 比すれば 二割 內 外の 騰貴を 示し 居れる も從 
- つて お 炭の 暴騰 甚だしければ 同社の 今期の 煉瓦 益金は 前期と 同一に して S 十萬圓 
內 外なる が 如し 化 外 今期は 一 一千 嘶 級】 隻 一二 千 お 百 順 級 一隻の' 船 水 あり 右二 •隻の 造 
船 益金を 加算せば 優にす 萬 圓巧赏 に 達する が 如しが' 0 て 前 巧營業 益金 八十 萬圓 
(プ レミ ャム 益を ホ 十四 萬圓を 除きた る もの) ょリ增 加す る譯 にて セ 八 萬圓の 利得 
稅を 課せら るぺ きも 配當は 前期の 一一 一割を 維持す べしと 豫 おさる。 (五月の 日中 外商 
業 新報)  . 、 

•窯業と 化 九州 

大正 窯業 株式 會 社長を 家隆か 氏に 同社 巧 本 高太郞 氏を 伴 ひ 二十 五日 午前 八 時 四 
十み 着の 列車に てホ關 直に 渡 巧した るが 其 談に曰 < 當會 社は 大阪 にあり て 一一 一十 萬 
同の 合資な りしを 去る 一二 月 十五 日 巧-一十 萬 脚の 株式 會 晒に 變更し 耐乂煉 冗のを 種 
及び 化學 陶器を 製造し 年 產額セ 十 萬 個の 豫 をなる か製產 おはま 那朝鲜 A ぴ內 地に 
巧 給し 又化學 陶器は 米國に 輸出の 皆な リ巧 巧には 耐乂煉 冗 製造所は 約 六十 ケ 所の 
多き を算 する も 硬質陶器を 總 合して 製 出す る 窯業 會 社は 他に 巧 ホせ ず今问 視察の 
目的は 小 倉、 黒 崎、 八幡、 戸畑 方而 にがで 製鐵所 勃興の 結果と して 耐火煉瓦の 需要 
旺盛なる をはて 此ホ 面の が 冗 製產情 化を 視察し 會 社經營 の參考 とせん 考 へなる が 


思 ふに 化 九州の 煉瓦 需 嬰は 益々 盛んにして 從 つて 驚 業は 有望なる べし。 (四 巧 二十 
々日 馬 關每日 新聞： > 、 

■•窯 業界の 近况  • 

窯 業界 口 期 節 柄 製造の か 時朔に 入れる をな て漸ホ 製品の 增 加を 來 しつ、 をる が 
ー ホ 建築 界も 义繁 化 期に 入る をはて 賣行 益々 好 况を呈 しつ、 をり。 

煉瓦 需嬰巧 盛 漸く 製造の 閑散 期を 過ぎ 製品の 增 加を 見つ、 あれ ど 需要は 益々 
お 盛に してが 給 愈々 逼迫を をげ つ、 あるを はて 最近 各 幾 品 一 萬 本に 對し 平均 十圓 
ホの 値上と 决を せる 結果 ル 管 物は 上燒過 二百 十五 圓中燒 過 二百 五 圓下燒 過 百 八十 
五 劇の 棚 場と なれる が 供給 不足の 狀况は 依然 持績 せらる べきを なて 前途 益々 强含 
みの 模様な りと。 

瓦 類 目下 底値 建築 巧の 繁忙と がに 漸次 好が を呈 せる が 昨年の 大慕 風に 際し 霜 
要激 おを 見從 つて 相場 も 暴騰を 演出せ るが 漸次 反動を の 商 狀を呈 せる 矢先 地 瓦の 
入这 遽に增 加せ る爲め 益々 不勢を 星し 最近 S 河 產上楼 巧 枚 四 脚 九十 錢同塔 州產お 
圓 八十 錢本兩 両磨中 巧 接は 一一 一河 產六圓 九十 錢同尾 州 產は九 閒を唱 へ义地 冗は か 面 
奴蜡 はの 圓 五十 錢同兩 面 磨 切込梭 は五圃 八十 錢を唱 へつ、 あるが 期 節 柄 雄 築 裳た 
期に 入りつ、 をる をはて 此邊を 底値と し 漸次 好が に轉 ずべ しと 觀 測せられ 居れ 

洋 灰な々 强含 セメントは 需要 益々 化 盛なる に 製造 原料 及 燃料 昂腾 のな めが 場 
は 益々 强 含みの 化 巧なる が 安値 時代の 契約 品 も 最早 八 分 通り 製造 濟み になれ ど 消 
费を侧 之は 上の 騰貴に ては 買 おへの 振 合 なれば 今 巧の 値上には 蹟路 しつ、 ある 模 
様な れぱ當 かは 强巧 合の 儘に て 推移すべき 狀勢 にあり 最近が 場は S 百 八十が 度 入 
一 稼に て淺 野、 小 お 田、 をが は 何れも 九圓鈴 木、 日本、 一一 一重は 何れも 八圆 六十 錢 
搜 は八圓 八十 錢を唱 へ 居れり。 (五ち 五日 中外 商業 新報) 

•關 門 窯業の 增資 

同會 社は 四 巧 二十 八日 午な】 時ょ n 本社 內 にがて 臨時 株 ま 總會を 開き 左の 議案 
を可决 しをり 
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第一 號 議案 
' i 案 

一般 事業 擴 張の 養に 充 っる 爲め 左記の ホ 法に 依り 資本金を 增 加す 
】 現せ 資本金 五を 萬 圓に對 し 更に 壹巧萬 圓を增 加し 總 資本 額を 壹巧五 矜萬圓 と 

ず 

一一 增資領 壹百萬 圓を說 萬 株 (1 株 おを 圓 一に 分ち 現 巧 お 數壺萬 株を 併せ 總株數 
を參萬 株と す I 
一一一新株ま或萬株のみ壹窝株は大正セ年四巧拾參日現が^株主に對し其所有株壹 
巧に せ 新株 式壹 株を 割 當て殘 餘壹萬 株を 一般 公募と す . 

四 新株 式は 其 四み の壹 (壹 株に 付 金 拾 或圓五 拾錢) 桃 込む ものと す 
立殘餘 株式 壹萬 株金 額 五 拾萬圓 公募の ホ 法は 取締役 會 のみ 議に 依り 之を おむ 
六 新株 巧 引受 申这 期限 及第 壹巧 株金 拂 込の 時期 並に 新株 式 ホ 込 期限 內に 引受な 
き 株式の 處み其 他 前記を 巧の 外 必要の 事項に 關 しては 吸 締役會 のあ議 にみ リ 
之を をむ 

第二 麵案  . 

’ 一 を 歎 改正案-  . 

を 歎 第 ご 一條 中 『五 拾 萬圓』 を 『童 巧 五 拾 萬闯』 に 同 第 六條ゃ 『晝萬 株』 を 『參萬 株』 
と 改正す。 (凹 巧 二十 九日 門 司 新報) 

•森が 組 擴張乎 

陶器 界の 悲境を 一般に 唱えて ゐる此 時に 際し 何を 感ずった か 森が 組が 擴張 計畫 
を樹 て、 わると を ふ。 

何でもみ 工場を 作る とを ふの だ そして 場が を 遮を 中で をつ たやぅ だが 略 纏まつ 
たらしい 樣子 場所は 愛知 郡 呼 續町字 高 田 總坪數 一 萬 五 千 坪を 買 入れを との 曠而し 
同所は 東郊 耕地整理 組合の 地內 未だ 內約 位の 模様 じ や。 

砲兵 工廠を 東へ 進んだ 處で 地主との 交渉は 濟んだ 様子を しくは 知らぬ お 森が 組 
の 事業 じ やな < て 同 組の 重要 者 個人の 化 事 だと 云 ふ 多々 乂倉 和親 クン お 九州の 專 
業の 盛り返しを 化の 邊で やる の だら う。 


奔走を は 前 愛知 郡を 今の 農が 椅エ 課を 巧々 隆矣 クン 近 藤が 績 一つで 彼の 邊一帶 
が繁榮 したのを 慣 つての 鶏 力ら しい ドシ {やれ。 (四 g 廿九目 名 古 屋每口 新聞) 

©陶磁器 品評 會審 查報吿 

五月 四 曰 執 巧せられ たる 化 賀縣西 松 浦 郡 陶磯器 品評を 雕 査報吿 左の 如し 
本 目を 卜し 第二 十二 回 西 松 浦 郡 陶磁器 品評 會 褒賞 授與 巧を 擧巧 せらる、 に赏 
り攤查 長と して 審査の 成績を 報を する は ルな の 光 まとす る 所な リ人 問の 嗜 巧は 
時に 隨て變 化する ことは 洋の 東西を 問は ず 之を H 藝 あに 徵 する も 义 昔時よ リの 
遺品に 其證を 求む る も 皆然ら ざるは なし ホ 社會の 未開より 開 巧に 進む に 隨ひ諸 
般の 事物 益々 複雜 となり 人の 嗜好 も變化 極まりなく 今 目の 流行は 巧 曰の 盛を 期 
し 難き は歐ホ 先進 國の 現况を 見る 明瞭なる べし 
本应の 出品を 通觀 チる に 器物の 品質に がて 意匠 圖案 にがて 又は 其 憤が にがて 
化の 進 運に 伴 ひな 良を 加へ たる 點 殺から ぎる は 火に 喜ぶべし と 雖も內 地 向 製品 
として 本會 陶磁器が 其 品 貫に がて 吾闽 陶磁器 巧の 覇を 握れり とは 言へ 尙 改良の 
餘 地の 存す るを 見 衣み に 本 品 中の か國向 製品に 在りて はまと して 舆意區 の繪が 
にかて 評すれば ホ だはて 至れ リ盡 せりと 言 ふを 得ず 踩 にる 那寫 2 如きは 彩 料の 
品質 及繪せ 法に がて 支那 人の 技巧に 及ばざる が あり 宜しく 巧を する 巧 をるべし 
製品の 價 がは 九を 燒の 夫の 如く 高價 ならず と雖も 世人 往 々有 田 燒の高 價に失 
する を說 くは 其勞の 如何を 知らざる 素人の 言な り •両も 其 業に 依りて 生活す るが 
の 人は 尙 巧を 傾乂 るの 値な しとせ ず 夫れ 高價の 品の 賣れ 難く して 廉價 品の 賣れ 
易き は 化の 常事の か當 業者 宜しく 么に顧 か 可 叩廉價 にして を 質の 製品を 夕 量に 
製 出し 社會の 需用に 應 ずるの 策を 採らざる 巧らず 

本ち 二日より を 普に 清 手し 本會の 出品人 員 七十 二人の 出品 千 四な 八十 點を藉 
査員 諸氏と 典に 精巧に 藉查 して 得た る 成績に 化り 一等賞 一一 一人 二等賞 八 人 一一 一等賞 
十 置 人の 等 賞 十六 人を 撥 賞し 了れ りなに 是 を報吿 して 授賞 あらん 事を 申請す 
大冗セ 年 五月の 扫 

審査 長 佐賀縣 技師 •黑 田政憲 

(五月 六 百佐賀 新聞)' 
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•ル 曾 原 燒近况 

福井縣 丹を 郡宮 崎が ル 曾 原 陶器 販賣 信用組合の 經營に 係る ル 曾 原燒は 近が 釉藥 
の改 をと 色彩の 硏兔 をま^し 工業技術 負 上の が九郞 巧を 聘 して 專ら 之れ が 改善に 
努力し つ、 るる も該 組合は 連年 缺 損の 度を 增 し來れ るに 六 年度 ホに かては 二百 五 
十 圓の純 おを 見る に 至れり 製品 比較的 優良なる に 拘らず 販路 極めて 狹 みなる は 道 
路不完 をに して 運輸 至難なる ょリ往 々車 載 貨物の 轉覆破 壌す る ものを りて 製造 能 
率 も现狀 維持に 留め 唯 だ 白山が 安養ず 分 H 場に がての み 石川縣 九を 燒の 原料 素燒 
を 製を し 同地 方面に 姻 送し 居れる か】 時 有望な りし 滋智 縣倩樂 燒摸擬 製造品 も 細 
藥 及を 彩 おに 粗雜 にて 中央 市場に 败 退し 唯 だ止眷 のか 昨今 盛んに 製造され つ、 あ 
りと。 (四月 十一 一日 福 井新 聞) 

•本 鄕 陶器の 其 後 

福 島 縣大沼 郡本鄕 町に がける を津 陶磁器 原料 臓 買贩賣 組合に ては 本縣の 補助を 
受け お出 製を 工場を 新設し 事業を 開始せ るが 機械の 働き 度 好なる をな て 更に 進ん 
で フレットを 据 巧け 大沼 郡ょり 五百圓 化會津 郡ょ リニ 巧 五十 圓の 補助を 受 く る こ 
と、 なり々 回は 機械 モ J トルは 更に 二十 冗 梅 力の 新麟 入して 攘 張を 圖リ つ、 をり 
と パ おち 十二 日 福 鳥 新聞〕 

•陶器 產 額激增 

岐阜 縣 陶磁器のを 產 地出岐 郡に がける が 年中の 產额は 製造 戶数 一千 百 二十】 戶 
磯 エ八千 百 一一 一十 己 人、 本 燒塵百 九十 五侧 、錦链 二な セ 個、 素燒寵 四な セ 十一】 一個、 
石炭 盛 一一な 四十 八 個を 產憤額 家具 及 裝飾品 四十 一二 萬 一二 千 二な 圆 、飮 食器 四百 八十 
五 萬 八 千 四十 一圓、 H 業が 品 十 凹 萬 五 千 百 五十 一圓、 護 誤受器 十一 萬 セ 千 阿、 合計 
五な お 十五 萬 一一 一千一 二百 九十 二网 にして 前年に 比しを 産額は 贷に巧 六十 餘萬 圓を激 
巧した るは 歐米 及び 南が、 印度支那 方面への 新 販路 開 巧の 結果に して 製造 戶 あの 
如きは】 ケ 年間に 巧 九十 八 戸を お化し】 ホ 製 産 能力 お 進と 製品 統一を 圆る爲 め 動 
力 使用 ま激 おし たれば 從 ホの 手工 職人の 必耍 なく 爲 めに 各 工場に 於け る 職工 使用 


數は 九百餘 あを 减 ずるに 至れ リとバ 四ち 十六 日 蚊を 日日 新损い 

® 梓 島 陶磁器 

が 島 郡に がける を 年中の 陶 破器狀 がは 製造 戶數 一二 十一 二戶 職工 数 男子 九十 六 人 女 
子ご十化八を計巧二十九人にして其の窯數口本燒窯数四十登至數六-^九間其他十 . 
六 筒なる が 更に 其の 製造品 中 輸出 向 及び 內 地の 別に 示す 時は 輸出 向 工業用 お 四千 
五 百 闯が他 一 萬 九 千 二百 五十 圓計 一一 一 萬 一二 千 セな 五十 圓內地 向 家具 及び 裝飾品 セ 千. 
八な 圓飮を 器 二 萬 四千 五百圆 工業 巧 品 一一 一千 阀玩か 二 一千 セな 五十 阅其他 七 萬 六 千 百 
五十 圓計 十一 萬 直 千 二な 圓總計 十四 萬 八 千 九 百 五十 圆に义 び 之を 前年度に 比すれ、 
ば 輸出 巧に 二 萬 二 一千 二百 五十 岡 内地 向に セ 萬 五 千 セな 五十 圓總計 九 萬 九 千 劇の お 
加な りと。 (四 巧 十一 一一 日 佐賀な 日が 聞) 

® 伊豫 郡の 陶磁器  ， 

大正 六 年度 やに 於け るが 豫郡 陶磁器の 産額は 地 向 十八 萬圓 、輸出品 一二 十八 萬圓 
計 五十六 萬圓 にして 之れ を 前年度に 比すれば 游んど 倍が の お 加を 巧した るが 輸巧 
品の 多 < は 南洋 南支 及び 印 お ホ 面に 化 向けられ 內 化を 方面に 於け る 需用 品 中 重な 
る 物は 茶碗、 幷 鉢、 皿、 裝飾 品等な リと而 して 之れ に從 事す る 職工 數は 一千 セ 百 
一 こ 十 人む りと パ 四月 十五 日か豫 日々 新聞〕 

•陶磁器 製造 高 

が 年中 廣烏縣 にかけ る 陶磁器 製造 戶數は 五十 セ戶 にして 職工 巧ち 二十 四 あ女吉 
十 お 計な 五十 四 あ 窯 數はネ 燒窯数 凹 十 凹、 窯 数百 五十六、 錦 驚 二、 其 他 一一 一十、 傾 額 
家み 及 裝飾品 一 萬 凹 千な 一剧飲 食器 一 萬 五千阁 製造品 工業 品 一巧 五 千 间其他 一 萬 
一千 六な 二十 圓計五 萬 セ 巧 セ 十一 脚に して 前年 製造品 偶 额は四 萬 一一 一巧 九十の 圓な 
リ 。(四月 十六 日 お 公 諭) 
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化ん 之 部 
】 金 晝巧八 拾 六圓也 
內譯 

一 金 善巧武 拾 六圓也 
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ま巧么 部- 
一 金 壹百八 拾 六圓也 

巧譯  ， 
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一 金 八 圓或拾 セ錢也 
一 金九圓 七 拾 セ錢也 

一 金 六 圓セ拾 戴錢也 
が 上 

大正 セ 年 五月 二十 五 曰 


總 睽入额 

六拾參 人み 會費 
寄附  金 
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通 
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管 


費 
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全 巧 員が 山 昇 君 
冗 製造 袭太田 巧 太 郎君 
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◎會員 移動’ 

朝鮮 黃 海道 兼 二 郁一 一; 菱製鐵 所 松嚼参 二君 
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化 賀縣西 松 浦 郡 有 田が 帝國 窯業 株式 會紀  東 鞭 吉美お 
ル 倉 巿外德 崎 東洋 陶器 株式 會社  巧 木 一二 郎君 
大阪市 化 區上福 島中 四 T 目 太陽 電球 株式 會社  淸 水ぶ おお 
を 西 區旧中 町 一 五 0 大正 窯業な 式會社  ■ 田 積 熊み 郞君 

◎名義 變更 

本誌 第參 巧八號 新入 會員 欄に 巧 川 平み 君と あるを 深 川 六 助を 名義に 變更す 

◎領收 書目 


自第八 七 化號 
至 第 八 九五號 


おを 巧 公報 

工業化 學雜誌 第二 四： 一二 號 
ェ學貪 誌 第 四】 セ號 
日本 鑛業會 誌 第一 一一 九 か，‘ 
建築 雜誌 第一 一ー セ六號 


地會學 雜誌議 j 一詔 羅 
內外 商工 時報 第五 接 第五 號 
主 木 建築 ェ學第 四九號 
地 學雜誌 第一 一一 五 ill 聽 


商品 陳列 館報吿 


窠 八お號 


ホ齒 硝子 新報 第二 〇八號 


日本 陶磁器 時報^ 

日本 窯業 新報-第 
が 上 


『年 

I 旣 

八號 


を 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一 一巧 捻壹號 

(大正 セ 年 七月) 

筛圖 1 訊 巧}" 

本 號攝圖 は雲模 樣を染 付と 甘る 支那 式 碗と 皿の 圖案 にして 
會貢中 村 猶喜智 氏の 案な ク。  • 

含 一一  1 訊款 又)."^^^ 

化擧 上ょり 見 元る 本邦 磁器の 成み な 
其 改良に 就て 

を 日 員 松風 工業 株式 會社 ヒ寸爾 一 
會員 取締役 兼 工務 監督 ゴ朽彌 一長 

第 I .緒言 

本邦 碟 器は 化學上 ょら 見て 如何なる 組成 かを 有する や、 之 
を闡 明を らし 0 るは、 其 品質 改良 上の 根本的 一大 要素に して 
斯業の 發達上 頗る 緊要の 事な 6 とす。 

近代に 於け る陶雜 器化學 巧の 泰斗 ゼ t ゲ八博 丈が、 牲年本 
邦 磯 器に 就て 研究す る 所 あ 6 て、 今を 去る 二十と 年 前 即千八 
巧 九十】 年に、 其 報 文を 獨 乙の 粘 虫 工業 樵 誌 (Tgi  口 dIrie 
Zeit 旨 g) に揭 載せし な ホ、 歐米 はては 著書 其 化に 之を 引用し 


一般に 今に 至る ま V， 我 邦 磯 器の 化學 成分に 封し 左の み 子 式 
を附 輿す るを 見るべし。 

搔主 0.310 .吟巧〇- l.Albs  6.217 •を  ip.  - 

釉藥 l.np  0た，0.55|0.送貪〇ミ 3.66 ム •た- 5.04sip. 

抑 本邦 磯 器は 前記の 分子式を なて 其化學 成分を 代表し 得べ 
きものを る や、 盖疑 なき 能は ざるを ろ。 

又 本邦 磯 器に 關 ずる 本邦に 於け る 硏究に 就て は、 今よ クー ニ 
十 餘年前 農 商務省に 於 で、 雇 獨乙人 ォスヵ 八、 n 八 セ グト巧 
ま宰の 下に 初めて 學術 的に 之を 施行し、 其 成績は 日本 陶 業の 
著と をろ て 現 はれ、 斯 業界を 禪益 する 所 少なかず と 離、 其 試 
驗硏究 は 还± に 止 違ろ て 細藥に 及さざる のみならず、 其 供 試 
材 辯の 遮 集 上に 於ても 遺憾の 點 少なし とせす。 夫れ 本邦 磁器 
窯は 何れも 燒 成の 際 窯內を 部に 於け る溫 度の 不 均】 なること 
歐洲に 於け る 磁器 窯に 比し 著しく 大な るが 故に、 歐洲 化て は 
をエ 傷が 使用す る お ± を釉藥 は、 燒成溫 度 上よ ろ 多くは 單に 
一種 化 止まれる も、 本邦に 於て は 少なくも 强弱 一二 二種 多， は 
四 お 種 化 上れろ、 化の 故に 本邦 磯 器を 硏究 せんには、 供試標 
本と して 同ー エ瘍 より 强 弱を 種に 渉りて 之を 採集す るに あら 
ざれば、 其を 豹を 知悉す る こと 能は ざるる のなる に、 日ネ陶 
業に ては 供 試 お-^ して】 エ瘍よ 6 僅に 其 一種のを ± のみを 採 
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集し、 然 かも 其 遮 集 撰 擇の陶 業 上に 智 織を 有せざる 地方 官吏 
に 化て 爲 され、 其 遮 集 品は 强弱 何れに 屬 する ものる るかを 記 
ず 處な 含は、 厮究 上の 一大 か點 たるを 免れず、 從て 之に 依ろ 
て 得た る 成績に 化ち、 本邦 磁器の 化學 成分を 充分に 窺知 せん 
ことは 盖 不可能なら ずん ば あらず。 日本 陶 業な 外に 本邦 磁器 
の化學 成分 化關し 一二 一一の 報 文な しとせ ざる も、 未だ 前揭 せる 
疑問を 氷解し、 本邦 磁器 还± な釉藥 の化學 成分を 闡 明なら し 
いるに おる もの あるを 見ず。 之を なて 余は 農 商務省 X 業試驗 
所 技師と して 同 巧 第一 一一 部長 お 職 や、 之が 調査 研究を 企 書し、 
國內を 生產地 ょら 其が 料を 鬼 集して 遂次 之を 試驗 ずる こと 多 
年な ろしが、 旣に 本邦 髓器 製造 上に 於け る 代表的 ま產 地た る 
尾 張 美 濃 及 肥 前を 始めと し •其 遮 集 品の 試驗を 了へ たる もの 
少なからずして、 今や 槪要 本邦 磁器 姪 主 及細藥 の化擧 成分を 
知る におる もの あるが 故に、 掠に 其 成績を 發 表し、 之に 就て 
聊か 論評す る 巧 あらんと す。 

第二 本邦 磁器 症 主の 化 撃が み 

余輩の 遮 集せ し 磯 器 强± は 何れも 未燒 物と し、 其 試 驗を施 

巧せ しものは 愛知 縣 產八穗 、岐阜 縣產 一一 一十 お 種、 を 賀縣產 八 

種、 其 他 京都 出 お祗部 及平淸 水のを 地產を 合せて 八 種、 總計 

お 十九 種なら とす、 其 分が 結果を 示せば を 表の 如し。 


第一 表 本邦 磁器 强± 化 學分拆 表 


產 地な  品名 


をな 縣漱戶 

瀬戶原 ± お 藏巧世 五號が ± 
同 同 

同 货 一一 一 號を止 
同 同 

同 サ五號 を ± 
同 同 

千 峯園强 を 主 
同 同 
同 

同 同 

淑戶陶 ± 生産組合 並を 主 
同 品 野 
巧 見 善 太 
阿 同 
同 
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同 

同 司 
同 
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睛 同 
同 

同 同 
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同 
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同 .献知 
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同 同 
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同. 
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同 

同 市 之 倉 
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中を 丈 
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是灵丟 吴を是 皇 きちを お 式 お 貨違篇 置 


同 山 向 同ず 愛 お 
お 媛魄 

縣が  縣縣 

同 平 3' お 本 破 出 
淸 部 石 
水 和 

平 鼎 
並-とが 

if、 等 並並 

了^ •が  が が 

出 ± 止 王 十. 


瀬 同 京 同を 京 同 同 巧 おお i 同 同 同 香 同 淡 巧 义同城 佐 同 同 

戸 都 蘭 e, 賀 

^ + 古 户 1 川 面 島縣 

^ 同が 同 H 同 同 同 同が •同 I 同 藏同山 有‘ 同 
美 都 居. 本 搏ホ臧 ぉ 田 

を陶  ュ‘ じ、 春 


濃 


料 


太 

み亭郞 


向 向 向會 

お 上 上 社 四 S 二 一 

等 等 製 等等 等等 お 並 おが 弱 
±$ 巧 巧が が 巧が がが なが 
主； hihiihih  尘主 ±止±± 


登-^ ち 是录着 黃署意 呈雪受 夏 吉 六丟 完运呈 5 云 

同 同が 同 同 间同同 巧网同 同み 同 同 同 林 同 和 同 同 同 波 同 水 同 伽を 同 同 同 同時 同 同 紫 同 问同同 同 加 お 同 同 
藤 藤が 電又泉  多 緋務  m 松 

同 五 俊 同 同が， 端 同 m 肥 巧 同ち 同 益;^ 同 野 同 r 妻 か ホ 同 同 同 同 笠 同 同滕同 同 
がぶ  勝 お 可1円 お 衛 兼 おが 受 .木^^淸  原 

を 二 S 具 瓶み 物 皿 皿 S 

門 郞 郞 巧用郞 巧 用 わ 巧郞  S 平 

中 上 中 

弱 中 お 中强弱 中よ 玉を 並並 等 中 が お 中 强强弱 中强弱 
胚を 巧を が おが  巧が 巧 巧 がな おながが が お 


± 

十一 

± 

± 

± 

± 

止 

± 

± 

± 

止 

± 

± 

± 

± 

出 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

查 

這 

ホ 

六 

ふ 

ブミ 

i 

で 

で 

を 

空 

盖 

ホ 

苗 

か 

い 1 
花 

お 

ぉ 

ふ 

畜 

九 

さ 

へ 

六 

入 

六 

i 

六 

巧 

皇 

某 

-t3 

也 

黃 

也 

占 

巧 

皇 

ぉ 

ち 

入 

a 

喊 

品 

入 

xm 

ち 

お 

い， 

ぉ 

六 

ス 

二 

六 

二 

♦ . 

口 

im 

も 

1 

桑 

f/M 

/、 

k 

六 

i 

亭 

i 

ご 

含 

〇 

畜 

〇 

巧 

〇 

去 

〇 

八 

二 

〇 

入 

八 

<=> 

を 

を 

• 

0 

四 

九 

CD 

を 

〇 

ミ 

〇 

お 

CD 

レ 

0 

妾 

CD 

i 

0 

: 

〇 

皇 

〇 

み 

〇 

な 

。 

の 

• 

〇 

i 

。 

m 

〇 

S 

し 

m 

口 

ふ 

レ 

。 

i 

〇 

5 

〇 

占 

口 

妾 

C-) 

六 

〇 

。 

吉 

C_> 

i 

し 

ち 

CD 

二 

S • 

1; 

CJ 

i 

〇 

寞 

〇 

ち 

〇 

お 

〇 

i 

〇 

窒 

cz> 

<3 

ム 

襄 

CD 

• 

。 

。 

i 

〇 

CD 

畫 

。 

ご 

〇 

〇 

を 

〇 

〇 

〇 

矣 

〇 

k 

0 

堯 

し 

宝 

〇 

〇 

CD 

堯 

〇 

突 

ミ 

i 

へ 

全 

A 

が 

を 

又 

矣 

-4  - 

g 

曼 

四 

幸 

ミ 

ぉ 

凹 

を 

レ 

k 

四 

〇 

ミ 

を 

が ‘ 

で 

ミ 

/〜 

ミ 

尧 

巧 

h 

ミ 

5 

/•、 

ご 

こ 

ミ 

浸 

ミ 

九‘ 

ぶ 

丟 

浸 

皇 

其 

17 -り 
すし 

:: 

ご 

ぉ 

量 

元 

を 

呈 

の 

壹 

ち 

量 

黃 

岩 

六 

言 

ち 

A 

A 

m 

ふ 

三 

琶 

ち 

を 

二 

兰 

i 

3CL 

S 

广） 

九 

か 

ふ 

呂 

妄 

8 

ご 

号 

§ 

ろ 

§ 

会 

8 

室 

S 

を 

8 

CD 

8 

客 

完 

§ 

含 

ち 

客 

妄 

に j 

浸 

吉 

广’ 

ち 

8 

占 

8 

〇 

* 

S 

i 

妄 •な I 

寧 

た •呈 

這 ふ I 

至 二で 

皇妾 

ち •ち 
を人お 

ち こ 一四 

ち 一 •君 I 

享貨 

老三 一六 

ち ，00 

吾 ふの 

ち こ ニニ 

ち •な 

皇 •ミ 


去 Q 

.一ち〇入を〇 


でか！ 

でき |0 

于這 

ぞみ 

クな 

で 空 


-量 一〇 


ミ 03 

〇入 九 


:芸 


と 

? 一 凹 jO 


〕 •置 ミミ 甲‘ ぉ 


打 

ろ 交一 

|〇 ふ 

ろ 里- 


A 香 •ち 

菩皇 {K 暑 iv 皂 


ち； しみを 


クた 
ク〇へ 
で 量 

< る 

子を 

ク云 


0 入 一 
黄 


た •党 

〇玄 


，ち a こ 一八 I 

■な〕 


亏衰 

言 •き 


0 •妄 


ゴご ぉ 

〕 •ち 凹 凹 


-哀 


0 •星：！ •貧 子ち 


亏呈 一一 

>0 ぉ 

岩 •三 

V10 


2 吾 •云 


を 


さ 


ち 
0 •芳 
To へ 
を 


号 童 

0 •一六 

0 •巧 一 

0 こ 巧 


一四 

な 一 
ミ 
J へ 
予急 


ミ 八 3 至 一 

0 •更 一子云 


三。 
>责 
0 •ぶ I 


さ ふ^ 音 •护 

il.Q< 


3 •量 

一一 •三 


ち •冥 

一一 •号 

T 竺 


さ 


甲 C 八 

亨ち 

一- 

-.  知 

ミ •宾 

.己 


3 •旁 

子た 一入 八 


三 二 四 


ち 占〇 

ミ •へ 0 


16 吉ム互 

云 ふ 一 


-登 


TS 言を 


皇 


空の •留 


0 ミ 四 一 

-S.R 

S〕 •ミ 

_ 呂妄 

ioa.u 

をな 

ー ミ 竞 

10Q 童 

53 こ. ホ 
一客 こ一い 
一 浸 こ 1C 

琴 一八 

100 会 

1〔 

100 •さ 一 

§ •至 

琴 01 


< ち 0 


上表の 分析 成績に 基 さ 其み モ 式を 算出せば 左の 如し。 

第一！ 表 分子式を がて 示せる 本邦 磯 器な ± の化學 
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のと 地方 別に 線 合し、 其 成み 難 圍を求 りれば ての 如し。 
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第一 II あ 邦 磁器 瑚藥 の化學 成々 

余輩の 麗集 せし 釉藥は 何れも 未だ 燒 成を 受けさる ホ釉 にし 
て、 旣に 試驗を 施行 ザし ものは、 愛知 縣瀬 戶燒 用八穗 、.佐 賀 

縣有田 燒用八 種、 愛 據縣祗 部燒用 W 極、 山形 縣 を 淸水燒 用 お 

種、 合計 二十 あ禮 ぶら とず、 其化學 分が 結果を 示せば 下表の 


如し。 


第 四 表 本邦 磁器 釉藥 の化學 分析表 
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第 四從來 泰西 藝術界 にがで 認 みられ ク 、ある 
木 邦 磁器の 化學 成み は適實 ならず 

上 巧 記述せ し試驗 結果に 依れげ、 本邦 磁器 强 十 •及 釉藥の 化 
學 成分は、 從來 泰西 學術 巧に 於て 認識 せらる るが 如 5 狹 小を 
る 範圍に 包を せらる る ものに あらず して、 其を 成績を 總 おせ 
る 敬 園は 左の 如く 頗る 廣 きものを るを 知るべき をら。 

蛋主  a26!p57 巧 0*  一 .Alwo ゴ 46s  — s.21sio- 
細樂  一. 巧 0、  0.32 — 0.99A13O ミ 2.2718 .26810- 
尙 前記を 試驗 成績の 內 をを 地方 別に 依ら 巧 細に 觀 察せん か 
搔± に 於て 尾 張 及 美 濃產巧 ±即 所謂 尾 濃 搔± は、 之を ゼ* ■ゲ 
八 博 ± の試驗 研究に 基け る 本邦 强± の化學 分子式に 比し 珪酸 
々ぉ 兵に 乏しく 鹽基か E0 に 富ろ sio。 に 就 V は、 进ハ等 
價量のゼ t ゲル式の箭圍內に入るものは僅かに垄數の幽分の 
一强 にしで、 多 數は沪 〇等價 量な 下な りと し、 就中な •な 等價 
畳を 超へ たる ものは 圣數を 通じ 僅かに 其 十四 分の 一 弱に 過ぎ 
ず。义 が0じ就では、ビ 1ゲグ式に依て示されたる範圍內なる 
ご. 310.4 •等 價量內 に 入る ものは、 僅かに 垒數の 約 九分の 一な 
る扣 種な 6 とし、 而 かも 此五 種の sip 等價 量は 何れも 5.66 
な 下にして、 圣部ゼ I ゲ八 式の 範 園に 達せざる を 見るべき を 
ら 。則 余輩の 調を 試驗 せし 尾 濃產还 ± 四十 一二 穗は 、•一  もゼ— 


グ八博 ± に 依て 示された る 化 學み子 式の 範圍內 に 入る ものを 
く、 悉く 其範圍 外に 脫 出せる が 如 さ 奇異なる 成績を 呈せ 6'。 
然るに 之に 反し 肥 前 出 お及祗 部產还 十-に 化學 分子式を 通覺せ 
んょ 其 多 數はゼ —ゲ八 式の 範圍 內に屬 し、 之に 屬 せざる も 
のと雖極めて相近似し、 此等地方產搔±は大體に於てゼ！ダ 
火 式の 確實 なる を 承認 せら。 

抑 本邦 赚 器は 其 搔± 原料の 性質 上ょ ろ 之を 一 一大 種に 區 別し 
得べ し。 一は 还± として 强 可塑性 粘 ± なる 蛙 目 或は 木 節 或は 
化兩 者に 長 おなお 英を 調和せ しものに して、 尾 濃 磁器は 之に 
屬 し、 我 邦 磁器 生產 額の 大部分は 實に此 種 ょら 成れろ。 一は 
还 十； として 石英 粗 面 3 石 或は 之 化 類似せ る 火成岩の 分解 作用を 
受けて 變 質した る ものを 使用す るか、 或は 此 等の 變質 火成岩 
を ま 成み とし 之に 多少の 補助 原料を 調和せ しものに しで、 肥 
前* 加賀 •東都 •出 お •會津 •平淸 水 等のを 磁器は 之に 屬 し、 就 
中腮：！|磁器は本種中の最重要なるものにして、 其-王原料はお 
英粗面 岩の 分解 作用を 受けた る 肥 後天 草 島 蘆の 所謂 天草 巧 或 
は 肥 前を 巧 建の 泉 山 おとし、 おを 產 額に 於ても 本 種の 大部分 
を 占有せ り。 

斯く 本邦 磁器は 大禮に 於て 原料と して 粘 ± •長 おなお 英を 
調和す る 尾 濃 系統と、 變質 火成岩を 使用す る 肥 前 其 他の 系統 
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との 二種に 區 別し 得べ^ ものなる が、 余輩の 試驗 成績に 依れ 
ば、 從來 泰西 學術界 に 於て 知らる る 本邦 磯 器® ± の化學 成分 
は、 賞に 肥 前 系に 屬 する ものにして、 尾 濃 系に 屬 する ものは 
查然 其範圍 外なる を 認知し 得べき なな。 之に 依て 見れば、 從 
來歐洲 學術界 に 於て 試 驗硏究 せられた る 本邦 磁器は、 或は 單 
に 肥 前 系 磁器の みに 立う 6 しじ もらざる なきや。 盖肥前 磁器 
は 本邦 磯 器 中 其 創製の 最ホ をる ものた るの みならず、 其 品質 
にがても 巧な なる が 故に、 古くょ ろ歐洲 に喧傳 せられ、 又 同 
地は 本邦 磁器 製造 界に始 みで 泰西の 科學的 智識を 注入せ し、 
獨人ヮ グネグ 巧の 來朝後 第一に 占居せ し處 をれば、 本邦 磁器 
原料、 还出 及釉藥 等の 試驗 資料と して 歐洲學 術 界に供 結され 
しものは、 先づ 同地 方產の ものた ろしなる ベく、 爾來 泰西に 
於ての みならず 、本邦に 於ても 製陶 學術界 は 次第に 進 步し巧 
らしに 拘 はらす 本す 磁器に 關し 精細なる 調査 硏究を 施 巧せ 
しもの なかろ しょ A、 世界の 學術界 に 於て 今日に 至る まで、 
本邦 磁器は 異に 其 一局部に 依て 代表せられ、 其 垄般は 闡明サ 
られ ざち しもの ならん か。 

次ぎに 釉藥じ 就て 觀 察せん に、 之を 地方 別 上よ々 せげ 瀬戶 
釉は有 田釉と 祗部釉 はを 淸水釉 と 槪赂相 近似し、 而 して 化 兩 
者 間に 差異 あるを 認む るを 轉 ベく、 义化兩 者を ゼ！ グ声博 ± 


化 依て 示された る 本邦 釉藥 の化學 分子式に 比すれば、 祗部釉 
な ホ淸水 湖は 何れもが 0 に 富みと bs あ sip の等價 量に 於 
て 低く、 其强 軸は ゼ—グ 八 式の 範圍 巧に 屬せ ろと 離、 弱釉は 
同範圍 よりもと 2P 及 空 02 等價 量の 小なる を 見るべし。 么 
に 反し 瀬戶釉 及を 田 釉は巧 C 化 乏しく とと 3 及 空 02 等價量 
に於ム 高く.、 其の 弱 細は 同 式の 範圍內 に 含 3 るる も、 强釉は 
とと 3 及 502 等價 量の 同氏よ ろる 大を るを 見るべく、 卽何 
れの 釉藥も 之を 地方 則に 綜合す る 時は、 其範 圍のゼ I グ少博 
± 試驗の 成績 箭圍 異なる を 見るべ^ をろ。 斯くゼ ■グ 八懷 
± の試驗 成績に 化れば 本邦 釉藥 の化學 成み 難圍 は、 本邦 一地 
方 じ 於け る 釉藥の 一部 例へ が 肥 前釉に 於て は、 單じ其 弱釉の 
成分の みと】 致す る も、 之を 地方 別と 甘る 查釉藥 成分の 何れ 
の範圍 とも 差異 ある 巧な の ものは、 盖 本邦 磁器 釉藥は 前に も 
述べし かく、 をエ瘍 伺れ も 燒成溫 度の 强弱 上よ ろ、 其 調合を 
異にせる 數 種の 釉藥を 使用す るに 拘 はらず、 ゼ—ダ 八 博 ± の 
試驗に 於け る 供 試 標本は、 恐らく 釉 藥の强 弱を 體 k 渉ら ざら 
し 結果に 依る なるべく、 がて 同 成績は なて 本邦 磁器 釉藥の 成 
分シ 代表す る じ 充分なら ざる ものた るを 知るべき なろ。 

第五 化學 成み 上より ずる 本邦 磁器の な 長 
本邦 磁器の 化學 成分は 如何なる ものなる やは •前來 記述せ 
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b 處に 化な 之を 知る ことを 得た ろ、 而 して 化化學 成み は 硬質 
磁器と して 適 良の ものな ろ や、 或は 之が 改善を 必要な ろと ず 
る や •之れ 實に 余輩が ー ホを 進めて 考究を 爲 さざる 可から ざ 
る處な 6 とす。 抑 本邦 磯 器は 之を 獻洲硬 磁器に 比し 其 品質の 
脆弱なる ミとは、 一般に 認識 せらる る處 にして、 我 海外 貿易 
上に 於ても、 從巧 之に 關 する 非難は 常に 聞く 處 なろ。 果して 
然れば 本邦 碟 器は 之を 歐洲硬 磁器に 比し、 其化學 成分 上に 於 
て 差異を 有するな さや、 今 試みに 余輩の 試驗 成績に 基け る 本 
邦 磁器の 代表者た る 尾 濃 及 肥 前 埋± の化學 成分と、 歐洲 著明 
の 硬 磁器 还± の化學 成分と を 比較 せんか、 即左 おの 如し。 

尾濃搔  ± 0.36~0.57ro  1.A1A  4.68  7.01sip 
肥 前强主  0.2610 .4冥0  1.A12P  6.SIS 菱吞 

納 P3  1 0.35110 一 占 P ド S —3.。 S 吞 

\\ブン，タグ\ 

りた 章丄^  > —0.W  ジ〇 一 .Albs  4.2  —4.S  密夕 

1ジ重还± 

上表に 依れば 歐洲 著明の 硬 磁器 墟± は、 と。 〇3 の 一等 價量 
じ對 し、； RO は 0.210 .35 等價 量に して、 咨 P は 2 お一  4.S 
等價 量を るに、 尾 濃が 王は と" OW の 一等 價 量に 對 し、 ヴ〇 は 
0.3610 .57 等價 量、 Si 谷は 4.6817 .01 等價盧 なろ とし、 之 


を 歐洲逐 ± に 比すれば 巧 〇及密 02 の 二 成み に 於て 共に 過 富 
なる を 見るべく。 又 肥 前 逐± はと" 〇3 の 一等 價 量に 對 し、 
110 は a26  — p45 等價 量、 sip は 6bol7 .袭 等價量 はして、 
之を 歐洲 が ± に 比すれば 巧 0 に 於て 或る ものは 同等に して 或 
る ものは 多量な 6 とし、 sip に 於て は 著しく 多大 じして 殆ん 
ど倍數 なる を 見るべし。 

抑搔 i 中に 於け る鹽基 分の 過多は 搔± の炼融 度を 低下し、 
之を して 硝子 質たら しめ、 依て がて 其 脆弱性を 大 ならしめ、 
珪酸分 含を 量の 多大 もが 變± 分の 多 さるのに 比し 墟± の 脆性 
を增 加ず る もの なれば、 其 脆性を 矯正し 之を し V 强 鞍なら し 
めんじは、 尾 濃 磁器に 在て は、 其鹽基 及珪酸 分を 臧 少して 變 
主み を增 加せ しめ、 肥 前 磁器に 在て は、 珪酸 分を 减 少して 變 
± 分を增 加せ しいる を 要する ものと す。 然り而 して 尾 濃 磁器 
に 於て は、 其 还± 中の 變王 はまと して 之を 蛙 目 粘 ± ょら、 盤 
基は 之を 長石 ょら、 珪 酷は 之を お英 J ろ 仰ぐ ものな C ば、 變 
± の增 加は 蛛目粘 ± 混和 量の 增 加を •鹽 基の 賊少は 長 お 混和 
量の 觸少 を、 珪 酸の 减少 はお 英 混和 量の 减少を 意味す る もの 
をる が、 噓目粘 止の 混和 量を 現を な 上に 增 加せ A ことは 搔± 
の可遵 性を 過大 じし、 同時に 之が 乾燥 及燒 ぶの 際に 於け る收 
縮を 過大を らしい るの みならず、 其 色 合を も 不良なら しむべ 
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く、 絶て 現が 使用の 厭が のみを がて、 其 變± みの 含有量を 現 
をな 上に 增大 ならし' むる は、 决 して 良 お ± を 得る 所な にあら 
ざるな ろ、 之が 爲め 余輩は 從來 尾濃猛 丈の 調製 上馨主 質原稱 
として、 同地 方產睡 目の 如き 强 可塑性 粧 主が 外に、 良好なる 
弱 可塑性 粘丈屬 物の 供給を 要望しつつ あ 6 しと 雖 、本邦 產弱 
可塑性 粘 ± 質 物と して 知られた る 原料は、 白 繪± の 如き、 苗 
木產な 出の 如き、 S 石產臟 おの 如き 等、 或は 其 品質の 不純を 
るよ ろ、 或は 其產 出額の 寡少なる よち、 何れも 適當 なる 使用 
料た るを 得 ざら しなら。 然るに 近 ホ 余輩の 試 驗硏究 によら 潑 
見せられ たる、 朝 鱗 慶尙南 道なる 河 東 •山淸 《固 城 等のを 郡に 
直らて 產出 する 磁± 、或は 同 國咸鏡 化 道なる 鏡 城 郡 生 氣嶺よ 
ろ產 出ず る 蛙 目 磯 ± は、 能く 此目 的に 適應 する ものた る こと 
を 認識ず るを 得た るは、 斯業の 爲め 頗る 慶賀す ベ 含 ことを々 
とず。 而 しで 此等磁 出 類の 性狀 品質 成分 及 磁器 巧と しての 適 
當 なる 使用量 等に 就て は、 余輩は 旣 に本雜 誌に 詳述せ しを な 
V 茲に 之を 省略す パし (本雜 誌 第二 巧 五十二 號化褐 けたる 朝 
鮮慶尙 南 道產磁 ± に 就て、 及第 一二 巧 號に褐 けたる 朝鮮を 氣嶺 
姪 目 粘 ± の硏 究を參 照せ よ)。 要するに 尾 濃 磁器の 品質 改良は 
就て は、 從ホ 使用の 原料な 外に 良が をる 弱 可塑性 粘 ± 質 物の 
海 加を 必要なら とし、 而 しで、 朝鮮 產磁 ± の發 見は 實に 之に 


適當 なる 良 原が を 得た る ものにして、 之が 使用は 其改 を 上に 
一生面を 開き 得る ものと 言 ふべき なろ。 

次ぎに 肥 前 磁器に 就 V は、 同 磁器は 其 原が を 天草 お. 或は 有 
旧 泉 山 石の 如 さお 英粗面 岩の々 解變質 物に 仰ぐ ものにして、 
其 中に 混 有する 珪酸 かの 過量は を 然該原 おやに 混 有せられ、 
他ょ A 供給 せらる る ものに あら ざ i ば、 其 含有量の 比率を 臧 
少 せしめん には、 强± 中化該 原料と 共に 攀± 質 原稱の 添加を 
必要なら とす。 而 して 此 等の 天草 お 或は 泉の おは 其 可塑性 大 
なる ものに あら ざれば、 變± 質 原料と しで 之に 强 可塑性なる 
瞳 目 粘 ± を 添加す るは、 或 程度 皆， ては 頗る 有望なる を 知る ベ 
きなら。 然れ ども 建 酸 分の 著しく 過多なる ものに 於て、 其 過 
剩珪酸 かに 對 する »± みの 權衡を 全部 强 可塑性なる 瞳 目 粘 虫 
に 化て 得せし めんには、 之が 爲め 過多を る 輕目粘 ± の 添加を 
要すべし、 然ると きは 尾 濃 磁器に 就て 述べた る 如く、 此 過多 
なる 蛙 目粧 出の 混 加に ょら 一面 还± をして 不良を らしむ る も 
のをる が 故に、 此 場合には 强 可塑性 粘 ± の 一部を 弱 可塑 作 粘 
± 質赖 を、 W て 置換す るを 巧を ろと ずべ く、 即尾濃 產蛙目 粘 ± 
と共に 朝鮮 產磁 主を 混用す るを 可なら とすべし。 

肥 前 还 ±內 に 於け る鹽 基の 含有量に 就 V は、 前述せ し 如く 
過量なる と然ら ざると あ 0、 而 して 其 過量なる ものは、 該を 
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主に 粘 ± 質 物 原料を 添加ず る ことによ み、 自然に 其 含有 比率 
の减 少を來 たし、 之を し节 •適量に 巧づ かし* W るを 得べ ろム も、 
其 過量なら ざるる のに 於て は、 粘 ± 質 物の 添加に よ A 其 含有 
比率を 小なら じむる が 故に、 同時に 之に 相應 ずる 長 巧 かの 混 
加を も 要する こと 勿論な ろと ず。 

な 上 本邦 碟 器の 代表者た る 尾 縷磯器 あ 肥前碟 器に 於け るが 
± 組成み の 改良に 關し其 要綱を 說 示せら、 而し で 前に 述べた 
る 肥 前 搔± に 尾纔还 丈 ま 要 原料の 一た る 蛙 目 粘 ± を 混 加して 
或 程度 ま， て 改良の 目的を 達し 得べ しと 言へ る ことは、 即尾縷 
还± じ 天草 石を 混和 すれげ、 之が 爲め 自然にな ± の强 可塑性 
包を 量を 增大 にし、 搔主 中に】 曆蛙目 粘 ± 即變 ± 質 物の 混和 
量を 婚大 をら しむる ことを 得る ものなら とし、 從 て尾潑 原料 
と 肥 前 原料 例へ ば 天草 おとの 混和は、 或 程度 ま V 本邦 從 ホの 
穗 器の 品質を 變± 質に 改善し 得べ さもの た 衣は 言を 俟 たざる 
なろ。 而 して 此の 事た る 余輩が 十 有餘年 3 前 よら 瀬戶其 他の 
地方に 於て 當 業者に 說 示せし 處 にして、 今や 此 種の 改良は 一 
面には 旣に實 現されつつ ありと 雖 、一層 進みた る 良 硬質 磯 器 
の 製造を 爲 さんには、 余輩が 前 來說述 せし 如く 之を 朝鮮 產磯 
± の 如き 良好なる 弱 可塑性 粘 ± 質 物の 混 加に 待つ の 最も 適な 
をる を 信ぜ ずん ば もらざる なら バ完) 


大正 六 年中の セメント 統計 


日本 ポ八ト ランド 
セメント 同業 會 


仙 田大一 


大正 六 年中の 我國セ タント 製產 額、 販賣 額、 巧 地 消費 額な 
輸移巧 額につ^ 最近 調査に か、 るが 料 化ょり 之を 記載 すれば 
左の 如し。 

一、 セメント 製造 額 

大正 六 年中の セメント 製造 額は 左記の 通ろ 五： 目 五十 萬 千と 
百 一一 十八 樽に して】 昨年ろ 製造 額に 超過す る こと 實に巧 萬 六 
千 二百 四十 お 樽の 多き じ 止ろ 其增加 割合は 二割 一一 一分 强 に相當 
せろ、 之を 其 前年の 增加率 一割 四 分に 比較 するとき は 未曾有 
の 割合を 示ず ものにして •而も 巧價に 何等の 動機を 輿へ ざる 
のみならず 寧ろ 騰貴の 勢を 呈し巧 荷 益々 拂底 ずるの 槪 あるを 
見れば 如何に セメント 需要 力の 巧 盛を るかを 察する にを るべ 
し尙 試に 過去 數 年に 迴 ろて セメント 製造 額を 併記し 斯業 發展 
の 經路を 見る じ 左の 如し。 

年み  製造 額、 前年に 比し 增加率  お 加 率 
大正 ムハ年  五、 五 〇一、 ち 一八  一、 〇〇 六、 二 四 五 ニニ ハ •五 
同 五 年 四、 四 九 五、 四 八 一二  五 五 二、 一二 一一 一八  ー セ セ .〇 
同 阻 年 一二、 九 四 一二、 一 凹 五 1111 セ、 八 セ 四 一 五 五 こ 一一 
同 一二 年 一二、 さ 一 お、 一ー セ ー 滅 一 H ハ、 一一 三 二 一四 二 •八 


33 を 


碌 二を 
同 元年 
明治 四十 四 年 

同'  四 壬 幸 

同 巧 十一 一年 


二、 七 四 一、 五 九 一二 
二、 八 0: 二、 ホ 0 五 
二、 一九 一二、 ホ五吉 
一、々 吉 か、 二 0 ホ 
一、 五 四 〇、 モセ四 


献 ムハ ニ、 〇ー ニ 

ホ 〇 九、 八 五 二 
五 五 四、 五 四 八 
か 八、 四 一一 一二 


-四セ 
S 九 
二 一ぶ 

5 四 
1 〇〇 


是化 依て 見れば 明治 四十 二 一二 年頃に 於け る セメント 年產額 
は 二な お 六十 萬 樽に して をれ にても 尙 製品 過剩の 傾向 あろ、 
四十 四 年に 入ら V 稍 形勢を 回復し 此時 ょろ 一二な 萬 樽臺に 上ろ 
たれ ども 戰亂 開始 前 迄は 到底 不振を をれ ず、 漸く 現狀を 維持 
ずるに 過ぎ ざ A しが、 豫 期せざる 戰 時の 賜に ょろ て內 外典に 
多大の 需要を 喚起し 大正 五 年には】 躍 四な お 十 萬 樽の 年產額 
を 示し 大正 六 年に 於て は 更に 急增 して 五 百 五十 萬 樽の ち 額を 
表は すに 至れろ、 此 勢を する 時は 大正と 年には 約と な 萬 
樽を 製產 ずべき 割合 をれ どる 而く 俄に 膨脹し 得る や 否や 疑問 
と 云は ざるを 得ず、 或は 現に 擴 張、 新設 等に 着手せ る もの 漸 
み 竣工して 製造を 開始せ るが 如しと 雖 、豫 期の 通ろ 進 被せ ざ 
るるの ホ少 から ざれば 大 をよ 年の 製造 額は 蘿し 六な 五十 萬 樽 
をな てを 當 なる 數 字と なすべ.^ か、 もれに し y も 六 年に 比し 
約 百 萬 樽の 增額 にして、 セメ トン 界の 發展 誠に 激甚を ろと 云 
ふを 得べ く、 之を 前記 增加 率に 化て 察ず るに 明治 凹 十二 年を 
一 00 とせば 大あ六 年は 其 倍額な 上に 當 ろ， お 年の 豫 想を 六 


巧 五十 萬 樽と して 二倍 五六に 巧當 せみ、 東洋 方面に 於て 我闡 
な 外の セィント 製產狀 態は 頗 ぶる 微弱なる 化 際し、 獨 々本邦 
に 於ての み 此の 如き 多大の 製產 をを すに 付て は當 業者と して 
は 益々 發 奮して 東洋の 商權 を把擾 ずるに 努めざる ベから ず。 
二、 セメント 贩賣額 

大正 六 年中の セメント 販賣 額は 製造 額と 大差な くして 五 百 
四十 乂萬二 千 八 百と 十と 樽を 算し 殆んど 製造 額 全部を 市瘍に 
供給した る有樣 なろ* 而 して 之を 輸出 (海外 向}、 移出 (朝鮮 
向) 及內地 向の 一二 種に 區 みずれば 左の 如し。 

大正 六 年中 セメント 販賣額 

五、 凹 八 二、 八 おお 樽 千分率  一、 000 

內 譯 

輸出 (海外 向) 額 . 五 二 六、 一二と 五 九 六 
移出 (朝鮮 向) 額 一一 一八 四、 九 01 一 と 一 
內地 販賣額  四、 五と 一、 六 00  八 I 一一 I 二 
即も總 販賣額 中 九分 六 厘は 海外に 送附 せられと 分 一 厘は 朝 
鮮に向 ひ 八 割 一二 分 S 厘は 內 地に 於て 消費せられ たる 勘定に し 
V、 殆んど 大正 五 年の 製造 額查 部が 昨年の 內地 消費 額と なれ 
るるの なろ、 此 現象は 大 五六 年には 獨 6 輸出 狀 態の 良好なる 
のみならず、 巧 地 市瘍化 於て セ タント 需要 狀况が 著しく 麟大 
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したる ことを 語る もの 化して、 畢竟 一般 經濟界 の 順 潮なる に 
つれ i 木 建築 事業の 益々 巧 盛なる ことを 示す に 外なら ず、 乍 
併 之を 過去に 付て 考 ふるに 戰 前に 於け る數 年間の 內地 消費 額 
は 辛 ふじて ニーな 萬 樽を 維持し、 之を なて 我國の セメント 需耍 
額 標準と をした 6 しなろ、 然る 化戰亂 開始と おに 逐年 其 額を 
增加 しげ 年中に 於て 旣に四 巧 五十 萬 樽を 超過せ しに 徵 すれば 
內 地に 於け る セメントの 需要は 今後 尙相 當の增 加を 見越し 得 
ベく 從て 前段 記載した る 製造 額の 增加豫 想 も 之を 消化し 得る 
こと 决し y 難事には あらざる べし、 尙參 考の爲 明治 四十 一一 年 
が 後の セメント 販賣總 額及內 地販賣 額を 表記 すれば 左の 如し 

內地 販賣额 

四、 五 セー、 六 00 
一一、 八 四 六、 二 〇 九 


大正 六 年 
同 五 年 
同 四 年 
同 一二  年 
同 二 年 
同 元年 
明 ホ 四十 四 年 
同 四十 一一 一年 
同 四十 二 年 


販賣總 額 
五、 四 八 二、 八 セ セ！ 
四、 セ 四 セ、 九 四 セ 
、九 凹 二、 五 セニ ー 
、八 六 〇、 セ 八 五 
、六 セ セ、 八 六 六 
、一一 一〇 五、 0 セー 
一一】 セ 0、〇 凹 三一 
モ 五】、 二八 五 

1 一二 五、 五 0! 一一 


內地 贩賣額 割合 
(總 額を 千 


、〇ご 一】、 四 二 四 
、四 四 己 •八 四 六 
、一二 八 セ、 I! 一 五 二 
11、 - 0 1 、 四 凹 六 
-八 四、 五 〇 四 
一、 四 お 五、 六 九 二 
一、 八 か】、 六 セ セ 


して) 

竺二 一二 

八】 〇 
モ六八 
八 九 二 
九 二 一 
か 四】 
か 四 五 
八 九 ご 一 
八 八 六 


此 表に 依 V 見れば 戰前 迄の 內地 販賣 額は 販賣總 額の 約 九 割 
前後 じして 殘餘 の】 割內 外を がて 輸移 出向に 宛てた ろしが、 


戰 前に 入み てょりは 八割內 外を なて 內地 消費 額と をる 化 至み 
輸 移出 割合は もれ だけ 增 加の 趨勢を 示、 せろ、 乍併數 量の 點化 
付て 觀 察する ときは 販賣總 額に 於ての 增 加は 大正 五 年 及 六 年 
の兩 年には 其 儘內地 消費 額の 增加 となろ 居る ことみの 統計に 
依て 見る ことを 得べ し。 


前年に 比 
し 增加额 

皇 四、 皇心 

i、s 


內地 贩賣額 
四、 丟 r さ S 


前年に 比 
しお 加 額 


販賣總 額 

大正 六 年 ち、 四 01、 八ち  皇 四、 皇〇  四、 丟ーバ 易 夕 im 完 r 

同 お 年 四、 毫 、寞  へ 登、 是凹  111、 貪、 二見  八 一四、 と 会 

故に 右兩 年に 於け る內地 消費 額は 案外 織烈 なろ しこと を 察 
すべく、 本年る ホ 其 勢を 受けて 需要の 旺盛を るを 知る こと 略 
ぽ雅 測ず るに 難から ず、 即も 本年の 販賣額 中 昨年に 超過す ベ 
さ數 量は、 必ずしも 輸 移出に 向 ふの みに あらず しで、 大部分 
は 巧 地 向 消費 額と を々 もれ だけ 內 地の 景氣 良好なる ことを 語 
る 材料と なる にあらざる か、 暫く 記し で 今後の 形勢に 徵 すべ 
し。 

ご 一、 セィント 輸移 出額 

大正 六 年中に 於て 販賣總 額の 巧 一割 六 分と 厘を 占めたる セ 
メン トの輸 移出 額は の 地販賣 額に 比較 すれば 約 お 分の】 に 過 
ぎ ざれ どる、 其數 量は 合計 九十】 萬 千 二百と 十よ 樽價格 四百 
六十】 萬と 千と 百 十五 圓に 上ち 貿易品と しては 開戟 55 ホ 異常 
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の發達をなし來-*'たるも^なろ. されば昨年の如含は內地に 
於け る 市價の 騰貴 及 船腹 不 をの 爲 に、 豫 期の 如く 巧 文化 應ず 
る 能は ざろ しる， のをる をな で、 若し 注文 歎を 部を 輸送し 得た 
らしと せんか 其 額は 到底 前記に 止まら ざろ しなるべく、 從て 
本邦な 外に 有力なる 供給者な^ 東洋 巿場化 於て は、 今後 尙發 
展の 餘地充 みならと 云は ざるべからず、 聞く 所に ょれば 戰前 
に 於て 獨 逸品 又は 白耳義 品を 需要した る 南洋 諸國 にて は 本邦 
品の 品質 又は 包裝 等に つき 旣に 充分の 信用を 置き、 堅 實に需 
要を をす の 形勢を 馴致した る 趣 をれば、 化 調子 化て 進ま ば戰 
後 反動の 爲 需要の 激减を 見る が 如き こよな かるべし と 云へ ろ 
若し 然 らんには 本邦 セメント 界 の爲頗 ぶるな 利を 6 とすべく 
益々 當 業者の 義勵を 必要と する は あらず やと 考 へらる、 今 本 
邦を 稅關 の報吿 にょら 昨年 やの 輸 移出 狀况を 精査し 之を 表記 
ずれば 左の 如し。 

^ 輸出 仕向 地 別 が 年中に がて 朝鮮 向 移出を 別と して 
セメント 輸出の 仕向 先を 見る に 最も 多額を らしは 矢 張 蘭 領巧 
度に して 英領 印度 之に 次ぎ， 關東 卿、 海峡 殖民 地 等は 稍 下 6 
支那、 比律賓 諸島 等は 更に 其が 下に 位せろ 左表を 見て 之を 知 
るぺ し。 

大 で 六 年中 セメント 輸巧化 向 地 別數景 


上半期  半期  計 モか率 
蘭領 印度  一四-三 ハ-一 か 二八、 セ 化 〇’  一ニ ハ ー、 凹 一九  四*^ 七 
英領 印度  五 セ、 六 六 二 一 一四、 0 九 六 八 一、 セ 五八  一 五 五 
關東州  一ご气 セ 九 四 二八、 5 一 六 一、 八 九 五 二八 
海 峽殖巧 地 一一 六、 二 化の  ニー： 五一 一一 九 四ち 八 一二 一二  九 一 
を 那 二 六、 一一 一九 五 か、 一二 六 ーー呈、 五一 一一  六 セ 
比列賓  二】， セ 〇 九 一 1、 云 ハ 〇 二 己、 か 六 九 置 

露領 風細亞  一、 五一 二八  叫、 000  五、 五一 二八  一一 
新 占領地 諸島  二、 セニ セ 0 二、 セニ セ 五 
南米 諸國  一 、 五 ニニ  U1 1 八 一、 八 四 〇 一二 

香 难 Id-no  0 一、 01 一一 〇 二 

其 他 お 0 二、 七 丸 あ 二、 八 四 五 五 
計 一二 2 ハ、 一二 五 〇 ニニ 0、0 二 五 き 一六、 ミセぶ 一、 000 
朝鮮 向 移出  ー ホ 互、 四 六 セ ニニ ー、 四 一一 一 五三. 一八 四、 か 〇二 
合計  四 六 か、 八】 セ 四 四 一、 四 六 0 化 一 1、ニ セ 七 

之を】 昨 大正 お 年の 數 量と 比較す るに 蘭領 印度は 十九 萬 八 
千 九 百 樽 よら 二十 六 萬 一千 餘 傅に 上り V 六萬餘 樽を 增 加し 英 
領巧 度は 十四 萬 樽よ ろ 八 萬 樽に 減少し 比 列 賓ホ化 萬 樽よ クニ 
萬 四千 樽 弱に 臧 かせろ、 其 他 支那、 關東 州、 海峽 殖民 地 等 何 
れも 臧少の 趨勢を 示した るは 前述の 對 輸出 感想に 反しで るが 
如き も、 之は 船腹 及價 格の 關係 による ものを るを なて 强も輸 
お狀 態の 退步と 見做ず 能は ざるべし。 

畢竟 巧 地に 於け る 形勢に して 輸出 上に 好都合なる 狀 態を不 
ずに 至れば 前記の 數 量は 更に 益々 發展 すべ*^ こと 明白に して 
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昨年の 减額 必ずしも 悲觀に 値せざる を認 む、 而 して 織て 朝鮮 
向移抽 額を 見れば 一昨年は 二十 お 萬 六 千 化すと 十の 樽な ろし 
化 六 年中の 移出 額は 一躍 十二 萬餘 樽を 增 加して 一二 十八 萬 樽な 
上に 上らし は 注目す ベ & 現像と 云ん べし、 これ 朝鮮に 於け る 
諸種の 事業 勃興した る こと、 政府 關 係の 工事が セメントを 要 
する こと 盛な A しに 職 由すべく、 化 增加額 あらたる 爲め 海外 
渝 出額の 减少を 補 ふを 得、 結局 前記の 如く 合計 九十 一 萬 一子 
餘 樽と 內地 よら 持 も 曲した る こと、 な 6 たる ものな i。 

ぶ輸 移出 避 別 セメント 輸 移出 灌 として 門 司は 最 重要 
の 地位を 占む る こと 絮說 を俟 たず、 神戶 、長 崎は 其數 量に 於 
て 伯仲の 間に あろ、 橫濱 、大阪 等 之に 次げろ、 其 他 朝鮮に 對し 
ては な 上 お 避が 外よ 6 相當の 移出を なせ ども 今 其 細別 額み 明 
をらず、 依て 左に お遞 よろ の輸移 出額を 記し 參考に 供ず べし。 
大正 六 年中 セメント 輸 移出 額遞 別數覺 

輸出 額 移出 額 計 千み 率 
門 司 一一】 八 八、 九 お 一二 二八 か、 セ 八 八 六 セ 八、 セ 四 一®  モ巧五 

四、 九 五八  五八、】 二 五 ホ 四 


神 

長 

巧 

大 

其 


崎 

潰 

阪 

化 


五 ミ ー六 セ 
四 一、 九 二 一二 
二 111、 ル 四 一二 
一八、 四 四 五 
四 四 


八、 セ 五 九 
二 四 

5、 セ ーニ 

セ 〇、 六*! ハ I 


計 


五一 三 ハ、 一ニ セ 五 一二 四、 九 0 二 


五八 ~ 

五 0、 六 八 二 五六 
一二 一一、 八 六 セ ニ 六 
二 九、 一 五 セ ーニ ニ 
セ 0、 セ 〇 五 七 セ 
か】】、 ニ セ セ 1000 


即も巧 司避輸 移出 額は 總 額のと 割 四 分 五 厘を 占め 其 他の 諸 
灌 にょらて 殘餘 二割 五分 五 厘を 穗 出した る 勘を なろ とす 、化- 
勢を な てせば 今後 ホ 門 司 港の 輸移曲 上に 於け る 重要の 度を 加 
ふること 言を 俟 たざる べし。 

な 上 大體の 調査に ょろ て略ぽ おお 六 年中の セメント 化關ず 
る 事情を 記し 得た ろと 信ず、 尙化 上ながら 巧 地 及 海外に 於て 
セメントの 需要を 喚起し 益々 前途の 發展を 期せん と 欲せば 更 
にを 種の 調査 硏究を 重ぬ るの 必要 あろ、 例へ ば戰 前な 戰 時化 
於け る 海外 需給 狀 態の 硏究等 これな ろ、 をれ 等は 逐次 稿を 更 
めて 記述す るの 機 あらん か。 (完) 


A 


8 暴 


▲化學 用 磁器 


歐洲 戰亂の 影響を 受け 化學用 磁器に 非常なる 缺乏を 巧た せ 
ク此 化學用 磁器は が 前は 獨な 澳兩國 ょら 輸入せ ち。 多 數米國 
製造 家は 近 巧此種 器物の 製造な 販賣に 注意を 爲 すに 至れろ。 

吾人は 吾が 實驗 室に 於て 之に 關し二 一二の 大仲次 巧の ため 試 
驗 せり。 を 種の 歐洲お 並に ニー ーーの ホ阀 製品 か 近 來ホ瘍 に 於て 
制限 さる、 じ 至らした め 吾人は 此に關 ずる 硏究 が 料を 發 表し 


me 


斯界に 入らい とせる 製造 家に 有益なる 忠告を 爲 すすき 化 置に 
をら 化 學用磯 器に て 造らる、 如き 受器 (巧 ま eptacls) を チヤ 
ィナ 磁器の 素地 あ釉藥 をな つて 造ろ！ 試驗巧 にて 多くの 有用 
をる 目的に 使用せ しが 化 學用磯 器と をはれ 且 ク歐洲 品の 如. き 
充分 完を をる ものを 造らい には 此種 器物は 或】 をの 要求に 遭 
遇ず 巧し 此 要求 條 件は 次の 如 t。 

破壊す る 事無くして 能ぐ 熱の 急 變化耐 を 得ざる 可から ず 薄 
くしで 碱手 化し 半透明 をらざる 巧から ず 且つ 釉藥 は吹氣 のた 
めに 軟化して が ±s 角に 附着し 又は 沈 薇 物が 釉に附 かざる 樣 
葬 常は 高 火 度の もの 化しで 尙 をつ アグ カブ 性の 溶液に 對し强 
きおが 性 無 かる 巧から ず。 

變おあ 儀 融試驗 

薪る 見地ょ ろ 破 器の 素地に 就ての 變お 試驗は 興味 ある 可し 
化試驗 はお ホ 上々々 る お 物の 破片を 磨ろ 巧ら して 窩さ晝 巧 底 
の や 凹みの 壹时の S 角錐を 造ち てを せぇ ご斉錐 拾蕾燒 成の 
素地ょ ろ 造れる 錐體は 拾お番 にて 變 おせ 6 化碟 器の 成み は 粘 
主 四 〇 長 巧 廿八珪 おが 白雲 一一 よら 成を 其 化に 二種の 異を夕 
たる 米 画 製 化 學用碟 器よ i 造 もし S 角錐は を 拾 八ぶ 二 撥番に 
で 變 おせら 歐洲製 化 奠用碟 器は ご焉錐 サお番 又は 其 巧 上に で 
變 おせろ。 


變 お試驗 にがて 一二ち 錐サあ 番の溫 度は 硬質 素地と や 間を く 
は 軟質 素地と 云は る、 處の 二者の 間を おしく 區別 ずる ものな 
る 事を 知 か 得 巧し。 

急 熱 急 冷試驗 

Ml 一角 錐廿 五番 又は 其な 上の 變お溫 度 ある 丈は ては 充 みなろ 
と 云 ふを 得ず 勿論 變形 温度は 成分に 依る 巧 成分に 適合ず る樣 
其 器物の 燒成溫 度を 定めざる ずから ず 故に 能く 硝子 化し わる 
をのは 急 熱 急 冷に 麻え 得る に 至る。 云 角錐 サ 五番な 上に V 著 
しく 變 おせし】 歐洲 おは ご 一角 錐廿 五番 又はを の 附近に て變お 
せし 一二 二の 化の 標準化 學用磯 器の 如く 能く 溫 度の 急 變試驗 に 
耐え 得 ざろ き。 こは 恐らく 其 成み に對し 燒成乂 度の 不 あのた 
めを る 可し。 標舉 とし y 使用せ し 急 熱 急 冷 試驗法 左の かし。 

頂上に がて 其 徑壹巧 若く は 二分の 壹 巧の 小舉の 巧禍 をが ぶ 
ランプの 火 縮に V 輝 赤色に 熱し 之を 金屬製 トング ス にて 手近 
かの 何 か適當 をる ちへの 上は 韓じ 直ちにが 瑞が 冷が する ま •て 
單に其 一方の 伽の みに 壓踞冷 氣を當 つ 可し。 拾 回 化 念 熱 急 あ 
法を 繰 返ず 巧し 優な をる 化 學用磯 器は 釉に歷 裂を 生ずる 事 無 
ぐ 又 素地の 破る、 事無くして おかに が 熱 試驗に 耐え 得 可し 歐 
納製碟器は化試驗要^?^に逢ひ先づ良否相半ばずれ共米國品を 
試 おせば 何れも 遠く あばず】 二回 0 急 熱 急 巧に て 破る おも 亦 


おくしで 吹 氣乂焰 のた め 軟化し 粘 ±s 角に 附着す。 

酸を ァ 八々 リに對 する 作用 

駿推 珪酸鹽 なる 磁器 釉は 酸に 依ら 著しく 侵蚀 されず 然れど 
特化 軟質の 釉は强 度の ァ八 ヵリ 液に て迹 速に 侵さる。 

約言 

吾人は 化 學用碟 器の 變形溢 度は ご一 巧錐廿 お番邊 をらざる 巧 
ら ざる 事を かる。 か、 る溫 度に て變 形ず る 如き 成分の 素地は 
充分に 高 溫に燒 成して 硝子 化し 且つ 半透明に せざる 可 •からず 
もれには S 角錐 十六 番に燒 かざる 可らず 釉もホ 拾六番 にて 充 
分に 烙 ける ものなら ざる 可から ず。 素地 及 釉の兩 者を 高溫に 
燒 かざる 巧から ざるた めに 實際 製造 上に 用 S 得 可き 方法は 歐 
洲の 如く® 火 度の 素 燒高乂 度の 本燒 法に 依らざる 巧から ず 之 
化は 粘 ± 分 多 さ 素地が 必要は して 熱の ために 俯モ 化せし め燦 
融劑 にて 硝子 化せし めず ジリ マ ニットに て强 素地を 結合す。 

釉も 亦强く 成して ブラス トランプの 火撫 にて 附着し 又は 化 
學藥晶 化て 易く 侵されざる ものなら ざる 巧から ず 化學用 磁器 
は 他の 硬質 磁器とは 實際 相違 無し 然れ ど變 ± 多く 珪酸 少なき 
ものは 例外を ろ 口 avilaud  chi 巴 a, 义は髓 器の 食卓 用器は 二種の 
異なろ たる 裝 置に y を S 角錐 十五 及 十六 潘に燒 きお 07 色 §' 
辦 penbagen の 磯 器は 正しく  S 角錐 十八番に 燒 成さる、 事を 知る 


P、 E、 F、 G は 素地 中の 全 粘 古み か カオ リンょり 成る とき S、 K、 がを にて 完 
をなる 釉藥 の範圍 にて ヘヒトが 丈の 見 巧せ しもの なり。 若し 化 粘 ± 分 中半 分が 力 
オリン 化の 半分が 巧魄化 义はボ I ルク レー ょり 成る ときには 此範 園を P、 E、 且、 
K まで 搜げ得 可し 米 巧 窯業 協 會雜誌 紫 十ー ニを 二 六 〇 貫を 參 照す 巧し。 
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實 驗 

第 I 圖に 示す 九 種の 素地の 成分を 水 硝子 炭酸 曹達の 混合物 
の〇、 五％及充分の氷を加へ ボ1 八ミ^ゃにて碎く之は鑄送 
にて 適當の 厚さに をさむた 投 をろ をの 場合に 於て 含*^ る、 粘 
主は 英國 のボ f 八ク レ* 十五み よろ 成ろ もれに 英の チャィナ 
クレ I と フロリ ダクレ •を 等量に がへ Eureka 珪石及 長 巧を 
使用す、 頂上の 徑壹时 及 112 时化 LV 全 一樣の 厚さ ある 小 
おの巧禍はお膏型にて鑄么め<^之を乾かしマ —クを附して釉 
無しに 一二 角錐 十六 番化 燒き徐 みに 冷却ず 九 種の 素地 查部 能く 
半透明し 良く 硝子 化せら。 

試驗 

九 種の 素地のを よろ S つのが 欄に 就き 標準 急 熟 急 冷 試驗を 
/ なしみ の 結果を 得た ろ即 素地の 含を 粘 ± み 多く 珪 おと 長石の 
量 少なき るのは よく 此試驗 に 耐ぇ 得る 事を 見出せら 然れ ども 
吾人は 先に 記述せ しを の 素地を 硝子 化せし める 事と 相關 連せ 
しいる 事に ふ 掛けざる 巧から ず。 第 九號の 素地は 此の 中に て 
'最良る る 事を 證 せろ。 

素地 第六番 はいくら か 劣る 第 八は ホ 良し 十回の 連續 せる 急 
熱 急 冷 試驗た 耐えた る 第一 回試驗 よろ 得た る 全部の 素地を 硬 
質 細を 错け ぶ 再び. 一二 角錐 十六 番に燒 含 細に 礎 裂を 生ずる か 破 


る、かを見むために更に試驗せ.e^。 化施釉せる巧禍は圣部拾 
回の 連 續冷熱 試驗に 立派に 耐ぇた ろ 故に S 角錐 始六番 にて は 
素地と 釉 とが 能く 結合し 爲に 完圣に 全一體 となれ るるの なる 
を 知る。 炼 融試驗 はが cyal 梦 rliii 磯 器の】 かと 共に 第 化號素 
地に て 行へ ろ 何れも 一二 角錐 廿 五番に て變 形し 始め 伯が のる の 
は 第九號 ょら 稍 僅かに 多く 曲れ ろ。 

結 論 

.な 上 論じた る處 にがろ 優良の 化學用 磁器を 造らむ 化は 硬質 
磁器の 素地 及 釉藥を 使用せ ざる 巧から ざる 事な 少なく お 互角 
錐 十六 番に燒 かざる 可から ず 旦ク化 熱に て 充分に 硝子 化せ ざ 
る 巧から ざる 事を 知る 依つ て 其 素地ょ々 造れる 試驗 S 巧 錐を 
S 巧 錐 甘 五番に 燒 きのる 時變 形す 可し。 

(Transacjtion  of  を。 A 艮 ericanCeramic  Socie す Vol. XY 扫 I) 

'(綿な) 

▲硬質陶器 食器 用の 靑筋顏 料に 就て 

.硬質陶器 にて 作れる 食器の 裝 飾に 用 むらる、 釉下靑 筋の 顏 
料に 關 しては 「コバ 戶卜 J を まにした る 化合物 種々 あるべき る 
泰西 諸 邦の 陶業 書中には 鮮麗に して 溫雅 なる 嘴 色を 呈 ずるの 
目的には 酸化 「コバ 八卜 J じ 代 ゆるに 機 酸 「コ バグ：^」 を ホと し 


で 混用す る樣化 記載 せらる 之れ 普通 ホ販の 酸化 「コバ^卜 j 中 
たは 不純物と して 鐵 のを 巧を 免れざる とまた 器物は 常に 酸化 
縮に て燒 成せら る、 爲 めに 微量なる 不純物の 存在 も 其 反應顯 
著と なら 鮮麗 度に 妨害を 誘引して 巧 色なら しいる ょク嫌 はれ 
るなら ん燦酸 「コバ 八卜」 は 四 〇 分の 結晶 蔬酸 「コバ グト J を 水 
溶液と なし 之が に 五一 子 八 分の 鱗 酸 曹達と 五 •一二 分の 無水 炭酸 
曹達を 各 氷 綾 液と して 加 ふるとき は 得らる、 化徽 物にして 使 
用には 此化臟 物を 水洗の 後 弱火 熱に て燒 成し 更に 細 ホして 用 

ゅ。  ，• 

右の 如くに して 得た る憐酸 「コバ、 八卜」 を 左記 金屬 酸化物と 

適量 範圍に 混合し 粘 ± 製 巧禍內 に 入れ 化ゼ ，ヶ^ 錐 四 蕾に 酸 
化備， なて 燒 成の 後微 砕し y 顏 料に 使用す 筋 引の 爲め 番茶の 
煮出 汁 おかは 顔料の 伸びを 良好と なす。 

礎 酸 「コバ 少卜」 C03pbs  一二 ，〇 乃至 S 五ろ 
，酸化 亞鉛 Nno  一二と 6 乃至 二 06 
「ァ火 ミ 十」 兵 C3  六 06 乃至-四 五 6 
ホ ーニ お 中— ア八 ミナ」 の 純なる を 使用ず ると 尤も 肝要なる を 
之れ を 巿販に 得る*^ は 至難を るを なて 水酸化 r ア^ ミナ」 を 使 
用の 方 完全な ろ义 「アグ ミナ」 に 代 ゆるに 磁± 類 或は 徵燒 明變 
にお 化 材料を 混じ 强 熱して 作れる 磬± 質 物の 混和は 凡て 色の 


鮮麗 度を 减 退せ しむる 傾向 あろ。 

此顏 がの 反 應に關 したる 實驗 記錄は 前々 の 海 嘯に 奪は れ爾 
ホ 巧 試の 機會も 保たず 遺漏 千 萬ながら 記憶を 辿 A て 斯は記 
ず。  £ 田) 

本^! 7-7^ 主. (奇  をら). 

> \ 

米國 通信  - ’ ， • 

會 員を 米倉  橋 生 
其 後 御無沙汰 致 居候 間に 滿ーヶ 年を 異境に 經過仕 候。 

昨 初夏 近 藤 淸治兄 及び 井手 潔 化と 同伴 アメリカ 窯業 協會の 
夏期 集 會に參 列 致 候を 振出しと し、 ピッッ バ r グは五 度、 フ 
シントンも五度、 シカゴに吉度とちつたエ合に、 ニユ>ヨ| 

ク、 ニ ユ I ジ ヤ t ジ I 、 ぺ ン シ 八 バ ニ ア 、 ウ H ス ト ク ア ジ ニ 

ア 、才^ヨ I、 イン デ アナ、 ミズ リ— 、イリノイ 等のを 渊は 
大低小 まめに 祖け步 さ 申 候。 

今早春ーーー菱の井上勝 】 君とおにぺ ン シ 八ヴア ニ ア、 ォ ヨ 
I、 イン デ アナ、 イタノ イをー グ月餘 ら飛步 き、 I 二月 再び 二 

ユ ヨ f ク 、 ニ ユ t ジ ヤ f ジ t 、 ぺ. ン シ 少 ヴ ア -1 ア 、 オ 戶 ヨ 1 、 

ウェスト ヴ アジ ニア、 イン デ アナ、 イリノイ 等を 約】 ケ巧半 
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ぶら ク き、 四月 中頃 歸 紐、 早速 ブ シン トゾに 約】 週間 參ら歸 
紐、 更に 二十と 日ブ シン トンを 出發點 として 南部 諸 州の 旅に 
掛 V 申 候。 

今回は アメ ブ カ 電氣化 學協會 の 大會を 兼ねた るア バラキア 
ン阳脈南部地方旅行の 一巧に加はろ、 斯會の奢宿リチ ヤ> 
ド慷±の盡力にて大藏鄕マ カド^巧の承諾を得、 プ I 八 マ ン 
會 社が 曾て プンン トンを 巧發 せる 最善 最新の 特別 列車と 誇稱 
せる特別列車に會員巧二十餘名とお化塔乘、 先づブネシ |州 
のを 地を 歷訪 、轉 じて アラバマ州に 入ろ 近 月 四日 同 州を 去ろ 
てゾ ヨ八ジ r 州に 入ろ アトランタ 市に て 化 硝子の 雨宮 君、 S 
菱の乾 君と 共に 一巧に 別れ、 小生は 六日 再び 此 アラバマ州 バ 
— ミン グ- マホに 引返し 化處 の或エ 傷に y 約】 週間 滯 巧の 上 
ブ キサ ス、^ イジ アナを 州を 經 V 巧 ホ歸 紐の 豫 をは 御座 候。 

會 員】 巧 やには 旭 硝子 雨宮 君、 同 中原 君、 東京 高工 加 藤 君、 
鈴 木 扇 巧 平野 (豪)、 磯部 兩 君、 日華 製油 乾 君、 日本 電化 巧 端 
君、 化 納大學 工科 巧邊 君、 リ—人 ィ大學 纔川君 等 ぁろ、 夫々 
隨 巧に 大氣焰 を 化いて 地方 人は 元よ ろ會員 共を 驚かし ホ 候。 

同會 建設なず 第一 一一 十一 二回の 會 合を 重ね 候へ 共 南部 難挪 へは 
今回 初めてに 有 之 •殊に 會貿大 多數は 有名なる 顆學 技術 家 等 
化 候へ ば 到る 處大 歡迎 化て 大 低の 日は 午前み 時半 起 巧す 後 十 


二 時 又は 午前 一時 ダンス 結了 迄 時間を 割當 V 、 自働車 •て エ壤 
から クラブ、 クラブから 發電 巧、 ホ ブグと 云 ふ 風に 引 廻され 
る 事と て 疲れる 事 も 夥し けれど 能率み ホ 多大に てを 種 二十 風 
工場を 見學致 候。 

殊に ァメリヵへ ホてから 約 一年に ffi 成 候へ 典小學 校のを 徒 
化 旗を 振つ て 大歡迎 された 事は 今度が 初めてに 御座 候。 

勿論 十 人 も 日本人が 居る 事と てを 地新關 記者の 1 を 受け 
戰爭に 就ての 意見を 徵 せられた るには 軍人 をら の 一祠墙 少な 
からず 面 噫； 5 申 候。 

1 體自 みは 此 種の 會 合が 大好きに て 渡米が ホ 努めて 化應致 
居候 •何 おに 街 席ず る やとを ふ 理由は 大體 次の 二 點化歸 ずべ 
く 候。 

一は 此國の 顯學舊 宿と 徊 人的に 胸襟を 開い で 交際し 得る 端 
緖を 見出ず 事。 

二は ァメブ タエ 業界の 樓 槪を最 有力に 而 して 他の 邦人 專巧 
視察 者に 何等の 害を 殘す 事な くして 視察 得る 事。 

就中 商工業 巧の 支配者 階級の 人と ならん とする 人の 爲 めに 
化種會 合は 最哀の 機 會を與 ぅべき 事斷 言を 辭 せず 候。 

此 パー ミン グ户ム 巧は 南部の ピッブ パ*- グと宏 ひ 得べ く、 
製鐵 巧も槪 近と をして 數ヶ巧 あ々 粘 丈 工業 も 相當發 達、 鐵 


巧び おな と 耐火が 微を周 圍に豐 富に' 產出 する 事と て 近年 ィ ，今日は 五月 六日は 候へ 典もぅ 此 地は をく 夏に 御座 候'。 (五月 
チく と發展 、一人 口 も 二十 お 萬を 算 え、 將 巧は 勿論 まだく  六日 ホ國 アラ パ マ州バ I ミン グ 'V マ 市 タット キラ，、. ホブ八 
發 達すべ さ 勢を 示し 居候。  - にて)  - 
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主硝乾 其 金 金ッ條  厚 ム薄磁 

製議 其 賓 其 £ 揀 

± 膏品 品^  S 嫂 ミ 5 叟他 下方 他 下 ホ 器 お 

品 

名 

1 

« 

{ 

— ■ "tr  ~ ■ 一 

二 六 〇 — 

占 A X 二 § 一 ふ 

セ 〇, 二 = 互 S,  九 , ，ホ, 二 

八 一 1 一斤 二八 六 1 八 九 1 I 襄 1 セ 斤 

數 

量 

便 

額 

大 

正 

と 

年 

四 

月 

輸 

入 

表 

丄 

九 

四 

作 

» 

吉 一四 八 一 

で セ 九 S — 四 一 六 セ 

化 〇 九た 〇 九 五 二 四 四 

四 四 〇 九 四 八 セ, セ 五, ，一一 
六呈六 S 六ーモ  1 一 〇|  1 み 五 円 

丄 

1 

、 、 

セー  ニ ニ 

一六  四 一 一 八 

〇 九 八 S — 九 〇 四 六 四 

六 六 九 = 八 セ A 八 四 六 九 

一 〇 1 一 〇 ー セ , 五 九 六 九 ホ, 八 
八 S 1 八厅九 二八  1 = 吉 〇 セ 菜 1 六 斤 

數 

量 

大 

お 

と 

年 

大 

正 

年 

月 

が 

降 

累 

計 

島 

1 

セ 

五 

A 

セ 

セ 

一一  一 

五六 〇 — 五 〇 五ー ニニ ニ 

= 八 四 ニー セニ  九九 五 四 己 二 

、、、>>>、  、、、、••> 

〇 六 六 〇 四 〇 六 = 六 己 九 一一 

000 — 四 四 九 , 四 二 四 00 四 
〇 八 四 五六 セ 九 1 一 五 ニニ 六 二 円 

價 

額 

數 

量 

1. 

1 

X = 一 

、 、 > 

一一  一 

ご 二 ご 一师  一一 

S セ ーニ 九九  屯 〇 四 八 六 

>>、>  >>>>  、 

八 二 八 四 八 一二 六 八 云 九 九 

五八 ， 四 九 二八 セ = 九 セ 五十，  〇 
〇 〇 1 八厅一 九 モ八八 五 〇 〇 襄 1 九 斤 

1 

〇 

A 

〇 

九 

一 — 一ニ  ニ 

四 四 六 八 = 二 = 五ー セー  〇 

五 五一 八 云 四 二 =二= 六 四 八 か 
二 化 力； 八 四 か セ 五 〇 四 五：  00 九 
〇 セー 八 〇 = 九 六 五八 五 〇 二 九 
六 吉九二 巧 一九 セ 七 九 S セ 九 = 円 

價 

額 

343 


特許， 蕾號 

第！ 一ー ニ 五 10 號 


特許 公報 

黎明 名稱 


エス エス ま 「ステ 

インド グラス」 模 
造 法 


特許 月日 

を 巧 日 

セ、 四、 九 


特許 權者 

京都が お淸一 


ネ發 明は が 許 第一 一二】 二 九號の 追加に して 種々 の 魚鱗の お狀と 天然の 環 層ぶ 鱗 
紋の 相異れ ると 其 大小と 义は 之れ に 着色して 其の 相異れ るを 巧と を 利 巧し 其區別 
ピ 化り 之れ をな て 種々 のお狀 をな せる 盛 鱗 板が 物を 作リ而 して 之れ を稱子 面に が 
て 組合せ 模樣 となし 固着せ しめ 繫 線を 作りて 成る 處のス ディン ドグラス 模造 法に 
巧リ其目的とする處は種々鱗紋なを巧を有する疊鱗巧狀物を^$て歐洲のア ンナー 
ク米 國のォ パレス セント 等 八 硝子に 代用し 其 組合は せに 依りて 欲する 處の 模様を 
作り 普通 ステイン ドグラスの 製造 法と 異り 如何なる 髓 細の 模様と 雖 自由に 組合せ 
得へ く 殊に 兩 面より 其 鱗 板を なて 固着 被疆 せる もの、 如きは 能く 硝子の 脆 碎を防 
ぎ而 かも 巧廉 なる 價 がを なて 普通 スブ インド グラスに みらざる 特殊の 美 觀を呈 せ 
る 裝飾用 グラスを 供給 せんとす るに をり。 


第一 一ー ニ 五八 セ號 


混 凝 ± 用 型が  ち 四、 二 九 


京都 今 井 長み 郞 


本發 巧は 斜めに 削 成サる 面に ょり 互に 接合す 巧 < 二 箱に 縱 割して 設けた る巧受 
型 板を 之れ と 同 長なる 侧极に 蝶 着して 巧受型 板を 中央部ょりか 割して 下方にが 疊 
し 得 巧く 設け •左 あの 側极 には 夫々 連結 极の 一端を 蝶 着し 連結 极の 他の 一端を 側 板 
の對向 部に 設けた る 凹所に 契合せ しめ 連結 极 により 巧受型 あを】 をの 位置に ま 持 
せしめ 左右を 容易に 分解し 得 可く 結合して 成る 混 償 出 用 型 板に 巧は り 其 目的と す 
る 所は 錢筋游 お ± 巧 型枠の 布設 並に 除去の 手數を 著しく 省 崎し 虹つ 型 巧を 幾 回に 
て も 繰り返し 巧 用す る ことを 得しめ なて 型枠の 叟 巧を 滅 縮せ しむる におり。 


を 一一 一二 六 一二 五號 


滔道塵 粉 媳過法 


セ、 五、 六 


ヴホリ 
米闕 グリフ 
ヘン ン 


本發 明は セメント 製造 其 化 諸種の 燒 漉を 及み が 法の 隙 生ずる お 道 塵 粉 並 喬氣化 
殿 法に よりて 生ずる 煙 粉を 或溫 度の 下に 水を がて 處理し 煙 粉 中に 含有す る 加里の 
を 量を 可 •溶 性 加里 鹽類 として 抽出す る改房 法に 係り 其 目的と する 所は 新規の 方法 
によりて 焰道塵 粉內の 加里 化合物を 可溶性 形狀 にて 有な に回收 せんとす るに をり 


@實 用 新案 公報 


登 錄番號 

第 四 五一 一ー セ八號 
第 幽五四 一ニ セ號 
第 四 五 四 五】 號 
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セ 
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、 

登 
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四 

ミ 

曰 

實 新案 權者 

おを ± 屋 亥之助 
同 栗 田 不二 雄 
京都 •お 角 喜 一二 郞 


•陶 業から 見た 大名ち 屋 

名古屋 製陶 所 飛鳥 井 孝 乂郞氏 

.お古 屋を中 也と しを 製陶業は 昔からの お産 物で 旣に 瀬戶 物が 陶器の 代 名 欄に な 
つて 居る のを 見ても 全闕 的の 產物 であるが、 •今日は 一耀して 化 お 的の 產 物と むつ 
て 日本 陶磁 雑の 聲 償を 歐米 始め 南洋が 度滚洲 まで も 轟かす こと、 なづ た、 隨ウて 
此事 丈け はを として 外 数を 巧手に する のでを るから 名ち 屋の富 源を 增進 せしめ 大 
なる 名 古尾と する には 陶 業の 如き も决 して 見逛 してなら ぬ 重が 工業の】 であると 
思 はれる から 陶 業を 益々 陈 盛なら しむる ことは お古 •担がを 大 ならしむな 所な であ 
る、 尤も 名陶の 立場から すれば 餘リ 多くの 競爭を 同業 巧の 興る のは 不利益の 様に 
考 へられる けれど 今 曰の 日本 製陶 及び 本 所の 製品は 化 巧需嬰 地の ホンの ー ル 部分 
を領 をす るに 比 まつて 居る に過ぎないから 今後 若し 講 がが 成立して 獨巧 品が 再び 
化 巧 市場に 旧た としても 日本の 陶 業者が 更に 一般のを 力奪發 をして 化 ホの 隅々 に 
まで 販路を 猶 張して 參 つたなら 日陶 、名 陶义は 九州の 巧陶 位の ものに 幾 十倍せ る 
を 社を 建設しても 足 リなぃ に 相違む い、 故に 名 巧 尾には 製陶 所 速な の餘 地が ある 
のみなら す 名 古 崖を 世界的の H 樂 地たら しむる には 是非とも 陶磁 辦举 業を ょり 多 
く 盛大なら しめねば ならね、 併し乍ら なに 疑問と する 所は 巧 図の 原料が 果して 獨 


墳の 如く 無盡藏 であるか ドゥ ヵの 點に ある、 申まで もな く 日本の 陶磁器 就中 名 古 
屋 附近の 原料は 極めて 駿 いと 認められる。 是は 哀しい 哉獨墳 に比べて 日本の 大な 
るが 點 であるが 夫れ でも 甲の 山で 無くなれば 乙の 山を 發 見し 乙り 山が 盡れぱ 巧の 
山から 巧 巧す とを ふ樣に 姑息では あるが 大地 層を 持たない 關 係から して 此ホ 針を 
取る の餘 儀ない み 第で 目下 巧々 當 業者は 勿論 政府 側で も 調を をして 居る、 尤も 粘 
主は 愈々 日本に 歡< なつた とすれば 朝鮮から 取 寄せる 事に する 朝鮮には 隨分澤 山 
ある 見込で ある、 陶 おは 尾 一二を 中 也と してが 巧產 地に 乏しから デ 九州の 天草から 
も 巧る、 長 おは 纏まつ た大 脈は ない にしても 何處 から も 出る から 少しも 困る 虞は 
ない 斯く 原料を 各 ホ 面ょ リ寃集 さへ すれば 如何に 多額の 注文が 來て义 多くの 製陶 
がが 巧 來ても 先 繰々々 に發 見す るから 是れホ 憂慮す る 必要がない、 歐洲 でなら 填 
國 々ロ スバ ー ルの お ± は 澤‘山 あるに しても 長 おは 諾威產 を 取 寄せて 居り 下 揉では 
、佛 英兩國 のが ± に諾 威の 長 おを 用ゐて 製して 居る から 戰後 互に 經濟 同盟が 出來た 
としたなら 獨墳 でも 其の 原 斜を戰 前 通りに 得られる か ドゥ か だ 疑問で ある 之に 反 
し 日本は 今の 處 原料が 砂い とを はれて 居乍ら 其實缺 乏し 居ない ので あるから 優に 
世 巧の 需給に 應 ずる 事が 出 巧る であらぅ と 思 ふ、 尙ほ 事のを に 粗製 遐造 とか 公を' 
檢査 とかの 說 もを るが 日陶 や名陶 には 何の ふ 酷 もない ので ある 現に 需要 地では 兩 
製造所の マ I クを 確信して 居る から 他 製造品を なて しても テンで 先 ホが 巧手に し 
ない のでち る、 尤も 注文先の 意向で 二等 品 或は 一一 一等 品を 必要と する 場を は 日陶で 
も 他所の 巧 製品を 購入して 輸曲 する 事 も あるが 是は 特種の 用に 供す るので 必ずし. 
も i 等 おを 要さない 場合に 限られて 居る バ五巧 甘 五日 名ち 屋每日 新聞) 

•古が 製陶の 大 遺蹟 

一千 致 百年 前の 陶器 寵化ル 曾 原 その他 數十 個所に て發見 
福 井縣丹 化郡宮 崎が ル 曾 原は 巧 約 十一 年な 來 、陶器を 製造し 北陸 線 あび セ 尾 線 
工事の 際より 主管を 製造して 現今 陶器 丈 管 瓦 等の 製造 高-萬 餘圓に 達し 織 西 村 平 
等と 共に 本縣 著名の 製陶 地なる が 上田 史蹟 調査 ま 員は 過日 巧 此等製 掏 地帶に 於て 
古 巧寵化 あるべき 目的に て 調 益し 同地 山 內伊お 衞巧氏 あ 司辻宮 暢校裝 と共に ル 曾 
原區を 踏を しな 波に 魅る' 悼の 下にて 齿代寵 址を發 見し 猜 南部 黒垣內 山、 行 通、 ± 


葬の のを 所を 巡 見し 黒 お 內 山の 麓なる 寵趾 にて 多數の 標丰探 集し 目下 お 原料 採集 
址 にて 古代 證の樣 巧及携 造を 復原て べきを 穗の巧 究を爲 し 終りての 內 氏所務 のが 
種 標本を 陶器 お 革を 調査し 進んで 織 田 村 平等 區に 至り ま 出 長ち 衞 氏の 案のに て ホ 
等 陶器の 原產 地た る 大签屋 の 遺址を 調査し 且 現今 製陶 狀 況を硏 巧せ り。 

上 巧を 員の 談 によれ ぱ 一が々 年頃 ill 重 縣阿藝 郡 合 川が に 二十 數 個所のを 代 陶器 
寵址發 見せら わ 最近 山城 及攝津 等に も 多少の 寵化發 見され つ、 をる が 丹を 郡 ル 曾 
原の 如き 割合 廣き小 曾 原 盆地の 緣邊 たる 山 脚に 至る 處寵趾 を 見得る は 本邦 此種遺 
蹟中 未だ 曾て 聞ぎ る處 にして 此 地の 事情に 精通せ る 3 內 かを 衞巧 氏の 言に よれば 
諸 所のを々 若葉 靑 葉の 間 迄 も 探索 すれば 正にな 箇所に 達すべし と 果して 然 らば 本 
那 無二の 製陶 遺蹟た るべ  < 秋を 更に 個々 の 調査を 行 ふ 必要を りと 猶寵趾 に 於て 發 
見の ものは まとして 祝 部 止 器の 樣 巧に 屬 しやには 朝鮮 主 器 及睹色 ± 器 も 共を し遙 
の樣 式は 山麓の 傾斜を 利用せ る 上リ签 にして 其 寵を區 劃す るに 粘 主に 養を おじて 
積み上げ たる 狀況歷 々として 見る ベ < 薪炭の 媛 かお 灰は 下 ホに 主 器の 破 かと かに 
堆積し 寵曠 大巧 四 間 位と 認 むべ < やには 釉藥を 施しを る もの も ありを < ぱ完查 な 
る 製品を 收 獲した る殘存 品なる を 化て 多數 重なりて 附着し 一見 製造 場を る こと 巧 
なリ猶 之の 寵址の 包含 狀 態に よりて 從來藥 止 器の 新 舊及赤 ± 器と 灰を 止 器との 時 
代區別 等を 極めて 嚴 格に 區 別せ しも 今 此等寵 化の 新鮮なる 廝 面に 就て おる に 到底 
馈單 なる 說 明に 甘ん ずる 能は ざるべ < 更に 根本的に 硏究 して 人類のを 巧と 最 密接 
の關巧 ある 陶器の 製造 起原を 調查 する 善な リとバ 々月 十日 福 井新 朗：^- 

•獨逸 浮虜と 日本 勞働者 

日陶 でも 名陶 でも 近頃から 獨遙 俘虜を 遣つて 居る 日陶は 一二 十餘 名、 名陶は 四十 
餘 名に 達し 其の 成績 も 頗る 宜し < 日本人に 比べて 約々 割が を 多 < のな 事を すると 
雨 祖の當 局は 巧言して 居る。 

記者が 其のな 事の 遣 U を 熟 親す るに 我等 俘虜は 名 巧 屋の勞 働 者の 汗水 垂らし 左 
も 苦し さろ な 態度に 似通 ふべ くも ちらず 如何にも 樂 々と 重い ものを 輕 々と 運んで 
居る 有 樣は羡 ましい ほどで 成程 是れ では 六 割の 多量を 示す も ホ もどと 感服し を。 

ナゼ獨 人は がくの 如 < であるかと をへ ぱ 物質的では】 おむ て 其 借が が运れ で 居 


3 が 


るのと 綺神 的には 化 事に 蔚 する 理解力 即を ドゥ すれば 重量 中 ふを ホめ られ るか 
ドゥす れぱ危 厳な く 運ぱれ るかと を ふ 頭の 働きが 邦人と 大に 趣を 異にして 居る 點 
とで 雇 まの 利益が 多 < な るので ある。 

夫に 就いて 直ちに 思 ひ 浮べる のは 日本 勞働 者の 體が 問題ぶ をる、 云 ふまで もな 
< 俘虜は 獨 おかで も诞 がの 宜 いのを 携 巧した わらで も あらぅ が 兎に角 總巧 平均し 
で獨 人の 鴻 がは 日本人よりも 遙 かに 優つて 居る 事 丈け は事實 でを るから 將巧勞 働 
者ィヤ をに 勞働 をと をはず 一 胶日ネ 人の 體 がを 如が にせは 立派に すべき かは 是は 
差當 つての 急 耍硏巧 事 巧で をる。 

みに 關踰 して 考 へられる のは 婦人の 體が 問題で をる、 工業が 盛に なつて 工場が 
澤山 出來る 今日 巧 績綠染 其 他に 使用され る 婦人 勞 働を の數も 近頃 ドノ 位多數 にな 
つた かかれな いち 古屋 近傍 ばかりで も此 種の 婦人 勞慟 ホは 萬を なて 數 へられる 巧 
であるから 日车を 通じて 事に 依る と 男子よりも 婦人 勞働 者が 多い かも 知れない。 

然 かるに、 其の 鞋 がと 來 ては 男子よりも 一麽惡 いから 之を 改良 健强 にす る 事が 
一大 急 巧の 問題と なつて 來 をので ある、 名 古 崖を して 乂 ならしめ 進んで 日本を 大 
ならしむ るには 是非とも 婦人の 挺が を 健を 强大 にす る 事が 何を 差 措いても 遣ら わ 
ぱ ならね ホ决 事業で ある、 其 道の 學 者の 硏究 答案を 要求す る パ 六ち 四日 名 古屋每 
日 巧 聞) 

•京都の 製作 品 

五 百 十餘點 商品 陳列 館に 陳列 

中澤巧 壬ま宰 、京都の 製 か 品 陶磁 品 漆器 餘 物の 展贊會 は、 サモ 日から 一二 日間 農 
商務省 商品 陳列 館に 開かれる。 

陶磁器は 粟旧燒 のか 東陶 山、 高橋淸 山、 澤田ま 山、 錦 光山 宗兵衛 、宮み 東 山、 
琼水ホ お衛、 > 

『ネ 品は を 巧の 御を 望に 應じ 難く お』 の 化 化 あるに なても 自信を る 作品なる 事が 
をはれ る、々 お 巧む 花瓶 『巧 砂 j は 高さ 一尺八寸の 大作で 價 一二 千圓 、同じ 热天 目は 
巧 巧 巧が 一二 個 買わし をが 價五 千圓 、東 山 氏の 『古代 おみ 鞭』 の靑破 花が は 高さ 一尺 
餘巧 五巧圆 である。 (々月 セ 曰 萬 朝 報 一 


•伊部 燒と 常潛燒 

巧 中 工業 試驗 場長談 

岡山縣 のか 部 鏡と 愛な 縣の 常沿燒 とは 原 ± も 製な も 頗る 能 < 酷似し 碟に 眞燒、 
朱泥燒 、白 泥燒 、义瀑 の 如きは 巧ど间 一品の 感をリ 常糖燒 は專ら 日用品を まとせ る 
が自 泥に 藻草を 掛けた る 藻燒及 象眼 並に 外國の 人形 向 如きは 近時 生產 盛んにして 
か部燒 中に 見る 能は ざる 逸品な リ 近年 常 沿に ては が 部の 置物に 對お ナベき 物と し 
て语 燒の發 明を り專ら 家畜 其 他 一般 脚 物を 燒き 居れる が 表面に 小さき 凸凹 あり 上 
藥の 溶加臧 極めて 微妙に して 毛を の 表し ホ询に 巧な リ现 巧の 伊部 燒中 特にな 善を 
要する は 素地の 精選、 窯の 構造 等なる ベ < が 部の 素地は 稍 粗 造の 叛 ありか 部に 於 
ける 燒 窯は 未 ど 悉く 登 窯なる も 常 沿に ては 窯 約 二な 餘中其 巧 四十 八は 平地 窯に し 
て 石炭を 燃料と し 其 製品 か 部に 比して 著し < 精巧な リ 尙常稱 にて は 町立の 陶器 學 
校な び 同校 附屬 陶器 館 あり 年々 五十 餘 ぉの 生徒を 收 をして 優 巧なる 徒弟の 養成に 
努め 當 業者は 能く 共同一致して 製品の 統一 改 をに 波々 たる 有様な リ 我がが 部胖に 
て も 現 巧の 陶器 學 巧を 今み し 盛大なら しめな て 巧 術 俊を なる 職工を 養成 チる こと 
は 製品な 良 上 最も 緊切なる】 事なる づ し。 (五月 サ ー日 山陽 新報】 

•平淸 水 陶磁器 發展 

陶 破器傳 習が 開設 

扣お縣 南 村 山 郡 平 淸水產 の 陶磁器 口舊幕 時代に 創業せられ 其避媳 あて 近 L とを 
ふ 可から ざる も萎微 おはす 久し < 他產 品に 歷 倒され 當 業者の 窮狀 言語に 経す る も 
の ありし が 明 巧 四十 年 馬 淵 知事 赴任し 熱 ふに 斯業の 改善 錢 達に 力を 致せるな 巧 割 
然 面目を】 新し 今日に ては 聲偵 大に岛 まりか 海道 奥 あ 信越 關 東ょり 遠 < 南洋ぶ 化 
ホに 其 販路を 横 張し 需耍 著しく 巧 化せり がるに 巧 業の 中軸と も稱 すべき 造形 エは 
當業 十二 戶 にて 僅かに 四十 六 名 一 戶平巧 四名內 かを 有する に 過ぎず 踩に其 大半は 
中老な 上の ものに て 之れ が後繼 者のを ぶは が來の 如き 巧稚 なる ホ 巧に ては 到底 將 
ホの 發展に 寮す ぺ< も あらざる ょり 金 澤丰縣 巧手 市が 喊お巧 氏 等な がの 同業な 合 
巧 謀り 今回 同 巧に 陶磁器 傳習 がを 設立し 俊庭聰 王のを 成に 巧む る こと、 したり 之 
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れに對 し 縣ょリ 六な 圓 郡ょ リ巧圓 の 補助を 受け 同業者の 巧資 をを せて】 千 六な 圓 
をはて 本年度 着手す る 都合に て 巧 長は ネ縣技 手金 澤巧雄 巧 主事に お 村 彌兵衞 巧を 
巧 じ常議 質に 丹 羽 龜ホ郞 、市が 彌兵銜 、島 橋 辰 太郞氏 敎師は 所長 没 杉 山 兼 ま、 鈴 
木 仙を ニー 氏 其 他會計 書記の 專巧を 置き お敢 えず 去る 四月 A 日ょり 開が し 目下を 徒 
八 名を 收 をして 修身、 圖黨 、製陶 法、 實習 等に 課程を 分ち 敎育 しつ、 あるが 成績 
頗る 良好な りと 而 して 修學 年限を ニケ 年と し 更らに 補習 科 一年を 設けて 技術の 熟 
達を 圖リー ニ十 名を はてを 員と し傳 習を に對 しては 技術の 程度に 化り 一人 一日に が 
き 金拾錢 乃至 參を錢 の 食費 手當 を給舆 L 卒業の 上は 平 淸水當 業者に 於て 責任を は 
て 高給 傭聘す ぺ しとの ことなり 。(六月 九日 山形 新聞) 


鐵筋混 凝 ± 船の 建造に 就て 


錢筋源 凝 ± 船の 建造は 最近 著し < 世人の 注意を 惹 き、 米 國桑港 にがては 本年】 
巧 旣に五 千 顿級混 凝 ± 船の 進水を お 其 後 聯合 諸國 にがて 着々 其 建造を なしつ あ 
る ことは、 新聞紙 あ雜 誌の 報道す るが にして 其槪 嬰は 啟に 一般 局外を と雖も 熟知 
する 所なる が、 鐵筋混 凝 ± 船の 構造、 費用、 な 其 得失 等に 至りて は輕 々に 看過し 
難き ものな リ 、時局の 爲 船舶 巧を 前の 旺盛を 極む るが お、 なに 造船 上の】 大 革命 
期を 割す る や 否やは 畢竟 游凝主 船な 虞價値 如何にょ りて みを せらるべき もの なれ 
ば、 こは 獨リ 造が 巧の 閒題 のみに 化 まらず して、 セメント おにと りても 其 利害を 
感ずる こと 痛切な リ 、依て 本邦 セメント 業を 中に も 目下 之が 硏 光に 着手し つ、 を 
るが 如 < 或は セメント 業と しても】 新紀元を 示す にあらず やとを ふ、 而も 最近が 
報に ょれば 支那 上海に がても 去る 五月 二十四日 鐵骨混 凝 ± 第一 船は 楊掛浦 造船が 
にて 進水したり とを ふ 程 なれば 化 趨勢は 早 晚世巧 的 傾向と なりて 現は る、 にあら 
ず やと 思は る、 若し 其 構造 •費用、 得失 等 細目に がて 明白なる を 得 ば セメント 業 
者の 立場と して 他日 詳報の 機を るべき を 信ず パ 仙 田) 

♦セメント 强調  • 

セ メジ トは 近時が 種 事業の 新設 义は據 張に 伴 ひ 著し < 需嬰增 道し 其價 がは 常に 
强 調を 星し 居る が 巧に 惟々 冰力電 氣事鬟 は 驚 < べき 隆昌を 來し 現に 巧電 、鬼 怒電 


猪を 代電及 棟電の 如き 夫み 横 張 工事に 着手 中の みならず を 地に がても 新に 斯業を 
開始 せんとす る もの 績 出し 爲 には 等 工事に 使用す る セィントの 量は 實に 莫大の 額 
に 達しつ、 ちり 且つ 鐵道院 への 納入 季も迫 9 をる をはて 各社 其 現品 拂 底を 卿ち 居 
ら ざるは なく 尙 近時 運賃 暮騰 "結を 九州 方面の 製 おは 多 < 地元 渡しに て 引渡さる 
る もの 多く 從_ し 東を 方面への 入荷 渉々 しから ざれは 巧 憤は 漸み强 調を 加へ 目下 一 
樽八圓 十八 十錢 前後を 唱へ 居れり パ々 巧 二十四日 報知 新聞) 


•佐 賀縣の 陶磁器 


大亞ム ハ 年度に がげ る 縣下陶 礎器產 額は 二な 一二 十々 萬 一二 百-一一 十六 圓に 達し 前 ホ 度 
に 比し 一一 一十 セ 萬 ニモ 九 百 八 圓の增 加を 見を るが 當 業が 景氣の 結果 其の 製造 戶數 一一 
巧 二十み 職工 男 一千 五な 八十 六 女 八 百 一二 十六 計 二 千 四百 一二 十二 人 其窯數 二百 十四 
室數 六な 一二 十六 錦 窯 六十 六 其 他 八十 六を 示し 前年に 比し 戶數 にがて 十五 戶 職工に 
がて 巧々 十四 人窯數 十一 一一を 增 せり。、 ■ 

其價巧 家具 及 裝飾品 五十二 萬 千 七 百 五十一 一圓、 飮 食器 百 一一 十四 萬 五 千 六 巧 八 
十セ圓 .'工業用 お 二十 八 萬五モ 四百 六十 七圓 、玩具 五 千 ス百セ 十五 圓其他 S 十 萬 
セ 百 五十 五圓 なるお 輸出 向 並に 內地 向を 細別 すれば ぶの 如し。 

種 ..類  輸巧向  巧 地 怖 


家具 及裝 節. 品 
飮 食器 
工業用  品 
玩 具 
其 他 
計 


ー セ 六、 二三 〇 
二 置 セ、 〇吉セ 
.一八 五、 セ 五 〇 
一、 一二た 0 
五 W、 六 00 
み セ 五、 0 五 セ 


一二 巧 お、 巧 己 二 
九 八 八、 六 五 0 

一 00 、ち セ 
四、 一一 三 五 

二 四み、 一 五ー ニ 
、六 八 五、 11 セ 九 


其巧别 表に 依れば 西 松 浦 郡の 巧 セ 十 S 萬】 千 一二 百 四十 圓を 最多と し藤津 郡の 
四十 六 萬 千ち 八十 化 圓が烏 郡の 十四 萬 八 千 化 百 五圓么 にみ ぎを るが 郡 別 左の 如し 
郡 別 戶數  職工-  價格 
佐賀一  一ー  ニ、 八 00 
神 埼 こ 一一 一ー  ニ、 六 か 0 
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一二  謹 
ル 

巧を 
西 带 
巧； 
藤.- 


基 

城 

浦 

浦 

島 

津 


八 

二 

力 

ニニ 

ミニ 

五 二 


四 八 
一二 
一四 
一、 ホ 四 セ 
一二 五 
五 セ 0 


五、 000 
. 四 九 〇 
セ、 八 五 セ. 
一、 セ ーー ニ、 一一 一四 〇 
一四 八、 九 五 〇 
四 六】、 一八 六 


尙餘 出向の 最も 多き は 西松滿 郡に して 四十 一一一 萬 四千 九ち 二十 圓に 達せり。 

其 巧 别窯數 及び 輸ぉ 向內地 向を 示せば 左の 如し。 

種 別 窯 數 輸出 向 內地向 


佐 

神 

ご 一 

小 


養 


賀 

巧 

基 

城 


— 、 • — 二、 八 00 

一二  I 二 > セ ー 〇 

一二 八 >1  五、 80 

一 I 四 九 0 
東 松 浦 一ニ  ー セ、 八 五八 
西 松 浦 一二 九九  四！ 一画、 を 一 〇 1、 二を ハ、 型 S 
が 島 . . 】 一一 五 一号 r 七 五 0 一一 五、 二 c}0 
藤 津 五 0 セ ニ 0 六、 兰八セ  ニ 丑 四、 八 01 一 

(六月 八日 佐 賀每日 新聞〕 

愛知 縣の 陶器 生產力 

を知縣 調査に 巧る 六 年中の 陶礎器 锻造戶 數は千 五 巧 セ 十二 戸に して 之に 使用せ 
る 職工は 男】 萬 四千 八 百 セ 十 S 人、 ホ 四千 巧な 八十 一人 合計 一 萬 化 千 一二 巧 五十 四 
人ち リ义窯 数は II 一千 八 百む 十】 個に 上り 之れ ょり 製を する 陶磁 お 化 額は モ セ-百 九 
萬 八 千 九ち 五十 五圓 にて 其 內譯を 示せば 左の 如し。 

么 家具 及 裝飾お 一一な 十二 萬九モ ニな 八十 狂 圓么飮 を お干 百 五十 一二 萬 九 千 一二 百 六 
十一 一圓 <1 工業 お 五十 モ萬九 千 セ 巧 五十 一圓 <1 玩具な 九十 二 萬 S 巧 一二 十！ 一 一圓  <3 其 
他 九十 一二 萬 一 一巧 二十 阁 

而 して 么を五 年を のな 製、 産額 千 四十 二 萬 一一 一千 ホ 百 八十 九圓に 比較 すれは 價 格の 


騰貴と 溺 逸品の 化 用と して 贩路 のが 張せ る爲 めと により 六 百 六十 セ 萬 五 千 二な ー ハ 
十六 圓の激 增を爲 せりと パ 六月 十四 口 お ま屋新 巧) . 

•硬質陶器 消息 

朝鮮 签 山の 硬質陶器 株式 貪 社は 頃日 來签 しを る 松風 氏の 視察に よりで 着々 工場 
設立の H 程を 進めつつ ちり 大工 其 他 京都に がて 受負 はしめ 當地 にて 組立ての 菩な 
るが 小 野 支配人の 談に 據れば 器械 萬 端の 整頓を 視て愈 事業の 開始を 視 るは 九月 ホ 
义は 十月に 入るべく 义 器械の 運轉は 或は 瓦霜會 社の 動力を 使用す るで も 知れず 兎 
も 角 も 事業の 開始は 十月 前後な らんと パ 五月 二十 九日 朝鮮 時報〕 

/‘ ® 三 河 窯業 成立 

S 河 窯業 會 社は サ 八日 午後 一 一時 帝國鐵 道協會 にがて 創立 總會を 開き 創立に 關す 
る 一切の 事項を 議了し 會 社の 成立を をげ たるが 重 おは 左記 諸 巧に かを せり。 
▲巧締 役渡邊 勝互郞 (社長) 宮 がか 勢吉 (醬 務) 神を 傳兵衛 、太 田 半 六、 井口 延 
み郞 、阿部 專 市、 鈴 木お彥 ▲監 を役义 米が 豫太郞 、井出 百 太郞、 祥澤夕 お A 
巧 談役久 米ぶ 作 

(五月 二十 九日 中外 商 111^ 新聞〕 

み淺川 窯業 株式 會社 創立  ‘ ’ 

福 島縣石 川郡淺 川が ぷぴ西 白 河 郡 小 野 巧が 地方 有力 家に 依 リ計晝 中な リし淺 川 
窯業 株が 會 社は 愈 資本金 一二 萬 劇、 株式 六な 株 四 分の 一拂进 をな て 創立を 吿げ 事務 
所 及び 工場を 淺川村 大字 染凹九 八 番地に 設置し 左の 役員 諸氏 當選就 巧し をり。 
▲取締役 化 長 駒 井ネ作 ▲專務 が 締な川 音 义み郞 A 敢締役 川 音藏吉 、大平 
留之朗 、綠川 亥之吉 ▲監查 役 鈴 木 福 松、 藤 田 巧太郞 ▲支配人 福 原靖修 
摘 同を 化工 場 附近より 産 巧す る 耐火 钻± を W て 耐义白 煉瓦、 裝飾煉 冗、 普通 煉 
冗、 冗、 主管？^ ぴ水號 等の 製造を も經營 すべし と パ 六 巧】 日 福 島民 友 新聞) 


3 が 


赛會 記事 

◎評議員 會 

去 力. 巧 サホ日 午後 五 時半ょり 東京 离等 工業 挙校內 に 開く 出席 役員は 梅 巧 常務 委 
員、 內 海、 を 巧、 丸 田、 近 藤 •貴 島の お 評議員な 梗 本、 內藤 雨を 記、 金 烏、 巧 田 
兩 主計、 浮洲 、米を 兩 編！！！ W のは 上 十二 君に して 會誌改 をの 件 其 化に 就き 種々 協 
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同が 在勤 化 島 巧 政 君 
お械 製造 野 口 鹿 之 巧 君 

窯業 科を 徒 松 尾 節 男 君 
同が 員大 井齋君 
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大日 本 窯業 協 會雜誌 第一 一一 巧 捻戴號 

(大正 セ 年 八月) 

41 褲圖誘 巧 * 

本 號柿圖 は 草花 應 ぉ湯 呑腳案 にして 京都 陶磁器 試® 場圖案 
部乂 が 馬 ホ 巧の 案に か.、 る。  ， 

*霄 或 i i 說報文 - 

.’、 ゼ ー ゲル 錐と 燃料との 關係  . 

を 員 友 田を 淸 
. - , ■ 同 熊澤 治郎吉 

ゼ |ゲ ル巧創製の高熱度計たる所謂ゼ ，ゲ八氏ーニ角錐は、 
當初 製作され たる もの、 外、 ヘヒト 及 クラ t マ f 兩巧 にょら、 
更に 最近 追加され たる ものを 合して 合計 六十 種 近くを 算 せし 
も、 近年を 種の 高熱 度 計の 精密なる もの、 追々 發 明せられ た 
るが爲め、 之を基礎とし、 右ゼ—ゲ八錐のを溫度が果してお 
確を る ものなら や 否やを 傑ぶ すると 同げ 化、 ゼ，： ゲ^ 錐 じし 
て 其 成分は 異れる ものと 雖 、其 烙融觀 の 殆ど 同一なる もの 數 
潘 あろ、 是 等は 其雷號 をな 儀し、 又 其 成分の 不適 當 なる が焉 
め 烙識の 都度、 指示 溫 度の 二 A せざる るのは、 其 成分を 變お 


して 番號を 新に し、 其 硏究の 結 おは 遂に 發表 せられ、 今日に 
ては 合計 五十 化 種と なな、 を 錐の 示ず 溫 度は 正權に 指示 せら 
る、 に まれ 6 .、其 結果に ょればを 錐 間の 溫 度の 差異の 最大を 
るは 五十 度に して、 な 下 四十 度ょり 二十 度 迄の 差異 あら、 而 
して 大多數 は 一！ 十 度なる を 普通と す、 是れ此 熱度 計と 溫 度と f 
の關 係を 硏究 したる ものにして、 需用 者に 取ろ て最 必要なる 
事項な 6 とす。  . 

然るにを 二一 角錐の 烙融觀 に 達する 迄に 要ず る 燃が と ゼーゲ 
八 錐との 關 係に 就て は、 ホ だ硏究 の發表 あるを 閒 かず、 此 問題 
は 一見 堪を 易なる が 如. n； も、 樂 實は甚 困難に して ニー ニ 年の 短 
日子に ては、 到底 解決ず る こと 能は ず、 可及的 多くの 實 例を 
遮 集判斷 する を 要する のみならず、 普述 陶磁 絡 業者の 使用ず 
る 溢 度た る ゼ*ゲ 八 錐の 第 十四 五番が 下に 於て は、 實 例を 得 
る こと 比較的を 易な 6 と雖 、夫れ な 上の 火 度の 場合は 實例甚 
だ歡 なきを なて、 巧に 新に 燒 ぶす るの 要 あり、 尙 S 十六 雷 3 上 
に まらて は 斯の如 さ 耐火性の 原料 も 乏しく > 炼融 爐の內 面を 
塡充 すべ' 贫適當 なる 耐火 村 料 も 少なく、 且斯の 如 &窩火 度を 
出さし 0 るには 普通の レト^ト ダ— ボンを 燃糾 としては を 易 
の 事に あらず、 從てお 十九 g わゼ！ ダ 八錐垄 部に 述 じて 此の 
硏究は 到底 不可能 事 かと 考 へらる、 も、 少 くも 工業 上に 多く 
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使用す る 火 度に 就 y 硏究を 試みん とし-を 等淺 學葬才 にして 
此の 如き 新硏 究に當 るべき 器に あらず と 離、 多年 此 等の 關係 
を硏究 せんと 企劃せ し 事 久しき をな て、 先づ 第一 着手と して 
數年 前、 左記 方法に よら 其 第 一圓を 試みた ろ、 前述の 如く 甚 
齒 難なる 化 硏究の 事 なれば 今回 發 表する も、 是れ 研究 完了の 
上の 發表 にあらず して、 不完查 たるを をれ ずと 雖 、其 點は特 
に 御を を 蒙ら、 前 問題 研究の 端緖と 見做し で 愛 讀の榮 を 得 ば 
予 等の 幸福 之に 過ぎず。 

本 硏究に 供した る 窯は 圓 おにして、. 其直徑 約五メ  I 卜八鳥 
さ 約 同 I なろ •焚 口は 八ク 所を 供へ 之れ 化 使用した る 燃 狩は 
魂炭はして、 ゼーダ八錐をを置したる揚巧は兩焚口の中間に 
.して、 其 鳥 さは 窯 底よ々 約の 尺五寸 化、 窯 壁を 隔る こと 約 一 
おお 寸 位の 內 方、 厘 鉢 巧の 平板 上に 並列せられ たろ、 而 して 
硏究 せし ゼ ，ダ 八 錐は 第 零と a 番 よろ 第 八 番迄拾 五本の 間の 
火 度に して 常に 酸化 焰を なて せろ。 

試驗は 一一 一回 反覆せ しが、 每回 第】 錐の 燦 倒せし 後よ A 其 次 

ぎの 第二 錐の 媛 倒す る 脅 V の 間に 要せし お 炭の 重量を 精密に 

巧 量し、 且其 間に 要せし 時間を 計算せ しものに して、 其 第一 

試 にがては ゼ— ゲ^ 錐を 安置せ る 場 巧の 一方の 焚 口に おおせ 

し數 量の みを 砰 量せ しも、. 第二 試 及び 第一 一一 試に 於 V は 其 安置 


場所の 左右 兩焚 口へ お 炭ず る數 量を を 別に 精密に 砰 畳し、 な 
て 其 差異の 有無 及びが 間の 裳 短を 計算した る ものな ぅ、 化し 
時間は 第一 錐の 倒れし よろ 第二 錐の 倒る、 に 至る 迄の 時間に 
して、 焚 口の 左右よ ろす る 炭 量の 差異 あるる 時間は 常に 同一 
なる ものと す。 

左に 實驗 表を 示ずに 先 だ も、 更に 豫吿 する の 必要は 卽ら每 
回 多少の 誤々 をを せし 事に して、 第一 試に 於て は乂縮 通過の 
有様に よぅて 然ろ しか 不明な 6 しも 築 四 a 番は第 S a 番 よろ 
S 十み 時間 早く 燦 倒し， 第ー ニ 試に 於て は 第 零 六 a 番と第 零 五 
a 番 、及び 第 四 a 番と 第五み 番 とは 烙 倒ず る 時に 當ク 、兩錐 
は 重な-^ 合り しが 爲 め、 判然を 錐 頭の 地盤に 附 きし 時間を 認 
め 難 かろし を 遺® とず。’ 
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元 ホ 燃料 數 量は 溫 度に 正比例を をす ものなる は、 何人も 首 
肯 ずろ 所に し 敢て 異論を 柿い の餘 地を きは 勿論を 6 と雖、 
若し 溫 度の 上昇に 比例して 燃料を 增加 ずる も、 其增加 率に し 
て 普通の 如く 殆ど 一定の 比を 有する もの とせば、 敢て 硏究を 
要せず-^ 雖 、今日 ま V 予 等の 經 驗に徵 ずれば、 前記 兩 者の 關 
係は 不規則なる 魄横 狀に增 加す る ものな らんと 思考 せらる、 
る 6/ 若し 果して 予 等の 想像の 如くなら とせば、 火 硏究を 
要すべき 問題なら とす、 是れ予 等の 研究に 着手せ し 所が 化し 
て 一般 窯業の 如^ 致 も 燃料費に 多額の 冀 用を 要すべ さ 工業 
じ從 事せ A とずる もの じ 取らて は 最も 大切なる 硏魂 事項な ろ 


Ai す^ 

上記の 實驗 表は 僅かに 一二 囘反鑽 した ク八 のみ、 且 窯業 上】 般 
じ多く採用すべさ乂度たる、 ゼ ^ゲグ錐の第十ーー番前後ょ-c^ 
歡 十ぉ番 音での 間の 實驗 を經 ずして、 斯く斷 を 的の 文字を が 
て說 明す るは 少しく 過言の 感 なさに 非ず と雖 、前 衆に 徵 すれ 
ば予 等の 假說 ホを く 空想な ろと いふ 能は ざるる の あら、 卽も 
旣に 前述せ しが 如く 實驗中 多少の 過え あろて 完 をには あら 多 
る も 一一 一同の 實驗が 殆ど 同一 時間に 於 V 烙 倒せし は ミ。」。 •賢. 
及びを の 四 錐 あろ、 又 S 励の 實驗ゃ 二囘聋 では 殆ど 同】 時間 
にて 烙 倒せし はこ 4a.  ga.  Ola .及び》 の 四 錐 あろ、 然 かる 
其 時間を 比較す るに 決して 同一 又は 近似 數 にあらず して 一 
定 せず、 今 試みに 最も 長時間を 嬰し で 烙 倒せし るのを 指摘 
ずれば、 la にし で 最短 時た る も 四時 間 十 か 時を 要し •最長 時 
はお 化 五 時間なる を 示せろ、 をに 至らて は 同じく 二 時間を 要 
せし を 示す、 若し 夫れ 烙倒 時の 最短なる ものを 摘出せば ミ a 
若く は 3a にし y 僅かに 一二 十分 時間 內外 とす、 然 かも 前述の 如 
く 四時 間を 要ず る も、 將父 僅かに S 十分 時間に して 炼倒 ずる 
ものる、 其溫 度の 差異は 僅に 二十 度 乃至 四十 度 位に あろ， 若 
し果 しで 其 製品 燒 成の 溫 度は 僅かに 三十 度內 外の 差異に し 
て、 其 理化學 的 性質には 大差な きものな ろ とせば、 工業 經濟 
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上 よら 窯業 品の 燒成乂 度は 根本的に 淡を し.、 而 して 其 火 度に 
適する 樣其 調合を 硏究 ずると き寞に 有利なる ベを f。 今 
若し 予 等の 想像の 如くな ろ とせば、 某 窯業 品の 磯成乂 度は？ 
义 はを の 如き 燃料の 多量を 要すべき 火疲は 撰を せず しイ夫 
れ よらを々 一段 低位に ある 2 口义 はなみを 採用ず ベ 含な を。 

.本 報吿は 更に 他日 續け V 發 表すべく 豫を せらる、 も、 今は 
唯其緖 論に 等しき 單篇 をな にしで、 同好を 位の 批評を が ぅん 
とずる のみ。 (終) 

本-巧 產 カホリ ナィト (巧 § ご 芭适の 加 
熱變 化に 就て  . . 、， 

理學 ± 你藤 進， 一二 

1、 緖 論 

カオリ ナィトは カオ リンと 同 成み をを ずる 結晶 狀を か珪艘 
變 i にし C 化學 々がの 結果 よら 見る に骼 •ほ 西 4 穿 > 一 2 〇。 なる 
分す 式を なて をず ことを 得 カオ リンが 陶磁器の 巧が 料なる こ 
とよ 人の 能く 知る 所なら 然れ ども 其 顿规的 及 化學的 性質の 知 
られ たる もの 甚だ 僅少なら カオ リンを 調 熱して 或溫 度に 至れ 
ぶ熱の吸收或は踞散ぁることは 一 八八と年^  • ぶャ テリ t ぶ 


ジ Le-  chateso によな 夙に 葛究 せられた る 所 をれ どる 其 後 
比較的 近年に 至ら アッシュ レ* ~ の (巧. 巧 •を 己レ 這) リ！ ケ 0( な. 
Kieke) ブラウン 及 モント ゴ メリ t •曲-皆 〇^口 おお. 
Montgomery } 等の 譜學著 カオ リン 及び 粘 ± の 構造 水 消失の 溫 
度を び證圍 (をす を ation  temperature  and  range) を權 かめん 
が 爲め其 吸 熱 作用を 硏究 せな 加熱 裝置其 他 些細の 點に 於て を 
自多か 其ぶ 法を 異にず ると 離 も其耍 旨に 於では 同樣 にして 試 
驗體を 急激に 熱し 其溫度 上昇の 割合と 加熱 時間との 關係 よろ 
吸 熱 作用の 起る 溫 度を 知る にあな リ！ ケ 巧は タオ リン 及 耐火 
粘 ± 等 二〇餘 種に 就 3」 實驗を 巧； 5 タオ リン  ー 〇 種類のを 均よ 
ろ 其 構造 水 消失 溫 度が 攝氏 五一 二八 度な みとせ ろ ブラウン なび 
モント ゴ メリ‘ 巧は 電氣爐 を 巧む て 試 驗體を 加熱し 爐 內の溫 
度は 熱 電對ご hermocollple) にて 測を し試礁 體の溫 度は 電氣 
抵抗 寒‘ 暖計 にで 測定し 許 多の 加熱 曲線を 求めた ろ。 

ジ で！ ダブ グユ！  メロ， 及エ—  •ディ ミホ 八 ドク ロフト 巧 
ぞ T.  W.  sell ミ a 已。 Ab. 巧 oldcrof ごもが 赂獄 同樣の 方法に て 
ブ！ ムア ，•チャイナ ふン厶 Lee  moor  chi  口 a clay) の 物理的 性 

質を 妍究」 カホ ッミ 觀變 を替る 有益なる 論文を 雲 

せら 其槪 略を 揚 C ればブ —ビ" ヒ巧禍 CS もが 一の 0S 氏で で) は 
すャ イ4>  T ク ン f を入れ之を被ふに耐乂粧±邀巧纖をがてむ 


裳 間に 一度 燒 成せられ たる 珪砂呵 驚 未ぶ 充 しとを メッケ 八. 
バナ I (meeker す rner) 化て 急激に 熱し 珪砂 なび 試驗物 中に 
はな 金 及び 白金と P デュ— ム との 合金 よらを ス熱電 對を柿 入 


• 

9 

* 

• • •• ク 

♦ 

A 

1 

ク 

1 

さ 

巧 

t . 

<r  P 

♦ » 

- 

-一 

巧 

1 

I . 

- 

- 

• 

み 

が 

も 

夕 

に 

> 4 づィ 

ク 

こ 去み 

yljp  'る 

6 

ジツ パブ/  7 ク^':#- 夕 ぶ/ 


し其溫 度を 高溫度 計に て 測を せら 加熱 時間と 試 驗體溫 度の 關 
係は 第一 圖に 示す 如し 之を 視 るに 溫度 上昇の 割合は 六 〇〇 度 
i とと 〇〇 度との 間に 於て 減少し 一 000 度と  一一 〇〇 度との 


願に がゴ增 加ず 郎 をな 熱の 吸收を 後者は 銳の發 生を 意味す る 
ものた しで 煎 氏は 化の 變 化を 下の 如く 解釋せ 6 卽も 第一の 變 
化は お 〇〇 度に おく 起る 吸 熱 作用に して 化 攀變化 
夕 蛋2 と2  ^ 仪密 〇2  +. と2 ジ に巧20 
の爲に 起り 第二の 變 化は 八 00 度に 近く 起る 發熱 作用に して 
ア ご、、 ナ (a】3c3) のみ モ 複合 (polys ミ ー •豎完 口を 起ず 溫 度が 了 
度 八 00 度を るに 因 6 化の 發熱 作用を カオ リンが 其が 前 か 解 
して 生じた るア八 ミナの か 子 複合に 因る ものな ろと せら 何れ 
の 場を に 於ても 變 化が 物質 中に 起ら てよ ろ 之が 溫度 計に 表る 
、迄には 相當の 時間を 要ず るが 故に 曲線 上に 表は る、 變 化は 
實 隙よ ら高爐 度を 示ず 啡 長-五 〇 〇 度に 起るべき 吸 熱 作用は 六 
00 —と 〇〇 度に おはれ 八 〇〇 度に 表は るべき 踞熱 作用は 遲 
れ て、 一、 0OO— 一、 一 〇〇 度に 表は ス 、ものなら と說 明せ 
ち 其後兩 氏は 結晶 狀 カオリ ナイトに 就き 同 實驗を 巧 a 同一の 
結果を 得た る ことを 報吿 せら 晰斯 くして 兩 巧は カオリ ナイト 
を 加熱 するとき はお 〇〇 度に 於て 遊離の ア片 ミナ 遊離の 無 
ホ述 •酸 及び 水に 分解し 其 際 熱を 吸 收し八 〇〇 度に 近く 遊離の 
アルミナが 穂 合作 用を 行ひ聽 熱ず 更に 高溫 度に 熱ず ると 各は 
遊離の ア^ ミナと 遊離の 無水 珪 酸は 巧び 化合し- 1 シリ マナイ 
•卜 (Sulim 旨 ite 一を 生ずる ものなら とせら 尙 二、 . S の實驗 よろ 
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タオ リナ ィトの 分子 構造に 說き 及び グロス 氏の (olo を) の 構 
造 式 

(0 田)  2ua1101^0 

(ch)3u  含— 〇 — 里 り 〇 
は 賛成せ ろ。 

カオ ブナ ィトの 分子 構造に 關 しては 種々 の說 あら フユ 少ナ 
ド スキ， g(w.  vesa を key) は (ヴ の 如 含 構造式を 主唱し、 ィク 

ス ホ t ブ で 八 側(田3§110|也)及び フ ン デ ス — ゲ ン §(田旨| 
を Shagen) はごヴ をシー モンド §(  C.  siegon を) は (I 日) をク 
ラ， ク兴夕 w'cbrk) は (IV) の 構造式を 媒用 せろ。 


0 田 


0 巧 
一 
。>0 


C 曲 


0>0 


(I)  (〇 曲で り 咨 单 
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Si  Si = る 曲).， 

cU  . 
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0_H 


(扫) 


(扫ヴ 


(IV) 


Hobs 

西 ミ)、 


をり 密户 


0.0 •を. 〇 巧 
Q.O.Alb  巧 


田 OIAl< 


、0| 蜜る さ 

蜜 To んを 


ドク ト 八. ブァク •アヴ シュ あび デ-., アッシュ (Dr.  W.  器 h 
and  Dr.  D.  Asch) 兩氏 はこ  口ぷ 麥 licate  式を  egische" 一ー  ロ d 
を ch を scher  Beziechrmg •こを る 彼等の 著書に 於 V 所謂 ドタ理 
論 (田 SHe  and  Pentiti 企 theory) ょろ 推論し V 一カ オリ ナィ 小ぶ 
(Y) ぶの 如 さ 構造を 有ず ぶこと を唱譜 せ"^。 . ， 


3が 


ミ 安 
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\/ 
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る 口) 2 り Si 
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ミ HX も _i 
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Al — 0 — の 一 


(〇 田)， 

I 

// 

〇 〇 


里 =(CH).. 
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0 

Si りる 巧).， 


〇 ■ 0 

// 

望 

II 

(0 巧)， 
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Y 


〇 出 
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3 上 1.11 .扫 I. IV. 及び V の 構造式に V は 何れも 水酸基の 
一部が 珪素 原子と 他り 一部が ァ八 ミニ ゥム 原子と 結合す るが 
故にが 熱して か 分の 發 散す るに 二つのを 溫度 なから ざるべ か 
らず 然るに ィ 0 f 氏は 構造 水 消失 試 驗を巧 S 其 水分が 連續的 
に 消失 せらる、 點ょ 6 な 上の 諸 まを 否懿 せら。 

ファ ウ及 デ— 兩ア ，シュ 巧は 义 メロ  I をび ホが ドク ロフト 

兩 氏の 實驗 したる 事柄を 自己の 學說 より 說 明し カオ リンを 加 
熱する じ 際し 起る 變 化を 次の 如く 述べた 6 卽 カオリ ナイト 
は (V) の 如き 構造式を 有 r る 含水 珪酸繫 十一 兩 巧の 巧謂ア •カオ 


〇 


く 

と 

- 

畜 


0 


〇 0 

-< 

二 

(〇 苗). 


リニ， ク够 (ミ kaolinio  ac 立) じしで 之を 加熱ず ると きは 五 
00 度ょ ろ 六 〇〇 度の 間に 於で ゴス •カオリ ニ" ク 無水酸 
( s-kaolipic  a 巴 ly を ide ) に變 ず卽ら 次式の 如き 變化 起ら 爲 めに 
熱の 吸收 あらとせ ろ。 

\\>/く/-  ^^くノ\</- 

蛮— 心 


塞 


A1 


A1 


A1 


空 


塞 A1 


くくく く くくく く 
ぞ内 aolinic 》cid ― > 'で 巧 aolinic  anhydride 
又 八 00 度よ み 化 00 度に 直な ュス •カオリ ニ 


ク 無水酸 
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成み 子 複合を 巧 ひ 熱を 發 生す 1 、 一 00 度 よら 一、 二 00 度に 
於て はみ モ 複合を 行^た るユク •.ヵホリ こ ック 無水酸が 變じ 
て？ 内 aoli 巨 .c 無水酸の 複合 物と なる 此際 熱を 吸收 する るのと 
せろ 是 蓋し 第一 圆に 示せる 曲線 中 一 、 一 〇〇 度よ ろ 一、 一一 00 
度た 於け る 曲線の 平坦なる 部分を 吸 熱 作用 あるが 爲に 起る も 
のと 解釋 せら 是 等の 點に 就て は 議論 甚だ 多く 五 〇〇 度よ ろぶ 
00 度 近傍に 起る 吸 熱 作用を 單に 構造 水の み 離して 無水 珪酸 
磬± をを ずる 變化卽 ち 

出， 斧を - P — ^ 穿 兵 〇7  + 岸-  〇 
に歸 する 學者 も亦甚 多し 此 無水 珪酸攀 王 說に從 へば 自然 高溫 
度に 於け る ジ^マ ナィト (空 liBanite) の 成を を 次の 化 學變化 
A で 望 3 夕 一 ^ と。 Si  0。 .f 空 P 
卽もか 解 作用に 歸せ ざぇ ベから ず 此飄は 甚だ 疑は し 

上述の 如く 從來 求めた る 加熱 曲線は 吸 熱 巧び 發熱 作用め お 
る溫 度を 測定し 是 よら 試 驗體の 性質を 論ずる には 餘 不完查 
にして 且つ 多くは 其觀溯 一、 二 〇〇 度が 巧に 止れ ク今罔 吾人 
は 加熱 曲線 測定の 方法に 改 冥を 加へ 本邦 產 結晶 狀 カオ ブナ イ 
卜の顯 微鏡的 及 物理的 性質を 研究 せら 多少 斯道の 參考 ともを 
るべき かと 考へ 本會 社の 承認を 經て其 結果の 一部を 此 處に發 
，表せん とする るの るろ。 


二、 化擊み 祈と 顯微 鏡驗を 

我國 には 結晶が カオリ ナイトの 塵 地 甚だ 稀に して 其 產額も 
亦 甚だ 僅少な も 最近 東京 高等 工業 學校 講師 淺井 郁太 郞 氏の 好 
意に 依 6 結晶 狀 カオリ ナイトを 得た々 其產 地は 福 島 縣耶摩 郡 
熱鹽 が 化して 當會社 化 學實驗 室に 於て み析の 結果 第！ 表に 示 
す 如 さ 成分を をせ々。 

第 一 表 

無水を 酸 四 おろ  一％  アルミナ  四】 •一八％ 
酸化 鐵 と 3)  〇二〇%  酸化 カルシウム  〇 ちを 

マグネシア  お 跡 アルカリ 酸化物 (只を のかき)  0 •八 ホ％ 
灼熱 減量  一二 •ニニ％ 

化 標本は 多少 不純物を 含有ず る こと 哄 ならと 雖 も顯微 鏡に 
て檢査 したる 結果 板狀 化して 六角形を 成せる 結晶は 確に カオ 
リナ イトな 6( 寫眞 第】 參 照) 之を 電氣 爐內に V 一 〇〇 度 或け 
お 〇 度 置きに 所定の 溫 起を 保ち 四 膊間づ 、加熱し々 る 後 薄片 
となし 顯微鏡 檢査を 巧へ ろ寫眞 第二ょ 6 第一 〇 は 其 中 主要の 
ものな ろ電氣 爐內溫 度の 測を には 低溫化 をら ては 銅と コン ス 
タン タンの 熱 電對を 用 ゐ高溫 に 巧な y は 白金と 白金 あ ロ デュ 
f ム のを金を用ゐ精密なる高溫度計用ミリボ 八トィ 1夕》に 
て觀勸 せろ 之に 由て 之を 觀れは タオ リナ イトは 初め 光 學的偏 
光 性を をし 各個 體は 次第に 龜 裂を 生じ 漸時 透明の 度を 失； 3 お 
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厨 


萊 


A.  Kjvolinite.  B.  Quartz  san ん 


0 0! 六' 00 度 
に 近く 構造 上 第 
一の 變 化を 來し 
(寫眞 第一 一一 第 四 
第お參 照) 九 〇 
01  一、 000 
度に 於て 西び 著 
しき 變化 あら 
(寫眞 第 六 第 お 
參 照) 又 一、 二 〇 
〇 1 1、 一二 00 
度に 於て ホ 組織 
に 多大の 變 化を 
認む (寫眞 第 八 
た 第乂參 照) 化 
00 度な 上に 於 
y 物質が 偏光 性 
を 失 ふ 模樣は 十 

字 ニコ グ を用ゐ 
て 撮影した る寫 


眞第 一一よ ち 第一 四に 據ろ窺 ふを 得べ し 卽も顯 微鏡檢 查に化 
ら判斷 し 得る 所な 六 00 度に 近く 及び  一、 〇〇〇 度に 近く 構 
造 上 急激の 變 化を 來 しが 後® 時光學 性を 失 ひ 一、 S0O 度に 
近く 組織 內に屈 巧 率 火なる 粒狀 物を 生ず 最後の 變 化は 多くの 
耐火 粘 ± に 共通に し V 此の 變 化な 前に 於て は 決しで ジグ マ •ナ 
ィトを 生ずる ことを し卽ち 此の 變 化は ジグ マナ イト 成 生の^ 
備媛 おならと 想像 せらる 一 •四 〇〇 度に 熱した る ものには 往 
ク針狀 の 結晶を 認む るを 得たら。 

吉 、吸 熱 お 用と 發熱巧 用 

同 物質の 吸 熱 作用と 發熱 作用を 講究 せんが 爲め最 お 前述の 
--S 。 ， 及 ホ グドツ ロ プト兩 氏の 使用した る 方法に 則ら 實驗サ 
しに 第一 圆と 類似の 時 温 曲線を 得た々 線 上と 〇〇 度を び 一， 

1 〇〇 度に 近く 僅に 吸 熱 作用な び潑熱 作用を 說む ると 雖も不 
明 膝に して 其 作用の 終始を 斷を する 事 甚だ 困難な り 因で 第二 
圖の 如き 裝 置を 造ち 示 差 熱 電對を 用む 發繁 作用 及び. 吸 裂" 作用 
を 精密に 調を せら 卽^ 耐火が ± にで 造らた る 內徑約 二分の 一 
巧 一豪 さ 約 一巧の 圓濤を 隔壁に て 中央よ ち AB 兩 室に 二々 し隔 
壁 及び 後 壁に ル 孔を寒 も圖に 示す 如く 白金と 白金な P デュ— 
ム よろ 成る 示 差熱電 對を搁 入す 白金 P デュ， ム 合金と 白金 線 
とが 連結 せらる、 部分よ ろ 別に 白金 n デュ— ム 合金 線を 分岐 


を 
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し 示 差 熱 電對の 白金 線を 利用し y 】 個の 
熱 電對を 形成せ しめ B 室の 溫 度を 計る に 
巧む た々 A 室に 粉狀の カオリ ナイトを 入 
れ B 室には 一度 高 溫化燒 成せられ たる 粉 
え珪 砂を 充し么 を 二重 卷 白金 電氣爐 の 中 
'.央 に 置 > さ 漸時溫 度を 高む 珪砂 粉と カオリ 
.ナイトの 溫 度の 差は 示 差熱電 對に繼 がれ 
化 たる感度良きシ—  メン會社製鏡電流計に 
て 訊ら 珪妙 粉の 溫 度は 同 會社製 精密 電壓 
I 計に て 測を せろ 鏡 電流計の 感度は A 室と 
I B 室の 溫 度の 差攝巧 一度なる とさ 望遠鏡 
W にて 見た る 鏡の 動 さが 二耗 なろ さ。 

^ 扱て 此裝 置に 於て A と B との 溫 度が 同 
じなる か 又は 其 差 同じなる 間は 鏡 電流計 
の讀 みは 變 ずる*^ なく 入と B との 溫 度の 
望が 正に 增す ときは 電流計の 讀 みは 右方 
に 移な 負化增 すと きは 左方に 移る 犧 設置 
せられた ろ 第一 一一 圖 はな 上述べ たる 裝 置を 
用ね カオ ブナ イトを 加熱し 示 差 熱 電對ょ 
ち爲 たる 纔 電流計の 讀 みと 间 時に 測を し 


3 が 


たる 珪砂 粉の 溫度 とを 橫縱兩 座標と せる 曲線なら 此 にが V 曲 
線が 垂體 とし V 縱 軸の 左方に 移動せ るは 加熱 せらるべき 物質 
の電氣 爐內に 於け る 位 趕に關 係せ る もの じして A ょ々 B が 早 
く 熱せら る、 に 因ら A • B 兩 所の 溫 度の 差が 物質に 吸 熱 或は 
潑熱 作用な 夕 ときと 雖も 常に 負に 增 しつ、 あるが 爲 をら 其 割 
合は 直線 X Y に 依ろ 示さる 故に 試驗 物が 熱の 吸收 或は 發 生を 
成さざる 間は 曲線は 直線 X Y と 同 方向を 収る理 なろ 便宜上 化 
線を 零 線と 名 づく零 線は 試驗 物を 入る、 圓 筒の 位置に 依ら 其 
方向を 變 ずる ものを 6 換言すれば 或る 溫 度に 於け る 曲線の 切 
線が 零 線^ 左 ホに 在らて 零 線と 成す ちが おなる 間は 試 驗體は 
吸 熱 作用を なし 零 線の 右方に をら て 夫と 負 角を なず 間は 試驗 
體に發 熱 作用 あるを り， 實 隙に 當 りて 熱の 傳導試 驗體の 比熱 等 
種々 複雜 ぶる 關係 あるが 故に 化の 弛 線を なて 心て 尙發 熱量 及 
吸 熱量を 知る 能は ずと 雖も 比較的 精密に 是等兩 作用の 难る溫 
度 及び 其 範圍を 知る ことを 得べ しなに】 直線が 蕃 線に 對し時 
針の 動く 方向と 同 方向に 巧を 成す とさは 其 角を 負な 6 とし夫 
と 反對に 角を 成ず とさは 正な ろと せち。 

第 S 圖を 見る、 八常溫 よら！  〇〇 度 近くに 到る 迄 •て 吸 熱 作用 
あろ 之れ に 次ぎて SOG 度が 上に 及ぷ 微弱の 發熱 作用 あら 次 
ぎに 四 お 0 度 巧く. に 起ちと 〇〇 度に まる 大 々的 吸 熱 作用 あろ 


今此 部み を 精細に 調査 するど さは 曲線の 切線と 乘 。線と がぶ ザ 
角 四を 〇 度 近ぐ よら 霉 線の 左方に 於て お 角を 成し 巧 値 次第に 
增 加し 六 〇〇 度に 近く 最大と なろ が 後 六 〇〇 度よ 6 六 五 〇 度 
の 間は 其 値 減少す 六 五 〇 度 よら 更に 增 加して と 〇〇 度に 到る 
故に 吸 熱 作用は 二 段に 巧 はれ 四 五 〇 度に 起ろ 六 〇〇 度に 終る 
ものと 六 お 〇 度に 起り と 〇〇 度 おくに 至る もの、 二穗 にかつ 
とを 得べ し 次に 九 五 〇 度 よら 一、 〇〇〇 度の 近に 著しき 發熱 
作用 あら 义 一、 二 〇〇 度 よら 一、 SOO 度の 間に も ホ 微弱の 
發熱 作用 あるを 認む 上述の 發熱作 巧 及び 吸 熱 作用を 列記 すれ 
ば 次の 棚し 

.一、 一 〇〇 唆 近くに 至る 吸 熱 作用 

二、 一 00 傻 近くよ ろ S 五 0 度 近くに 至る 發熱 作用 

一二、 四 お。 度 近くよ-* H ハ 00 度 近くに 至る 吸 熱 作用 

四、  六 五 (〕 度 近く よらと 〇〇 度 近くに まる 吸 熱 作用 

五、  化 お 〇 度 近くの 發熱 作用 

六、 】、 1100 度 一、 一二 00 度の 間に 起る 發熱 作用 

第 S 圖中審 線の 左方に 於て 曲線の 切線が 零 線と 負 角を なず 
場合は. カオリ ナィトと 珪砂 粉の 溫 度の 差が 正に 增ず ことを 示 
す もの なれ ども 必 しも カオリず ィトに 踞熱 作用 あろた 6 と斷 
言し 能は ざる 理由 あろ 义審 線の 右方 化 於て 切線が 零 線と 正 角 


がげ 


を 巧す 瘍 なに 於ても ホ カオ ブナ イトに 吸 熱 作用 もろと 一.. 槪じ 
云 ふべ からず 何と をれば 吸 熱 作用 或は 發熱 作用に 依ち カオ 9 
ナイトと 娃砂 粉との 溫 度に 差を 生じ 其 後作 用を 停止せば 熱傳 
導 化 化ろ 兩 巧の 溫 度は 同 溢化復 せんとす 此の 場合な 上の 現象 
を 表ず こと あるが 故る ろ。 

四、 實驗の 巧 巧 

.總て 化 處化揭 r るが 熱 曲線は 多くの 實議中 最も 模範的の る 
の k し V 吾等が 同 物質に 就 含 同 實驗を 行 ひたる 囘數は 多き は 
一 〇數囘 少な さも お、 •六 同に あび 或 時は】 時間 半に て 一， 四 
00 度に 熱し 又 或 時は 六 時間の 長き に 直ら 加熱した る こと あ 
ろ 然れ ども 得る 巧の 加熱 曲線は 常に 同形に して 熱 作用の 起る 
溫度 にご 一 0 度な 上の 差を を じたる ことを し。 

前述の 加熱 曲線 a 雪 一圖) に 於て 最初に 現は る、 吸 熱 作用は 
カオリ ナイト 中に 含 皆る、 濕 氣の發 散に 依る るのと 考 ふるを 
得べ し 第二の 發熱 作用 卽も j 00 度 おくょ ろ S お 〇 度 近に 至 
るを のは カオリ ナイト 中に 含 寺る、 不純物に して 酸化し 易 さ 
鑛物 をは 有機物の 酸化に お 西す る もの るるべし 第 S の 吸 熱 作 
用は 巧に 構造 氷の 發散卽 ち デ、 ー イド レ， シ 3 ン (dehydratkm) 
に 起因す る ものを るは 次の 實驗 に徵 して 明を 6 カオリ ホイト 
を電 氣爐內 化て 灼熱し 一定の 溫 度に S 時間 づ^ 保 もたる 後 消 


失 量を 計ろ しに 其 結果 第二 表の 如し 


第 

燒成溫 度 C 攝 氏) 
150 度 
一二 8 を 
.四 00 度 
四 五 0 度 
ぶ 〇〇 度- 
-五ぶ  C 度 
六 00 度 
六 五 0 お 
■た 00 度 
セ お 0 度 
八 00 度 


一一  表 

•お决 量の 一 〇〇 か 率 


お 失景の 割を X ミ L) 


九 
1 〇 
- 0 
1 〇 
10 


四 一二 
セ 〇 

〇 六 
化 セ 
一二 己 
一二 か 

ご 

四 五 
六 六 
セ 八 


二八 
一二 五 
八 二 
セニ 
二一一 
八 巧 
一ー セ 
四 一二 
二 四 
一九 


第四圖 曲線 A は 第二 表に 揭 げたる 消失 畳の 一 00 み 率と 溢 
度との 關 係を 表した る ものにして 同圆 曲線 B は 消失 量の 差を 
夫れ にが 當 せる 溫 度の 差に て 除した る 商と 溫 度との 關 係を 表 
したる るの じして 消失 a 思の 割合を 示ず ものな ク此 消失 量は 水 
のみに 限らず と雖も 不純物を をち する こと 少な Ar カオリ ナイ 
卜に 於て は 殆ど 發散 水分の 量の みと 見て 可なる べし。 

今 第ー ニ阔と 第闽斷 曲線 B とを 對 照して 考 ふると さは 前者の 
四 お 〇 巧ょぅ 六 〇〇 度の 間に 起る 吸 熱 作用は 下 度 後者の 氷 分 
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圖. 


四 


を 


消失の 起る 溫 おと 一致す 卽も四 五 〇 度よ ろ 六 〇〇 度に 豆る 吸 
熱 作用は 構造 水發 散の 爲を るを 知るべし 加 之 六 五 〇 度 よらと 
0,0 度に 直る 吸 熱 作用が 構造 水發 散の 爲 めなら ざる ことを 推 
して 知るべし 何と なれば 若し 兩吸熱 作用が 共に 構造 水の 發放 


に 起因す る •ものと すれげ 第興圖 曲線 B じ 於て 消失 量の 割合が/ 
六 〇〇 度に がて 旣に查 量 一 〇、 〇〇〇 分の 二が 下に 減じ 巧び 
增 加^る 傾向な ろ」 じ 拘らず 第ニ ー圆に 於て 吸 熱 作用が 六 お 〇 度 
よら おに 增 進ずる 理 なく 結局 六 お 0 度が 上に 起る 吸 熱 作用は 
他り 變 化の 起 6 しこと を 示す をのな A 其 原因を 確む る こと 甚 
だ 困 雛る 6 と雖 もと 〇〇 度な 上に 於け る カオリ ナィトの 性行 
が ア 八 ミ ナ の 性行 に 能く 一 致す ることはメ  ロ ，あホ ^ドク ロ 
フ -- 兩 巧の 密度、 潮解な び 溶解度の 赏驗に 因ろ 明なる が おに 
夫 等の 點 より 判斷 して カオリ ナィトは 六 五 0 度に 於て 遊離の 
ア少 ミナ 及 無水 珪 酸. にみ 解し 夫が 爲め 熱を 吸收 する ものを る 
べし 即 ♦り 五 00 度に 於て  • 
'夕ぶ W2 と — 一 を，0、十2夕0 
の 如. TI 變化 起ろ 六 五 0 度に 近く  ， 

と。 空に 矣 — ^ と b3 十 ま i ごに 
の 如く 變 化する るのと 考 ふるを 至當 とず。 

兎に角 水み 消失 量の 變 化が 連續的 をる ことより 水酸基が ア 
八 ミナ 原子 或は 珪素 原子に 對照 的に 結合せ る ことを 信ずる を 
得べ し。 

次に 起る 游熱 作用は 九 五 G 度 近傍に 起る ものにして 從巧求 
めた る 曲線 じて は 其 始め ぉ 知る こと 裳だ圃 難な-*^  (碟 一備參 


逆 腿 ご 從て靈 々に 解 釋 せられ 八シ r プリ！  (IJe-c 賢 teller) 及び ア 
3 ，シュ レー (田.； E.  Ashley) は 化 二 五 度に 於て 遷移 顯 ある もの 
とせらメ。 1なびホグドク ロ フト爾氏は赌酸ア八ミ ニウムよ 
ら 得た るア八 ミナを 加熱し 其 性質の 變 化が カオリ ナイトの 加 
熱變 化と と 〇〇 度な 上に 於て 相 並行す る ことを 權め ア^ ミナ 
が 八 00 度に 近くみ 子 複合を 行 ふに 因ろ カオリ ナイトの 加熱 
曲線 上 化 お 〇 度 近く 起る 發熱 作用を 五 〇〇 度に 於て 同 物質よ 
6 遊離し でる ア 八，、- ナの 分子 複合の 爲な ちと 推論せ ろ 然れど 
も此處 におめ たる 加熱 曲線 (第一 一一 圖參 照) に 左程の 誤差 あるべ 
き尝 なく 且つ 顯微饒 寫眞に 於 y 見る 如く々 オリ ナイト 0 光學 
的 性質が か 〇〇 度と】、 〇〇〇 度との 間に 於て 變化 ずる こと 
よら 舊 ふれば カオリ ナイト 或は 其 解離に 化ら て 生じた るア八 
ミナが 此 間は 於て 變 化を 起ず ものと 焉 ふるを 至當 とず。 

吾等は 前述の 裝 置に 依ち 種々 のア八 ミニ ゥム S 類よ ろ 得た 
る ア^ ミナに つき 加熱 曲線を 求めたら (第 直圖參 照) 

圖 中州は 第一 一一 圖を縮 少し 化 較化便 せんが 爲に 此處に 再揚し 
たる ものにして 似は 消 酸ア严 ミニ ウムを 四 〇〇 度に で 一一 一時間 
燒 たる 後 求めた る 如 熱 曲線 的は 明攀 よら 得た る 水酸化 ア八ミ 
こウム を同溫 度に て 間 時間 熱した る 物の 加熱 曲線 側は 麻酸ア 
八 ミニ クムを 同樣 に處理 したる 者の 加熱 曲線なら 是 等を 見る 


に曲綠 似は 八 00 度 あび 一、 一 〇〇 度に 近く ニクの 發熱 作用 
あ々 曲線 似は 一、 二 00 度に 近く 著しき 發熱 作用 あれ ども 他 
化變 化を 認めず 硫酸 鹽 類よ A 得た る 曲線 州は 六 〇〇 度 近くに 
起り 化 00 度 近くに 於て 發熱 作用に 變 ずる 大 々的 吸 熱 作用 あ 
るの 外 一、 二 〇〇 度に 近く 亦發熱 作用 あるを 見る 斯 くの 如く 
し y 是等 曲線 中 カオリ ナイトの 化 お 〇 度に 起る 發熱 作用に 相 
當 する ものを 認めざる な-^ 脚 似 及 脚 一二 種曲綠 にお 通なる 點は 
五 〇〇 度と 六 〇〇 度との 間に 於け る 微弱の 發熱 作用に して 化 
の變 化が カオリ ナイトの 加熱 曲線 上 少しも 顯 はれざる は 六 0 
0 度が 下の 温度に 於て タオ リナ イトが 解離し 居らざる を 示す 
ものにして 吾等が 考 ふる 如く カオリ ナイトの 解離が 六 五 0 度 
に 於て 起る ことを 益み 確實 ならしむ 义實驗 の 結果 結晶 狀 無水 
珪 酸化は 加熱 曲線 上變 化を 認めず と 離る 實驗 室に て 珪酸當 
達よ ろ精穀 し々 る 無水 珪 酸には お 〇〇 度 近に 於で 些少 0 吸 熱 
作用あ-*=> 而も 冷熱共化 可逆的なるを知れな 是フ ユ ン ネ 八 
(Fenll さ.} 做の 所謂 非晶 狀お英 の--/ 石英に 變 ずる 遷移 溫 度に 非 
ざる か 又ア八 ミナトと 無水 珪 酸との 混合物に 就 さ 加熱 曲線を 
求め たれ どる 普通の 壓力 にて はを 物單獨 じ其變 化を 曲線 上に 
表し 特穗 の變 化を 認め ざり さ 扱て 前述の 如く 種々 の鹽 類より 
得 もる ア八 ミナの 加熱 變 化と 力づリ ナイトの 加熱 變化 とには 


類似の 點 なさが 如く 思 
はるれ どる 若し カオリ 
ナィトの 解離に 依ろ て 
生ずる 遊離の 無水 珪酸 
がア八 ミナの 分子 間に 
•か 巧す るグ爲 めに 其み 
子 穂 合を 遲延 せしめ 八 
00 度 近に 起るべき も 
のが 九 00 度 後に 現は 
れ從 てア八 ミナの 加熱 
曲線 (第五 圆 で) 中 一、 

1 OU 度 近に 起る 發熱 
作用 も ホ 同様に 遲れて 
現は る、 ものと ずれば 
ク オリ ナィトの 一、 二 
お 〇 度 近くに 於け る微 
弱の 發熱 作用を ア八ミ 
ナの變 化と して 說 明す 
る ことを 得べ くと 〇〇 
度が 上に 於け る カオリ 
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ナイトの 加熱 變 化と 硝酸 ア八 ミニ ゥム ょら 得た るア八 ミナの 
變 化とは 能く 似なる 所 あら 解離 說を 取る 學 者には 湛だ 便宜の 
ことと 云 ふべ し。 

一方 顯微饒 檢査の 結果ょ ら考 ふるに 九 〇〇 度と  一、 〇〇〇 
度との 間に 於て 光學 性を 失 ひ、 一、 二 00 度と 一、 一二 00 度と 
の 間に 於て 構造に 多大の 變 化を 來し 屈が 率大 るる 物質を 構成 
す 前の 變 化を 遊離 ア八 ミナの みモ 複合に 歸し 後の 變 化を 遊離 
ア八 ミナと 遊離 無水 珪 酸の 結合に 依ろ 非晶狀 シリ マナ イトの 
城 生す る ものと 解釋 ずれば 加熱 曲線 中 化 お 0 度 及び 一、 二 五 
〇 度に 於け る發熱 作用を 說明 する ことを 得べ し 兎に角 八 00 
度な 上 シリ マナイ' 卜 をを ずるに 到る 迄 再び 熱の 吸收 なき こと 
は 無氷珪 酸鹽說 (a 巴 ミ ri をを eory) に 甚だ 不利益の ことと 云 

ろし。  ; 

斯の 如く 論じ 來れば カオリ ナィトの々 モ 構造は 重大の 問題 
化 非ず と 雖も强 て 之を あむれば グロッス 0 化學式 
る 曲 >1 を 101 si/  ‘ 

I . 〉。 

を 欺 用して カオリ ナイトの 性質を 韻 明ず るに 少しの 障 善 ある 
ことなく 特に 複雜 なる 權 造を 想像す る必 嬰な きな ろ。 . 

署 等は 引 績資前 同 樣の裝 置を 用 ゐ謙穗 の 禍乂粘 ± 及び 岩 お 


の 吸 熱な 發熱 作用を 計な つ 心 あろ 後 目 之を 發 表し 得る 機會あ 
るべ し。 

ち 結 論 

な 上の 事 實を綠 を すれば 顯微 鏡檢查 ょら 
. 一、 九 〇〇 度に あて 光學 性を 失 ふこと 

二、 一、 二 五 〇瘦に 於て 構造に 大變 化を 來し 屈が 率大を 
る粒狀 物を をず る こと (非 晶ザシ リマ ナイト 成を) 

ニー、 一、 四 00 度な 上に 於て 針狱結 轟を をず る こと (シリ 
マナ イトの 成長) 

加熱 曲線 ょら  . 

.闽 .、一 〇〇 度內 外に 豆る 吸 熱 作用 (含有 濕 氣の發 散に 因 
ミ 

五、  一二 五 0 度に 至る 發熱 作用 (を 機 输其他 酸化し 易き 鑛 
物の 酸化に 因る) 

六、  四 五 0 度ょ ろ 六 〇〇 度に 至る 吸 熱 作用 (構造 水の 分 
解に 因る'」  . 

よ、 六 お 〇 度ょ ろと 〇〇 度に 及ぶ 吸 熱 作用 (構造 水を 失 
a たる カオリ ナイトが 遊離の ア^ ミナみ 無水 珪 酸に 
分解す る爲 をるべし 一'. 

. 八、 九 五 0 度に おさ 發 熱が 用 (遊離 ア 八、、、' ナ のみ モ 複合) 


眞寫 鏡微顯 卜 .イナ リオ カ 


乘 S、 燒戍四 〇〇 度 


第 一 o*; 燒成1*.四〇0ぉ 


を 1 一二. 燒成  一、 〇〇〇 度の ものを 十字 ュ コル じて 撮る 


第一 凹、 燒戍 】、11一 00 をの ものを 十を ニコな にて 掃る 
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九、 一、 二 五 o 度 近くに 於け る 微弱の 發熱 作用 (非晶 、狀シ 

リマ ナィトの 成 生に 因る)  一 

ご】 wull.  SOC.  Mi?, 10、 207 •一 塞 7〕 

石) J.  Ind.  Hug.  ches.,  3,  口口.  91 .ム 5 ; 一爸 0. 

，- (だ- Sprechsaal, を-  637 ，泛 1, 19 一一. 

. (た  wurea 弓 of  た 旨 占. Tech.’pap 旨 N0.’ 2 1. 

(5)  Trap  因 口で  der •ご  C.,  9,  94, 191 尸 

(ご  Traue.  Eng.  Cera.  S0C., 10, 1 奠； ち だ./ 

3 Tabella を cb。 XJeb さ si を t 當 r Mineraliea,  13ra 旨 scbwe が 137, 18 菱 J 
(8】 Zeit •巧 rys こ 4,  37, 190L 
‘ (9〕  口 ia  8 夏 ti  d ミ寶 tstlie  口，； Bra 旨 sell  wei で 2 夕 1874 • 

(10)  Neit.  A 扫 gew.  chem., の 一, を 54  " 1908 . 

(一一) Trap  Qhem.  S0C., 资 ，一た ぶ 19 ミ. 

ご 2)  Th。 。0 口を a of  留 licate.,  waslii 口 てら.， W 2,1189 夕 
ごゴ  J.  Was  ド Acad •穿  C., 一一 •で 20, 1 さ 2. 

終に 臨み カオリ ナィトを 寄贈せられ たる 淺井理 學± に 深く 

感謝し 並に 實驗中 西 難なる 觀測 化對し 不屈の 補助を なした る 

當社實 驗辜員 甘 田、 が井兩 君に 對し 謝意を 表せん とす (東京 

電氣 株式 貪 社 實驗室 化 於て) 

if  藝 .*1^ 

A マグネシア 鍊 瓦に 就て 
性質 及 用途 マグネシア 姨 をは 强 趨基强 耐火性に して 通常 
が 色なる か 或は 鐵 分を 含みた るるのは 暗褐色を 呈 せろ、 又 時 
としては 白色 化して 僅に 褐色の 班飄を 有せる るの も あち。 質 


堅く 機械 强度强 く 之を 打てば 能く 締 6 たる 音を 發 す。 除 熱ず 
ると きは 强 くして 膨偃 若く は收 縮す ると 少 きが 故に 甚を 用な、 
ろ、 然れ共 之を 急 熱ず るに 於て は 直 もに 龜 裂を 生ずべ し。 右 
の如く  f： グネ シ ア煉巧は觸皿基性强耐乂物ぶるぶなて製鐵製銅. 
業の 窯爐に 多大た 使用 せらる、 外 廣く乂 備の唤 出し 口、 吸这‘ 

‘ 口、 側壁、 頂上 等、 又 其 他鹽基 性燦雞 の接觸 する 個所、 金銀、 
白金 精製 用 窯、 鉛、 アン チモ ニ ■な 銅鑛燃 燒用爐 、スト ロン 
シア、 石灰 窯 其他强 熱に 於で 金權 酸化物 及烙錢 に接觸 する 個 
所に 必楚缺 く 巧らざる ものな り。  一 
'原料 マグネシア 煉 をは マグネ サィト 礦を 破砕し 之を 强燒 
し 次に 示す 粘 結劑を 使用して 成形 燒成 ずる ものを ろ^  、 

(1) 水酸化 マグネシア (二) 耐火 粘 ± (I 二) 水硝モ (四) 

消 お 灰 (五) 長 巧 或は 蠻お (巧} 膠狀 珪酸鋪 (セ) 棚 酸 使娜破 
(八) 苟性ソ I ダ (九) 烙鋒 (|0) 硫酸 鐵 (二) 鹽 化マグ 
ネ シウム 或は 硫酸 マグネシウム  (I 二) 蛇紋石 (II 二) セメ- 
ント  ( - 四)夕 r 八、 亞麻仁础、 脂肪、 灰、 泥炭、 膠、 ゴ ム 
等 こ 五) 石墨 

が 上の 內炼 媒劑 として 作用す る 粘 結劑は マグネシアの 耐火 
袖を 遞減 する のみならず 幾分 機械的 强 度に 於ても 不充分な ろ 

原 斜處理 マグネ サィト 礦を 能く 選別な し 之を 强乂 度に お 
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燒し燒 過 マグネシアを 製す るるのに して 此婿 燒の溫 度は 煉兎 
品質の 程度に 於て 異な 6A. 雖攝巧 ご 一 0 〇! ご 1000 度なら 
とす、 卽ら實 際に 煉 兎を 使用す る 場所の 溫 度な 上に 短燒 し、 使 
用に 際し 收縮其 他の 惡變 化を 起さ ざろ 程度 るらざる 巧らず。 

純粹 なる マグネ サィトは 原料と しては 寧る 不適 當に して、 
酸化 鐵 、アルミナ、 珪酸 等の 不純物を 合して 六— 八％ を 含め 
るるのを 巧と す。 

マグネ サィトを 攝氏乂 00 —化 00 度に 熱ず ると さは 重量 
約 半減して 苛性 マグネシアを 作る。 更に 之を 强熱 ずると きは 
質 硬くなら 燒過 マグネシアと るる。 是卽 マグネシア 煉亮の 原 
料-^^爲るもの化して濕氣な.}^場所にが藏ずべし。 

を 種の 窯は マグネシアを 燒成 するとを 得れ お 最も 良が なる 
はお斯燃燒にょるシヤフトキ^ン若くはチで ンバ，オ|フン 
をら。 從 巧は 專ら 直接 燃燒の 方法に ょ 6 たれ 共 燃料ょ な 飛散 
する 灰分は. マグネシアの 耐火 度を 損ず るを なて 漸ホ 改良 せら 
れんと しつ-^ あろ。 而 して 原石を 婿燒 する に當 6 ては 炭酸 お 
新を 發 散して 非常の 收縮ど 巧た し 黃初窯 詰に 充み 意を 用； 5 ざ 
ると 含は 內 容物の 崩壊の 爲 窯の 吸 送 口を 閉塞ず る 怖 あろ。 

婿燒したる マ グネ シ ァは暗チ ョ コ レ f 卜色を呈し空氣中ょ 
ろ 直 もに 濕氣を 吸 收し苛 挫 マグネシアに 變 ずるに よろ 姨 あの 


製 形に 着手ず る 際に 窯出しす るか 或は 完 をに 乾燥せ る 場所を 
選び V 貯藏 すべし。 

斯 くして 德燒 したる マグネシアは 適當 の粉碎 機に ょろ 破砕 
し直徑 九が 位の 大 さの 粒 + のみを 別ら なら 粉が をる は 化て 除 
き 去るべし。 

調合 現今 熟煉 せる 製造 家は 燒過 マグネシア じ 約 一%? 水 
を 混 かして 造る、 苛性 マグネシアを 粘結劑 として 使用ず る 化 
は 練 巧の 品質に ょりて 自ら 異ならと 雖る 先燒過 マグネシアの 
I 0— 1 巧％ を 加へ 尙 一 0| 】 五％ の 水を 添加す るを 常と 
す、 斯 かる 粘 結劑を 多量に 使用ず ると^ は煉 巧の 製 形には を 
易な れ共燒 成に 際し 收縮多 さを なて 其 か 量は 可及的 僅少なる 
を 望む ものを ろ。 斯 して 揀 製した る 原料は 二 S 日 放置して 含 
有 水分を 均等なら しめ 且締 迪を爲 すを 可とす。 

製 おな 上の 如して 作ろ たる 混合物は 普通れ はるる 如く 乾 
式又 半乾式法にて煉おじ成おせらる、其搔力はが克^お賓、 
粒子の 大小、 原料み 不純 等に 關し 異なる ものにし V! 时 平方 
の 腿 カー ーー お 五 01 と 〇〇〇 封 度なら とす、 又壓烤 機の 型の 破 
損 莫大 化して 姨 あの 成形 四 0001 五 〇〇〇 本 或は 其が 下に 
て 破損す る もの も あろ。 斯 くして 造ろ たる マグネシア をが あ 
は 極めて 破損し 易く ぶ 乾燥の 際龜 裂を 生し 易 さるの なれば 其 
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取扱に 就 含て は 周到なる 注意を 要する ものな りひ 

燒成 マグネシァ 煉 巧は 珪お溺 巧と 略 燒成乂 度 均しき をな 
て 英國に 於て は屢 之と 同時に 燒 成せら る、 然れ 共兩嫌 兎は 窯 
內に 別々 じ 堆積ず べき ものにして 萬 二 父 互に 積 合す 如き こと 
を なせば 其接觸 面は 互に 作 巧して 双方の 耐熱 度を 減すべし。 
又 特に 注意ず べきは マグネ シグ 煉 巧は 燒 成の 際 直接 火 禍に觸 
れ しめざる ことにして 之には マグネシァ 煉 おの 四周を 娃石嫌 
ちじて 園 ふを すと す。 今 簡單に 化燒成 法を 說 かんに 最初 二十 
四時 間を 炎ろ とし 而も 其 後 極めて 除み に且 おしく 熱度を 上昇 
せしめつ つと 日— 十二で に 及び ゼ ，ゲ八 錐 或はを 見が 適當の 
度合に 達した る 後 尙二云 •時間 燒 成を 續 行ず るを 可とす。 其 火 
度は 鐵 分の 多き で 等 品に 巧ぅて は S •巧 ri — ー ニ、 をに 良質 
の煉 冕には？ 巧 一 五— 一八、 尙 優等なる ものに 對し ではの. 
K 二 六に 及ぶ ものな しとせ ず。 然れお 一 般 製造 家は 前述の 溫 
度迄燒 成す る ことは 經濟關 係上闺 難に して 多くは S •巧 九！ 
一 0 の 間に 燒成じ 居れ 典な 好なる 製品を 得る には 不十 みな 
ろ。 斯 して 最終の 燒成溫 度が 充み 窯のを 部に 普及した ると さ 
焚 口は を 部 目 塗を をし 烟 道の ダム バ ，を閉 も】 切空氣 を窯內 
に 進入せ しめず して 冷却を 行 ふべ し。  . 

化學 ぶ々 マグネシアが 巧の 化學 成分は 原 碟あ粘 お 劑の如 


何に よみ 異なる ものにして 其 化 表 的の 一例を 示せげ みの 如し 


Mg。 

と A 

若 〇3 
1VIP02 
i 
巧02 

さを 敎掛 
げ肆 


累 .だ 

一ら W 

8b2 

0.沒 

お 尊 
5.01 
// 

99 .爱 


B 

94.74 
2 ろ 7 

怒 導 

、/ 

0.8 
一. 岩 
P だ 
9S8 


Q 

91 .祭 

1 9W 

放寶 

/、 

0 .提 
^.68 
i 
這. 資 


比重 煉 巧の 燒成火 度、 含有 不純物の 割合 等に 依ろ 差 ぁる 
もの じして 一一!、。 五— •一二、 五八を*^。 

.耐火性 良好なる マグネシア 嫌 あは 攝氏二 千度 (ゼ r グ八 
錐の 〇番) な 下の 熱度に て變 おする ことなし。 又 最良なる も 
りに 於て は 攝巧二 一 五 〇 度ろ 缴の 下に 二 時間 暴繁 せし むる と 
も 異狀を 認めず。  ’ 

化學 作用 充分 良く 燒締 6 たる 煉 おは 短時間 珪 お、 姑 ± 等 
とおに 熱する も 著しき 反 應を顯 はす 事な しと 雖も鹽 基 性なる 
がな に煉 鬼が 多孔 質なる 場合には 直に 侵 触せられ ゼ—ゲ 八 錐 
二十の 蚕 或は 其が 下にて 烙融 すべし。 酸化 鐵は尙 一層 烈しく. 
作用す るを なて 化 等の 場合には 何れも 黒鉛 煉巧 等の 中間層を 
蹄狹 みて 其 作用を 防止す る ものと す。 

强度 マグネシア 煉 ちの 純粹 なる ものは 鳥 熱に 於て 胳 く、 

又 不純物 多 さものは 摩滅の あお 力 弱し。 其 横が 的强 度は 常溫 
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に 於て は 普 適の 耐火 嫉 兎ょ •りは 多少 强く 充分 燒締 6 たる 建築 
用 嫌 おと 匹敵せ ろ。 义攝氏 一 五 五 0 度に 熱した る マグネシア 
嫌 おに 荷重し I 平方 巧に 五 0 封 度の 壓 力に 達した るに 急に 崩 
壞せク と 云へ る 人を ろ。 

收縮 良き 燒過 マグネシアを 用^て 製造した る マグネシア 
嫌 おは 使用に 際し 甚 しく 收縮 する ことなし。 而 して 大 體み收 
縮の 度合は 煉 巧の 比重を 測を して 知る ことを 得べ し。 最良 好 
なる マグネシア 練 おはを 積の 一-五％、 長さの 五％ が 上は 收縮 
ずる ことなく 义其 他の ものに 於ても 成 可く 之に 近 かるべき こ 
とを 希望す るるの 夕れ共 其 製 形の 際に 於け る壓 力の 變 化、 或 
は 粒子の 大小、 窯內に 於け る 燒成溫 度、 加熱 狀態 等に ょら 其 
收 縮を 一を の 範園內 にを 0 るは 困難の 事實 な-^ とす。 

( Befra 注 ory  nmte ご aim ) (浮 測) 

賓 信 一 

米國 通信 

巧 紐 脊倉橋  生 

-旅行のィ ン タ f ヴ ァ 八と云ふものは下らなく化し い ものだ 
淹づ 旅行から 歸义 、領事 舘と云 井物產 から】 抱を 程 ある 郵便 


物を 賞 クて來 る、 新聞が 二穗 類、 雜 誌が 巧 外 あ 六 種 あると 一 
月に 優に 一抱へ 溜る。 

身體は 旅行の バィ プレ I シ ョンが 靜 止の 狀 態に 落着く 迄自 
みのるの' 'てない、 樣な氣 V あろ、 あるが 仕方がな いから 郵便物 
の 整理を をねば ならない。  ‘ . 

耍 用の 手紙の 返事を 馨 く、 退屈ず る、 西洋の 雜誌 ょらは 日 
本の 新聞が 手に つく、 堅い 記事は 大低 此處の 新聞の 電報 V 判’ 
つて 居る から 先づ なて 一一 一面の 珍談、 殊化 角力、 講談 V、 横木 
がどうな つた、^ 义右衞 巧 愈が 賀越 をず るかし ないかと 云 
ふ處に 目が 着く、 外國 字の 工業 雜 誌ょり 幾ら 荒木 又 右衛門、 

田 宵 防 太郞の 方が 面白い か 劉らない。 

.漸く 之が 片付く と 一週間 經ク y 居る 又 次の 旅 巧の 準備 化 下 
听 逆； 5 を 始める。 

斯うした 生活が ァメリヵに 於る 僕に 一年 續 いた、 もう 歸ら： 
うかと 思 ふ、 歸 つたら 最後 又 一寸 巧ら れな いと 思 ふ。 

僕は S 分の 二を 旅 V 暮ず 、旅を すれば ホ ブ八化 ひだ、. 假化 
莖代 一日 一二 弗 乃至 四 弗、 平均 一二 弗と して ーヶ月 化 十 弗、 日本 
の 金です 八十 圓 だ、 僕は 歸 つた 處 V 差當 6 此室代 ホけ の 月給 
を 取る 事は お 輪 際 不可能 だと 思 ふ、 辄んや 食事の 费用 汽車賃 
を 入れた 金なん み、 とても 取 かりこ 無. いと 瓶 ふ、 旅行 すれば 平 
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お 三百 孤から 巧な 邪 4、 •る、 六巧圓 乃至は 八す 圓 だ、 僕は 死 
の 迄 化 化れ 丈け の 月給が 取れる かどう かと 思 ふと、 今が 或は 
一生の ゴ—グ ドン、 ユ| デ かも 知れぶ いと 化 案す る •あら‘ が 
る 用事と 便宜が ボタンと •コックと じ 依 つで 達せられる、 僕ょ 
ら 二十 簇も 料！！ 一^の 從 ぶは 酒に 醉 ふと 『儘になる なら 麵 がかけ 
で寢 て、 小便が して 見たい』 と 歌 ふを 常と ずる、 僕 等の 坐活 
はを と 化れ に 遠から ざるを 感ずる、 一つ 不自由な 又は 不自由 
におい ものが ちる が 之は 在留邦人 皆 共通 だから 我慢し を くら 
やならを~い、 さで化メ  J 八を處理ずる中に必ず發冕ずるのは 
誰かから 米闕 V は 工場を 見せない と 云 ふが どうかと 云 ふ質闆 
，て ある、 渡米し 度い が 工場が おられる だら うかと 云 ふ 相談で 
，.もる、 全 様な 疑問を 持つ 人の 爲 めじ 僕の 實驗談 を やる？ 

其 前に 諸君 じ反閒 したいのは 諸君が お W 白 嫌 あ、 化 硝子、 
日本 陶器 等へ お 巧から 乘 ゎがけ て 工場を おたて 實 いたいと 云 
つたと する、 見せる か 見せない か、 どうだろう、 甚だ 懇切 じ擊 
退され るだス う、 宜しい、 夫れ じや此 等の 工場を 見た 人は 絕 
數 じない のかと 云へ ば® なからず ある、 其處 V 見せない のが 
原則 'V あるが 見せる のも噓 V はを いと 云 ふ 事になる。 

日本に 化， 八で 居る のも兩 眼】 口兩 手足の 人類、. て あれば、 ア 
イリずに 住乂 V 居る の もを 樣兩 眼】 口兩 手足の 人類 だ、 顔の 


造作 導の 一部分に 多少の 相違が あるが 大した 事は をい、 等し 
く 人類 だから 何事 も 大した 差違が あら 得樣篱 がない、. 卽も見 
せな いのも 眞實 なら 見せる のも噓 V をい、 日本と 全樣 だ、 公 
衆に 公開せ る 工場 も ある ナィ ャ ダラの 米國 一の バンの 工場の‘ 
•如し、 おを け じを ±產 じ バンの 一 包を くれる、 又 セント グィ 
ス の米國 一の 麥酒 工場の 如し、 之もビ I グは n -V 呑み 次第 
だ、 然し 多くの 諸 おの 求める もの じは 此んな 公開 的な ものは 
をい、 然し 絕對に 其 巧戶を 閉鎖 得る 工場が 幾ら あるかは 疑 
問 だ 比較的 困難は ある。  •- 
化 日 或ぶ 會 弛の お 師長 巧に 出會ク た、 此の 人 日本から 來た 
處 V あるが が國 通が として 勿論 後輩の 僕 等を 斜めに 見下して 
「どう'' てす 中々 工場の 參觀 は六ケ しい V せう」 と 云つ た、 ど 
う も 其の 口の きさ 糕が 僕の 於に 觸 つたから 「度胸と 畢 えとが - 
あち やどん を處 V も 見られまず」 と 云つ て やつた。'  *- 
唯 若い 一一 一十 前後 迄の 靑 年が 五ヶ 巧 六 ヶ月 V 無 晴じ飛 歩いて 
荒し 麵 るのは 其 人の 爲に 採らざる のみら ら ず、 闕際上 決して 
いい 結果を 殘 さない、 米國に 於る 邦人 視察を は競爭 相手と し 
y ょち 徊 人的に 嫌 憩 されん とずる 傾向がない ，て もない 位 V 
ある、 散々 厄 かじな つてを い V 禮狀 一本 祖 さるい、 許可を 得 
ずに 機械、 設備 等み 大要を スケッチ する 等の 例 である。 
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•特許 公報 

特許 番號發 明名稱 

第一 一一 二八 八五號 破 子 管 引 班 機 


特許 月日 

を 月 曰 

セ、 六、 二 五 


特許 權者 

をゼネ ラル、 エレ 


パ ニ 1 


本發 明は 稱 子を 引出す 技術 詳說 すれば 膝 解 硝子を 蓄 ふる 一箇の 容器と 該 容器に 
對 して 巧廬て 上下に 運動を しめられ 且烙解 硝子を 當 がに 引 おすべき 多數の 擱握裝 
置と 作働冰 平面に おく 化 置して 容器ょり 出る 引出され たる 硝子に 近接す る】 筒の 
所謂 製 冷却 裝 置と 溶解 俯 子の 減少す るが 爲 めに 作 働 水平面の 遞 下す るに 從ご 冷却 
裝 置を 下 ホに 送ん すへ ぐして 掘握裝 置に 依て が 動せ しめらる、 一箇の 自働裝 置と 
を 包含して 硝子 营を 連績 的に 引出す y き趨畏 機械に 關し其 罔 的と する 處は從 巧ょ 
リも數 曆簡單 なる 構造を はて 確實な 有な に一樣 なる 寸法の 硝子 管を を 易く 且 破損 
少な < 製作 せんとす るに おり。  * • 

ゼネ ラル、 ェ 


崇 一一 一二 九 〇夕號 


硝子 切 離 器 


七、 ホ， 二八 


〇、 


ツク、 n 


本發 明は 硝モ體 を 切歐み 離す る ホ 法と 之を 實巧 する 器械に 關 1 特に 义稱 子の 製 
品を 作りを る 棒义は 管の 如きが 料より 製 成した る 物品を 切 離す る そ 法と 之を 實行 
する 器械に 關し其 目的と する 處は平 沿なる が 口を なて 硝子の 製品を 切り II すが 如 
く 從來の 方法と 其 器械と を改 哀し 且お來 化穏の 器械に かて 困難な りと せられを る 
切斷 器の 粘着を 巧 止 チる にかり。 


•實 用 新案 公報 

登 綠番號 


.第 四五ク 0 八號. 
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第 四 五八 ニセ號 


金 

屬 

裏 

裝 

陶 

商 

碟麻 
モホ 
製 連 
管續 
軸 燃 
せ 
器 
用 

陶 

磁 

器 

製 

造 

機 

實 

用 

新 

案 

ぶ 

稱 

セ 

モ 

ホ 

登 

五 

五 

五 

錄 

月 

〇 

〇 

〇 

曰 
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吸 阜加藤 喜 平 
東 巧 高 田 翰 一二 郞 
和歌 山山 巧 愛十郞 


第 四 五へ 五一 號 
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•米 國 政府 鐵筋混 凝 ± 船の 建造に 着手ず— 

ホ國 政府 船舶 局當事 者の 言明す る 巧に ょれば、 政府は 囊に 
契約した る 四隻の 混灘丈 船の 外 更にぶ 千 五 百顯級 若しくは 其 
3 上の 混 凝 ± 船 五十 四隻 を官營 造船が 化 於て 建造ず るに 决せ 
ろ、 其 單價は 一顺巧 二十 五 弗に して 之に 要なる 豫算 はお 千 六 
十二 萬 五 千 弗に 上るべく、 曇の 四 隻を加 ふれば 合計 四十 二 萬 
二 千 お 百* 化價格 合計 五 モー ー巧 八十】 萬 一 一千 置 巧 弗に 達すべ 
しと 云へ も。 - •- 
が 上の 混 凝 ± 船の 內八隻 は 太平洋 岸に 於て 建造し 其 他は 太 
西洋 岸 あ 南方 灣岸 はがて 建造 さるべく 、太平洋 岸の 船渠は 加 
州 レツ ドウ， ド 巧に し yj フよ ，义號 (Fauh) の 建造に 成 巧し 
たる’桑遞造船會社の船渠を使用し、 大西洋岸のるのはン I ス 
カロライナ 州 ウイ^ ミントン 化 建設 せらる、 ならん、 而 し'^ 
混 凝 丈 船 建造 費を 他の 諸材が 造船 費と 比較す るに 當局 者の 言 
ふ 巧に ょれば、 木材 なれば 顺當 ろを お 十 弗を 要し 鐵椅は 約 巧 
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と 十 お 弗に 當れ ども、 混 凝 ± 船は 最も 安 傾に して 巧 二十 お 弗 
をが て あるべし と d • • 

が 上は 本年 六月 發行 コンク ブ r 卜雜誌 記 戴の 事項なる が、 
更に 五月 十六 日付 桑诞义 。ニク グ 紙の 巧 報に ょれば、 官營造 
船 所 敷地 選定の 爲 太平が 沿岸に 派遣せられ たる 委員は、 ォー 
クラン ド灣口 政府 所を 島に 一千 萬 弗を なて 第一 混 凝 ± 船 造船 
.所を 建設す る ことと し、. 第二 造船所は 甘‘ ス 、ァン ゼ^ス、 又 
は サン デ ァゴ 遮、 若しくは 兩港 間の 好適 地に 選を ずる ことと 
ながり、 而 して 前記 第一 造船所に ては 少く とも 四千 人の 職工 
を 常 傭し、 其 造船 能力は 每週 平均 一隻の 進水を なず 豫を にし 
て •を 船 順 数は と 千 おち 順を 下 もさるべく、 卽 もーヶ 年の 建 
造 總顿數 約 四十 萬 顺を算 し、 其 建造に 付て は フユ t ス號の 如 
く 人力の 方法に ょらず 孽ら 機械 力を なて すべく、 就中 常設の 
船型 建設の 曉は 僅少の 時日を K て 夕數の 混 凝 ± 船を 建造し 得 
べき 計 請を ろと 岩 へら。 

混 凝 ± 船 第一 船 

フエ， ス號の 好成績 

フ ゴ r ス號の好成績化なりし化付ては旣に我關を新聞雜誌 
に 記載せられ たるが、 巧に 本年 六月 發行 コンク リ —卜雜 誌に 
據て 見る に 左の 如き 記事 あろ。 


「五 千 順の 混 凝 主船フ H r’ ス 號は豫 期な 上の 好成績を 擧げ 、一 
速力な 無 震動の 點に 於て 混 凝 ± 船の 决 して 他が 料の 船舶に 遜 
色な さ ことを おした み、 全船ろ 進水は 本年 S 月 十四日 加州 レ 
ッ ドゥ I ド 市に 於 V 擧 巧せられ ユニオン 造船所 化 引かれし が 
其 機驟据 付は 從來の 最短 記， 錄を 破らて 僅に 四十 二日 間を がて 
終りた ろ。  ’ 

かくて 其 試 運轉は 去る お 巧 五日 約 四十 哩の 距離 內に行 はれ 
.，しが 其 速力は 一時間 九 哩の豫 をな 6 しに 十哩な 上を 示し、 操 
縱 容易に し y 震動 極めて 少 からき、 從て當 業者 間に 於て は 本 
船が 遠洋航海に 當ろ V ホ 頗る 好成績を 示すべき ことに 一致し 
居れな、 試運轉 結了 後 其 筋の 登錄を 終れば 本船は 盤と 稿 載し 
で 晩 香坡に 向； 3 復航には 木が 及雜 品を 輸送し 更に ホノグ .、及 
ニユ t ジ— ランドに 舰海 ずる 豫 をを ろ」 と。 

フエ ■ス號 の 好が 績な ろしと 共に 混 凝 ± 船に 關 ずるを 穗の 
意ぶ 巧 はれし が、 中に もホ國 政府 混 凝 ± 船 部 技師を ゥィッグ 
巧は 其 所 說を發 表して 曰く 

「混 凝 ± 船は 旣 に試驗 時代に あらず、 其 堅牢なる は 鋼鐵船 
に異ら ざる こと 之を 實 際に 徵 して 明白なら、 され ど 只な に 注 
蘆ず ベ さは 船齢の 短襄事 なれ ども、 非常時に 際して は 一日 も 
早く 瓣腹 補足の 爲 之が 大規模の 建造を 必要と ずる のん.。 
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混 凝 主 船に 對し 海水の 廢 々による 損害に 付いて は s ヶ 年を 
保 請し 得べ し.、 これ 米闕 海軍省に 於け る 混 凝 ± 建造物の 實驗 
によ なて 明白な‘ りと ず、 义此事 實は那 威の 混 凝 ± 船 ナム セン 
ジョ， 號 (Narnse 基 〇を) の經驗 によろ て證 明し 得べ く。 

更に 同號 よろ も 長期に 試驗 せられた る ものは ボストン じ 於 
て 一一 一四 年 前 建造せられ たる 小 汽艇なら とず、 其が 料は セメン 
トモ 八夕 八を 使用せ しが 現に 何等の 損傷を 示さず、 なて 鹽分 
の 影響 微弱なる を 知る に をるべし 、又 水雷 攻擊 に對 しては 巧 
を 穿たる、 こと 化の が 料と 異ら ざれ ども、 世人の 想像せ る 如 
く 船體を 破砕 さる t ものに あらず、 これ 鐵 筋のを 在せ る爲案 
外强视 なる に 由る。 

混 凝 ± 船の 建造 費が 鋼鐵船 建造 費の 約 一一 一分の 二を なて 足る 
ことは 明白なら •これ 混 凝 船 造船所は 僅少の 資本を なて 經 
營し 得る と共に 多數の 造船を をし 得る に 巧る、 卽も其 設備た 
る や 巧 混 鱗 ± 混和 機と 扛 重機と を 要するに 過ず 從 つて 鐵船造 
船 所が 五十一 萬 弗の 建設 資本を 投 ずべ^ 所に 僅に 一 萬 五 千 弗 
をな て おれろ、 而も 造船が 料のを 易に 調へ 得る こと も 亦 投下 
資本の 僅少なる 原因た らん か」 と。 (仙 田) 

•支那 セ メシト 業 


昨年 消費 高 支那に 於け る ぉ メント の 需要 逐年 增 加し 建 
築 工業、 鐵 道の 敷設、 灌灣の 修築、 河川の 改修‘ 護岸工事、 電 
氣 事業 等の 進歩に 伴 S セィント (が 泥、 水 泥、 ±敏±) 需要 
範圍 一層 撥 張され 最近 一一 一箇年 平均 消費 額は 百ち 十 萬 樽に 達し 
大正 お 年度に 於け る 日本の 消費 高は 四宮 五十 萬 樽と 稱 ずれば 
夫れ に 比し 一一 一分の 一に 相當す セメント 需要の 增 進に 應 じま那 
に 於け る 製造 漸次 勃興し 今や 其の 生產 額は 百 S 十 萬樽內 外に 
上ろ 查 消費 額の 八 割と 分 弱を 自給し 輸入は 僅々 殘る 一割 S み 
强に 過ぎず し V 最近 S 年間のを 均 輸入額は 二十 萬樽內 外ぶ A 
とす 元 ホ セメント エ業の 支那に 於け る 起源は 遠く 千 八な 十六 
と 年 (光 緖二年 我が 明治 十九 年 3 頃に あら 當時 支那 人は 直隸 
省 順 德府唐 山縣じ 於で 本業を 起し 英國 人の 技師を 碟 しで 舊式 
方法た る 德利型 窯を がて 燒 成に 着手した も是 現在 橫最 圓筒囘 
麟窯四 個を 有ず る 支那 第一の セメント 製造 會社 たる 啓 新洋灰 
を 限 公司の 前身 をら 其な 國內に 於け る セメント 需要 增加 する 
に 伴 a 廣東 、湖 化、 大連小 野 田 セメント 會社等 相繼い VH 場 
設立せられ 目下 四箇の 製造所を 有すを 工場に 化ろ 毎年 供給し 
得る 產 額は 大約巧 二、 云 十 萬 樽 巧 外を ろ 其 製造 能力は 左の 如 
し . , 

公司ぶ  設立 期 .年產 額— 
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•啓 新洋 灰な 司 
棚 化 水泥廠 
廣東 ±敏± 廠 
小 野 田會社 


一 兀〇六 年 
一九 〇 と 年 

一九 〇 六 年 
一九 〇 化 年 


六十 萬 横 
一二 十 萬 
一日 二を 
一一 十 萬 


而 して 啓 新洋灰 有限 公司は 直 隸省唐 山に あら 資本金 五 巧 八 
十五 萬 元にし y 湖 化 省 石 お 蜜なる 湖 化 水泥廠 工場 も 兼 營す廣 
巧 ±敏± 廠は廣 東 省 河南に あろで 百.  五十 萬の 資本金と し 小 野 
田 セメント 會社關 東 州 支社は 巧 二十 萬圓 にして 明治 四十.  一年 
二月ょ ろ 作業を 開始 せら 次に 最近 十 年間 輸入額を 調査す るに 
著しく 激增 せる を 見るな 6 左記 輸入額は 總 輸入額ょ 6 再輸出 
額を 控除した る もの なれば 純 輸入額と も稱 すべきを ろ。 

一九 0 と 年 一、 完 二、 寞擔 一九 〇 八 年 S 二、 畜擔 
一九 0 九 年 一、， 重、 1111111  一九 S 年 一、 畫 li 八 
一九二 年ち 九、 皇 一一  一九二 一年  哭 九、 I 巧 六 
一九ニ ニ 年 ご 八 ’0 一九  一 互 四 年 九 〇三查 
一九 一 五 年 ぉ〇三 一九  一九 一六 年 ご 三 ハバ犬 
製造の 開始  は 一八よ 六 年に 始ミ 6 しと 雖も 最近に 至る 
ま •.では 事業 振は ざら し爲め 一九  一 〇 年 迄は 其 需要の 大部分を 
國 外に 仰かざる 可らざる 狀 態に あろし が翌 一九 一一 年な 降は 
輸入 頓に 減少せ 6 一九 0:^ 年には 豹 百 六十 萬檐の 輸入 あら 兰 


年後の 一九 j 0 年には 約 二百 萬 樽に 達し 約 二割 お 分の 增 加を 
なせし に 蜜 一 化 一】 年には 俄然と 十八 萬 樽 卽も約 お 害 餘の激 
減を 示せろ 爾來 年に 依な 多少の 增滅は 免れざる も 又 昔日の 面 
影を 認めず され ど ホ だ 輸出を なず の 域に 達せず 最近 五 年間に 
平均 年と 千 樽の 輸出 あろ々 る も B 輸出に 過ぎず。 を 遮 輸出 額 
を調查 せる. に 年に 依ろ 著しく 亂 高下 あろと 雖も 一九二 一年 後 
四 年間の 平均 輸 移出 順を 示せば 左の 如し 

(單 惊擔) 

大連  二 五 0、 九 01 一一  秦皇島 •'二 一二と、 一四 八 
天津  一九二、 と 四 一二  廣柬  ニニ、 五 0】 
漢口  ’八 四、 六 五 巧 化 龍 五と、 化 五 五 
其 他 輸移巧 避と しては 牛莊 、南京、 化 江、 上海のを 地 あれ 
ども 殆ん どい ふに 足らずが 上の 六 港に 於け る輸 移出 額 比較的 
多大なる はを 遮 お 其 背後に セメント エ場を 有する に 依るべく 
卽も大 連の 小 野 巧 セメント、 天津、 秦皇 島は 啓新洋 灰を 限 公 
司、 廣 東は ±敏± 廠 、漢 口は 湖 化 水泥廠 、九 龍は 菁州洋 灰 公 
巧み 工場を 巧ず るに 照 因す。. 

天津、 秦皇島  の輸 移出は 啓新洋 灰を 司の 製品に して 其 
總額 最近 四ヶ 年間 平均の 十二 萬 化 千 乂百化 十一 擔に 達する を 
みて 同 公司の 輸 移出は が 上を 工場 中 第一 化に ある ものと いふ 
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べし 雨して 最近 ー ニケ 年の 輸 移出 避 別表を 示せげ 
灌別  >一 み ニニ 年 一 か 一四 年 一九 一雨 竿 
お 連. 一一 六 二、 八よ と 三 五 二、. 八と よ 四 〇 六、 二 四と 


半— 莊 


四 


秦皇島 一一と 凹、 と 一ニ ニ 化 四、 よ 八 八、 ご 一一 一六、 四 ニー 
天 津 お 四、 Ml 化 一 C 八、 八 五六 お八と、 四ムー 
漢口  一】 四、 二！ 六 五、 二と 九 一九， 〇 六 九 


九 江 
南京 


二、 と 〇〇 


六 〇 


上海  、 化 〇 六 .豊 
廣柬 二 〇 四、 八 一六 .化ち を 一 〇 S と、 五八 九 
九 龍 よ、 一九 四 九 一、 六と 六 一一 一二、 0 六 九 
最近 六 個 年， 平均 輸 移入 額を 徵 ずれば 第！. 位は 大連 じし 
て 二十 W： 九 巧 四十と 擔 、.第三 位は 上海の 十一 二 萬 五 千 五ち 二十 
一一 擔 、窒 を 度 東の 王 萬 八 千 一二 十八 擔 、.第 四径か 東め 八 萬 
四千 お 巧 九十 迅擔 、第五 化靑 葛の 六 萬 五 千 巧 二擔 をれ ども 
年次に 依ろ て 多少の 消長を きじ あらず 最近 二 個 年 瞬の 化較統 
計を 左に  . . 、'  . 

(單 位寶 

遮 名 一九 一 0 年 一九ニ ニ 年’ 


大遽 - 应 一六、 11 立 六 
上’ 海 "二 化ち 0 一. ご 一一 
廣柬  二 五 四、 四 八 〇 
安東  二と お、 お 一四 
靑島  一. 一八と、 四 八 二 


六 八、 と 四 二 
四 化、 八 八 五 

お八、 八 ニニ 
二 五、 0 八 0 
四 五、 と ニニ 


大 連、 廣東其 背後に セメント エ場を 有しながら 斯く輸 移入 
遞 としても 優位を おつ、 あるは 其 需要 多大に して 單に 背後の 
製作 品の 供給の みに ては 充 みなら ざるに 依るべし 現に 大 連ろ 
如 含は 滿鐵會 社に て 所用の 年額は S 十 萬 樽と 稱 せらる 然るに 
.小 野 田の 能力は 其半數 なれば 其 化は 勢； 5 輸入品を な こ 補充せ 
ざるべからず 次ぎに 最近の 純 輸入額に 就て 
列國の 地位  を 見る に 第一位 香 遮、 第二 化 曰 本に して 佛 
領巧度 支那、 獨 逸、 露國 、澳門 等 之に 次 r も 前 二者に 比すれ 
ば 後者は 遙 かに 其 下位に あ々 今一 化】 0 年ょ ろ 一九 一 五 年に 
至るな 下を 國の 地位を 表示 すれば 左の 如し' 

國別  平均 輸入額  輸入 率 
香遞  ！1 一四 二、 115 擔 一二よ％ 
.目 本 ill 一九、 一一 一六 九 一一 宝. 
娜領 印度支那  六 〇、 八 九九  と 
獨逸  六 〇、 一一 九 と 
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露‘ •國、  四と、 五八 化 五 
澳巧  四と、 四 六 六 - お 
而 して 一九】 四 年 及び 一九 一 お 年のを 國 輸入 高は 

(單 化擔) 

國 別-  一九 一四 年 一 化 一 五 年 
日 本 お、 化 化 四 一 九 〇、 一二 化 S 
香灌  S 1 四、 一 〇 四 S 二と、 五 九 四 

澳巧  四 〇、 九 五六  九 二、 八， と 一. 
佛領 印度支那  八 八、 九 五ー  ニ 九、 四 云 四 

獨逸  1 一二 ご 0 八 一八 

露國  八 五、 〇 六 五 立 八、 九 OS 


白耳義 


お、 と ニニ 


朝鮮  四 五 、闽化 六 
其 他 一二、 お 00  六、 六 八 〇 
香 遮が 第一位  にある とは 上述の 如くに して 支那に 於け 
る セメントの 供 雜量中 一二と バ— セント 巧 外を 占め 居る は 同化 
に靑州洋泥公司ぁらで製造に從事せる爲めな-^今左化同ェ場 
を 始めを 製造所の 槪 要を 揭 載せん とず 靑州洋 泥な 司は 今よ ろ 
約 二十 餘年前 極 おに 於て を 種 ± 木 工事 屈 盛を 極め 支那 日本 比 
律賓等 じして セメントの 需要 頗る 大を 6 し 時に 際し 勃興した 


る ものにして 一八 八 九 年英國 資本家に 依ろ て談 立せられ 爾ホ 
急速なる 進 ホを なした る ものと す。 

.工場は 化 龍 の 鶴 園、 觀 門の グリ •ン 、ァィ ランド、 香 遮 
南岸 深 か 灣の三 箇所に 設け セメントは 前 二 工場に 於 V 製造し 
深か灣 工場は 孽ら パィ グ 、敷 お 等を 製造す ろの 設備 あるの み 
而 して セメントの 製造 能力は 九 龍 工場 窯數 十六 箇 (一日 製造 
能力 二百と 十四 顺) 澳巧 工場 同と 傭 (同上な お 順) 計 二： HI】 
箇 (同上 一二 巧と 十九 嘯) 卽らー ヶ年巧 萬 樽が 上を 製造ず る 能 
力を 有ず 原料の 石灰 巧は 創業な ホ 廣東冷 西' 狂 御 近の 英德 地方 
よらの 供給を 仰ぎ 戎克 をが で澳巧 及び 香 遮の 工場 K 運搬せ し 
が 一九二 一年 (火 お 元年} 胡漢民 都督 時代に 於て 旗 東よ をの 
お 灰 おの 輸出を 禁业 したる ため 願 牌 不足を 吿げ 一時 事業 中止 
の 悲運に 陷ら已 いなく 佛領 海防 (廣 安) よら 輸入し 漸く 營業 
を繼續 せら 然れ ども 其 運賃 窩價に 上ら 從前廣 東方 面よ 6 輸入 
せる に 比し 非常に 不利の 槛 位に 陷ク 巧れば 目下を 種の 救濟策 
を 講じつ、 あるが 製品の 品質 價格 共に 他 品と 競爭 ずるに 何等 
の 遜色な く從 つて 同社の 最 盛時には 殆ん ど， 查 能力を 發 揮して 
機械を 運轉 しーヶ 年に 八十 萬 乃至 ぜ萬 樽を 製 出した る こと あ 
ら され どが 上穗 をの 障碍を をけ たる 爲め 一九二 一 一年中は 一二 餘 
の 窯を 使用し 普通 能う、 W 下 卽ら兩 工場に 於て 六十 六 萬 槪乃ま 
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よ 十 萬 樽を 製 出した るに 過ぎず 從來 販路は 擴大し 南 か あび 化 
部 支那、 比律賓 、新 嘉坡其 他に 供給し つ、 あ 6 しが 最近 數年 
間 殊に 化 一二 年は 廣東 尘敏 十一 廠の 製品 も 南部 支那に 於て 漸次 
聲價を 高 あし も 日本 品の 競爭 激甚に し V 化々 其 販路を 侵食せ 
られつ、 あろ 岡 公司の 營叢 成績を 見る に 一九 一 お 年 班 月 株主 
總會に 於て 公 じせる 處に 依れば 爲替 相場 變 動と 價裕の 下落と 
に 依 6 勘な からず 損失を 被 6 たる も生產 養の 低減に 依ろ 好 結 
果を 得た ろ 戰亂の 勃發は 一時 取引を 阻止した る も 需要は 直に 
平常に 復 しわら 而 して 歐洲戰 亂獨逸 あ 白す 義等 ょちの 輸 巧な 
きと 同社が 輸出 便なる 地に あると におり 船腹 さへ 之を 得れば 
次期に 於て は 更に】 曆の 好成績を 收 •め 得。 へし^ 戰前 一一 一年間の 
販賣額 左の 如し 

.^單位弗). 

.年次  セメント  嫌 あ パィブ 等 
I 九 一一 年 S 四よ、 と 六 六 . 九、 一二 九 六 
一九 一二 年 二些 ハ、 ニー 五六  一二、 四 110 
一九ニ ニ 年 一 一六、 星】  ，ご 一、 一一 五一. 

を 表に 依れば 深水灣 工場 卽も パイ グ敷 巧の 製造は 成績 稍 や 
良好なる も 鶴園靑 州の 兩 工場 卽も セメント エ場に 至ろ ては 近 
年營業 成績 頗 ぶる 不良に して 純 溢 金 著しく 減少し 居る を 見る 


べし 

不振の 原 固 を 講究ず るに (一) 徒らに 資本を 增大 し經營 
法 宜し'， 省を 得 ざ 6 しこと (二} 需要の 減少せ る こと 卽ら 香灌地 
方に 於け る 大工 事の 完了 並に まとして 廣東 ± 敏止廠 との 競爭 
激當 なること (二 ご 原料を 得る ことの 西 難なる こと 等に して 就 
中原 料 供給 問題は 最も 成績を 不良なら しめし もの、 如しな じ 
將巧此 解決を 得ざる 限ろ 前途を 悲觀 せざる を 得ざる べし (未 
完 )( 上海 目 本人 實業協 會發行 週報 第 H 一二 六號 ょり 轉 載) 

® 上海に がける セメントの 市價 (々巧 +セさ 

商況 人 梅 季節の 爲め 一般に 巿 況沈靜 勝ちなる も 入梅 も 明けな ば 多少の 活氣を 
呈 するな らん、 が 場 左の通り 

佐賀ぉ メント 象-叩  一 樽 111 兩 五み 
小 野 田 セメント  同 一一 一 兩八么 五み 
淺お セメント  同.  S 弼 八な 五 か 
日本 セメント  同 一一 一雨 七 か 
飛 馬 セメント  同 一二 雨 六み 五 か 
唐 山 セメント  同 S 雨 四な 五分 

(セ 巧 二十日 週報 互 二 六號〕 

® 滿鐵 窯業 近况 、 

滿鐵 中央 試驗所 窯業 科に 於いては 目下 採 箸め 試驗 工場と して ル 尚 子に 陶磁器、 
耐火煉瓦 あ ガラスの 一二 工場を 設廈し 五六 巧 人餘ん 職工を 化 巧し 盛んに 製造に 從事 
しつ、 をり 今後 滿洲ま 那一帶 はか 論 南 滴、 兩泮 •西 比が 盛 ホ 面に 發展し 外 國晶と 
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競爭 する の 大計 蠢を なて 着々 諸種の 新 設備を 爲 しつ、 あるが々 其の 近況を 聞く に 
陶磁器 工場は 耐义 揀瓦エ 錫と 等しく 二 一四 年 前より 着手され たる ものなる が 元 
來滿洲 に 於て は 陶磁器の 產地 として 稱 すべき ものな， 、重に 南支なる 景德鎭 及び 山 
巧の 白山 地 ホより 年額 一す 萬圓餘 日本 內 地より 二十 萬 圓餘を 輸入し ホり たるが 近 
時 滿鐵に 於て 着手す る や 漸み么 におって 化る の狀况 なり 目下 當 工場に がて 製造 中 
の ものは 多く 支那 中流 家庭 巧ん ものにしで 品質の 良 巧なる ものよりも 寧ろ 堅牢な 
る ものを 多量に 製 おする の 方針を なて 擴 張され 現を セ 八十 人の 職工 あ リ年產 額 セ 
八 萬 劇に 達する とを ふ 

耐た 煉瓦 は 近時 一般 事業の 勃興に 伴 ひ 販路み 第に 猿 張され っ、 あれ 共 目下 鞍 
山が 製 鐵所述 築 中 なれば 其の 需 おに 遂 はれ！ 般の 注文に 應 ずるの 餘裕 なしと を 
ふ、 珪お 煉瓦、 マグネ サィド 煉义は 重なる 製品に して 現 巧 S 巧 四 五十人の 職工 あ 
リ 盛に 製造^ 從事 しっ、 あれ 共な 二-一二 年間は 辛ん じて 鞍山站 なび 本 溪湖贿 所の 需 
用に 膽 ずるに 避ぎ ずと を ふ 

ガラス エ場は 本年 二月より 着手され たる もの なれ おお ホ 其 計 劃は 斷洲 戰爭 は. 
前よりの 事に 屬し將 ホ おも 有望なる ものと して 計 劃され つ、 あり 現下 南部 南淸方 
面輸 巧の n ッブ類 ホヤ 類を まとして 製造し 一日の 製造 高 一二 百圓內 外にして 目下 巧 
五十人 餘の 職工 あれ 共 一般の 需要は 斯の 如き ル 規模の ものを なて 許さ ごる ものを 
れば 近く 工場 及 諸 機械を 增 加し 製造 能力を 增大し 廣く阳 .度 藻洲ホ 面に 輸 巧の 計 劃 
を 立てつ、 あり (セ 巧 十一 二日 遼萊 新報) 

•岐阜 縣 下の 陶業 

' 近，、 一千 萬圓に 達せん 
柬 濃を 中、 心と する 縣 下の 陶磁器 業は 時 おけ ホ長儿 の發肢 をな し 年額 セな 萬阅を 
算す るに まりた るか 今日の が 態を 持續 する にがては 恐らく 雨 一二 年中に 年額 

一千 萬圆に 達すべき 狀が にして 其化產 組織は 巧來の 的 小規模の 家內 工業は 
をん ど 跡を 結ち 今や 機械 應 巧の 大观膊 の 工場と 化しな めに 動力は 常時 俠乏 を訴へ 
例む 主岐 郡に がける 電力 問題の 如き 紛 叫を 惹 おする に 至りた る 程なる が 最近 本縣 
産業 課の 調査に 依れば 


海外 輸出 向 製品は 米國 にがけ る 蔡輸の 到底 免れざる を 見越した るが 爲め 近時 米 
國 向を 器 類の 注文 頻 到し ホ產地 たる 笠 原 地 ホの 當 業者は 晝夜兼 巧の 巧樣 にて 製造 
能率の お 進に 吸々 たり、 然れ ども 多 治 見地 ザ じがて 專ら 製造 中な りし クリスマス 
當て込 かの 陶製 玩具 一時 非常の 盛況を 呈 したる も 偶々 禁輸の 厄に 遭 ひて 一大 巧擊 
を 受けた る も其範 園り 用品 5 如く 大 ならざる をな て 一局部に 化 まれり、 义昨來 ホ 
活 おを 持せ し 南が 向 輸出は 最近 硝 衰退の 傾き あるは 一時に 夕 數の輸 巧を 爲 したる 
爲 めが 謂 生產過 剩に陷 りたる が 其 またる 原 園に してが 別聲 偶を お墜 したる にあら 
ざれば 需用 地に がて 漸次 消費 せらる、 に隨ひ 酉び 盛が を 見る の 時 あるべく 當 業者 
は 幾み 製 産を 手 おへつ、 あり、 支那 巧は が 別 好 况と云 ふに あらざる も 去りと て不 
況 にも あらず 火體に 於て 現狀 維持の 狀 態に ありて を 破より 觀 察すれば 輸 お向き 製 
品は 各穗お 好況を 持續 せり 

內地 向き 製品は】 時を 般に 萎微 沈滞の 氣 味を 脈せ ざり しも 昨年 ポ醜 憤の 騰貴 其 
他の 事淸に 依り 農冢の 購買力 增 加に 伴ひ漸 々商況 巧潑と 寺り 踩に车 .一二 巧が 來一 
曆が況 を 示した ると 駄巧 方面の 巧. 生 盛、 鉢 類は 新たに 北海道に 版 路を開 巧し 商 
況 頗る 殷 眼な リ事巧 新く の 如くに して 一般 製陶 巧の 活況に 伴 ひ、 主岐郡 陶器 徒弟 
學校內 なる 

陶器 試驗 場は 當 業者の 參觀 、陶 ± 分が、 鑑 をの 化賴を 著る し < 激增し 原 お、 陶 
± のみが 請求は H 々數 件に 達し 一名の 技師と 二 名の 巧手は 非常の 多 化を 極む るに 
至りた るが 间試驗 場 にがては 如上の々 が 鑑 おの 外、 機械の 應 用、 化 學試驗 等を 爲 
し 其 成 鎭を發 表し 陶繁 者の 參考に 供し 改良の 資料を らし めんと 努め 巧た るが 從ホ 
は當 業者よ リ 無用の長物 視 されを く 顧みる もんむ かりし か 時局の 影響と 外が の 刺 
戟は 何時 迄も舊 慨を冀 守す るを をさず 今や 之を 利用す る もの 益々 增 加した る. は斯 
業の なめ 慶 すべき 事と 謂 ふべ し (六ち 二 U 岐阜 H 々新 颗〕 

® 輸出 陶 雜將來 

名 古尾に がける 陶磁器は む 村 組、 巧 代 株式を 社、 縮 藤 小川 合わを 社、 お ホ柏陶 
器會社 等に より 製造 おくは 輸出せ られつ、 をる か戰 亂勃錢 W 前に ありて しが 額-一 
百 五十ず I 阁內 外な りし も 現今に 至りて は セな 褐间を 超過す るい 雜況 を呈し ホれ リ 
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然リ と雖も 船腹 不足の 結果は 運賃 戰 前に 比し 五六 倍 乃至 十倍に 達し、 輸出 地に よ 
リ ては 顿當リ 巧 八十 圓を 嬰し 却って 製品 (顺巧 二十 圓見 當) 化 上の 經 費を 嬰す る狀 
がに 至り、 陶磁 維の 如き 重量 及を 積 おた 犬なる 輸 巧 品は 其廣格 海運 界の 狀況 によ 
りて 左右 せらる る事甚 しく、 戰 後に がける 斯界の 消長は 一に 運賃の 如何に 繫 がる 
も 戰亂終 媳の燒 は 海運 界は 愈よ お 盛なる 疑 蓬を 爲し 運輸 上に がて 充 みの 便益を 得 
る 事 明瞭 なれば 戰 後の 運賃 問題は 左程 悲觀 すべきと も 思 はれず、 然れ ども 我國に 
がける 諸 物 偶の 騰貴が 戰 後に 繼纔し 製造 費に して 膨大す るは 當然に 屬じ而 して 旣 
往な 現せが か國 品に 比して を價 なる 點よリ 競爭し 得を る 利益が 除去 せらる、 事と 
なる は 免れざる べきを なで 製造 ザ 針 等に 就て 一大 硏究を 要すべし (六月 二十 一二 日 

蹇 知〕 

，の 日 東 窯業 創立 

靜岡縣 に 於て は 陶磁器に 關 する 材料 若く は 製造は、 比較的 駿 みなる が興津 町む 
因中與 平氏が、 賀巧郡 松 崎 ホ 面に て 白を の 陶± を發觅 し、 東京な び ネ縣の 工業 試驗 
場に がて々 が硏究 し、 實地 調査の 上を 望なる 材料を る ことを 認識せられ をる 結 
果 、硬質陶器 及び 電氣用 磁器の 磐 造販賣 なび 原料 上の 販賣其 他 一艘 窯業 事業に 從 
事す る 目的を なて、 庵原 郡興津 町に H お 窯業 株武會 社を 創立し、 蚊を 縣±峡 郡 下 
石 巧の 旣設 工場に がて 製造に 着手す る ことに 決せる が、 東京の 福澤大 四郞氏 創立 
委員長と な リ旣に 東京 あび 本縣 下にて を 力なる 賛成 員 一一 •一十 有餘 名を お、 旣にセ 千 
五ち 株を 得を るが、 殘餘一 一千 あな 株を 縣 下にが て 募集す るを バ六巧 二十 一一一 日靜岡 
民 友 新聞) 


® 平攘 陶器 工場 


、ホ攘 南門 和 花咲、 井上 兩 巧の 匿名 組織に て、 資本金 五萬圓 をが て計畫 せる 陶器 
製造が は、 最初 其の 敷地を 新 陽 里に 豫 をせられ しも、 敷地 內に 午砲 臺 ありし をな 
て、 府廳と 交渉の 結果 停車場 通 若裕听 の鐵道 用地 『平壤 製粉所の 裏』 を 借り 入る 
ミ 事と なり、 過般 來 工事に 着手し、 速 築 物は 大部み の 建て 込みを 終り、 燒 靈及ぴ 
地上な 尺の 煙突の 慕 礎 工事中な るが、 經營 宜しき を 得デ缺 損の かにて お 敗に 終れ 
る 馬 山 洞 磁器 會 肋の 變體 にして、 原料 ± は、 馬 山澗 及び ホ 南 眞她洞 附近より 買 化 
し、 本年 巧には のかの 設備を を 成せし めて 製品を 出す 豫 をな 9 とバ 六月 二十 五日 

薩 時報) 
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